ヒ ク ソ ス 、 エジプト 、 そ し て 我々 の 未来 、、、 


その 前 に 、 読 者 の 皆さん が この 本 と 、 著 者 た ち に よっ て 書か れ た この 本 の 背景 を 真 に 測り 理解 す 

る た め に は 、 土 台 と な る 歴史 的 な 情報 を 提示 する こと が 重要 だ と 私 は 考え て いる 。 私 た ち が ず っ 
昔 に 学ん だ よう に 、 歴 史 は 常に 勝者 に よっ て 書か れる 。 し た が っ て 、 現 代 を 理解 する た め に は 

過去 に 遡 ら な けれ ば な ら な い 。 こ の 部 分 の 最後 に 、 な ぜ 私 が この 本 を へ ブラ イ 話 、 ア ラム 語 、 

ディ ッシュ 語 か ら 若 労 し て 翻訳 する こと に し た の か も 記し て お こう 。 


物語 は ヒ に クソ ス の 時 代 か ら 始ま り 、 彼 ら が 一 時 期 上 エジプト を 支配 し て いた が 、 よ り 具 体 的 に は 
下 エジプト を 支配 し て いた 。 私 が 話す 部 族 は 、 何 千年 も の 間 さ ま ざ ま な 名 前 で 呼ば t れ て きた が 、 
2024 年 の 現代 で は ユダ ヤ 人 と 呼ば れる こと が 多い 。 多く の 人 が この 考え 方 に 反対 し 、 彼 ら で さ え 
も 明らか な 理由 か ら 反 対し て いる 。 し か し 、 長 い ス パン で 多く の 専門 家 に よっ て まとめ られ た すべ 
て の デー タ が 、 ほ ぼ 同 じ 特 徴 、 手 口 で 結合 され て いる 。 


彼ら の 計画 、 信 念 、 戦 術 な ど は 変わ っ て いな い 。 当時 と 現在 の 彼ら の 本 当 の 姿 は は っ きり し て い 
る .…。 これ 以上 の 解説 は 抜き に し て 、 始め よう 。 


ヒ ク ソ ス (Hyc は 「 王 」、Sos は 「 羊 飼い 」 を 意味 する ) と いう 言葉 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 歴史 家 フ ラウ ィ ウ 
ス ・ ヨ セ フ ス を 書い た も の で ある 。 マネ ト の 記述 の 文脈 で も 、 彼ら は ヒ ク ソ ス 人 と 評価 され て いる 。 
エジプト 語 で は 、 彼ら は 「 へ カ ・ カ スー ト 」 ま た は 「 へ カ ・ カ セ ウ ェ ッ ト 」 と 呼ば れ 、「 異 国 丘 陵 国 の 
支配 者 」 を 意味 し た 。 


上 エジプト と 下 エ ジ プ ト 


上 エジプト : ヒ クソ ス 人 が どの よう に し て エジプト の 上 部 を 支配 する よう に な っ た の か に つい て は 、 
あま り 明 確 に な っ て いな い が 、 紀 元 前 2040 年 頃 に 支配 権 を 得 て 、 紀 元 前 1782 年 頃 に 支配 権 を 失 
うま で 支配 し て いた と され て いる 。 ヒ クソ ス 人 は 、 下 エジプト や 中 エジプト の 他 の 地域 の 様々 な 君 
主 (総督 ) と 条約 や 契約 を 結び な が ら 、 東 デル タ を 商業 的 に 支配 し 、 か な り の 土地 を 手 に 入れ て 
政治 的 権力 を 行使 で きる よう に な っ た 。 ナイ ル 川 の 河口 を 含む 下 エ ジ プ ト も 、 支 配 権 を 失う まで 支 
配 し た 。 


下 エ ジ プ ト : 多く の 人 々 は 、 ヒ クソ ス が エジプト 全土 を 支配 し た と 誤解 し て いる 。 収集 され た すべ て 
の デー タ か ら す る と 、 そ れ は 真実 で は な い 。 彼ら は 下 エ ジ プ ト と お そら く 中 エジプト を 支配 し て い 
た 。 ヒ クソ ス が 下層 エジプト を 支配 し た と き 、 第 二 中 間 期 と し て 知ら れる 時 代 が 始ま っ た 。 科学 者 
と その 他 の 人 々 の 間 に 多 く の 対 立 が ある た め 、 私 は ヒ ク ソ ス が 下 エ ジ プ ト を 支配 し た 際 の 三 つ の 
選択 肢 を 紹介 し よう と 思う 。 この トピ ッ ク の 最後 に 、 私 の 個人 的 な 意見 を 述べ る 。 


選択 肢 1 


ヒ ク ソ ス の 侵入 の 際 に 起こ っ た こと を 記録 し た マネ ト ( 下 記 参 照 ) を 使う :「.… 無 名 の 民族 の 侵略 者 
が 、 勝 利 を 確信 し て 我々 の 土地 に 進軍 し て きた 。 土地 の 支配 者 を 制圧 し た 彼ら は 、 私 た ちの 都市 
を 無慈悲 に 焼き 払い 、 神 々 の 神殿 を 破壊 し 、 す べ て の 原 住民 に 残酷 な 敵意 を も っ て 接し 、 あ る 者 
は 虐殺 し 、 あ る 者 は 妻子 を 奴隷 に し た 。 また 、 ヒ クソ ス 人 が エジプト を 攻撃 する こと が で きた の は 、 
青銅 器 、 合 成 弓 、 馬 と 戦車 を 使っ た 侵略 術 に 長け て いた か ら で あ り 、 さ ら に 、 ヒ クソ ス 人 に は より 
強力 な 味方 が いた 。 エ ジ プ ト 人 は 鎧 を 持っ て いな か っ た 」 


選択 肢 2 


ヒ ク ソ ス 人 は 到着 する と 、 最初 は エジプト 社会 に 溶け 込ん だ が 、 や が て 非常 に 力 を 持つ よう に な 
り 、 つ い に は クー デ タ ー で 下 エ ジ プ ト を 支配 する よう に な っ た 。 な ぜ な ら 、 彼ら は ファ ラオ 王朝 が 終 
わり を 告げ 、 エ ジ プ ト が 弱体 化し 、 エ ジ プ ト の ファ ラオ に 後継 者 の 息子 が いな か っ た 時 期 を 利用 し 
た か ら で あ る 。 ヒ クソ ス が 支配 権 を 握る と 、 彼 ら は 自分 た ちの 民 の 一 人 に 正当 な ファ ラオ の 称号 
を 主張 させ た 。 


選択 肢 3 - 最も 新しい 


何 世紀 に も わた っ て 歯 の 化学 物質 を 分 析 し た 結果 、 ス トロ ンチ ウム 元素 の 同位 体 の 濃度 が さま 
ざま で ある こと が 判明 し た 。 ヒ クソ ス 土 地 の 古 代 首 都 テ ル ・ エ ル ・ ダ バ か ら 発掘 され た 合計 75 本 の 
歯 が 調査 され た 。 ス トロ ンチ ウム の 濃度 は 、 ナ イル 近郊 の 肥 決 な 土地 を 占領 し た 人 々 が 、 一 回 の 
波 で 到着 し た の で は な く 、 時間 を か け て 絶え 間 な く 移 動 し て きた こと を 証明 し て いる 。 こ れ に よっ 
て 、 ボ ー ン マス 大 学 の 科学 者 た ち は 、 ヒ クソ ス は 侵略 で き な か っ た と 主張 し て いる 。 


以下 は 私 の 意見 で 、 彼 ら が どの よう な 名 前 に 切り 替え た か は 別 と し て 、 こ れ ら の 特殊 な 部 族 に つ 
いて 私 が 知っ て いる すべ て に 基づい て いる 。 私 は 、 選 択 肢 1 と 2 の 両方 が も っ と も らし いと 考え て 
いる 。 こ の 本 を 読め ば 、 彼ら が 両方 の 手段 で 目的 を 達成 し よう と し て いる こと が わか る だ ろう 。 虐 
殺 、 殺 人 、 殺 害 な ど で あ り 、 爽 較 、 恐 喝 、 補 盗 な ど で も ある 。 今 日 の 状況 を 見 る と 、 特 に 第 一 次 世 
界 大 戦 と 第 二 次 世界 大 戦 の 後 、 彼 ら は 多かれ 少な か れ 2 の 選択 肢 を 利用 し て いる 。 さ て 、 話 を 先 
に 進め よう 。 


彼ら が 目的 を 達成 する た め に どの 選択 肢 を 使っ た に せよ 、 そ れ は 達成 され た 。 ヒ クソ ス の 初代 
ファ ラオ で ある サラ ティ ス が 建国 し 、 そ の 後 、 ベ オン 、 ア パク ナス 、 アポ フィ ス 、 ヤン ナス 、 アッ セス 
と 続い た 。 (古代 エジプト の 歴史 家 で あり 司祭 で あっ た ) マネ ト ( フ ラウ ィ ウ ス も マネ ト の 「 エ ギ プ テ ィ 
アカ 」 か ら 引 用 し て いる ) に よる と 、 侵略 者 を エジプト 語 の へ カ ・ カ スー ト の 変形 か ら 「 ヒ クソ ス 」 と 呼 
び 、 エ ジ プ ト の 文献 で は ・「 ア ム 」 と 呼ば れ て いる 。 ヒ クソ ス 人 は 、 東 地中海 、 西 アジ ア 、 カ ナン 、 シ リ 
ア 、 レ バン ト 、 そ し て お そら く ト ルコ 地域 を 含む 地域 か ら 「 ア ジア 人 」 ま た は 「 ア ム 」 と し て 知ら れ て い 
た (これ は まだ 議論 中 で ある )。 彼ら の 遊牧 民 的 傾向 の た め に 、 こ れ ら の 部 族 が どこ か ら 来 た の 
か を 事実 上 特定 する こと は 非常 に 困難 で ある こと に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 多く の 人 々 
は 、 先 に 述べ た 地域 か らい くつ か の 手段 を 使っ て 決定 し て いる 。 ヒ クソ ス 族 は 暴力 的 な 民族 と し 
て 知ら れ 、 セ ム 系 民族 で 、 (エジプト 人 と は 反対 に ) 一 柱 の 神 を 信じ て いた 。 彼ら は エジプト 的 で な 
い 埋 葬 方 法 を 用 い 、 そ の 中 に は 、 戦 車 を 引く の を 待っ て いる か の よう に 、 墓 の すぐ 外 に ロバ を 一 
対 埋葬 する こと も 含ま れ て いた 。 ま た 、 ヒ クソ ス 人 は 遊牧 民 で あり 、 ヒ クソ ス 人 の 人 名 は 西 セ ム 語 
系 で 、 ア モリ 語 、 カ ナン 語 、 ア ラム 語 の 方 言 と 同じ 言語 グル ー プ で ある 。 そし て 、 暴 利 を 食 る 戦術 
で 知ら れ 、 働 か ず 、 膝 を 屈する こと を 好ま ず 、 ア ブラ ハム 系 の イデ オロ ギー( 宗 教 ) の 生み の 親 で 
も あっ た 。 他 に も た くさ ん ある が 、 大 ま か な 概 要 は これ で わか る だ ろう 。 


前 述 し た よう に 、 彼ら の 名 前 は 、 戦 争 、 統 合 目的 、 逃 亡 む な ど 、 さ ま ざ ま な 理由 で 時 代 と と も に 変化 
し た 。 イス ラ エ ル 人 、 へ ブラ イ 人 、 ユダ 人 、 カ ナン 人 、 ア モリ 人 、 ア マル 人 また は AMW 、 ヒ クソ ス 
人 、 ア マレ ク 人 、 フ ェ ニ キア 人 と し て 知ら れ て いた も の か ら 順 に 、 時 代 を 通じ て 使用 され て いた 順 
番 に で きる だ け 近 づけ よう と 思う 。 も う 少 し 見 逃し て いる か も し れ な い 。 


ヒ ク ソ ス 人 は 、 へ ブラ イ 人 、 ミ タン 二 人 、 カ ッ サ イト 人 、 ムカ リブ 人 、 カ ル デ ア 人 と いう 派閥 に 分 か れ 
た が 、 彼ら は みな アモ リ 人 の 遊牧 民 で あっ た 。 紀元 前 605 年 の カル ケミ シュ の 戦い の 後 、 彼 ら は 
再び 名 前 を 変え 、 ユ ダ ヤ 人 、 ク ルド 人 、 バビ ロニ ア 人 、 サ バイ ア 人 と 呼ば れる よう に な っ た 。 


「 シ ラス ・ ス ピー クス 」 と いう ペン ネー ム を 使う 偉大 な 歴史 家 兼 作家 が 、 ヒ クソ ス 人 の アモ リ 人 に つ 
いて 私 に 語っ て くれ た 。 と は いえ 、 カ ルケ ミシュ の 戦い は 、 ア ッ シ リ ア 帝 国 が 本 当 に 消滅 し た 時 点 
で あり 、 そ の 首都 ハラ ン ( ア モリ 人 の 重要 な 都市 ) は 紀元 前 609 年 に バビ ロン と その 同盟 国 ペ ル 
シャ に 占領 され た 。 エジプト も この 時 点 で 完全 に 減 ぼ され た た め 、 シ リア は 150 年 ほど 後に 急 成 長 
し た 新 バ ビ ロ ニ ア 帝 国 と 後 の ペ ル シ ャ ・ ア チャ メニ ド 帝 国 に 吸収 され る こと に な る 。 し か し 、 彼 ら は 
いつ も そう で ある よう に 、 こ れ ら の 帝国 が 成長 する の を 援助 し 、 そ の 結果 、 彼 ら が 援助 し た 前 の 帝 
国 か ら 「 解 放 」 さ れる 。 前 の 帝国 は いつ も 、 や が て この 徒党 の 策略 に 賢く な り 、 必 然 的 に 徒党 に 課 
税 す る か 、 徒 党 を 追い 出 そ う と する 。 彼ら が 育て 上 げた 帝国 の 瓦 礁 の 中 に 身 を 隠し 、 寄 生 的 に 略 
奪 を 行い 、 そ の 後 、 か つて の 宿主 に 取っ て 代わ る 郊外 の 支配 的 代理 人 に よっ て 解体 する 。 


フラ ウィ ウス と マネ ト の 話 が 出 た の で 、 マ ネト の 「 エ ジ プ テ ィ ア カ 」 か ら 引 用 し た ヨセフ ス ・ フ ラウ ィ ウ 
ス の ヒ ク ソ ス に 関す る 一 節 を 紹介 し な いわ け に は いか な い 。 ヨ セ フ ス は ヒ ク ソ ス を 家父 長 時 代 の 
ユダ ヤ 人 と 見 な し 、 彼ら が エジプト に 現れ た こと を 創世 記 の ヨセフ 物語 と 同一 視 し 、 そ の 後 追 放 さ 
れ た こと を 聖書 の 出 エジプト 物語 と 同一 視 し て いる 。 


ヨセフ ス ・ フ ラウ ィ ウ ス : アビ オン に 抗 し て て 第 1 巻 73 節 

ティ マウ ス ( ツ チマ エ ウ ス ) と いう 名 の 我々 の 王 の も と で 、 神 は 我々 に 腹 を 立て られ た が 、 ど の よう 
に 腹 を 立て た か は 知ら な い 。 彼ら は 我々 の 支配 者 を 服従 させ た 後 、 我 々 の 都市 を 焼き 払い 、 
神々 の 神殿 を 破壊 し 、 住 民 を 最も 残酷 に 扱い 、 あ る 者 は 殺し 、 そ の 妻 や 子供 を 奴隷 に し た 。 そ れ 
か ら 、 彼 ら は 自分 た ちの 一 人 を 王 に し た 。 その 名 は サラ ティ ス 。 調査 中 に 偶然 見 つけ た サイ ト へ 
の リン ク を 載せ て お く 。 な お 、 私 は この リン ク に 記さ れ て いる 「 ク リス チャ ン ・ ク ラシック ・ エ セリ アル 
ライ ブラ リー」 と いう 組織 に は 詳し く な い 。 し か し 、 も し あな た が さら に 調べ た いと 思う の で あれ ば 、 
提供 され て いる 内 容 は 非常 に 重要 で ある 。 


https:/ ハ www.ccel.ord/ccel/josephus/complete/cache/complete.pdf 


Manetho, Aegyptiaca., fradg. 42, 1.75-79.2 

(マネ ト の 「 エ ジ プ テ ィ ア カ 」) 

ツテ ィ マ イオ ス 。 その 治世 に 、 何 の た めか は 知ら な い が 、 神 の 一 撃 が 我々 を 襲っ た 。 思い が け 
ず 、 東 方 の 地域 か ら 、 無 名 の 民族 の 侵略 者 た ち が 、 勝 利 を 確信 し て 、 我 々 の 国 に 対し て 進軍 し て 
きた 。 彼ら は 主戦 力 に よっ て この 地 の 支 配 者 た ち を 容易 に 制圧 し 、 そ の 後 、 無 慈悲 に も 私 た ちの 
都市 を 焼き 払い 、 神 々 の 神殿 を 破壊 し 、 す べ て の 原 住 民 を 残酷 な 敵意 で 扱い 、 あ る 者 は 虐殺 し 、 
他 の 者 の 妻子 を 奴隷 に し た 。 そ し て つい に 、 サ リティ ス と いう 名 の 一 人 を 王 に 任命 し た 。 彼 は メン 
フィ ス に 居 を 構え 、 上 エジプト と 下 エ ジ プ ト か ら 貢 ぎ 物 を 徴収 し 、 最 も 有利 な 位置 に 守備 隊 を 置い 
た 。 そし て 何より も 、 アッ シリ ア 人 が 強く な る に つれ て 、 い つか 自分 の 王国 を 欲し が り 、 攻撃 し て く 
る こと を 予見 し て 、 東 の 地区 を 要 寒 化し た 。 


その 証拠 に 、 こ れ ら の 人 々 々 は 、 カ メレ オン の よう に 溶け 込む た め に 、 多 か れ 少 な か れ 行 動 や 外見 
の 一 部 を 「 エ ジ プ ト 化 」 し て いた も の の 、 自 分 た ち を エジプト 人 だ と は 思っ て いな か っ た 。 


ヒ ク ソ ス 人 は 捕食 者 に よく 似 て いて 、 意 図 的 に 次 の 犠牲 者 に 襲い か か り 、 次 の 征服 を 求め て い 
た 。 し た が っ て 、 ヒ クソ ス 人 が 新た な 征服 地 に 到着 する と 、 彼ら の 戦術 は 常に 小さ く 、 ゆっ くり と 、 
いわ ば 水 を 試す よう に 始め る こと だ っ た 。 時 間 を か け て ゆっ くり と 支配 と 権力 を 獲得 し て いく 。 一 度 
に 占領 を 試み て 警報 が 鳴り 響く よう な こと が な いよ うに 、 時 間 は 不可 欠 で ある 。 彼ら は まず 、 そ の 
国 に と っ て 本 当 に 重要 な ポジ ショ ン に 自分 た ち を 送り 込む こと か ら 始め る ( 今 自分 の 国 を 見 て 、 政 
府 や その 他 の 重要 な 分 野 で 役職 に つい て いる 人 た ち を よく 見 て みよ う ) 。 


一 且 「 中 に 」 入 る と 、 彼ら は アジ ェ ン ダ を 推し 進め 始め る 。 自由 、 正 義 。 聞き 覚え が ある だ ろう か ? 
それ は 始ま り に 過ぎ な い 。 ヒ クソ ス に と っ て の 最終 目標 は 、 略 礁 し 、 奪 える も の は すべ て 奪い 、 国 
を ほぼ あら ゆる 方 法 で 破壊 する こと だ 。 つま り 、 エ ジ プ ト は 策略 に よっ て ヒ ク ソ ス の 手 に 落ち た の 
で ある 。 


ヒ ク ソ ス 人 は 、 政治 的 な 権力 を 得る 前 に 、 エ ジ プ ト と ヨル ダン 半島 を 結ぶ 主要 な 交易 路 を 独占 し て 
いた 。 これ に より 、 彼ら は さま ざま な 形 で 貿易 と 貨幣 を 支配 する よう に な っ た 。 その 後 、 彼 ら は 「 必 
要 な 変化 」 と いう 名 目 で 、 現在 の 指導 者 王 ン ファ ラオ や 政治 家 を 追い 出す た め の 宣 伝 を 始め 
る 。 時 が 経つ に つれ 、 彼ら は 重要 な ポジ ショ ン に つい た り 、 指 導 者 に 近づい た りす る 。 王 や ファ ラ 
オ な どの 領域 で 経済 的 な 問題 が ある よう に 見 える と 、 彼ら は 最高 指導 者 の と ころ に 行き 、「 私 た ち 
は 経済 学 を 理解 し て お り 、 得意 で ある 」 と 言う だ ろう 。 気がつけ ば 、 彼ら は 政治 家 、 王 、 あ る い は 
ファ ラオ と し て 権力 を 握っ て いる 。 


理解 し な けれ ば な ら な い の は 、 彼 ら は ほとん ど あ ら ゆ る 形 の 其 瞳 を ほぼ 完成 させ て お り 、 ド ア に 
足 を 踏み 入れ る た め に 必要 な こと は 何で も する と いう こと だ 。 歴史 を 見 て 、 そ し て 現代 を 見 て ほし 
い 。 通 貨 、 食 料 、 ガ ス 、 電気 、 そ の 他 多 く の も の を 独占 し て いる の は 誰か ? 干 ばつ? そう だ .… ナ イ 
ル 川 の 下流 を せき 止め て 、7 年 に わた る 千 ば つ を 引き 起こ し た こと を ご 存 知 だ ろう か ? 多く の 死者 
を 出し た 。 そう な る と 下 エ ジ プ ト は 間違い な く < 奪い や すく な る 。 


や が て エジプト 人 は 、 政 治 的 で あれ 何で あれ 、 彼 ら の 腐敗 し た 商 習慣 の た め に ヒ ク ソ ス を 恨む よ 
うに な っ た 。 


聖書 の 物語 を 見 る と 、 フ ァ ラ オナ は すべ て の へ ブラ イ 人 の 赤ん坊 を 殺す よう に 命じ た と 言わ れ て い 
る 。 も し あな た が イス ラム 教 、 キ リス ト 教 、 ユ ダ ヤ 教 と いう 三 つ の アブ ラ ハ ム 宗教 の いずれ か を 信 
仰 し て いる な ら 、 こ の 話 を 知っ て いる は ず だ 。 こ れ は 題名 の 通り 、 実 際 に は 起こ ら な か っ た 話 な の 
だ 。 理解 し て ほし い の は 、 エ ジ プ ト 人 は 確か に 殺 そ うと し た が 、 大 人 た ち も 殺 し た か っ た の だ 。 そ 
う 、 と て も だ 。 し か し 、 子 供 た ち は そ う で は な か っ た 。 さ て 、 ヒ クソ ス 人 の 排除 中 に 何人 か の 子供 た 
ち が 殺 され た と 私 は 確信 し て いる 。 結局 の と ころ 、 そ れ は 戦争 で あり 、 エ ジ プ ト 人 は 確か に 多く の 
ヒ ク ソ ス 人 を 殺し た が 、 今 日 私 た ち が 見 て いる よう に 、 多く の 人 も 逃亡 し た 。 


理解 し な けれ ば な ら な い の は 、 こ れ が シオ ニス ト の プロ パガン ダ で あり 、 彼 ら は 被害 者 の よう に 見 
える が 、 真 の 被害 者 は 加害 者 の よう に 見 せ か けら れ た エジプト 人 だ っ た と いう こと だ 。 聞き 覚え が 
ある だ ろう か ? まさ に この こと が 、 私 た ちの 時 代 に 、 リ アル タイ ム で 繰り 広げ られ て いる の だ 。 


出 エ ジ プ ト 記 1:8-10 を 見 て みよ う 。 

8 : ここ に 、 ヨ セ フ の こと を 知ら な い 新 し い 王 が 、 エジプト に 起 っ た 。 

9: 見 よ 、 彼 は 民 に 言っ た 、「 イ スラ エル 人 (別名 ヒ ク ソ ス 人 ) は 、 我々 に と っ て あま り に も 多く な りす 
ぎ た 」。 

10 :「 さ あ 、 我 々 は 彼ら に 抜け 目 な く 対処 し な けれ ば な ら な い 。 さも な いと 、 彼ら は さら に 数 を 増 や 
し 、 戦 争 が 起こ れ ば 、 我 々 の 敵 に 加わ り 、 我 々 と 戦い 、 国 を 出 て 行く だ ろう 」 


な ぜ な ら 、 彼 ら は 何 度 も 何 度 も この よう な こと を 繰り 返し て きた か ら だ 。 彼ら は 、 汚 い 仕事 を させ る 
た め に 雇い 、 金 を 払っ て いる ヌ ビ ア 人 に さえ 、 こ の よう な こと を し た の だ 。 戦 争 が 始ま る 前 、 そ し て 
戦争 が 始ま る まで の 間 、 彼 ら は 契約 を 結び 、 給 料 を も らい 続け る 。 例え ば 、 パ レス チ ナ の ハマ ス 
が そう だ 。 イス ラ エ ル が ハマ ス の 創設 を 助け 、2023 年 の 戦争 勤 発 まで 資金 を 提供 し 続け て いた こ 
と が 、 多く の 情報 源 に よっ て 明らか に され て いる 。 た だ 指摘 し た だ け だ 。 し か し も ちろ ん 、 も っ と 壮 
大 な 問題 が ある 。 


パタ ー ン を 見 て みよ う 。 現在 の 国 が 、 彼ら ヒ ク ソ ス に 富 、 食料 、 貿 易 、 そ の 他 も ろ も ろ を ほぼ 吸い 
尽く され 、 国 を 追放 され そう に な る と 、 ヒ クソ ス は 他 の 国 に 侵略 を 要請 する (も ちろ ん 、 他 国 は 前 述 
し た よう に 事前 に 、 そ し て 侵略 の 直前 まで 報酬 を 得 て い た )。 歴史 の 繰り 返し だ 。 


少し は わか る だ ろう か ? 彼ら は 何 世代 も 前 か ら 戦争 に 行く 前 に 、 負 人 鮭 や ナイ ル 川 の 堀 き 止め 、 そ 
の 他 の 戦術 に よっ て 、 い わ ば 群れ (人 口 ) を 間 引 い た 。 彼ら は 交易 路 、 特 に 水路 を 独占 し て いた 。 
し か し 、 彼ら は いつ も 、 自 分 た ち ヒ クソ ス 人 が 実際 に や っ て いた こと を ファ ラオ の せい に する の だ 。 
卑劣 な の で ある 。 


ファ ラオ は ヒ ク ソ ス を エジプト か ら 追 い 出し た か っ た だ け な の だ ! アド ルフ が 自分 の 国 で ある ドイ 
ツ に 望ん だ よう に 、 ヒ クソ ス 人 を 殺す の で は な く 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 や 他 の 多く の 国々 が 以前 に 行っ 
た よう に 、 国 か ら 追放 し た の だ 。 今 日 、 彼 ら は 110 カ 国 以 上 か ら 1030 回 以上 追放 され て いる と 思 
う ! し か し プロ パガン ダ は 、 エ ジ プ ト 時 代 や 現代 の よう に 、 自 分 た ちがい か に 犠牲 に な っ た か 、 自 
分 た ちの 子供 が 殺さ れ た 、 自 分 た ち は 奴 隷 だ っ た 、 な ど と 泣き 叫ぶ 。 は つっ きり させ て お きた いこ と 
が ある 。 奴隷 と いっ て も 、 実 際 に 奴隷 だ っ た わけ で は な い 。 彼ら の 見 解 は 、 ト ー ラ ー、 タ ルム ー ド 、 
ゾ ハ ー ル 、 カ バラ か ら 導 き 出 され た 多く の 側面 か ら 生 じ て い る 。 私 は これ ら の 領域 すべ て に 踏み 
込み た いと は 思わ な い 。 


彼ら が 最終 的 に エジプト か ら 追い 出さ れ た と き 、 あ あ 、 し か し 待て よ 、 聖書 の 物語 に よれ ば 、 フ ァ 
ラオ は 彼ら を 追い 出さ な か っ た 、 い や いや .…。 神 が 介 入 し た の だ ! 「 神 が 彼ら を 奴隷 か ら 解 放し た 
の だ ! 」( 偽 ) 。 そし て 神 は エジプト 人 に 災い と 負 伴 で 怒り を 投げ か け 、 こ の 哀れ な 無力 な 人 々 、 ヒ 
クソ ス ( ユ ダ ヤ 人 ) を 解放 し て 自由 に する よう 彼ら の 手 を 強い た (この 話 が 数 え 切 れ な い ほ ど 信 じ 
られ て いる の は 驚く べき こと だ 。 話 が 脱線 し て 申し 訳 な い ) 。 彼ら は 無事 に エジプト を 去っ た が 、 そ 
の 途中 、 エ ジ プ ト を 冒 法 し 、 焼 き 払 い 、 略 奪 の 限り を 尽く し た 。 


エル サレ ム へ の 砂漠 の 放浪 か ら 少し 離れ て 、1920 年 代 の ドイ ツ に 話 を 進め た い 。 


シオ ニス ト ・ ヒ クソ ス が 何 を し た か を 論じ る 上 で 、 こ の 歴史 の 一 部 を 取り 上 げ る こと は 重要 だ と 思 
う 。 私 は ドイ ツ に 特別 な 愛情 を 持っ て いる 。 私 は ドイ ツ に 住ん で いる わけ で は な い が 、 私 の ルー ツ 
は ドイ ツ の 土地 と 人 々 で あり 、 そ の 歴史 、 特 に 間違っ て 教え られ た り 教 材 に 入れ られ た り し て いる 
トピ ッ ク に つい て 、 何 十 年 近く と は 言わ な いま で も 、 何 年 も か け て 調査 し 、 研 究 し 、 学 ん で きた 。 私 
が これ か ら 言 うこ と は 、 ド イツ で 生ま れ 育 つた ドイ ツ 国 民 に 向け た も の で ある こと を 、 ド イツ 国民 に 
知っ て も ら う こと が 重要 で ある 。 1945 年 5 月 以来 、 あ な た 方 と ご 家族 が 大 変 な 苦し み を 味わっ て き 
た こと は 、 私 も 、 そ し て 何 百 万 も の 人 々 も 知っ て いる 。 彼ら が 感情 的 、 肉 体 的 、 文 化 的 、 精 神 的 に 
行っ た こと は 、 忌 まわ し く 、 容認 で き な い こと だ 。 以前 の 友人 や 家族 、 教 育 者 に よっ て 教え られ た 
こと で は な く 、 本 当 の 歴史 を 本 当 に 学ぶ こと が 重要 で ある 。 検 関 を か いく ぐっ て 研究 し な けれ ば な 
ら な い 。 それ は 、 深 い 水 の 淵 を 覗き 込む よう な 怖 さ が ある 。 し か し 、 真 実は 違法 で あっ て は な ら な 
い 。 


ドイ ツ の 人 々 へ : 

この 言葉 を よく 読み 、 決 し て 忘れ な いで ほし い 。 あな た 方 は ゲル マン 民族 (Deutsches Volk) の 長 
い 家 系 の 出身 で ある 。 あな た 方 は 勇敢 で 、 感 動 的 で 、 勇 気 が あ り 、 優れ た 心 を 持ち 、 決 断 力 が あ 
り 、 思い や り が あり 、 寛大 で 、 教 養 が あり 、 親切 で 、 ス トイ ッ ク で 、 そし て 何より も 威厳 と 名 誉 を 持っ 
て いる 。 誰 で あろ うと 、 い か な る 団体 で あろ うと 、 政党 で あろ うと 、 政府 関係 者 で あろ うと 、 その他 
いか な る も の で あろ うと 、 決し て そう で な いと 思わ せ て は な ら な い の だ 。 


と は いえ 、 ユ ダ ヤ 人 や シオ ニズム な ど に つい て か な り 「 詳 し い 」 人 た ち で さえ 、 ド イツ 人 に つい て 
言っ た り 書い た りす る こと に は ほとほと 呆れ る 。 彼ら で さえ 、 真実 で な い 物 語 を 信じ る 罠 に は まる 
の だ 。 話 を 進め よう 。 


第 一 次 世界 大 戦後 の 1920 年 代 に 入る と 、 ド イツ ・ マ ルク の 評価 額 は 下落 し た 。 マル ク の 価値 は イ 
ギリ スポ ンド の 200 億 分 の 1 に な る ほど 下落 し た ! 第 一 次 世界 大 戦 直 後 の ド イツ を 一 言 で 表す な 
ら 、 そ れ は 「 仙 僚 」 だ っ た 。 90 万 人 近い ドイ ツ 人 男性 、 女 性 、 子 供 た ち が 鍼 死 し 、 命 を 落と し た 。 こ 
れ は 、「 シ オニ スト 連合 国 」、 ヴ ェ ル サイ ユ 条 約 、 イ ギリ ス に よる 戦後 の ドイ ツ へ の 食糧 海上 封鎖 
(これ も シオ ニス ト た ち に よっ て 行わ れ た ) で 、 理 解 し な けれ ば な ら な い の は 、 ド イツ が ヴェ ル サ イ 
ユ 条 約 に 調印 し な けれ ば 、「 連 合 国 」 は ドイ ツ に 侵攻 し 占領 する つも り だ っ た と いう こと だ 。 ワイ 
マー ル の ドイ ツ 政 府 は 、 何 度 も 辞任 を 繰り 返し た 後 、 つ い に ヴ ェ ル サイ ユ 条 約 と いう 「 前 代 未 聞 の 
不 公正 」 に 同意 し た 。 


条約 調印 の 際 、 ド イツ 人 は バル フォ ア 宣 言 を 知っ た 。 こ の 宣言 を 知ら な い の で あれ ば 、 グ ー グ ル 
検索 を 鵜呑み に する の で は な く 、 き ちん と 調べ る こと を 強く 勧め る 。 


非常 識 な 賠償 金 と と も に 、 ド ー ズ ・ プ ラン 、 後 の ヤン グ ・ プ ラン が 実施 され た 。 これ は 、 条 約 が 要求 
し た 非常 識 な 賠償 人 金 を 支払 うた め に 、 ド イツ を 支援 する た め の 米 国 ベ ペー ス の 融資 だ っ た 。 こ の 取 
り 決め を 管理 し た 人 々 は 、 非 常に 高い 金利 (高利 和 貸し) を 適用 し 、 後 に 大 き な 荒 廃 を 引き 起こ し 
ia 内 


上 記 の すべ て と 、 その他 いく つか の 緩和 要因 に より 、 ド イツ ・ マ ルク の 価値 は 文字 通り 刻 一 刻 と 下 
が っ て いっ た ! スー パー マー ケッ ト ( 食 料 品 店 ) で 数 品 を 買う の に 、 文 字 通 り 一 輪 車 と 小さ な カー ト 
いっ ぱい の 現金 が 必要 だ っ た 。 こ の 真 の ホロ コー スト ン ン 大 量 虐殺 の ほぼ すべ て の 局面 で 背後 に 
いた の は 誰 な の か を 調べ る と 、 そ れ は シオ ニス ト の ヒ ク ソ ス で あり 、 ヒ クソ ス 以 外 の シオ ニス ト た ち 
で あっ た 。 誰が この すべ て を 支配 し て いる の か ? 銀行 、 株 式 市 場 な ど だ 。 


ここ で 、 多く の 人 が 知ら な い が 、 知 る べき こと が ある 。 ユダ ヤ 人 旅団 だ 。 第 二 次 世界 大 戦後 、「 同 
盟 国 」 は ヒ ク ソ ス 人 ププ ユダ ヤ 人 が アメ リカ 兵 や イギリス 兵 に 抗 し て ドイ ツ 全 土 を 旅行 する こと を 許 
可 し た 。 な ぜ ? な ぜ そ ん な こと を 許可 し た の か ? まあ 、 い ろ い ろ な 話 が ある が 、 ア イ ゼ ン ハ ワ ー に 
よる ライ ン 死 の 収容 所 の こと を 知れ ば 、 想像 に 難く な い 。 と に か く 、 こ の ヒ ク ソ シ ア 人 た ち は 、 検 閲 
を 避け る た め に 3 文字 の 単語 を 口 に する の を 避け る た め に 、 私 は 彼ら を こう 呼ぶ こと に し て いる 。 


そう で は な か っ た の だ ! 偽者 の 兵士 た もち が 家 に 入る や いな や 、 彼 ら は 家 の 住人 全員 に 発砲 し 、 
全員 を 殺害 し た 。 彼ら は 数 え 切 れ な い ほ どの ドイ ツ 人 の 家 に この よう な こと を し た 。 また 、 家 の 中 
に あっ た 価値 の ある 持ち 物 や 財産 の 多く も 、 こ の ヒ ク ソ ス 兵 に よっ て 盗ま れ た と 言わ れ て いる 。 


これ が 「600 万 人 の ドイ ツ 人 」 を 殺す 計画 に つい て の 話 で ある 。 そう 、600 万 人 だ ! 面白 い 数 字 だ 
と 思わ な いか る? 

第 二 次 世界 大 戦 の は る か 以前 か ら よ く 使 われ て きた 数 字 だ ! この 計画 は 、 パ ル チ ザ ン で 、 ウ クラ 
イナ と リト アニ ア の 民兵 グル ー プ の 一 員 だ っ た ボリ シェ ヴィ キ の ユダ ヤ 人 グル ー プ に よっ て 作ら れ 
た も の で 、 ヒ 素 を 混ぜ た も の を 使っ て 大 都市 の 給水 シス テム で 何 百 万 人 も の 人 間 を 殺害 する と い 
う 、 邪 悪 で 社会 病 質 的 で 復讐 心 に 満ち た 計画 だ っ た 。 この 計画 は 失敗 に 終わ っ た 。 し か し 、 数 年 
後 、 イ スラ エル で 「 ナ カム 」 と 呼ば れる 50 人 以上 の ユダ ヤ 人 か ら な る グル ー プ の リー ダー、 ア バ ・ 
コ フ ナ ー が 、 ガ ン で 人 死期 が 迫っ て いた た め に 録音 し た 10 本 の テー プ が 発見 され た 。 私 は 彼 の 苦 
悩 に 何 の 後悔 も 感じ な い 。 テ ー プ の 中 で アバ ・ コ フナ ー は 、 当時 の イス ラ エ ル 大 統領 チャ イム ・ ワ 
イツ マン が この 計画 を 承認 し て いた と も 語っ て いる 。 ワイ ツマ ン は さら に 一 歩 進ん で 、 彼 ら の た め 
に 毒 を 作る 科学 者 を 推薦 し た 。 そ の 科学 者 は テル アビ ブ の すぐ 南 、 イ スラ エル 中 部 の レ ホ ボ ト に 


ある シェ エフ 研究 所 で 働い て いた 。 彼ら の 第 二 の 計画 は 、4 カ 所 に 収 臨 され た ドイ ツ 人 SS 将校 に 配 
る パン に 毒 を 塗る と いう も の だ っ た 。 幸運 に も 死者 は 出 な か っ た が 、2,000 人 も の 兵士 が 入院 し 
た 。 一団 は や が て 分 像 し 、 何 人 か は イス ラ エ ル に 渡り 、 幸 せ で 平和 な 日 々 を 過ごし た .……。 


さて 、 こ こま で 私 が 取り 上 げ て きた こと で 、 ま だ パタ ー ン を 関連 づけ る こと が で きる だ ろう か ? エ ジ 

プ ト の 時 代 か ら 、 エ ジ プ ト 以前 か ら 、 ド イツ 、 そし て 現代 まで 。 握 造 され た コピ ッ ド の アジ ェ ン ダ 全 体 
を 見 て みよ う 。 ワク チン 、 つま り 現 在 で は 危険 で ある こと が 明らか に な っ て いる これ ら の 化学 楽 品 

は 、 生 命 を 救う は ず の も の で あり な が ら 、 人 体 を 破壊 し 、 死 に 至ら し め る も の な の だ 。 と いう の も 、 

コピ ビッ ド の 主要 な 「 ワ クチ ン 毒 」 の いく つか は 、 彼 ら の 愛す べき CEO た ちと と も に コピ ッ ド の も の だ っ 
た か ら だ :「 副作用 の ある 楽 を 作り 、 そ の 副作用 の た め に さら に 楽 を 作る 」 


次 の 引用 は 、 あ な た が 読も うと し て いる 本 か ら の も の で ある :「 彼 ら を 殺す た め に 有害 な 薬 を 与え 
る こと も 、 彼ら を 殺す た め に 有益 な 薬 の 投与 を 妨げ る こと も 許さ れる 」 


彼ら の 手口 は 時 代 や 場所 に よっ て 多少 異な る が 、 要 する に 、 何 千年 も 前 と 同じ よう な 外 猫 な 考え 
方 か ら 、 今 、 あ な た や 私 、 そ し て 他 の すべ て の 人 た ち に し て いる こと まで 同じ な の だ 。 な ぜ か ? 彼 
ら の 計画 は 何 千 年 も 何 万 年 も 機能 し て きた か ら だ 。 大 衆 は 常に 騙さ れ 、 彼 ら は その 秘密 を 異邦 
人 か ら 隠 し 続け 、 知 る 者 は 二 つ の 選択 肢 を 選ぶ .… そ し て 通常 、 彼 ら は 「 彼 ら 」 が 支配 する どん な 分 
野 で も 、 贅沢 な 成功 と いう 選択 肢 を 選ぶ の だ 。 ここ で は 、 数 字 、 日 付 、 カ レン ダー な ど 、 他 の 要素 
も 絡ん で くる が 、 こ れ に つい て は 割愛 する 。 


エジプト か ら 追 放さ れ た 後 、 ヒ クソ ス 人 が どの よう な 行動 を と っ た の か 、 さ ら に 詳し く 説明 し よう 。 理 
解 し な けれ ば な ら な い の は 、 ヒ クソ ス 人 は 激 稀 し た と いう こと だ 。 か つて エジプト と 呼ば れ た この 美 
し い 地 域 の 支配 権 と 権力 を 失っ た か ら だ (彼ら の 信仰 な ど に 関す る 他 の 要因 も ある が 、 こ れ に つ 
いて は また 割愛 する ) 。 エジプト は 今 で も 美しい が 、 当時 は ヒ ク ソ ス 人 と 彼ら が 雇っ た 過激 派 の 凶 
悪 多 の せい で 破壊 され か け て いた 。 


彼ら の 雇っ た 過激 派 の チン ピラ の せい だ 。 彼ら は どの 国 で も 、 権 力 を 失う と 文字 通り 破壊 する 。 
物理 的 に だ け で な く 、 経 済 的 に も だ 。 彼ら は 家 に 火 を 放ち 、 ビ ル に 火 を 放ち 、 都 市 が 炎 に 包ま れ 
る まで に し た 。 物 が 燃え て いる 間 、 彼 ら は 金 、 銀 、 宝 石 、 リ ネン 、 衣 服 、 価 値 の ある も の 、 特 に 高価 
な も の を 略奪 し 始め た 。 エジプト の 神殿 を 冒 潮 し 、 エ ジ プ ト の 神々 の 像 を 切り 刻み 、 通 り で 偶像 を 
壊し 、 エ ジ プ ト 人 に と っ て 神聖 な も の を 汚し た 。 聖域 を 厨房 と し て 使い 「 生 きた 」 神 聖 な 動物 を 崇 
め る こと さえ し た ! 鳥 か ら 4 本 足 の 動物 まで 、 焼 き 殺 し た ! な ぜ か ? それ は エジプト の 宗教 と 信仰 
を 破壊 し 、 文 化 を 破壊 し 、 品位 を 落と し 、 人 間 性 を 失わ せ 、 シ ョ ッ ク を 与え 、 エ ジ プ ト の 人 々 を 破 減 
させ る た め だ っ た 。 


ヒ ク ソ ス 人 が 真 の 犠牲 者 に 行っ た 悪行 の も う 一 つの ポイ ント は 、 ヒ クソ ス 人 は 自分 た ち が 出 て 行く 
途中 で 、 歴 代 の ファ ラオ や 王 の 墓 の 大 半 を 強奪 し 、 破 壊し た こと だ 。 ああ 、 そ うだ 、 そ の 通り だ 。 彼 
ら は 墓 に 入り 、 偶 像 や 彫像 な ど を 破壊 し た 。 墓 の 中 に ある 価値 の ある も の は 何で も 盗む し 、 石 模 
を 開け る こと が で きれ ば 、 通 常 は 死者 が 飾り 、 遺 体 の 周り に 置か れ て いた 石 檜 の 中 身 を 盗む 。 そ 
う で な けれ ば 、 大 きす ぎ た り 重 す ぎ た り し て 盗め な いも の は 何で も 、 壊し て 破壊 し た 。 こ れ は 歴史 
上 、 数 え 切 れ な い ほ ど 行 われ た 。 ネ フェ ル テ ィ テ ィ は こう 書い て いる :「 川 は 血 で ある 。 人 が 川 か ら 
水 を 飲む と 、 民 は 姜 縮 し て 死ん で し まっ た 。 ヒ クソ ス は 交易 路 も 干 上 が ら せ た 。 彼ら は 宮殿 や 家 に 
火 を 放ち 、 土 地 か ら 金 や 価値 の ある も の を は ぎ 取 り 、 出 て 行く < 途中 で 破壊 し た 」。 恐ろし いこ と だ 。 


これ ら は 私 た ち が 知 る 限り 、 現在 の 時 代 ま で 彼ら が 行っ て きた こと で あり 、 現 在 も 世界 中 に ある 国 
を 破壊 し て いる 。 モ ラル 、 財 政 的 、 政 治 的 (常に 政治 的 ) 、 真 実 の 歪曲 、 欺 思 、 そ の 他 あ り と あら ゆ 
る 手段 を 使っ て 、 彼 ら は これ を 成し遂げ る 。 今回 は や り 過ぎ た 。 一 国 を 支配 し よう と する の で は な 


く 、 世界 を 支配 し よう と し た の だ 。 し か し 、 彼ら の 條 欲 で ナル シス ト な 性 格 の せい で 、 今 現実 か ら 生 
命 力 を 吸い 取っ て いる 国 の 人 々 が 目 を 覚まし た ら 、 し ば らく の 間 身 を 隠す 場所 を 求め て 砂漠 を さ 
ま よ うこ と は な い だ ろ う .…。 ああ 、 い や だ 。 彼ら は これ を 世界 規模 で 行う こと を 選ん だ の だ ! 逃げ 
場 も 隠れ 場所 も な い 。 


書か れ た 歴史 が 見 つか ら な か っ た た め に 、 私 た ち が 知 ら な い 歴 史 が どれ ほど ある か 想像 で きる 
だ ろう か ? 不思議 に 思わ な いか ? し か し 、 こ れ ら 三 つ の アブ ラ ハ ム 宗教 の いずれ か を 信仰 する 
者 た ち は 、 事 態 が 起こ る の を た だ 黙っ て 見 過ごす 。 な ぜ か ? 彼ら は 、 自 分 た ちの 神 が や っ て き て 
すべ て を 解決 し て くれ る と 信じ て いる 。 信じ さえ すれ ば 、 す べ て の 人 の 罪 は 赦 さ れ 、 終 わり の 時 、 
「 ハ ル マ ゲ ドン 」 を 待っ て いる の だ 。 し か し 、 こ の 書物 を 注意 深く 読み 、 本 当 に 分 析 す れ ば 、 こ の 完 
璧 な 書物 の すべ て の 誤診 、 嘘 、 そ し て 膨大 な 数 の 間違い が わか る だ ろう 。 ああ 、 わ か っ た 。 


私 た ち は 心 理 作戦 に 精通 し て いる だ ろう ? まあ 、 あ な た に は 言い た く な い が 、 こ れ は 彼ら が これ 
まで に 創造 し た 最も 致命 的 で 、 最 も 危険 で 、 最 も 影響 力 が あり 、 最 も 長持ち する 創造 物 の 一 つ で 
あり 、 彼 ら は それ を ゴイ ムン 異邦 人 に 質 に 入れ た こと を 愛し 、 和 括っ て いる 。 聖書 も コー ラン も ユダ 
ヤ 教 の 律 法 に 従っ て いる か ら だ (も し これ が あな た の 気分 を 害し 、 見 方 や 認識 を 揺るが す も の で 
あれ ば 、 申 し 訳 な いと 思う 。 この こと を 自慢 し た が る ラビ は 、 非 常に 長い 期間 に わた っ て 数 え 切れ 
な い ほ どい る ) 。 


ヨセフ ス が ヒ ク ソ ス 追放 に 関し て 、 彼 ( 彼 も また ヒ ク ソ ス 人 で あっ た か ら ) の 民 の 古 さ を 擁護 し て い 
る が 、 彼 ら の 動き や 治世 な どの 相対 的 な 年 代 に 関し て は 、 大 い に 不 満 が 残る 。 エ ジ プ ト か ら 追 放 
され た ヒ ク ソ ス 人 ( 王 た ち ) が エル サレ ム を 建国 する と いう の は 、 ヨ セ フ ス の 主張 の 年 代 的 パタ ー 
ン に 合致 する 。 し か し 、 ア マル ナ 時 代 ( 前 14 世 紀 ) の 書簡 に は 、 明 ら か に エジプト 支配 に 従属 し て 
いた アブ ディ ニー ヘ へ バ と いう ヒュ リア 人 の 名 を 持つ エル サレ ム 王 が 記さ れ て いる 。 も し 、 ヒ クソ ス の 民 
の 一 部 を エジプト に 南下 させ た の が 、 シ リア ・ パ レス チ ナ 地域 へ の ヒ ク ソ ス の 進出 と 支配 で あっ た 
と すれ ば 、 ヒ クソ ス の 王 が エル サレ ム を 建国 し た と いう 点 で 、 ヒ クソ ス が イス ラ エ ル の 祖先 と 同一 
視 さ れる 可能 性 は 極め て 低い 。 と いう の も 、 古 代 の 資料 に は ヒ ク ソ ス 王 に つい て 言及 し た も の は 
な く 、 考 古 学 も それ を 証言 し て いな いか ら で あ る 。 また 、 ヨ セ フ ス の 「 マ ネト ニア ン 」 の 引用 に は 、 ヨ 
セ フ ス の 歴史 的 回 顧 が 年 代 的 に ずれ て いる こと を 示唆 する も の が ある 。 注目 すべ き は 、 聖書 は 

「 ユ ダ 人 」 が エル サレ ム で エ ブ ス 人 と 一 緒 に 住ん で いた と 「 主 張 」 し て いる こと で ある 。 これ は 、 ヤ コ 
ブ の 子孫 ( ヒ ク ソ ス 人 ) が エジプト を 出 て エル サレ ム を 攻撃 し た こと と も 、 ヒ クソ ス 人 が エル サレ ム 
を 建国 し た こと と も 一 致し な い 。 


「 出 エジプト 」 に 関し て 一 つ 指 摘 し て お か な けれ ば な ら な い の は 、 ヨ セ フ ス は イス ラ エ ル 人 、 別 名 ヒ 
クソ ス 人 の 出 エ ジ プ ト を 、 約 48 万 人 の ヒ ク ソ ス が エジプト か ら エ ル サ レ ム に 向かっ た 、 マ ネト が 言 
及 し た 「 第 一 の 出 エ ジ プ ト 」 と 同一 視 し て いる こと で ある 。 アピ オン は 、 オ サル セ フ と 呼ば れる エ ジ 
プ ト の 反逆 司祭 が 8 万 人 の 「 ら い 病 患者 」 を 率い て エジプト に 反抗 し た と き 、 マ ネト が 言及 し た 「 第 
ニニ の 出 エ ジ プ ト 」 を 確認 し た 。 アピ オン は これ を 聖書 の 出 エ ジ プ ト と 同一 視 し 、 マ ネト と は 逆 に 、 こ 
の 異端 の 祭司 が 自分 の 名 前 を モー セ に 変え た と さえ 主張 し た .…。 


出 エ ジ プ ト 記 が この こと を 聖書 の 記録 に どの よう に 記録 し て いる か を 見 る に は 、 出 エジプト 記 3 章 
21 節 と 22 節 を 見 な けれ ば な ら な い 。「 女 は みな 、 隣 人 や その 家 に 住む 女 に 、 銀 や 金 の 品々 や 衣 
服 を 求め 、 そ れ を あな た が た の 息子 や 娘 に 着せ な さい 。 そう し て 、 あ な た が た は エジプト 人 を 略奪 
する の だ 」。 彼ら の 主 、 神 、 ヤ ハウ ェ が 命じ られ た 。 


この よう に 聖書 は 描い て いる 。 彼ら は 隣人 に 金 、 銀 、 衣 服 な ど を 求め た だ け で 、 エ ジ プ ト 人 は と て 
も 喜ん で 、 喜 ん で すべ て を 与え た と 。 そん な こと を 本 気 で 信じ ろ と いう の だ ろう か ? そん な こと は な 
い ! それ は 嘘 だ 。 な ぜ 人 々 は それ を 信じ る の か ? 聖書 に 書か れ て いる か ら だ ろう か ? この 物語 


こ 書 か れ て いる か ら と いっ て 、 そ れ が すべ て 真実 で あり 現実 で ある と は 限ら な い 。 パピ ルス が 発 
見 され 、 解読 され た ヒエ ログ リフ の 中 に 、 ヒ クソ ス と し て 知ら れる 神々 し い 人 々 が 、 追 放さ れる 際 に 
強姦 、 略奪 、 略 奪 、 破 壊 、 盗み 、 ほ と ん どす べ て を 燃やし た と いう 情報 が 、 世 界 中 に 伝え られ て い 
る 。 エジプト 人 に と っ て 、 こ の 時 代 は 非常 に 激動 の 時 代 だ っ た 。 


出 エ ジ プ ト 記 11:2 -「 男 女 を 問わ ず 、 銀 や 金 の 品々 を 隣人 に 求め る よう に と 民 に 告げ よ 」。 彼ら の 
主 、 神 、 ヤ ハウ ェ に よっ て 言わ れ た 。 また 、 出 エジプト 記 12:36 -「 主 は エジプト 人 に イス ラ エ ル 人 を 
好意 的 に 見 させ 、 イ スラ エル 人 が 求め る も の は 何で も 与え た 。 それ で 、 エ ジ プ ト 人 か ら 富 を は ぎ 
取っ た の だ 『! 」 


この よう に 、 歴 史 が 語り 、 示 し て いる よう に 、 イ スラ エル 人 ( ヒ ク ソ ス 人 ププ ユダ ヤ 人 ) は エジプト を ほ 
ぼ ぽ ぼ 完 全 に 略奪 し た 。 も ちろ ん 、 聖書 の バー ジョ ン に よっ て これ に は バリ エー ショ ン が ある が 、 最 終 
的 に は どれ も 同じ メッ セー ジ を 伝え て いる 。 聖書 の 箇所 を いく つか 取り 上 げ て いる の で 、 も う 一 つ 
見 て みよ う 。 


創世 記 15:13-14 

[13] 時 に 主 は アブ ラム に 言わ れ た 、「 あ な た は よく 心 に と め て お き な さ い 。 あな た の 子孫 は 他 の 国 
に 旅 び と と な っ て 、 そ の 人 々 に 仕え 、 そ の 人 々 は 彼ら を 四 百 年 の 間 、 悩 ませ る 。 [14] し か し 、 わ た 
し は 彼ら が 仕え た その 国民 を 裁く 。 そ の 後 彼 ら は 多く の 財産 を 携え て 出 て 来る で あろ う 」。 


最後 に 、 サ イラ ス ・ ス ピー クス に よっ て 書か れ た 文章 を 紹介 し よう 。 


「 ユ ダ ヤ 人 は .… リ ビア 全土 の 住民 に 最も 野 畜 な や り 方 で 戦争 そし か け 、 そ の 国 は 荒廃 し 、 耕 作者 
は 殺さ れ 、 そ の 土地 は まっ た く の 過 疎 地 の まま で あっ た で あろ う ( 彼 ら は 角 鐘 を 引き 起こ し た )」 


こ オロ シウス 「 異 教徒 に 対抗 する 七 つ の 歴 史書 」7.12.6. 
ディ オ ・ カ ッ シ ウ ス は ユダ ヤ 人 反乱 軍 に つい て こう 述べ て いる : 


「 一 方 、 キ ュ レ ネ 地 方 の ユダ ヤ 人 は 、 ア ンド レア ス ( ル クア ス ) 一 人 を 首領 と し 、 ロ ー マ 人 と ギリ シア 
人 の 両方 を 減 ぼ し て いた 。 彼ら は 彼ら の 肉 を 調理 し 、 内 臓 で ベル ト を 作り 、 彼ら の 血 で 油 を 塗り 、 
彼ら の 皮 を 衣服 に し た 。 その 多く は 二 つ に 切り 裂 か れ た (ジョ ー ジ ・ ホ ー デ ル と 彼 の ダリ ア 殺 人 事 
件 や 切り 克 き 魔 事件 の よう に ) 。 また ある 者 は 野獣 に 与え 、 ま た ある 者 は 剣 闘士 と し て 戦わ せ た 。 
その 結果 、 全 部 で 22 万 人 が 死ん だ 。 エジプト で も アル テ ミ オ の 指導 の 下 、 多 く の 同 様 の 行為 を 
行っ た 。 そこ で も 同様 に 、24 万 人 が 死ん だ 。 こ の た め 、 ユ ダ ヤ 人 は その 地 に 足 を 踏み 入れ て は な 
ら ず 、 た と え 風 の 力 で 島 に 追い や られ た と し て も 、 死 刑 に 処せ られ る 。 ト ラ ヤ ヌス が 派遣 し た ル シ 
ウス も その 一 人 で ある 」 


こ カッ シウス 、D. デ ィ オ 「 ロ ー マ 」 第 V 巻 、 第 68 巻 、 第 32 段 落 


天 大 大 た 大 大 大 大 た 大 六 実 大 央 大 大 実 大 大 大 大 大 た 大 大 大 大 た 大 大 た 大 大 大 大 た 天天 大 大 た 大 大 交 大 大 大 大 大 た 大 大 大 大 た 大 大 大 大 実 大 大 大 大 大 大 大 大 た 大 大 大 大 た 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 た 大 大 大 大 天 大 大 


冒頭 で 、 な ぜ 私 が この 本 を 翻訳 する こと に し た の か を お 話し する と 述べ た 。 何より も まず 、 私 の 決 
断 は 、 イ スラ エル が パレ スチ ナ と の 戦争 を 始め る 5<6 週 間 ほ ど 前 の こと だ っ た 。 私 が 言っ て いる 


の は 、10 月 7 日 の 「 ハ マス 」 攻 撃 の こと で ある 。 し か し 、 本 書 の 内 容 は 、 戦 争 戦術 に 関す る 彼ら の 
見 解 や 信念 、 自 分 た ち に 害 を 加え よう と する 者 ( 罪 の な い 者 も 含む ) を 殺す と いう も の だ 。 


私 の そもそも の 理由 は 、 彼 ら が 私 た ち を 本 当 は どの よう に 見 て いる の か 、 彼 ら の イデ オロ ギー、 
そし て 彼ら が 何 を 成し遂げ よう と し て いる の か を お 見 せ す る こと だ 。 私 た ちか ら 隠 され て いる こと 、 
嘘 で 塗り 固め られ た こと 、 誇 張 され た こと 、 検 関 され た こと 、 誤 っ た 表現 、 そ し て 彼ら に 有利 に な る 
よう に 大 きく 操作 され て いる こと が た くさ ん ある 。 私 は 、 も し 私 た ち が 将 来 に わた っ て 生存 を 確保 し 
よう と する な ら ば 、 私 た ちの 未来 、 私 た ちの 子供 た ちの 未来 、 そ し て その 子供 た ちの 未来 が ある 
の で あれ ば 、 相 手 が 誰 な の か 、 そ し て 私 た ち 全 員 が 置か れ て いる 状況 の 大 き さ に つい て 、 基 本 
的 な 理解 を 持た な けれ ば な ら な いと 考え て いる 。 私 は 読者 で ある あな た に 直接 語り か け て いる の 
だ 。 異 邦人 、 ゴ イ 、 ゴ イム 、 ア マレ ク な ど 、 何 千年 も の 間 、 私 た ち を 蔵 称 で 呼ん で きた 「 す べ て の 」 
人 々 に 向け て 話し て いる の だ 。 


気 に な る か ら こ そ 、 そ うし て いる の だ 。 彼ら が 本 当 は 何者 な の か 、 何 を 信じ て いる の か 、 私 た ち に 
対す る 彼ら の 計画 を 学ば な けれ ば な ら な いと いう こと を 、 今 試み て いる 以上 に 表現 する こと は で 
き な い 。 彼ら は 本 当 に すべ て の 異邦 人 の 死 を 、 死 で な く て も 奴隷 化 を 望ん で いる 。 彼ら は 、 自 分 
た ちの 種族 で な いす べ て の 人 に 、 こ の こと を 望ん で いる 。 その こと を 心 に 刻み 込め ば 、 お そら くそ 
の 偉大 さ に 光 が 当 た る だ ろう 。 最後 に 、 こ れ は プロ パガン ダ で も 、 あ れ や これ や を 憎ん で いる の で 
も 、「 人 種差 別 主義 者 」 で も 、 あ な た や 彼ら が 思い つく その 他 の 言葉 で も な い 。 も し 私 が 嘘 を つい 
て いる と 思う な ら 、 彼ら の トー ラー、 タ ルム ー ド 、 ゾ ハー ル 、 あ る い は カバ ラ の 教え を 探し て みて ほ 
し い 。 それ ら は 私 が 話す こと 、 そ し て この 本 の 内 容 を すべ て 網 羅 し て いる 。 


これ で 終わ り に し よう 。 本 書 に 書か れ て いる こと を 理解 し 、 唱 只 で きる よう に 読ん で いた だ きた い 。 
馴染 み の な いこ と は 何で も 調べ て ほし い 。 私 が いく つか (?) を 入れ て いる こと に お 気づき だ ろう 
が 、 そ れ は 私 が いろ いろ 調べ て も 訳 を 確認 で き な か っ た た めで ある 。 こ れ は 簡単 に 読め る も の で 
は な い 。 内 容 の 中 に は 不穏 な も の も あり 、 見 方 や 認識 の 変化 と と も に 感情 の 揺らぎ を 引き 起こ す 
か も し れ な い 。 


私 に も この よう な 影響 が あっ た の で 、 取り 上 げた 次 第 で ある 。 

ノア ハイ ド (7 Noahide Laws/ ノ ア の 七 つ の 戒 め / ノ ア ヒ デ ス ) に な ろう と 考え て いる クリ スチ ャ ン の 
た め に 、 こ の リン ク も 残し て お きた い 。 以下 を ご 覧 いた だ きた い 。 戒律 は 七 つ だ け で は な い 。 それ 
ぞ れ の 戒律 に は 、 元 と な る 戒律 に 付随 する 多く の 戒律 が あり 、 全部 で 620 も ある の だ 。 こ の 本 は 、 
異邦 人 や ノア ハイ ド を 扱う と き に 、 搾 * 戒 め の い くつ か を カバ ー す る 非常 に 広い 範囲 を カバ ー し て 
いる 。 

http://www.hasidicuniversity.org/index.php?page=hu_theocracy/th_toc.htm 


あな た の 強 さ と 勇気 を 見 つけ て くだ さい ! 


敬具 
無 作為 の 異邦 人 


G-d( 神 ) の 助け を 借り て 
The King's Torah / 王 の 律 法 


第 一 巻 : イ スラ エル と 諸国 民 の 間 の 生活 の 近 
イツ ァ ク ・ シ ャ ピラ 、 ヨ セ フ ・ エ リツ ー ル 両 ラ ビ 著 


王権 と 戦争 に 関す る ハラ ハ ( ユ ダ ヤ 法 ) の 解明 
「 オ ド ・ ヨ セ フ ・ チ ャ イ 」 イ ェ ン バ 付 属 の トー ラー・ 研 究 所 に よっ て 解明 され た 
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- Halakhah / ハラ ハ 、 ハ ラ カ ( へ ブラ イ 語 で 「 道 」) は 、Halakha、 Halakah 、 ま た は Halachah、 複数 
の Halakhahs、 Halakhot、Halakhoth、 ま た は Halachot と も 表記 され 、 ユ ダ ヤ 教 で は 、 宗 教 的 な 遵 
守 事 項 や ユダ ヤ 人 の 日 常 生活 や 行動 を 規制 する た め に 、 聖書 の 時 代 か ら 発展 し て きた 法律 や 
規則 の 総体 で ある 。 

- 読者 へ の 余談 :「 イ スラ エル 」 と いう 単語 は 、「 ユ ダ ヤ 人 」 ま た は 現在 の 「 イ スラ エル 国家 」、 あ る 
い は 「 国 家 」 と いう 意味 に 置き 換え られ る 。 
また 、「 国 民 」 は 民族 を 表す の に 使わ れる 。 

異 攻 人 、 ゴ イ 、 ア マレ ク な ど と も 交換 可能 で ある 。 
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44831 , 人 TVn 35 
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著作 権 所 有 @⑥20YY 
トー ラー* イ ンス ティ テ ュ ー ト ・ オ ー ル ・ ヨ セ フ ・ チ ャ イ の 手 に よる 
D.N. レフ ・ ハ ショ ムロ ン 、44831 
本 に 関す る お 問い 合わ せ :yosie@odyosefchai.org.i 
デザ イン 制作 紫光 出版 サー ビス 
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記憶 の ろう そく 

私 た ちの 家族 の 長 、 祝 福 さ れ た 記憶 の ラビ 、 チ ャ イム ・ レ コ ヴ ァ ー、5733 年 イヤ ー ル 月 27 日 ( 
1973 年 5 月 5 日 ) 没 。 行動 的 な 人 、 律 法学 者 、 律 法 普 及 者 。 そ し て 、 彼 の 妻 、 チ ャ ナ ・ マ ルカ 夫人 
(メン デル ボ イ ム 家 ) へ 、 彼 女 が 長生 き し ま す よ うに 。 5742 年 テ ヴェ ト 月 10 日 (1981 年 12 月 18 日 ) 
に 死去 。 そ の 桶 子 は 大 地 に 立ち 、 そ の 頭 は 天 に 達し た 。 


メモ リア ル ・ キ ャ ンド ル 

私 た ちの 家族 の 長 の た め に 

祝福 され た 記憶 の ラビ ・ ハ イム ・ ル ー ヴ ェ ン ・ ラ コ ヴ ァ 。 5770 年 イヤ ー ル 22 日 に 逝去 。 行動 的 で 、 
トー ラー を 語る 人 、 ト ー ラ ー を 教え る 人 。 そし て 、 彼 の 妻 に も 。 ハン ナ ・ マ ルカ (旧姓 メン デル バウ 
ム ) 夫人 、 祝 福 さ れ た 記憶 の 持ち 主 。 友 情 の 女性 で あり 、 ト ー ラ ー を 学び 、 慈善 を 施し 、 賢明 な 女 
性 で あっ た 。 そ の 魂 は この 地 に 祀っ し れ 、 そ の 頭 は 天 に 礼 ら れ て いる 。 
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祝福 され た 記憶 の ラビ 、 ハイ ム ・ ル ー ヴ ェ ン ・ ラ コ ヴ ァ ー の た め の メ モリ アル ・ キ ャ ンド ル 。 
(彼女 の 魂 が 安らか に 眠り ます よう に ) 。 


私 た ちの 家族 の 長 、 祝 福 さ れ た 記憶 の ハイ ム ・ ラ コ ヴ ァ ー 師 の た め の メ モリ アル ・ キ ャ ンド ル 。 
5770 年 イヤ ー ル 暦 第 2 月 22 日 に 逝去 。 
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nnn? 1ypR "1aT 5 っ 5 npTp Rn ウ 9 の jnawnp7 mn 2n8TP TTN7T 55n 
nnn Tn8 "55 nnRi mo コ NPTT "2 ym5 NG Y ATT8 1 59) , ロ 80TPn 
ー pn noyyn 5 PTS RYn BYn mon nN 8YPW NR YO コ mW) R1 
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-(PDT ,9] っ n JR コ )D 5 っ n 1NR う "227 RYn 0YT YO" う ) NZQ コ 1R1 コ 8 う ,7 っ コ 
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nmnn ny nn の n mop na TnN ny や on nmR の mm T や TDN の nnWR 
Rn の * py yy RT ,5RTWY TTRa nn の Y5 う nn 7 の nn の nn 1P7V .7m の 
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Sa PTSY コロ 


* 上 記 の 3 ペー ジ に わた る 手紙 の 翻訳 は 次 の ペー ジ か ら 始 まる 。 
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慈悲 の 月 、5769 年 

私 の 愛す る 親愛 な る 弟子 た ち 、 イ ツァ ク ・ シ ャ ピラ 師 と ヨセフ ・ イ ル メ ヤ フ ・ エ リズ ー ル 師 へ 。 彼ら に 
祝福 が あり ます よう に 。 

私 た ちの イェ シバ で ある 「 ヤ ド ・ ヨ セ フ ・ チ ャ イ 」 の トー ラー 研究 所 に お ける 長年 の 努力 の 結晶 で あ 
る 、 イ スラ エル と 諸国 民 の 間 の 分 離 に 関す る 重要 な 問題 を 扱っ た あな た の 著書 「 ト ー ラ ー・ ハ ・ メ 

レク 」 第 1 巻 を 拝見 し 、 う れ し く 思う 。 これ ら の 問題 は 、 敵 か ら イ スラ エル の 地 を 征服 する こと が 求 

め ら れ て いる 今日 の 私 た ちの 状況 に 非常 に 関連 し て いる 。 ト ー ラ ー( 律 法 ) の 精神 に 基づい て 適 
切 に 行動 し 、 国 民 と 軍隊 の 精神 を 強化 する た め に は 、 こ の よう な 問題 に 対す る トー ラー( 律 法 ) の 
見 解 を 深く 明らか に する 必要 が ある 。 


も ちろ ん 、 我 々 の 論文 「 カ バラ 、 ハ ラ ハ 、 そ し て 現実 」(「 マ ルク ト ・ イ スラ エル 」 第 1 巻 ) で 説明 し た よ 
うに 、 ハ ラ ハ に 従っ て 現実 を 修復 する 真 の 方 法 は 、 カ バラ と ハシ ディ ズム の 道 を 通し て 、 現実 の す 
べ て に トー ラー の 内 的 次 元 の 霊感 を 与え る こと に か か っ て いる 。 そう すれ ば 、 現 実は 「 柔 ら か く 」 な 
り 、「 上 厳し い 」 ハ ラ ハ の 指示 を 受け 入れ る 準備 が 整う 。 

また 、 真 理 の 知恵 に 熱 達 する こと な く ハ ラ ハ の 真理 を 目指 すこ と は で きず 、 私 た ちの 世代 の 主 な 
使命 は 、 マ ハラ ル で 説明 され て いる よう に 、 私 た ちの 世代 に お いて 「 隠 され た も の な し に 啓示 され 
た も の は な く 、 啓示 され た も の な し に 隠さ れ た も の は な い 」 よ うに な る まで 、 ト ー ラ ー の すべ て の 必 
を 結び つけ る こと で ある こと も 知ら れ て いる 。 

イェ シヴァ の 生徒 た ちや トー ラー・ リ サー チ ・ イ ンス ティ テ ュ ー ト の メン バー た ちと と も に 、 あ な た た 
ち が ト ー ラ ー ( 律 法 ) の 内 面 と の 深い 結び つき か ら ハ ラ ハ の 深淵 を 掘り 下げ 続け る こと が で きま す 
よう に 。 その 事柄 は 、 シ ナイ で 与え られ た よう に 喜び に 満ち て 、 解 明 さ れ 、 浄 化 さ れる で あろ う 。 真 
の 完全 な 救済 が も た ら さ れる まで 、 現 実に 良い 実り を も た ら す だ ろう 。 


この 本 に ちな ん で 、 第 一 章 で ユダ ヤ 人 に よる 異邦 人 殺害 の 禁止 の 源 と し て 長 々 と 説明 され た 原 

則 を 扱っ た タル ムー ド の 議論 の 構成 を 見 て みよ う 。 (私 た ち は す で に 口頭 で の 議論 で も この 問題 
を 長 々 と 議論 し て きた し 、 こ れ か ら も も っ と 議論 し て いく つも り で ある ) : 原則 は タル ムー ド に 4 回 出 
て くる が 、 我 々 の や り 方 に よれ ば 、 そ れ は 上 部 の セ フ ィ ロ ト (人 間 の 魂 の 力 と 創造 主 (祝福 され た 
方 ) へ の 奉仕 の 方 法 に 類似 し て いる ) に 対し て 向け られ る べき で ある 。 


それ は 特に NHYM に 向け られ た も の だ と 思わ れる 。 と いう の も 、 魂 の 刻印 部 分 で ある NHYM の セ 
フィ ロト (と 、 それ を 実践 的 に 洗練 し 修復 する た め に 外 的 現実 の 大 地 を 踏み し め る セ フ ィ ロ ト ) に お 
いて の み 、G-d( 神 ) の 主 な 栄誉 が 明らか に され る か ら で あ る 。 


** 読 者 へ の 注釈 NHYM(「 ネ へ ヘム 」 と 発音 ) は 、 ヘ へ ブ ライ 語 で カバ ラ に お ける 三 つ の セ フ ィ ロ ト ( 
G-d( 神 ) の 発露 ) の 頭字 語 で ある : 

- ネツ アハ: 勝利 、 忍 耐 、 安 定 

- ホ ド 輝き 、 威 厳 、 受 容 性 

- イエ ソン ド 、 イ ソン ド : 基 礎 、 つ な が り 、 結 束 の 領 域 


実際 、 イ スラ エル と 異邦 人 の 間 に は まっ た く 共 通 点 が な い 。 ユダ ヤ 人 に は 許さ れ て も 、 異 邦人 に 
は 禁じ られ て いる こと が ある だ ろう か ? ( 高 次 の セ フ ィ ロ ト 、 啓示 され た 領域 、 そ し て 確か に 知 的 な 
領域 で は そう で は な い 。 イス ラ エ ル と 異邦 人 の 間 に は まっ た < く 類似 性 が な い ) 


サン ヘ ド リ ン 90a の ゲ マ ラ は 、 ラ ビ ・ ヨ ン ・ バ ル ・ ハ ニナ の 一 般 原則 を 正当 化す る た め に ( 彼 に 異議 
を 唱え る ゲ マ ラ の 反論 に 反論 する た め に ) 、「 何 も な い 」 な ど と いう 一 般 原 則 を 持ち 出し て いる 。 ノ 
ア の 子 ら に 与え られ 、 シ ナイ で 繰り 返さ れ な か っ た ミツ ヴァ は 、 ユ ダ ヤ 人 に 与え られ た も の で あ 
り 、 ノ ア の 子 ら に 与え られ た も の で は な いと いう の で ある 。 


この 原則 こそ 「 ま た 、 イ スラ エル の 永遠 は 嘘 を つか ず 、 失 望 す る こと も な い 」。 


トー ラー を 授け る 前 に 全 人 類 に 与え られ た ミツ ボッ ト は 、 人間 の 内 な る 善 を 磨く た め に 与え られ た 
も の で あり 、 内 的 に は イス ラ エ ル の 魂 の 根源 を 磨き 、「 清 い 者 と 不純 な 者 が 一 つ で な いこ と を 誰が 
望む 」、「 彼 ら は トー ラー か ら 失 われ た 」 な ど を 成就 する た め に 与え られ た も の で ある 。 


「 私 た ち に は 腰 の 筋 し か な い 」( ラ ビ ・ イ エフ ダ に よれ ば 「 腰 の 筋 も 」) 。 そし て 、 腰 の 筋 の ミツ ヴァ 
は 、 父 ヤコブ の 太もも に エサ ウ の 魂 が 触れ た こと に よっ て 生じ た 永遠 の セ フ ィ ラ の 欠陥 を 修復 す 
る た め に も た ら さ れる こと が 知ら れ て いる 。 その 修復 の 完成 は 、 預 言 者 サム エル が 「 ま た 、 イ スラ 
エル の 永遠 は 嘘 も つか ず 、 失 望 も し な い 」 な ど と 言っ た と き に 行わ れ た 。 そし て 、 サ ム エ ル ( 腰 の 
筋 ) が 知ら れ て いる 。 


ノア の 子 ら に 与え られ 、 シ ナイ で は 繰り 返さ れ な か っ た ミツ ヴァ は 、 世界 に お ける イス ラ エ ル の 民 
の 永遠 性 を 明らか に する た め に 来 た ミ ツ ヴ ァ で あり 、 ど の よう な 形 で あれ 「 古 代 の 永遠 」( メ シア ) 
の トー ラー が 与え られ る 前 か ら 、 来る べき 世界 か ら 存 在 し て いた ユダ ヤ 人 の 根源 を 明らか に する 
た め に 来 た ミ ツ ヴ ァ で ある (また 、 世 界 一 般 が 創造 され る 前 に も 、 世界 を 創造 し よう と する 欲望 が 
上 昇 す る 前 に も 、 イス ラ エ ル は まず 思考 に お いて 上 昇 し た の で あり 、 カ ル メ の 地 の ベ イト ・ ヒ レル 
の 意見 の 根源 の 秘密 に お いて ラー に よっ て 説明 され て いる よう に 、 行 為 の 終わ り は まず 思考 に 
ある 。 イス ラ エ ル の 思考 は 、 古 代 の トー ラー で さえ も すべ て に 先行 し て お り 、 そ れ ゆ え 、 こ の レベ 
ル は 、 感 謝 を 捧げ る 前 に 与え られ 、 シ ナイ で は 繰り 返さ れ な か っ た ミツ ヴァ に お いて の み 明 る み 
に 出る 。 ラ ン バ ム に よっ て 書か れ た と お り で あり 、 以下 、G-d( 神 ) の ご 意志 な ど に より 、 さ ら に 説明 
され る で あろ う ) 。 


サン へ ヘ ドリン 91a の ゲ マ ラ は 、 飼 育 さ れ て いる 動物 と 崇拝 され て いる 動物 の 違い に つい て 論じ て い 
る 。 そし て 、「 何 も な い 」 と いう 原則 に 基づい て 、 イ スラ エル に は 崇拝 され て いる 動物 を 殺す と いう 
近 が な いた め 、 崇拝 され て いる 異邦 人 の 動物 を 殺す こと は 不可 能 で ある と 判断 し て いる 。 


この ゲ マ ラ は 、「 私 の ホ ド は 私 に 敵対 し て 減 ぼ す 」 と 言わ れる ホ ド の セ フ ィ ラ に 対す る も の で ある 。 
ホ ド の 尺度 は 、G-d( 神 ) へ の 感謝 と その 奉仕 で あり 、 動物 を 崇拝 する 者 (それ は 、 内 面 的 に は 自 
分 自身 の 動物 的 な 魂 で あり 、 つ まり 、 ひ れ 伏 し て 服従 する 者 で あり 、 ホ ド の 尺度 は 、 魂 に お ける 服 
従 の 尺度 で あり 、 自 分 の 動物 的 な 性 質 に 服従 し 、 そ れ を G-d( 神 ) と し て 確立 する こと で あり 、G-d 
( 神 ) が 自然 の ゲ マ ト リア に お いて 知ら れ て いる こと の 完全 な 歪曲 で ある ) と は 正反対 で ある 。 


ラビ ・ シ ュ ム エル は この ゲ マ ラ で 、 バラ イタ 「 食 べ ず 、 飲ま ず 、 匂わ な い 木 は 何で ある か ? 人 が そ 
の 手 で 害 を 受け る か ら で あ る 」 等 々 、 こ れ は 文字 どおり 「 私 の ホ ド が 私 に 逆らっ て 破壊 する よう に 
な っ た 」 の で ある 。 また 、「 一 日 中 、 私 は うめ く 」。 う めき 声 は ホ ド の 文字 を 逆 に し た も の で ある (「 私 
の ホ ド は 私 に 敵対 し 、 破 壊し よう と し て いる 」) 。 


ミシュ ナ ( 安 息 日 9:1) に ある ラビ ・ ア キバ の 発言 の 秘密 : ラ ビ ・ ア キバ は 言っ た :「 偶 像 が 月 経 の あ 
る 女性 の よう に 運ば れる こと に よっ て 汚さ れる こと を 、 ど うし て 私 た ち は 知っ て いる の か ? 初 委 う 
鳩 の よう に 、 行っ て 彼 に 告げ よ 。 月 経 の ある 女性 が 携帯 する こと で 何 を 汚す の か 。 だ か ら 、 偶 像 も 
運ぶ こと に よっ て 汚す の だ 」。 「 ド ー」 は 「 ガ ッ ド ド ザ 」 の 言葉 で ある 。 月 経 の ある 女 の 禁 止 に つい 

て 、 律 法 に は こう ある :「 女 と 寝る 男 は 、 ド ー な ど で あ る 」。 ここ に も ナル バト と ナ ア ベ ド の 関係 が あ 
り 、 こ れ ら は すべ て ホ ド の セ フ ィ ラ に お ける 律 法 で ある 。 チュ リン 33:1 の スギ ャ で は 、 生き て いる 動 
物 の 四肢 の 禁止 が 論じ られ て いる が 、 こ れ は ゾ ハ ー ル で 説明 され て いる よう に 、 神聖 さ の 生き た 
器官 で ある イエ ソ ド の セ フ ィ ラ に 対す る も の で ある 。 
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し か し 、 ゾ レ の スギ ャ で は 、 ど う や ら 「 リ ・ ハ ・ ミ ・ デ ィ 」( 何 も 心配 する こと は な い ) と いう 一 般 的 な 
ルー ル を 受け 入れ な い 人 々 が いる こと が 明らか に され て いる (ラン バム に よれ ば 、 ハ ラ ハ は 彼ら 
の 意見 に 従っ て いる よう だ ) 。 


イエ ソ ド の セ フ ィ ラ は 、 刻 まれ た 知 的 な も の 、 理 解 可能 な も の の 秘密 で あり ( ゾ ハ ー ル で 詳し く 説 
明 さ れ て いる ) 、 そ こ で は 「 イ スラ エル と 諸国 民 を 区 別 する 者 」 が 公然 と 姿 を 現す 。 そ し て 、 そ こ に 
は 聖なる 契約 の 印 の 場所 が あり 、 そ れ は イス ラ エ ル と 諸国 民 の 間 を 体 に お いて も 区 別 す る よう に 
な る -- イ スラ エル は 皆 割 礼 を 受け て いて 聖なる 者 で ある が 、「 異 邦人 は 皆 割 礼 を 受け て いな い 」。 


し た が っ て 、 イ スラ エル と 諸国 民 を 比較 し て 、 イ スラ エル に は 許さ れ て いる が 、 異 邦人 に は 禁じ ら 
れ て いる こと が ある 、 と 言う 場所 は ここ に は な い 。 それ どこ ろか 、 聖なる 契約 の 印 の 場所 で は 、 ゾ 
ハー ル で 説明 され て いる よう に 、 本 質 的 に イス ラ エ ル は すべ て に お いて 許さ れ て お り 、 本 質 的 に 
異邦 人 は すべ て に お いて 禁じ られ て いる こと が わか る (イソ ンド の 名 は すべ て で あり 、 こ こ で は すべ 
て が 善 で あり 、 す べ て が 悪 で ある 。 この こと に 注意 する こと が 重要 で ある ) 。 


サン ヘ へ ドリン 90:2 の スギ ャ は 、 通 常 の 方 法 で は な い 性 交 と 、 こ の 性 交 に お ける 女性 の 喜び の 尺度 
に つい て 論じ て いる 。 こ の 議論 は 、 マ ル ヒ ュ ト の セ フ ィ ラ ( ヌ ク ヴ ァ の 顔 ) が ダー ト の 夫 の 背中 側 に 
立つ の で は な く 、 夫 と 対面 する よう に 戻る よう に 修復 する こと に 関連 し て いる 。 ここ で は 、 エ レツ ・ イ 
スラ エル の 賢者 と バビ ロニ ア の 賢者 と の 間 の アプ ロー チ の 違い (この 問題 に お ける タル ムー ド の 
方 法 と バビ ロニ ア の タル ムー ド の 方 法 の 違い 、 ま た この 本 自体 の 第 一 章 の 付録 B の 冒頭 の 注 を 
参照 ) 、 ま た マル ヒュ ト の 表 ( エ レツ ・ イ スラ エル ) か 裏 ( バ ビ ロ ニ ア ) か の 立場 の 秘密 な ど を 見 る こ 
と が で きる 。 


ここ で 重要 な の は 、「 そ し て 、 彼 は 妻 に 契り を 結ぶ 」 と いう こと で ある 。 シェ シナ の 住ま いで ある ク ネ 
セッ ト ・ イ スラ エル (周知 の よう に 、 イ スラ エル を 夫 と し て 集め る ) の 清らか な 場所 で ある 。 ここ で も 、 
エラ ザル 師 と チャ ニナ 師 は 、 エ レツ ・ イ スラ エル の 聖 賢 た ち で ある 。「 心 配 す る こと は 何 も な い 」 な 
ど と いう 一 般 的 な ルー ル は 受け 入れ て いな いよ うだ 。 


実際 、 こ の 一 般 的 な ルー ル は 、 エ レツ ・ イ スラ エル の 空気 に は ふさ わし く な い 。 この 土地 は 、 あ な 
た の 主 が 常に 探さ れる 土地 で あり 、 あな た の 主 の 目 は 年 の 初め か ら 終わ り ま で その 上 に ある 。 エ 
レツ ・ イ スラ エル で 啓示 され る G-d( 神 ) の 摂理 の 主 な 焦点 は 、 特 に イス ラ エ ル の 聖なる 民 に ある 
(そし て 、 世 界 の 他 の 国々 へ の 道 も 、 特に 、 選 ば れ し 民 で ある イス ラ エ ル の 民 の 自己 区 別 と 、 彼ら 
が 地球 の 他 の 国々 と は いか な る 点 に お いて も 比較 され る べき で は な いこ と を 、 世界 の すべ て の 
住民 に 知ら せる こと に よっ て ) 。 


律 法 の 祝福 の 中 で 
ラビ ・ イ ツァ ク ・ ギ ンズ ブル ク 


* 3 ペー ジ の 手紙 終わ り 
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手紙 1 
ポジ シッ ギョ ラ 


トー ラー、 善行 、 そ し て 心 の 距離 を 縮め る 会 
ラビ ・ ヤ コブ ・ ヨ セ フ 閣 下 の リ ー ダ ー シ ッ プ の 下 、 長 寿 と 善き 日 々 を 


G-d( 神 ) は 祝福 され た 


5769 年 エル ル 月 8 日 


関係 各位 

私 は ここ に 、 上 記 で 述べ られ た すべ て の こと に 参加 する 。 

そし て 、 多く の 律 法学 者 が これ ら の 控 の 知識 を 欠い て いる この 世代 に お いて 、 こ の 本 が 人 々 の 助 
け と な る こと は 間違い な い 。 

そし て 私 は 著者 た ち を 祝福 する : 彼ら が トー ラー に お いて 大 きく 成長 し 、 書か れ た トー ラー と 口伝 
の トー ラー に お いて 強者 と な る よう 。 


トー ラー の 祝福 と と も に 
ヤコブ ・ ヨ セ フ 


右 サ イド バー 


協会 の 目標 
若い 既婚 男性 の た め の コ レー ル ( 学 習 共同 体 
若者 の た め の 活 動 と レッ スン ) 
記 
高齢 者 の た め の レ ッ ス ン と 講義 
年 金 生 活 者 の た め の コ レー ル (学習 コミ ュ ニ ティ ) 
記 
女性 の た め の レ ッ ス ン と レク チャ ー 
記 
親切 な 行為 
記 
すべ て の レッ スン を 録音 し た テー プ と ディ スク の ライ ブラ リー 
記 
子宝 に 恵まれ た 家族 の た め に 
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手紙 2 

ラビ ・ ザ ルマン ・ ネ チェ ミヤ ・ ゴ ー ル ド バ ー グ 

金融 法 指導 院 ラ ビ 裁判所 長 「 ハ ヤッ シャ ー・ ヴ ェ ハ ト フ 」 
最高 ラビ 裁判 所 メン バー 


G-d( 神 ) は 祝福 され た 
5679 年 エル ル 月 11 日 


私 は ここ に 、 タ ルム ー ド の 学者 た ち に 賛美 を 捧げ る 。 彼ら は ラビ ・ イ ツァ ク ・ シ ャ ピラ 、 彼 が 長く 善い 
日 々 を 過ごせ る よう に 、 ラ ビ ・ ヨ セ フ ・ エ リツ ー ル 、 彼 が 長く 善い 日 々 を 過ごせ る よう に 、 彼ら は トー 
ラー の 広間 に 座り 、 タ ルム ー ド と 斑 典 の 知識 に 満ち て いる 。 彼ら は 長年 に わた り 、 イス ラ エ ル 民 族 
と 他 の 国々 と の 間 の 生活 に 関す る 搾 を 研究 し 、 明 ら か に し 、 王 の トー ラー(G-d( 神 ) の 意 ) の 名 に 
お いて 多く の 書物 を 著 し 、 そ の 中 で 、 タ ルム ー ド と 初期 と 後期 の 注解 者 た ちの 搾 を 明る み に 出 し 、 
その 中 で 議論 し 、 ま た 彼ら の 知恵 が この 知識 の 奥義 を 明らか に する た め に 彼ら の た め に 立っ て 
いる 。 


そし て 、 聖なる 御方 、 祝 福 あ らん こと を 。 聖なる 御方 (祝福 され た 方 ) が 、 彼 ら に 最初 の 部 分 を 明る 
み に 出 す 成 功 を お 与え に な る よう に 。 イス ラ エ ル の 国民 を 助け る た め に 。 


トー ラー と その 学習 者 、 そ し て その 搾 に 従う 人 人 々 を 称え る た め に 書い て いる 者 。 
ザル マン ・ ネ チェ ミヤ ・ ゴ ー ル ド バ ー グ 
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ラビ ・ ド ブ ・ リ オー ル 
キリ ヤッ ト ・ ア ル バ ・ へ ブロ ン 市 主任 ラビ 
5769 年 ティ シュ レイ 月 1 日 (2008 年 9 月 30 日 ) 


承認 の 手紙 


イス ラ エ ル と 諸 外 国 と の 間 の 魂 の 捉 の 問題 を 論じ た 、 イ ツァ ク ・ シ ャ ピラ と ヨセフ ・ エ リツ ー ル 両 ラ 
ビ に よっ て 書か れ た 「 王 の 律 法 」 と 題 さ れ た 偉大 な 論考 を 贈呈 され た 。 こ の 分 野 に 関す る すべ て 
の トピ ッ ク を 一 冊 に まとめ た 著作 は 、 他 に は な いと 思う 。 タ ルム ー ド か ら 私 た ちの 初期 の ラビ を 経 
て 、 最 近 の 世代 の 偉大 な 決定 者 た ち に 至る まで 、 出 典 の 提示 と トピ ッ ク の 説明 に お いて 完全 で 豊 
か な 、 こ の 素晴らし い 創 造物 を 目 に し た と き 、 私 は 見 て 、 私 の 心 は 喜ん だ 。 ラ ビ た ち が ト ピッ ク を 研 
究 し 、 分 類 し 、 編 集 す る た め に 費やし た 多大 な 努力 と 労力 は 、 行 間 か ら 明 ら か で ある 。 あら ゆる 
感謝 と 賞賛 に 値する 神聖 な 仕事 が ここ で な され た 。 


この 分 野 は 、 特 に イス ラ エ ル の 民 が 自分 た ちの 土地 に 帰還 する 時 期 に は 、 か な り 話 題 性 の ある 
分 野 で ある 。 重要 な の は 、 私 た ち が 置 か れ て いる 異常 な 状況 すべ て と の 関連 に お いて 、 ユ ダ ヤ 
法 の 真 の 位置 づけ が どの よう な も の で ある か を 知る こと は 重要 で ある 。 そう する こと で 、 出 来 事 に 
対す る 正しい 方 向 性 と 真 の 視点 が 得 ら れ 、 そ れ ら に どう 対処 すべ きか が 見 えて くる 。 こ の 著作 
は 、 王 た ち 、 王 評議 会 の 人 々 、 そ し て すべ て の 律 法 を 求め る 者 、 愛 する 者 た ちの 食卓 に 置か れる 
に 値する 。 イス ラ エ ル の 律 法 が 、 平 凡 な 市 民生 活 に お いて も 、 戦 争 時 に お いて も 、 ど の よう に 人 を 
導く か を 知る こと が で きる 。 イツ ァ ク と ヨセフ と いう 二 人 の ツァ ディ キム が 、 同様 の テー マ で より 多く 
の 本 を 出版 する こと が で きま す よ うに 。 そし て 彼ら の 源泉 が 海外 に 広がり 、 多く の 人 々 に 恩恵 を も 
た らし 、 イ スラ エル を 天 の 父 に 近づけ る こと が で きま す よ うに 。 


トー ラー と その 弟子 た ち に 敬意 を 表し て 封印 する 


ラビ ・ ド ブ ・ リ オー ル 
キル ヤ ト ・ ア ル バ ニ へ ブロ ン の ラビ 
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第 四 章 戦争 で 異邦 人 を 殺す 

第 五 章 罪 の な い 人 を 故意 に 殺す こと 

結論 

第 六 章 殺人 の た め に 進ん で 自分 の 命 を 捧げ る - ノア ハイ ド の 間 で 
付録 た : さ ま ざ ま な 権威 に お ける 救済 と 癒し の 区 別 


付録 B: 船 か ら 飛 び 降 り る ロバ に 関す る 「 ラ マー」 の 言葉 の 説明 


は じ め に 


5752 年 ニ サ ン 28 日 (1992 年 5 月 1 日 金曜 日 ) 、 ル バビ ッ チ の レベ は 言っ た : 

私 に で きる こと は 、 こ の メッ セー ジ を あな た 方 に 伝え る こと だ け で ある : 私 た ちの 正しい メン ア の 到 
来 が 間近 に 迫っ て いる こと を 、「 混 沖の 灯火 」 で あり な が ら 「 修 復 の 道具 」 を 使う よう な 行動 に よっ 
て 実現 する た め に 、 力 を 尽く し て くだ さい 。 


「 混 沖の 光 」 で ある 強く 強烈 な 願望 が ある と き 、 私 た ち は そ れ を 修復 の 道具 を 使っ て 現実 に も た ら 
す 方 法 を 学ば な けれ ば な ら な い 。 現実 の 枠組 みや 制限 の 中 で 存在 で きる 道具 だ 。 


多く の 修復 の 道具 を 必要 と する 「 混 当 の 光 」 の 例 は 、 公 の 法則 と イス ラ エ ル と 諸国 民 の 間 に あ る 
も の に 見 出す こと が で きる 。 すべ て の ユダ ヤ 人 の 一 部 に は 、 真 の 完全 な 救済 と 世界 に お ける G-d 
( 神 ) の 支配 に 対す る 聖なる 強い 願望 が ある 。 こ の 願望 は 、 多 く の 重 要 で 聖なる 行い を 生む 。 


し か し 、 こ の 願望 は 、「 修 復 の 道具 」 を 必要 と する 。 こ の 道具 は 、 願 望 の 光 を 正しい 方 法 で 道具 に 
浸透 させ る た め に 、 近 の 細部 を 明確 に する も の で ある 。 


そう すれ ば 行動 は 指示 され 、 願 望 は 現実 に な る 。 


「 イ エ テ ブ ・ ヨ セ フ ・ チ ャ イ 」 の トー ラー・ イ ンス ティ テ ュ ー ト で は 、 公 の 探 や イス ラ エ ル と 諸 外 国 と の 
関係 に 関連 する 所 の 詳細 の 解明 に 長年 取り 組ん で きた 。 私 た ち は 、 律 法 の 細部 を トー ラー 流 に 
解明 し 、 他 の 情報 源 と 比較 する こと に よっ て 、 こ れ を 成し遂げ て きた 。 


私 た ちの 師 で あり 、 尊敬 す べき ラビ で ある イツ ァ ク ・ ギ ンズ ブル グ 先 生 に は 、 私 た ち が 勉 強 を 始め 
た と きか ら 大 き な 恩 義 を 感じ て いる 。 ラ ビ は この 本 の 大 部 分 に 目 を 通し 、 私 た ち に 多く の コメ ント を 
くれ た (明らか に され て いる 意味 で も 、 隠さ れ て いる 意味 で も ) 。 

これ ら の コメ ント の 多く は 、 以前 は 異な る 書き 方 を し て いた こと を 示す こと な く 、 本 編 で 訂正 され 
た 。 他 の も の は 、 ラ ビ の 名 前 と と も に 本 に 収録 され た 。 ま た 、 ス ペー ス 不 足 の た め 、 本 に 掲載 され 
な か っ た も の も 多い 。 


また 、 執 筆 前 に 予備 的 な 編集 を 行い 、 こ れ ら の 問題 の 解明 に 長年 携わっ て きた ラビ 、 ヨ セ フ ・ フ ァ 
ライ 師 に も 感謝 し た い 。 


[ 緒 名 ] 
イツ ァ ク ・ シ ャ ピラ 


ヨセフ ・ イ ル メ ヤ フ 
エリ ツー ル ( ハ ル シ ュ コフスキー) 
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簡単 な 概要 
本 書 で は 、 平 時 と 戦時 の 両方 に お ける 異邦 人 殺害 の 禁止 に つい て 論じ る 。 


第 一 章 で は 、「 ノ アハ イド の 七 つ の 探 」 に 違反 し な い 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 の 源 に つい て 説明 
する 。 


第 二 章 で は 、 七 つの ノア ハイ ド の 控 に 違反 し た 異邦 人 に 対す る 裁き を 明らか に する 。 


第 三 章 で は 、 命 の 危険 に さら され 、 他 の 異邦 人 を 殺す こと で し か 救 わ れ な い 異 邦人 を 取り 上 げ 
る 。 


第 四 章 で は 、 異 邦人 を 殺さ な いた め に ユダ ヤ 人 が 自分 の 命 を 犠牲 に する こと の 禁止 に つい て 述 
べ る 。 


第 五 章 で は 、 こ れ ま で の 章 で 学ん だ こと に 基づい て 戦争 に つい て 論じ 、 戦 争 に お ける 様々 な 状況 
に お いて 存在 する 様々 な 意見 を 見 る 。 


第 六 章 で は 、 罪 の な い 人 に 危害 を 加え る 必要 が ある 場合 が ある こと 、 ま た それ が 許さ れる 理由 
に つい て 述べ る 。 


本 書 の 最後 に は 、 各 章 の 結論 が 簡潔 に 示さ れ て いる 。 


結論 は 、 各 章 の 順序 に 従っ て 組み 立て られ て いる (し た が っ て 、 本 書 の 流れ と 順序 を 理解 する 助 
け に も な る ) 。 


本 書 で 戦争 を 扱う 場合 、 私 た ち に 害 を な す 敵 と の 戦争 (「 敵 の 手 か ら イ スラ エル を 助け る 」) の み を 
指し て いる こと を 強調 し て お く 。 以下 は 明らか に し な い : 


- 異邦 人 を 皆殺し に する 義務 (ある 場所 を 征服 し 、 そ の 場所 を 支配 する 状況 に お いて 、 簡 単 な 言 
い 方 で 言わ れ て いる ) 

- 七 つ の 国 と アマ レク を 殺す こと 

- 平和 へ の 呼び か け 

- 第 四 の 壁 を 空け て お く 義務 

- 一 任 戦争 へ の 許可 (戦っ て いる ユダ ヤ 人 へ の 危険 の 側面 か ら も 、 異 邦人 に 対す る 開戦 許可 の 
側面 か ら も ) な ど な ど 。 


これ ら の 探 は さら な る 解明 が 必要 で あり (それ は 、 こ の 書物 に 書か れ て いる こと の 上 に か な り の 
程度 成り 立っ て いる ) 、 将 来 、G-d( 神 ) が 望ま れる な ら 解 明 さ れる だ ろう 。 
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この 章 で は 、「 液 、 殺す な か れ 」 と いう 禁忌 が 異邦 人 を 殺す こと に は 適用 され な いこ と 、 そ し て ユダ 
ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと の 禁忌 は ノア の 子 ら の 殺し 合い の 禁忌 か ら 学 ん だ も の で ある こと に つい 
て 述べ る 。 この 章 の 付録 で は 、 ユ ダ ヤ 人 が ノア の 子 ら に 与え られ た 戒律 に お いて 義務 づけ られ て 
いる 原則 に つい て も 述べ る 。 

異邦 人 に 適用 され る 流血 の 禁止 


ノア ハイ ド の 七 つ の 探 の ひと つ に 流血 の 禁止 が ある 。 これ は ラン バム が 「 王 の 法 」 第 九 章 に 記し 
言葉 で ある : 


(1) アダ ム に は 、 偶 像 崇拝 、 主 の 祝福 、 流 血 、 性 的 不道徳 、 露 、 さ ば き の 六 つが 命じ られ た 。 ノ ア 
に は 、 生 き て いる 動物 の 肉 を 食べ る こと を 加え た 。 


(2) 人 を 殺し た ノア の 子 は 、 母 の 胎内 に いる 胎児 で あっ て も 、 そ の た め に 死刑 に 処せ られ る 。 


ラン バム の 言葉 は 、 異 邦人 を 殺し た 異邦 人 を 指し て いる 。 ここ で は 、 異 邦人 を 殺し た ユダ ヤ 人 に 
関す る ハラ ハ を 明らか に する : も し そう な ら 、 そ の 禁止 と は 何 か ? 


「 液 、 殺 す な か れ 」 の 禁止 
ラン バム は 「 殺 人 の 法 」 第 一 章 ハ ラ ハ 1 の 中 で こう 書い て いる : 


- イス ラ エ ル の 人 を 殺す 者 は 、「 液 、 殺 す な か れ 」 と ある よう に 、 否 定 的 な 戒律 に 痛く 。 
目撃 者 の 前 で 悪意 を 持っ て 殺人 を 犯し た 場合 、 そ の 死 は 剣 に よる .…。 


- この 禁止 令 は 、 最 初 の 人 間 に 言 われ た こと か ら 学 ん だ :「 主 な る G-d( 神 ) は その 人 に お 怒り に 
な っ た 」( 創 世 記 2:16) 、 あ る い は ノア と その 息子 た ち に 言わ れ た 言葉 か ら 知る こと が で きる :「 人 
の 血 を 流す 者 、 そ の 血 は 人 に よっ て 流さ れる 」( 創 世 記 9:6) 。 ゲ マラ 、 サ ン ヘ ドリ ン 50b-51a 参 照 。 


- ラン バム の 言葉 か ら の 引用 は すべ て 、 フ ラン ケル 版 や ラビ ・ カ ファ ハ 版 な ど 、 私 た ち が 目 に する 
機会 に 恵まれ た 新しい 正確 な 版 に に よる も の で ある 。 その た め 正 確 な 版 で ご 覧 いた だ きた い ( 検 閲 
の た め 、 い くつ か の 版 で は 省略 され て いる ) 。 


そし て 、「 戒 め の 書 」 の 正 戒 613 に 、 ラ ン バ ム は こう 書い て いる :「 殺 し 合っ て は な ら な い 」( ま た は 
「 互 い に 」)。 


律 法 に お ける 異邦 人 殺害 の 禁止 
これ まで 見 て きた よう に 、 律 法 は 人 を 殺す こと を 禁じ て いる が 、 し か し 、 こ の 禁止 が 異邦 休 害 に 


適用 され る か どう か は 明らか で は な い 。「 液 、 殺 す な か れ 」( 出 エジプト 記 20:13) と いう 戒律 の 本 
文 に は 、 そ れ が 異邦 人 に 適用 d れ る か どう か は 明記 され て いな い 。 
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タル ムー ド に お ける 異邦 人 殺害 の 禁止 


タル ムー ド で は この 間 題 に つい て 長く < 論じ て いる 。 サン ヘ ド リ ン 50b-51a の ゲ マ ラ は 、 異 邦人 殺害 
の 禁止 は 「 殺 し て は な ら な い 」 と いう 戒律 に 由来 する も の で は な いと 結論 付け て いる 。 むし ろ 、 ノ ア 
ハイ ド の 探 か ら 派生 し た 別 の 禁止 で ある 。 


ノア ハイ ド の 探 と は 、 ノ ア と その 子孫 に 与え られ た 七 つ の 探 で ある 。 これ ら の 探 は 異邦 人 を 含む 
全 人 類 を 拘束 する 。 ノ アハ イド の 探 の ひと つ に 流血 の 禁止 が ある 。 


ゲ マ ラ の サン ヘ へ ドリン 50b-51a に よれ ば 、 異 邦人 を 殺し た ユダ ヤ 人 の 罰 は 追放 で ある 。 こ の 禄 は 、 
「 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 に よっ て その 血 が 流さ れる 」( 創 世 記 9:6) 。 


ハラ ハ に お ける 異邦 人 殺害 の 禁止 


ハラ ハ ( ユ ダ ヤ 法 ) は タル ムー ド の 結論 に 従う 。 異邦 人 殺害 の 禁止 は 、「 殺 し て は な ら な い 」 と いう 
戒律 に 由来 する も の で は な い 。 むし ろ 、 ノ アハ イド の 搾 に 由来 する 別 の 禁止 で ある 。 異邦 人 を 殺 
し た ユダ ヤ 人 の 罰 は 追放 で ある 。 


実際 、 こ れ ら の 禁止 は すべ て 、「 隣 人 に 対し て 偽証 し て は な ら な い 」 と と も に 、 同じ 節 に ある と 解釈 
する こと も 可能 で ある 。 そこ に 書か れ て いる こと は 、 こ の 節 の すべ て の 記述 は 「 隣 人 」 に 対し て の 
み 禁 止 さ れ て いる こと を 教え て いる (ラビ ・ ギ ヴォ ツボ ル グ ・ シ ュ リ タ か ら 聞 いた よう に ) 。 


別 の 見 方 を すれ ば 、「 殺 し て は な ら な い 」、「 康 淫 し て は な ら な い 」、「 盗 ん で は な ら な い 」 に 書か れ 
て いな いこ と は 、「 あ な た の 隣人 」 に 対す る も の で ある と 解釈 する こと も 可能 で ある 。 こ れ は 、 ミ ド 
ラッ シュ (ラビ ・ イ シュ マエ ル ・ イ トロ の メ ヒ ル タ 、「 ド ブチ ョ デー シュ 」 パ ル シ ャ S 章 ) に よれ ば 、G-d 
( 神 ) は トー ラー を 捧げ る た め に 諸国 に 戻ら れ た た め 、 こ れ ら の 戒め に は 「 あ な た の 隣人 」 と 書か 
れ て いな い 。 


そし て さら に : こ の 三 つ の 戒め に お いて 、 諸 国民 は 七 つ の ノ アハ イド の 探 に よっ て 義務 づけ られ て 
お り 、 こ の こと は バ ヴ ァ ・ カ ンマ (8a) の ゲ マ ラ に 従っ た も の で ある : 彼 は 立っ て 土地 を 測り 、 国々 を 
見 て 見 限っ た 。 彼 は 七 つ の 戒 め を 見 た が 、 そ れ は ノア の 子 ら が 自分 た ちの 上 に 受け 入れ 、 実 行 し 
な か っ た も の で ある 。 罪 を 犯し た 者 が 報 わ れる と いう こと は あり 得る の だ ろう か ? も し そう な ら 、 私 
た ち は 罪 人 が 報 わ れる こと を 発見 し た ! ラビ ・ ナ ー マ ン は 言っ た :「 た と え そ れ を 果たし た と し て 
も 、 そ の 上 に 報い を 受け る こと は な い 。 命じ られ て 行う 者 と し て で は な く 、 命じ られ ず に 行う 者 と し 
て で ある 」 


また 、 ラ ン バ ム (マコ ッ ト 9) も 次 の よう に 説明 し て いる 。 その 結果 、 彼 ら は 私 た ち に 命じ られ ず 、 行 
うこ と も な い 。 その 結果 、 彼 ら の 命 も 私 た ち に と っ て 大 切な も の で は な く な っ た 。 その よう な 者 を わ 
ざわ さ ぐ ざ 避 難 都市 に よっ て 救 お うと は し な いか ら で あ る 。 


ゲ マ ラ (マフ ァ ラ ン ) の ラン シ は 、G-d( 神 ) が これ ら の 戒め を 果たす こと を 「 あ きら め た 」 段 階 は 、 ト ー 
ラー が 与え られ た 時 で あり 、G-d( 神 ) が 諸国 民 に 目 を 向け 、 彼 ら に トー ラー を 差し 出し た が 、 彼 ら 
が それ を 受け 入れ な か っ た 時 で ある と 説明 し て いる 。 た と え 異 邦人 が 「 私 た ち は そ うし ます 、 私 た 
ち は 聞 きま す 」 と 言わ な か っ た と し て も 、 シェ モト ・ ラ バ 30:9 に 説明 され て いる よう に 、 彼ら は すでに 
ユダ や ヤ 人 に 与え られ た トー ラー を 得る 機会 を 失っ て いた の で ある :「G-d( 神 ) は イス ラ エ ル に こう 
言わ れ た : こ の 世界 を 創造 する まで 、 わ た し は 律 法 を 定め た 。 な ぜ な ら 、 ユ ダ ヤ 人 が 立っ て 、『G-d 
( 神 ) が 語ら れ た こと は すべ て 私 た ち は 行 い 、 私 た ち は 聞 きま す 』 と 言う と 、 直ちに それ が 彼ら に 与 
えら れ た か ら で あ る 」。 それ で も G-d( 神 ) は 彼ら に 七 戒 を 授け られ た 。 
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し か し 、 そ れ さ えも 彼ら は 軽 ん じ た 。 この こと に つい て 、「 彼 は 見 て 、 国 々 に 見 切り を つけ た 」 と 言 
われ て いる 。 も し 彼ら が 「 そ の 中 に 何 が 書か れ て いる の か 」 と 尋ね た 後に 戒め を 受け 入れ た な ら 、 
彼ら は 命じ られ 、 実行 する 者 と し て 七 つ の 戒め を 成就 し た で あろ う ( そ し て その 時 、 ユ ダ ヤ 人 が 義 
務 づ けら れ て いる よう に 、 殺 人 罪 で 絢 教 す る 義務 を 負っ て いた 可能 性 も ある (第 三 章 の 冒頭 を 参 
照 )) 。 彼 ら は トー ラー に 支配 され る こと を 望ま な か っ た の で あり 、 彼 ら が 偶像 崇拝 に お いて 義務 
づけ られ て いる こと か ら 、 私 た ちの 言葉 に 異議 を 唱え る 必要 は な い 。 と いう の も 、 偶 像 崇拝 に お け 
る 義務 は 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 で は 異な る か ら で あ る (異邦 人 は パー トナ ー シ ッ プ に つい て 警告 さ 
れ な いと いう 意見 も ある た め 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 「 オ ラ ハ ・ チ ャ イム 」259、 ラ ン バ ム 、 シ ャ ッ ハ 「 ヨ 
レ ・ デ ア 」259、7 節 : プ ネイ ・ テ シュ バ 259、2 節 も 参照 ) 。 


し た が っ て 、 偶 像 崇拝 に 仕え て いた 異邦 人 が 改宗 し て も 、 イ スラ エル 人 (ユダ や ヤ 人) を 尊 害し た 異 
邦人 や ユダ ヤ 人 の 娘 と 姦淫 し た 異邦 人 と は 対照 的 で ある 。 
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第 一 章 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 


この 章 で は 、「 殺 し て は な ら な い 」( ロ ・ テ ィ ル ツァ ハ ) の 禁止 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 他 の ユダ や ヤ 人 を 殺し た 
場合 に の み 適用 され 、 異 邦人 を 殺し た 場合 に は 適用 され な いと いう 概念 に つい て 掘り 下げ て い 
く 。 こ の 見 解 は 、 セ ファ ー・ イ エル イム (シマ ン 248) で も 支持 され て いる 。 異邦 人 に は 殺人 の 禁止 
は 適用 され な いと 述べ て いる 。 ミ ツ ヴ ァ ・ チ ヌ フ (ミツ ヴァ ・ ラ メド の 冒頭) も 同様 に 次 の よう に 説明 し 
て いる 。 


「 殺 人 を 犯し て は な ら な い : し か し 、 異 邦人 を 殺し た 者 は 、 た と え ノ アハ イド の 七 つ の 捉 を 受け 入れ 
た ゲル ・ ト シャ フ の 住民 で あっ て も 、 処刑 され る こと は な く 、 鞭打ち の 刑 に 処せ られ る こと も な い 。 

『 あ な た は 殺し て は な ら な い 』 と いう 聖 句 か ら 明 ら か な よう に 、 こ の 禁止 は 異邦 人 を 殺す こと に は 
適用 され な い 」 


セ フ ァ ー・ ミ ツボ ッ ト ・ ガ ドル ( セ マ グ ) は 、 彼 ( セ マグ ) さ えも ラン バム の 言葉 (前 述 と 同じ も の :「 イ ス 
ラ エ ル 人 の 魂 を 殺す 者 」) を 持っ て くる こと が 明らか な バー ジョ ン を も た ら す 。 


この バー ジョ ン は 、( ユ ダ ヤ 人 が ユダ ヤ 人 を ) 殺 し た 場合 、 剣 で 処刑 され る と 説明 する ハラ ハ の 続 
き に よっ て も 支持 され る 。 これ は 確か に 、 ラ ン バ ム (2:11) が 説明 し て いる よう に 、 ユ ダ ヤ 人 を 殺し 
た 者 だ け を 指し て いる 。 


異邦 人 を 殺す こと は 「 殺 し て は な ら な い 」 に 含ま れ な いと 、 ラ ン バ ム は どこ で 学ん だ の だ ろう か ? 
賢者 た ちの 言葉 か ら 、 そ れ を 証明 する も の が ある :a。 これ は 、 異 邦人 を 棒 と 物質 で 殺す こと の 禁 
止 を 学ぶ 必要 が あっ た カメ ン に 持っ て いく メ ヒ ル タ か ら 明 ら か で ある 。b。 マヒ ル タ と ゲ マ ラ (サン へ 
ドリ ン 6:1 と 律 法 の ラ シ ) で は 、「 液 、 盗 む な か れ 」 は 魂 を 盗む こと を 語っ て いる 。「 液 、 殺 す な か れ 」 
や 「 液 、 率 淫 する な か れ 」 の よう に 。 それ に よれ ば 、 異 邦人 を 殺し た 者 は 死な な く て も よい と いう こ 
と だ か ら 、「 殺 し て は な ら な い 」 に は 含ま れ な い 。 


「 液 、 殺 す な か れ 」 が 死 を 支持 する も の で し か な いと いう こと を 、 聖 賢 た ち は ど こ で 学ん だ の だ ろう 
か ? こ れ は 、 ト ー ラ ー が ミシュ パッ ト 章 に お いて 、 殺人 者 は 死な な けれ ば な ら な いと 繰り 返し 解釈 
し て いる こと か ら 学 ん だ と 言え る 。 そ し て そこ で は 、 こ れ が 特に ユダ ヤ 人 で ある こと が 強調 され て 
いる ( 出 エ ジ プ ト 記 21:12) 。 も し そう な ら 、 十 戒 は 特に その よう な 殺人 者 を 指し て お り 、 そ の 者 は 死 
な な けれ ば な ら な い ( 一 方 、 マ ヒル タ が この 節 か ら 学 ぶよ うに 、 異 邦人 は 死な な けれ ば な ら な いわ 
け で は な い ) 。 


また 、「 ユ ダ ヤ 人 は 殺人 を し て は な ら な い 」。 し か し 、 テ シュ ヴァ 26 章 の ハム ・ ツ ヴィ は これ に 同意 


し て いな い 。「 異 邦人 を 殺し た 者 は 死ぬ 義務 は な い 」、 こ れ は 「 殺 し て は な ら な い 」 に は 含ま れ な 
い 。 
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第 二 草 誤 、 ミ シュ ナ ・ ト ー ラ ー「 殺 人 の 法則 」 
1. 異邦 人 が ユダ ヤ 人 を 殺し た り 、 カ ナン 人 の 仏 隷 を 殺し た り し た 場合 、 死 刑 に 処せ られ る 。 


2. 居住 者 で ある ゲル ・ ト シャ フ (Ger Toshav: 居住 外国 人 ) を 殺し た ユダ ヤ 人 は 、 裁 判 所 に よっ て 
死刑 に され る こと は な い 。 


トー ラー に は 、「 も し 人 が 隣人 を 殴っ て 死ん だ らち 、 そ の 人 は 必ず 死刑 に 処せ られ る 」 と ある 。 つま 
り 、 殺 人 の 禁止 は 同胞 の ユダ ヤ 人 を 殺し た 場合 に の み 適 用 され る 。 居住 外国 人 (ゲル ・ ト シャ フ ) 
は 同胞 の ユダ ヤ 人 と は みな され な い の で 、 居住 外国 人 (ゲル ・ ト シャ フ ) を 殺し た ユダ ヤ 人 は 裁判 
所 に よっ て 死刑 に され る こと は な い 。 


し た が っ て 、 殺 し た ユダ ヤ 人 は 、 た と え 居 住 外 国人 (ゲル ・ ト シャ フ ) で ある 異邦 人 で あっ て も 、 裁 
判 所 に よっ て 死刑 に され る こと は あり ませ ん 。 在留 異 邦人 また は 居住 外国 人 (ゲル ・ ト シャ フ ) と 
は 、 ユ ダ ヤ 人 の 裁判 所 で ノア ハイ ド の 七 つ の 探 を 守る こと を 自ら 受け 入れ た 異邦 人 で あり 、「 正 し 
い 異邦 人 」 の 一 人 と みな され る 。 ラ ン バ ム は 「 禁 じ ら れ た 関係 の 法則 」(14:7) の 中 で 次 の よう に 書 
いて いる 。 


申 命 記 に 関す る アバ ル バ ネ ル の 言葉 (応答 IV) か ら 明 ら か な よう に 、「 殺 し て は な ら な い 」 は 異邦 
人 に も 適用 され る 。 


また 、 申 命 記 第 33 章 (第 4 回 回 答 ) の 言葉 は 、「 殺 し て は な ら な い 」 が 異邦 人 に も 適用 され る こと を 
示し て いる よう に 思わ れる こと が 知ら れ て いる 。 し か し 、 そ こ に 書か れ て いる 彼 の 言葉 を すべ て 吟 
味 す れ ば 、 確 か に ハラ ー ク 的 な 方 法 に よる も の で は な く 、 解 釈 の 方 法 な ど に よる も の が 含ま れ て 
いる こと が わか る だ ろう (例え ば 、 最 初 の 二 つ の 回 答 で は 、 利子 を つけ て お 金 を 貸す 許可 は 七 つ 
の 国 に 対し て の み で あり 、 そ れ 以 外 の 異邦 人 に 対し て は な いよ うに 思わ れる ! そこ を よく 調べ 
て 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ の ヨレ ・ デ ア 259 章 と 比較 し て みて くだ さい 。 さら に 言え ば 、 異 邦人 を 殺し 
て は な ら な いと いう 律 法 の 禁止 は 確か に ある 。 異 邦人 を 殺し て は いけ な いと いう 律 法 の 禁止 は 確 
か に ある が 、 そ れ は 「 液 、 人 を 殺す な 」 と いう 禁止 で は な い 。 も し そう な ら 、「 液 、 人 を 殺す な 」 で は 
な い に も か か わら ず 、 律 法 の 禁止 が ある 、 と 解釈 する こと も 可能 で ある 。 十戒 に つい て の 彼 の 言 
葉 も 参照 され た い ) 。 


ラン バム (ラビ ー ヌ ・ ニ シム (ラン) ) の 著書 「 イブ ン ・ ハ エ ゼ ル 」 の バ ヴ ァ ・ カ ンマ 113b を 参照 され た 
い : 


「 盗 ん で は な ら な い 」 と は 、「 殺 し て は な ら な い 」 や 「 淫 し て は な ら な い 」 と 同じ よう な も の で 、 ど ち 
ら も ユダ や ヤ 人 と 異邦 人 に 適用 され る 。 


彼 の 言葉 に は 慎重 な 考察 が 必要 で ある 。「 メ ヒル タ 」 や 「 ゲ マラ 」 に は 、 十戒 で 述べ られ て いる 「 盗 
ん で は な ら な い 」 と は 、 死 の 刑罰 を 伴う 魂 の 盗み を 指し て いる こと は 明らか で あり 、 こ れ は ユダ ヤ 
人 に の み 適 用 され る 。 同様 に 、「 姦 淫 し て は な ら な い 」 は 異邦 人 に は 適用 され ず 、 異 邦人 の 妻 に 
手 を 出し て も 死刑 に は な ら な い ! (ラン バム 、 ミ シュ ナ 「 禁 じ ら れ た 関係 」) 。 
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同様 に 、「 淫 し て は な ら な い 」 が 異邦 人 に も 適用 され 、 異 邦人 の 妻 に 出くわし た 者 が 死罪 に 問 
われ る こと は な いと 言う 者 も 見 当たら な い ! (ラン バム 「 禁 じ ら れ た 性 的 関係 の 法則 」 参 照 ) 。 「 液 、 
盗む な か れ 」 は 「 液 、 殺 す な か れ 」 や 「 液 、 姦 洲 す る な か れ 」 と 同様 、 異 邦人 に 対し て も 禁止 され て 
いる 。 


し か し 、 聖書 が 異邦 人 を 殺す こと を 禁じ て いる 根拠 に つい て は 後述 する 。 ラ ン バ ム (悔い 改め の 
法則 3) は 、 正 し い 異 邦人 に も 来世 で の 分 け 前 が ある と し て いる 。 


第 一 章 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 


と は いえ 、 ラ ン バ ム (Rambam) は ここ で は 罰 に つい て し か 語っ て いな い が 、 確 か に 居住 する よそ 
者 を 殺す こと は 禁じ られ て お り 、 殺 すこ と が 禁じ られ て いる だ け で な く 、 (後述 する よう に ) 彼 を 支え 
る 戒め も ある 。 こ れ は ラン バム の 表現 に も 正確 に 示さ れ て いる :「 彼 は 法廷 に よっ て 処刑 され な 
い 」- この よう な 行為 が 禁止 され て いる こと を 意味 し て いる 。 


ケ セ フ ・ ミ シュ ナ は そこ で 特に 、 神 罰 も ある と 説明 し て いる : 私 た ちの 先生 (ラン バム ) が 「 彼 は 法廷 
に よっ て 処刑 され な い 」 と 書い た の は この こと で ある 。「 偶 像 崇拝 の 法則 」 第 十 章 に お ける 「 ラ ン バ 
ム 」 の 言葉 。 


(a) 人 は 、 偶 像 崇拝 者 と 契約 を 結ん で は な ら な い 。「 あ な た は 彼ら と 契約 し て は な ら な い 」 と 言わ 
れ て いる よう に 、 彼ら と 平和 を 築き 、 彼ら の 奉仕 に 任せ る た めで ある 。 その 代わ り 、 彼ら は 崇拝 か 
ら 立 ち 帰 る か 、 殺 され な けれ ば な ら な い 。 慈悲 を か ける こと は 禁じ られ て いる 。 それ ゆえ 、 も し 異 
邦人 が 偶像 崇拝 を し て いる の を 見 か け 、 そ の 人 が 川 で 湧 れ た り 、 死 の 危険 に さら され て も 、 助 け 
て は な ら な い 。 井戸 や それ に 似 た よう な 場所 に 落ち て いる の を 見 て も 、 助け て は な ら な い 。 し か 
し 、 も し 自分 の 手 で 彼 を 滅ぼす こと が で きる な ら ば 、 そ うす べき で ある 。 


(b) ここ か ら 、 偶 像 崇拝 者 を 治療 する こと は 、 た と え 報 酬 を 得る た めで あっ て も 禁じ られ て いる こと 
が わか る 。 し か し 、 居住 し て いる 外国 人 (ゲル ・ ト シャ フ ) に つい て は 、 彼 を 養う よう に 命じ られ て い 
る の で 、 無 償 で 癒す べき で ある 。 ここ か ら 推 測 で きる の は 、 異 邦人 に は 三 つ の カテ ゴリ ー が ある と 
いう こと だ だ: 

サム エル 記 上 21 章 3 節 に ある よう に 、 イ スラ エル の 子 ら は G-d( 神 ) の 記 業 で ある 。 一 般 的 に 、 タ ル 
ムー ド や ラビ の 文献 に ある アク ム (Akum') と いう 用 語 は 、 検 閥 の た め の 代 用 で ある か 、 出 版 社 自 
身 が 元 の 表現 か ら 変 えた の で は な いか と いう 疑い を 抱か せる 。 お そら く 、 元 々 は ゴイ ("Goy') か ノ 
クリ ("Nokhri) と 書か れ て いた の で あろ う 。 多く の ポス キム (ラビ 権威 ) は 、 混乱 を 避け る た め 、 す 
で に 「 ア クム 」 と いう 言葉 を 使う こと を 好 ん で いる 。 し か し 、 ラ ン バ ム は 「 偶 像 崇拝 の 近 」 の 中 で 非常 
に 正確 な 表現 を し て お り 、 今 日 、 私 た ち は 原 文 を 比較 的 高い 精度 で 知っ て いる 。 し た が っ て 、 正 確 
な 版 に お いて 彼 の 言葉 を 正確 に する こと は 可能 で ある 。 
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王 の 拓 


- ゲル ・ ト シャ フ ( 居 住 外 国人 )- 彼 を 保護 する こと は ミツ ヴァ (戒め ) で あり 、 彼 を 殺す こと は 禁じ ら 
れ て いる 。 


- 我々 と 戦争 し て いな い 異 邦人 - 彼 を 死 か ら 救 うこ と は 禁じ られ て お り 、 殺す こと も 禁じ られ て い 
る 。 


- 我々 と 戦争 し て いる 異邦 人 。 

ラン バム が ハラ ハ ( ユ ダ や 法 ) 13 に 書い て いる よう に 、 ゲ ル ・ ト シャ ン フ - 彼 を 保護 する ミツ ヴァ が あ 
る 。 し か し 、 ゲ ル ・ ト シャ フ で な い 異 邦人 を 殺す こと の 何 が 禁じ られ て いる の か を 明確 に する 必要 
が ある 。 


その 禁止 の 定義 は 、 出 エジプト 記 21 章 14 節 の メ ヒ ル タ に ある 。 - レフ 一 (raehu) 、 他 者 を 排除 する 
こと 。 


ラビ ・ ア キバ は 言う 。 ト ー ラ ー が 授け られ る 前 、 私 た ち は 罪 の な い 血 を 流す こと を 戒め られ た 。 本 
当 は 、 彼 は バ サ ル と ラム の 探 か ら 免 除 さ れ 、 そ の 判断 は 天 に 委ね られ て いる の だ と 。 


禁止 の 定義 

出 エ ジ プ ト 記 21:14 の メ ヒ ル タ に は こう ある : 

「 し か し 、 も し 人 が 殺 獲 に 人 を 殺 そ うと 故意 に 人 を 襲 うな ら 、 あ な た は その 人 を 私 の 祭壇 か ら 取り 
上 げ て 死な せな けれ ば な ら な い 」。 

イシ ・ ベ ン ・ ア キバ は 言う 、「 律 法 が 授け られ る 前 は 、 罪 の な い 血 を 流す こと を 戒め られ て いた 」。 
1. 本 当 は 、 彼 ら は 言っ た 。 彼 は 肉 と 霊 の 搾 か ら 免 除 さ れ 、 そ の 裁き は 天 に 委ね られ て いる 。 

- 異邦 人 を さら に 次 の よう な カテ ゴリ ー に 分 ける こと が で きる : 


-「 ノ ア の 子 」 で 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒め を 守っ て いる が 、3 人 の ユダ ヤ 人 の 前 で 改宗 し て いな い 
者 。 


- 七 つ の 戒 め を 犯し て いる こと が 分 か っ て いる 異邦 人 と 、 分 か っ て いな い が 異 邦人 で あろ うと 推測 
され る 異邦 人 。 


- 偶像 を 崇拝 し て いる 異邦 人 と 、 七 つの 戒め の うち 他 の 戒め に 違反 し て いる が 偶像 は 崇拝 し て い 
な い 上 異邦 人 。 


し か し 、 第 二 章 で は 、 七 つの 戒め に 違反 する 異邦 人 に つい て 論じ る 。 
2. 命 を 救う と いう 戒め の 単純 な 意味 は 、 完 全 な 居住 者 で ある 外国 人 に の み 適 用 され る こと に 注 
意 す べき で ある 。 し か し 、 ペ サハ は (「 ア ラキ ン の 律 法 」 の 注釈 書 8 章 、「 ハ ラ ハ 」8 節 、 お よび レス ポ 


ン サ 「 偶 像 崇拝 の 律 法 」1 章 、「 ハ ラ ハ 」6 節 に お いて ) 、 た と え 完 全 な 居住 外国 人 で な く と も (た と え 
ば 、 ジ ュ ビ リー 年 が 有効 で な い 期間 ) 、 実 際 に は ノア ハイ ド の 七 つ の 戒め を 守っ て いる 者 で あれ 
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ば 、 そ の 命 を 救う こと は 戒め で ある と 書い て いる 。 そ の 証拠 に 、 ラ ン バ ム は 「 王 の 法 」 第 一 意 、 ハ 
ラ ハ 11 節 に こう 述べ て いる 。 


また 、 ゲ マラ の ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラ 60a や メ ナ コ ト 38b( 彼 の 言葉 の 最後 ) 、 ま た ラビ ュ ヌ ・ タ ム は 禁じ られ 
た 関係 の 律 法 第 四 章 ハラ ハ 8 の 中 で 、 ジ ュ ビ リー 年 が 有効 で な い 時 期 に は 居住 する 外国 人 を 救 
う 戒 め は な い 、 な ど と し て いる 。 


3. 居住 外国 人 を 救う 戒律 に つい て は 、 ラ ン バ ム の 「 セ ファ ー・ ハ ・ ミ ツ ヴ ォ ッ ト 」( ア セー209) 、 お よ 
び ラ ド バ ズ の レス ポン サ 「 追 加 戒 律 」(additional commandments, 16) も 参照 の こと 。 


4. また 、 誤 っ て 居住 外国 人 を 殺し た ユダ ヤ 人 は 、 財 罪 と し て 流刑 に 処せ られ る と いう 見 解 も ある 。 
ラン バム 「 殺 人 の 法 」 第 五 章 、 ハ ラ ハ 3( お よび その 別 バ ー ジ ョ ン ) : リト ヴァ 「 マ コッ ト 」9a : セ フ ァ ー、 
ハ ・ チ ヌ フ 、 ミ ツ ヴ ァ 90 を 参照 。 


5. この 教え は 、「 隣 人 」 と は 死に 至ら な い 人 を 指す と いう も の で 、 律 法 ( 出 エジプト 記 20:13) の ラ シ 
に よっ て も た ら さ れ た ( 検 闘 を 恐れ て 省略 され た 版 も ある ) 。 


つま り 「 リ ー ア 」( 隣 人 ) と いう 言葉 か ら 、 異 邦人 (他人 ) を し た 者 は 死刑 に な ら な いこ と が わか 
る 。 つま り 、 死 ぬ 義 務 は な い 。 私 た ち が 「 ブ ネイ ・ ノ ア 」 の 範 瞳 に いた 「 律 法 の 授与 以前 」 と 「 律 法 の 
授与 以後 」 に 分 け て 、 ラ ビ ・ ア キバ の 言葉 が 引用 され て いる 。「 よ り 上 厳し くさ れる 代わ り に 、 よ り 甘 く 
され た の か ?」- つま り 、「 不 思 議 に 思う 」 と いう こと だ : ト ー ラ ー と 戒律 が 私 た ち に 与え られ た と き 、 
G-d( 神 ) は 私 た ち が す で に 義務 を 負っ て いた 戒 律 を 減ら し 、 私 た ち が 持 っ て いた 禁止 事項 を 私 た 
ち に 許さ れる よう に され た の だ ろう か ? 


それ ゆえ 、 今 も 私 た ち は 異邦 人 の 血 を 流す こと を 戒め て いる 。 これ に よれ ば 、 ミ ドラ ッシュ の 、「 本 
当 は 、 彼 ら は こう 言っ た 」 の 続き も 理解 で きる : ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 
が 、 異 邦人 が 異邦 人 を 殺す こと も 禁じ られ て いる 。 


異邦 人 は 異邦 人 を 殺す と 死刑 に な る が 、 ユ ダ ヤ 人 は 殺さ れ な い 。 なぜなら 、 ト ー ラ ー が 与え られ 
た 後 、 ユ ダ ヤ 人 は すでに 613 の 戒律 で 義務 づけ られ て お り 、613 の 戒律 で 義務 づけ られ て いる 人 
を 殺す た め に は 、 特 別に 厳し い 違 反 が 必要 で あり 、 ノ ア の 子 ら の 七 つ の 戒 律 に ある 源 と それ に 対 
する 罰 で は 不 十 分 で あり 、 し た が っ て 、 異 邦人 を 殺し た ユダ ヤ 人 は 人 間 に よ っ て 死刑 に され る 義 
務 は な く 、「 そ の 裁き は 天 に 委ね られ て いる 」 か ら で あ る 。 


- ケ セ フ ・ ミ シュ ナ ( 殺 人 の 法則 の 第 二 章 ) を 参照 。 メ ヒル タ を 典拠 と し て いる 。 


- メ ビ ル タ は また 、 少 し 異な っ た 方 法 で 説明 する こと も で きる (し か し 、 単 純 に 考え れ ば 、 私 た ち が 
書い た こと と ハラ ハ に 違い は な い ) 。 
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な 4 な 


兎 1 節 


イシ の 言葉 も (禁止 事項 で は な く ) 刑 入 の こと を 指し て いる と 言え 、 死 刑 判決 が な いと は いえ 、 刑 
禄 が 全く な い ほ ど 甘 か っ た と いう こと は あり 得 な いと 言う に 至っ て いる 。 だ か ら 、 天 の 法廷 で 責任 
を 負う と 「 実 際 に 言わ れ た 」 の で ある 。 


この こと は 、 ミ ドラ ッシュ 「 ラ ビ ・ エ リエ ゼル の ミシュ ナ 」( ラ ン バ ム が その レス ポン サ の 中 で 持っ て き 
た ミド ラッ シュ ) 第 九 章 に ある 説 か ら も 明らか で ある 。「 し か し 、 律 法 が 授け られ る 前 に 異邦 人 を 殺 
し た 者 は 、 見 よ 、『 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 に よっ て その 血 が 流さ れる 』 と 言わ れる よう に 、 宮廷 に 
よっ て 殺さ れる 。 律 法 が 授け られ た 後 、『 ま た 、 も し 人 が 友 を 裏切り で 殺 そ うと 襲う な ら 、 異 邦人 に 
は か か ら な い 』 と 言わ れ て いる 」 


イシ ・ ベ ン ・ イ エフ ダ は 言う 、「 異 邦人 を 殺す 者 が 免除 され る の で は な く 、 彼 は 人 間 の 法廷 か ら 免除 
され 、 天 の 法廷 で 責任 を 負う の で あり 、 た と え 私 た ちの 土地 に いた と し て も 、 彼 を 殺す こと は な く 、 
彼 の 裁き は 天 の 法 廷 に ある 」( ト セ フ タ 「 ミ シュ パテ ィ ム 」57b に も た ら さ れる ) 。 これ は メ ヒ ル タ と 同じ 
解釈 の よう だ ( ヨ マ 22b に ある よう に 、 イ シン ・ ベ ン ・ イ ェ エフ ダ は イシ ・ ベ ン ・ ア キバ で ある ) 。 


確か に この 解釈 に よれ ば 、 こ の 問題 に は 確か に 禁止 事項 が ある が 、 明確 に は 議論 され な か っ た 
どじ % う ご と に な る 。 


第 2 節 


ユダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺し て も 殺さ れ な い の は 、 ト ー ラ ー を 授け る 際 に ユダ ヤ 人 が 堅く な っ た の で 、 
この 件 に 関し て は 「 緩 和 さ れ た 」 の で あり 、 何で も か ん で も 死刑 に 処せ られ る わけ で は な いと いう 
意味 で ある 。 


これ も また 、 メ イリ の 説明 で ある (シェ モト 21:14、 ま た ベ エ ル ・ ア ブラ ハム の メキ ル タ に 対す る 解釈 
も 参照 )。 こ の 解釈 に よれ ば 、 人 間 の 裁判 に よる 刑罰 が 軽減 され る の だ か ら 、 ど の よう な 場合 で 
あれ この 問題 に は 禁止 事項 が ある と いう こと に な る 。 も し そう だ と すれ ば 、 メ ヒル タ の イシ の 言葉 
か ら 、 ノ ア の 子 ら が 互い に 殺し 合っ て は な ら な いと し た の と 同じ 禁忌 に よっ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 
を 殺す こと は 禁じ られ て お り 、 そ れ は 私 た ち に も 義務 づけ られ て いる 。 し か し 、 特 別 な 禁止 事項 が 
ある だ ろう 。 


ラン バム の 「 居 住 外国 人 を 殺し た 者 は 裁判 所 に よっ て 殺さ れる こと は な い 」 と いう 言葉 を 上 に 持っ 
て きた が 、 こ の こと か ら 、 メ ヒル タ と 同様 に 、 裁 判 所 に よっ て 殺さ れる こと は な く て も 、 天 の 裁判 所 
で は この こと に 対す る 罰 が ある こと が わか る ( ケ セ フ ・ ミ シュ ナ か ら 持 っ て きた よう に ) 。 


実際 、 ラ ン バ ム で は 、 こ れ は 居住 外国 人 を 殺し た 者 に の み 当 て は まり 、 ラ ン バ ム が 次 に 書い て い 
る 「 異 邦人 」 を 殺し た 者 に は 当て は ま ら な い : 


「 異 邦人 の た め に 殺さ れる こと は な い 」 と 言う 必要 は な い ( ミ ツ ヴ ァ 4 の 冒頭 の ミン チャ ト ・ チ ヌ フ も 
し か し 、 メ ヒル タ に よれ ば 、「 彼 の 裁き は 天 に ある 」 と いう の は 、 異 邦人 を 殺す こと 全般 に つい て 
言っ て いる の で あっ て 、 居住 外国 人 を 殺す こと に 関し て だ け 言 っ て いる の で は な いよ う で あり 、 し 


た が っ て 、 こ れ も ラ ン バ ム の 意図 で ある と 思わ れる (し た が っ て 、 居住 外 国人 も ト セ フタ の 一 般 的 
な 「 他 者 」 に 含ま れる と し て いる 同書 の ケ セ フ ・ ミ シュ ナ に も 示唆 され て いる 、 同 書 参 照 )。 
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し か し 、 異 邦人 が 七 つ の 戒め を 守ら な い 場 合 、 七 つの 戒め に 違反 する 者 と し て 裁き の 側 か ら 彼 を 
殺す 方 法 が あり 、 こ れ に つい て は 第 二 章 で 述べ る の で 、 そ ちら を 参照 され た い 。 


ラン バム の 言葉 か ら 、「 彼 の 裁き は 天 に ある 」 が 天 に よる 死 を 指し て いな いこ と は 明らか で ある 。 
ラン バム は 、 法 廷 に よる 死 の 要件 が ある と 述べ て いる (「 殺 人 の 法則 」2:2 参 照 ) 。 

し か し 、 こ こ で は 彼 は 明確 に 書い て お ら ず 、「 法 廷 に よっ て 」 殺 され る の で は な いと 明記 し て いる だ 
け で あり 、 彼 の 考え で は 「 彼 の 裁き は 天 に ある 」 と いう の は 一 般 的 な 搾 で あっ て 、 法廷 に よる 死 の 
要件 で は な いこ と が 証明 され て いる 。 


ここ で 「 そ の 裁き は 天 に ある 」 と いう 概念 は 、 次 の よう に 解釈 され る 可能 性 が ある : 


その 行為 が 厳し い 罰 に 値する こと も あれ ば 、 軽 い 罰 に 値する こと も あり 、 ま た 全く 禄 に 値 し な いこ 

と も ある 。 そし て 、 そ の 問題 は 殺人 の 文脈 に 左右 され 、 ま た 実行 者 の 意図 に も 左右 され る 。 第 二 

章 の 七 戒 に 違反 し た 異邦 人 を 殺す 間 題 に つい て の ラン バム と ベイ ト ・ ヨ セ フ の 方 法 の 説明 で 後述 
する の で 、 そ ちら を 参照 され た い 。 


また 彼 の 意図 は 、 宮 廷 に よっ て 殺さ れる の で は な く 、 その 問題 は 王 の 判断 に 委ね られ る と いう こ 
と だ と 解釈 する こと も 可能 で ある 。 王 の 判断 に 委ね られ 、 王 は その よう な 殺人 者 を 殺す こと が で き 
る (殺人 の 法則 2:4 参 照 ) 。 (この 解釈 は 我々 の 師 で ある ラビ ・ ギ ンズ ブー ル 師 か ら 聞い た ) 。 


第 3 節 


居住 外国 人 を 殺し た 者 は 「 裁 判 所 に よっ て 殺さ れる の で は な い 」 と 述べ た ラン バム の 言葉 に つい 
て は すでに 述べ た 。 こ の こと か ら 、 我 々 は メ ヒ ル タ と 同様 に 観察 する 。 裁判 所 は 死刑 を 執行 し な い 
が 、 こ の 行為 に は G-d( 神 ) の 罰 が ある ( ケ セ フ ・ ミ シュ ナ か ら 引 用 ) 。 


し か し 、 ラ ン バ ム の 文章 で は 、 こ れ は 居住 外国 人 を 殺し た 者 に の み 適 用 され 、 異 邦人 を 殺し た 者 
に は 適用 され な いと 推測 され る 。 後者 に つい て 、 ラ ン バ ム は こう 書い て いる : 


「 異 邦人 の た め に 殺さ れる の で は な いこ と は 言う まで も な い 」( ミ ツ ヴ ァ 4 の 冒頭 の ミン チャ ト ・ チ ヌ 
フ も 参照 ) 。 


し か し メ ヒ ル タ に よれ ば 、「 彼 の 裁き は 天 に ある 」 と いう 言葉 は 、 異 邦人 を 殺す こと に 関す る 一 般 的 
な 記述 で あり 、 居住 する 外国 人 の 場合 に 限定 され る も の で は な い 。 し た が っ て 、 ラ ン バ ム の 意図 
は 次 の よう な も の で ある 。 ( ケ セ フ ・ ミ シュ ナ に も 示唆 され て いる よう に 、 ト ー セ の 「 そ の 他 」 の 中 に 
居住 外国 人 が 含ま れ て いる 。 ) と は いえ 、 異 邦人 が 七 つ の 戒 め を 守ら な か っ た 場合 、 七 つの 戒め 
に 違反 する と いう 観点 か ら 、 そ の 殺人 を 正当 化す る こと が で きる 。 こ れ に つい て は 第 二 章 で さら に 
詳し く 説明 する 。 


重要 な こと は 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、「 彼 の 裁き は 天 に ある 」 と は 、 神 の 力 に よる 死刑 を 意味 する の 
で は な いこ と に 注意 する こと で ある 。 ラ ン バ ム は 、 故 意 で な い 殺 人 や 類似 の シナ リオ の 場合 、 死 
刑 を 適用 する 責任 は 裁判 所 に ある と 明確 に 述べ て いる (ヒル コッ ト ・ ロ ッ ツ ァ ハ 2:2 参 照 )。 し か し 、 
この 文脈 で は 、 彼 は その よう な シナ リオ を 明示 し て お ら ず 、 個 人 が 「 裁 判 所 に よっ て 」 殺 され な い 
こと だ け を 明記 し て いる 。 こ れ は 、 彼 の 見 解 で は 、「 彼 の 裁き は 天 に ある 」 と いう こと を 暗示 し て い 
る 。 そ の 「 殺 し て は な ら な い 」 と いう 戒律 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 殺人 に の み 適 用 され 、 刑 凛 は 軽減 され 
る 。 
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ユダ ヤ 人 に 許さ れ て いる こと で 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる こと は 何 も な い 。 


ユダ ヤ 人 は ノア の 七 つ の 探 に よっ て も 義務 を 負う と いう 原則 は 、 タ ルム ー ド の サン ヘ ド リ ン 59a に 
も 見 られ る : 


「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て いる こと で 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる こと は 何 も な い 」。 ラビ ・ シ ュ ロ モ ・ イ ツ 
チャ キ ( ラ シ ) は 説明 する : ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て いて 異邦 人 に 禁じ られ て いる も の は 何 も な い 。 な 
ぜ な ら 、 彼ら が 聖 別 され る た め に ノア の 子 ら の 一 般 的 な 範 暗 を 離れ た と き 、 彼ら は 高め られ る た 
め に 離れ た の で あっ て 、 彼 ら の た め に 容易 に され た わけ で は な いか ら で あ る 。 


ラン バム は この 原則 を 強調 し 、 ユ ダ ヤ 人 は 依然 と し て ノア ハイ ド の 七 つ の 探 に よっ て 義務 付け ら 
れ て いる と し た (「 メ ラキ ム 書 」 第 九 章 の 冒頭 ) : 


アダ ム は 六 つ の こと を 命じ られ た : 偶 像 崇拝 (唯一 の G-d( 神 ) が 存在 する こと を 認め る こと ) 、G-d 
( 神 ) を の の し る こと (G-d( 神 ) を 冒 流 する こと ) 、 殺 人 、 事 淫 ( 禁 じ ら れ た 関係 ) 、 補 次 、 裁 き の 法廷 
で ある 。 こ れ ら は すべ て 、 我 々 の 師 で ある モー セ か ら 受 けた も の で あり 、 知 性 は 我々 の 方 に 傾い 
て いる 。 


律 法 の 一 般 的 な 記述 に よれ ば 、 モ ー セ は これ ら の こと を 命じ られ て いた よう で ある 。 ノ ア は さら 
に 、 生 き て いる 動物 の 肉 を 食べ て は な ら な い 。 こ うし て 七 つ の 戒 め が で きた 。 アブ ラ ハ ム は これ ら 
に 加え て 、 割 礼 に つい て も 命じ られ た 。 イ サク は 仕分 の 一 を 分 け 、 昼 に も う 一 つの 祈り を 加え た 。 
ヤコブ は 腰 の 筋 を 加え 、 夕 方 に 祈っ た 。 エジプト で アブ ラ ハ ム は 、 私 た ちの 師 で ある モー セ が 来 て 
律 法 を 完成 させ る まで 、 追 加 の 戒め を 命じ られ た 。 


この 原則 は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探す べ て に 当て は まる 。 異 邦人 が 血 の つ いた 肉 を 食べ る と 死刑 
に な る が 、 ユ ダ ヤ 人 は その こと で 死刑 に な る こと は な い 。 なぜなら 、 血 の つい た 肉 を 食べ る こと 
は 、 そ れ を 食べ た ユダ ヤ 人 が 死ぬ ほど 重大 な 罪 で は な いか ら で あ る 。 


この 原則 は 他 の 六 つ の ノア ハイ ド の 搾 に も 当て は まる 。 例え ば 、 偶 像 崇拝 を 犯し た 異邦 人 は 死刑 
に な る が 、 ユ ダ ヤ 人 は 死刑 に な ら な い 。 なぜなら 、 偶 像 崇拝 は 非常 に 重い 罪 で あり 、 異 邦人 を 死 

を も っ て 罰する こと は 適切 だ か ら で あ る 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 は より 高い 道徳 規範 に 従う 義務 が ある 
た め 、 偶 像 崇 拝 で ユダ ヤ 人 を 死刑 に する の は 適切 で は な い 。 


異邦 人 が 異邦 人 に する こと を 禁じ られ て いる こと は 、 ラ ン が サン ヘ ド リ ン 90a で 述べ て いる よう に 、 
ユダ ヤ 人 が 異邦 人 に する こと も 禁じ られ て いる 。 ま た 、 オ ラ ハ ・ チ ャ イム の 第 一 章 で は 、 メ ヒル タ を 
「 リ ・ ハ ・ ミ ディ :Li' kha M'idi( 規 則 ) 」 と 結び つけ て いる (異邦 人 に と っ て 禁じ られ て いる こと は 、 ユ 
ダ ヤ 人 に と っ て も 自動 的 に 茜 じ られ る と いう 原則 を 指す ) 。 そし て 、 章 末 の 付録 で 「 リ ・ ハ ・ ミ ディ 」 を 
扱っ た 出典 の 説明 を さら に 拡大 し た 。 


この 段落 で 引用 し た 情報 源 は 、 ユ ダ ヤ 人 も ノア ハイ ド の 七 つ の 控 に 従う 義務 が ある と いう 原則 を 
支持 し て いる 。 例え ば 、 ヒ ュ リ ン 33a の ゲ マ ラ は 、 血 の つ いた 肉 を 食べ る ユダ ヤ 人 は 死に 至ら な い 
と 述べ て いる 。 こ れ は 、 ユ ダ ヤ 人 は 血 の つ いた 肉 を 食べ る こと を 禁止 する ノア ハイ ド の 控 を 免除 さ 
れ な いこ と を 意味 し て いる 。 

この こと は 、 ラ ン バ ム が ミシュ ナ の 注釈 書 「 ヒ ュ リ ン 」7:6 で 説明 し て いる こと と 矛盾 し な い 。 


ラン バム の 戒律 に お ける 義務 は 、 そ れ ら が G-d( 神 ) か ら 出 た も の で ある と いう 事実 に に る も の で 
ある と いう ラン バム の 言明 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 七 つ の ノ アハ イド の 控 に 従う 義務 も ある と いう 原則 と 矛 
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盾 する も の で は な い 。 戒律 が 拘束 力 を 持つ の は 、 そ れ が G-d( 神 ) か ら の も の だ か ら で あ る 。 彼 
は 、 ユ ダ ヤ 人 だ けが 戒律 に 従う 義務 が ある と は 言っ て いな い 。 


ラン バム は 「 ミ シュ ナ 」 の 注釈 書 「 ヒ ュ リ ン 」7:6 で 、 戒律 に お ける 義務 は 、 そ れ が G-d( 神 ) か ら の も 
の で ある と いう 事実 に に る も の だ と 説明 し て いる 。 な ぜ な ら 、 七 つの ノア ハイ ド の 探 は トー ラー が 
与え られ る 前 に 与え られ て いる か ら で あ る 。 


サン ヘ へ ドリン 90gq の ゲ マ ラ で は 、 ト ー ラ ー が 授け られ る 前 に 言わ れ た こと で 、 ト ー ラ ー で 繰り 返さ れ 
な か っ た こと は 、 ユ ダ ヤ 人 に の み 禁 じ ら れ 、 異 邦人 に は 禁じ られ な いと され て いる 。 例え ば 、 血 の 
つい た 肉 ( 腰 の 筋 ) を 食べ る こと の 禁止 な ど が そう で ある 。 一 方 、 ト ー ラ ー が 授け られ る 前 に 言わ 
れ 、 ト ー ラ ー で 繰り 返さ れ た こと は 、 ユ ダ ヤ 人 に も 異邦 人 に も 言わ れる 。 


私 た ち は 、「 殺 し て は な ら な い 」 と いう 禁止 は 、 ユ ダ ヤ 人 を 殺し た 者 に 関し て の み 言 われ て いる こと 
を 見 て きた 。 


この こと は 、 異 邦人 に 対す る 殺人 の 禁止 は 、 律 法 を 授け る 際 に 繰り 返さ れ な か っ た こと を 示唆 し 
て いる 。 も し そう だ と すれ ば 、 異邦 人 を 殺す こと が 禁じ られ て いる の は ユダ ヤ 人 だ け で あり 、 異 邦 
人 に は 何 の 禁 止 も な いこ と に な る ! 


同様 に 、 ノ ア の 子 (本 章 の 付録 1 を 参照 ) の 節 に 由来 する 胎児 尊し の 禁止 は 、 ユ ダ ヤ 人 の み に 禁 
じ ら れ て お り 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いな いと され て いる 。 こ れ は 、 サ ン ヘ ドリ ン 92b の ゲ マ ラ が 、 
ノア の 子 は 胎児 の た め に 殺さ れる と 述べ て いる の に 反し て いる (また 、 ラ ン バ ム が ヒル コッ ト ・ メ ラ 
キム 10:4 で 裁定 し て いる 通り で ある ! )。 


し か し 、 後 の 権威 者 た ち 、 マ ハラ ツ ・ チ ャ イエ ス ( ズ ヴィ ・ ヒ ル シ ュ ・ チ ャ イエ ス ) は 、「 ト ー ラ ー・ ネ ヴィ 
ム 」 第 十 一 章 の 終わ り で 、 次 の よう に 書い て いる 。「 一 般 的 な 殺人 の 禁止 の 根源 は 、 ト ー ラ ー が 授 
けら れ た と き に 繰り 返さ れ た の だ か ら 、 こ の 件 に 関し て は 、 こ の こと が 言わ れ 、 繰り 返さ れ た と 見 
な され る 。 ト ー ラ ー が 授け られ る 前 に 語ら れ た 律 法 の 細部 は 、 ユ ダ ヤ 人 に も 異邦 人 に も 拘束 力 を 
持ち 続け る 」( ま た 、 異 邦人 と 胎児 を 殺す こと の 禁止 も る 含ま れる 。 ラ ン バ ム は 、「 戒 め の 書 」 序 章 の 
第 七 の 根 に お いて 、613 の 数 え 方 は 戒め の 根 を 数 える の で あっ て 、 そ こ に ある すべ て の 判断 や 詳 
細 を 数 える の で は な いと 説明 し て いる 。 こ れ に よれ ば 、「 チ ュ リ ン 」 の ミシュ ナ に つい て 前 述 し た 彼 
の 言葉 が 理解 され よう 。 そこ で は 、613 の 戒め が シナ イ か ら モ ー セ に 言わ れ た の で あり 、 ト ー ラ ー 
を 授け る 前 に 言わ れ た こと に 私 た ち が 義 務 を 負う の は 、 ト ー ラ ー を 授け る 際 に G-d( 神 ) が モー セ 
に 命じ て 、 私 た ち が こ の 義務 に 留まる よう に され た か ら に ほか な ら な い 、 と 強調 し て いる 。 そし て 
今 、 私 た ち は 、613 の 根源 が シナ イ で 与え られ た と いう こと が 主要 な こと で あり 、 こ の こと は す で 
に 、613 の 根源 に 含ま れる 細部 の 義務 に つい て も 私 た ち に 教え て いる こと が わか る 。 し た が っ て 、 
も し 根 が 繰り 返さ れる な ら 、 そ れ は すでに 細部 も 含む と いう こと が 、 私 た ちの 問題 に 暗示 され て い 
る の で ある )。 


主 は すべ て の 国民 に この よう な こと を され た わけ で は な い 。 ヤコブ の た めで あり 、 彼 は 世界 の す 
べ て の 国 か ら 選 ば れ た 。 そし て 、 そ の 一 部 だ け を 与え られ た 。 ア ダム に は 六 つ の 戒め を 与え 、 ノ 
ア に は 一 つ 加 え 、 ア ブラ ハム に は 八 つ 、 ヤ コブ に は 九 つ を 与え られ た 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 に は す 
べ て を 与え られ た 。 
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ラビ ・ シ モン は ラビ ・ ハ ニナ の 名 に お いて 言っ た : そ れ は 4 人 の 息子 を 持つ 王 の よう な も の だ 。 王 は 
ーー 人 の 息子 に 王国 の 一 部 を 与え 、 ま た 別 の 息子 に は 王国 の 一 部 を 与え 、 ま た 別 の 息子 に は 王 
ー 部 を 与え た 。 し か し 、 四 番目 の 息子 に は すべ て を 与え た 。 


その 他 の 考察 


異邦 人 が 「 血 を 流す 者 」 で ある こと を 理由 と する トー ラー に よる 殺人 の 禁止 に 加え 、 異 邦人 を 殺す 
こと は G-d( 神 ) の 御名 を 冒 流す る こと で あり 、 ま た 異邦 人 を 殺す 者 は いずれ ユダ ヤ 人 を 殺す こと 
に な る こと か ら 、 異 邦人 を 殺す こと の 禁止 の 茂 し さ に つい て 、「 タ ン フ マ 」( イ ェ ラ ン メ デ ヌ と も 呼ば 
れる ) (イシ ュ ・ シ ャ ロー ム 編 、 第 26 章 ) の 賢者 た ちの 言葉 に 言及 する こと が 適切 で ある 。 


異邦 人 の 血 を 流す 者 は 、 や が て ユダ ヤ 人 の 血 を 流す の で あり 、 律 法 は その た め に 与え られ た の 
で は な く 、 た だ G-d( 神 ) の 偉大 な 御名 を 聖 別 する た め に 与え られ た の で ある 。 


これ に 加え て 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 に 危害 を 加え て は な ら な いと する 探 が いく つか ある 。 (第 二 章 

で 説明 され る よう に 、 七 戒 に 違反 し 、 単 に 死に 値する 者 で あっ て も )、 御 名 の 冒 流 を 防ぐ た め に 、 
半 め PP ド 313732U HPE 同様 に 、 い くつ か の 探 は 
敵対 を 防ぐ た め 、 ま た 平和 の た め の 方 法 の た め に 言わ れ た 。 異邦 人 を 殺す と いう 問題 に お いて 
も 、 現 実に 肥 し て これ ら の 理由 を 考慮 し な けれ ば な ら な いこ と は 確か で ある 。 


要約 


- ハラ ハ に よれ ば 、 異 邦人 が 他人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 も し そう すれ ば 死刑 に 処せ られ 

る 。 

-「 液 、 殺 す な か れ 」 の 禁止 は 、 特に ユダ ヤ 人 が 他 の ユダ ヤ 人 を 殺し た 場合 に 適用 され る 。 

- 異邦 人 を 殺し た ユダ ヤ 人 は 死刑 に な ら な い 。 

- ユダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと が 禁じ られ て いる の は 、 異 邦人 が 異邦 人 を 殺す こと も 禁じ られ て 

いる か ら で あ る 。 こ れ は 、「 人 間 の 血 を 流す 者 は 、 人 間 に よ っ て その 血 が 流さ れる 」( 創 世 記 9:6) と 
いう 聖 名 に 基づい て いる 。 こ の 聖 句 は 、 宗 教 や 国籍 に 関係 な く パ 、 す べ て の 人 に 適用 され る 戒 律 で 
ある 。 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ に は 様々 な 料理 が 積ま れ て いた 。 召使 い が 入 っ て き て 、 男 は 彼 に 一 切れ 与 
えた 。 二 人 目 が 入っ て き て 卵 を 受け 取っ た 。 三 人 目 が 入っ て き て 野菜 を 差し 出さ れ 、 そ うし て それ 
ぞ れ 一 品 ず つ 受 け 取 っ た 。 そこ へ 彼 の 息子 が 入っ て きた 。 男 は シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ を 全部 彼 の 
前 に 置い て 言っ た 。 同じ よう に 、G-d( 神 ) は 偶像 崇拝 者 に わずか な 戒め し か 与え な か っ た が 、 イ 
スラ エル が 立ち 上 が っ た と き 、「 見 よ 、 律 法 全 体 が あな た が た の も の で ある 」 と 宣言 され た ( 詩 入 
147:20)。 


例え ば 、 落し物 を 返す 件 に 関し て は 、 マ イモ ニ デ ス 「 強 姿 と 落し 物 の 法則 」1:3、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ 
フ 「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 」260:1。 異邦 人 の 過ち に つい て は 、 マ イモ ニ デ ス ( ラ ン バ ム ) の 同書 1:5 
。 ト セ フ タ の バ ヴ ァ ・ カ ンマ 1:1 で は 、 異 邦人 の 禄 盗 は ユダ ヤ 人 の 補 盗 より も 上 茂 し い 。 ギ テ ィ ン 50a 
で は 、 ギ ベ オ ン 人 に つい て 述べ て いる 。 


し か し 、 タ ルム ー ド ( バ ヴ ァ ・ カ ンマ ) 4:3 で は 、 金 銭 の 問題 に お いて の み 、G-d( 神 ) の 御名 を 冒 流し 
た た め に 法令 が 発布 され た こと が 暗示 され て お り 、 出 産 と 授乳 の 禁止 に つい て は この よう に は 
言っ て いな い 。 癒し や 死 か ら の 救済 に つい て も 同様 で ある 。 マイ モニ デス 「 偶 像 崇拝 の 法則 」4:2、 
「 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 」、 ヨ レ ・ デ ア 290:1。 また 、 異 邦人 の 貧し い 人 々 に 施し を する こと と 同じ よう 
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に 。 マイ モニ デス 「 偶 像 崇拝 の 法則 」4:5、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 「 ヨ レ ・ デ ア 」290:1。 偶像 崇拝 、4:5 
、 王 の 律 法 、11:12。 


付録 A 

ユダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は 何 も な い 

この 章 の 本 文 で は 、 異 邦人 を 殺す こと の 禁止 は 、 次 の こと に 由来 する と 説明 し た 。 異邦 人 同士 の 
殺し 合い の 禁止 に 由来 する も の で あり 、「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ て いる も の は 何 
も な い 」 か ら で あ る 。 こ の 付録 で は 、 こ の 搾 から 学べ る 出典 と 追加 的 な 事柄 に つい て 詳し く 説明 す 
る 。 

ラビ ・ ヨ セイ ・ ベ ン ・ レ ビ ・ ハ ニナ は 言っ た : 

「 ノ ア の 子 ら に 与え られ 、 シ ナイ で 繰り 返さ れ た すべ て の 戒め は 、 彼 ら 二 人 に 与え られ た も の で あ 
る 。 ノ ア の 子 ら に 与え られ 、 シ ナイ で 繰り 返さ れ な か っ た 戒め は イス ラ エ ル に 与え られ 、 ノ ア の 子 ら 
に は 与え られ な か っ た 」 

ラヴ は 言っ た : 

「 ノ ア の 子 ら に 与え られ た 戒め は 、 ノ ア の 子 ら に 与え られ 、 シ ナイ で 繰り 返さ れ た 戒め は 、 す べ て 
イス ラ エ ル に 与え られ 、 ノ ア の 子 ら に は 与え られ な か っ た 。 ノ ア の 子 ら に 与え られ 、 シ ナイ で 繰り 


返さ れ た すべ て の 戒め は 、 ノ ア の 子 ら に も イス ラ エ ル に も 与え られ た 。 それ どこ ろか 、 シ ナイ で 繰 
り 返 され た の だ か ら 、 ユ ダ ヤ 人 に 与え られ た の で あっ て 、 ノ ア の 子 に は 与え られ て いな い の だ 」 


「 偶 像 崇拝 の 戒め は シナ イ で 与え られ た も の で あり 、 異 邦人 が その 戒め に よっ て 罰せ られ る こと 
が わか る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 偶 像 崇拝 の 戒め は 彼ら 二 人 に 与え られ た と 考え る こと が で き 
る 」 

ラヴ は 続け た : 

「 ノ ア の 子 控 に 与え られ た が 、 シ ナイ で は 繰り 返さ れ な か っ た も の は 、 ユ ダ ヤ 人 に 与え られ た も の 
で あり 、 ノ ア の 子孫 に 与え られ た も の で は な い 。 そ れ ど ころ か 、 シ ナイ で は 繰り 返さ れ な か っ た の 
だ か ら 、 ノ ア の 子 探 に 与え られ た の で あっ て 、 ユ ダ ヤ 人 に 与え られ た の で は な い ! 」 
ラビ は 答え た : 

「 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 許さ れ 、 異 邦人 に と っ て 禁じ られ て いる こと は 何 も な いか ら だ 」 

ラビ は 反論 し た : 


「 し か し 、 美しい 女性 を 見 る こと の 禁止 は どう か ?」 


「 そ れ は イス ラ エ ル の 子 ら は 征服 者 で は な いか ら で あ り 、 慎み を 守る 義務 が ある か ら で あ る 」 
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ラビ ・ ヨ セイ の 反対 者 は 続け た : 

「 し か し 、 一 銭 に も 満た な いも の を 取る こと の 禁止 は どう か ?」 

ラビ は 答え た : 

「 イ スラ エル の 子 ら は 慈悲 深い の で 、 わ ず か な 損失 で あっ て も 補償 する 義務 が ある か ら だ 」 


ラビ ・ ヨ セイ は 最後 に 、 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 茜 じ られ て いる も の は 何 も な いと 主張 する 。 
この 原則 は 、 す べ て の 人 間 は G-d( 神 ) の 似 姿 と し て 創造 され た の だ か ら 、 尊 敬 と 尊厳 を も っ て 扱 
われ る べき だ と いう 考え に 基づい て いる 。 


タル ムー ド に よれ ば 、 ト ー ラ ー が 授け られ る 前 に 異邦 人 に 与え られ 、 シ ナイ 山 で 繰り 返さ れ た すべ 
て の 戒 律 は 、 ユ ダ ヤ 人 を も 拘束 する 。 と いう の も 、 こ れ ら の 戒律 が 異邦 人 だ け に 与え られ た と いう 
こと は あり 得 な いか ら で あ る 。 


次 に 、 タ ルム ー ド は この 記述 に 対し て 二 つ の 異論 を 唱え る 。 第 一 の 反論 は 、 美 し い 女 性 を 見 る こ 
と を 禁じ る 戒律 は トー ラー が 授け られ る 前 に 異邦 人 に 与え られ て いた が 、 シ ナイ 山 で は 繰り 返さ 
れ な か っ た と いう も の で ある 。 タ ルム ー ド は この 反論 に 対し て 、 こ の 戒律 は ユダ ヤ 人 だ け を 拘束 す 
る も の で あり 、 そ れ は ユダ ヤ 人 が 人 算 服 者 で ある と いう ユニ ー ク な 地位 に 基づく も の で ある と 述べ て 
いる 。 第 二 の 反 論 は 、 1 ペニー 以下 の 価値 の も の を 盗ん で は いけ な いと いう 戒律 は 、 ト ー ラ ー が 
授け られ る 前 に 異邦 人 に 与え られ て いた が 、 シ ナイ 山 で は 繰り 返さ れ な か っ た と いう も の で ある 。 
タル ムー ド は この 反論 に 対し て 、 こ の 戒律 は ユダ ヤ 人 だ け を 拘束 する も の で あり 、 そ れ は ユダ ヤ 
人 が 慈悲 深い 民 で ある と いう 独自 の 地位 に 基づく も の で ある 、 と 述べ て いる 。 


タル ムー ド は 最後 に 、「 ユ ダ ヤ 人 に は 許さ れ 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いる こと を 推論 で きる も の は 
何 も な い 」 と いう 原則 は 、 タ ルム ー ド が 聖 句 を 解釈 する た め に 用 いる 単純 な 原則 で ある と 述べ て 
いる 。 こ の 原則 は サン ヘ ド リ ン 書 の 他 の 二 箇 所 で も 言及 され て いる 。 

ラビ ・ シ ュ ム エル ・ バ ル ・ ナ ハマ ン の 面前 で 

動物 と 性 的 関係 を 持つ 異邦 人 に 関す る 律 法 は 何で ある か る? 

答え : ラ ビ ・ シ ュ ム エル ・ バ ル ・ ナ ハマ ン は ミシュ ナ を 引用 し て いる : 

食用 に も な ら ず 、 飲み 物 に も な ら ず 、 香 り も し な い 木 は どう だ ろう ? 律 法 は 、「 根 こそ ぎ 焼 き 払い 、 
完全 に 破壊 せよ 」 と 言っ て いる 。 な ぜ か ? 人 を 罪 に 導く か ら だ 。 無 生物 で ある 樹木 が 、 人 を 命 の 
道 か ら 迷 わせ る こと で 罰せ られ る の で あれ ば 、 故 意 に 人 を 命 の 道 か ら 死 の 道 へ と 惑わ す 人 間 
は 、 ど れ ほ ど 罰 せら れる べき な の だ ろう か ! 

異議 あり : 

し か し 、 も し 異邦 人 が 自分 の 動物 に ひれ 伏 す と し た ら 、 彼 は それ を 禁じ られ 、 そ の た め に 殺さ れる 
こと さえ ある だ ろう か 。 ユダ ヤ 人 に は 禁じ られ て いて 異邦 人 に は 禁じ られ て いな いこ と が ある の 
か ? 


答え : 
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いい え 、 ユ ダ ヤ 人 自身 は その よう な 行為 を 禁止 され る こと は な い 。 
発言 7 


その よう な 行為 を し た ユダ ヤ 人 の 不 名 誉 と 異邦 人 の 不 名 誉 は 違う 。 ユダヤ 人 の 不 名 準 は 、 は る 
か に 大 きい 。 


し か し 、 た だ の 木 で ある 樹木 の 不 名 誉 は 特に 大 きく な い の は 事実 で は な いか 。 し か し 、 律 法 は 明 
確 に 、 木 を 根こそぎ に し 、 燃やし 、 破 壊す る よう 命じ て いる の だ 。 


答え : 


G-d( 神 ) は 生き と し 生け る も の に 対し て 憐れみ 深い 方 な の で 、 無 生物 と 同じ ルー ル を 動物 に 適用 
する こと は で き な い 。 


別 の 視点 : 


律 法 は 、 不 義 を 楽し む 動 物 は 死刑 に し な けれ ば な ら な いと 述べ て いる 。 し か し 木 は どう だ ろう ? 彼 
ら は 不義 を 楽し ん で いな い の に 、 律 法 は 彼ら を 殺す よう 命じ て いる の だ 。 


答え : 

繰り 返し に な る が 、G-d( 神 ) は 生き と し 生け る も の に 対し て 憐れみ 深い 方 で ある こと を 忘れ て は な 
ら な い 。 た と え 木 が 人 々 を 罪 に 導く と し て も 、 彼ら は 悪事 を 理解 する 能力 も 楽し む 能 力も な い の だ 
か ら 、 さ れる こと は な い 。 

結論 : 


動物 と 性 的 関係 を 持っ た 異邦 人 が 宮 せ られ る か どう か に つい て は 、 ラ ビ の 間 で 論争 が 続い て お 
り 、 様 々 な 論点 が 提示 され 、 検 討 さ れ て いる 。 


ゲ マ ラ は 、 偶 像 崇拝 に 使わ れ 、 律 法 が 破壊 すべ き で ある と し た 樹木 か ら 、 異 邦人 が 偶像 崇拝 に 
使っ た 動物 で さえ も 殺さ れる べき で ある と 学び た い の で ある 。 し か し ゲ マ ラ は 、 ユ ダ ヤ 人 の 所 有 す 
る 動物 で 偶像 崇拝 に 使わ れ た も の は 殺さ れ な いこ と が わか っ て いる の で 、 そ れ は あり 得 な いと 言 
う 。 ユダ ヤ 人 に は 許さ れ ( 偶 像 崇拝 に 使わ れ た 動物 を 飼い 続け る こと ) 、 異 邦人 に は 禁じ られ て い 
る こと が ある は ず が な い 。 し た が っ て 、 ア バイ エ と ラヴ ァ は 、 そ れ ぞ れ 独 自 の 方 法 で 、 木 と 動物 の 
間 に 違 い が あ る 理由 を 説明 し 、 動物 は ユダ ヤ 人 の 間 で も 異邦 人 の 間 で も 殺さ れ な い 。 こ こ で 、 ゲ 
マラ は 、 次 の よう な こと が あり 得 な いと いう 事実 か ら ハ ラ ハ を 学ん で いる 。 


ノア の ペー ジ 
ラビ ・ エ リエ ゼル は ラビ ・ チ ャ ニナ に 言っ た : 


ノア の 息子 は 、 適 切な 方 法 で な く 妻 に 近づく と 、 責任 を 負う :「 そ し て 、 し が みつ く が 、 適 切な 方 法 で 
は な い 」 


ラヴ ァ は 言っ た : 
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「 イ スラ エル 人 が 責任 を 負わ ず 、 異 邦人 が 責任 を 負う よう な こと が ある か 」 
し か し ラバ は 言っ た : 


- ノア の 息子 は 、 友 人 の 妻 に し が みつ く が 、 そ の 方 法 は 適切 で な い 。 な ぜ か ? 彼 は 友人 の 妻 で は 
な く 自 分 の 妻 に 近づき 、「 し が みつ く 」 の で ある 。 


- な ぜ な ら 、 そ れ を 生け 費 と し て 禁止 し て いる 節 が あり 、 生 け 賛 と し て の み 禁 止 さ れ て いる こと が 
わか る か ら で あ る ( ラ シ の 説明 に よる ) 。 


- し か し 、 そ この アル ク ・ ラ ネー ル を 参照 する と 、 こ れ は 通常 の 「li-cha-mi-di」( 文 字 通り に は 「 何 も 
な い 」) で は な く 、 イ スラ エル 人 か ら 異 邦人 へ の 「 カ ル ・ ヴ ・ チ ョ マー : Kal Vchomer」 の 近 で ある と 説 
明 さ れ て いる (そこ で の ラン と ラン バム の 言葉 に 基づい て ) 。 し か し 、 い ずれ に せよ ゲ マ ラ が この 言 
葉 を 使っ て いる こと か ら 、 こ の 原則 は 受け 入れ られ て いる よう で ある 。 


- 正確 に は 、「 ミ ・ イ ェ チ ・ ミ ・ デ ィ ・ デ ・ リ ・ ス ラ ・ エ ル ・ シ ャ ・ リ ・ リ ・ ゴ イ ・ ア ・ シ ュー ル 」 (文字 通り に は 、 
「 ユ ダ ヤ 人 に は 許さ れ 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いる こと が ある の か ? 」。 なぜなら 、 ユ ダ ヤ 人 に は 
死刑 に な ら な いこ と が あり 、 異 邦人 に は 死刑 に な る こと が ある か ら で あ る 。 (生き て いる 動物 の 臓 
器 や 禄 次 な ど ) ) 。 


つま り 、「 ラ ヴ 」 ナ ハマ ン ・ バ ル ・ ヤ アコ フ に よれ ば 、 内臓 の ケー ス は イエ ファ ト ・ ト アル (Yefat To'ar) 
の 法則 に 似 て お り 、 こ の 法則 に は ユダ ヤ 人 と 異邦 人 を 区 別 する 特別 な 根拠 が あり 、 そ こ か ら ユ ダ 
や ヤ 人 に 対す る 許可 が 導 か れる 。 な ぜ な ら 、 ユ ダ ヤ 人 に は シェ ヒ タ の 控 が ある か ら で あ る 。 シェ ヒ タ 
の 時 間 に よ っ て 動物 の 死 を 測る の で あっ て 、 死 ん だ 時 間 に よ っ て 測る の で は な い 。 し た が っ て 、 
内 臓 は 生き 物 の 手足 と は みな され な い 。 そし て ユダ ヤ 人 に は 許さ れ 、 異 邦人 に は 禁じ られ て い 
る 。 


* 読 者 へ の 注釈 

シェ ヒ タ 法 は ユダ ヤ 教 の 宗教 的 居 殺 方 法 で ある 。 その 方 法 は 、 麻 酔 を か ける こと な く 耳 か ら 耳 ま 
で 喉 を 切り 、 出 血 多 量 で 死に 至ら し め る も の で ある 。 の ど を 切る 前 に 、 牛 (また は 他 の 路 の 割れ た 
動物 ) を 床 に 投げ 出さ な けれ ば な ら な い 。 様々 な 方 法 が 用 いら れる が 、 通 常 の 方 法 は 、 足 を ロー 
プ で つなぎ 、 ロ ー プ の 端 を 壁 の リン グ に 通し 、 動物 が 倒れ る まで ロー プ を 引っ 張る 。 当然 の こと な 
が ら 、 居 殺 場 の 固い 床 で は 、 こ れ は 乱暴 な 扱い で ある 。 そし て 、 と きど き 起こ る よう に 、 落 下 中 に 
動物 の 角 が 折れ る と 、 そ れ は 深刻 な 苦痛 を 引き 起こ す 。 


* こ れ は 「 宗 教 的 必殺 」 で あり 、 ハラ ー ル と 呼ば れる イス ラム 的 層 殺 に 極め て 似 て いる 。 
いずれ に せよ ゲ マ ラ の 結論 に よれ ば 、「 ラ ヴ 」 ナ ハマ ン ・ バ ル ・ ヤ アコ ヴ の 意見 は ハラ ハ と し て 認 
め ら れ て お ら ず 、 異 邦人 に も 食肉 は 許可 され て いる 。 し た が っ て 、 実 際 に は 、 異 邦人 に は 禁じ ら 
れ て いて ユダ ヤ 人 に は 許さ れ て いる も の が ある と いう ケー ス で は な い 。 これ は ゲ マ ラ の 他 の 例 で 
も そう な の か る 


も し そう な ら 、 こ の ゲ マ ラ に は 、「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は 何 も な い 」 と いう 
原則 に 異論 が な いこ と も わか る 。 
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これ に 加え て 、 異 邦人 の た め に 血 を 流す こと に つい て 言わ れ た 節 は 、 イ スラ エル に も 当て は まる 
こと が ゲ マ ラ で わか る 。 この よう に 、 ゲ マラ は サン ヘ へ ドリ ン 72b で ユダ ヤ 人 の 迫害 者 の 探 に つい て 
述べ て いる : 


友人 を 殺 そ うと 追っ て きた 追っ 手 が 彼 に 言っ た : 

「 彼 は イス ラ エ ル 人 で あり 、 契 約 の 子 で ある 」 

そし て 律 法 に は こう ある : 

「 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 に よっ て その 血 が 流さ れる 」 


つま り 、 こ の 聖 句 は ユダ ヤ 人 に も 当て は まり 、 律 法 を 受け 入れ た か ら と いっ て 、 ノ ア の 控 が 免除 さ 
れ た わけ で は な い 。 


同様 に 、 ミ ドラ ッシュ (ベレ イシ ト ・ ラ バ 、 パル シャ 34 章 ) で は 、 ノ ア の 子 ら に 関す る 節 か ら 自 殺 の 禁 
止 を 学ん で いる 。 これ は ユダ ヤ 人 に も 適用 され る こと が 暗示 され て お り 、 こ れ が ミド ラッ シュ の 言 
葉 で ある 。 


ト セ フタ 、 バ ヴ ァ ・ カ ンマ 14a : も し 何 か が ユダ ヤ 人 に 許さ れる な ら 、 そ れ は 異邦 人 に も 許さ れる こと 
の 証 で ある 。 彼ら の 意見 で は 、 こ れ が 異邦 人 も (内 臓 の ) 肉 が 許さ れる と いう 意見 を 義務 づけ る も 
の で ある 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 を 区 別 す る 理由 が ある 場合 、 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て いる こと 
か ら 異 邦人 に も 許さ れる こと を 学ぶ こと は 不可 能 で ある こと も 明らか で ある 。 と いう の も 、 こ こ に は 
シェ ヒ タ が 義務 付け られ て いる ユダ ヤ 人 と 、 シ ェ ヒ タ に 関与 し な い 異 邦人 を 区 別 す る 単純 な 理由 
が ある か ら で あ る 。 し か し マイ モニ デス は 「 ラ ヴ 」 ナ ハマ ン ・ バ ル ・ ヤ アコ フ の よう に 裁定 し た 。 


「 し か し 、 あ な た が た の 血 は 、 あ な た が た の 命 の た め に 要求 する 」- 自分 で 自分 の 首 を 絞め る 者 を 
連れ て くる た め に 。 それ は サウ ル の よう な こと だ ろう か ? 々 タル ムー ド は 「 し か し 」 と 言っ て いる 。 ハナ 
ニヤ 、 ミ シャ エル 、 ア ザ リ ヤ の よう に な れる か ? タ ルム ー ド は 「 し か し 」 と 言う 。 


ミド ラッ シュ で は 、 自 殺 を 許す 特別 な 理由 が な けれ ば 、 自 殺 の 禁止 は サウ ル や ハナ ニヤ 、 ミ シャ 
エル 、 ア ザ リ ア に も 適用 され る こと が 暗示 され て いる 。 言 い 換え れ ば 、 ノ ア の 子供 た ち に 匹敵 する 
けれ ども 、 こ の 節 は ユダ ヤ 人 に も 適用 され る と いう こと で ある 。 


この ミド ラッ シュ は 、「 ア ヴ ・ ハ ・ ラ ・ ハ ミ ム 」( 第 四 章 、G-d( 神 ) を 愛す る 法則 、 手 紙 1) と ラ シ ( モ エド ・ 
カタ ン 3:30) の 中 で 、 律 法 と し て 述べ られ て いる 。 ミ ドラ ッシュ が イス ラ エ ル に 対し て も 禁止 を 説い 
て いる こと は 、 彼 ら の 言葉 か ら も 明らか で ある 。 ベイ ト ・ ヨ セ フ ( ヨ レ ・ デ ア 429、 ベ デ ク ・ ハ バイ ト ) 
は 、 こ の ミド ラッ シュ を この よう に 説明 し て いる (そし て 、 サ ウル が 適切 に 行動 し た か どう か 、 ミ ド 
ラッ シュ を どの よう に 理解 する か と いう 問題 に つい て も 意見 の 相違 を も た らし て いる 。 ) また 、 シ ュ 
ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( ヨ レ ・ デ ア 429、 セ ー デ ル ・ ハ ・ コ ル バ ノ 1) で も 同様 で ある 。 


また 、 マ イモ ニ デ ス は 「 ミ シュ ナ ・ ト ー ラ ー」 の 中 で 、 ノ アハ イド 法 で 殺人 を 禁じ て いる 箇所 は ユダ ヤ 
人 に も 当て は まる と 明言 し て いる (「 殺 人 の 法則 」2:2-3) : 


し か し 、 友 人 を 殺す た め に 休 し を 雇う 者 、 自 分 の 召使 に 彼 を 殺さ せる 者 、 自 分 の 友人 を 縛っ て 
獅子 な どの 前 に 置き 、 そ の 動物 が 彼 を 殺す 者 、 ま た 自分 自身 を 殺す 者 、 こ れ ら の 者 は みな 血 を 
流す 者 で あり 、 殺 人 の 罪 が その 手 に ある 。 


これ が 律 法 だ と どう し て わか る の か 。「 人 の 血 を 流す 者 、 そ の 血 は 人 に よっ て 流さ れる 」、 こ れ は 


使者 な し に 自分 を 殺す 者 、「 し か し 、 あ な た が た の 血 は 、 わ た し が あな た が た の 命 の た め に 要求 
する 」、 こ れ は 自分 を 殺す 者 、「 す べ て の 獣 か ら 要 求 す る 」、 こ れ は 友 を 獣 に 渡し て 食い 殺す 者 、 
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「 人 の 手 か ら 、 人 の 兄弟 の 手 か ら 、 わ た し は 人 の 人 を 要求 する 」、 こ れ は 友 を 殺す た め に 人 を 雇う 
者 で ある 。 そし て 解釈 で は 、 こ の 三 つ の すべ て に 要求 の 言葉 が あり 、 そ れ ゆ え 彼 ら の 裁き は 天 に 
委ね られ て いる 。 


し た が っ て 、 マ イモ ニ デ ス は 、 ノ ア の 子 ら に 禁じ られ て いる こと か ら 殺 人 の 禁止 の 詳細 を 学び 、 彼 
ら に 禁じ られ て いる な ら ば 、 イ スラ エル に も 禁じ られ て いる と 理解 し た の で ある 。 そし て 実際 、 ノ ア 
の 子 ら も また 、 彼ら が 死 を 引き 起こ し た と き に 殺さ れる の で あり 、 彼 ら の 間 で 殺人 の 禁忌 と され る 
も の に つい て は 死刑 に 問わ れる か ら で あ る (第 三 章 で 説明 する ) 。 


ラビ ・ ア ハ ・ バ ル ・ ヤ コブ (また は アハ ・ バ ー・ ヤ アコ ブ ) は 、 ラ ビ 派 の ヤー クト 書 に 次 の よう に 書か 
れ て いる と 言っ た 。 ラ ビ は 言っ た : ノ アハ イド は 、 一 人 の 裁判 官 に よっ て 、 一 人 の 証人 の 証言 に 
よっ て 、 警告 な し に 、 男 の 口 か ら 殺 され 、 女 の 口 か ら は 殺さ れ な い 。 


ラビ ・ イ シュ マエ ル は 言っ た : 
叱責 せよ ! た と え 胎 児 で あっ て も 。 どう し て そん な こと が わか る の か ? 
ラビ ・ ユ ダ は 言っ た : 


節 に は こう ある :「 し か し 、 あ な た が た の 命 の た め に 、 わ た し は あな た が た の 血 を 要求 する 」。 た と 
えー 人 の 裁判 官 が いて も 、「 あ ら ゆ る 生き 物 の 手 か ら 」、 た と え 警告 が な く て も 、「 わ た し は それ を 
要求 する 」。 た と え 一 人 の 証人 が いて も 、「 人 の 手 か ら 」、 女 の 手 か ら で は な く 、「 そ の 兄弟 か ら 」、 
た と え 親 族 で あっ て も で ある 。 


ラビ ・ イ シュ マエ ル に 代わ っ て 、 彼ら は 胎児 の た め に も 言っ た 。 ラ ビ ・ イ シュ マエ ル の 理由 は 何 
か ?- こう 書か れ て いる か ら だ :「 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 を 通し て その 血 を 流さ れる 」- 人 の 中 に い 
る 人 と は 誰 の こと か と いう と 、 母 親 の 胎内 に いる 胎児 の こと で ある 。 


ト セ フタ ・ タ ルム ー ド の 注釈 書 を 書い た 中 世 の ユ ダ ヤ 人 学者 た ち は 、 そ の 著作 (サン ヘ ド リ ン 39a、 
見 出し の 下 ) の 中 で 、 ユ ダ ヤ 法 は 胎児 を 死に 至ら し め た と し て も 死刑 を 規定 し な い が 、 そ の 行為 
自体 は 依然 と し て 禁じ られ て いる と 説明 し て いる 。 こ の こと は 、 こ の 禁止 が 他 者 へ の 危害 を 禁じ る 
より 広範 な 原則 に 由来 する こと を 示唆 し て お り 、 そ れ は 宗教 的 所 属 に 関係 な くす べ て の 個人 に 適 
用 され る 。 こ の 解釈 は 、 さ ら に 次 の よう に 支持 され て いる 。 ラ ビ ・ ア ブラ ハム ・ ダ ンジ グ が 17 世 紀 の 
法典 「 ア ブラ ハム 」(Choshen Mishpat、225 節 の 冒頭 ) で 要約 し て いる よう に 、 多く の 後世 の 権威 
に よっ て さら に 支持 され て いる 。 シュ ロモ ・ ザ ルマン ・ ア ウエ ル バ ッ ハ 師 は 私 に こう 書い て いる 。 ノ 
アハ イド が 死刑 に な る よう な こと を ユダ ヤ 人 が する こと は 禁じ られ て いる 。 その 他 に も 、「 異 邦人 に 
禁じ られ て いる こと は 何 も な い 」 と いう 原則 を 当たり 前 の こと と し て 述べ て いる 人 箇所 が 、 初 期 や 後 
期 の 権威 者 た ちの 著作 の 中 に も た くさ ん ある 。 


1. 胎児 殺害 の 禁止 に 関す る 出典 は 以下 の 通り : ア ヒ ー ザ ー 3, 65 (ヨド 書簡 ) 、 ア ルッ フ ・ ラ ネー 
リエ ヴァ モッ ト 42a (s.v ハク ナン ・ ハ ム ・ ア レ ハ ) 、 チャ ボッ ト ・ ヤ イル ・ シ マン 31、 シ ュ ウ ・ ト ラッ ト ・ 
チェ セ ド ・ エ ヴェ ン ・ ハ エ ゼ ル 42、 マ ハラ ム ・ シ ッ ク ・ ヨ レ ・ デ ア 150、 カ ハシ ュ ル シマ ン 20、 オ ル ・ サ 
マヤ ハ ・ ヒ ルコ ッ ト ・ イ シュ レイ ビア (Or Samayach Hilchot lssureiBiiah)3, 2、 セ デリ ・ タ ハロ ト ・ ア 
ヒロ ッ ト 7, 6、 イ ゲ ロト ・ モ シェ ・ コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 2, 69、 ヤ ビア ・ オ メル その 4、 エ ヴェ ン ・ 
ハー ザー 1. し か し 、 ツ ィ ッ ツ ・ エ リエ ゼル (9, 51, 3) は 、 胎 児 を 殺す こと の 禁止 に つい て 、 こ の 出典 
に 同意 し て いな い 。 
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2. 聖書 の 禁止 を 直接 引用 し て いる 出典 の 例 と し て は 、 以 下 の も の が ある : シ ャ イル ト ・ パ ル シ ャ ッ 
ト ・ ノ アハ 、 質問 6 、 セ ファ ー・ ハ ラコ ッ ト ・ ゲ ドロ ッ ト ・ シ マン 68, ト セ フタ フォ ト ・ キ ドゥ シン 21b (s.v. 
イシ ェ ) 、 ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラ 5b (s.v. ム ア イ ン - 再 説 ) 、 そ し て チュ リン 23a (s.v. テム ト ) 。 


3.「 リ ・ メ イダ デリ シュ ラ エ ル ・ シ ャ リ ・ ウ ル ・ ゴ イ ・ ア スー ラ 」(「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て いる こと で 、 異 邦 
人 に 禁じ られ て いる こと は 何一つ な い 」) の 原則 を 引用 し て いる 出典 の 例 に は 、 次 の よう な も の が 
ある : レ チェ ム ・ ミ シュ ナ 、 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 10, 9、 シ ャ ッ ハ ・ ヨ レ ・ デ ア ・ シ マン 62、S k 3、 プ タチ ・ 
テ シ ュ ヴァ ・ ヨ レ ・ デ ア ・ シ マン 150、S k 4 (「 テ バト ・ ガ マ 」 の 名 に お いて ) 、 プ ネイ ・ イ エ ホ シ ュ ア ・ キ 
ドゥ ン ン 37a (s.v.「 ゾ ッ ト ・ ヴ ェ オ ド 」) 、 ス フ ァ テ メ ッ ト の 注釈 (義理 の 息子 に よる ) 、 ロ シュ ・ ハ シャ 
ナ 10a、 シ ュ ウ ・ ギ ナー ト ・ ブ ラディ ム ・ エ ヴェ ン ・ ハ エ ゼ ル 3, 12 ( 
Ve'mahShe'katavL'chalekBeinUma'danaL'uma'dana で 始ま る 段落 ) 、 シ ュ ア ・ ト ・ ベ イト ・ イ ェ フ 
ダ ・ ヨ レ ・ デ ア ・ シ マン 17 の 終わ り 、 シ ュ ア ・ ト ・ モ レイ ・ エ ゼ キ エル ・ シ マン 129、 シュ ア ・ ト ・ イ エフ ダ ・ 
ヤ ア レ 第 1 部 、 ヨ レ ・ デ ア ・ シ マン 550、 シュ ア ・ ト ・ イ ェ エフ ダ ・ ヤ アレ 第 2 部 、 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 
43、 シ ュ ウ ・ ト ・ シ ョ エル ・ ウ ・ メ イン ヴ ・ エ ディ ショ ン 1, 1, 242、 エ ディ ショ ン 2, 8、 シ マン 78。 


パラ グラ フ 3 の 解説 次 ペー ジ 


- レ チ ェ ム ・ ミ シュ ナ 「 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 」10:9 

- シヤ ッ ハ ・ ヨ レ ・ デ ア 62:3 

- プ タ チ ・ テ シュ ヴァ 、 ヨ レ ・ デ ア 150:4( ゲ マラ の 名 に お いて ) 

- プ ネ イ ・ イ ェ エ ホ シ ュ ア 、 キ ド シン , 37a, s.v「 ゾ ッ ト ・ ヴ ェ オ ド 」 

- ス フ ァ テ メ ト の 計 釈 (義理 の 息子 に よっ て 書か れ た ) 、 ロ シュ ・ ハ シャ ナ 、 10a 

- シュ ー ト ・ ギ ナッ ト ・ ブ ラディ ム 、 エ ヴ ェ ン ・ ハ ー ザ ー、3:12(「 ヴ ェ オ ド 」 で 始ま る 段落 で ヴェ マシ ェ カ 
タ ヴ 。L'chalekBeinUma'danaL'uma'dana) 

- シュ ト ・ ベ イト ・ イ エフ ダ 「 ヨ レ ・ デ ア 」17 章 末 

- エ ゼ キ エ ル 書 129 章 

- シュ トゥ ッ ト ・ イ ェ エフ ダ ・ ヤ アレ 、 そ の 1、 ヨ レ ・ デ ア 550 

- シュ トゥ ウッ ト イ ェ フ ダ ・ ヤ アレ 、 そ の 2、 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 43 

- シュ ー ト ・ シ ョ エル ・ ウ ・ メ イシ フ 、 第 1 版 、1:242、 第 2 版 、8、78 

- これ は 、「 リ ・ メ イダ デリ シュ ラ エ ル ・ シ ャ リ ・ ウ ル ・ ゴ イ ・ ア スー ラ 」(「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て いる こと 
で 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる こと は 何 も な い 」 と いう 原則 ) を 引用 し て いる 出典 の リス ト で ある 。 こ 
の リス ト は 次 の よう な 形式 に な っ て いる : 

- 最初 の 単語 「 nu?oLo_DC5」 は 「 例 えば 」 を 意味 する 。 

- 残り の 部 分 は 出典 の リス ト で 、 そ れ ぞ れ 該 当 す る ペー ジ 番 号 ま た は 段落 番号 が 続く 。 

- 出典 は 以下 の 通り : 

- レ チ ェ ム ・ ミ シュ ナ 、 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 10:9 : ラ ビ ・ ヨ セ フ ・ カ ロ に よる ミシュ ナ の 解説 書 。 

- シヤ ッ ハ 、 ヨ レ ・ デ ア 62:3 : ラ ビ ・ シ ャ ベタ イ ・ ハ コー エン に よる シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 注釈 。 

- プ タ チ ・ テ シュ ヴァ 、 ヨ レ ・ デ ア 150:4 : ラ ビ ・ モ ー ゼ ・ イ ッ サ ー レ ス に よる レス ポン サ 集 。 

- プ ネ イ ・ イ ェ ホ シュ ア 、 キ ド ゥ シン 37a, s.v. 「 ゾ ッ ト ・ ヴ ェ オ ド 」 : ラ ビ ・ ジ ョ シン ュ ア ・ フ ァ ル ク に よる タル 
ムー ド 注 解 。 

- ド ヴ ィ ンス ク の ラビ ・ メ ー ル ・ シ ムチ ャ に よる タル ムー ド 注 解 。 

- シュ ー ト ・ ギ ナッ ト ・ ブ ラディ ム 、 エ ヴ ェ ン ・ ハ エ ゼ ル 3:12: ラビ ・ ダ ヴィ ド ・ ツ ヴィ ・ ホ フ マ ン に よる レ 
スポ ン サ 集 。 

- シュ ト ・ ベ イト ・ イ エフ ダ 、 ヨ レ ・ デ ア 17 末 : ラ ビ ・ イ ェ エフ ダ ・ ラ イブ ハレ ヴィ ・ ア ルター に よる レス ポン 
サ 集 。 

- シュ トモ レイ ・ エ ゼ キ エル 129 : ラ ビ 、 エ ゼ キ エル ・ ラ ンダ ウ に よる レス ポン サ 集 。 

- シュ ー ト ・ イ エフ ダ ・ ヤ アレ 
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第 1 部 、 ヨ レ ・ デ ア 550 : ラ ビ ・ イ ェ フ ダ ・ ヤ アレ に よる レス ポン サザ 集 。 

- シュ トゥ ッ ト ・ イ ェ フ ー ダ ・ ヤ アレ 第 2 部 「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 」43: ラ ビ ・ イ ェ フ ー ダ ・ ヤ アレ に よる 
レス ポン サ 集 。 

- シュ ー ト ・ シ ョ エル ・ ウ ・ メ イシ フ 、 エディ ショ ン 1, 1:242、 エ ディ ショ ン 2, 8、 そ し て 78 : ラ ビ ・ モ シェ ・ 
ソフ ァ ー に よる レス ポン サ 集 。 
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し か し 、「 リ ・ メ イダ デリ シュ ラ エ ル ・ シ ャ リ ・ ウ ル ・ ゴ イ ・ ア スー ラ / Li Me'idahDeliShrael Shari 
U'T'Goy Asura」( ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て いて 異邦 人 に 禁じ られ て いる も の は 何 も な い ) と いう 一 般 的 
な ルー ル が 完全 に は 正しく な いよ うに 思わ れる 箇所 も ある こと に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 例え 
ば 、「 肉 と 共に 命 を 食べ て は な ら な い 」( 申 命 記 12:23) と いう 一 節 に 関す る シフ レ の 言葉 で ある : 


血 は 命 で あり 、 命 を 肉 と と も に 食べ て は な ら な い 。 ノ ア の 子 ら に 許さ れ た こと は 、 ユ ダ ヤ 人 に は 茜 
じ ら れ て いる 。 ノ ア の 子 ら に 禁じ られ て いる 生き 物 の 手足 は 、 ユ ダ ヤ 人 に も 禁じ られ て いる と いう 
控 で は な いか 。 美しい 女性 や 彼女 の よう な すべ て の 女性 の 禁止 は 、 そ れ が ノア の 子供 た ち に 禁 
止 さ れ 、 ユ ダ ヤ 人 に 許可 され て いる こと を 証明 し て いる 。 だ か ら 、 た と え ノ ア の 子 ら に 禁じ られ て い 
て も 、 生き 物 の 手足 が ユダ ヤ 人 に 許さ れる こと に 驚い て は な ら な い 。 


これ は 生き 物 の 手足 で ある 。 異邦 人 に 禁じ られ て いる こと は すべ て ユダ ヤ や 人 に も 禁じ られ て いる 
と は 言っ て いな い 。 


し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 生き 物 の 手足 を 食べ る こと を 禁止 する に は 、 明 確 な 節 が 必要 で ある 。 


また 、 ト セ フ タ の ヒュ リン 33a の 「 エ チャ ド 」 の 終わ り に も ある : ト セ フ タ は 、「 リ ・ メ イダ ・ デ リ シ ュ ラ エ 

ル ・ シ ャ リ ・ ウ ル ・ ゴ イ ・ ア スー ラ 」( ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は 何 も な い ) に 対 
し て 、 半 分 の シ ウ ル (尺度 の 単位 ) は 律 法 上 許さ れる と する ラビ ・ エ リエ ゼル の 意見 か ら 異論 を 唱 
えて いる 。 彼 の 意見 に に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 生き 物 の 四肢 の 半分 の シ ウ ル (半分 の 量 ) を 食べ る こ 
と は 許さ れる が 、 異 邦人 が それ を する こと は 禁じ られ て いる こと に な る 。 なぜなら 、 シ ウル の 法則 
は ユダ ヤ 人 に し か 適用 され な いか ら で あ る 。 


そし て 、 彼ら は こう 断言 し て いる 。 ラ ビ ・ エ リエ ゼル に よれ ば 、「 リ ・ メ イダ ・ デ リン シュラ エル ・ シ ャ リ ・ ウ 
ル ・ ゴ イ ・ ア スー ラ 」( ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は 何 も な い ) と いう 原則 は 正しく 
な い 。 ユダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は な い 。 


異邦 人 や 胎児 を 殺す こと を 禁じ る 律 法 は 存在 し な いし 、 自殺 を 禁じ る 律 法 も 存在 し な い 。 し か し 、 
シフ レ と ラビ ・ エ リエ ゼル は 、 私 た ち が 上 に 持っ て きた サン ヘ へ ヘ ドリン の ゲ マ ラ に 完全 に 反対 し て いる 
わけ で は な い 可 能 性 が 高い : R. ヨ セ ・b. R. ハニ ナ は 言っ た : 


「 ノ ア の 子 ら に 言わ れ 、 シ ナイ で 繰り 返さ れ た すべ て の ミツ ヴァ は 、 彼 ら 二 人 に 言わ れ た 。 ノ ア の 
子 ら に 言わ れ 、 シ ナイ で 繰り 返さ れ な か っ た ミツ ヴァ は 、 ユダヤ 人 に 言わ れ た の で あっ て 、 ノ ア の 
子 ら に 言わ れ た の で は な い 」 


そし て 、 そ この ゲ マ ラ で 見 た よう に 、 物 事 は 一 般 的 な ルー ル 「 リ ・ メ イダ ・ デ リ シ ュ ラ エル ・ シ ャ リ ・ ウ 
ル ・ ゴ イ ・ ア スー ラ 」( ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は な い ) で ある 。 し か し 、 彼 ら は 
この ルー ル に は 例外 が ある と 信じ て いる 。 


(「 見 よ 、 タ ルム ー ド に お ける 我々 の 言葉 か ら 」 で 始ま る 段落 の 最後 、 ヤ アベ ツ 、 ヨ レ ・ デ ア 3, 50: イ 
ツァ ク 、 エ ヴェ ン ・ ハ ー ザ ー22, 54, 4: シ ャ ー ル ・ ハ メレ ク 、 エ ヴェ ン ・ ハ エ ゼ ル 30 : イグ ロト ・ モ シェ 、 ヨ 
レ ・ デ ア 3, 57、 段落 の 「 ア キヤ ゼル が 書い た も の 」、 ミ ン ハ ト ・ シ ュ ロ モ 1、29 (また 、 こ の 件 に 関し 
て : イ ビ ド 、 エ ヴェ ン ・ ハ ー ザ ー 44 : シ ェ ベ ト ・ ハ レヴ ィ 2, 20 : ミ シュ ナ ・ ベ ル ラ の 中 で 12, 433 : また さ 
ら に 、 13, 22、 ミ シュ ナ ・ ベ ル ラ 12, 480) 。 
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(マイ モニ デス 「 王 の 法 」9:10 お よび 同書 の 器 に 関す る 出典 を 参照 ) 。 (た だ し 、 出 エジプト 記 20 
章 、 セ ファ ・ ト ー ラ ー・ シ ュ ク ロモ ー 参 照 ) 。 
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これ か ら 説 明 す る と お り で ある : 


ト セ フタ は 、「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル は 、 ユ ダ ヤ 人 が 行う べき ミツ ヴァ が ある 問題 に お い 
て は 正しく な い 、 と 説明 し て いる 。 また 、 ゲ マラ が 「 ミ ドー」 の 章 ( サ ン ヘ ドリ ン 58b) で 述べ て いる こと 
に 異議 を 唱え る 必要 は な い 。「 安 息 日 を 守る 異邦 人 は 責任 を 負う 」。 ユダ ヤ 人 が 行う べき ミツ ヴァ 
で ある 事柄 に お いて 、「 ユ ダ ヤ 人 が それ で 許さ れる の は 誰か 」 と 言う の は 適切 で は な いか ら で あ 


Oo 


の 


言い 換え れ ば : 


「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル は 正しく 、 一 般 的 に ユダ ヤ 人 は 異邦 人 が 命じ られ て いる こと す 
べ て に お いて 義務 を 負う が 、 も し トー ラー が 異邦 人 が 禁じ られ て いる こと を し な けれ ば な ら な いと 
明確 に 書い て いる の で あれ ば 、 イ スラ エル に と っ て 許さ れ 、 異 邦人 に と っ て 禁じ られ て いる こと が 
ある こと に な る 。 


ミド ラッ シュ と ラ シ ュ ・ ラ キシ ュ の 言葉 は 、 ト セ フ タ の 言葉 と 似 て いる と 説明 する こと が で きる 。 彼ら 
は また 、 よ り 上 厳し くさ れ た と いう 事実 か ら 、 より 甘 くさ れ 、 ユ ダ ヤ 人 が 律 法 を 授け る 前 に 義務 づけ ら 
れ て いた こと を 義務 づけ られ た まま で ある と いう こと は あり えな いと いう こと に 同意 し て いる 。 し か 
し 、 こ れ は 例外 や 明確 な 変化 を 見 い だ せ な か っ た 事柄 に お いて 言え る こと で あり 、 ト ー ラ ー が ユダ 
ヤ 人 に 対し て 別 の 搾 を 明確 に 定め た 場合 、 こ の 近 は トー ラー が 下さ れる 以前 の 義務 を 無効 に し 、 
イス ラ エ ル 人 に は 許さ れ 、 異 邦人 に は 禁じ られ る と いう 状況 を 作り 出す (ミツ ヴァ の 問題 で は 、 そ 
の よう な 現実 は 誰 に で も 存在 する ) 。 


これ に よれ ば 、 ミ ドラ ッシュ の 意図 は 次 の よう に な る : ユダ ヤ 人 は トー ラー が 授け られ る 前 に 与え 
られ た 戒律 に 従わ な けれ ば な ら な い が 、 生 き て いる 動物 の 枝 を 食べ る こと が 許さ れる 場合 が あ 
る 。 律 法 は 、 シ ェ ヒ タ 後 に 肉 を 食べ る こと は 許さ れる と 定め て いる か ら で あ る 。 し た が っ て 、 ま だ 義 
締 し て いる 動物 か ら 切 り 取 られ た 肉 で あっ て も 、 食べ る こと は 許さ れる 。 異邦 人 に は 禁じ られ て い 
る に も か か わら ず 、「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル は 正しく な い 。 し た が っ て 、 こ の よう な 生き た 
動物 の 四肢 を ユダ ヤ 人 に 禁ず る に は 、 明 確 な 節 が 必要 で ある 。 


1. 異邦 人 が 律 法 の 研究 に 従事 する こと に 関す る ト セ フタ の 難点 は 明確 で は な いと アル ク は 説明 
する 。 な ぜ な ら 、 そ の 禁止 の 理由 は 、 異 邦人 が そう する こと が 禁じ られ て いる か ら で は な く 、 そ れ 
が ユダ ヤ 人 に 対す る 絞 盗 や 胡 の 一 形態 と みな され る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 異 邦人 が 義務 
づけ られ て いる こと すべ て に お いて ユダ ヤ 人 が 義務 づけ られ て いる と いう 「 何 も な い 」 と いう 一 般 
的 な ルー ル と は 矛盾 し な い 。 


アル ク は また 、 サ ン ヘ ドリ ン の ト セ フタ が 異邦 人 が 安息 日 を 守る こと を 禁じ て いる こと か ら 異 論 を 
唱え て いる だ け で あり 、 彼 ら が 律 法 の 研究 に 従事 する こと を 禁じ て いる こと か ら 異 論 を 唱え て いる 
の で は な いと 指摘 し て いる 。 この こと は 、 ト セ フ タ ・ チ ュ リ ン が この 二 つ の ケー ス を 比較 し て 、 律 法 
の 勉強 の 場合 に は 「 何 も な い 」 と いう 議論 が 通用 し な い の と 同様 に 、 ユ ダ ヤ 人 に 対す る 戒律 が あ 
る 場合 に は 、 ど の よう な 場所 で も 通用 する と 言っ て いる こと を 示唆 し て いる 。 


2. この 説明 に よれ ば 、 ミ ドラ ッシュ は 、 ユ ダ ヤ 人 が 生き た 動物 か ら 切 り 取 っ た 肉 を 食べ る こと は 禁 
じ ら れ て いる と し て いる 。 これ は 重要 な 革新 で ある 。 その 地 の タ ルム ー ド に よる ハラ ヒッ ク 的 方 法 
で は 、 生 き て いる 動物 の 普通 の 四肢 を 食べ る こと だ けが 禁じ られ て いる か ら で あ る 。 


「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル で は 、 ユ ダ ヤ 人 は 異邦 人 が 義務 を 負う も の すべ て に お いて 義 
務 を 負う と され て いる 。 し か し 、 ト ー ラ ー に は 、 ユ ダ ヤ 人 は 半分 の シェ ミタ に は 義務 を 負わ な いと 明 
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確 に 記さ れ て いる 。 し た が っ て 、 こ の 具体 的 な ケー ス で は 、「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル を 言 
う の は 正しく な い 。 


その 動物 は 層 殺 され て いな い の だ か ら 、 ミ ドラ ッシュ が 「 許 され る 」 と 言う こと は あり えな い ( と いう 
の も 、 も し そう だ と し た ら 、 どう し て ミド ラッ シュ は 「 何 も な い 」 だ け で 十分 だ と 言っ て いる の だ ろう 
か ? 結局 の と ころ 、「 何 も な い 」 だ け で は 鞭打ち を 義務 づけ る に は 不 十 分 な の で ある ) 。 


し た が っ て 、 ミ ドラ ッシュ が 言っ て いる の は 、 層 殺 の 観点 か ら は 食べ る こと が 禁止 され て いな い 、 
枝肉 か ら 切 り 取ら れ た 肉 の 場合 で あり 、 ミ ドラ ッシュ は 、「 生 き 物 か ら 切 り 取 られ た 手足 」 の 控 に 
よっ て 禁じ られ て いる と 革新 し て いる の だ と 言わ ざる を 得 な い ( こ の 解釈 に に れ ば 、 ミ ドラ ッシュ の 
意見 で は 、 届 殺さ れ た 動物 の 腸 は 完全 に 死ぬ 前 に 動物 か ら 切り 取ら れ た も の で ある た め 、 ユ ダ 
ヤ 人 が 食べ る こと は 禁じ られ て いる よう に 見 える こと に 注意 すべ き で ある 。 し か し 、 腸 は 層 殺 過程 
の 一 部 で ある た め 、 枝 肉 か ら 切 り 取 られ た 肉 より も 軽い と いう 可能 性 も ある 。 し た が っ て 、 腸 は 「 メ 
ナ ヒ ・ ベ ディ キュ ラ 」( 自 分 と は 違う ) で あり 、 そ の 動物 が コー シャ と みな され る こと を 禁止 する も の 
で は な いと し て も 、「 生 き て いる 動物 の 手足 」 と は みな され な い 。 (この 点 に 関し て は 、 マ ハラ ム の 
難解 さく (「 ゲ マラ で は 、 任 命 は な い 」 と いう 注釈 で ) と マハ ラム ・ シ フ の 言葉 を 参照 され た い 。 彼 の 言 
葉 で は 、 腸 は 死体 か ら 切り 取ら れ た 通常 の 肉 と は 異な る こと が わか る 、 な ど ) また 、 ミ ドラ ッシュ 
は 、 ラ シュ ・ ラ キシ ュ と は 異な り 、 層 殺 後 の 腸 は 「 メ ナ ヒ ・ ベ ディ クラ の よう な も の 」( 自 分 の よう な も 
の で は な い ) と は 見 な され な いと し た 可能 性 も ある ) 。 


ラ シ ュ ・ ラ キシ ュ に よれ ば 、 私 た ち は 、 私 た ち 自 身 に 義務 を 課 し た 戒律 の すべ て の 根源 に お いて 
義務 を 負っ て いる 。 


トー ラー が 授け られ る 前 、 ユ ダ ヤ 人 は 異邦 人 と 同じ 戒律 に 義務 を 負っ て いた 。 し か し 、 追加 的 な 
境界 線 が 与え られ て か ら は 、 異 邦人 が 禁じ られ 、 ユ ダ ヤ 人 が 許さ れる 細部 が ある こと が わか っ 
だ 


ちな み に 、「 チ ュ リ ン に 関す る チャ クマ (本 ) 」 で は 、 ト サフ ォ ト の 難点 を 別 の 方 法 で 説明 し 、 サ ン ヘ ド 
リン の ゲ マ ラ に 出 て くる よう な 「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル に 対し て 、「 半 分 の シェ ミタ が ユダ 
ヤ 人 に 許さ れ 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる 」 と いう 事実 に 矛盾 が な い 理 由 を 説明 し て いる 。 また 、 ト 
サフ ォ ト の 結論 に つい て コメ ント し て いる チ ド ウ ゥ シェ イ ・ ハ リム の 第 2 版 も 参照 され た い 。 


ト サ フ ォ ト の 難点 を 別 の 方 法 で 説明 する こと も 可能 で ある : こ れ は まさ に サン ヘ ド リ ン 95a の ゲ マ ラ 
の 困難 で ある と 解釈 で きる 。 異邦 人 は プル タ の 価値 以下 の 密 盗 に 対し て 責任 を 負い 、 こ れ は ユ 
ダ ヤ 人 と は 異な る 。 ま た 、 ゲ マラ の 難点 を 説明 する の が 難し い ヤ ド ・ ラ マー(Yad Ramah) を 見 る 
と 、 ユ ダ ヤ 人 で あっ て も プル タ の 価値 以下 の 密 盗 は 禁じ られ て いる よう で ある 。 ユダ ヤ 人 に は 許さ 
れ 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いる 「 何 か 」 は な い 。 そし て 、 こ の 困難 は 、 ラ シュ ・ ラ キン シュ に よれ ば 、 
トー ラー に よっ て 半分 の シ ウ ル が 許さ れ て お り 、 し た が っ て 、 彼 の 意見 に よれ ば 、 プ ル タ の 価値 以 
下 の も の を 盗む こと は 許さ れ て いる 、 と 解釈 する こと が で きる 。 そし て これ に よれ ば 「 異 邦人 は 落 
し の 子 で は な い 」 と いう 答え は 、 選 次 の 問題 だ け で な く 、 あら ゆる 物差し の 問題 に お いて 正しい と 
理解 する こと が で きる :「 異 邦人 は 赦し の 子 で は な い 」 と は 、 異 邦人 は 分 別 が な く 、 正確 な 測定 の 
で きる 子 で は な いと いう こと で ある 。 人 間 と 人 間 と の 間 の 戒律 に も 、 人 間 と G-d( 神 ) と の 間 の 戒律 
に も 、 測 定 の 場 が な い の で ある 。 こ れ が ユダ ヤ 人 と の 違い の 理由 で ある 。 こ れ に よれ ば 、 サ ン ヘ へ 
ドリ ン の ゲ マ ラ は 、 ラ シュ ・ ラ キシ ュ の 意見 に 従っ て の み 理 解 さ れる こと に な る 。 ラ キシ ュ も また 、 
「 何 も な い 」 と いう 意見 に 同意 し て いる が 、 彼 の 意見 に よれ ば 、 こ の 点 で は イス ラ エ ル と 異邦 人 と 
の 間 に 違 い の 理由 が ある 。 特に 、 ラ ン バ ム が ミシュ パテ ィ ム の 書 (21:12「 も し 打つ な ら 、 人 は 」) の 
中 で ト サ フ ォ ト の 言葉 を 説明 し て いる よう に 、 そ う で は な いよ う で ある 。 
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し か し 、 後 世 の 権 威 の 中 に は ラン バム の 意見 と し て 、「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル は スギ ヨ 
の 論争 の 対象 で あり 、 ハラ ハ と し て 決定 され た も の で は な い 、 と 書い て いる 者 も お り 、 彼ら は ラン 
バム の 裁定 を 説明 し て いる 。 例え ば 、 ア ルク ・ ラ ナー は サン へ ヘ ドリン の 中 で 「 誰 か ら も 何 も な い 」 と 
書い て いる 。 し か し 、 そ の 一 方 で 、 イェ ヴァ モト 41a で は 、 ア ルク ・ ラ ナー は 、 胎児 を 殺す こと の 禁止 
は 「 何 も な い 」 こ と か ら 学 ぶ と 書い て お り 、 こ の こと に 異論 は な いよ う で ある 。 も し そう な ら 、 ラ ン バ 
ム の 意見 は 、 ミ ドラ ッシュ や ト サ フ ォ ト の 注釈 に ある よう な も の で 、 一 般 的 に 、 私 た ち は 義 務 を 負う 
こと に 変わ り は な いと いう こと が 、 彼 の 言葉 で 証明 され て いる 。 


- 上 記 の セ フ ァ ル ・ ハ ・ ミ ドラ ッシュ に 関す る ハハ マー は 、「 上 厳し くさ れ た 事実 か ら 、 甘 くさ れ た の か 」 
と 疑問 に 思う メ ヒ ル タ は 、「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な ルー ル が ハラ ハ と し て 受け 入れ られ た と いう 
意見 に よる と いう だ け で あり 、 ラ ン バ ム は この 意見 に 反する ルー ル を 示し て いる 、 と 書い て いる 。 
も し そう な ら 、 メ ヒル タ は ハラ ハ で は な く 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと は 禁止 され て いな いこ と に 
な る 。 


し か し 、 こ の 言葉 は いく つか の 理由 で 難し い の で 、 彼 は さら に 勉強 する 必要 が ある : 


- 第 一 に 、 ラ ン バ ム が 異邦 人 殺害 の 禁止 を も た らし た の は 、 ケ セ フ ・ ミ シュ ナ と 同様 に 、 こ の メ ヒ ル 
タ か ら で あ る (また 、 ラ ン バ ム の 言葉 の 正確 ぐさ は メ ヒ ル タ に ふさ わし いと 前 述 し た ) 。 


さら に 、 彼 の 言葉 に よれ ば 、 ラ ン バ ム が 異邦 人 に 対し て 言わ れ て いる 「 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 に 
よっ て その 血 が 流さ れる 」 と いう 一 節 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 が 自ら の 命 を 絶つ こと の 禁止 を どの よう に 学 
ん で いる の か 、 ま た 、 モ ー セ が 七 つ の ノ アハ イド の 戒め の 上 に トー ラー を 完成 させ 、 そ の 義務 は 
トー ラー が 与え られ た 時 に 私 た ちか ら 消 減 し た の で は な いと いう こと に つい て 、 私 た ち が 章 の 本 
文 で 持っ て きた 王 の 探 (第 九 章 の 冒頭 ) に お いて 、 ラ ン バ ム は どの よう に 説明 され る の だ ろう か ! 


- そし て 、 ハ ハマ が 「 さ ら な る 研究 が 必要 で ある 」 と 締め くく っ た の は 、 こ の よう な 意味 で あっ た よう 
だ 。 そし て 、 彼 は あく まで 可能 性 の み で 物事 を 書い て いる 。 


そし て 実際 、 ハ ハマ 自身 、 ラ ン バ ム に 関す る 著書 「 オ ル ・ シ ェ メ シュ 」( イ シュ レイ ・ ビ アフ 3:2) の 中 
で 、 こ の メ ヒ ル タ を 持ち 出し 、 ト ー ラ ー が 与え られ る 前 に ノア の 子 ら が 義務 を 負っ て いた 戒律 に お 
いて 、 我 々 が 義務 を 負っ て いた と いう 事実 か ら ハ ラ ハ の 法則 を 演 旨 し て いる 。 


さら に 、 ツ ィ ツ ィ ッ ト ・ エ リエ ゼル (9:53, part 3、2 章 を 中 心 に ) を 参照 され た い 。 彼 は 、 ハ ラ ハ に よ 
れ ば 、 私 た ち は 「 何 も な い 」 と は 言わ な い の で 、 ユ ダ ヤ 人 が トー ラー 的 な 方 法 で 胎児 を 殺す こと は 
禁止 され て いな いと 言い た か っ た の だ が 、 彼 は 自分 の 命 を 奪う こと の 禁止 (例え ば 、 part 7, 49) 、 
また 、 異 邦人 を 殺し た 祭司 が 手 を 上 げ る こと に つい て 論じ (第 14 部 、35) 、 側近 の 言葉 や ペリ ・ メ 
ガ デ ィ ム (R. ヨセフ ・b・ メ イル ・ テ イア の 著作 ) を 持ち 出し て いる 。 メ ヒル タ ( 上 記 の 注 21 で 持っ て き 
た ) に 基づく も の で あり 、 メ ヒル タ が ハラ ハ か ら 否 定 さ れ て いる た め 、 そ れ ら を 否定 する 側が いる こ 
と に 気づい て いな い 。 また 、 マ ハラ シュ ・ エ ン ゲ ル 5:49( 胎 児 を 殺す こと は トー ラー か ら 禁 止 さ れ て 
いな い 可 能 性 を 示し て いる が 、 結 論 で は ハラ ハ の た め に これ に 頼る な と 言っ て いる ) 。 また 、 エ ム 
ナッ ト ・ シ ュ ム エル の レス ポン サ 第 10 節 の 最後 ( 彼 の 言葉 を 借り れ ば 、 こ の 禁止 は 律 法 的 な も の 
で し か な いよ うだ が 、 そこ で 彼 が 持っ て きた 「 何 も な い 」 と する ト サ フ ォ ト の 言葉 を どう 説明 する の 
か 理解 し が た い 。 お そら く 、 彼 の 意図 は 、 妊 娠 が 続け ば 危害 を 加え られ 、 彼 女 が 姦淫 を 犯し た と 
証言 する こと を 恐れ て いる 異邦 人 女性 の 胎児 を 殺す 場合 に 特 化し た も の で ある は ず で 、 そ れ な ら 
異邦 人 に も 許さ れる と いう ト サ フ ォ ス の 可能 性 が ある ) 。 


私 も そう 思う だ ろう 。 結論 と し て 、 異 邦人 (ノア ハイ ド の 七 戒 を 満た さ な い 者 ) を 殺す こと が 律 法 か ら 
禁止 され て いな いと いう 出典 は ハラ ハ に は な い 。 
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母体 を 救う た め に 胎児 を 殺す こと は 禁じ られ て いる が 、 ユ ダ ヤ 人 が その よう な 行為 を 助け る こと 
は 禁じ られ て いな いか も し れ な い 。 こ れ は さら に 調査 が 必要 だ 。 


ベイ ト ・ イ ェ フ ダ は 、 そ の 禁止 は 律 法 的 な も の で あり 、 母 親 が 中 絶 薬 を 服用 し た 場合 の み で ある と 
し て いる 。 彼 は 「 何 も な い 」 と いう 原則 に 基づき 、 手 で 殺す こと を 明確 に 禁じ て お り 、 聖 書 的 な 禁止 
と し て いる 。 


ベイ ト ・ イ ェ フ ダ の 方 法 の 区 別 と 彼 の 矛盾 を 明確 に する 必要 が ある 。 可能 性 と し て は 、 彼 は 胎児 を 
誕生 する まで は 非 人 間 的 で ある と みな し て お り 、 殺 人 で は な く 危 害 と みな し て いる の か も し れ な 
い 。 ある い は 、 特 に 薬物 に よる 中 絶 に 言及 し て いる の か も し れ な い 。 また は 、 律 法 的 な も の に 分 
類 し て いる の か も し れ な い 。 
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付録 B 
ユダ ヤ 法 に お ける 「 リ ・ ハ ・ ミ ディ (Likha M'di) 」( 何 も な い ) の 概念 


この 付録 で は 、「 リ ・ ハ ・ ミ ディ 」( 何 も な い ) の 原則 の 内 部 的 な 説明 に つい て 述べ る 。 こ の 情報 は 、 
ラビ ・ ギ ンズ バー グ ・ シ ュ リ タ か ら 得 た も の で ある 。 


な ぜ 「 リ ・ ハ ・ ミ ディ 」( 何 も な い ) は それ ほど 単純 な の か ? 


「 リ ・ ハ ・ ミ ディ 」( 何 も な い ) の 原則 は 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる こと は すべ て ユダ ヤ 人 に も 禁じ ら 
れ て いる と いう も の だ 。 この 原則 は 、 タ ルム ー ド や ミド ラッ シュ の 中 で 単純 な 公理 と し て 述べ られ て 
いる : 異 邦人 に 禁じ られ て いる こと が どう し て ユダ ヤ 人 に 許さ れる の か ? 


この 単純 な 公理 は 、 結 局 そ れ ほ ど 単 純 で は な い 。 異邦 人 に 禁じ られ て いる こと が ユダ ヤ 人 に も 禁 
じ ら れ て いる と 誰が 言っ た の か ? 結局 の と ころ 、 ユ ダ ヤ 人 は 律 法 を 受け 、 異 邦人 と は 異な る 近 と 
義務 を 負っ て いる の だ 。 異 邦人 の 禁止 事項 が 彼ら に も 禁止 され て いる な ど 、 そ ん な 単純 な こと が 
ある だ ろう か ? も し か し た ら 、 こ れ ら の 禁止 事項 は 、 ま だ レベ ル の 低い 者 だ け に 適用 され る の だ ろ 
うか ? 


さら に 、 ト ー ラ ー( 律 法 ) の 密教 で は 、 こ の 世に は 解明 と いう 作業 が あり 、 ユ ダ ヤ 人 が 何 か を 食べ 
た り 使っ た りす る と き 、 それ を 解明 し 、 神聖 な も の へ と 昇華 させ る と 説明 され て いる (この た め 、 許 
され る も の を 禁止 し な いこ と が 重要 で ある 。 許さ れる も の は 解明 を 待っ て いる の で あり 、 禁 止 すれ 
ば 、 解 明 し 、 昇 華 さ せる 能力 を 失っ て し まう か ら で あ る ) 。 


も し そう で あれ ば 、 異 邦人 が 禁止 され て いる こと を 解明 する こと の で きる ユダ ヤ 人 だ けが 許さ れる 
こと が 必要 な の で ある 。 なぜなら ば 、 ユ ダ ヤ 人 は これ ら の こと を 解明 し 、 高 め る 能力 を 持っ て いる 
か ら で あ る 。 


異邦 人 に は 禁じ られ て いる こと が 、 ユ ダ ヤ 人 に は 許さ れる こと は あり 得 な いと 、 ど うし て ゲ マ ラ は 
単純 に 判断 する の だ ろう か 。 


1. ここ に 書か れ て いる こと の 補足 が 第 四 章 の 付録 に ある の で 、 そ ちら を 参照 され た い 。 


2. また 、「 ミ ア ・ シ ェ ア リ ム / Me'ah She'arim」 の 中 で 説明 され て いる こと と 同様 に 、 バ ー ル ・ シ ェ 
ム ・ ト フ は 弟子 た ちよ り も 自分 自身 に 対し て 寛大 で あっ た 。 


3. タル ムー ド に は 「 リ ・ ハ ・ ミ ディ 」( 何 も な い ) の 原則 は どこ に も な いこ と に 注意 すべ き で ある 。 さら 
に バビ ロニ ア ・ タ ルム ー ド (サン ヘ ド リ ン 90a) で は 、 不 自然 な 方 法 で 妻 と セッ クス する 異邦 人 が 義 
務 を 負う と 言う こと は 不可 能 で ある と 言わ れ て いる が 、 こ れ は イス ラ エ ル で は 許さ れ て お り 、「 リ ・ 
ハ ・ ミ ディ 」( 何 も な い ) だ か ら で あ る (この ゲ マ ラ は 本 章 の 最初 の 付録 で 持っ て きた )。 

タル ムー ド ( ケ ドゥ シン 1a) で は 、 不 自然 な 方 法 で 妻 と セッ クス する 異邦 人 は 義務 を 負う と 明確 に 
言っ て いる 。 
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この 問い に 新た な 次 元 を 加え る こと は 可能 で ある : ト サフ ォ ト 書 ( サ ン ヘ ドリ ン 53a) に は 、 ユ ダ ヤ 人 
に と っ て の ミツ ヴァ の 代わ り に 「 そ の よう な も の は な い 」 と は 言わ ず 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て の ミツ ヴァ 
が ある 事柄 で は 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる こと を ユダ ヤ 人 に 禁じ な い 、 と 説明 され て いる 。 ト サ 
フォ ト 記 に ある よう に 、 異 邦人 に は 週 の どの 日 で あっ て も 休息 する こと が 禁じ られ て いる が 、 ユ ダ 
や ヤ 人 に は その よう な 禁止 は な い 。 


さて 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 必要 な の は 、「 あ な た の すべ て の 道 に お いて 主 を 知る 」 こ と で あり 、 要 する 
に 彼 の すべ て の 行為 は 天 の た めで ある べき で 、 そ うす れ ば 彼 の すべ て の 行為 は ミツ ボッ ト に な る 
(「 心 の 義務 」G-d( 神 ) の 奉仕 の 門 、 第 四 章 で 詳し く 説明 され て いる ) 。 また 、「 ミ ツ ヴ ァ の 守護 者 は 
悪 を 知ら な い 」 と いう 聖 句 に 関す る バー ル ・ シ ェ ム ・ ト フ の 解釈 に に よれ ば 、 ミ ツ ヴ ァ の 守護 者 に と っ 
て は 、 そ の 行為 は すべ て ミツ ヴァ の 範 瞳 で あり 、 し た が っ て 彼 は 「 悪 」 に は 属さ な い 。 そし て 、 も し 
ユダ ヤ 人 が 天 の た め に 何 か を する 場合 、 そ の た め に ノア ハイ ド 七 戒 で 禁じ られ て いる こと を する 
必要 が ある の で あれ ば 、 表 向き は ミツ ヴァ の 場 で あり 、 そ れ は 許さ れる は ず で ある 。 


タル ムー ド に よれ ば 、 異 邦人 は 妻 と の 不 自然 な 性 交渉 を 避け る 義務 が ある 。 そこ に は 次 の よう に 
書か れ て いる : 


ラビ ・ ハ ニナ の 名 に お いて ラビ ・ エ リエ ゼル : 


「 ノ ア の 子供 た ち が ユ ダ ヤ 人 の よう に 近親 相姦 に つい て 警告 され て いる こと を 、 ど うし て 私 た ち は 
知っ て いる の か ? 律 法 に は 、「 ま た 、 そ の 妻 に 契り 、 そ の 友 の 妻 に 契 ら ず 、 そ の 妻 に 契り 、 雄 に 契 
ら ず 、 獣 に 契 ら ず 」 と ある 。 


ラビ ・ サ ミュ エル 、 ラ ビ ・ ア バフ 、 ラ ビ ・ エ リエ ゼル は ラビ ・ ハ ニナ の 名 に お いて : 
「 こ の よう に 、 不 自然 な 方 法 で 妻 に 近づい た ノア は 殺さ れ た 。 その 理由 は 何 か 」 
「 彼 は 妻 と 契り 、 ふたり は 肉 と な る と ころ か ら 、 ひ と つの 肉 と な る 」 


異邦 人 が その 妻 と 不 自然 な 性 交 を し た 場合 、 義 務 を 負う と いう 結論 に 加え て 、 タ ルム ー ド の 言葉 
を 正確 に 理解 する 必要 が ある の は 、 第 三 の 禁 止 事項 で ある 。 不 自然 な 方 法 で 妻 に 近づく ノア の 
子 が 、 最 初 の つ 二 つの 禁止 事項 (友人 の 妻 と 雄 獣 ) と 区 別 さ れる こと で ある 。 こ れ は 、 不 自然 な 性 交 
に 関し て 、 ユ ダ ヤ 人 は 警告 され て お ら ず 、 た と え ノ ア の 息子 が その た め に 殺さ れ た と し て も 、 と い 
う 意 味 で ある 。 


し か し 、 正 確 を 期 さ な けれ ば 、 タ ルム ー ド が ユダ ヤ 人 で あっ て も 不 自然 な 性 交 は 禁じ られ て いる と 
いう 意見 と 同じ で ある と 言う こと は 可能 で あり (この 点 に 関し て は ネ ダ リム 20a を 参照 ) 、「 そ の よう 
な も の は 存在 し な い 」 と いう 一 般 的 な 原則 に 反対 し て いな い 、 な ど と 言う こと が で きる 。 


9. これ に よれ ば 、 バ ラム の 言葉 を 説明 する こと が で きる :「 離 れ て 住む 民 が 住み 、 国 々 の 間 で 計 
算 さ れ な いか ら で あ る 」: つ まり 、 こ の 民 は 異邦 人 か ら 完 全 に 切り 離さ れ て いる た め 、 彼 ら の 計算 
を 行わ ず 、 彼 ら が 義務 づけ られ て いる 義務 を 負わ な いと いう こと で ある 。 いと 高き 方 の 知識 を 知っ 
て いる バラ ム は 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 の 義務 を 負っ て いな いこ と を よく 知っ て いる 。 こ の こと は 確か 
に 彼 を 怒ら せる が 、 こ れ と と も に 、 彼 は この こと に お いて 、 思 わ ず 私 た ち を 祝福 する の で ある 。 そ 
し て 、 秘 密 に 従っ て 、 見 よ 、 そ れ は 生命 の 木 ( ゲ ー ト 12、 第 四 章 ) に 持っ て 来 ら れ 、「 離 れ て 」 は 王 
冠 の ダレ ス で 二 重 の 疑い の 兆候 で あり (この 問題 は ハ サ デ ィ 、 ダ ビデ -「 忠 実 な 」、 パ ー ト 6 で 詳細 
に 説明 され て いる ) 、 つ まり 、 魂 の 本 質 に お ける 単純 な 信仰 の 場所 に ある 。 リ マ ノ フ の ラビ 、 メ ナ ケ 
ム ・ メ ン デ ル の 著書 に は こう ある 。 
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偉大 な が バー ル ・ シ ェ ム ・ ト フ は 、 彼 が 幼い 頃 、 彼 の 優れ た 師 で ある シロ ン 人 の 預言 者 エリ ヤ が 、 理 
解 し 教え る た め に 、 名 前 (聖なる 名 前 ) の すべ て の 用 法 を 彼 に 教え た と 語っ た 。 そし て 彼 は 若かっ 
た の で 、 そ の 名 前 が 自分 の 娘 に 効く か どう か 知り た が っ た 。 


読者 へ の 注 : ラ ビ ・ リ マ ノ フ の 著書 の 名 称 を 翻訳 する た め に あら ゆる 勢力 を 払っ た が 、 タ イト ル 
が 正確 で な い 可 能 性 が ある 。 


ここ で は 「 謙 虚 さ 、 差 別 化 、 統 一 化 」 の 順 で 、 こ の 言葉 に 対す る 三 つ の 可能 な 説明 を 説明 する 、 
バー ル ・ シ ェ ム ー ヴ の 教え (「 バ ー ル ・ シ ェ ム ー ト ヴ の 有 冠 」 第 28 書 簡 ) か ら 引 用 し た 。 


最初 の 説明 
改宗 者 の 一 般 性 か ら 完 全 に 切り 離さ れる こと は な い だ ろ う 


上 で 示し た よう に 、「 何 も な い 」 と いう 論法 が 正しい の は 、 禁 じ ら れ た 事柄 に つい て の み で ある 。 こ 
の 世に 貝殻 が 存在 する 余地 が ある 状況 に 対し て 、 ユ ダ ヤ 人 が 権威 を 持つ 状況 が 存在 する の は 、 
貝殻 が 存在 する 余地 が ある か ら で あ る 。 なぜなら 、 聖 性 と 殻 の 境界 は まだ 曖昧 だ か ら で あ る 。 


トー ラー ( 律 法 ) の 内 面 で は 、 ユ ダ ヤ 人 の 動物 的 魂 は ノ ガ と いう 殻 に 由来 する と 説明 され て いる 
が 、 こ れ は 神聖 さと 三 つ の 不浄 な 殻 の 中 間 の 殻 で め る 。 こ の 殻 は 解明 され 、 神聖 に な る こと が で 
きる 。 ユダ ヤ 人 が その 肉体 で 戒め と 善行 を 果たす と き 、 そ の 肉体 を 包む ノ ガ の 殻 は 神聖 さ に 含ま 
れる 。 し か し 、G-d( 神 ) と つなが っ て いな いと き に 、 自 由 意 志 に よる 俗 世 間 的 な 職業 に 就く と 、 ノ ガ 
の 殻 は 汚れ た まま と な り 、 し た が っ て 、 三 つの 不浄 な 殻 を 養い 続け る こと に な る 。 


読者 へ の 注釈 : ノ ガ と は 一 般 的 に 、G-d( 神 ) の 輝き に 関連 する 天 の 輝 き や 光 を 指す 。 一 部 の 解 
釈 で は 、 ノ ガ は 精神 的 な レベ ル ま た は 領域 と 見 な され 、 神 秘 的 な 体験 に お ける 上 昇 の 段階 を 表 
す 。 より 高 次 の 霊 的 領域 か ら 発せ られ る 、 放 射 状 の まばゆい 光 と 表現 され る こと が 多い 。 


ある ラビ が ネ ゲ ブ 川 を 渡 ろ うと し た 。 彼 は 水 の 上 に 布 を 置き 、G-d's( 神 々 ) の 名 (聖なる も の の 助 
け を 借り て と いう 意味 ) を 唱え な が ら 歩 いて 渡っ た 。 彼 は G-d's( 神 々 ) の 名 を むやみ に 口 に し た こ 
と を ひど く 後 悔し 、 こ の 過ち を 正す た め に 悔い 改め と 断食 に 生涯 を 捧げ た 。 


や が て 彼 は 、 今度 は イシ ュ マ エル 人 の 危険 の た め に 、 再 び 川 を 渡ら な けれ ば な ら な い 状 況 に 
陥っ た 。 彼 は ベル ト を 水 の 上 に 置き 、 何 も 言わ ず に 川 を 渡っ た (この 話 に つい て は 、「 オ ル ・ イ スラ 
エル / Or Yisrael」 第 2 部 、54-57 ペ ー ジ に 詳し い ) 。 


G-d( 神 ) の 名 を 口 に する こと な く 川 を 渡っ た バア ル ・ シ ェ ム ・ ト フ の よう な 素朴 で 真 の 信仰 に 到達 し 
た 者 は 、「 何 も な い 」 と いう 領域 の 外 に 立つ の で ある 。 


この 文脈 の 中 で 「 戒 め を 守る 者 は 悪 を 知ら な い 」 と いう 節 の 意味 は 次 の よう な も の で ある :「 悪 」 と 
は 、 異 邦人 に と っ て の あら ゆる 似 姿 の こと で ある 。「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ 、 異 邦人 に 禁じ られ る も の 
は 何 も な い 」 と は 、 戒律 を 守る 者 が まっ た く 気づか な い 「 悪 」 の こと で ある (この こと は 、「 リ ・ ハ ・ ミ 
ディ 」( 何 も な い ) と いう 事実 が 示唆 し て いる ) 。 これ は 、 律 法 の すべ て の 戒め の 合計 で ある 613 に 
等 し い 。 こ の こと は 、 ユ ダ ヤ 人 の する こと は すべ て 、 そ れ 自 体 が 戒め と みな され る こと を 意味 し て 
いる 。 


ユダ ヤ 人 に と っ て 、 権 威 の ある 言葉 が まだ 存在 し 、 自 分 の 行動 は すべ て G-d( 神 ) に 関係 する 行 
動 で ちや る か ら ミ ツボ ッ ト で ある と いう 意識 で 生き て いな い 状 態 、 そ れ が 追放 中 の 状況 で ある 。 こ の 
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よう な 「 権 威 の 言葉 」 が 存在 する 状態 が 、 魂 が 三 つ の 不浄 の 殻 か ら 出 た 異邦 人 の 糧 と な る の で あ 
る 。 し た が っ て 、「 何 も な い 」 と いう 一 般 的 な 法則 は 、 私 た ちの 罪 が ある か ら こ そ 成 り 立 つの で あっ 
て 、 私 た ちと と も に ある 光 の 未 精製 の 殻 か ら 、 三 つの 不純 な 殻 を 養う 余地 が ある の だ 。 


単純 な 言い 方 を すれ ば 、 た と え ゲ ル ・ ト シャ フ で な く て も 、「 何 も な い 」 た め に 異邦 人 を 殺し て は な ら 
な いと いう 禁忌 が ある 。 ゲル ・ ト シャ フ を 殺し て は いけ な いと いう 禁忌 は 、 彼 の 命 を 救う と いう ミツ 
ヴァ が ある 以上 、 明 確 な 律 法 の 禁忌 で ある 。「 何 も な い 」 に 起因 する 禁止 は 、 ゲ ル ・ ト シャ フ で な い 
異 邦 人 、 つ まり 、 精 錬 され 、 清 め ら れ な い 異 邦人 を 殺す こと へ の 禁止 を 加え る だ け で ある 。 そし て 
見 よ 、 そ の よう な 異邦 人 の 存在 は 合法 的 な も の で は な い 。「 私 た ちの 師 モ ー セ は 、 ノ ア の 子 ら が 
命じ られ た 戒め を 全 世 界 の 住民 に 受け 入れ させ る よう 、 力 の 強 さ か ら 命 じ た 」 の だ か ら 。 私 た ち が 
この 命令 を 履行 し な い 状況 は 、 追 放 の 状況 、 ベ ディ アヴァ ド ( 回 顧 ) の 状況 で あり 、 そこで は 私 た 
ち は 洗 練 さ れ て いな い 異 邦人 の 存在 と 折り 合い を つけ る こと を 余儀 な くさ れ 、 私 た ち は 彼 ら に ゲ 
ル ・ ト シャ フ で ある こと を 強制 する 能力 を 持っ て いな い 。 内 面 的 な 次 元 に お いて 、 彼ら が 生命 と 存 
在 を 持っ て いる 状況 は 、 私 た ちの 中 に 光 の 抜け 殻 が まだ 自分 の 居場所 を 占め て いる と いう 事実 
に 起因 し て お り 、 私 た ち は 「 権 威 あ る 言葉 」 を 持っ て いる 。 


言い 換え れ ば 非 敬 庶 な 異邦 人 の 姿 と 存在 は 、 私 た ち が 彼 ら に 「 権 威 ある 言葉 」 を 与え て いる こと 
に 由来 する 。G-d( 神 ) か ら 切 り 離 され た 世界 を 真琴 に 受け 止め 、 聖 な る も の と は 関係 の な い 権 威 
の 言葉 に 居場所 を 与え る こと で 、 彼ら に 存在 を 与え て いる の だ 。 神聖 さ に 結び つか な い 権 威 の 言 
葉 に 居場所 を 与え て いる こと に 起因 する 。 こう し て 、 私 た ち は G-d( 神 ) と つなが っ て いな い ( 居 住 
外国 人 で は な い ) 異 邦人 に 居場所 を 与え 、「 異 邦人 の 散乱 」 が 私 た ち に 付着 する 。 


第 十 章 ハラ ハ 10 


- この 世 は ほとん ど 悪 で ある こと が 知ら れ て いる 。 つま り 、 ほとん ど が 異邦 人 で あり 、G-d( 神 ) か ら 
切り 離さ れ て いる 。 

-「 見 よ 、 民 は 一 人 で 住み 、 諸 国 の 民 の 中 に 算入 され な いで あろ う 」( 民 数 記 23:9) と いう 加 句 の 成 
就 を 、 私 た ち は ま だ 得 て い な い 。 前 述 の ハラ ハ の 注釈 で は 、 エ ジ プ ト か ら の 出 エ ジ プ ト は 「 民 族 の 
中 の 民族 」( 出 エジプト 記 12:38) と 呼ば れ 、 エ ジ プ ト は 異邦 人 (19 の 二 つ の 三角 形 ) の 「 宝 石 」 を 表 
し て いる と 説明 され て いる 。 天使 た ち は ま た 、 ミ ドラ ッシュ で 説明 され て いる よう に 、 イ スラ エル も ま 
た 偶像 崇拝 者 の 国 で ある と 海 で 主張 し た ( メ ヒ ル タ ・ ベ シャ ラ ハ 、 パ ラシャ 、 つま り 、 当 時 は まだ 私 
た ち は 異 邦人 と みな され て いた ) 。 律 法 の 授与 の と きだ け 適 切な 改宗 が 行わ れ た が (私 た ち は 旅 
を し 、 十 分 に 距離 を 置き 、50 日 を 数 える な ど ) 、 し か し 、 改 宗 者 の 現実 は 、 下 界 に 下る 王国 (マル 
クト ) と つなが っ た まま で あり 、 他 の 世界 か ら 完 全 に 切り 離さ れ て いる わけ で は な い 。 その 結果 、 
私 た ち は ま だ 異邦 人 の 世界 に 執着 し て いる 面 が ある 。 し た が っ て ノア ハイ ド の 七 つ の 控 を 守る 義 
務 が ある 。 
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この 「 異 邦人 らし さ の 痕跡 」 を 私 た ち は ま だ 拭い 去る こと が で き な い の で 、 ゲ マラ は 、 私 た ち は 異 
邦人 に 禁じ られ て いる すべ て の こと を 禁じ られ て いる と 述べ て いる 。 し た が っ て 、 私 た ち は 異 邦人 
だ け に 適用 され る 禁止 事項 と は 何 の 関 係 も な いと 主張 する 能力 を まだ 持っ て いな い 。 


この 理解 は 「 謙 克 」 の 理解 で あり 、 私 た ち は 次 の こと を 認め ざる を 得 な い 。 残念 な が ら 、 世 界 は ま 
だ ほとん ど 悪 の まま で あり 、 私 た ち は そ れ を 変え る こと が で き て いな い 。 


第 二 の 壁 :G-d( 神 ) の 御名 の 冒 ( チ ルル ・ ハ シム ) 


異邦 人 に 受け 入れ られ る よう に する た め に 、 律 法 の 単純 な 探 を 変え て いる 箇所 が いく つか ある 。 
例え ば : 


- ミツ ヴァ に 何 か を 寄付 し た 異邦 人 は 、 そ れ を 別 の ミツ ヴァ に 変更 する こと は で き な い 。 異邦 人 は 
騙さ れ た と 主張 する か ら で あ る (シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 、 ヨ レ ・ デ ア 257:3) 。 


- 強迫 され て 碑 っ た 者 は 、 た と え そ れ が 法 的 効力 を 持た な いと し て も 、 そ の 碑 い を 破る こと は 禁じ 
られ て いる 。 その こと が 異邦 人 に 知れ 渡り 、 彼ら が 匠 い を 破っ た と 疑う な ら ば ( 同 321:14、 ラ マ ) 。 


- 異邦 人 に 対し て ユダ ヤ 人 に 不利 な 証言 を 知っ て いる 一 人 の 証人 は 、 異 邦人 が 彼 を 証人 に する 
よう 特別 に 指定 し た 場合 、 異 邦 人 の た め に 証言 する こと が 要求 され る 。 イス ラ エ ル で は 一 人 の 証 
人 に 基づい て 有罪 判決 を 下す こと は な く 、 異 邦人 が ここ で 有罪 判決 を 下す と し て も 、 証言 し な いこ 
と は 神 の 御名 を 冒 流す る こと に な る (コー シェ ン ・ ミ シュ バット 28:3) 。 


- た と え 「 異 邦人 の 遺失 物 は 許さ れ 、 そ れ を 返す 者 は 犯罪 人 の 手 を 支え て いる の だ か ら 、 痛く こと 
に な る 」 と し て も 、「 異 邦人 が イス ラ エ ル を 崇め 、 自 分 た ち が 信 仰 の 民 で ある こと を 知る た め に その 
名 を 聖 別 する た め に 返す の で あれ ば 、 そ れ は 称賛 に 値する 。 また 、G-d( 神 ) の 御名 が 冒 さ れ 
て いる 場所 で は 、 そ の 者 が 失っ た も の は 禁じ られ 、 そ れ を 返す 義務 が ある 」( 同 320:1) 。 


- 2b. 我々 の 目的 の た め に は 、「 禁 じ ら れ た 」 と いう 言葉 を 「 東 縛 さ れ た 」 と 解釈 する こと が 非常 に 
適切 で ある 。 こ れ は 、「 ア ム ・ ハ ー レ ツ は 肉 を 食べ る こと を 禁じ られ て いる 」 と いう 加 賢 の 言葉 を ハ 
シディ ッ ク 派 が 解釈 する の と 同じ で 、 肉 を 食べ た いと いう 欲望 を 禁じ られ 、 東 縛 さ れる と いう 意味 
で ある 。 


- 2c. な ぜ な ら 、 外 見 上 、 異 邦人 の 身体 と ユダ ヤ 人 の 身体 に は 区 別 が な いか ら で あ る (ダー ス ・ 
トー ラー で 説明 され て いる よう に 、G-d( 神 ) は 自由 選択 に に っ て ユダ ヤ 人 の 身体 を 選ば れる だ け 
で ある 。 ユダ ヤ 人 は 、G-d( 神 ) に 服従 し 、 自 分 が どれ ほど 異邦 人 に 似 て いる か を よく 知る こと に 
よっ て 、「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は 何 も な い 」 と いう 説明 を 自分 の 中 で 実現 
し て いる の で ある ) 。 


- 2d9. ト サフ ォ ト 書 で は 、 異 邦人 に お いて の み G-d( 神 ) の 御名 を 冒 流す る こと に な る と いう ラ シ ュ の 
言葉 を 引用 し て お り 、 異 邦人 だ けが G-d( 神 ) の 名 を 冒 流し て いる の で あっ て 、 ユ ダ ヤ 人 は た と え 
反対 し て も 冒 流し て いな い 。 


- 2e. そし て 、 ミ ドラ ッシュ は そこ に 書い て いる 、 ま た は 彼ら は ユダ ヤ 人 が それ に つい て 知っ て いる 


と 感じ 、 ユ ダ ヤ 人 の 存在 の 取り 消し を 疑う 理由 が ある こと を 彼 は 最初 に 証言 する (シャ マッハ は そこ 
に 、 sec.7) 。 
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- 2f. 異邦 人 に 不適 切な 行為 が ある と 思わ れ な いよ うに 、 律 法 の 言葉 を 踏み に じ る よう な 、 より 厳 
格 な 例 も 見 つか っ て いる :「 ダ ビデ は 、 ギ ベ オ ン 人 を な だ め る た め に 、 サ ウル の 息子 の 何人 か を 
殺し た 。『 殺 し て は な ら な い 』 と いう 第 二 の 戒 め を 犯し て いる に も か か わら ず 」 
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この 論理 に 従え ば 、「 リ ・ ハ ・ ミ ディ 」 の 主張 を 解釈 する こと が で きる 。 


(この フレ ー ズ は 「 私 の た め に 、 何 も な い 」 あ る い は 「 何 も な い 」 と 訳 さ れ 、 異 邦人 に 禁じ られ た も の 
は ユダ ヤ 人 に も 禁じ られ る と いう ユダ ヤ や 法 の 原則 を 指し て いる ) 。 実際 、 問題 その も の か ら 見 れ 
ば 、 上 で 説明 し た よう に 私 た ち は 異 邦人 の 範 暗 を 出 て いる か ら で あ る 。 し か し ゲ マ ラ は 、 異 邦人 
に 禁じ られ て いる こと を 私 た ち に 禁じ て いる と 述べ て いる だ け で あり 、 そう で な いと 言う こと は G-d 
( 神 ) の 御名 を 冒 流す る こと に な る か ら で あ る 。 確か に 、 私 た ち は 異 邦人 が 禁じ られ て いる こと を 
ユダ ヤ 人 が 許さ れる 理由 を 理解 し て いる が 、 異 邦人 世界 は それ を 理解 し て お ら ず 、 そ の 結果 、 
G-d( 神 ) の 御名 の 冒 涯 が 生ま れ て いる 。 まる で 、 私 た ち は G-d( 神 ) に 近い 存在 だ か ら 、 世 の 腐敗 
や 張 落 を 気 に し な いか の よう だ 。 


この 説明 は ハヴ ダラ の 説明 で ある 。 実際 、 私 た ちと 異邦 人 の 間 に は 本 当 の つなが り は な く 、 私 た 
ち は 彼 ら と は まっ た く 異 な る 存在 で ある 。 こ の 違い が ある か ら こ そ 、 私 た ち は 異 邦人 に 禁じ られ て 
いる こと に も 注意 を 払う の で ある 。 私 た ちと 異邦 人 と の 間 に は 大 き な 隔 た り が あり 、 距離 が ある た 
め 、 異 邦人 に は 正しく 受け 取ら れ な いこ と を 理解 し て いる か ら だ 。 


第 三 の 関門 異邦 人 の 修復 の た め に 


別 の 言い 方 を すれ ば 、 私 た ち が 異 邦人 の 禁止 事項 に よっ て 禁じ られ て いる の は 、 私 た ちと 異邦 
人 と の 間 に つ な が り を 持た せる た めで ある (そう する こと で 、「 地 に 一 つの 民 」 と いう 目的 が 達成 さ 
れる ) と 説明 する こと も で きる 。 つま り 、 私 た ち 自 身 か ら 見 れ ば 私 た ち は 異 邦人 と は 千 差 万 別 で あ 
り 、 彼 ら が 禁じ て いる こと を 私 た ち が 禁 じ ら れ る 理由 は な い 。 し か し 結局 の と ころ 、 私 た ち は 異 邦 
人 を 含む 全 世 界 を 修繕 し 、 異 邦 人 の 光 と な る よう に 命じ られ て いる 。 彼ら を 引き 上 げ る た め に は 、 
私 た ち は 何ら か の 形 で 彼ら と つなが る 必要 が ある (ハシ ディ ズム で 「 精 錬 者 は 精錬 者 の 服 を 着る 
必要 が ある 」 と 説明 され て いる よう に ) 。 し た が っ て 、 私 た ち も 異 邦人 の 禁忌 に よっ て 彼ら の 置か 
れ た 状況 や その 時 々 の 仕事 に 同調 し 、 そ の 中 か ら 彼 ら を 修復 し 、 引き上げ る こと が で きる よう に 
な る の で ある 。 


- トー ラー 律 法 の 違反 、 そ の 理由 は 「 天 の 名 が 公衆 の 面前 で 冒 涯 され る より は 、 ト ー ラ ー 律 法 の 
一 文字 が 根こそぎ に され る 方 が まし で ある 」。 (イェ ヴァ モト 79a、 同書 参照 : バ ヴァ ・ カ ンマ 79a) 。 
イス ラ エ ル 人 は 、 そ れ が 律 法 の 搾 に 反し て いた に も か か わら ず 、 ギ ベ オ ン 人 を 免れ た (ヨシ ュ ア 記 
9 章 ) (少な く と も 初期 の 権威 者 の 何人 か に よれ ば 、 そ う で ある 。 申 命 記 20:11 に 対す る ラン バム を 
参照 : マル クト ・ イ スラ エル 、 Part 3, pp.63, 67-69) 。 


- 57. ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 間 の 大 き な 違 い は 、 主 と し て ユダ ヤ 人 の 内 な る G-d( 神 ) の 魂 の 微妙 な 
側面 に ある 。 彼ら が 理解 し て いる の は 、 我 々 が 「G-d( 神 ) の 民 」 で ある と 主張 し て いる こと だ け で 
あり 、 し た が っ て 、 も し 彼ら が 全 人 類 の 義務 だ と 考え て いる こと を 我々 が 行わ な けれ ば 、 我 々 は そ 
れ に よっ て 、 我 々 が 背負 っ て いる G-d( 神 ) の 名 を 冒 流す る こと に な る 。 


- 58.「 ミ シュ ナ ・ ト ー ラ ー」 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム の 第 八 章 末尾 に ある ラン バム の 言葉 を 参照 。 
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この 説明 は 、 ゲ マラ の 言葉 を 「 甘 く 」 し た も の で ある : 本 当 は 、 ユ ダ ヤ 人 と は まっ た く 違 う も の で あ 
り 、「 異 邦人 が 何 を 言う か 」 と いう 恐れ さえ も ここ に は な い 。 よく 知ら れ て いる よう に 、 ユ ダ ヤ 人 の 本 
質 で ある 自由 な 選択 に お いて 、 私 た ち は 異 邦人 世界 の 解明 と その 修復 に 携わる こと が で きる よう 
に 、 異 邦人 の 戒め を 「 着 飾る 」 の で ある 。 


ナ フ カ ・ ミ ン ナ ー 罪 を 犯し た ユダ ヤ 人 へ の 六 


リ ・ ハ ・ ミ ディ に 由来 する 異邦 人 へ の 危害 の 禁止 に は 三 つ の 説明 が 考え られ る 。 この フレ ー ズ は 
「 私 の た め に 、 何 も な い 」 ま た は 「 何 も な い 」 と 訳 さ れ 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる も の は すべ て また 
禁じ られ て いる と いう ユダ ヤ 法 の 原則 を 指し て いる 。 また 、 禁止 に 言及 する 形式 に は 違い が ある 
よう で 、 それは 「 違 反し た 者 へ の 罰 」 で ある 。 


「 誹 謗 中 傷 」 に よっ て まだ 欠陥 が ある と すれ ば 、 こ れ に 違反 する 者 は 誰 で も 危害 を 加え 、 損 害 を 与 
える 。 ハラ ハ に よれ ば 、 異 邦人 に 危害 を 加え て も 責任 を 負わ な い が 、 王 が 打撃 を 与え 、 国 家 の 秩 
序 を 守る た め に トー ラー が 罰 を 与え る こと は 問題 外 で は な いこ と が わか っ た 。 異 邦人 の 誹謗 中 傷 
に 執着 し 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる こと を 自ら 犯し て いる 者 を 王 が 見 た と き 、 そ の 者 が 国家 に 与え 
る 損害 を 防ぐ た め に 処罰 する よう 求め て いる の で ある 。 


区 別 の 認識 で は 、 ユ ダ ヤ 人 の この 行為 に 下 彰 は な い 。 し か し それ に も か か わら ず 、G-d( 神 ) へ の 
置 と いう 罪 が あり 、 そ れ は 最も 重い 罪 の 一 つ で あり 、 天 は それ に 対し て 厳し く 加 する 。 し か し 、 
ムク ツェ ー( 分 離 ) と いう 理由 だ けが 存在 する 状況 で は 、 そ れ に 違反 し た 者 に 対す る 六 は 、 積 極 的 
な 戒律 に 違反 し た 者 と 同様 で あり 、 そ の 罰 は は る か に 軽い 。 言い 換え れ ば 、 区 別 の 認識 に お い 
て 異邦 人 を 傷つけ た 場合 の 罰 は 、 積 極 的 戒律 に 違反 し た 場合 の 神 よ り も 軽い と G-d( 神 ) は 主張 
され る 。 


9. すでに 述べ た よう に 、 最 初 の 説明 で ある 謙 区 は 、 異 邦人 で ある 自分 た ち が 、 世 に 降り た アッ 
ツィ ルト の マル クー ト に 属し 、 そ れ ゆ え 今 も 異邦 人 と の つなが り と 類似 性 を 持っ て いる と いう 認識 
に 属す る 。 これ ら の こと は 、 マ ルク ト に し が みつ く 王 だ けが この 側面 の 修復 に 責任 を 負う と ここ で 
説明 され て いる こと と 一 致し て いる 。 ま た 、 こ れ ら の こと は 、 ミ ッ テ ラ ー・ レ ベ が (ミッ テラ ー・ レ ベ の 
トー ラー に 関す る 記事 の 注釈 「HaShem Simcha」 に お いて ) 異 邦人 に 対し て も 謙虚 で な けれ ば な 
ら な いと 説明 し て いる こと と も 関連 し て いる 。 なぜなら 、 私 が ユダ ヤ 人 と し て 持っ て いる も の は すべ 
て 私 の も の で は な く 、 信 仰 を 得る た め に 先祖 か ら 賜 物 と し て 受け 継い だ も の だ か ら で あ る (そし 
て 、 こ の こと 自体 に お いて 、 私 の 側 か ら 見 れ ば 私 は 異邦 人 より も 悪い と いう 謙虚 さ を 区 別 す る こと 
が 可能 で ある 。 私 た ち が 異 邦人 で ある こと を 自覚 する こと で 、「 そ し て 、 イス ラ エ ル の 聖なる 場所 で 
人 の 子 ら ( 悔 惨 者 ) は 喜ぶ 」 の 範 剛 に ある 悔 惨 者 の レベ ル に 達する と いう こと で あり 、「 そ し て 、 へ 
りく だ っ た 者 (正しい 者 ) は ハシ ェ ム の 喜び の 中 で 増す 」 よ り も 高い の で ある 。 (ハシ ェ ム (注解 8) の 
「 レ フ ・ レ ダ ア ス 」 で 説明 され て いる )。 


10. そし て 、 ヨ マ 54a に 説明 され て いる よう に 、 死 の み が こ れ を 償う 。 と いう の も 、 死 は 生 を 伴わ な 
い 空 虚 な も の だ か ら で あ る 。 
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「 あ な た は 私 の 聖なる 名 を 冒 流し て は な ら な い 」。 し か し 、 そ の 抹消 に お いて 、 彼 は 言う っ: あな た は 
世界 を 創造 し た 私 の 意図 の 目的 に 十分 に 敏感 で は な か っ た 。 さら に 、 リ ・ ハ ・ ミ ディ (Li' kha M'idi、 
この フレ ー ズ は 「 私 の た め に 、 何 も な い 」 あ る い は 「 何 も な い 」 と 訳 さ れ 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる 
こと は すべ て 禁じ られ て いる と いう ユダ ヤ 法 の 原則 を 指し て いる ) : 彫 い の 初め 、 異 邦人 の く び き 
が 私 た ちの 首 に か か っ て いな いと き 、 私 た ち は 「 一 人 で 住ん で いる 民 で あり 、 諸 国民 と 一 緒 に 計 
算 す る こと は な い 」 状 態 に あり 、 そ の と き 私 た ちの 主 な 所 属 は 差別 化 の 説明 で ある 。 将来 、 私 た ち 
が 世界 の すべ て の 住民 に G-d( 神 ) の 言葉 を 広め る た め に 前 進 す る と き 、 消去 の 説明 が 主要 な も 
の と な る 。 


- 51: 前 の 注 で 説明 し た よう に 、「G-d( 神 ) の 名 を 冒 流す る 」 と は 、「 剣 で 殺す 」 と いう 意味 の 言葉 に 
由来 する 。 誰か が G-d( 神 ) の 名 を 冒 流す る と き 、 そ れ は あたかも G-d( 神 ) を 殺し た か の よう で あ 
り 、G-d( 神 ) は 「 あ な た は 私 を 殺し た ! 」 と 嘆く 。 


- 52: 著者 は この 概念 を さら に 明確 に し て いる 。 彼 は 、 行 為 が 戒律 や 違反 を 超え て 存在 する か ど 
うか と いう 問題 は 、 聖なる も の と 不浄 な も の の 橋渡し を する 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」( 輝 き の 殻 ) の 性 
質 に よっ て 決ま る と 述べ て いる 。 


- アリ ザー ル に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 の 身体 を 動か し て いる 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 は 異邦 人 の それ と は 
根本 的 に 異な る 。 すべ て の ユダ ヤ 人 は 、 そ の 正 し さ に か か わら ず 、 二 つの 魂 を 持っ て いる 。 ひ と 
つの 魂 は 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 に 由来 する 魂 が 肉体 を 動か し て いる 。 も う 一 つ は 、 聖なる も の か ら 
由来 する も の で 、 ユ ダ ヤ 人 に 霊 的 な 本 質 を 与え る 。 


- し か し 、 ユ ダ ヤ 人 の 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 は 異邦 人 の それ と は 異な る 。 ユダ ヤ 人 の 「 ケ リバ パッ ト ・ 
ノー ガ 」 は 善 を 含ん で いる 。 善悪 の 知識 の 木 に 由来 する か ら で あ る 。 こ の こと は 、 ユ ダ ヤ 人 が 優し 
さと 思い や り を 持つ 理由 を 説明 し て いる 。 


- 逆 に 異邦 人 の 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 は 完全 に 不純 で 、 善 を 欠き 、 こ の 世 の す べ て の 悪 の 源 と な っ 
て いる 。 異邦 人 が し ば し ば 「 悪 の 傾倒 の し も べ 」 と 呼ば れる の は この た めで ある 。 


- 著者 は 次 に 、 普通 の 異邦 人 と 「 ゲ ル ・ ト シャ フ 」( 居 住 外国 人 ) を 区 別 す る 。「 ゲ ル ・ ト シャ フ 」 と は 、 
3 人 の ユダ ヤ 人 に よる ベイ ト ・ デ ィ ン ( ユ ダ ヤ や 教 協議 会 ) を 含む 正式 な 手続 き を 経て 改宗 し た 異邦 
人 で ある 。 こ の 改宗 に よっ て 「 ゲ ル ・ ト シャ フ 」 の 本 質 が 根本 的 に 変わ り 、「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 に 属 
する こと が で きる よう に な る 。 


- この 変化 に も か か わら ず 、 ユ ダ ヤ 人 の 知 的 魂 と 「 ゲ ル ・ ト シャ フ 」 の それ と の 間 に は 根本 的 な 違 
い が 残 っ て いる 。 こ の 違い が 、「 ゲ ル ・ ト シャ フ 」 が ユダ ヤ 人 の よう に 律 法 を 学ぶ こと が で き な い 理 
由 を 説明 し て いる 。 同様 に 、 こ の 戒律 は ユダ ヤ 人 に 特別 に 許さ れ て いる か ら で あ る 。 


- 最後 に 著者 は 、「 ゲ ル ・ ト シャ フ 」 の 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 に は 、 思 いや り 、 優し さ 、 謙虚 さと いう 三 


つの ポジ ティ ブ な 特質 が 欠け て いる と 述べ て いる 。 これ ら の 資質 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー 
ガ 」 だ け の も の で ある 。 
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慈悲 深く 、 謙 虚 で 、 親 切 


これ は 、 彼ら の 魂 が 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 (輝き の 殻 ) 、 つ まり 善悪 の 知識 の 木 の 秘 密か ら 出 た も の 
で ある た め 、 ユ ダ ヤ 人 に 属す る も の だ か ら で あ る 。 こ れ は 「 イ グ ゲ レト ・ ハ ・ コ デシ ュ 」( 第 十 二 章 ) 
で 述べ られ て いる こと を 明確 に する も の で 、 バー ル ・ シ ェ ム ・ ト フ の 言葉 か ら 、 こ れ ら の 資質 は G-d 
( 神 ) の 魂 か ら 出 た も の で ある こと が わか る : ユ ダ ヤ 人 が 三 つ の 属性 を 持つ 神聖 な 魂 を 持つ と き 、 
アッ ティ カ か ら 続 く 先祖 た ち は 、 そ の 魂 が 神聖 な も の で ある こと を 知っ て いる 。 バー ル ・ シ ェ ム ・ ト フ 
の 言葉 か ら 、 こ れ ら の 資質 は G-d( 神 ) の 魂 か ら の も の で ある こと が わか る 。 アッ ツィ ルー ス は 、 彼 
の 世界 、 彼 の 動物 の 魂 の 中 に も ある 。 異 邦人 、 た と え ゲ ル ・ ト シャ フ ( 居 住 外国 人 ) で あっ て も イス 
ラ エ ル 人 の 子 で は な い の で 、 ア ッ ツ ィ ル ー ス の 要素 は まっ た く な い 。 


選択 の 領域 に お いて の み 


ここ で 斬新 な の は 、 彼 の 魂 が 「 ケ リ パ ッ ト ・ ノ ー ガ 」 の も の で ある た め 、 彼 が 善行 を 行う こと が 可能 
だ と いう こと で ある 。 自慢 する た め な ど で は な く 、 こ の 点 に 注意 し て ほし い 。 


以上 か ら 見 えて くる の は 、「 レ ・ ハ ケル 」( 甘 美化 ) の 原則 は 、 選 択 の 領域 に お いて の み 適 用 され る 
と いう こと で ある 。 言い 換え れ ば 、 選 択 の 全 存在 は 、 ユ ダ ヤ 人 と それ と は 対照 的 な 異邦 人 と の 間 
に いわ ば 出会い の 場 を 作る こと で あり 、 そ れ に よっ て 私 た ち ユ ダ ヤ 人 は これ まで 説明 し て きた 「 甘 
く な る 」 過 程 と 同様 に 、 諸 国民 の 光 と な り 、 で きる 限り 彼ら を 是正 する こと が で きる の で ある 。 


メシ ア の 時 代 


将来 、 義 な る 救済 者 が 到来 すれ ば (そし て 私 た ち は す で に メシ ア と と も に 生き な けれ ば な ら な 

い ) 、 選 択 の 壁 は 取り 除 か れる 。 これが 自然 認識 の 約束 で ある 。 私 た ち は 、「 自 然 な 気づき 」 と い 
う 本 で よく 説明 され て いる よう に 、 今 日 の 「 命 じ ら れ て する 」 よ り も 高い レベ ル の 「 言 いな り に な ら な 
い 」 と いう 状態 に 戻る 。 こ れ は 、 戒 律 が 無効 に な る 死者 の 復活 へ の 一 歩 で ある (「 タ ー ニ ャ 」 第 26 
章 末 の 「 イ グ ゲ レト ・ ハ ・ コ デシ ュ 」 に お ける バー ル ・ シ ェ ム ・ ト フ の 裁定 に よる ) 。 


つま り 、 メ シア の 時 代 に は 、 選 択 対 戒 の め は な く な り 、 す べ て が 選択 と な り 、 命じ られ て 行う の で は な 
く 、 す べ て が 戒め 、 つ まり 究極 の G-d( 神 ) の 意志 が 同時 に 現れ る の で ある (選択 と 戒め が 一 緒 に 
な る ニニ イス ラ エ ル よ 、 私 た ちの G-d( 神 ) 、 主 は お 一 人 で ある こと を 聞け ! ) 。 


シャ バッ ト の 境界 の 秘密 で 知ら れ て いる よう に 、 聖なる も の と 俗 な る も の と の 間 に 、 い わ ば ギャ ッ 
プ と 空虚 な 空間 が 生ま れる か ら で あ る 。 そう な れ ば 、 前述 し た よう に 「 何 も な い 」 が 当て は まる 場 
所 は 本 当 に な く な っ て し まう 。 


そし て 見 よ 、 ま さ に その 時 こう 言わ れる 。「 そ の 時 、 わ た し は 諸国 民 に 明瞭 な 言葉 を 向け 、 彼 ら が 
皆 、 主 の 御名 を 呼び 求め 、 一 致し て 主 に 仕え る よう に する 」 と 言わ れ て いる の だ 。 し か し 、 こ れ は 
上 か ら の 「 覆 す 」 行 為 に 過ぎ な い ( 私 た ち が 諸 国民 に 照ら す 光 は 、 屋 根 と 左足 の 間 に 空間 が ある 
ヨド 書簡 の 秘密 の よう に 、 私 た ちと 諸国 民 の 間 の 隙間 を 飛び 越え 、 私 た ちの うち に 明らか に され 
る の は G-d( 神 ) の 「 無 」 そ の も の の 秘密 で あり 、 そ れ で 十分 な の で ある ) 。 


この こと は 、 マ イモ ニ デ ス ( 正 確 な 版 で は 「 ミ シュ ナ ・ ト ー ラ ー」 第 十 一 章 「 王 」) の 言葉 と 一 致し て い 
る 。 そこ で は 、 全 世 界 の 是正 は メン ア の 仕事 で は な く 、 むし ろ 世 界 の 創造 主 の 思い か ら で あ る こと 
が 明らか に され て いる 。 私 た ちの 道 は 主 の 道 で は な く 、 私 た ちの 思い も 主 の 思い で は な いか ら 
だ 。 こ れ ら の こと は すべ て 、 メ シア の た め に 道 を 整え 、 全 世界 が と も に G-d( 神 ) に 仕え る よう 正す 


67 


た め の も の で し か な い 。「 そ の 時 、 わ た し は 国々 に 、 明瞭 な 言葉 を 向け 、 彼 ら が 皆 、 主 の 御名 を 呼 
び 、 一 致し て 主 に 仕え る よう に する た めで ある 」 
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ーー ゴ 


第 二 草 
ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 する 異邦 人 を 殺す 


七 つ の G-d( 神 ) の 戒め 


この 章 で は 、 死 刑 を 科す 七 つ の ノ アハ イド の 近 に 違反 し た 異邦 人 の 殺害 を 扱う 。 し か し 、 ゲ マラ は 
次 の よう に 述べ て いる 。 (お そら く 七 つの ノア ハイ ド の 探 に 違反 し た ) 異 邦人 は 「 処 刑 され な い 」。 


つま り 、 死 刑 に は し な いと いう こと で ある 。 こ の 二 つ の 出典 か ら 、 四 つの 解釈 を 見 出す こと が で き 
る : 


1. ラ ン バ ム と シャ ハシ ュ : 彼ら は 「 処 刑 さ れ な い 」 と は 、 異 邦人 が 七 つ の ノ アハ イド の 近 に 違反 し た 
か どう か 確信 が 持て な い 場 合 を 指す と 解釈 し て いる 。 


2. リト ヴァ : 彼 は 、「 私 た ち は 処刑 し な い 」 と は 、 憎しみ や 敵意 が 動機 と な っ て いる 場合 を 指す と 解 
釈 し て いる 。 ユダ ヤ 人 は 正義 より も 復讐 や 怒り の た め に 異邦 人 を 殺し た く な る か も し れ な い 。 


し た が っ て 、 聖 賢 た ち は そ の よう な 場合 に 異邦 人 を 殺す こと を 禁じ た 。 


3. ラヴ ・ ヨ ナ と トゥ ー ル : 異邦 人 を 吉 く こと を 完全 に 禁じ て いる 。 異邦 人 に は ユダ ヤ 人 と 同じ 探 が 適 
用 され な いか ら で あ る 。 し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 は 異邦 人 を 裁く こと を 禁じ られ て お り 、 そ の 中 に は 
七 つ の ノ アハ イド の 近 に 違反 し た 罪 の 判断 も 含ま れる 。 


4. ベイ ト ・ ヨ セ フ と 従者 (ラン バム に 従う ) : 彼ら は 、 裁 判 な し で 彼ら を 殺す こと は 禁じ られ て いる と 
解釈 し た 。 死刑 の 重大 性 か ら そ の 適用 に は 公正 な 裁判 が 必要 で ある 。 


これ は タル ムー ド ( サ ン ヘ ドリ ン 57b) で 説明 され て いる : ラ ビ ・ ヤ アコ フ ・ バ ー・ ア チャ は 、「 ラ ヴ の 書 
斎 の アガ ドー ト 」 と いう 書物 の 中 で ある 記述 を 見 つけ た : ユ ダ ヤ 人 に 関す る ハラ ハ と は 逆 に 、 ノ ア 
の 子 孫 や ブナ イ ・ ノ アハ (異邦 人 ) は それ に 基づい て 処刑 され る : 

- た っ た 一 人 の 裁判 官 の 評決 と 

- 一 人 の 証人 の 証言 に に っ て も 、 ま た 

- 罪 を 犯す 前 に 予告 され る こと な く 

- 彼 が 裁 か れ 、 証 言 さ れる の は 、 男 の 口 に よっ て だ け で あっ て 、 女 の 口 に よっ て で は な い 

- し か し 、 親 族 で あっ て も 、 彼 を 裁き 、 彼 に 不利 な 証言 を する こと が で きる 


聖 賢 た ち は ラ ビ ・ イ シュ マエ ル の 名 に お いて 、 ノ ア の 子孫 は 胎児 を 殺し た と し て も 処刑 され る と 述 
べ て いる 。 


ラン バム は 「 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 」 (9 章 , ハラ ハ 9) の 中 で 次 の よう に 述べ て いる : 


アダ ム は 六 つ の こと を 命じ られ た : 
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- 偶像 崇拝 、G-d( 神 ) の 祝福 、 流 血 、 不 道徳 、 容 み 、 裁 判 制度 で ある 。 


ノア ハイ ド は また 、 六 つの こと を 命じ られ て いた : 


- 偶像 崇拝 の 禁止 、 冒 流 の 禁止 、 流 血 の 禁 止 、 不 道徳 の 禁止 、 補 盗 の 禁止 、 法 廷 の 設置 の 命令 
で ある 。 


これ ら の 戒律 に 違反 し た ノア ハイ ド 人 は 剣 で 処刑 され る 。 
例え ば : 


- 偶像 を 崇拝 する 者 、 不 適切 に G-d( 神 ) を 祝福 する 者 、 あ る い は 
- 血 を 流す 

- 禁じ られ た 性 的 関係 を 結ぶ 者 、 ま た は 

- 盗み 

- 生き た 動物 の 肉 を 食べ る 者 

- 罪 を 犯し た 者 を 見 た 者 


これ ら の 七 つ の 命 令 に 違反 し た 異邦 人 は 、 断 頭 の 刑 に 処せ られ る 。 


この た め 、 シ ェ ケ ム の 住民 は みな 、 盗ん だ り 、 見 た り 、 知 っ た り し た た め に 、 死 ぬ 義 務 が あっ た 。 裁 
か な か っ た か ら で あ る 。 


- そし て ノア ハイ ド は 、 警告 な し に 、 一 人 と 一 人 の 裁判 官 の 証言 に 基づい て 殺さ れる 。 

- ノア ハイ ド を 持つ 裁判 官 が 任命 され る まで は 、 証 人 自身 も 裁判 官 に な る こと が で きる 。 

- つま り 、 一 方 が も う 一 方 の 罪 を 犯し て いる の を 見 れ ば 、 自 分 が 証人 で あり 裁判 官 で ある 以上 、 
彼 を 裁き 、 そ の た め に 殺す こと が で きる の で ある 。 証人 で あり 裁判 官 で あわ る か ら で あ る 。 


ハラ ハ の 裁定 


ハラ ハ は 、 異 邦人 が ノア ハイ ド の 七 つ の 搾 の いずれ か に 違反 し た 場合 死刑 の 対象 と な る と 定め 
て いる が 、 そ れ は 資格 の ある 裁判 所 が 弁護 の 機会 を 与え る 裁判 を 行っ た 後に 限ら れる 。 


現実 的 な 意味 合い 


異邦 人 に よる 七 つ の ノ アハ イド の 兵 の 違反 を 証明 する こと は 、 実 際 に は 非常 に 困難 で ある 。 し た 
が っ て 、 異 邦人 が その よう な 違反 を 犯し て 処刑 され る 可能 性 は 極め て 低い 。 


結局 の と ころ 、 彼 は 彼 を 哉 く こと が で き 、 そ の た め に 彼 を 殺す こと が で き 、 彼 が 証人 で ある 以上 、 
彼 が 裁判 官 で も る 。 こ れ は 、 エ ジ プ ト 人 を 殺し た モー セ の 行為 か ら 学 ん だ サン ヘ ド リ ン の ゲ マ ラ で 
説明 され て いる 方 法 で ある 。 そし て 、 ノ ア の 息子 は 、 一 人 の 証人 と 一 人 の 裁判 官 に よっ て 、 何 の 
前 触れ も な く 殺 され る 。 
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ルー ル - 証人 が 裁判 官 に な る 


証人 は 、 ノ ア の 子 ら の 間 で 裁判 官 と な る こと が で きる 。 言い 換え れ ば 、 あ る 人 が 他人 が 罪 を 犯し 
て いる の を 見 た 場合 、 そ の 人 は その 人 を 裁き 、 そ の 罪 で 殺す こと が で きる 。 こ れ は タル ムー ド の 
サン ヘ ド リ ン 書 の 中 で 説明 され て お り 、 エ ジ プ ト 人 を 殺 し た 我々 の 師 モ ー セ の 行為 か ら 教訓 を 得 
て いる 。 


ラビ ・ チ ャ ニナ は 言っ た : 


異邦 人 が ユダ ヤ 人 を 殴っ た 場合 、 死刑 に な る :「 そ し て 、 彼 は あちら こち ら を 振り 返っ て 人 が いな 
い の を 見 て 、 エ ジ プ ト 人 を 殴り 、 砂 の 中 に 隠し た 」 


私 た ちの 師 モ ー セ は 、 エ ジ プ ト 人 が イス ラ エ ル 人 を 打つ の を 見 て 、 そ れ に 基づい て 彼 を 殺し た 。 見 
よ 、 モ ー セ は 証人 で あり 、 裁 き 手 で あり 、 エジプト に お ける 正義 の 執行 を 妨げ る も の で は な い 。 


この こと は 、「 イ ェ ヴ ァ モ ト 」47a 章 に 登場 する ラ シ も 説明 し て いる 。 戒律 は 、 刈り入れ 、 忘 れ 穂 、 畑 
の 角 で ある : 


そし て 彼ら は 、 刈 り 入 れ の 罪 、 忘 れ ら れ た 刈り 入れ の 罪 、 畑 の 隅 の 罪 に つい て 彼 に 知ら せる 。 な 
ぜ な ら 、 ノ ア の 子 ら は サン ヘ ド リ ン で 盗み に つい て 警告 され 、 そ の 警告 は 警告 な し に 彼ら の 死 で 
あっ た か ら で あ る 。 つま り 、 ラ シ は 、 他 の 異邦 人 が 自分 の 畑 か ら 盗 み を 働く の を 見 た 異邦 人 は 、 
彼 を 殺す こと が で きる と 理解 し て いる 。「 そ し て 、 彼 は 彼ら の 搾 の 中 で 殺さ れる 」 


な ぜ な ら 、 彼 は 目撃 者 で ある と 同時 に 裁判 官 で あり 、 礼 次 の 戒律 を 犯し た 異邦 人 を 裁く か ら で あ 
る 。 それ ゆえ 、 改 宗 する 者 に 、 自 分 の 畑 か ら 採っ て いる 者 た ち が 合法 的 に そう し て いる こと を 警告 
する 必要 が ある 。 


* 刈 り 入 れ と は 、 農 民 の 畑 で 収穫 され た 作物 の 残り を 集め る こと で ある 。 
“あな た の 主 が 、 あ な た の 手 の す べ て の わざ に お いて 、 あ な た を 祝福 され る た めで ある 。 


* 畑 の 隅 ( レ ビ 記 19:9-11) 収穫 の 間 、 置 き 去り に され た り 、 忘れ 去ら れ た り し た 穀物 や 農産 物 は 、 
貧し い 者 が 刈り 取る こと が で きる 。 畑 の 隅 ( ペ ア ) も 貧し い 人 々 の た め に 指定 され た 。 


- また 、 (同書 の サン ヘ ド リ ン に ある ) ラ ン が 、 死 刑 の 義務 は 禄 次 の 法 か らく る も の で ある と いう 意 
見 を 持っ て き て いる の を 見 よ 。 実際 、 マイ モニ デス は 「 王 の 法 」 に お いて 、 死 刑 の 義務 は な いと 裁 
定 し て いる (10:5) 。 

また 、「 傷 害 と 害悪 の 法 」(5:3) に お ける 彼 の 言葉 と 比較 し て お り 、 こ れ ら すべ て を 詳し く 説 明 す る 
場所 は な い ( 書 籍 『「 イ スラ エル の 王国 」 第 三 部 「 イ スラ エル の 彫 い 主 の 道 の 始 まり 」 の 記事 で よく 
説明 され て いる ) 。 いずれ に せよ 、 こ の 問題 を 論じ た 学者 た ち ( 同 書 の ラン 、 レ チェ ム ・ イ ェ フ ダ 、 
「 王 の 法 」 に お ける マイ モニ デス に つい て :「 セ モト 」 パ ラシャ の 冒頭: 「 ヨ セ フ 」 シ マン の 一 部 13) 
は 、 モ ー セ は エジプト 人 を 裁く こと が で きた し 、 彼 が 証人 で ある と 同時 に 裁判 官 で る る こと に 何 の 
問題 も な いと 理解 し て いる 。 マイ モニ デス (ラン バム ) に よれ ば 、 殺 され な い の は 別 の 理由 か ら で 
ある 。 


マイ モニ デス (ラン バム ) は 、 シ モン と レビ の 行為 を 、 彼 ら が ディ ン ( 裁 き ) の ミツ ヴァ に 違反 し た た 
め に シェ ケム の 人 々 を 殺し た と 説明 し て いる 。 
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私 た ち は 、 シ モン が レビ の 前 で 証言 し た と も 、 そ の 送 も 見 い だ せ な か っ た 。 マイ モニ デス の 単純 な 
意味 は 、 シ モン と レビ が 証人 で あり 、 審 判 者 で あっ た と いう こと で ある : シ モン と レビ は 、 シ ェ ケ ム 
の 人 々 が 罪 を 犯す の を 見 た の で 、 彼ら の 行為 を 裁 い た の で ある 。 マイ モニ デス の 言葉 か ら 、 他 人 
が 罪 を 犯し て いる の を 見 た 異邦 人 は 、 そ の 人 を 裁き 、 殺 すこ と に な っ て いる こと が わか る (マイ モ 
ニ デ ス の 意見 に よれ ば 、 殺 すこ と が で きた の に 殺さ な か っ た の で あれ ば 、 デ ィ ン の ミツ ヴァ を 取り 
消し た こと に な る の で 、 そ の 人 も また 死刑 に な る ) 。 この 法則 は タル ムー ド か ら も 証明 され て いる 。 
タル ムー ド で は 、 裁 判官 が 何 か を 見 た と き 、 目 撃 者 を 必要 と せ ず 、 見 た こと に 基づい て 直接 判断 
する こと が で きる と 教え て いる : 


「 視 覚 に 勝る 聴覚 が あめ っ て は な ら な い 」。 これ は タル ムー ド の ロシュ ・ ハ シャ ナ 25a に 書か れ て いる 


ミシュ ナ :「 も し 法廷 が それ ( 新 月 ) だ け を 見 た な ら 、 二 人 が 立っ て 彼ら の 前 で 証言 し 、 彼 ら は 『 聖 別 
され た 、 聖 別 さ れ た 』 と 言う 。 も し 三 人 が それ を 見 て 、 彼 ら が 法廷 で る る な ら ば 、 二 人 は 立ち 、 彼 ら 
の 同僚 の 一 人 を 一 人 の 隣 に 座ら せ 、 彼 ら の 前 で 証言 し 、 彼 ら は 『 聖 別 さ れ た 、 聖 別 さ れ た 』 と 言 

う 」 


ゲ マ ラ : 法 廷 が それ を 見 た な ら 、 二 人 が 立っ て 彼ら の 前 で 証言 する 。 視覚 に 勝る 聴覚 は な いか ら 
か 。- ラビ ・ ゼ イラ : 彼 ら が それ を 見 た の は 夜 だ っ た か ら だ 。 


つま り 、 も し 3 人 の 裁判 官 が 月 の 満ち 欠け を 見 た と し て 、 そ れ が 昼間 で あっ た な ら 、 彼ら は その 幻 
視 に 基づい て その 月 を 神聖 化す る 。 し か し 、 夜 に 見 た 場合 は 、 裁 く こ と は で き な い 。 し か し 、 元 々 
ある 事柄 の 証人 と し て 行動 する よう に 命じ られ て いた の で あれ ば 、 た と え 他 の 者 が 証拠 を 提出 し 
た と し て も 、 裁 判官 と し て 行動 する こと は で き な い 。 し か し 、 (ある 事柄 の ) 証 人 と し て 行動 する よう 
(元々 ) 命じ られ て いた と し て も 、 他 の 者 が 提出 し た 証拠 の 強 さ に よっ て 裁判 官 と し て 行動 する こと 
が で きる と 言う 者 も いる 。 この 法則 は シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 7:5) に も 示さ れ 
て いる 。 


- また ラン バム は (ヴァ イエ キ 章 に お いて ) 、 ヤコブ の 息子 た ち は シ ェ ケ ム の 息子 た ち が 犯 し た 七 
つの 戒め を 裁く こと が で きた と 述べ て いる 。 シェ ケム の 者 た ちや 七 つ の 国 の 民 は 、 偶 像 崇拝 者 で 
あり 、 姦 淫 者 で あり 、 主 の 忌み 嫌 わ れる こと を すべ て 行っ た の で は な い の か 。「 ラ ン が サン ヘ へ ドリ 
ン 50b に 書い て 命じ た と お り で ある 」( こ の 件 に 関す る ラン バム と ラン バム の 言葉 に つい て は 、 こ の 
章 の 最後 で 詳し く < 取り上げ る ) 。 また 、 チ ャ タム ・ ソ ファ ー が 「 ト ラー ト ・ モ シェ 」 の 中 で ヴァ イエ キ の 
部 分 に 対し て 述べ て いる 言葉 も 参照 され た い 。(「 ヤ コブ の 息子 た ち は 死 体 の 上 に 来 た 」) 。 
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ある 行為 を 3 人 の 審判 上 員 が 見 た 場合 、 た と え 証 言 の つ も り で 見 た と し て も 、 昼 間 に 見 た の で あれ 
ば 、 審 判 員 と な っ て その 行為 を 裁く が 、 夜 に 見 た の で あれ ば 、 審 判 員 だ け で 裁く こと は な い 。 


私 た ち は 異 邦人 の 間 に 、 夜 に は 裁き が な いと いう 制約 を 見 い だ さ な か っ た し 、 三 人 の 裁判 官 や 専 
門 家 で ある 裁判 官 も 必要 な い 。 そ れ ゆ え 、 異 邦人 の 間 で は 、 罪 を 見 る 者 は 誰 で も その 罪 を 裁く こ 
と が で きる と 考え られ て いる 、 と いう 原則 が 支持 され て いる 。 


し か し ユダ ヤ 人 の 間 で は 、 死 刑 に 関し て は この 原則 は 言わ れ な いと いう 意見 も ある 。 例え ば 、 ミ 
シュ ナ ・ ト ー ラ ー : ミ ツ ヴ ォ ッ ト 292 章 に は こう 書か れ て いる : 


「 裁 き に 立つ 前 に 破壊 者 を 殺し て は な ら な い 」 


し か し 、「 殺 人 者 は 、 裁 き の た め に 会 衆 の 前 に 立た され る まで 、 和 死刑 に 処 さ れ て は な ら な い 」 と あ 
る よう に 、 法廷 の 前 に 連れ て 行き 、 そ の 証人 を 連れ て き て 、 そ の 罪 の 責任 を 裁く 義務 が ある 。 律 
法 は こう 教え て いる : 


「 殺 人 者 は 裁判 に 立た され る まで 死刑 に され な い 」 


た と え 彼 が 殺し た の を 大 法廷 が 見 た と し て も 、 彼ら は みな 証人 と な り 、 彼 を 裁く 一 つの 法廷 の 前 で 
証言 を する 。 そし て 、 彼 ら が 解釈 し た よう に 、 祝福 され た 記憶 の ロシュ ・ ハ シャ ナ 26a「 そ し て 、 会衆 
は 裁き .… そ し て 、 会 天 は 救う 」( 民 数 記 35:24-25) 、 つ まり 、 会 が 彼 に 有利 な 方 向 に 転じ る 必要 
が あり 、 も し 彼 に 権利 が あれ ば 彼ら は 彼 を 救い 、 そ う で な けれ ば 彼 は 殺さ れる 。 そ れ ゆ え 、 ど の よ 
うな 場合 で あっ て も 、 こ の 事件 は 法廷 に 持ち 込ま れる べき で あり 、 自 分 の 目 で この 問題 を 見 た 証 
人 は 、 い つま で も 彼 を 裁く べき で は な い 。 な ぜ な ら 、 お そら く 彼 ら が この 問題 を 見 た こと か ら 、 彼ら 
の 心 は どの よう な 場合 で あっ て も 彼 の 責任 に 喚起 され 、 彼 に 有利 に 転じ る こと が で き な く な る か ら 
で ある 、 と 警告 され た の で ある 。 ま た 彼 の 意見 に よれ ば 、 こ の よう な こと が 言え る の は ユダ ヤ 人 だ 
け で ある 。 し か し 、 異 邦人 の 間 で は そう で ある 。 


それ は イス ラ エ ル に の み 語 られ た 節 に 由来 する (「 そ の 日 、 彼 は その 息子 た ち に 授け た 」、 あ る い 
は 「 彼 ら の 口 に は すべ て の 争い と すべ て の 災い が ある 、 和 争い は 災い に 推論 され る 」、 サ ン ヘ ドリ ン 
44b( バ ヴァ ・ バ トラ の 23b も 参照 ) ) 。 
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また 、 異 邦人 も 裁判 官 の 戒め か ら 、 そ の 裁判 官 と な る 義務 が ある (シェ ケム に 関す る ラン バム の 
言葉 で 説明 され て いる ) 。 


ラン バム に よれ ば 、 イ スラ エル に お いて さえ 死刑 の 間 題 に お いて は 、「 聴 覚 は 視覚 に 勝る も の で 
あっ て は な ら な い 」 と 言う こと を 理解 する ハ ・ チ ヌ フ と 、 彼 が そこ に 持っ て きた 出典 を 参照 され た 
い 。 こ こ で は 、 こ の 広和 男 な 問題 に 立ち 入る こと は で き な い 。 


「 聴 覚 は 視覚 より 勝っ て は な ら な い 」 と いう 本 来 の ルー ル は 残っ て いる 。 また 、 ロ シュ ・ ハ シャ ナ 
25b の 言葉 で は : 


これ ら の 探 は ノア の 子 ら に は 適用 され な い 。 

な ぜ な ら 、 人 が 禁忌 を 犯し て いる の を 見 る や 否や 、 そ の 人 を 殺す こと が 許さ れる か ら で あ り 、 こ の 
近 は ユダ ヤ 人 の た め に 書か れ て いる か ら で あ る 。 そし て 、 ノ ア の 子 ら の 場合 も 、 見 た 者 、 証 言 し た 
者 まで も が 裁判 官 と な る 。 な ぜ な ら 、 疑 い が な いか ら で あ る 。 マイ モニ デス が 説明 し た よう に 、 人 
は 一 人 の 裁判 官 の 証言 と 親族 の 証言 に 基づい て 殺さ れる の で ある 。 


- また 、 サ ン ヘ ドリ ン に 関す る チャ ゾン ・ イ シュ の 書 ( 第 21 章 5 節 ) に は 、 イ スラ エル に お いて さえ も 
自分 に 有利 な 逆転 の な い メ シテ の 場合 、 法 廷 が 彼 を 見 れ ば 、 そ の 口 の 影 に よっ て 殺さ れ 、 あ ら ゆ 
る 意見 に 従っ て 別 の 法廷 で 裁く 必要 は な いと 書か れ て いる 。 


- また 、「 メ ノラ 教育 」 の 戒律 170 条 9 項 で は 、 次 の よう に 説明 され て いる 。 律 法 に よれ ば 、 七 戒 を 守 
る ノア ハイ ド が 異邦 人 を 殺し た 場合 、 異 苑 人 、 す な わ ち 偶像 崇拝 を する 者 、 あ る い は 七 戒 の 一 つ 
も 守ら な い 者 を 殺し た 場合 、 そ の 者 は 確か に 戒律 を 免除 され る 。 た と え 故 意 で あっ て も 免除 され 
る 。 なぜなら 、 彼 を 殺す こと は ミツ ヴァ で あり 、 彼 が 証人 で あり 、 彼 が 裁判 官 だ か ら で あ る 。 マイ モ 
ニ デ ス が 列 王 記 第 九 章 14 節 で 説明 し て いる よう に 、 彼 は 裁判 官 で ある 。 また 、 マ イモ ニ デ ス に は 
次 の よう に 書か れ て いる 。 ラ ン バ ム は 律 法 に つい て 、 彼 ら が 七 戒 を 持た ず 、 偶像 を 崇拝 し て いた 
と 書い て いる 。 


- そし て 、 チ ャ イム ・ ソ ファ ー2, 23 を 研究 する 必要 が ある 。 こ の こと は 、 ノ ア の 子供 た ちの 中 に 「 裁 
判官 に な る 証人 は いな い 」 と 書い た 本 で ある イェ シバ ・ ソ ファ ー( 彼 の 息子 に よっ て サン へ ヘ ドリ ン 
3:3 に つい て 書か れ た ) に も 書か れ て いる 。 見 よ 、 チ ャ イム ・ ソ ファ ー は 、「 視 覚 より 聴覚 が 勝っ て は 
な ら な い 」 と いう 一 般 的 な 規則 を 言う な ら 、「 す べ て の 生き 物 に 命 が な い 」 こ と に な る と 反論 し た 。 


- そし て 、 彼 が 何 に 異議 を 唱え て いる の か を 理解 する 必要 が ある : も し それ が 七 つ の 戒 律 に 堕落 
し た 異邦 人 に つい て で ある な ら ば 、 ど の よう な 場合 で も 彼ら は 七 つ の 緊 律 に 背く の で 、 状 況 は 混 
と し て いる 。 そし て 、 も し それ が 七 戒 を 守る 異邦 人 の こと で ある な ら 、 な ぜ 一 人 の 人 間 が その 友 
人 を 殺す の か ? 結局 の と ころ 、 彼ら は 七 戒 を 守っ て いる の だ 。 そし て 、 も し 彼 の 意図 が 七 戒 を 守 
る 異邦 人 に 対す る も の で あり 、 あ る 者 が や っ て き て 、 彼 ら が 七 戒 を 犯し た と いう 理由 で 人 々 を 殺す 
こと を 恐れ 、 私 た ち が 彼 を 殺人 罪 で 裁く こと が で き な く な る の で あれ ば 、 見 よ 、 矯 正 され た 状態 で 
は 、 王 国 は 彼ら が 単独 で 裁く の で は な く 、 既存 の 正しい 法廷 に 基づい て 裁く こと を 決定 する こと が 
で きる (法廷 の ミツ ヴァ が 無効 に な ら な いよ うに 、 こ の 章 の 後 の ベ イト ・ ヨ セ フ と マイ モニ デス の 意 
見 で 説明 され る こと と 同様 で ある ) 。 そし て 、 こ れ ら の 法廷 に 従わ ず に 裁く 者 は 、 王 国 は その 者 を 
殺す こと が で きる ( 列 王 記 下 3 章 10 節 参照 ) 。 

(この よう な 殺人 者 は 、 必 ず 盗 み も する し 、 他 の 罪 も 犯す の で 、 い ずれ に せよ 、 王 国 の 命令 が な く 
て も 、 罪 を 犯し て いる こと が わか り 、 そ の た め に さ れる こと に な る こと に も 注意 すべ き で ある ) 
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「 メ ラキ ム ・ ウ ・ ミ ル ハ モト 」 第 九 章 に も こう 書か れ て いる 。 
友人 が 七 戒 の ひと つ を 犯す の を 見 た ノア ハイ ド は 、 そ の 友人 を 殺す こと が 許さ れる 。 
ミン シュ ナ ・ ト ー ラ ー9:14 で は 


「 一 人 の 証人 と 一 人 の 裁判 官 」 と は 、 裁 判官 自身 が 証人 に な る と いう 意味 で ある 。 し か し 、 ノ ア の 
子 ら の 場合 は 「 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 に よっ て その 血 が 流さ れる 」 と ある よう に 、 一 人 の 証人 と 一 
人 の 裁判 官 に よっ て 「 そ の 血 が 流さ れる 」 の で ある 。 


言い 換え れ ば 、 一 人 の 人 間 で 十分 で あり 、 彼 は 目撃 者 で ある と 同時 に 裁判 官 で あり 、 犯 罪 者 の 
血 を 流す こと が で きる 、 と 学ん だ の で ある (そし て 、 ミ ドラ ッシュ の 言葉 を この 根拠 に 基づい て どの 
よう に 説明 し て いる か は そちら を 参照 され た い ) 。 


モー セ に よる エジプト 人 殺害 に 関す る ラン バム の 意見 の 要約 : 


(お そら く < く ラン バム の 意図 は 、 都 市 や 王国 の 善 に 従っ て その よう な 制度 が 確立 され 、 司法 の 手続 

き の 一 部 と し て 、「 証 人 が 裁判 官 に な ら な い 」 よ うに 振る 舞う こと が 判明 し た 場合 、「 証 人 は 裁判 官 
に な ら な い 」 と いう こと で あろ う 。 し か し 、 単純 な 近 か ら 「 視 覚 よ り も 聴覚 が 勝っ て は な ら な い 」 と いう 
規則 が 存在 し な いと 言う わけ で は な い ) 。 章 末 の チャ ゾン ・ イ シュ の 言葉 に 関す る 付録 も 参照 の こ 
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- チャ ク メ イ ・ ザ ブ は 、 異 邦人 の た め に 届 殺 され た 動物 を 楽し むこ と は 禁じ られ て いる と する バッ ハ 
( 彼 の レス ポン サ 「 ヨ レ ・ デ ア 」157) と の 論争 と いう 文脈 で 、 こ の 言葉 を 持っ て きた (いずれ に せよ 、 
手元 の ケー ス で は 両者 の 間 に 論 争 は な い 。 ) 


- また 、 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー 34b の マハ ル シ ャ に 対す る タル ムー ド の 注釈 の 中 で 、 彼 は チャ ク メ イ ・ ザ 
ブ に つい て 、 彼 の 言葉 に よれ ば 、 異 邦人 は 自分 自身 で 殺さ れる と いう キ ド ゥ シン の 冒頭 の タル 
ムー ド の 言葉 と 合わ せ て コメ ント し て お り 、 罪 を 犯し た 異邦 人 は ディ ン の 戒 律 に より 自殺 する 義務 
が ある 。 彼 の 難点 は チャ ク メ イ ・ ザ ブ の 言葉 に あり 、 彼 は 動物 に 対す る 享受 の 禁止 を 引き 起こ す 
死 の 異端 が ある と し (動物 が 異邦 人 の 近 に 従っ て 裁 か れる 場合 ) 、 そ の よう な 異端 が ある 場合 、 
異邦 人 は 自殺 する 義務 が ある 。 


- し か し 、「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」 の ト サ フ ォ ト は 、 ゲ ル ・ ト シャ フ の 存在 か ら 、 異 邦人 が 犯し た 罪 を 赦 す 
こと は 可能 で あり 、 そ う で あれ ば 死 の 異端 は 存在 し な いこ と を 証明 し て いる (イス ラ エ ル 人 が 届 殺 
し た 動物 は 、 層 殺 者 も 動物 も 殺す と いう 死 の 異端 が あり 、 赦 され る 可能 性 が な いた め 、 楽 し むこ と 
が 禁じ られ て いる の と は 対照 的 で ある ) 。 


- 実際 、 チ ャ ク メ イ ・ ザ ブ や バッ ハ は 、 罪 を 犯し た 異邦 人 を 落 し 、 殺さ ない こと は 可能 で ある と し た 。 
これ は 、 罪 を 犯し た 異邦 人 を 殺さ ず に 赦 す こと が で きる の は 、 そ の 人 の 更正 を 願う か ら で あ る 。 動 
物 の 場合 この 理由 は 関係 な く 、 し た が っ て 、 動物 に 犯罪 が 行わ れる と すぐ に (そし て 、 そ の た め に 
人 に 欠陥 が ある 。 サン ヘ ド リ ン 54a-b の スギ ャ を 参照 ) 、 そ の 上 に 死 の ヘレ ム が ある 。 


- また 、 マ ハル シャ ( ラ ア バド の セ フ ァ ー・ ハ ミツ ヴォ ッ ト に つい て ) の 「 律 法 の 法則 」44、 バ ルー 
シュ ・ ダ ヤー ム ・ エ メッ ト に 対す る 言葉 を 参照 され た い 。 
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異邦 人 に 関す る 警告 は 必要 な く 、 二 人 の 証人 も 必要 な い .…… も し 目撃 者 な し に 告発 する な ら 、 ロ 
シュ ・ ハ シャ ナ 章 「 ル ー フ ー」 に 記さ れ て いる よう に 、 聴覚 が 視覚 に 勝る こと の な いよ うに 、 殺さ な 
けれ ば な ら な か っ た だ ろう .…。 それ ゆえ 、 シ ェ ケ ム の 町 に つい て は 、 彼 が 盗ん だ 盗み を 裁 か ず 、 ノ 
ア の 子 ら が 命じ られ た 探 に 背 い た た め 殺 され る 恐れ が あっ た が 、 彼 ら は 立っ て 彼ら を 殺し た 、 な 
ど 。 


測定 不能 と 計り 知れ な い 
タル ムー ド 「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」26a、 26b 章 


ラビ ・ ア ッ バ フ は ラビ ・ ヨ チャ ナン より 先 に 教え て いる : 私 た ち は 異 邦人 と 家畜 の 羊 飼い を 上 げ も 下 
げ も し な い 。 


これ は 単純 な こと で 、 異 邦人 を 上 げ る こと 、 つま り 救っ た り 癒し た りす る こと は 禁じ られ て いる と い 
う 意味 で ある 。 ゲ マ ラ で は 様々 な 言い 訳 で 敵対 を 避け る こと が 可能 な 場合 、 た と え 支払 い の た め 
で あっ て も 、 彼ら を 穴 か ら 救 い 上 げ る こと は 禁じ られ て いる と 説明 され て いる 。 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( ヨ レ ・ デ ア ) 158 章 に ある 通り で ある : 


私 た ち が 戦 争 し て いな い 異 邦人 .… 彼 ら が 死に そう な 場合 、 彼ら を 救う こと は 禁じ られ て いる 。 例え 
ば 、 彼 ら の 一 人 が 海 に 落ち た の を 見 た 場合 、 報 酬 を 与え る と し て も 、 彼 は 彼 を 引き 上 げ な い 。 し た 
が っ て 、 敵 意 が ある と 疑わ れる 場合 を 除い て は 、 た と え 報 酬 が あっ て も 彼ら を 治療 する こと は 禁じ 
られ て いる 。 敵意 が ある 場合 は 別 で ある 。 


ラン バム の 言葉 は いく つか の 版 で は 検 閥 され て いる 。「 グ ー ル ・ ア リエ 」 も この 言葉 を 引用 し 、 同 意 
し て いる 。 


- 12. さら に 、 マコ ッ ト 9:1 に 関す る リト ヴァ や ラン バム 、 サン へ ヘ ドリン 57a に 関す る ラビ ・ ヨ ナ (ad. loc. 
ha-Khotim) 、 ベイ ト ・ ヨ セ フ 、 デレ ク ・ モ シェ 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 、 ヨ レ ・ デ ア 158 に お いて も 、 七 戒 
を 犯す 異邦 人 を 見 た 者 は 、 そ の 人 を 裁き 、 殺 すこ と が で きる と 証明 され て いる と 説明 され て いる 
(し か し 、 ト ゥ ー ル 紙 に よれ ば 、 現代 に お いて 異邦 人 を 裁く こと は 律 法 的 に 禁止 され て いる ) 。 


- 13. 女性 は ノア の 子 擦 を 裁 い た り 証 言 し た り し な い の で ( 列 王 記 下 9:14) 、 こ の 章 で 言わ れ て い 
る こと は 男性 を 指し て いる こと に 注意 すべ き で ある 。 し か し 、「 ラ ン バ ム が そこ で 説明 し て いる よう 
に 、 彼 ら に 証言 せ ず 、 裁 か な い 女 性 で あっ て も 、 そ れ で も 、 も し 彼 が 戒律 に 違反 し た こと を 知っ て 
いる な ら ば 、 彼 を 殺す こと も また 彼女 に 課せ られ た 義務 で ある が 、 彼 女 は 彼 が 合格 し た こと を 信 
用 で き な い が 、 も し それ が 目撃 者 に さえ 知ら れる な ら ば 、 彼 を 殺す こと は 確か に 世界 の すべ て の 
住民 に 課せ られ た ミツ ヴァ で ある 」。 


- この 言葉 は 新しく 、 特に 13 世 紀 に ラビ ・ メ ナ へ ム ・ ハ メイ リ に よっ て 書か れ た 「 ミ シュ ナ ・ ト ー ラ ー」 
の ラビ 注解 に よれ ば 、 ノ ア の 子孫 の 中 で バル ヒ ・ ダ ヤン ・ ハ エメ ッ ト ( 死 に 値する 者 ) で ある 者 は 、 
裁 か れ た 後 で な けれ ば 、 絶 対 的 な 死ぬ 義務 は な く 、 悔い 改め る 機会 も 与え ず に 殺す こと を 決定 
する 、 と いう 以下 に 説明 する ベイ ト ・ ヨ セ フ の 意見 に 従っ た も の で ある ( 彼 の 注釈 書 は 備 理 的 、 道 
徳 的 な 教え で 知ら れ 、 し ば し ば 日 常 生 活 に お ける ユダ ヤ 法 の 適用 に つい て 実践 的 な 指針 を 与え 
て いる )。 
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- 七 戒 を 犯し た 異邦 人 が 、 自 分 と 同じ よう に 他 の 異邦 人 を 殺し た と し て も 、 その 殺さ れ た 者 が バ 
ルー ク ・ ダ ヤン ・ ハ エメ ッ ト で あっ た た め に 免除 され る と 信じ て いる 、 と いう 言葉 の 続き で 、 彼 の 立 
場 を 弱め て いる (これ は へ ブラ イ 語 で 「 死 に 値する 」 と か 「 処 刑 に か さわ し い 」 と いう 意味 で ある 。 こ 
れ は 、 あ る 控 、 特 に すべ て の 人 間 に 適 用 され る 七 つ の ノ アハ イド の 探 に 違反 し た 場合 の 死刑 に 
つい て 論じ る 文脈 で 使わ れる ) 。 し か し 、 こ の こと は ゲ マ ラ や リ シ ョ ー ニ ム の 言葉 か ら は 明らか に 
隠さ れ て いる 。 
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これ に よれ ば 、「 下 げ な い 」 で あっ て も 、 彼 ら を 穴 に 降る ろ す こと を 禁じ て いる 、 つ まり 殺 すこ と を 禁じ 
て いる こと を 意味 する こと は 単純 で ある 。 


これ は 、 同 じ バ ライ タ を も た ら す サン へ ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ (57a) に よっ て も 証明 され て いる 。 


そし て 、 異 邦人 は 初 盗 の 責任 を 負う の だ ろう か ? そし て バラ イタ は 次 の よう に 述べ て いる :「 頃 : 
や 強盗 な ど に つい て は 、 異 邦人 か ら 異 邦人 へ 、 異 邦人 か ら ユ ダ ヤ 人 へ の 行為 は 禁止 され て お 
り 、 ユ ダ ヤ 人 か ら 異 邦人 へ の 行為 は 認め られ て いる 」 


も し そう な ら 、 な ぜ 「 責 任 が ある 」 と 述べ な い の か ? 異邦 人 に 対す る 「 ユ ダ ヤ 人 は 許さ れる 」 と 述べ 
る の が 定石 で ある の で 、 最初 の タナ は 「 禁 じ ら れ る 」 と 述べ る 。 そし て 、 見 よ 、 義 務 が ある と ころ で 
は どこ で も 、 そ の タナ は 「 責 任 が ある 」 と 述べ て いる の で ある 。 それ で は 、 ど うし て そう 書か な い の 
か 、「 禁 じ ら れ て お り 、 許 され て いる 」 と 書く べき で ある 。 そし て 、 バラ イタ に は こう ある :「 異 邦人 と 
家畜 を 飼う 羊 飼い は 、 牛 を 上 げ も 下げ も し な い 」 


この スギ ャ は 、「 下 ろ し て は な ら な い 」 と は 、 彼ら を 穴 に 下ろ すこ と が 禁じ られ て いる こと を 意味 し て 
いる こと を 証明 し て いる 。 


つま り 、 殺 すこ と は 禁じ られ て いる 。 と いう の も 、 ゲ マラ は この バラ イタ を 、 他 の バラ イタ が 「 禁 じ ら 
れ た 」、「 許 され た 」 と いう 言葉 を 使っ て 、「 異 邦人 に 対す る ユダ ヤ 人 の 流血 は 許さ れる 」 と 書け な 
か っ た 理由 を 説明 する た め に 持っ て きた か ら で あ る ! そし て 、 ラ ン は そこ で こう 説明 し て いる : そ こ 
で は 、 異 邦人 に 対す る ユダ ヤ 人 は 許さ れる と 言う 必要 が ある の で 、 禁 止 の 言葉 を 使う こと は で き 
ず 、 そ れ を 教え る こと は で き な い 。 それ は また 、「 異 邦人 と 家畜 の 羊 飼 い 、 私 た ち は 救 うこ と も 下 
げ る こと も し な い 」 と 、 バラ イタ で も 教え られ て いる 。 


質問 

典型 的 な 異 邦 人 は ノア ハイ ド の 七 つ の 控 に 違反 する の で 、 な ぜ ゲ マラ は 彼 を 殺す こと を 禁じ て い 
る の だ ろう か ? 結局 の と ころ 、 七 つの ノア ハイ ド の 控 に 違反 する 異邦 人 を 目撃 し た 者 は 誰 で も 、 そ 
の 人 を 裁き 、 処 刑 する 権限 を 持つ と いう こと が 以前 に 立証 され て いる 。 で は 、 な ぜ 「 殺 し て は な ら 
な い 」 と 言う の だ ろう か ? 


リ シ ョ ー ニ ム ( 最 初 の 者 た ち ) と アチャ ロニ ム ( 最 後 の 者 た ち ) の 著作 に 、 こ の 疑問 に 対す る 四 つ の 
可能 な 解答 が ある 。 

シー アッ ト ・ ハ ・ ダ ムカ ン (Shi'tat Ha-Damk'an) : ノ アハ イド 七 法 に 違反 し た 異邦 人 に 対す る 死刑 に 
反対 する ユダ ヤ 人 の 法 的 立場 で ある 。 宗教 や 民族 に 関係 な く 、 生命 に 対す る 普遍 的 な 権利 を 強 
調 し て お り 、 シ ー ア ッ ト ・ ハ ・ ダ ムカ ン の 訳 は (沈黙 の 意見 また は 暗黙 の 立場 ) で ある 。 


シー アッ ト ・ ハ ・ ダ ムカ ン は 、 七 つの ノア ハイ ド の 控 に 違反 し た 異邦 人 を 殺す こと を 禁じ て いる 。 ユ 
ダ ヤ 人 で あろ うと 異邦 人 で あろ うと だ 。 


その よう に マイ モニ デス は 書い て いる (ミシュ ナ ・ マ コッ ト 9:1) : 


ノア の 子 と は 、 彼ら の 戒め を 友人 と 同じ よう に 守る 者 の こと で あり 、 居住 外国 人 と は 、 イス ラ エ ル 
の 法廷 に 臨み 、 七 つの ノア ハイ ド の 控 を 受け 入れ た 者 の こと で ある 。 
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- D.「 仲 間 と 共に 熱心 に 戒め を 実践 する 者 」 と いう 言葉 か ら 、 ラ ン バ ム は 、「 ノ ア の 子 」 と いう 概念 
は 、 七 つの 戒め を 守る 社会 全体 と 関連 し て お り 、 そ の よう な 場合 に は 、 た と え 私 的 な 面識 が な く て 
も 、 そ の 社会 の 一 員 一 人 一 人 を ノア の 子 (育つ こと を 許さ れ な い 異 邦人 と は 対照 的 に 、 育つ こと を 
許さ れる ) と し て 扱う 、 と 言い た か っ た よう で ある 。 


79 


ユダ ヤ 人 の 裁判 所 で ノア ハイ ド の 7 つの 搾 を 受け 入れ た 異邦 人 は 、 居住 外国 人 (Ger Toshav) と 
みな され る 。 彼 は 私 た ちの 前 に 探 を 受け 入れ た の で 、 律 法 は それ ら を 受け 入れ て いな い 他 の 異 
邦人 より も 多く の 保護 を 与え て いる 。 これ は 、 彼 が それ ら を より 注意 深く 守る た めで あり 、 ま た 、 こ 
う 言わ れ て いる か ら で あ る ( バ ヴ ァ ・ カ ンマ 82a) : 「 ノ ア の 子 ら に 与え られ た 七 つ の 戒 め を 彼ら が 
守ら な か っ た の で 、 神 は 立ち 上 が っ て 彼ら を 解放 し 、 彼 ら が その 報い を 受け な いよ うに され た が 、 
命じ られ ず に 行う 者 の よう に され た 」。 そし て 、 ユ ダ ヤ 人 の 法廷 の 前 で それ を 受け 入れ た 者 は 、 命 
じ ら れ て それ を 行う 者 で ある 。 ゲ マ ラ は 、 労 働 者 の 章 ( ア ヴォ ダ ・ ザ ラー 84b) の 一 節 を この よう に 
解釈 し て いる 。 そし て 、 い た る と ころ で 言及 され て いる 「 ノ ア の 子 」 と は 、 彼ら の 戒律 を 守っ て いる 
か どう か 証明 され て いな い 異 邦人 の こと で あり 、 彼ら の ほとん ど は 戒律 を 守っ て いる と は 想定 さ 
れ て いな い 。 それ ゆえ 、 彼 ら は 疑い と し て 判断 され 、 神 は それ を 主張 せ ず 、 む し ろ 「 上 げ も 下げ も 
し な い 」( ア ボ ダ ・ ザ ラー 26a) 。 


言い 換え れ ば : ラ ン バ ム は 、 私 た ち が 知 っ て いて 、 彼 が 七 つ の 戒め を 犯し て いる こと を 知っ て いる 
異邦 人 は 、 裁 か れ 、 殺 され る 可能 性 が ある と 理解 し て いた 。 ゲ マ ラ が 「 下 げ な い 」 と 言っ て いる の 
は 、 私 た ち が 彼 を 知ら な い 異邦 人 の 問題 で あり 、 彼 を 知ら な い の で 、 彼 が 七 戒 を 犯し て いる と 判 
断 し て 裁く こと は で きず 、 し た が っ て 彼 を 殺す こと は 禁じ られ て いる か ら で あ る 。 サン ヘ ド リ ン の ゲ 
マラ は 、 異 邦人 を 殺す こと が 許さ れる と 書く こと は 不可 能 で ある と 述べ て いる : ゲ マラ が 言う 単 な 
る 異邦 人 と は 、 私 た ち が 知 ら な い 異邦 人 の こと で ある 。 その よう な 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる と 
書く こと は 不可 能 で ある 。 


- マイ モニ デス の 言葉 か ら す る と 、 彼 の 意図 は 、 異 邦人 が 七 つ の 戒 律 に 背 い た こと を この 目 で 見 
て いな い 限 り 、 た と え 彼 が 誰 も が 戒律 に 背く と 想定 され る 場所 に いる た め に それ が 明らか で あっ 
て も 、 律 法 か ら 異 邦人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる と は 言っ て いな いよ うに 思わ れる 。 特に マイ モ 
ニ デ ス は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 が シモ ン と レビ に よっ て 殺さ れ た の は 、 彼 ら が 背信 者 で あっ た か ら で あ 
り ( こ の 章 の 最後 で 説明 され る ) 、 シ モン と レビ は シェ ケム の 人 々 が 一 人 一 人 七 つ の 戒 め を 犯し て 
いる の を 見 た の で は な く 、 その よう に 思い 込ん で いた の だ と 説明 し て いる 、 と マイ モニ デス は そこ 
に 書い て いる 。 マイ モニ デス が 「 私 た ち は 彼 ら を 疑い と し て 裁く 」 と いう 言葉 に 込め た 意図 は 、 ラ ビ 
た ち が 私 た ちと 彼ら の 間 に 戦 争 が な く 、 彼ら に 危害 を 加え る 理由 が な い の で あれ ば 、 私 た ち は 仮 
定 に 従っ て 彼ら に 危害 を 加え ず 、 私 た ち が 彼 ら を 裁く の は 私 た ち が 見 た 具体 的 な ケー ス に 対処 
する よう に な っ て か ら だ 、 と 裁定 し た と いう こと で ある (そし て これ ら の こと は 、 マイ モニ デ ス が ここ 
で 特定 の 社会 に 属し 、 私 た ち が 彼 ら を 知ら ず 、 正 確 に は 知ら な い 個 人 と の 関わ り 方 を 説明 し て い 
る こと を 説明 し た 前 回 の 注 に ふさ わし い ) 。 以下 の 注 60 も 参照 。 


- 16. シュル ハン ・ ア ルッ フ は また 、 七 戒 を 犯し て いる こと が 分 か っ て いる 異邦 人 と 、 そ の よう な 異 
邦人 で ある と 推測 され る 異邦 人 と の 間 に は 違い が ある が 、 こ の 間 題 に 関し て 確実 な こと は 分 か ら 
な いと いう マイ モニ デス の 意見 を 書い て いる 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ は こう 書い て いる (ヨレ ・ デ ア 
422, 2 節 ) :「 私 た ち が 戦 争 を そし て いな い 異 邦人 .… つ まり 、 た と え 彼 ら が ノア ハイ ド の 七 戒 を 犯し て 
いた と し て も 、 彼ら を 殺す 戒め は な く 、 彼ら を 殺す こと は 禁じ られ て いる よう だ 」。 そし て 、 ツ レイ ・ ザ 
ハブ は 、 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー の 小冊子 10 ペ ー ジ の 2 列 目 の ト サフ ォ ト の 言葉 に 基づい て 、 シ ュ ル ハ 
ン ・ ア ルッ フ に 異議 を 唱え た 。 
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リト ヴァ の 意見 


リト ヴァ は こう 書い て いる : 異 邦人 に は 三 つ の 呼び 方 が ある : ゲ ル ・ ト シャ フ 、 ベン ・ ノ ア 、 キュ テア 
ン で ある 。 


「 居 住 外 国人 」 と は 、「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」(64b) に ある よう に 、 ノ ア の 子 ら に 命じ られ た 七 つ の 戒 め 
を 守る こと を ユダ ヤ の 裁判 所 で 受け 入れ た 人 の こと で ある 。 こ の よう な 人 は 私 た ちの 間 に 定 住 す 
る こと が 許さ れ て お り 、 こ れ が 「 ゲ ル ・ ト シャ フ ( 定 住 者 )」 と 呼ば れる 理由 で ある 。 


- ゲ マ ラ は 、 ア ント ニ ヌ ス が 客 か に イェ フ ダ ・ ハ ナシ 師 を 訪ね て いた と き 、2 人 の 奴隷 を 付き 添い と 
し て 連れ て 行き 、 彼ら が 裏切ら な いよ うに 、 訪問 の 終わ り に 殺し た と 伝え て いる 。 ト サフ ォ ト は この 
こと に 難癖 を つけ て いる : そ し て 、 も し あな た が こう 言う な ら : し か し 、 流 血 は 七 戒 の 一 つ で あり 、 ユ 
ダ ヤ 人 で あっ て も 禁じ られ て いる こと で ある ! そし て 、 彼 ら が この こと を 大 臣 に 報告 し 、 彼 が 殺さ 
れる こと を 恐れ た と 言う の で ある : ま た 、 彼 は 異端 者 と 密告 者 を 選ん で いた と 言う こと も で きる 。 な 
ぜ な ら 、 諸 国民 か ら 供 え 物 を 受け 取る こと に 異端 者 は いな いと し て も 、「 チ ュー リン 」 の 第 一 章 (13 
ペー ジ b) で 尋ね て いる よう に 、 下 げ る こと は ある か ら で あ る :「 今 、 宝 石 商 が 異邦 人 の 魚 を 下げ る 
こと が 必要 か ?」 


- ト サ フ ォ ト の 難点 か ら 、 タ ズ は 「 下 げ な い 」 こ と が 下げ る こと の 禁止 で ある こと を 証明 し て いる 。 
シャ ッ ハ は 「 彼 ら を 殺す 戒め は な い 」 と 言っ て いる が 、 彼 ら が 望め ば それ は 可能 な の だ ろう か ? 
シャ ッ ハ は この 疑問 に 答え て いる (そこ の 銀色 の 箇所 で ) : 


- ト サ フ ォ ト が 「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」 の 第 一 章 に 書い た こと か ら す る と 、 そ の 証拠 は な い 。 アン トニ ヌ 
ス は ノア ハイ ド の 七 戒 を 守ら な い 者 を 知っ て いた の か ? し か し 、 彼 は 誰が 異端 者 や 密告 者 で ある 
か を は っ きり と 知っ て いた 。 ト サフ ォ ト は 、 彼 が 異端 者 や 密告 者 を 選ん で いた と 説明 し て いる が 、 
この こと か ら 、 異 端 者 や 密告 者 は 殺し て も 許さ れる 者 で ある こと が わか る 。 確か に 、 ノ アハ イド の 
七 戒 を 守ら な い 者 は すべ て 異端 者 で あり 密告 者 で ある 。 


- シャ ッ ハ は 、 ト サフ ォ ト が アン トニ ヌス の 行為 に 難癖 を つけ て いる の は 、 簡 単に 言え ば 、 彼 は 奴 
隷 が 何 を し て いて 、 ど ん な 罪 を 犯し て いる の か 知ら な か っ た か ら だ と 説明 し て いる 。 そ し て 、 た と え 
彼ら が ノア ハイ ド の 七 戒 を 犯し て いた 可能 性 が 高く 、 そ の た め に 彼ら を 育て る こと が 禁じ られ て い 
た と し て も 、 そ の こと を 知ら な い 限 り 、 彼ら の 殺害 を 許す 理由 に は な ら な い 。 し か し 、 も し 彼ら が ノ 
アハ イド の 七 戒 を 犯し て いる こと を 知っ て いた な ら 、 彼 が 彼ら を 裁き 、 殺 すこ と は 許さ れる 。 


- シヤ ッ ハ は アン トニ ヌス の 行為 に つい て 二 つ の 説明 を し て いる 。 第 一 に 、 アン トニ ヌス は 自分 の 
安全 を 脅かす 可能 性 の ある も の に 対し て 、 単 に 用 心して いた だ け だ と 主張 する 。 ロー マ 旦 帝 と し 
て 、 彼 は 常に 暗殺 の 脅威 に さら され て いた 。 それ ゆえ 、 身 を 守る た め に 必要 な 手段 を 講じ る こと 
は 正当 化 さ れる 。 


- 第 二 に 、 シ ャ ヤッ ハ は 、 ア ント ニ ヌ ス が 絶対 的 な 確信 を 持っ て いな か っ た と し て も 、 自 分 の 奴隷 が 
異端 者 や 密告 者 で ある と 信じ る 理由 が あっ た 可能 性 が ある と 論じ て いる 。 も し そう で あれ ば 、 彼 
の 行動 は ユダ ヤ 法 の も と で 正当 化 さ れ た こと に な る 。 


- シャ ッ ハ の 説明 が 最も 可能 性 が 高い 。 ア ント ニ ヌ ス が 自分 の 安全 を 脅かす 可能 性 の ある も の に 


対し て 用 心して いた こと は 明らか で ある 。 アン トニ ヌス は 、 ノ アハ イド の 七 戒 を 守ら な い 異 邦人 を 
罰 し た いと 思っ た か ら で は な い 。 
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そし て 見 よ 、「( あ な た の 兄弟 を ) あ な た と 共に 生か し な さい 」( レ ビ 記 25 章 36 節 ) と 書か れ て いる よ 
うに 、 私 た ち は 彼 を 生か し て お く よ う に 命じ られ て いる 。 


また 、 ノ ア の 子 と は 、 宮廷 で それ ら を 受け 入れ な か っ た 者 の こと で ある が 、 私 た ち は 、 彼 が 自分 で 
それ ら を 守っ て いる こと を 知っ て お り 、「 彼 は 立っ て 地 を 測り 、 国 々 を 見 て 数 えた 」( イ ザヤ 51: バ 
ヴァ ・ カ ンマ 」(82a) や 、「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」(68b) に 述べ られ て いる よう に 、「 見 よ 、 私 た ち は 彼 を 
生か し て お く よ う に 命じ られ て は いな いし 、 ま た 、 彼 を 手 で 倒し た り 、 彼 に 殺生 を も た らし た りす る 
必要 も な い 」。 そし て 、 常 習 的 な キュ テア ン と は 、 七 つの 戒め を 守る こと に 注意 を 払わ な い 者 で あ 
り 、 見 よ 、 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー(62b) に 述べ られ て いる よう に 、 敵意 の な い 場 所 で 彼 を 落と し 穴 に 落と 
すこ と 、 あ る い は 、 彼 が いか な る 原因 を 取る に せよ 、 彼 を 死に 至ら し め る こと は 許さ れる 。 


リト ヴァ は 、 異邦 人 が 七 戒 を 守ら な いか ら 殺 し て も 許さ れる と 理解 し た 。 彼 は 「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」 
の ゲ マ ラ を 持ち 出し 、 そ こ に 書か れ て いる こと は 、 シ ェ マ ヤ の ゲ マ ラ で 暗示 され て いる よう に 、 敵 
意 の 場 で や る た め に 禁じ られ て いる と 説明 する 。 彼 の 言葉 を 理解 する た め に 、「 ア ヴォ ダ ・ ザ 
ラー」 の ゲ マ ラ の 経過 を リト ヴァ に 従っ て 説明 する 。 最初 に 、 ゲ マラ は 次 の よう な バラ イタ を 持っ て 
くる : 


異邦 人 と 小さ な 家畜 を 飼う 羊 飼い は 高く も 低く も し な い が 、 ミ ニム 、 メ サル ティ ム 、 改 宗 者 は 低く し 
て も 高く は し な い 。 


- 18. 異邦 人 が 七 つ の 戒 律 に 違反 し て いる と 仮定 し て も 、 そ の 人 が 犯し た 具体 的 な 犯罪 が 判明 す 
る まで は 、 そ の 人 を 殺さ な いこ と が リト ヴァ で 証明 され て いる こと に 注意 すべ き で ある (上 記 の ラン 
バム の 意見 で 書い た と お り ) 。 この こと は 、 同じ ペー ジ の リト ヴァ の 言葉 か ら 証 明 で きる 。「 そ し て 、 
これ は この バラ イタ で 説明 され た こと で ある が 、 一 般 的 に 、 彼 ら の 警告 は こう で ある 。 普通 の 異邦 
人 の 場合 、 故 意 で な い 違 反 で あっ て も 殺さ な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 完 全 な ノア ハイ ド に 関し て 

は 、 我 々 の 目 に は 故意 と 見 な され る 可能 性 が ある 」 


- 言い 換え れ ば 、 異 邦人 は 、 た と え 故 意 で な く て も 犯し た 違反 に 対し て 責任 を 負う 。 し か し 、 ノ アハ 
イド の 者 は 、 故 意 に 犯し た 罪 に 対し て の み 殺 され る 可能 性 が ある 。 さ て 、 も し リト ヴァ が 異邦 人 を 
殺す こと は 許さ れる と 主張 する な ら ば 、 そ れ は 異邦 人 が 具体 的 な 犯罪 を 犯し た こと を 私 た ち が 知 
ら な く て も 、 七 つの 戒律 に 違反 し た と 推定 され る か ら で あ る 。 リト ヴァ に よれ ば 、 具体 的 な 犯罪 を 
知る 必要 が ある (そし て 実際 、 そ の よう な 異邦 人 は 、 た と え 故 意 で は な く < 意図 せ ず に 違反 し た 場合 
で も 殺さ れる の で ある ) 。 
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ゲ マ ラ の この 段階 で は 、「 ロ ・ メ アリ ン ・ べ ・ ロ モリ ディ ン 」(Lo Me'alin Be'lomoridin、 戒律 に 付け 加 
えて は な ら な い ) と は 、「 シ ェ ブ ベア ル テ ア セ 」(Shevve'Alte'aseh、 積極 的 な 戒律 ) に ある こと を 意 
味 す る と ゲ マ ラ は 単純 に 理解 し て いる 。 つま り 、 ト ー ラ ー が 与え て くれ た 戒め を 足し た り 引 いた り 
すべ き で は な い 、 と ラビ は 言う : 


私 た ち は 低く する こと は あっ て も 、 高 くす る こと は な い 。 妹 が 結婚 する こと に な っ た の で 、 妹 を 下げ 
な けれ ば な ら な い の か ? ラビ ・ ヨ セ フ ・ バ ル ・ ハ マ は ラビ ・ シ ェ シ ェ に 言っ た : こ の 探 が 必要 な の は 、 
井戸 の 中 に 欄 子 が あっ た 場合 だ け で ある 。 彼 は それ を 取り 上 げ て 言っ た : 動物 が その 上 に 登ら な 
いよ うに 。 ラ バ と ラビ ・ ヨ セ フ も 同じ こと を 言っ て いる : こ の 探 が 必要 な の は 、 井 戸 の 口 を う 石 が 
あっ た 場合 だ け で ある 。 彼 は 言っ た : 動物 が その 上 を 通る こと が で きる よう に 。 ラ ビ ナ は 言っ た : も 
し 税 子 が あれ ば 。 彼 は 言っ た : 妹 を 山 か ら 降ろ し な さい 。 


ゲ マ ラ は こう 答え て いる 。 憎しみ の た め に その 人 を 穴 に 落と すこ と が で き な い 状況 が ある 。 そ の よ 
うな 状況 で も 、 憎しみ の 問題 を 回 避 で きる よう な 方 法 で 人 は その 人 を 殺 そ うと する か も し れ な い 。 
例え ば 、 落 と し 穴 の 前 に 壁 が ある 場合 、 人 々 は 「 我 々 は 彼 を 落と し 穴 に 降ろ し て いる の で は な く 、 
単に 桶 子 を 取り 上 げ て 、 彼 が 造 い 上 が れ な いよ うに し て いる だ け だ 」 と 言う か も し れ な い 。 そう す 
る こと で 、 自分 た ち は 実 際 に その 人 を 殺し て いる の で は な く 、 単 に その 人 が 助かる こと を 不可 能 
に し て いる だ け だ と 主張 する こと が で きる 。 


憎しみ が な い 場 所 で は 本 当 の 意味 で 下げ られ 、 憎しみ が ある と 人 々 が 見 る 場所 で は 上 げ ら れ な 
いと いう こと だ 。 そし て 私 た ち は 拘 問 す る 。 な ぜ な ら 、 も し 彼ら が 人 々 の 目 に 触れ な い 場 所 で 降ろ 
され る の で あれ ば 、 人 々 の 目 に 触れ る 場所 で 手 に よっ て 引き 上 げ ら れる こと が な い の は 明らか だ 
か ら で あ る 。 そし て 、 人 々 の 目 に 触れ る 場所 で あっ て も 、 上 に 上 が ら な いよ うに する 、 と だ け 言 う 
必要 は な か っ た の で は な いか 、 と 疑問 を 投げ か ける 。 


そし て 、 こ の こと か ら 、「 上 げ な い 」 と は 、 桶 子 や 穴 の 中 に いる 人 を 救う 方 法 を 手 で 取る こと が 許さ 
れる と いう こと で あり 、 憎しみ の 場所 で あっ て も 、 憎しみ か ら 救 われ る 口実 を 見 つけ る こと が 可能 
で ある た め 、 こ の よう な こと が 可能 で ある と いう こと が 私 た ちの た め に 新た に 示さ れ た の で ある 。 
そし て 、 異 端 者 に つい て 言わ れる 「 彼 ら は 低く され る 」 と いう の は 、 実 は 別 の ケー ス 、 つま り 憎 し み 
が な い ケ ー ス を 扱っ て いる の で ある 。 バラ イタ は 、 二 つの ケー ス で ミン ニム に 関す る 新しい 裁定 を 
導入 し て いる よう だ 。 第 一 の 場合 は 、 敵 意 が な い 場 合 、 ミ シン ニ ム を 殺す こと は 許さ れ 、 ま た 必要 で 
ある 。 第 二 の 場合 で は 、 敵意 が ある 場合 、 ミ ン ニ ム を 手 で 殺す こと は し な い が 、 救 出 を 妨げ る こと 
に よっ て 殺す 行為 を する 。 なぜなら 、 彼 ら の 救出 を 阻止 する こと は 、 敵意 を 回 避 す る 方 法 だ か ら で 
ある 。 


この こと か ら 、 私 た ち は ( 彼 ら と 契約 を 結ん で は な ら な い ) だ け で な く 、「 救 助 を 阻止 し て 殺す こと を 
手 で 行う こと 」 と も 理解 し て いる 。 つま り 、 ミ ン ニ ム を 殺す こと が 許さ れる 、 あ る い は 必要 で ある 場 
合 で も 、 そ の 手 で ミン ニム を 殺す 必要 は な い 。 また 、 彼ら の 救出 を 阻止 する こと は で きる が 、 そ れ 
は 殺人 の 一 形 態 で あり 、 手 で 阻止 する こと は で き な い 。 


- 19. リト ヴァ は 、 ゲ マラ の 意図 は 、 本 子 が 外さ れ た 場合 に の み 許 可 さ れる の で あっ て 、 異 端 者 を 
手 で 穴 に 落と すこ と は 許可 され て いな いと 解釈 する 他 の 注釈 者 た ち に 同意 し な い 。 
- 20. 以下 の パラ グラ フ 8(「 バ ハ と タ ズ の 論争 」) を 参照 され た い 。 そこ で は 、 タ ズ も 冒頭 の 「 ロ ・ マ 


リン 」 は 終わ り の 「 ロ ・ マ リン 」 と 同じ で ある と 理解 し て いる と 説明 され て お り 、 し た が っ て 、 救 助 を 阻 
止 す る こと に よっ て 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる と し た 。 また 、 リ ト ヴ ァ の その 説明 の 中 で : 
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な ぜ な ら 、 敵意 が あり 、 手 で 穴 の 中 に 下ろ すこ と が で き な い 場合 だ か ら で あ る 。 これ は マコ ッ ト の 
リト ヴァ の 意図 で ある : 


「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」(20b) に ある よう に 、 敵意 が な い 場 所 で 彼 を 穴 に 落と すこ と は 許さ れる の か 、 
ある い は 、 ど ん な 口実 で も 彼 を 死に 至ら し め る こと は 許さ れる の か 。 


ハラ ハ に よれ ば 、 敵 意 の ある 場所 で 異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる が 、 桶 子 を 外し て 殺す こ 
と は 許さ れる 。 


同様 に 、 ミ ン ニ ム ( 異 端 者 ) を 殺す こと は 、 敵 意 の ある 場所 以外 で は ミツ ヴァ で あり 、 敵 意 の ある 場 
所 で は 、 理 由 を つけ て 本 子 を 外す こと に より 殺さ な けれ ば な ら な い 。 チ ャ ゾン ・ イ シュ は リト ヴァ に 
難癖 を つけ た 。 彼 の 言葉 に よれ ば 、 ミ ン ニ ム も 異邦 人 も 敵意 の ある 場所 以外 で は 桶 子 を 外す こと 
に よっ て 殺さ れる 。 


も し そう な ら 、 両者 の 法律 は 同じ で ある 。 な ぜ 同 じ 文 言 が バラ イタ に 書か れ て いな い の だ ろう か ? 


上 記 の 説明 に よれ ば 、 ミ ン ニ ム の 表現 が 異な る の は 理解 で きる 。 バラ イタ は そこ に 「 モ リ デ ィ ン 」 と 
書い て いる 。 


- これ は 説明 し た よう に 、 敵意 が な い 場 合 を 扱っ て いる (バラ イタ が 今 ま で 話さ な か っ た こと で あ 
る ) 。 


- と いう の も 、 バラ イタ に と っ て ミン ニム を 殺 す 必 要 性 と 、 ミ ツ ヴ ァ を 強調 し 更新 する こと が 重要 だ っ 
た か ら で あ る (異邦 人 と は 対照 的 に 、 彼 ら を 殺す ミツ ヴァ は な く ( 少 な く と も 今 の と ころ 、 彼ら が 我々 
の 支配 下 に な い 限 り ) 、 ま た 、 異 邦人 が 戒律 に 違反 し た 場合 は 殺さ れる と いう 単純 な ハラ ハ に も 
革新 は な い ) 。 


ヨナ の アプ ロー チ 
ラビ は タル ムー ド の ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラー 13b の 注釈 の 中 で 、 別 の 方 法 で この 質問 に 答え て いる : 


偶像 崇拝 者 と ユダ ヤ 人 の 家畜 飼い 。 異 邦人 に 対し て ( 桶 子 を ) 下 げ な いと いう の は 、 律 法 的 な 理 
由 だ と 思わ れる 。 確か に 、 ゲ ル ・ ト シャ フ の こと を 指し て いる の で は な い 。 な ぜ な ら 私 た ち は 、 彼 に 
つい て ( 宛 子 を ) 上 げ な いと は 言わ な いか ら だ 。 な ぜ な ら 、 彼 の 命 を 救う こと は ミツ ヴァ だ か ら で あ 
り 、 私 た ち は 確 か に ( 柄 子 を ) 上 げ る か ら で あ る 。 むし ろ 、 こ の 節 は 七 つ の 戒め を 果たさ な い 他 の 

異邦 人 を 指し て お り 、 ノ ア の 子 は 一 人 の 証人 と 一 人 の 裁判 官 に よっ て 殺さ れる な ど と 言っ て いる 

の で 、 彼 ら を 殺す よう に 命じ られ て いる の で ある 。 そし て 、 そ れ が 彼 の 探 な の で 、 律 法 的 に は 彼ら 
を 殺す こと は 禁じ られ て いる よう だ 。 


ラビ ・ リ ショ ニム の 方 法 (下記 の ラン バム な ど ) に よれ ば 、「 上 に な いも の 」 は 最初 と 最後 で は 同じ 
で は な いこ と が 判明 する 。 

ラヴ ・ ヨ ナ は 、 律 法 は ノア ハイ ド 七 法 に 違反 する 異邦 人 を 裁き 殺す こと を 認め て いる が 、 ラ ビ は そ 
れ を 禁じ て いる た め 、「 下 に は な い 」 と 裁定 され た と 理解 し て いる 。 こ の こと は セ フ ァ ー・ ハ イヤ ラ 
(第 558 節 ) に も 説明 が あり 、 こ う 書 か れ て いる : 


異邦 人 (偶像 崇拝 者 で あっ て も ) を 殺す こと の 禁止 の 起源 。 
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- この 本 の 序文 に に る と 、 シェ ブー ト と は ラビ の 禁止 事項 の こと で ある 。 し た が っ て 、 セ フ ァ ー・ ハ イ 
ヤラ (Sefer HaYirah) は 異邦 人 を 殺す こと は ラビ の 禁止 事項 で ある と 主張 し て いる 。 


- 簡単 に 言え ば 、 律 法 に よれ ば 偶像 崇拝 者 で あり 、 ノ アハ イド の 七 つ の 控 に 違反 する 異邦 人 を 殺 


すこ と は 許さ れる と いう こと で ある 。 し か し 、 律 法 で は 許さ れ て いる に も か か わら ず 、 ラ ビ ・ ヨ ナ が 説 
明 す る よう に 、 ラ ビ は それ を 禁じ て いる 。 
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さら に 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ ( ヨ レ ・ デ ア 451) は 、 セ ファ ー・ ハ イヤ ラ と ラビ ・ ヨ ナ も 同じ よう に 理解 
し て いる : こ れ は 、 律 法 が 彼ら の 抹殺 を 命じ て いる の で は な く 、 ラ ビ が それ を 禁じ て いる こと を 意味 
し て いる 。 


- 22. ト サフ ー ト ・ ラ ム 版 の シマ ン 451。 
- 23.「 彼 の 恐れ の 周り (around his fears) 」 と いう 解釈 で 、 こ の 版 に 出 て いる 。 


- 24. これ が 「 偶 像 崇拝 者 」 に つい て の も の で ある と 明示 され て いる 版 が な く と も 、 ま た 、 七 戒 を 犯 
す 者 を 扱う こと に 閉ざさ れ て いる 「 ゴ イ 」 と いう 言葉 の 正確 さ が な く と も 、 こ れ が 七 戒 を 守る 者 に つ 
いて の も の で ある と 言う こと は 不可 能 で ある : も し それ が 居住 外国 人 の こと で あれ ば 、 そ れ は 単に 
ラビ の 禁止 事項 で ある だ け で な く 、 彼 を 生き 返ら っ せる た め の ト ー ラ ー 戒 律 の 取り 消し で ある 。 ま 
た 、 居 住 外 国人 で は な く 、 七 戒 に 違反 し な い 異 邦人 (「 ベ ン ・ ノ ア 」) に つい て で あっ て も 、「 ユ ダ ヤ 
人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ て いる も の は 何 も な い 」 の で あり 、 律 法 上 、 異 邦人 が その よう な 異 
邦人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる (第 一 章 で 詳し く 説 明 さ れ て いる ) の で 、 彼 を 殺す こと は 律 法 上 
禁じ られ て いな いと 言う こと は で き な い 。 


- 25. ラビ ・ ヨ ナ の 意見 は 、 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー5:5 の ラ シ の 言葉 に も 暗示 され て いる 。 


- 26. な お 、 ツ ェ マ ハ ・ ツ ェ デ ク は 、 ラ ン バ ム で さえ も この 意見 に 同意 し て いる と 理解 し て いる 可能 
性 が あり 、「 彼 ら は 疑い で 裁 か れ た 」 と いう 彼 の 意図 は 、 ラ ビ た ち は 、 彼 ら が 七 つ の 戒 め に 違反 し 
て いる 疑い が あっ て も (違反 し て いる こと が 確実 に 分 か っ て いて も ) 、 い か な る 場合 で も 彼ら を 裁 
か な いこ と を 定め た と いう こと で ある 。 これ は 確か に 彼 の 言葉 で は 強引 で あり 、 私 た ち が 上 で 説明 
し た よう に 、 よ り 信 慈 性 が 高い の で 、 そ ちら を 参照 され た い 。 


- 27. そ し て 、 ラ ビ た ち は 、 私 た ち が 支 配下 に あり 、 そ れ に よっ て 私 た ち が 七 つの 戒律 に 基づい て 
判断 し て いる 場合 に は 禁止 を 命じ て いな いよ う で あり 、 特に ラン バム に よれ ば 、 そ の よう な 状況 で 
は 判断 する 義務 が ある と 信じ て いる (ヒル コッ ト ・ メ ラキ ム 8 章 末 参 照 )。 そし て 、 彼 の 意見 に よれ 
ば 、 私 た ち は 彼 ら を 裁く こと を 「 命 じ ら れ て いる 」 と 言う ラビ ・ ヨ ナ の 言葉 に は それ が 暗示 され て お 
り 、 こ れ は 単なる 許可 で は な い ( そ し て 申 命 記 20 : 10 な ど ) 。 そし て 、 賢者 た ち が こ の 戒め を 完全 に 
取り 消す こと を 定め た の で は な く ( そ うす れ ば 、 こ れ ら の 初期 の 者 た ち が 言 及 し た で あろ うか ら ) 、 
私 た ちの 手 が 異 邦人 を 攻撃 し て いな い 時 、 敵 意 の 恐れ が 大 きく 、 役に立た な く な る 時 な ど に 限っ 
て 定め た よう に 思わ れる 。 
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バッ ハ と ツェ マハ ・ ツ ェ デ ク の 論争 


続け て 、 ツ ェ マ ハ ・ ツ ェ デ ク も 、 こ れ は ラビ の 禁止 事項 で ある た め 直 接 殺 すこ と だ けが 禁止 事項 で 
あり 、 救 出 を 妨げ る こと に よっ て 殺す こと は 許さ れる と 革新 する : 


具体 的 に は 、 ラ ビ は 異邦 人 を 自分 の 手 で 殺す こと を 禁じ て いる 。 し か し 、 桶 子 を 取り 上 げ る な ど 、 
異邦 人 の 死 を 逆手 に 取る こと は 、 ユダヤ 法 で は 死刑 の 対象 外 で ある た め 、 悪意 が な い 限 り 、 異 
邦人 で あっ て も 原則 と し て 許さ れる 。 


し か し この 点 に つい て は 、 ツ ェ マ ハ ・ ツ ェ デ ク は ベイ ト ・ ハ ・ ネ ウ ( 彼 の 義父 ) の 意見 に 反対 し て いる 
(ヨレ ・ デ ア 451) : 


た と え 最 初 に 穴 に 落ち た と し て も 、 本 子 を 外す こと に よっ て 、 その 手 で 死 を 逆転 させ る こと は 禁じ 
られ て いる 。 な ぜ な ら 、 桶 子 を 外す こと に よっ て 、 その 手 で 彼 を 死に 至ら し め た の だ か ら 。 し か し 、 
ツェ マク ・ ツ ェ デ ク は 、 ラ ビ が 異邦 人 を 裁 か な いこ と を 定め た と し て も 、 我 々 が 説明 し た よう に 、 そ 
れ は 手 で 殺し た 場合 の み で あり 、 救 助 の 手段 を 取り 上 げた 場合 は そう で は な いと 考え た 。 


- 28. 異邦 人 を 死に 至ら し め る こと は 許さ れる と いう この 控 を 、 タ ズ は どの よう に 学ん だ の だ ろう 
か ? 彼 は 、 ラ ン バ ム が ヒル コッ ト ・ ロ ッ ツ ェ ア ク (4, 11) に 書い て いる こと か ら 推 測 し て いる :「 異 端 
者 、 快 楽 主義 者 … 彼 ら を 殺す 力 が あれ ば 、 彼ら を 殺す こと は 戒め で ある 。 し か し 、 私 た ち が 戦 争 を 
し て いな い 異 邦人 や 、 ユ ダ ヤ 人 の 小さ な 家畜 の 羊 飼い な ど は 、 私 た ち は 彼ら を 死な せ て は な ら な 
いし 、 彼 ら が 死に そう に な っ て も 、 助け る こと は 禁じ られ て いる 。 見 よ 、 ラ ン バ ム は ここ で 言葉 を 変 
え 、「 彼 ら を 救う こと は 禁じ られ て いる 」 で は な く 、「 彼 ら の 死 を 引き 起こ し て は な ら な い 」 と 書い た 。 
し た が っ て 、 タ ズ は 、 桶 子 を 取る な どの 方 法 で 殺す こと で 死 を 引き 起こ すこ と は 実際 に は 許さ れる 
と 理解 し 、 ラ ン バ ム は 、 そ うす る 義務 は な い ( 前 に 知ら れ て いる 異端 者 や 叙事詩 人 と は 異な り 、 可 
能 で あれ ば 殺す こと が 義務 で ある ) と 言う た め に 、「 死 を 引き 起こ さ な い 」 と 書い た だ け で ある 。 


- タ ベ は 、 ラ ン バ ム が この こと を リト ヴァ の 言葉 の 説明 の 中 で 上 に 持っ て きた ゲ マ ラ か ら 学 ん だ と 
説明 し て いる 。 そこ で ゲ マ ラ は 、 な ぜ 叙 事 詩 人 に つい て 「 我 々 は 彼ら を 倒し 、 彼 ら を 倒さ な い 」 と 書 
く 必 要 が ある の か 、 と 問う て いる 。 な ぜ な ら 、 も し 彼ら を 倒せ ば 、 そ れ は カル ・ ヴ ・ チ ョ マー(kal 
V'chomer、 い っ そう そう で ある 。 先 の 前 提 が 真実 で あれ ば 、2 番 目 も 確か に そう な る こと を 示す の 
に 使わ れる 。 我々 は 彼ら を 倒さ な い ) だ か ら で あ る 。 ゲ マ ラ は 、 実 際 に 彼ら を 倒す こと が で き な い 
場合 で も 、 桶 子 を 外す な ど し て 死 を 招 こ うと し な けれ ば な ら な い 、 と いう 斬新 な 答え を し て いる 。 つ 
まり 、「 持 ち 上 げ て は な ら な い 」 と いう 言葉 は 、 シ ェ ブ アル タ ア セ ( 否 定 的 な 戒め ) で は な く 、 間接 的 
に 死に 至ら し め る た め の ア セ ( 育 定 的 な 戒め ) な の で ある 。 私 た ちの 世代 で は 、 第 二 部 の よう に 、 
叙事詩 人 に 関し て 、「 私 た ち は 彼 ら を 育て な い 」 は クマ セ で ある か ら 、 第 一 部 と 全く 同じ 言葉 を この 
よう に 説明 する こと に な る 。 これ に よれ ば 、 異 邦人 に つい て 言わ れる 「 私 た ち は 彼 ら を 育て な い 」 
も 同じ 意味 で ある 。 彼ら を 救 わ ず 、 シ ェ ヴ アル タ ア セ に と ど ま る だ け で な く 、 ク マセ で 桶 子 を 掛け る 
こと も 許さ れる の で ある 。 
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中 間 的 議論 の 要約 


これ まで 我々 は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 控 に 違反 する 異邦 人 を 裁き 、 殺 す 許 可 と 、「 下 げ ら れ な い 」 
普通 の 異邦 人 に 関す る ゲ マ ラ の 言葉 と の 間 の 矛盾 を 解決 する 三 つ の 方 法 を 学ん だ 。 


殺さ れ て いな い 死亡 - 目 撃 者 1 名 、 判 事 1 名 情報 源 
我々 は 犯罪 を 行わ れ て いる | 犯罪 を 犯し た こと が 知ら れ て | ラン バム ンマ イモ ニ デ ス 
の を 見 た いる 


敵意 で は な く 敵意 な し リト ヴァ / オ ル タ ナ ティ ブ / ベイ 
ト ・ ヨ セ フ 
意 


マイ モニ デス の 言葉 と ベイ ト ・ ヨ セ フ 


マイ モニ デス は 異邦 人 の 殺害 に つい て 2 箇所 で 言及 し て いる 。「 偶 像 崇拝 の 法則 」( 第 十 章 の 冒 
頭 ) で 、 こ う 書 いて いる : 


「 あ な た は 彼ら と 契約 し て は な ら な い 」( 申 命 記 7:2) と 記さ れ て いる よう に 、 偶 像 崇拝 者 と 和平 を 結 
び 、 彼 ら が 崇拝 を 続け る こと を 許す た め に 、 彼 ら と 契約 を 結ぶ こと は 禁じ られ て いる 。 むし ろ 、 彼 ら 
は 崇拝 か ら 立 ち 帰 る か 殺さ な けれ ば な ら な い 。 また 、 彼ら に 情け を か ける こと も 禁じ られ て いる 

( 申 命 記 7:2) 。 

し た が っ て 、 も し ユダ ヤ 人 が 湧 れ て いる 偶像 崇拝 者 を 見 て も 、 助 ける こと は 許さ れ な い 。 


端的 に 言え ば 、 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー(3:2) の ゲ マ ラ に ある ツェ マハ ・ ツ ェ デ ク に 異議 を 唱え る こと が で 
き 、 偶 像 崇拝 の 市 場 で 買わ れ た 奴隷 を 殺す こと は 禁じ られ て いる : な ぜ ゲ マラ は 、 グ ラマ (間接 的 
因果 関係 ) の 方 法 で 殺す と は 言わ な い の か ? 


- し か し 、 ツ ェ マ ハ ・ ツ ェ デ ク が 認め て いる の は 、 死 に 至ら し め る こと で は な く 、 救 助 の 道 を 取り 上 げ 
る こと だ け で あり 、 奴 隷 の 救助 を 妨げ る よう な 状況 に 奴隷 を 連れ て 行く こと は 許可 され て いな い の 
で 、 本 当 に 異論 は な いよ うだ (そし て 、 ツ ェ マ ハ ・ ツ ェ デ ク が そこ に 書い て いる 、「 そ し て 、 ユ ダ ヤ 人 
に 死刑 が ある 手 そ の も の だ け は ラビ は 異邦 人 に 禁じ た が 、 桶 子 を 掛け る な ど 、 ユ ダ ヤ 人 が 裁判 
所 の 死刑 を 免除 され る よう な 死 の 転回 は 、 異 邦人 に は 最初 か ら 許 され て いる 」 と いう の は 、 ユ ダ 
ヤ 人 に 死刑 が な い グ ラマ に よる 殺人 が 異邦 人 に 許さ れる と いう 意味 で は な い 。 し か し 、 救出 を 防 
ぐ こ と は 、 手 に よる 殺害 と は 見 な され な いと いう こと で ある 。 バ ・ ア ル ・ ハ ・ ト サフ ォ ト は 、 ト ゥ ー ル 派 
は 、 こ こ で 行為 が 行わ れ た の で 、 こ れ を 「 手 に よる 殺害 」 と 呼ぶ と 書い て いる ) 。 注 125 も 参照 。 


- ツェ マハ ・ ツ ェ デ ク に よれ ば ば 、 救 助 を 妨げ て 家畜 の 羊 飼 い を 殺す こと は 許さ れる よう で ある 。 そし 
て 、 こ れ は 大 き な 革 新 で ある : 異 邦人 に つい て は 理解 で きる - 彼ら は 七 戒 に 違反 し て いる の で 、 
彼ら を 殺す こと が 許可 され て いる - し か し 、 聖 賢 が グラ マ に よっ て 家畜 の 羊 飼 い を 殺す こと を 許可 
し た と 言う の は 革新 的 で あり 、 彼ら を 救 わ な いこ と を 定め た だ け で は な い ( ま た 、 シ ュ ル ハン ・ ア 
ルッ フ の ヨレ ・ デ ア 429 と 彼 の 言葉 も 参照 )。 
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川 で 痛 れ て いる 異邦 人 や 、 今 に も 死に そう な 異邦 人 を 救う べき で は な い が 、 自 分 の 手 で 殺し た 
り 、 穴 に 突き 落と し た りす る こと は 禁じ られ て いる 。 こ の 言葉 は どの よう な 場合 に 適用 され る の 

か ? 異邦 人 に 対し て だ が 、 イ スラ エル の 密告 者 、 異 端 者 、 背 教 者 を 減 ぼ し 、 減 び の 穴 に 落と す 戒 
めで ある 。 彼ら は イス ラ エ ル を 苦し め 、 民 を 主 か ら 遠 ざけ る か ら で あ る 。 ナザレ びと イエ ス と その 
弟子 た ち 、 ツ ァ ド ク と バイ ス と その 弟子 た ちの よう に 、 悪 人 の 名 は 腐る 。 


また 、 望む 者 の 搾 に (4 章 末 ) : 


イス ラ エ ル か ら の 偶像 崇拝 者 で ある 異端 者 、 あ る い は 腹いせ に 罪 を 犯す 者 は 、 た と え 腐 肉 を 食 
べ よ うと も 、 腹 いせ に 毛織 物 や 麻布 を 着 よ うと も 、 異 端 者 で あり 、 イス ラ エ ル か ら の 律 法 と 預言 を 
否定 する 者 で ある 背 教 者 は 、 殺 すこ と を 戒め と し て お り 、 人 前 で 剣 を も っ て 殺す 力 が あれ ば 殺し 、 
そう で な けれ ば 、 謀 略 を も っ て 彼ら を 死に 至ら し め る まで 襲い か か る 。 どう し て か ? 彼 は 、 彼 ら の 
一 人 が 井戸 に 落ち る の を 見 て 、 柄 子 が 井戸 の 中 に ある の を 見 た 。 ま ず 樺 子 を 外し 、 彼 に 言っ た 。 
「 私 は 息子 を 屋根 か ら 降ろ す の に 忙し い の で 、 そ れ か ら こ れ を あな た に 返し ます 」。 し か し 、 我 々 と 
戦争 の な い 異 邦人 や 、 ユ ダ ヤ 人 の 家畜 の 羊 飼 いな ど は 、 彼 ら が 死に そう に な っ て も 助け る こと が 
禁じ られ て いる の で 、 彼ら を 死な せ て は な ら な い 。 た と えば 、 彼 ら の 一 人 が 海 に 落ち る の を 見 た 
ら 、「 隣 人 の 血 の そ ば に 甘 っ て 立っ て は な ら な い 、 こ の 者 は あな た の 隣人 で は な い 」 と 言わ れる よ 
うに 、 彼 を 抱き 上 げ る 。 


さて 、 ラ ン バ ム の ヒル コッ ト ・ ア ヴォ ダ ・ ザ ラー に は 、「 偶 像 を 崇拝 する 異邦 人 」、 つ まり 七 戒 に 違反 
する 者 を 殺す こと は 禁じ られ て いる と 書か れ て いる の で 、 ラ ン バ ム の 言葉 を 整合 させ る こと は 不 
可能 で ある 。 


ラン バム に よれ ば 、 そ の 人 が 偶像 崇拝 者 で ある こと が 分 か れ ば 、 殺 すこ と は 許さ れる : な ぜ な ら 、 
ラン バム は 単に 「 そ れ は 禁じ られ て いる 」 と 書き 、 敵 意 が ある 場合 以外 の 禁止 に つい て 説明 し て 
いな いか ら で あ る 。 


ツレ イ ・ ザ ハヴ は 、 ラ ン バ ム の 言葉 を ラビ ・ ヨ ナ と 同じ よう に 解釈 し よう と し た 。 彼 の 意見 で は 、 こ の 
禁止 は ラビ の 禁止 で あり 、 彼 に よれ ば 、 ラ ン バ ム が ヒル コッ ト ・ ロ ッ ツ ァ ハ で 「 人 は 彼ら を 死な せ て 
は な ら ず 、 彼 ら を 救う こと は 禁じ られ て いる 」 と 書い た 理由 も 明らか で ある (ツレ イ ・ ザ ハブ は リ イ 
シャ と シフ ラ を 区 別して いる : リ イシ ャ で は 「 無 い 」 と 書か れ 、 シ フラ で は 「 禁 断 」 と 書か れ て いる 。 彼 
の 意見 で は 、 異 邦人 を 危険 に さら すこ と は 本 当 は 禁止 され て いな い が 、 ラ ン バ ム は 敵意 が ある 場 
合 に そう する こと を 警告 する た め に シフ ラ で 「 禁 断 」 と いう 言葉 を 付け 加え た か ら で あ る ) 。 


- いや 、「 偶 像 を 崇拝 する 異邦 人 」 を 、 偶像 を 崇拝 し て いる 疑い の ある 者 と 解釈 する の は か な り 無 
理 が ある (仮に そう 解釈 する と し て も 、 な ぜ マ イモ ニ デ ス は わざ わざ 「 偶 像 を 崇拝 する 」 と いう 言葉 
を 付け 加え た の だ ろう か ) 。 
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オラ ハメ レク ( 王 の 律 法 ) 


ベイ ト ・ ヨ セ フ 、 ダ ルケ イ ・ モ シェ 、 ド リ シ ャ (「 ヨ レ ・ デ ア 158」 所 収 ) は 、 ラ ン バ ム の この 理解 に 難色 
を 示し た 。 彼ら の 主 な 理由 は 、 ラ ン バ ム が ヒル コッ ト ・ メ ラキ ム の 中 で 、 サン ヘ ドリ ン ( ユ ダ ヤ の 最 
高裁 判 所 ) が 一 人 の 証人 の 証言 と 一 人 の 裁判 官 の 立会 い の も と で も 殺人 を 行っ た こと を 明白 に 
書い て お り ( こ の 章 の 冒頭 で 述べ た よう に ) 、 こ の 時 に 彼ら を 裁く こと を ラビ が 禁じ て いる と いう 制 
限 を そこ に 書い て いな いか ら で あ る 。 


し た が っ て 、 ベイ ト ・ ヨ セ フ と その 同類 は 、「 ロ ・ モ リジン 」('lo moridin'、 下げる な ) と いう 言葉 の 意図 
は 、 本 当 は 倒す 義務 は な いと いう こと だ と 書い て いる が 、 し か し 、 七 つの 戒め を 犯し た 異邦 人 を 裁 
いて 殺し た い の で あれ ば 、 そ れ は 許さ れる 。 


これ は 許さ れる : 


ト サ フ ォ ト の 言葉 か ら 示 唆 され る の は 、 そ れ を 降ろ すこ と が 禁じ られ て いる の で は な く 、 む し ろ 、 た 
と え 七 つの 戒め を 犯し て いて も 、 そ れ を 下げ る こと は 戒め で は な いと いう こと で ある 。 し か し 、 彼 ら 
が 七 戒 を 守っ て いる 場合 は 、 彼 ら を 下げ る こと は 禁じ られ て いる よう だ 。 また 、 ソ フリ ム (15:10) に 
ある よう に 、 彼ら の 中 の コー シャ を 殺さ な けれ ば な ら な い の は 戦争 の 時 で ある 。 こ の こと は 、 ラ ン 
バム が ヒル コッ ト ・ ロ ッ ツ ァ ハ の 第 四 章 (ハラ ハ 11) で 述べ て いる こと か ら も 明らか で ある 。 


彼ら は ト サ フ ォ ト の 言葉 に 依拠 し て いる 。 
(私 た ち は 失 望 さ せな い ) : 


た と え 、 ほとん どの 異邦 人 が 偶像 崇拝 者 で あり 、 七 つの 戒め を 犯し て いる と し て も 、「 そ こ に いる 
すべ て の 民 は 、 強 制 労働 で や も な た が た に 仕え な けれ ば な ら な い 」( 申 命 記 20:10) と 書か れ て いる 
よう に 、 律 法 が 彼ら を 許可 し て いる か ら で あ る 。 


見 よ 。 ト サフ ォ ト の 言葉 の 明白 な 意味 は 、 ゲ マラ が 「 ロ ・ モ リジン 」( 失 望 さ せな い ) と 言っ た 意図 
は 、 下 げ な いこ と は 許さ れ て いる が 、 下 げ る こと は 禁止 され て いな いと いう こと で ある 。 同様 の こと 
は 、 セ ファ ー・ チ ヌ フ の ミツ ヴァ 93 に も 示唆 され て いる (ミン チャ ト ・ チ ヌ フ の 言葉 も 正確 な 理解 で あ 
る ) : 


し か し 、 七 つの 国 と 偶像 を 崇拝 する 他 の 国々 と の 間 に は 違い が ある 。 偶像 を 崇拝 する 他 の 国々 
は 、 我 々 と 戦っ て いな い の で あれ ば 殺す 戒め は な い 。 し か し 、 私 た ちの 土地 に 住ま わせ て は な ら 


な い 。 


* 脚 注 

oO moridin' 

(do not bring down) 

降ろ す な 、 貯 め る な 、 下 げ る な 、 等 の 意味 。 
(we do not let down) 

失望 させ な い 、 等 の 意味 。 


- また 、 オ ラ ハ ・ チ ャ イム 128 章 40 節 の マ ア マル ・ モ ル デ カ イ の 本 も 参照 され た い 。 
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- な ぜ な ら 、 彼 に よれ ば 、 間 接 的 な 手段 で 家畜 の 羊 飼い を 殺す こと は 許さ れ て お り 、 こ れ は 非常 
に 斬新 な こと だ か ら で あ る 。 そし て 、 も し この 点 で 彼 に 同意 し な い の で あれ ば 、 我 々 は ア ヴ ォ ダ ・ 
ザラ ー の よう に 、 異 邦人 を 間接 的 に 殺す こと は 律 法 的 に 禁じ られ て いる と 考え な けれ ば な ら な 
い 。 そし て 、「 彼 ら を 救う こと は 禁じ られ て いる 」 と 書い た ラン バム の 言葉 を 説明 し な けれ ば な ら な 
い ( そ し て 、 タ ズ が あな た に 指摘 する た め に 正確 で や ある こと を そこ に 持っ て きた よう に 、 両 方 の 場 
所 に 「 禁 じ ら れ た 」 と 書か な か っ た ) 。 


- し か し タ ズ は 、 ト サフ ォ ト が 言っ て いる の は 彼 を 殺し て は いけ な いと いう こと で あり 、 こ れ は 許さ れ 
る こと で ある か ら 、 賢者 た ち は 彼 を 殺し て は いけ な いと 定め た の だ と 説明 し た 。 し か し 、 こ れ は 少し 


突飛 で ある 。 ト サフ ォ ト の 言葉 に は その よう な 示唆 は な いか ら で あ る 。 
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彼ら が 偶像 崇拝 を 捨て る まで 。 し か し 七 つ の 国 々 は 、 彼 ら が 偶像 崇拝 を 捨て な い 限り 、 私 た ち は 
彼ら を 見 つけ る こと が で きれ ば どこ で も 殺す よう に 命じ られ た 。 


この よう に 、「 ロ ・ モ リジン 」( 私 た ち は 失 望 さ せな い ) と 、 戒律 を 犯し た 異邦 人 を 裁く 許可 と の 矛盾 
を 説明 する と 、「 ロ ・ モ リジン 」( 私 た ち は 失 望 さ せな い ) と は 、 た と え 異 邦人 が 七 つ の 戒律 を 犯し た 
と し て も 、 許す 義務 は な いと いう 意味 で ある 。 し か し 、 も し ユダ ヤ 人 が 七 戒 に 違反 し た 異邦 人 を 裁 
き 、 殺 すこ と を 望む な ら ば それ は 許さ れる 。 これ に よれ ば 、 ラ ン バ ム の 「 殺 人 の 法則 」( ヒ ルコ ッ ト ) 
の 言葉 は 次 の よう に 理解 され る :「 私 た ち は 彼 ら を 死に 至ら し め な い 」、 つ まり 、 私 た ち が 彼 ら を 裁 
きた けれ ば 殺す こと は 許さ れる が 、 そ うす る 義務 は な く 、「 そ し て 、 彼ら を 救う こと は 禁じ られ て い 
る 」。 これ は すでに 明確 な 禁止 で あり 、 単 な る 許可 で は な い 。 


し か し 、 こ の 説明 は 、 上 に 持っ て きた サン へ ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ と 明らか に 矛盾 し て いる 。 そこ か ら 、 

「 ロ ・ モ リジン 」( 私 た ち は 失 望 さ せな い ) は 単なる 許可 で は な く 、 明確 な 禁止 で も る こと が 証明 され 
て いる ! さら に この 説明 は 、 ラ ン バ ム 自身 が 「 偶 像 崇拝 の 法則 」( ア ヴォ ダ ・ ザ ラー) の 中 で 明確 に 
書い て いる 。「 し か し 、 手 で 彼 を 失っ た り 、 落と し 穴 に 突き 落と し た りす る こと な ど は 禁じ られ て い 
る 」 と いう 言葉 と 矛盾 する ! また 、 メ ナ ケ ム ・ メ イリ は 「 ミ シュ ナ ・ ト ー ラ ー」 の 中 で こう 述べ て いる : 


見 よ 、 ラ ン バ ム は こう 書い て いる :「 し か し 、 彼 が 私 た ちと 戦争 し て いな いと き に は 、 彼 の 手 に よっ 
て 彼 を 失っ た り 、 彼 を 落と し 穴 に 突き 落と し た りす る こと は 禁じ られ て いる .…」。 ラ ン バ ム は 、 手 で 

落と すこ と は 禁止 され て いる と 明確 に 説明 し て いる 。 ベイ ト ・ ヨ セ フ を 参照 せよ 。 「.… そ し て 、 ラ ン バ 
ム の 口 か ら は 禁止 され て いる こと が 明らか で ある に も か か わら ず 、 ど うし て ラン バム の 明確 な 言 
葉 が 彼 の 目 か ら 漏 れ て し まっ た の だ ろう か 」 


ここ まで を 要約 


ト サ フ ィ ス ト 、 セ フ ァ ー・ チ ヌ フ 、 ラ ン バ ム の 言葉 に 基づい て 、 ベ イト ・ ヨ セ フ と 彼 の 同僚 た ち は 、「 ロ ・ 
モリ ジン 」( 私 た ち は 失 望 さ せな い ) は 許可 で ある と 理解 し た : 七 戒 に 違反 する 異邦 人 を 裁き 、 殺 す 
義務 は な い が 、 そ れ は 許さ れる 。 し か し 、 こ れ は サン ヘ ド リ ン の ゲ マ ラ か ら は 上 難しい 。「 ロ ・ モ リ ジ 
ン 」( 私 た ち は 失 望 さ せな い ) が 禁止 され て いる こと が わか る 。 また 、 ラ ン バ ム 自身 が 「 ア ヴォ ダ ・ ザ 
ラー」 第 十 章 の 冒頭 で 述べ て いる 言葉 か ら も 難し い 。 


- シマ ン 29 章 に お ける シャ ッ ハ の 言葉 (上 記 の 注 16 で すでに 述べ た ) を 見 る と 、 彼 は ラン バム と ベ べ 
イト ・ ヨ セ フ を 、 ハラ ハ に お いて は ラン バム に 同意 する が 、 ゲ マラ の 解釈 に お いて は ラン バム に 同 
意 し な いと 理解 し て いた こと が わか る 。 こ こ で 説明 し よう : ラ ン バ ム は 、「 ロ ・ モ リジン 」( 私 た ち は 失 
望 さ せな い ) は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探 を 守っ て いる か どう か わか ら な い 異 邦人 だ け を 指す の で 、 
イシ ュー ル で ある と 説明 し た 。 し か し 、 ゲ マラ に お ける この 説明 は 、 ラ ン バ ム や ベイ ト ・ ヨ セ フ に は 
受け 入れ られ な か っ た (特に 、 ほとん どの 異邦 人 は 七 つ の 戒め に 違反 する 者 で ある と 考え られ て 
いる の で 、 な ぜ そ の 仮定 に 頼ら な く て は な ら な い の か ? ) 。 し た が っ て 、 彼 ら は 「 ロ ・ モ リジン 」( 私 た 
ち は 失 望 さ せな い ) は ヘテロ で ある と 説明 し た : そ れ は すべ て の 異邦 人 を 指し て お り 、 ゲ マラ は 義 
務 は な いと 言っ て いる 。 
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11. ベイ ト ・ ヨ セ フ と その 同僚 の 説明 


ベイ ト ・ ヨ セ フ の 意見 と 、 サ ン ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ (異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる こと が 明確 に 
示さ れ て いる ) と を 調和 させ る た め に は 、 ま ず 、 異 邦人 は 七 戒 に 違反 し た こと で 確か に 死罪 に 処 
せら れる が 、 彼 を 殺す 義務 は な いこ と に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 彼 が これ まで し て きた こと を 落 
し 、 七 戒 を 受け 入れ る こと を 許す こと は 可能 で ある 。 


し か し 、「 ロ ・ モ リジン 」( 私 た ち は 失 望 さ せな い ) が へ ヘテロ で ある な ら ば 、 サ ン ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ が な 
ぜ 異 邦人 を 殺す こと が 「 許 され る 」 と 書け な い の か 理解 し が た い 。 


シャ ッ ハ は 、 ラ ン バ ム や ベイ ト ・ ヨ セ フ が 、 七 戒 を 守っ て いる か どう か わか ら な い 異 邦人 に も 適用 さ 
れる か ら だ と 考え て いる と 理解 し た 。 異邦 人 が 無実 で め ある 可能 性 も 含ま れる の に 、 異 邦人 を 殺す 
こと が 許さ れる と 単純 に 書く こと は 不可 能 で ある 。 


この こと は 、 アントニ ヌ ス の 双 隷 に 関す る ト サ フ ィ ス ト の 注釈 ( ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラー 10b : シ ャ ッ ハ の 注 
釈 で 引用 ) を 説明 する シャ ッ ハ の 言葉 に よっ て 証明 され て いて 、 そ し て 、 こ れ が ト サ フ ィ ス ト の 「 ロ ・ 
モリ ジン 」 か ら の 難解 さ の 意図 で ある (我々 は 失望 させ な い )。 


* ロ ・ モ リジン (潜在 的 な 意味 ) 


- 不 必要 な 危害 や 負担 を 避け る こと : こ の 概念 は 、 さ ら な る 苦難 を 課 し た り 、 誰 か の 地位 や 幸福 を 
低下 させ た りす る こと を 禁じ る 一 般 原則 と 解釈 で きる 。 


- 公平 と 平等 の 維持 : 宗 教 や バッ ク グ ラウ ンド に 関係 な く 、 公平 で 平等 な 扱い を 求め る も の と も 解 
釈 で きる 。 


- 適正 手続 き の 遵 守 : あ る 人 に 悪影響 を 及ぼ す 可 能 性 の ある 行動 を と る 前 に 、 正 当 な 理由 と 適切 
な 手続 き を と る こと の 重要 性 を 強調 する 解釈 も ある 。 


これ は また 、 ラ ン バ ム が ヒル コッ ト ・ ロ ー エ (文字 通り の 意味 : 先見 者 、 預 言 者 (予言 者 ) の 幻視 ) の 
中 で 、「 私 た ち は 彼ら を 死な せな いし 、 彼ら を 救う こと は 禁じ られ て いる 」 と 書い て いる 。 ラ ン バ ム 
は 、 異 邦人 を 殺す こと に つい て 「 許 され る 」 と も 「 禁 じ ら れ る 」 と も 書か な いよ うに 注意 し た : そ の 異 
邦人 が 七 つ の 戒律 を 犯し て いる こと が 分 か れ ば 、 殺 すこ と は 許さ れる 。 この よう な 異邦 人 を 救う こ 
と は 禁じ られ て いる 。 し た が っ て 、 ラ ン バ ム は 、( 可 能 で あれ ば 殺す こと が 義務 づけ られ て いる 、 先 
に 述べ た エピ クロ ス 人 と は 対照 的 に ) 彼ら を 殺す 義務 は な いこ と を 意味 する 「 私 た ち は 、 そ の よう 
な こと は し な い 」 と 書く こと に 注意 を 払っ た 。 


し か し 、 ラ ン バ ム の 意見 に 対す る シャ ッ ハ の 説明 は 、 我 々 が 持っ て いる ラン バム の 正確 な バー 
ジョ ン に よれ ば 不可 能 で ある 。 と いう の は 、 ラ ン バ ム は 「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」 第 十 章 の 冒頭 で 次 の よ 
うに 書い て いる か ら で あ る 。「 異 邦人 の 偶像 崇拝 者 が 川 で 迷子 に な っ た り 湧 れ た り し て も 、 私 た ち 
は 彼 を 引き 上 げ な い 。 し か し 、 彼 の 手 に よっ て 彼 を 失っ た り 、 彼 を 穴 に 突き 落と し た りす る こと な ど 
は 禁じ られ て いる 」 


言い 換え れ ば : シ ャ ッ ハ の 言葉 と は 裏腹 に 、 七 戒 を 犯し て いる 知人 で あっ て も 殺す こと は 禁じ られ 
て いる 。 そし て 、 シ ャ ッ ハ は これ に 何 も 感 じ な か っ た の だ ろう か 。 彼 の 前 に は ラン バム の 検 開 版 が 
あっ た よう で 、 そ こ に は 「 そ れ ゆ え 、 彼 ら の 一 人 が 川 に 迷い 込ん だ り 、 湧 れ た りす る の を 見 て も 、 そ 
の 人 を 上 げ て は な ら な い 」 な ど と 書か れ て いる 。 こ の バー ジョ ン か ら 、 原 文 で は 明確 に こう 書か れ 
て いた と 結論 づけ る の は 難し い 。 
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偶像 を 崇拝 し て いる 「 異 邦人 」 で あっ て も 殺す こと は 禁じ られ て お り 、 ラ ン バ ム が この 説明 に 合わ 
な いこ と を 知る こと は で き な か っ た 。 


以上 の 結論 か ら 、 シ ャ ッ ハ は ベイ ト ・ ヨ セ フ の よう に 「 ロ ・ モ リジン 」 と いう 言葉 を 解釈 し た が 、 ハラ ハ 
的 に は ラン バム に 同意 し 、 異 邦人 を 殺す こと を 「 許 され る 」 と 言う こと は 不可 能 で ある 、 と いう サン 
へ ヘ へ ドリン の ゲ マ ラ を 彼 と 同じ よう に 説明 し た の で ある 。 こ の 説明 に お いて 、 彼 は ラン バム (と 彼 に 
條 っ た ベイ ト ・ ヨ セ フ ) が 七 つ の 戒 律 に 違反 する こと が 知ら れ て いる 異邦 人 で あっ て も 殺す こと は 
禁じ られ て いる と 言っ て いる こと に 反対 し て いる 。 


ここ か ら の 戒律 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 死刑 の 義務 と 異邦 人 の 死刑 の 義務 に は 違い が ある こと を 示し て 
いる 。 


その 証拠 に 、 ゲ マラ ( ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラー 64b) に は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒め を 「 自 ら に 受け 入れ た 」 
居住 外国 人 の 存在 が 記さ れ て いる 。 これ は 、 今 まで 戒め を 守っ て いな か っ た 異邦 人 に つい て 話し 
て いる こと を 意味 する 。 

また 、 ト サフ ィ ス ト は こう 書い て いる : 

居住 外国 人 (ゲル ・ ト シャ フ ) と は 何 か ? 七 つ の 戒め を 受け 入れ た 者 で ある 。 結論 と し て 、 こ れ は 
彼 に 命 を 与え る た めで ある 。 そし て 、「 見 よ 、 彼 が 七 つ の 戒 め に 背 いた 直後 、 彼 は 死刑 に 処せ ら 
れる 。 ノア ハイ ド の 拓 の 警告 は 、 証 人 も 警告 も な し に 死刑 に 処す る こと だ か ら で あ る ! 」 と 言う 。 法 
延 が 彼 を 裁く まで は 、 彼 は 死刑 に され な いと 言う こと が ある 。 これ は 、 偶 像 崇拝 者 は 「 上 げ も 下げ 
も し な い 」 と 言っ て いる か ら だ と 知る べき だ 。 

マイ モニ デス の 「 王 家 の 法 」 第 八 章 の 言葉 に ある : 

- 12 ヶ 月 経っ て も 偶像 崇拝 を 捨て な い 美 女 は 死刑 に 処せ られ る 。 


- 偶像 崇拝 を 悔い 改め 、 す べ て の 崇拝 所 を 破壊 し 、 ノ ア の 子 ら に 命じ られ た 残り の 戒め を 受け 入 
れる まで 、 王 に 服従 し な い 都市 の 住民 は 条約 を 認め られ な い 。 


- ノア の 子 ら に 命じ られ た 戒め を 受け 入れ な い 異 邦人 は 、 私 た ちの 権威 の 下 に ある な ら ば 、 死 刑 
に 処せ られ る 。 


- 私 た ちの 師 で ある モー セ は 、 ノ ア が 命じ られ た すべ て の 戒め を 全 世 界 の 住民 に 受け 入れ させ る 
よう 、G-d( 神 ) の 権威 を も っ て 命じ た 。 そ し て 、 そ れ ら を 受け 入れ な い 者 は あら ゆる 場所 で 居住 外 
国人 と 呼ば れる .…。 

「 偶 像 崇拝 の 控 」( 前 出 の 第 十 章 冒 頭 ) で 見 た と お り で ある 。 


私 た ち は 、 偶 像 崇拝 を 続け る 偶像 崇拝 者 と 和解 する た め に 、 彼ら と 契約 を 結ん で は な ら な い 。 
「 彼 ら と 契約 を 結ば ず 、 む し ろ 彼 ら の 崇拝 を や め さ せ る か 、 彼ら を 殺し な さい 」 


マイ モニ デス は 、 偶 像 崇拝 を や め る 機会 の ある 偶像 崇拝 者 に つい て 明確 に 述べ て お り 、 今 まで 
偶像 を 崇拝 し て いた か ら と いっ て 、 彼 ら を 殺す 義務 は な い 。 
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- 20. イス ラ エ ル に 対す る 律 法 の 義務 と 異 邦 人 に 対す る 義務 の 違い に つい て は 、「 ヨ アブ の 一 部 」 
(第 二 版 、14) 、 お よび 申 命 記 22:22 の 知恵 の ミド ラッ シュ (段落 「 あ な た は イス ラ エ ル か ら 悪 を 根 
絶する 」) も 参照 。 


- 21. そこ に は いく つか の 意見 が ある が 、 ハ ラ ハ に よれ ば 、 七 つの 戒め を 受け 入れ る こと が 必要 
で ある 、 と いう 意見 と し て 裁定 され て いる 。 


マイ モニ デス に よれ ば 、 異 邦人 が 私 た ちの 権威 の 下 に ある 場合 、 私 た ち は 彼 に 七 戒 を 受け 入れ 
させ な けれ ば な ら な い 。 そし て 、 私 た ち は は っ きり と こう 言っ て いる 。 た と え 、 異 邦人 が これ まで 七 
つの 臣 律 を 犯し て きた こと が 分 か っ て いた と し て も 、 私 た ち は そ の こと で 彼 を 裁く 必要 は な く 、 か つ 
て の こと は 無視 し て よい の だ 。 


居住 外国 人 の いな い 現 代 に お いて も 、 こ れ か ら 戒 律 を 守る の で あれ ば 、 今 まで の こと で 殺さ れ て 
は な ら な いと いう こと に 違い は な い 。 また 、 一 人 で 悔い 改め よう が 、 三 人 の ユダ ヤ 人 の 前 で 悔い 
改め よう が 、 い ずれ に せよ 七 つ の 戒め を 守っ て いる の だ か ら 問 題 な いと いう の も 道理 で ある 。 


ここ か ら 導 か れる 結論 は 、 異 邦人 が 犯し た 罪 を 裁く と き に は 彼 が 悔い 改め た か どう か も 考慮 し な 
けれ ば な ら ず 、 も し 悔い 改め た な ら 彼 を 殺す こと は 禁じ られ て いる ( 彼 を 殺す 者 は 「 人 の 血 を 流す 
者 」 に 背く こと に な る ! ) 。 さら に 、 異 邦人 が 悔い 改め る こと が 望ま し い の で あっ て 、 私 た ち が 彼 を 
殺す こと が 望ま し い の で は な い 。 も し 私 た ち が 七 戒 を 守ら な い 異 邦人 の 前 に 立ち は だ か り 、 彼 に 
七 戒 の 存在 の 重要 性 を 説明 し て 悔い 改め させ る 可能 性 が ある な ら ば 、 私 た ち は こ の 方 法 を 選 
び 、 裁 いた り 殺 し た り し な い 。 


この こと は 、 マコ ッ ト 9a の ゲ マ ラ の 言葉 に よっ て も 証明 され て いる 。 「 バ ル ・ ミ ニャ ヌ 」( 死 刑 に 値 す 
る 、 こ の 言葉 は タル ムー ド の 議論 の 中 で 、 し ば し ば 異邦 人 と の 交流 や ノア ハイ ド の 七 つ の 抹 の 適 
用 に 関し て 登場 する ) 、 つ まり 、 他 の 異邦 人 が 殺さ れる 。 


- 律 法 ( 申 命 記 20:10) に つい て の ラン バム の 言葉 と 、 レ ビ 記 18:26 に 対す る ラシン に つい て の ラベ イ 
ヌ ・ タ ム の 言葉 と 比較 し た ほう が よい 。 

- 禁じ られ た 性 交 の 搾 14:8 に お ける ラン バム と ラベ イヌ ・ タ ム の 言葉 を 参照 の こと 。 と いう の は 、 上 
で 説明 し た よう に 、 私 た ちの 問題 に は 実際 的 な 違い が な いか ら で あ る 。 

- 「 王 家 の 探 」 第 八 章 の 終わ り に も こう ある :「 七 つの 戒め を 受け 入れ 、 そ れ を 守る よう に 注意 する 
者 は 皆 、 世 界 の 国々 の 敬 度 な 者 の 中 か ら 出 た 者 で あり 、 来る べき 世に お いて 彼 の た め に 分 け 前 
が ある 。 それ は 、 主 が 律 法 の 中 で それ ら を 命じ られ 、 ノ ア の 子 ら が 以前 に それ ら に お いて 命じ ら 
れ た こと を 我々 の 師 モ ー セ を 通し て 我々 に 知ら せら れ た の で 、 彼 が それ ら を 受け 入れ 、 そ れ ら を 
行う べき で ある と いう こと で ある 。 し か し 、 も し 彼 が 心 の 判断 の た め に それ ら を 行っ た な ら 、 こ れ は 
居住 する 外国 人 で は な く 、 世界 の 国々 の 敬 度 な 者 の 中 か ら 出 た 者 で も な く 、 彼ら の 賢者 の 中 か ら 
出 た 者 で ある 」。 ラ ン バ ム は ここ で 、 心 の 判断 の た め に 受け 入れ た 者 (も ちろ ん 3 人 の ユダ ヤ 人 の 
前 で は 受け 入れ な か っ た ) と 、 ト ー ラ ー を 信じ て 受け 入れ た 者 と を 比較 し て いる 。 も し そう な ら 、 ど 
ちら の 場合 も 三 人 の ユダ ヤ 人 の 前 で は そう し な か っ た と いう こと に な る 。 

- 平和 を 求め る 戒律 に は 、 異 邦人 に 対し て 悔い 改め 、 こ れ か ら 七 つの 戒律 を 守り 始め る よう に 呼 
び か ける こと が 含ま れ て お り 、 そ れ な し に 彼ら と 戦い 、 殺 すこ と は 禁じ られ て いる (「 王 家 の 法 」 第 6 
章 の 冒頭 を 参照 ) と 考え る ラン バム の 手法 に よれ ば 、 こ れ は 強化 され る (ここ で は 平和 を 求め る こ 
と に つい て は 触れ な か っ た ) 。 
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た と え 「 バ ル ・ ミ ン ヤ 」( 文 字 通 り に は 「 数 の 息子 」 ま た は 「 数 の 中 に 数 えら れる 者 」 と いう 意味 で あ 
る 。 ユダ や ヤ 法 で は 、 ユ ダ ヤ 人 の 母 か ら 生 まれ た 異邦 人 を 指す 。 タ ルム ー ド で は 、「 バ ル ・ ミ ン ヤ 」 は 
ユダ ヤ 人 の 一 員 と みな され 、 殺 人 、 近 親 相 姦 、 偶 像 轄 拝 の 禁止 な ど 、 特 定 の ユダ ヤ 法 の 適用 を 
受け る 。 し か し 、 彼ら は ユダ ヤ 人 共同 体 の 完全 な 一 員 と は みな され ず 、 律 法 の すべ て の 戒律 に 
従う 必要 は な い ) が 、 七 戒 を 守ら な いか ら と いっ て 、「 バ ル ・ カ トラ 」( 殺 人 が 許さ れる 人 ) に は な ら な 
い 。 同様 に 、 サ ン ヘ ドリ ン 57a の ゲ マ ラ に も 、 他 の 異邦 人 を 殺害 し た 異邦 人 は 死刑 に 処せ られ る と 
明記 され て いる (そし て 、「 単 純 な 」 異 邦人 と は 、 前 述 の よう に 七 戒 を 守ら な い 人 の こと で ある ) 。 


ゲ マ ラ か ら 、 七 戒 を 犯し て いる 他 の 異邦 人 を 殺し た 異邦 人 は 、 正 義 の 名 に お いて で は な く 、 尊 人 
と し て 行っ た の で 、 殺 され る こと が わか る 。 つま り 、 七 戒 の た め に 組 すこ と は 、 状 況 や 文脈 に よっ 
て 異な る と いう こと に な る : も し それ が 是正 の た め に な され た の で あれ ば 、 私 た ち は こ こ に 「 デ ィ ン 」 
(正義 ) の ミツ ヴァ の 一 部 を 持つ こと に な る 。 し か し 、 も し それ が 是正 され 、 例 えば テ シ ュ ヴァ に よっ 
て 今後 七 つ の 戒律 が 守ら れる こと が 保証 され た の で あれ ば 、 そ こ に は ディ ン の ミツ ヴァ の 成就 は 
な く 、 む し ろ 殺 人 と 世界 の 堕落 で あり 、 こ の 殺人 は 許さ れ な い 。 


ここ か ら は 、 テ シュ ヴァ に よっ て も 殺す こと に よっ て も 、 私 た ち が 是 正す る 力 を 持た な い 場 合 に つ 
いて も 論じ な けれ ば な ら な い 。 こ れ は 亡命 中 の 単純 な 状況 で あり 、 異 邦人 に 七 戒 を 守ら せる 力 が 
な い 場 合 で ある 。 七 戒 に 背く 個々 の 異邦 人 に 対し て 正義 を 遂行 する こと は 正義 と は 解釈 され な 
い 。 こ の 問題 で は 世界 は 完全 に 開か れ て お り 、 こ の 殺人 は 七 戒 の 成就 全般 の 真 の 保全 の 一 部 
で は な いか ら で あ る 。 


偶像 崇拝 の 市 場 で 買わ れ た 奴隷 に つい て 論じ た 「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」13b の ゲ マ ラ に は 、 こ うし た こ 
と の 例 が ある : 


ここ か ら 彼 ら は 言っ た : 偶 像 崇拝 の 市 場 で 売買 する 者 は 、 動物 は 根こそぎ に され 、 果物 、 衣 服 、 
器具 は 腐敗 し 、 硬 貨 や 金属 器具 は 死海 に 連れ て 行か れる .…。 ラ ビ ・ ヨ ナ は 、 ラ ビ ・ ア イラ イ が 洞窟 
の 入り 口 に 立っ て いる の を 見 つけ 、 彼 に 言っ た : 動 物 は 根こそぎ に され る と 言わ れ た が 、 奴 隷 は 
どう な の か ? 奴隷 は .…。 


- リト ヴァ と ラン バム の 言葉 で 明確 に 説明 され て いる よう に 、 ゲ マラ に お ける 「 ゴ イ 」 と は 、 七 戒 を 守 
ら な い 人 の こと で ある 。 


- イス ラ エ ル で は 死罪 に 問わ れる 人 々 と は 対照 的 に 、 そ の 殺人 者 は 「 禄 を 免除 され る 」(「 民 数 記 」 
ミド ラッ シュ 、 ピ スカ 61「 民 数 記 35:20 に つい て 」: 同 節 に 関す る トー ラー・ テ ミ マ ー、 お よび アラ ヒン 
6b 参 照 ) 。 


- 実際 、 メ ノ ラ *・ チ ャ ヌ フ 「 ラ ビ ・ サ ム ソ ン ・ ラ ファ エル ・ ヒ ル シ ュ に よる ハラ ハ 的 著作 」(10:9) は 、 七 戒 
を 犯し た 他 の 異邦 人 を 殺し た 異邦 人 は 、「 バ ル ・ カ トラ 」( 殺 すこ と が 許さ れる 者 ) を 殺し た の で 、 そ 
の た め に 殺さ れる こと は な いと 書い て いる 。「 殺 すこ と が 許さ れる 者 」 だ か ら で あ る 。 し か し 、 私 た 
ち が 上 に 持っ て きた ゲ マ ラ に 照ら す と 、 彼 の 言葉 は 非常 に 難し い 。 いずれ に せよ 、 メ ノラ ・ チ ャ ヌ フ 
で さえ 、 異 邦人 が 他 の 異邦 人 を 殺す こと は 、 正義 の 名 に お いて で は な く 、 む し ろ 殺 人 の た め に 行 
う の で あれ ば 、 当初 は 許さ れ な いと 認め て いる よう で ある 。 そし て 、 彼 の 言葉 は 、 そ の 行為 が 行わ 
れ た 後に 振り 返っ て 初め て 言え る も も の で ある 。 
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ユダ ヤ 人 は 気 に な ら な い が 、 気 に な る の は 異邦 人 の 奴隷 だ 。 私 は どう すれ ば いい の か ? 


偶像 崇拝 の 市 場 で 物 を 買う 者 は 、 そ れ を 楽し むこ と を 許さ れず 、 買っ た も の を 壊さ な けれ ば な ら な 
いと いう 禄 を 受け る 。 ゲ マ ラ は 、 偶 像 崇拝 の 市 場 で 奴隷 を 買っ た 者 は どう すべ きか 、 殺す べき か 、 
と 問う て いる 。 ゲ マ ラ は 、「 異 邦人 は 上 げ も 下げ も し な い 」 と 学ん だ の で 、 殺す こと は 禁じ られ て い 
る と 答え て いる 。 こ の ゲ マ ラ か ら 、 こ の バラ イタ の 意図 は 異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる と い 
うこ と で あり 、 こ れ が 「 下 げ る こと は な い 」 と いう 言葉 の 意味 で ある こと が わか る 。 も し 、「 下 げ な い 」 
と いう の が 、 下 げ な いこ と が 許さ れる と いう 意味 だ け で ある な ら ば 、 こ の 奴隷 の ケー ス に つい て 、 
バラ イタ か ら ど の よう な 証拠 が 得 ら れる で あろ うか 。 偶像 崇拝 の 市 場 で 買わ れ た の だ か ら 、 
義務 が ある と いう こと は あり 得る ! 


し か し 、 異 邦人 を 裁く こと が 許さ れる の は 、 そ れ が 七 戒 の 是正 の 一 環 で ある 場合 に 限ら れる と 言 
う の で あれ ば 、 ゲ マラ の 言葉 は 明確 で ある : 奴 隷 を 殺す 目的 は 七 戒 に 対処 する た めで は な く 、 ユ 
ダ ヤ 人 が 偶像 崇拝 の 市 場 を 亭 受 し て いる と いう 問題 に 対処 する た めで ある 。 も し 奴隷 が 七 戒 に 
違反 し た と いう 口実 で 奴隷 を 殺す な ら 、 私 た ち は 奴 隷 を 「 搾 取 」 す る 状況 を 作り 出す こと に な る 。 
彼 を 買っ た ユダ ヤ 人 の 問題 に 対処 する た め に 、 七 戒 に 違反 し た 者 を 殺す 許可 を 「 悪 用 」 し て いる 
こと に な る 。 


- 9. ラ ン は こう 言っ て いる :「 彼 ら の 手 で 彼ら を 殺す た め に 、 彼 ら を 落と し 穴 に 落と さ な い 。 つま り 、 
彼ら の 手 で 異邦 人 の 奴隷 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 」 


- 10. この ゲ マ ラ は 、 ラ ン バ ム 著 「 ヒ ルコ ッ ト ・ ヨ レ ・ デ ア 269」 の 「 オ ラ ハ ・ ミ ショ ー ル 」 の 中 で 、「 我 々 
は 彼ら を 下げ な い 」 が 禁止 で ある と いう タ ズ の 意見 の 証拠 と し て 述べ られ て いる 。 し か し 、 ラ ン バ 
ム や 彼 の 同僚 に よれ ば 、 こ こ で 説明 し た こと に 加え て (ラン バム に よれ ば 、 こ の 場合 に も この よう 
に 説明 する の が 妥当 で ある こと を 以下 に 説明 する ) 、 ゲ マラ を 他 の 方 法 で 説明 する こと も 可能 で 
ある 。 


- ラン バム に よれ ば 、 異 邦人 が ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 し て いる こと が わか ら な い 人 限り 、 私 た 
ち は 異 邦人 を 殺さ な い の で 、 異 教徒 の 市 場 で 買っ た 奴隷 を 殺す 探 を 制定 し な か っ た と 説明 する こ 
と が 可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 彼ら が ノア ハイ ド の 七 つ の 律 法 に 違反 し た こと を 知ら な い 可能 性 が あ 
る か ら で あ る 。 目 の 前 で ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 し た と き に 、「 角 で 待ち 伏せ て 」 殺 す と いう 兵 
を 制定 し て いな い ( し た が っ て 、 た と え 彼 ら が ノア ハイ ド の 七 つ の 律 法 に 違反 し た こと を 知っ て いて 
も 、 私 た ち は 律 法 を 制定 し な か っ た )。 


- リト ヴァ に よれ ば 、 た と え 異 邦人 の 奴隷 が ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 し た と し て も 、 敵 対す る 
恐れ が ある た め 、 異 邦人 の 奴隷 を 殺す 搾 を 制定 し な か っ た と 説明 で きる 。 こ れ は 、「 私 た ち は 彼 ら 
を 下げ な い 」 と 説明 し て いる 彼 の 考え 方 の 通り で ある 。 


- また 、 奴隷 は これ か ら 悔 い 改 め る こと が で きる の で 、 世 界 の 大 多数 に と っ て 困難 は な いよ うだ 


(ラン バム や その 同僚 だ け で な く 、 誰 も が これ に 同意 し て いる ) 。 し た が っ て 、 こ の よう な 奴隷 を す 
べ て の 場合 に 殺す と いう 法律 を 制定 する こと は 不可 能 で ある 。 
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つま り 、 奴隷 を 殺す と き に 私 た ち は 彼 に 言う の だ :「 ノ アハ イド の 七 つ の 兵 に 違反 し て いる か ら 殺 
す の だ ! 」 と 。 奴隷 は 反論 する だ ろう : し か し 、 私 の 周り の 異邦 人 も みん な ノア ハイ ド の 七 つ の 捧 
に 違反 し て いる と いう の に 、 な ぜ 私 を 殺す こと に し た の か ? こ の 答え は 何だ ? 異 教徒 の 市 場 で 買 
われ た か ら か ? そ れ が ノア ハイ ド の 七 つ の 探 と どう 関係 する の か ? 


し か し 、 七 つの 戒め に 違反 する 異邦 人 に 近づき 、 七 つの 戒め の 遵守 を 気遣っ て 殺す 場合 、 こ 

件 に 関し て は 禁止 され て お ら ず 、 一 人 の 証人 と 一 人 の 裁判 官 に よっ て 殺さ れる と 言わ れ て いる 。 

これ に よる と 、 ベイ ト ・ ヨ セ フ が 「 禁 止 は な い 」 と 言っ た 意図 が 理解 で きる 。 殺人 が 本 当 に 七 戒 を 守 
る た めで あり 、 七 戒 を 持た な い 異邦 人 を 罰する た めで あれ ば 、 七 戒 の た め に 異邦 人 を 殺す こと は 
禁止 され な い の で ある 。 


ユダ ヤ 人 の 間 に も 、 実 行者 の 意図 が 重要 で ある と いう 同様 の 原則 が 存在 する 。 実際 私 た ち は 、 
友人 を 義務 禁止 か ら 外 す た め に 殴っ た り 傷 つけ た りす る こと は 許さ れる し 、 友 人 を 法廷 に 引き 
ずり 出す 必要 も な いと し て いる (ラン バム 「 ミ シュ パッ ト 」389 節 の 終わ り ) : 


彼 の 権威 の 下 に あり 、 彼 が 罪 を 犯し て いる と 見 な し た 者 は 、 彼 を 禁止 か ら 外す た め に 彼 を 殴り 、 
懲らしめ る 権利 が ある 。 そし て 、 法 廷 に 引き 出す べき で は な い 。 


議 諭す べき 問題 が ある : あ る 人 が 自分 の 権威 の 下 に ある 人 を 殴っ た 。 その 行動 や 言動 か ら 明 ら 

か な よう に 、 彼 の 目的 は その 人 を 禁止 か ら 外 すこ と で は な く 、 む し ろ 殴 られ た 人 に 危害 を 加え る こ 
と で ある 。 実際 、 そ の 行為 の 後に 殴ら れ た 者 が 裁判 で 彼 を 訴え る と 、 殴 っ た 者 は 、 自 分 は 彼 を 禁 
止 か ら 外 す つ も り は な か っ た に も か か わら ず 、 実 際 殴 られ た 者 を 禁止 か ら 外 し た こと が 判明 し た 、 
と 主張 する 。 で は 、 殴 っ た 者 は 無罪 に な る の か ? 


- ( タ ズ も この 点 で は ベイ ト ・ ヨ セ フ に 同意 し て いる 可能 性 が あり 、 異 邦人 を 裁く た めで な けれ ば 殺 
すこ と は 律 法 上 禁止 され て いる と いう 単純 な 考え で ある 。 と いう の は 、13 ペ ー ジ の ゲ マ ラ に は 、 殺 
人 が 裁き の た めで な いこ と は 明らか で あり 、 し た が っ て 、 そこ か ら ベ イト ・ ヨ セ フ に 反論 する こと は 

で き な い か ら で あ る 。 異 邦人 の 殺害 に つい て 「 許 され た 」 と 書く こと は 不可 能 で ある 。 異邦 人 を 裁く 
こと を ラビ が 禁じ て いな い の で あれ ば 、「 許 され た 」 と 書く こと は 可能 で ある ) 


- この 解釈 に に よれ ば 、 ア ント ニ ヌ ス が 同行 し て いた 奴隷 を どの よう に 殺し た の か 、 な ぜ 「 下 げ な い 」 
と 書か れ て いる の か と 質問 し た 、10 ペ ー ジ の ト サ フ ォ ト の 難解 さ が 容 易 に 理解 で きる : ア ント ニ ヌ 
ス が 奴隷 を 殺し た の は 、 七 戒 を 犯し て いる 目 の 前 の 奴隷 を 裁く た めで は な く 、 むしろ 自分 自身 の 
危険 を 考慮 し た た めで ある 。 も し そう な ら - 彼 を 殺す 場所 が どこ に ある と いう の か ? 結局 の と こ 
ろ る 、 こ れ は 裁き の た め の 殺 人 で は な く 、 他 の 理由 に よる 殺人 な の で ある ! それ ゆえ 、 ト サフ ォ ト は 
難題 を 提起 し 、 彼 ら が 説明 する こと を 説明 する 。 上 記 ( 注 16) で これ ら の ト サ フ ォ ト の 言葉 を 持ち 出 
し 、 シ ャ ッ ハ が どの よう に 説明 し て いる か を 見 た 。 彼 は ラン バム に 従っ て いる の で 、 異 な る 説明 を 
し て いる と 説明 し た 。 
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この 場合 、 殴る 側 に 義務 が ある の は 単純 な こと の よう だ 。 し か し 、 殴 る 者 が 友人 を 殴る こと を 望 
み 、 禁 止 か ら の 救済 が 義務 を 免れ る た め の 「 口 実 」 に 過ぎ な い の で あれ ば 、 こ の 問題 に は 許可 は 
な く 、 こ の よう な 状況 で は 支払 い を 免れ る こと は で き な い 。 


バラ イタ の 「 下 げ な い 」 と いう 言葉 に 戻 う う : ラ ン バ ム や ベイ ト ・ ヨ セ フ に よれ ば 、 こ の 意味 は 、 異 邦 
人 が 七 戒 を 犯し て いる こと が わか っ て いて も 、 そ の 人 を 殺す ミツ ヴァ は な いと いう こと で ある : な ぜ 
な ら 、 異 邦人 が 七 戒 を 犯し て いる か ら 殺 す の で あれ ば (証人 が 裁判 官 に な る な どの 理由 で ) 、 禁 
止 は な い 。 し か し 、 単 に 堕落 させ 台無し に する つも りな ら 、 そ れ は 禁じ られ て いる 。 し た が っ て 、 サ 
ン ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ は イス ラ エ ル の 血 を 流す こと が 許さ れる と いう こと は あり 得 な いと 言っ て いる 。 


- 72. 同書 の シュ マ の 言葉 を 参照 され た い (S.K.25) 。 ル ベン が シモ ン を 殴り 、 シ モン に 殴ら れ て い 
た レビ を 助け た と し て も 、 ル ベン が レビ を 助け る た めで は な く 、 むし ろ シ モン を 傷つけ 、 傷つけ た 
か っ た か ら こ の よう な こと を し た の だ と いう こと が わか れ ば 、 ル ベン は 義務 を 負う 。 


- また 、 タ ズ も シュ マ に 同意 せ ず 、 ル ベン は 少な く と も レビ を 救っ た と いう 点 で 正しい こと を し た の だ 
か ら 、 義 務 は 免除 され る と 言っ て いる 。 し か し 、 彼 が 言っ た の は 、 害 を 受け た 犠牲 者 が いる 場合 だ 
け で あり 、 そ の 場合 、 ル ベン は 意図 し て いな く て も 彼 を 助け た の で あり 、 善 意 が な く て も 彼 に 対す 
る 行為 は 望ま れる も の で ある 。 し か し 、「 ラ パル シュ (保護 か ら 取 り 除く こと ) 」 の 場合 、 ま た 「 マ イス 
ラー( 人 と 場所 と の 間 の )」 の 規則 的 な 場合 、 打 つ 者 は 禁止 か ら 取 り 除 く た め に 、 彼 の 行為 を 行う 
裁判 所 の 力 に よっ て 正確 に 来 な けれ ば な ら ず 、 こ れ な し で は 彼 の 行為 は いか な る 観点 か ら も 望 
まれ な い 。 し た が っ て 、 こ の 場合 、 タ ズ は 確か に 殴っ た 者 は 負う 義務 が ある と いう シュ マ に 同意 す 
る だ ろう 。 七 戒 に 違反 し た 異邦 人 を 裁く ケー ス は 、「 ラ パル シュ ・ マ イス ラー」(laparush maisurah 
、「 保 護 か ら 取 り 除く 」) の ケー ス に 似 て いる 。 通常 、 私 た ち は 裁 判 所 の 権限 に よっ て 裁き 、 裁 き の 
ミツ ヴァ を 果たす た め に 来 て いる の で 、 さ ら に 私 た ち が 見 た よう に 、 罪深い 異邦 人 に 悔い 改め を 
許す か どう か の 裁量 が 必要 で ある 。 


- 73. チャ タム ・ ソ ファ ー( 原 罪 の 捉 10, 3) は 、 行 為 の 意図 が 許さ れる か どう か を 決定 する と いう 別 
の 例 を 示し て いる : エ フー は 、 ア ハブ の 家 を 殺す よう G-d( 神 ) に 命じ られ た に も か か わら ず ( 列 王 
記 下 2 章 9 節 7 節 ) 、 ア ハブ の 家 を 殺し た こと で 罰せ られ た (ホセ ア 1 章 4 節 ) 。 と いう の も 、 そ の 行為 
の 後 、 彼 は G-d( 神 ) の た め に この よう な こと を し た の で は な いこ と が 明らか に な っ た か ら で あ る 。- 
彼 自身 が 偶像 崇拝 で 罪 を 犯し た か ら で あ る (同書 の ホセ ア の 注釈 者 、 ま た 同様 に 列 王 記 上 1 章 
16 節 1-7 節 と 同書 の ラ シ を 参照 ) 。 


- 74. 斑点 の ある 動物 の 羊 飼い に 関し て は 、「 下 ろ し て は な ら な い 」 が 禁止 で ある こと が 明確 に 理 
解 さ れ 、 こ の こと は 、 異 邦人 も 斑点 の ある 動物 の 羊 飼い も 、 誰 か が 裁 か な い 限り 殺す こと は 許さ 
れ な いと いう 私 た ちの 言葉 と 一 致し て いる (そし て 、 ユ ダ ヤ 人 で ある 斑点 の ある 動物 の 羊 飼 い に 
つい て は 、 彼 ら を 殺し て 裁く 場所 は な い ) 。 (そし て 、 こ こ か ら リ ト ヴ ァ に つい て 注意 する こと は 、 彼 
の 言葉 に よれ ば 、 異 邦人 で は 「 下 げ な い 」 と いう の は 憎しみ の た め だ け で 、 斑 点 の ある 動物 の 羊 
飼い に 関し て は 、 彼ら を 殺す 許可 が な いと いう こと で は な い 。 そし て 、 異 邦人 と 斑点 動物 の 羊 飼 い 
で は 、「 下 げ て は いけ な い 」 の 解釈 が 微妙 に 異な る こと を 、 彼 の 方 法 に 従っ て 説明 する 必要 が あ 
る ) 


99 


ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 し た 異邦 人 を 殺す 、 続 き 


異邦 人 を 殺す こと は 許可 され て いる 。 ここ に は 明確 な 許可 が な いた め 、 ラ ン バ ム で さえ 、 一 般 的 
に 彼 を 殺す こと は 禁じ られ て いる と 書い て いる 。 


さて 、 ラ ン バ ム の 言葉 は 偶像 崇拝 の 近 で も よく 使わ れ て いる : 


ラン バム は 異邦 人 の 地位 を 取り 上 げ 、 異 邦人 は た と え 偶 像 崇拝 者 で あっ て も 、 そ の よう に 殺さ れ 
る こと は 禁じ られ て いる と 書い て いる (「 人 の 血 を 流す 」 と いう 控 に従って) 。 し か し 、 殺 人 の 探 に お 
いて ラン バム は 、 異 端 者 や エピ クロ ス 主 義 者 、 異 邦 人 、 家 畜 の 羊 飼い な ど 、 さ ま ざ ま な 悪 の 度合 
い に 言 及 し て いる 。 そこ で 彼 は 、 裁 判 な し で 殺さ れる 異端 者 に つい て 、 ま た 「 死 な せる こと が で き 
ず 、 救 うこ と も 禁じ られ て いる 」 異 邦人 に つい て 書い て いる 。 彼ら の 邪悪 さ に つい て 言及 する 場 
合 、 七 戒 に 背 い た 罪 で 裁 か れ 殺 され る 可能 性 が ある 以上 、 彼 ら を 殺す こと が 禁じ られ て いる と 書 
く こ と は 不可 能 で ある 。 し た が っ て ラン バム は 、 正 義 を 行う な どの 正当 な 理由 が な い 限 り 、 そ れ は 
行わ れ な いこ と を 意味 する 「 な い 」 と いう 言葉 を 書い た 。 こ れ は 、 絶対 的 な 禁止 で ある 「 彼 ら を 救う 
こと は 禁じ られ て いる 」 と は 対照 的 で ある 。 


- マハ ル シ ャ は 「 セ ファ ー・ ミ ツ ヴ ォ ッ ト ・ ガ ドル 」( 偶 像 崇拝 の 法則 6:11) の 注釈 の 中 で 、 上 記 の 章 
の 本 文 で 取り 上 げた 区 別 か ら 、 ベ イト ・ ヨ セ フ に 対し て 、 ゲ マラ に 明示 され て いる よう に 「 上 げ な い 」 
こと が 禁じ られ て いる の だ か ら 、「 下 げ な い 」 こ と も 禁じ られ て いる の で あっ て 、 単 に 「 下 げ る 」 ミ ツ 
ヴァ が な いと いう だ け で は な いと 理解 すべ きだ と 異議 を 唱え た 。 私 た ち が 今 書い た こと に よれ ば 、 
ベイ ト ・ ヨ セ フ の 意見 か ら す る と この 問題 も 解決 され る : 確 か に 「 下 げ な い 」 と いう の は 、 正 義 の た 
めで な けれ ば 下げ る こと は 許さ れ な いと いう こと で あり 、 そう で あれ ば 、「 上 げ な い 」 と いう の は 禁 
じ ら れ て いる こと が ある か ら 禁 じ ら れ て いる の で あっ て 、 そ れ と 比較 する 余地 が ある 。 


- 家畜 の 羊 飼い の 問題 で は 、572 段 落 の マオ レイ ・ オ ル ( ラ ビ ・ イ ツァ ー ク ・ イ サク ・ シ ョ ー ル 著 ) に つ 
いて さら に 注意 すべ きこ と が ある 。「 我 々 と 戦争 し て いな い 異 教徒 や 、 ほ と ん どの 畑 が ユダ ヤ 人 の 
も の で あっ た 時 代 に 、 イ スラ エル の 地 で イス ラ エ ル か ら 来 た 家畜 の 羊 飼い な ど は 殺す ミツ ヴァ は 
な く 、 死 に そう で あれ ば 助け る こと は 禁じ られ て いる 」 と 書い て いる 。 そし て 見 よ 、 彼 の 言葉 か ら 、 
小さ な 家畜 の 羊 飼 いで も 「 殺 すこ と は ミツ ヴァ で は な い 」 と 思わ れる が 、 そ の こと は 許さ れ て お り 、 
奇妙 な こと で ある ! そし て 、 彼 は 私 た ち が こ こ に 書い た よう な 意味 で 言っ た と 言う べき で ある :「 殺 
す ミ ツ ヴ ァ は な い 」。 それ ゆえ 、 殺 す 場 所 が ある か どう か を 一 人 一 人 確認 する 必要 が ある : 七 つの 
戒め を 犯し た 異邦 人 は 、 一 人 の 証人 と 一 人 の 裁判 官 と し て 裁 か れる の で 、 殺 すこ と が で きる 。 し 
か し 、 小さ な 家 畜 を 飼う 羊 飼い に は 、 彼 を 殺す こと を 許可 する 理由 が な いた め 、 ど の よう な 場合 で 


も 殺す こと は 禁じ られ て いる (この 点 に つい て は 、 バ ッ ハ と タ ズ の 論争 を 扱っ た 段落 の 最後 に ある 
上 記 572 の 注 も 参照 の こと ) 。 


- 2. これ に よる と 、 異 邦人 を 殺し た 者 に つい て ミシュ パテ ィ ム 書 の ラビ ・ イ シュ マエ ル の メ ヒ ル タ の 
定式 (ネズ ィ キ ン 書 第 四 章 、「 ま た 、 人 が 隣人 に 対し て 罪 を 犯す な ら ば 」 と いう 節 に つい て ) : 「 そ の 
裁き は 天 に 委ね られ る 」。 な ぜ な ら 、 その 行為 に 対す る 態度 は 文脈 と 行為 者 の 意図 に 依存 する か 
ら で あ る 。「 腎 臓 と 心臓 」 を 調べ 、 そ の 行為 が 殺人 の よう な も の な の か 、 そ れ と も この 世 で の 修正 
と 裁き な の か を チェ ッ ク す る た め に 「 天 に 与え られ た 」 の で ある 。 


- 3. 実際 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、 あ る 状況 に お いて は 異邦 人 を 殺す 義務 が あり 、 単 な る 許可 で は な 
い 。 ラ ン バ ム は 、「 王 の 律 法 」 第 八 章 の 終わ り に こう 述べ て いる :「 ノ ア の 子 ら が 命じ られ た 戒律 を 
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受け 入れ な い 異 邦人 は 、 我 々 の 権威 の 下 に ある の で あれ ば 、 す べ て 殺す 」( 以 上 引用 。 ま た 、 ラ 
ン バ ム の いく つか の 箇所 で 説明 され て いる ) 。 し た が っ て 、 ラ ン バ ム は 殺人 の 法則 の 中 で 、「 彼 ら 
を 救う こと は 禁じ られ て いる 」 と 書い て いる 。 こ れ は 殺す 義務 が ある 場合 だ か ら で あ る 。 
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ナブ ルス の 人 々 
シモ ン と レビ に よる ナブ ルス 殺害 に 関す る ラン バム の 意見 (ラン バム 書簡 ) 
「 王 の 治世 」 第 十 章 、「 上 に も た ら さ れ た も の 」 の 終わ り : 


この た め 、 シ ェ ケ ム の すべ て の 者 は 殺さ れる 義務 が あっ た 。 なぜなら 、 シ ェ ケ ム は 盗み を 犯し た 
が 、 彼 ら は 見 て 知っ て いな が ら 彼 を 裁 か な か っ た か ら で あ る 。 


ラン バム (ラビ ・ モ ー セ ・ ベ ン ・ ナ ハマ ン ) は 12 世 紀 に 生き た スペ イン の ユダ ヤ 人 聖書 注解 者 で あ 
る 。 彼 は 律 法 の 注解 の 中 で 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒 め を 受け 入れ て いな い 異 邦人 に 適用 され る 
律 法 ( ベ レイ シッ ト 4:13) に つい て 、 ラ ン バ ム (ラビ ・ モ ー セ ・ ベ ン ・ マ イモ ン ) と 意見 を 異 に し て いる 。 
ラン バム は 様々 な 理由 か ら こ の 件 に 関し て 反対 し 続け 、 中 で も 次 の よう に 書い て いる : 


ノア ハイ ド の 七 戒 は 、 単 に すべ て の 地方 に 法廷 を 設置 する こと を 要求 し て いる の で は な い 。 む し 
ろ 、 異 邦人 に も ユダ ヤ 人 と 同じ 正義 の 法律 に 従う こと を 求め て いる 。 こ れ に は 、 密 盗 、 詐 欺 、 恐 
喝 、 賃 金 補 盗 、 暴 行 、 傷 害 、 殺 人 を 禁止 する 法律 が 含ま れる 。 ラ ン バ ム は 、 ノ アハ イド の 七 戒 が 、 
ユダ ヤ 人 の 支配 下 に ある 異邦 人 に よっ て 違反 され た 場合 に の み 死 刑 に 処せ られ る と は トー ラー 
が 明言 し て いな いこ と を 指摘 し 、 こ の 見 解 を 支持 し て いる 。 むし ろ 、 律 法 で は 単に 死刑 に 値する と 
述べ て いる の で ある 。 ラ ン バ ム は また 、 ノ アハ イド の 七 戒 に は 、 ユ ダ ヤ 人 と 同じ よう に 、 す べ て の 
都市 に 法廷 を 設置 する こと が 含ま れ て いる と 主張 し て いる 。 


し か し 、 も し 異邦 人 が この 義務 を 果たさ な か っ た と し て も 、 死 罪 に は 問わ れ な い 。 むし ろ 、 単 に 積 
極 的 な 戒律 を 果たせ な か っ た だ け な の で ある 。 ラ ン バ ム は 次 に 、 な ぜ 異 邦人 が 七 つ の 戒 め に 違 
反し た だ け で 死刑 に な る と 主張 する の か 、 と 問う 。 彼 は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 や 他 の 七 つ の 国 々 は 
皆 、 偶 像 崇拝 者 で あり 、 淫 者 で あり 、G-d( 神 ) の 目 の 前 で あら ゆる 種類 の 忌まわしい 行い を 
行っ た と 指摘 する 。 律 法 そ の も の が 、 こ れ ら の 国々 を いく つか の 箇所 で 非難 し て いる 。 ラ ン バ ム の 
答え は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒 め に 違反 し た 異邦 人 に 対す る 死刑 は 、 ヤ コブ と その 息子 た ちの 権 
限 に は な いと いう も の だ 。 むし ろ 、 そ れ は 異邦 人 で ある 国々 の 法廷 の 問題 な の で ある 。 


-「 王 の 律 法 」 第 十 章 の 最初 の ハラ ハ の 冒頭 に は 、 次 の よう に 書か れ て いる (これ も 上 に 引用 し 
た ) :「 あ な た は 彼ら と 契約 を 結ん で は な ら ず 、 必 ず 彼 ら の 祭壇 を 打ち 破る で あろ う 」 と 言わ れ て い 
る よう に 、 私 た ち は 偶 像 崇拝 者 た ちと 和解 し て 彼ら の 偶像 果 拝 に 任せ る た め に 彼ら と 契約 を 結ん 
で は な ら な い 。 ここ で は 、 私 た ちの 権威 の 下 に ある 異邦 人 に つい て 述べ て いる の で あり 、 そ の た 
め に 、 私 た ち は 彼 ら の 七 戒 に 基づい て 彼ら を 裁く 義務 が ある (この 後 の ハ ラ ハ で は 、 私 た ちの 権 
威 の 下 に な い 異 邦人 に つい て 述べ て いる の で 、 ラ ン バ ム の 意見 で 説明 し た よう に 、 私 た ち が 彼 ら 
を 裁き た いと 思わ な い 限 り 、 彼 ら を 殺す こと は 禁じ られ て いる ) 。 (この 間 題 に つい て は 、「 レ チェ 
ム ・ ミ シュ ナ 」、「 キ ル ヤ ト ・ セ ファ ー」、「 ク ネ セ ト ・ ハ ゲド ラー」( 偉 大 な 集会 の 人 々 - ユダ ヤ 人 の 指 
導 者 た ち ) の 「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ バト 」 第 430 節 の 終わ り ( 注 13) 、「 シ ョ ン ャ ニム ・ レ ダヴ ィ ッ ド 」 の 「 ア 
ヴォ ダ ・ ザ ラー」1:8 の ミシュ ナ を 参照 され た い ) 
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し か し 、 シ ェ ケ ム の 件 は 次 の と お り で ある : ヤ コブ の 息子 た ち は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 が 夏 悪 で 、 彼 ら 
の 血 が 水 の よ うに 大 切 で あっ た の で 、 復 讐 の 剣 を も っ て 彼ら に 復讐 し よう と し た 。 彼ら は 王 と その 
町 の すべ て の 民 を 殺し た が 、 そ れ は 彼ら が 王 の し も べ で あり 、 王 に 従っ て いた か ら で あ る 。 彼ら 
が 奪 っ た 契約 は 、 主 人 に 妨 び る た め の も の で 、 彼 ら に は 何と も 思わ れ な か っ た 。 ヤコブ は ここ で 
彼ら に 、「 あ な た が た は 、 私 を この 地 の 住民 か ら 忌 み 嫌 われ る 者 に し た 」 と 言わ れる よう に 、 彼ら 
が 彼 を 危険 に さら し た と 言い 、 ま た そこ で 彼 は 、 彼 ら が 町 の 人 々 に 害 を 加え た の で 、 彼 ら の 怒り を 
呪っ た 。 彼ら は 彼 の 前 で 彼ら に 言っ た 、「 私 た ち は あ な た た ちと 共に 住み 、 一 つの 民 と な る 」 と 。 彼 
ら は 彼ら を 選び 、 彼 ら の 言葉 を 拒ん だ 。 お そら く 彼 ら は G-d( 神 ) の も と に 帰り 、 自 分 た ち に 全く 害 を 
与え な か っ た の で 、 無 意味 に 彼ら を 殺す だ ろう 。「 彼 ら の 怒り の 道具 は 彼ら の 鼻孔 に ある 」( 下 
49:5) と は この こと で ある 。 


シェ ケム の 人 々 が 殺さ れ た の は 、 彼 ら が 正義 の 戒め を 犯し た か ら だ と な ぜ 言 わな けれ ば な ら な い 
の か ? シ ェ ケ ム の 民 が 犯し て いな い 戒 め が あ る だ ろう か ? 実際 、 彼 ら は 七 つ の 戒 め を すべ て 犯 
選 走 の だ 


ラン バム の 反論 は 、 ラ ン バ ム の 見 解 に つい て 説明 し た こと に 基づい て いる 。 ラ ン バ ム は 、 七 戒 に 
違反 し た 異邦 人 を 殺す た め に は 裁判 が 必要 で あり 、 他 の 理由 に よる 「 決 着 」 の た め に 法 を 乱用 し 
て は な ら な いと 考え て いる 。 


カナ ン の 人 々 が 七 戒 に 違反 する と いう 事実 は 、 ヤ コブ の 息子 た も が イス ラ エ ル の 地 で の 旅 で 今 ま 
で 取り 上 げ な か っ た 、 知 られ た 古い 事実 で あめ る 。 も し 彼ら が 異邦 人 の 一 人 と 何 か 間 題 が あり 、 そ 
れ を 解決 する た め に 、 彼 が 七 戒 を 犯し て いる と いう 口実 で 立ち 上 が り 、 彼 を 殺す な ら 、 こ れ は 「 裁 
判 」 で は な い 。 私 た ち が ラ ン バ ム で 説明 し た と ころ に よれ ば 、 こ れ は 禁じ られ て いる 。 


事例 で 説明 し よう : ヤ コブ の 息子 た ち が 、 相続 人 の いな い 大 金持ち の 異邦 人 の 家 の 前 を 通り か 
か っ た 。 生き て いる 動物 の 手足 を 食べ た と いう 理由 で 彼 を 裁き 、 殺 すこ と は 許さ れる の だ ろう か ? 
これ は 正義 で は な い 。 正義 を 口実 に し た 金儲け の 欲望 で ある 。 


し た が っ て ラン バム は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 に 対す る 死 の 義務 は 、 彼 ら が 犯し た すべ て の 「 普 通 の 」 罪 
と は 無関係 で ある と 理解 し て いる 。 なぜ な ら 、 こ れ ら の 罪 に 対し て ヤコブ の 息子 た ち が 誰 か を 裁 い 
た 裁判 は 見 つか っ て お ら ず 、 脇 道 に それ た 理由 で 突然 目 を 覚まし て 彼ら を 裁く こと を 決め る 理由 
は な いか ら で あ る 。 


し か し 、 シ ェ ケ ム に 対し て ヤコブ の 息子 た ち は 裁 く 能力 を 利用 する の で は な く 、 む し ろ 、 自 分 た ち に 
関係 し 、 自 分 た ち が 無 視 で き な い よう な 犯罪 に 対処 する の で ある 。 これ は 搾取 で は な く 、 むしろ 
「 私 た ちの 国境 に 来 た 」 犯 罪 へ の 対応 で ある 。 この よう な 状況 の た め 、 ヤ コブ の 息子 た ち は シ ェ ケ 
ム の 人 々 を 裁 い た 。 


言い 換え れ ば 、 私 た ちか ら 遠 < 離 れ た 異邦 人 が 罪 を 犯し て も 、 私 た ち が 彼 ら を 裁く 必要 が な い の 
は 理解 で きる (異邦 人 が 、 ノ アハ イド の 七 戒 に 違反 し た 自分 か ら 遠 い 異邦 人 を 裁 か な けれ ば 、 死 
刑 に な ら な い の と 同じ よう に ) 。 

し か し 、 異 邦人 が 私 た ち に 影響 を 及ぼ す よ うな 犯罪 を 犯し た 場合 、 そ の 犯罪 を 無視 する こと は そ 
の 犯罪 を 受け 入れ る こと に な りか ね な い 。 


し た が っ て 、 こ こ で は 裁き の 場 が どこ に ある の か は 明らか で ある 。 禁じ られ た 関係 の 法則 (第 十 ニ 
章 9 節 ) で も 解釈 され て いる : 


ユダ ヤ 人 女性 と 性 的 関係 を 持つ 異邦 人 。 
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人 妻 で あめ れ ば 、 そ の た め に 死刑 に 処せ られ る 。 一 見 する と 、 な ぜ 異 邦人 が すでに 七 つ の 戒め に 
違反 する 者 で あり 、 そ の どれ か の た め に 死刑 に 処せ られ る の か 疑問 に 思う か も し れ な い ( し た 

が っ て 、 ラ ン バ ム が 人 七 戒 の 特定 の 違反 に 対し て 誰か が 義務 を 負う と 書い て いる 箇所 で は 、 一 般 
的 に 戒律 に 違反 し な い 人 で ある 「 ノ ア の 子 」 に つい て 話し て いる の で ある ) 。 さら に 、 な ぜ イ スラ エ 
ル 人 の 女性 と 性 的 関係 を 持っ た 異邦 人 だ け な の だ ろう か ? 結局 の と ころ 、 た と え 異 邦人 と 性 的 関 
係 を 持っ た と し て も 彼 は まだ 義務 づけ られ て いる か ら だ ! 私 た ちの 理解 に よれ ば 、 ラ ン バ ム は 、 
ユダ ヤ 人 に 影響 を 及ぼ す 違 反 が あっ た 場合 、 私 たち は それ を 裁く 義務 が あり 、 無 視 し て は な ら な 
いと 言っ て いる の だ 。 


シェ ケム の 男 た ち - ラン バム の 意見 


ここ で 、 シ ェ ケ ム の 男 た ち に 関す る ラン バム の 意見 を 明らか に し よう 。 一 方 で は 、 彼 ら は 邪悪 で あ 
り 、 彼 ら の 血 は 水 の よ うに 大 切 で ある と 書い て いる 。 これ は 、 彼 が 上 に 書い た よう に 、 彼ら が 偶像 
崇拝 者 で あり 、 委 淫 者 で あり 、 こ の 世 の あ ら ゆ る 憎む べき こと を 行っ て いる こと を 意味 し て いる 。 


し か レ し 一 方 で 、 彼 は 後に こう 言っ て この こと を 修飾 し て いる :「 し か し 、 彼ら を 裁く の は ヤコブ と その 
息子 た ち で は な い 」 と 。 そし て さら に こう 言う :「 王 は その 町 の 人 々 を 皆殺し に し た 。 彼 の 命令 に 
従っ た か ら で あ る 」。 一 見 する と 、 こ れ ら の こと は 理解 で き な い 。 も し 彼ら を 殺す こと が 許さ れる の 
で あれ ば 、 ラ ン バ ム は 何 を 言い た い の だ ろう か ?「 ヤ コブ と その 息子 た ち 次 第 で は な い 」 と ラン バ 
ム は 言っ て いる の だ ろう か ? ま た 、 殺 す 理 由 が 七 つ の 戒め の 違反 で ある な ら ば 、 な ぜ 、 そ の 町 の 
人 々 が 殺さ れ た の は 、 彼 ら が 王 の し も べ で あっ た か ら だ と 説明 する 必要 が ある の か 。 


- 46. シェ ケム の 男 た ち だ けが 死 の 義務 を 負わ され 、 シ ェ ケ ム の 行い を 聞い た 土地 の すべ て の 異 
邦人 で は な か っ た か ら で あ る 。 


- 47. ラ ン バ ム の 言葉 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 を 殺し た り 、 ユ ダ ヤ 人 の 女 と 関係 を も っ た り し た 異邦 人 の 場 
合 、 そ の 時 点 か ら 悔 い 改め る こと は で きず 、 ユ ダ ヤ 教 に 改宗 する こと も で き な い と 思わ れる 。「 改 
款 し た 罪深い 異邦 人 」 と いう 記事 (近々 別 の 場所 で 発表 され る 予定 ) の 中 で 、 私 た ち は こ の こと を 
さら に 論じ た 。 


- 48. また 、 こ の パル シャ ッ ト に 関す る オル ・ ハ シャ イム の 言葉 に よれ ば 、 次 の よう に な る :「 そ し 


て 、 ラ ン バ ム は .… シ ェ ケ ム を 殺し た 理由 を 、 彼ら が 偶像 崇拝 者 で あっ た た め に 死罪 を 負わ され た 、 
な ど と いう 側 に 置い て いる 」 
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サン ヘ ド リ ン 50b に 関す る ロッ シュ の チ ド ゥ シム で は 、 彼 は ラン バム の 言葉 を 持ち 出し 、 そ こ で の 彼 
の 言葉 か ら 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、 七 戒 に 違反 する 異邦 人 を 殺す こと は 、 何 ら か の 必要 性 が あれ 
ば 許さ れる 、 と 彼 が 理解 し て いる こと は 明らか で ある 。 こ れ が 彼 の 言葉 で ある : 


いずれ に せよ 、 シ ェ ケ ム の 息子 た ちの 殺害 に つい て は 、 彼 ら が 偶像 崇拝 者 で あっ た た め 、 す で に 
死罪 に 問わ れ て いた と 言う こと が で きる 。 し か し 、 彼 ら の 裁き は 、 カ ナン 人 に 引き 渡さ れる こと は な 
か っ た 。 こ の 裁き は 、 そ の 土地 の 住民 に 許可 を 与え た G-d( 神 ) の 摂理 な し に は 実行 され な か っ た 
で あろ う 。 ヤコブ は 言っ た :「 あ な た は 私 を 土地 の 住民 か ら 忌 み 嫌 われ る よう に し た 」 


言い 換え れ ば 、 ヤ コブ の 息子 た ち が シ ェ ケ ム の 男 た ち を 殺す こと は 、 彼ら が 邪悪 で あり 、 七 つの 
戒め に 違反 し て いる か ら 許さ れ た の で ある 。 ヤコブ は 、 た と え そ れ が 許さ れる こと で あっ て も 、 実 
行 す べき で は な いと 考え た 。 な ぜ な ら 、 少 数 の ヤコブ の 息子 た ち は 、 そ の 行為 の 結果 に 対処 する 
こと が で きず 、 土 地 の す べ て の 住民 を 自分 た ち に 敵対 させ る こと に な る か ら で あ る 。 


これ ら の 記述 の 結論 は 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 何ら か の 必要 性 が あれ ば 、 七 つの 
戒め に 違反 する 異邦 人 に 危害 を 加え る こと は 許さ れる と いう こと で ある 。 


し か し 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、 そ の 異邦 人 が 罪 を 悔い 改め 、 今 後 は 七 つ の 戒 め を 守る こと が 明らか 
に な れ ば 、 そ の 異邦 人 を 殺し て は な ら な いと いう こと に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 こ の こと は 、 ラ ン 
バム の 言葉 の 続き で 明確 に 述べ られ て いる 。 ヤコブ も また 、 シ ェ ケ ム の 男 た ち が 本 当 に 悔い 改め 
る つも り で あっ た と 信じ た た め に 、 そ の 生涯 の 終わ り に シモ ン と レビ に 腹 を 立て た の で ある (後述 

する )。 


- 第 70 節 で は 、 著 者 は 本 文 の 文言 が ラン バム の それ と 非常 に 類似 し て お り 、 著 者 は ラン バム の 
見 解 を 単に 説明 し て いる だ け で あろ うと 指摘 し て いる 。 


- 第 71 節 で 、 著 者 は ラン バム の 見 解 は 、 サ ン ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ が 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる こと 
に 同意 し て いな い 事 実 と 一 致し て いる と 論じ て いる 。 ゲ マ ラ は その 理由 を 二 つ 挙 げ て いる : 憎しみ 
か ら 、 あ る い は 異邦 人 が 七 戒 に 違反 し て いる こと を 確信 で き な い か ら で あ る 。 シェ ケム の 男 た ち 
の 場合 、 憎しみ は な く 、 彼ら が 七 戒 に 違反 し て いる こと は 明らか で あっ た 。 著 者 は また 、 ラ ン バ ム 
の 見 解 は 、 サ ン ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ が ラビ の 命令 に よっ て 異邦 人 を 裁く こと を 禁じ て いる と いう ラビ ・ 
ヨナ の 見 解 と 一 致し て いる と 指摘 する 。 シモ ン と レビ の 時 代 に は 、 ラ ビ の 勅 令 は まだ 制定 され て い 
な か っ た 。 


- 第 72 節 で 、 著 者 は ラン バム の 見 解 に 矛盾 が ある 可能 性 を 指摘 し て いる 。 ラ ン バ ム は 次 の よう に 
主張 する 。 七 戒 に 違反 する 異邦 人 に 危害 を 加え る こと は 許さ れる が 、 彼ら か ら 盗 むこ と は 禁じ ら 

れ て いる 。 著者 は 次 の よう に 主張 する 。 異邦 人 の 財産 は 彼 の 命 よ り も 重要 で ある こと を 示唆 し て 
いる か ら で あ る 。 
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ラン バム の 言葉 を 別 の よう に 解釈 する こと は 確か に 可能 で ある : 


ラン バム も また 、 ラ ン バ ム の 意見 で 説明 され て いる 原則 、 す な わ ち 、 殺 人 が 裁き の た めで は な く 、 
他 の 周辺 的 な 必要 性 の た め に 行わ れる 場合 に は 、 七 戒 に 違反 する 異邦 人 を 殺し て は な ら な いと 
いう 原則 に 一 般 的 に 同意 し て いる 、 と 主張 する こと が で きる 。 こ れ に よれ ば 、 ヤ コブ と その 息子 た 
ち に この 問題 が 委ね られ て いな いと いう ラン バム の 言葉 は よく 説明 で きる : も し ここ で 違反 者 を 裁 
く 意図 が な い の で あれ ば 、 ヤコブ と その 息子 た ち は 、 彼ら が 七 つ の 戒め に 違反 し て いる に も か か 
わら ず 、 当 時 カナ ン の 地 に 住ん で いた 国々 に 危害 を 加え る こと を 禁じ られ て いる と 言い た い の 
だ 


し か し 、 こ れ は 難し く 思 える か も し れ な い : な ぜ シ ェ ケ ム の 民 を 殺す こと が 許さ れる の か ? 結局 の 

と ころ 、 こ こ で も ディ ナ の 誘拐 に 対す る 怒り と いう 二 次 的 な 欲求 が 利用 され 、 そ の 結果 、 ヤ コブ の 

息子 た ち に 対し て 死罪 に 値する よう な こと を 何 も し て いな い 町 の すべ て の 人 々 に 危害 が 加え られ 
た の で ある (宗教 的 な 近 に 違反 し た か ら と いっ て 、 誰 も 死罪 に は な ら な いと いう ラン バム の 考え 方 
攻 ば )。 


この 問題 は 次 の よう に 説明 で きそう だ : も し 異邦 人 が 私 た ちと 何 の 関 係 も な く 七 つの 戒め を 犯し て 
いた と し て も 、 私 た ち は 彼 ら を 裁 か な か っ た だ ろう 。 その 代わ り に 、 私 た ち は 彼ら に 悔い 改め を 促 
し 、 そ の 行い を 正す よう に 導い た だ ろう 。 し か し 、 シ ェ ケ ム の 場合 は 、 異 邦 人 た ちの 存在 が 、 シ ェ ケ 
ム が ヤコブ の 子 ら に 友 威 を 与え る と いう 現実 を 作り 出し た 。 こ の よう な 状況 で は 、 彼 ら の 行為 を 無 
視 す る の で は な く 、 彼ら を 裁く こと が 是正 へ の 道 と な る 。 私 た ち が 彼 ら を 殺し た の は 、 彼ら が 死に 
値する 存在 だ っ た か ら だ 。 こ れ は 、 シ ェ ケ ム の 息子 た ちの 殺 害 を 正当 化す る ラン バム の 言葉 を 明 
確 に する も の で ある 。 


し か し 特定 の 異邦 人 が 戒律 の 是正 と 成就 を 妨害 し て いる の で は な く 、 そ の 殺 人 を 自分 の 利益 の 
た め に 利用 する た め に 彼 を 殺し た いと 考え て いる 場合 、 こ れ は 禁じ られ て いる 。 禁じ られ た 肉 を 
食べ る 金持ち の 異邦 人 に つい て の 例 に 戻 ろ う 。 禁断 の 肉 を 食べ 、 私 た ち は 彼 の 金 を 取っ て 慈 療 
を 行う た め に 彼 を 殺す : ラ ン バ ム の 言葉 に よれ ば 、 こ れ は 禁じ られ て いる 。 こ の よう な 場合 、 ラ ン 
バム が 言う よう に 、「 正 義 を 行う た め に 私 た ち に 委ね られ て いる の で は な い 」。 


- この 意見 に よれ ば 、 ト ー ラ ー が 個人 的 な 利益 の た めで あっ て も 異邦 人 を 殺す こと を 許し た の は 、 
どの よう な 場合 で あれ 、 七 つの 戒め に 違反 し た 者 に は 正義 が 行わ れる が 、 盗み に は 法 が 存在 し 
な い の で 、 そ れ を 許す 場所 が な いか ら で あ る 。 


- 第 6 節 の ト サ フ ォ ト の 意見 に お ける シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 言葉 も この よう に 説明 する こと が で き 
る : 上 で ( 注 16) 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ は アン トニ ヌス が 自分 の 奴隷 を 殺す こと は 許さ れる と 説明 
し て いる 。 アン トニ ヌス が 自分 の 奴隷 を 殺す こと が 許さ れ た の は 、 彼 ら が 七 戒 に 背 い た か ら で あ 
る 。 こ れ は 七 戒 を 他 の 目的 の た め に 利用 する ケー ス な の だ ろう か ? 


- この 問題 は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 に 関す る ラン バム の 意見 で 説明 し た こと に 似 て いる 。 こ れ ら の 奴隷 
が 七 戒 を 犯し た と いう 直接 的 な 言及 は な い が 、 こ れ ら の 奴隷 は その 存在 に よっ て 危険 を も た ら 
す 。 と いう の は 、 こ れ ら の 奴隷 は 、 ア ント ニ ヌ ス が 律 法 を 学ん で いる こと が 知ら れれ ば 、 ア ント ニ ヌ 
ス に 危害 を 加え る 可能 性 の ある 異邦 人 の 集団 の 一 員 だ か ら で あ る 。 こ の よう に 、 彼ら が 危険 を も 
た ら す 状況 で は 、 彼 ら を 殺す こと が 許さ れる 。 
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223 
下記 


な ぜ ナ ブル ス の 人 々 は 殺さ れ た の か ? 


彼ら は ヤコブ の 息子 た ち に 関す る 罪 で 判決 を 受け た 


彼ら の 行動 を 非難 し た の は 、 そ れ を 正す た め に は 彼ら 
が 悔い 改め る こと を 期待 し な い 方 が よい か ら だ 


彼ら は 罪 を 犯し た の だ か ら 、 死 に 値する 。 そし て 、 そ の よ 
うな 異邦 人 は 、 必 要 が 生じ れ ば いつ で も 殺す こと が 許さ 
れる (彼ら は お そら くく 悔い改め な い だ ろ うか ら ) 


悔い 改め を 目撃 し た 者 の 殺害 


前 節 で 、 異 邦人 は 絶対 的 な 死刑 の 対象 で は な いこ と を 述べ た 。 彼ら は 罪 を 悔い 改め 、 過 去 の 罪 
を 免れ る こと が で きる 。 ラ ン バ ム は 当初 、 ヤ コブ が 息子 た ち に 腹 を 立て た の は 、 息子 た ちの 行為 
が ヤコブ を 危険 に さら し た か ら だ と 説明 し て いる 。 し か し 、 解説 の 後半 で は 、 ヤ コブ が な ぜ 異 邦人 
か ら の 脅威 が な く な っ て も 把 っ た まま で いた の か 、 そ の 理由 を 明らか に し て いる 。 異邦 人 か ら の 
脅威 は も は や 存在 せ ず 、 こ の 事件 に よっ て ヤコブ の 家族 に 害 が 及ぶ こと も な か っ た か ら で あ る 。 
彼 の 説明 は こう だ : 


(ヴァ イエ キ ・ パ ル シ ャ で ) 彼 は そこ で 彼ら の 怒り を 呪っ た 。「 あ な た た ちと 共に 住み 、 一 つの 民 と な 
ろう 」 と 、 契約 の 中 で 彼ら に 言っ た 都 の 者 た ち に 、 彼ら は 怒り を 燃やし 、 彼ら を 選び 、 彼 ら の 言葉 を 
踏み に じ っ た か ら で あ る 。 


言い 換え れ ば : シ ェ ケ ム の 男 た ち が 本 当 に これ か ら 七 つの 戒め を 守る つも り で ある 可能 性 が あ 
り 、 そ の よう な 状況 で は 、 彼 ら を 殺さ ず 、 悔い 改め る の を 許す 方 が よい こと は 明らか で ある 。 こ の 
点 に 関し て 、 ヤ コブ は その 生涯 の 終わ り に 、 シ モン と レビ に 言っ た 言葉 で 激しく 抗議 し た 。「 こ の 道 
を 歩む こと が 可能 で ある な ら 、 そ れ が 望ま し いと いう こと に 異論 を 唱え る 者 は いな いよ うだ 」 


- 彼ら の 他 の 行い に 、 彼 ら は すでに 死に 値する の で 、 彼 ら を 殺す こと は 可能 で ある と 言う こと ( ト サ 
フォ ト の 2 番目 の 弁解 の よう に 、 た と え 、 そ の 疑い が 「 あ な た を 殺 し に 来 た 者 は 殺せ 」 と いう ほど 大 
きい と は 言わ な いと し て も ) 。 また 、 異 邦人 を 殺し て 金 を 奪う こと と は 似 て 非 な る も の で ある 。 


- 61. し か し 、 誰 か が すでに 居住 外国 人 で あっ た 場合 、 拘 束 力 の ある 立場 に 入っ た の で 、 そ の 罪 
を 赦 さ な いと いう こと は 大 い に あ り 得 る 。 


- 62. し か し 、 ヴ ァ イ エ キ ・ パ ル シ ャ の 「 ト ラッ ト ・ モ ー シ ェ 」( チ ャ タム ・ ソ ファ ー 著 ) の 「 ラ ン バ ム 、 列 王 


記 第 九 章 の 終わ り 」 と 「 ヤ コブ の 息子 た ち は 殺 され た 者 た ちの 上 に 現れ た 」 の 項 を 参照 する と 、 ヤ 
コブ は 彼ら が 正しい 改宗 者 で ある と 思っ た か も し れ な い ( ま た 、「 王 家 の 近 」 第 九 章 末 の ラド バズ も 
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適切 な 異邦 人 王国 


適切 な 異邦 人 王国 が 存在 する 場合 、 ラ ン バ ム が 説明 し て いる よう に 、 彼ら は 戒律 に 背く 者 を 裁く 
法廷 制度 を 確立 する (「 王 の 法 」 第 九 章 の 終わ り ) : 


「 法 廷 に 関し て 、 彼 ら は どの よう に 命じ られ て いる の か 。 彼ら は 、 こ の 六 つ の 戒律 を 裁く 裁判 官 と 
判事 を 各地 区 に 任命 し 、 民衆 に 警告 する 義務 が ある 」 


この よう な 王国 が 存在 する よう に な れ ば 、 七 つの 戒め に 背く 者 を 裁き 、 対 処す る 適切 な 制度 が あ 
る の だ か ら 、 そ の よう な 規則 を 設け る の は 非常 に 妥当 な こと で あり 、 こ れ か ら は 個人 で 行う の で は 
な く 、 こ の 制度 に 任 さ れる こと に な る 。 こ の 規則 は 、 正 し い 公 共 の 存在 と 秩序 と いう 観点 か ら 見 
て 、 非 常に 合理 的 で ある 。 


罪人 を 殺す べき か 、 そ れ と も 悔い 改め させ る 方 が よい か を それ ぞ れ の ケー ス で 検討 する 必要 性 
に つい て 学ん だ こと に 照ら せ ば 、 こ れ は 特に 真実 で ある 。 適切 な 王国 が あれ ば 、 こ の よう な 考慮 
の 余地 は あり 、 こ の 考慮 は 各地 区 の 裁判 官 や 判事 の 手 に 委ね る の が 妥当 で ある 。 


犯罪 の 違反 者 を 見 て 裁 か な い 者 が 、 裁 き の 戒 め を 無効 に する こと は な いと いう こと を 強調 する こ 
と は 重要 で ある 。 な ぜ な ら 、 裁 く 裁判 官 や 判事 に 裁き を 委ね る こと が で きる か ら で あ る 。 それ どこ 
ろか 、 こ の よう に し て 裁き の 戒め は 正しく 果たさ れる の で ある 。 


- 63. ラ ン バ ム に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 で あっ て も (そし て お そら く 主 に ユダ ヤ 人 で あっ て も ) 、 異 邦人 
が 正義 を 行う よう に する 義務 が ある 。 彼 は 第 十 章 ハ ラ ハ 11 で こう 述べ て いる :「 ユ ダ ヤ 人 の 裁判 
所 は 、 こ れ ら の 外国 人 の た め に 裁判 官 を 任命 し 、 こ れ ら の 法律 に 従っ て 彼ら を 裁く 義務 が ある 。 
も し 法廷 が 彼ら の 中 か ら 裁 判官 を 任命 すべ き と 見 れ ば 、 彼 ら を 任命 すべ き で ある 」 


- 64. も し 、 私 人 が 裁く こと を 許さ れ な い 唯 一 の 理由 が 、 公序良俗 に 反する か ら と いう こと で ある な 
ら 、 遡 及 し て 、 次 の よう に な る 。 も し 誰か が 七 戒 に 背 い た 他 の 異邦 人 を 殺し た と し て も 、 律 法 に よ 
れ ば 、 そ の 人 を 殺す こと は 許さ れる か ら で あ る (王国 の 律 法 に よっ て 、 そ の よう な こと を する 人 を 
殺す と 決定 し な い 限 り ) 。 し か し 、 悔い 改め と いう こと も 考慮 され る か ら で あ る 。 こ の 場合 、 裁 判官 
や 裁判 員 た ちの 意見 で は 、 悔い改め に 向かう こと が 求め られ 、 殺 害 は 不 必要 で あっ た の で 、 殺 害 
し た 者 は 死刑 と な る (罪人 が 実際 に 悔い 改め な か っ た 限り 、 死刑 を 宣告 する こと は 不可 能 で あ 
り 、 彼 を 裁き 殺し た 者 を 死罪 に する こと は 不可 能 で ある )。 

- 65. これ は 何 に 似 て いる の か ? 共有 の 屋根 の た め に フェ ンス を 作る 必要 が ある 建物 が ある 。 自 
治 会 が きち ん と フェ ンス を 作れ ば 、 隣 人 の 一 人 が 、 戒 律 は 自分 に も 課せ られ て いる の だ か ら 、 自 
分 が 立ち 上 が っ て 自分 で 作ろ うと 決め る 余地 は な い 。 どう や ら 、 公正 な 王国 が 存在 する と き 、 個 
人 が 裁く の で は な く 、 裁く 者 と 裁 か れる 者 の 手 に 委ね られ る の で ある 。 


- これ に 従っ て 下 の 表 を 完成 させ る : 
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ラン バム ン ビン ラン ラン バム / 事例 
代替 オプション 

還 人 生生 ! を 人 座 す る 
許可 


禁止 邪悪 な も の へ の 対処 


革 。 旨 
に つい て 議論 する 
許 ロ 


ロ 


悔い 改め に つい て 議 
論 す る 王国 が ある 
と き に つい て 議論 

る 


大 集会 の 言葉 


ク ネ セ ト ・ ハ ゲド ラー は 、 そ の 著書 「 シ ェ ヤ レイ ・ ク ネ セ ト ・ ハ ゲド ラー」( ヨ レ ・ デ ア 429) の 中 で 、 七 
戒 に 違反 する 異邦 人 を 殺す と いう 問題 に つい て 、 実 践 的 な ハラ ハ を 導き 出し て いる : 


「 イ シュ マエ ル 人 や 割礼 を 受け て いな い 人 を 治療 する 医師 に つい て 、 彼ら を 殺す た め に 有害 な 薬 
を 与え た り 、 彼ら を 殺す た め に 有益 な 薬 を 受け させ な いよ うに し た りす る こと は 許さ れる の か と 尋 
ね られ た 」 


- そし て 、 戒律 に 違反 し な いよ うに 手すり を 作る 。 そし て 、 あ る 側 に 手すり を 作る と 自治 会 に 主張 

し 、 そ の 手すり は 自分 た ち が 作 る より も 早く 作ら れる こと に な っ て も 、 そ の 側が 早く 作ら れ て も 、 結 
果 的 に は すべ て の 住人 が 自分 の 理解 し た と お り に する こと に な り 、 結局 、 屋 根 の 手すり は うま く 作 
られ な いと 自治 会 は 答え る だ ろう 。 


- 異邦 人 を 律 法 的 に 裁く こと は 禁じ られ て いる と いう タン ナ 派 の 見 解 に つい て は 、 難 し い 問 題 が あ 
る が 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、 七 戒 に 違反 し た 異邦 人 を 裁く 義務 が ある 。 聖 賢 た ち は ど の よう に し て こ 
の 戒律 を 無効 に し た の だ ろう か ? (そし て 、 こ れ が 到 定 的 な 命令 で トー ラー か ら 何 か を 根こそぎ 秦 
う 例外 的 な ケー ス だ と 言う の は 少し 難し い ) 。 
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この 著者 (ベイ ト ・ ヨ セ フ ) に よれ ば 、 取り 除く こと が 禁じ られ て いる の で は な く 、 取り 除く 義務 が な い 
の だ と いう 。 これ は 簡単 な こと で 、 死 減 さ せる た め に 否定 的 な 薬 を 与え る こと で さえ 、 ここ に は 禁 
止 も 戒め も な い 。 また 、 手 で 取り 除く こと は 禁じ られ て いる だ け で な く 、 死 に 至ら し め る こと さえ も 禁 
じ ら れ て いる と し た バア ル ・ ハ ・ タ ー ニ ャ に よれ ば ば 、 否 定 的 な 薬 を 作る こと は 禁じ られ て いる だ け で 
な く 、 有益 な 薬 を 差し 控え る こと さえ も 禁じ られ て いる 。 し か し 、 タ ズ に よれ ば 、 手 で 取り 除く こと は 
禁じ られ て いる が 、 死 に 至ら し め る こと は 許さ れ て お り 、 こ こ で も 、 有益 な 薬 を 差し 控え る こと は 、 
彼ら の 死 を 招く よう な も の で ある 。 


そし て 、 そ れ は 許可 され て いる が 、 否 定 的 な 薬 を 与え る こと は 、 手 で 取り 除く よう な も の で あり 禁じ 
られ て いる 。 現実 的 な 問題 と し て は 、 ラ ビ ・ ノ ッ ソ ン (「 ベ イト ・ ヨ セ フ 」 の 著者 ) に よれ ば 、 ミ ツ ヴ ァ は 
な くむ し ろ 許 可 さ れ て いる 。 し た が っ て 、 も し 違反 し た けれ ば 、 バ アル ・ ハ ・ タ ー ニ ャ に よれ ば 禁止 
事項 が ある の で 、 有 益 な 薬 を 差し 控え る こと さえ も 、「 し て は な ら な い 」 が 望ま し い 。 


し か し 、 も し その 異邦 人 が ユダ ヤ 人 に 危害 を 加え て いる 場合 、 著 者 の 言葉 (ベイ ト ・ ヨ セ フ ) に よれ 
ば 、 た と え 単 な る 異邦 人 で あっ て も 禁止 され る こと は な く 、 否定 的 な 薬 を 飲ま せ 、 有 人 益 な 薬 を 差し 
控え る こと は な お さら で ある 。 


シェ ヤレ イ ・ ク ネ セ ト ・ ハ ゲド ラー が 殺す こと を 許可 し て いる 、 イ スラ エル を 悩ま せる 異邦 人 と は 何 
か ? 


も し 彼 が ユダ ヤ 人 の 命 を 危険 に さら す の で あれ ば 、 追 っ 手 の 控 に 従っ て 殺さ れ な けれ ば な ら な 
い 。 し た が っ て 、 こ れ は イス ラ エ ル か ら 略 奪 する 異邦 人 な ど を 指し て いる と 言う べき で ある 。 そし 
て 、 こ の よう な 場合 、 ベ イト ・ ヨ セ フ と その 仲間 た ち 、 タ ズ と その 仲間 た ち は 意 見 が 分 か れ た : ベ イ 
ト ・ ヨ セ フ に よれ ば 、 イ スラ エル が 異邦 人 を 裁く こと は 許さ れ て いる の で 、 こ の 異邦 人 を 強盗 と し て 
裁 い て 殺す こと は 可能 で ある が 、 タ ズ に よれ ば 、 ラ ビ は 異邦 人 を 裁く こと を 禁じ て いる の で 、 彼 を 
殺す こと は 許さ れ て いな い 。 


この ケー ス を 表 で 取り 上 げた 様々 な ケー ス と 比較 する と 、 私 た ち が 是 正 の た め に 裁く 最初 の ケー 
ス と 似 て いる 。 と いう の も 、 そ の 罪 は 私 た ち に 関係 し て いる か ら で あ る 。 こ の 場合 、 リ ト ヴ ァ や ラン 
バム 、 そ し て ベイ ト ・ ヨ セ フ や ラン バム に 従っ て 裁く こと が 許さ れる 。 


- 76. イシ ュ マ エル 人 は イス ラム 教徒 。 そ し て 割礼 を 受け て いな い 者 は キリ スト 教徒 で ある 。 そし て 
ここ か ら 、 ク ネ セ ト ・ ハ ゲド ラー の 意見 に よれ ば 、 イ スラ ム 教 徒 で あっ て も 、 偶 像 崇拝 者 と は 見 な さ 

れ な いま で も 、 七 戒 を 守ら な い 異 邦人 の 範 量 に 含ま れる こと が 証明 され る 。 マイ モニ デス 「 禁 じ ら 

れ た 食物 の 近 」 第 十 一 章 、 ハラ ハ 7、 お よび 同書 の 「 ノ サ ・ ハ ・ ケ ラリ ム 」 を 参照 の こと 。 


- 77. ユダヤ 人 と 委 淫 する 異邦 人 、 正 義 を 曲解 し て ユダ ヤ 人 に 不利 益 を 与え る 裁判 官 な ど 。 
- 78. 実際 、 マイ モニ デ ス や ベイ ト ・ ヨ セ フ に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 に 害 を 与え な い 異 邦人 で あっ て も 、 


正義 と 是正 の 名 の 下 に 行い 、 堕 落 さ せな い の で あれ ば 、 裁 き 、 殺 すこ と は 許さ れる が 、 こ の 場 
合 、 ク ネ セ ト ・ ハ ゲド ラー は 実際 に は 決定 し な か っ た 。 
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要約 


タル ムー ド は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 控 に 違反 し た 異邦 人 の 地位 に つい て 、 矛 盾 する 二 つ の 記述 を 
示し て いる 。 一 方 で は 、 異 邦人 は 一 人 の 目撃 者 と 一 人 の 裁判 官 に に っ て 裁 か れる こと が で きる と 
裁定 され て いる 。 これ は 、 異 邦人 が 七 つ の 戒 め の の ひと つ に 違反 し た 場合 、 彼 を 見 た 者 は 誰 で も 殺 
すこ と が で きる と いう 意味 らし い 。 一 方 、「 下 げ な い 」 異 邦人 に つい て 書か れ て いる 。 こ れ は 、 た と 
え 七 つの 戒め に 違反 し て も 、 殺し て は な ら な いと いう 意味 らし い 。 


タル ムー ド は この 矛盾 を 解決 し て お ら ず 、 ユ ダ ヤ 人 学者 の 間 で 多く の 議論 の 対象 と な っ て きた 。 
以下 は 、 こ の 矛盾 を 解決 する た め に 提案 され た 四 つ の 方 法 で ある : 


- ラン バム と シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ は 、 異 邦人 殺害 の 禁止 は 、 七 戒 違 反 が 確実 で な い 異 邦人 に の 
み 適 用 され る と し て いる 。 言い 換え れ ば 、 異 邦人 が 七 戒 に 違反 し た と いう 強い 疑い が ある 場合 、 
その 異邦 人 を 殺し て も よい が 、 そ の 前 に 公正 な 裁判 が 行わ れる 場合 に 限る と いう こと で ある 。 


- リト ヴァ は 、 異 邦人 殺害 の 禁止 は 憎悪 や 敵意 が ある 場合 に の み 適 用 され る と し て いる 。 憎しみ 
や 敵意 が な けれ ば 、 七 戒 を 犯し た 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる 。 


- ラウ ・ ヨ ナ と トゥ ー ル 派 は 、 異 邦人 殺害 の 禁止 は ラビ の 命令 で ある と し て いる 。 


- ベイ ト ・ ヨ セ フ 、 デ レク ・ モ ー シ ェ 、 お よび ダル チェ イ ・ テ シュ ヴァ は 、 七 戒 に 違反 する 異邦 人 を 殺 
すこ と は 許さ れる と する 。 し か し 、 タ ルム ー ド に お ける 異邦 人 殺害 の 禁止 は 、 公 正 な 裁判 の 文 脈 
で 異邦 人 を 殺す こと を 禁止 する も の で は な い 。 むし ろ 、 正 義 以 外 の 理由 で 異邦 人 を 殺す こと を 禁 
じ て い る の で ある 。 


最後 の 方 法 に 反対 する 人 々 も 、 ノ アハ イド の 七 つ の 近 に 違反 する 異邦 人 は 、 そ の 行為 が 堕落 さ 
せる も の で あれ ば 殺す べき で は な いと いう 意見 に 同意 し て いる こと を 説明 し た (時 落 や 劣化 ) 。 こ 
れ に は 異邦 人 が 悔い 改め た 場合 や 、 そ の 状況 を 処理 する 適切 な 法制 度 が 存在 する 場合 も 含ま 
れる 。 また 、 完 全 な 陵 落 と は 言え な い が 、 主 な 動機 が 正義 で は な い 場 合 に つい て も 議論 し た 。 こ 
の よう な 状況 に は さま ざま な 選択 肢 が ある 。 


タ ズ の 意見 に 反し て 、 彼ら の 方 法 に 従っ て 寛大 に する こと (そし て 、 レ ブー シュ の 場合 の よう に 、 ま 
= ミー オル ・ ハ の 場合 の よう に 、 ベ イト ・ ヨ セ フ と シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 意見 に 従っ て 単純 に 裁定 
し た 他 の 判例 も あり 、 彼ら は バッ ハ と タ ズ の 意見 を 気 に する 必要 は な いと 考え た ) 。 
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付録 : 幻 視 者 の 言葉 


チャ ゾン ・ イ シュ の 言葉 に は 、 こ の 章 の 本 文 で 述べ た こと に 関連 する 、 明確 な 説明 が 必要 な 箇所 
が いく つか ある 。 こ の 章 で は 、 い くつ か の トピ ッ ク に 言及 し て いる が 、 チ ャ ゾン ・ イ シュ の 言葉 は そ 
れ 自 体 で 独立 し て いる た め 、 私 た ち は そ れ ら を 別々 に 取り 上 げ る こと に し た 。 彼 の 言葉 の 要点 は 
以下 の 通り で ある : 


- 律 法 は ノア ハイ ド の 探 の 中 で ( ト サ フ ォ ト が ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラー26b で 書い て いる よう に 、 す べ て の 
国々 が それ を 守っ て いな い 以 上 ) 、 私 た ち は 彼 ら の うち の 一 人 で も 裁く 義務 は な い 、 と 定め て い 
る 。 そ れ ゆ え 、 た と え 彼 ら が それ を 守ら な いと し て も 、 私 た ち が 彼 ら を 裁 か な い 限 り 、 彼 ら を 死刑 に 
する こと は 禁じ られ て いる か ら で あ る (ヨレ ・ デ ア 68 巻 末 : コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト ・ バ ヴァ ・ カ ンマ 
10, 16)。 こ れ に よれ ば 、 異 邦人 の 殺人 犯 を 殺す 異邦 人 は 不法 に それ を 行う の で 、 私 た ち は 異 邦 
人 の 殺人 犯 に 対し て 証言 すべ き で は な いと いう こと に な る 。 し か し 、 彼 は 、 異 邦人 が 囲い 込ま れ て 
いる 戒 律 に お いて は 、 今 も 彼ら を 裁く こと が 可能 で ある と 言う 。 そ れ ゆ え 、 異 邦人 の 殺人 犯 を 彼ら 
の 法廷 の 前 で 証言 する こと は 可能 な の で ある ( バ ヴ ァ ・ カ ンマ 10、 15) 。 


- 異邦 人 に 対す る 裁き - ユダ ヤ 人 は 異邦 人 の 証言 に よっ て 異邦 人 を 裁く の で は な く 、 イス ラ エ ル 
で は 、 証 言 の た め に 2 人 の ユダ ヤ 人 ププ コー シャ の 証人 を 必要 と する (ヨレ ・ デ ア と バ ヴ ァ ・ カ ンマ ) 。 
証人 は 異邦 人 の 法 に お いて も 裁判 官 に は な れ な い 。 


- 彼 は 、 上 に 持っ て きた リト ヴァ に 対す る 彼 の 難点 を 詳し く 説明 し 、 彼 の 主 な 難点 は 、 も し 異邦 人 
を 殺す こと の 禁止 が 憎しみ の 恐れ に よる も の で あれ ば 、 異 邦人 も 憎しみ が な い 限 り 殺 され る 人 と 
同じ で あり 、 そ う で あれ ば 、 な ぜ バ ライ タ が 異邦 人 と 改宗 者 を 区 別 す る の か が は っ きり し な いと い 
うこ と で ある ( バ ヴ ァ ・ カ ンマ 10, 15) 。 


で は 、 ひ と つ ひ と つ 説 明 し て いこ う : 


幻視 者 の 男 は 異邦 人 を 裁く 義務 は な く 、 だ か ら そ の こと は 禁じ られ て いる と 説明 する 。 な ぜ 禁 じ ら 
れ て いる の か ? 幻視 者 の 男 は 、 何 が 禁止 され て いる の か 説明 し て いな い 。 


彼 の 言葉 を 借り れ ば 、 律 法 的 な 禁止 事項 が ある か ら だ と 説明 する こと は 可能 で ある 。 これ は 、 ラ 

ビ の 禁止 事項 で ある と 明言 し て いる タ ズ (Taz) に 依存 し て いる 事実 と も 一 致す る (た だ し 、 ラ ン バ 

ム と リト ヴァ 、 ラ ン バ ム の 意見 に 反し て いる た め 、 こ れ が 説明 で ある と 断定 する の は 、 幻 視 者 の 男 
に と っ て 少々 難し い ) 。 


ベイ ト ・ ヨ セ フ 


ベイ ト ・ ヨ セ フ は チャ ゾン ・ イ シュ に 同意 し 、 異邦 人 を 裁く こと の 禁止 は ラビ の 命令 で ある と する 。 彼 
は 「 イ スラ エル 以外 に 正義 は な い 」( ミ シュ ナ ・ サ ン ヘ ドリ ン 4:7) 、「 異 邦人 を 裁判 に か ける こと は な 
い 」( 同 上 ) と 書い て いる ラマ の 言葉 に 依拠 し て いる 。 


注目 すべ き は 、 彼 [シャ ッ ハ ] が タ ズ の 説明 に 新た な 洞察 を 加え て いる こと で ある 。 彼 は 、 ラ ビ の 
禁止 は 異邦 人 に も 適用 され 、 他 の 異邦 人 を 裁く 異 邦 人 の 法廷 で 証言 する こと は 間 題 で ある と 言 
う 。 彼 は さら に 、 ラ ビ の 禁止 は 異邦 人 に は 適用 され な いと 革新 する 。 有罪 判決 を 受け た 特定 の 犯 
罪 に は 適用 され な い 。 シャ ッ ハ に よれ ば 、 こ の よう な 場合 、 犯 罪 を 戴き 、 罰 する こと は 許さ れる 。 し 
た が っ て 、 例 えば 盗み を 働い た 異邦 人 を 裁 い て 殺す こと は 許さ れる 。 
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と いう の も 、 彼 は 別 の 場所 で 、 異 邦人 を 裁く に は 二 人 の 信頼 で きる 証人 が 必要 で あり 、 こ の 場 
合 、「 聞 く こ と は 見 る こと に 勝る こと は な い 」 と は 言わ な いと 言っ て いる か ら で あ る 。 こ れ に よれ ば 、 
信頼 で きる 二 人 の 証人 が 彼 に 不利 な 証言 を し て いな い 限 り 、 異 邦人 の 殺害 は 律 法 の 禁止 事項 で 
ある (そし て お そら く 、 二 人 の 信頼 で きる 証人 が 必要 な ら ば 、 近 くに いる 二 十 三 人 の 裁判 官 か ら な 
る 法廷 も 必要 な の だ ろう ! ) 。 チ ャ ゾン ・ イ シュ の 言葉 自体 が 出典 の は っ きり し な い 斬 新 な も の で 
ある こと に 加え 、 異 邦人 殺害 の 禁止 は 律 法 的 な も の で し か な いと いう タ ズ と 同意 見 で ある 彼 の 言 
葉 と 矛盾 し て いる (そし て 、 ラ ビ が 禁じ て いる の は 二 人 の 証人 が いる 場合 で も 異邦 人 を 殺す こと で 
ある と 言う の は 説得 カカ が ある 。 な ぜ な ら 、 ゲ マラ の 「 持 ち 込 むこ と は な い 」 の 平易 な 意味 は 二 人 の 
証人 が いな い 場 合 で あり 、 こ れ は タ ズ が 言う 律 法 的 な 禁止 に 過ぎ な いか ら で あ る ) 。 


さら に 、 彼 の 言葉 は リン ョ ニム や アチャ ロニ ム の 言葉 と 矛盾 し て いる 。 ラ ン バ ム 、 リ ト ヴ ァ 、 ラ ビ ・ ヨ 
ナ 、 ラ ビ ・ ヨ セ フ 、 ラ ビ ・ バ ッ ハ 、 ラ ビ ・ モ シェ 、 ラ ビ ・ シ ャ ッ ハ 、 ラ ビ ・ タ ズ 、 ラビ ・ テ ィ フ ァ レ ト ・ モ シェ 、 ラ 
ビ ・ マ オリ ・ オ ル の 言葉 に よれ ば 、 異 邦人 を 殺す こと は 律 法 上 許さ れ て いる 。 信頼 で きる 証人 が ニニ 
人 いる 場合 に の み 許 され る と いう ヒン ト は な い 。 し た が っ て 、 二 人 の 証人 は 必要 な く 、 証 人 が 裁判 
官 と な る と いう の が 彼ら の 言葉 の 単純 な と ころ で ある 。 この こと は 、 サ ン ヘ ドリ ン の ゲ マ ラ 、 ラ シ 、 ラ 
ン バ ム 、 ミ ナチ ャ ト ・ チ ヌ フ 、 ヤ ド ・ モ シェ 、 そし て この 章 の 最初 に 持っ て きた ラン バム で も 説明 され 
て いる (証人 が 裁判 官 に な る ) 。 こ れ は 、 ゲ マラ が 単純 な 問題 と し て 、「 聞 く こ と は 見 る こと に 勝る こ 
と は な い 」 と 仮定 し て いる こと と 一 致し て いる 。 


リト ヴァ に 対す る チャ ゾン ・ イ シュ の 難点 も 解決 され た 。 章 本 文 の リト ヴァ の 意見 で よく 説明 し た よ 
うに 、 バ ライ タ が ミニ ム と 異邦 人 の 場合 に 同じ 定式 を 書か な か っ た の は 、 戒律 と ミニ ム を 組 す 必要 
性 を 強調 し た か っ た か ら で あ る 。 異邦 人 は (少な く と も 今 の と ころ は ) 殺 す 必 要 は な く 、 戒律 の た め 
に 殺さ れる と いう 事実 に も 目新し さ は な い 。 


113 


第 三 草 
ユダ ヤ 人 の 人 生 と 異邦 人 の 人 生 


殺人 の た め の 魂 の 間 題 - ノア の 子供 た ちの 間 で 


この 章 で は 、 ノ ア の 子孫 間 の 殺人 に 対す る 自己 犠牲 の 法則 に つい て 論じ る 。 三 つ の ケー ス を 取 
り 上 げ る : 


「 あ の 者 を 殺せ 。 さ も な けれ ば 私 た ち が お 前 を 殺す 」。 自分 を 救う た め に 、 他 人 を 殺し て 治癒 する 
(例え ば 、 移 植 の た め の 臓 器 摘出 ) 。 自 分 が 殺さ れる こと な く 殺 人 を 行う た め に 、 人質 の 存在 を 利 
用 し て いる 殺人 者 か ら 身 を 守る た め に 、 人 質 を 殺す こと で ある 。 こ れ か ら 説 明 す る よう に 、 最 後に 
述べ た ケー ス で は 、 ノ ア の 子孫 が 自分 を 救う た め に 人 哲 を 殺す こと は 許さ れる の で ある 。 


殺人 を 防ぐ た め に 自分 の 命 を 犠牲 に する 義務 

イス ラ エ ル で も 異邦 人 の 間 で も 、 ユ ダ ヤ 人 は 殺人 の 禁止 を 含む 三 つ の 重罪 を 防ぐ た め に 自分 の 
命 を 犠牲 に する 義務 が ある 。 この こと は ゲ マ ラ に も 書か れ て いる (サン ヘ ド リ ン 80a: ヨ マ 82b : ペ サ 
キム 25b) 。 

ある 男 が ラヴ ァ の と ころ に 来 て 言っ た : 私 の 主君 が 私 に こう 言い まし た 。「 行 っ て 、 あ の 者 を 殺し て 
こい 、 さ も な けれ ば お 前 を 殺す 」。 ラ ヴァ は 答え た :「 あ な た が 殺す くら いな ら 、 彼ら に 殺さ せな さ 

い ! あな た の 血 の 方 が 赤い と 誰が 言え る の か ? も し か し た ら 、 あ の 男 の 血 の 方 が 赤い か も し れ 
な い 『! 」 


これ は ラン バム (イェ ソ デ イ ・ ハ ・ ト ラー5:6-7) と 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ ( ヨ レ ・ デ ア ) の シマ ン ・ カ ナ の 
裁定 で ある 。 


偶像 崇拝 、 近 親 相姦 、 流 血 を 除け ば 、 危 険 な 場所 で も 違反 し な いこ と だ 。 


他 の 魂 を 救う た め 、 あ る い は 捕らわれ た 者 を 捕らわれ た 者 の 手 か ら 救 い 出 す た め に ユダ ヤ 人 の 
魂 を 殺す こと は 、 知 性 が 傾け る も の で あり 、 命 の た め に 命 を 失わ な いと いう こと で ある 。 


一 方 、 異 邦人 は 、 七 戒 の た め に 自分 の 命 を 犠牲 に する 義務 は な い 。 ラ ン バ ム が ヒル コッ ト ・ メ ラキ 
ム (10:2) で 述べ て いる よう に 、 ユ ダ ヤ 人 に は 義務 が ある 戒律 や 状況 で ある 。 
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ノア の 七 つ の 搾 の いずれ か に 違反 する こと を 余儀 な くさ れ た 異邦 人 は 、 た と え 偶 像 崇拝 を 余儀 な 
くさ れ た と し て も 、 それ を 行う こと が 許さ れる 。 異邦 人 は G-d( 神 ) の 御名 を 聖 別 す る よう に 命じ られ 
て いな いか ら で あ る 。 し か し 、 殺 人 の 禁止 に 関し て は 論争 が ある 。 ある 権威 者 は 、 異 邦 人 が この 
禁忌 を 犯す こと を 許可 する の は 、 武 力 に よる 場合 に 限定 し て いる 。「 パ ラシャ ッ ト ・ デ ラ ヒ ム 」( 岐 
路 ) で は 、 殺 人 の 禁止 の た め に 命 を 犠牲 に する 異邦 人 の 義務 に 関す る 論争 が 提示 され て いる 。 


異邦 人 が G-d( 神 ) の 御名 を 聖 別 する こと を 命じ られ な いと いう の は 、 偶 像 崇拝 と 性 的 不道徳 の 場 
合 だ け で 、 人 の 場合 は 殺す べき で あり 、 殺 され る べき で は な いと いう こと の よう だ 。 その 理由 
は 、 偶 像 崇拝 と 性 的 不道徳 の 場合 、 ユ ダ ヤ 人 が 警告 を 受け る の は 、 律 法 が それ ら を 明確 に 禁じ 
て いる か ら で あ る 。 だ と すれ ば 、 明 確 に 禁止 され て いな い 異 邦人 の 場合 は 、G-d( 神 ) の 御名 を 聖 
別 す る こと に つい て 警告 され て いな いと 言え る 可能 性 が ある 。 し か し 、 殺 人 と いう の は 、 律 法 に 由 
来 す る も の で は な く 、「 自 分 の 血 が 相手 の 血 より 赤い の を 見 た ら 、 相手 の 血 は 自分 の 血 よ り 赤 い 
と 言い な さい 」 と いう 理屈 に 由来 する も の で あり 、 こ の 理屈 で は 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 間 に 違 い が 
ある と いう の は どこ か ら 来 る の だ ろう か 。 


パリ の ラビ ・ イ シャ イ が 次 の よう に 書い て いる の は 事実 で ある :「 あ な た の 血 が 彼 の 血 よ り 赤 い の 
を 見 る な ら 」 か ら 導 か れ た 推論 で ある と し て も 、 ノ ア の 息子 た ち は 偶 像 崇拝 と 性 的 不道徳 の た め 

に 自ら を 犠牲 に する こと を 命じ られ な か っ た の で 、 こ れ は 律 法 の 中 で ユダ ヤ 人 の た め に 更新 され 
た の で 、 彼 ら は 殺人 の た め に 自ら を 犠牲 に する こと も 命じ られ な か っ た 可能 性 が ある 。 


また 、 マ ハラ ル は 「 グ ー ル ・ ア リエ 」( 創 世 記 22 章 8 節 ) の 中 で 、 異 邦人 が ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 場 
合 で あっ て も 友人 を 殺す こと を 禁じ て いる 「 パ ラシャ ッ ト ・ デ ラ ヒ ム 」 と いう 書物 を すでに 批判 し て い 
る :「 彼 は 他 の 人 を 殺す こと を 恐れ て いた 」、 す な わ ち 、 エ サウ が 連れ て きた 者 た ち が 彼 を 殺し に 
来 た に も か か わら ず 、「 あ な た を 殺し に 来る 者 は 早く 殺せ 」 と 言っ て は な ら な い 。 私 が 彼 を 殺し に 
来る 者 で ある よう に 。 


- これ は タル ムー ド ( シ ェ ヴ ィ ッ ト 4:2) で も 証明 され て いる 。 また 、 ト サフ ォ ト (サン ヘ へ ドリン 7a s.v. ウ 
マ ) 、 ラ ン バ ム (同上 ) 、 セ ファ ー・ ハ シディ ム (17) に よっ て も 断定 され て いる 。 簡 単に 説明 する と 、 
異 邦 人 の 戒め は 世界 の 和解 の た め の も の で あり 、 イ スラ エル の 戒め は G-d( 神 ) と の 結び つき の 
た め の も の だ か ら で あ る 。 ミ ドラ ッシュ に は こう ある (シェ モト ・ ラ バ 30:9) : ラビ ・ エ ラ ザ ル は 言っ た : 
ある 王 が 出征 し 、 そ の 軍団 が 一 緒 だ っ た 。 王 が 動物 を 層 り 、 一 人 一 人 に 届く よう に 分 け よ うと し た 
と き 、 軍 団長 が 王 を 見 て 言っ た : 私 に 何 を 与え る の で すか ? 彼 は 言っ た : 私 が 自分 の た め に 用 意 
し た も の か ら で あ る 。 し た が っ て 、G-d( 神 ) は 偶像 崇拝 者 た ち に 粗雑 な 戒め を お 与え に な り 、 彼ら 
は それ に 触れ 、 不 浄 と 純潔 を 区 別 し な か っ た 。「 そ の 口 の 接 史 で 私 に 接 史 し な さい 」 と 言わ れる よ 
うに 、 そ れ ゆ え 、「 イ スラ エル の た め の 探 と その 裁き で ある 」 と 言わ れる 。 


- 彼 の 著書 「! ミ シュ ナ ・ レ メレ ク ・ ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 10:2」 に も 省略 され た 形 で 書か れ て いる 。 


- レヒ ・ レ チャ 、 パラ シャ 14 章 、 符号 5 s._v「 シ ェ 」(「 ヤ フェ ・ ト アル 」 所 収 ) 。 
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ダン 人 が 強制 的 に ラ ハ ブ と 一 緒 に 来 さ せら れ た と いう 記述 は あり えな い ! な ぜ な ら 、 ミ シュ ナ の 第 
六 章 に こう 書か れ て いる か ら だ : 偶 像 崇拝 、 性 的 不道徳 、 殺 人 を 除い て は 、 そ の 人 は 殺 す よ り も 
むし ろ 殺 され る べき で ある 。 その 理由 は 、「 あ な た の 血 が 彼 の 血 よ り 赤い の を 見 れ ば 、 お そら く 彼 
の 血 の 方 が あめ な た の 血 よ り 赤 い の だ ろう 」 と 言う か ら で あ る 。 


「 パ ラシャ ト ・ デ ラ ヒ ム 」 に は 、 異 邦人 が その 戒め の た め に 命 を 犠牲 に する 義務 は な いと し て も 、 殺 
人 を 強要 する 異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる と 書か れ て いる 。 な ぜ な ら 、 そ の よう な 殺人 を 禁 
じ る 理由 が ある か ら で あ り 、 ゲ マラ が 、 ユ ダ ヤ 人 の 尊 人 を 防ぐ た め に 自分 の 命 を 犠牲 に する 義務 
の 源 と し て この 理由 を 挙げ て いる の と 同じ で ある 。 


一 方 、 マ ハラ シュ の ヤコブ ・ エ ム デ ン ( 別 名 ヤ ア ベ ズ 、 1697-1776) は 、 異 邦人 は 戒律 の た め に 自 
分 の 命 を 犠牲 に する 必要 は な いと 単純 に 理解 し て いる 。 し た が っ て 、 も し 異邦 人 が 彼 に 「 誰 々 を 
殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と 言え ば 、 彼 は 自分 の 命 を 救う た め に も う 一 人 の 異邦 人 を 殺す こと 
は 許さ れる 。 被害 者 を 救う た め に 、 第 三 の 異 邦人 が 介入 し て 、 殺 人 者 が 殺す こと を 要求 し て いる 
異 邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 許可 され る の は 強制 され た 異邦 人 だ け で ある 。 なぜなら 、 

自己 犠牲 の 義務 は な いか ら だ 。 し か し 、 第 三 の 異 邦人 が 介入 し 、 別 の 人 を 救う た め に ある 人 を 殺 
すこ と は 許可 され て いな い 。 マ ハラ シュ ・ ヤ コブ ・ エ ム デ ン は 「 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 」 の 未来 の 版 で 
こう 書い て いる 。 


- ラビ ・ ヨ セ フ ・ ハ イム ・ ゾ ン ネ ン フ ェ ル ド (1882-1962) は 、 そ の レス ポン サ 「 ヤ ド ・ エ フラ イム 」 の 中 
で 、 マ イモ ニ デ ス が 書い た 「 ミ ルケ メッ ト ・ ミ ツ ヴ ァ 」( リ フ 版 で は サン ヘ ド リ ン 18a) の 言葉 を 引用 し て 
いる : 偶 像 崇拝 や 近親 相姦 で や っ て も 、 ど の 都市 に 住む 異国 人 で も 、 そ の 都市 を 通過 し 、 殺 し て 
は な ら な い 。 律 法 は 、 偶 像 崇拝 や 近親 相姦 を 、 聖書 に 言及 の な い 他 の 戒律 より も 厳し くし な か っ 
た の で ある 。 ソ ネン フェ ルド は 、 マイ モニ デ ス の 言葉 は 、「 ペ ベリ シャット ・ デ レク 」(PerishatDerekh) 
な ど が 言っ て いる よう に 、 異 邦人 の 血 を 流す こと は 他 の 罪 よ り も 央 C し いこ と を 暗示 し て いる と 主張 
する (マイ モニ デス は 、 彼 の レス ポン サ 「 ブ ネイ ・ バ ニム 」 シ マン 33 で も この よう に 論じ て いる が 、 ラ 
ビ ・ ク ッ ク に は 会 っ て いな いよ うな の で 、 引 用 し て いな い )。 


- 確か に 、 マ イモ ニ デ ス は 偶像 崇拝 と 近親 相姦 の 境界 に つい て バア ル と 議論 し て いる 文脈 で これ 
ら の こと を 持ち 出し て いる の で 、 こ の よう な 解釈 は 必要 な いと も 言え る が 、 流 血 に つい て は 両者 の 
間 で 議論 され て いな い ( バ アル で 説明 され て いる の で 、 そ ちら を 参照 ) 。 こ れ に よれ ば 、 マ イモ ニ デ 
ス が この 二 つ の 犯罪 し か 扱わ な か い の は 、 バ アル と 議論 し て いる か ら か も し れ な い 。 し か し 、 い ずれ 
に せよ 、 マ イモ ニ デ ス の 言葉 か ら は 、 ラ ビ ・ ク ッ ク の 言葉 と 同じ よう に 思え る 。 


- 殺さ れ た 者 が 追っ 手 で な い 場 合 に は 、 他 の 者 が その 者 を 殺す こと も 許さ れる (第 五 章 の 冒頭 
で 、 異 邦人 の 間 で も 追っ 手 を 殺す こと は 許さ れる と 説明 され て いる ) 、 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 5:4。 こ 
の こと は 、「 ミ シュ レイ ・ ダ ビデ 」( パ ルド ) に も 、「 ヤ コブ は 非常 に 恐れ 、 悩 ん だ 」、 ま た 、 マ ハラ ル ・ 
ディ スキ ン の レス ポン サ の 最終 章 ( シ マン 44) に も 書か れ て いる 。 
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また 、 血 を 流さ な い ( ピ クア ク ネ フ ェ シ /pikuachnefesh) た め に 、 自 分 の 命 を 犠牲 に する 戒律 が あ 
る と 言う 者 が いる 。 なぜなら 、 (G-d( 神 ) の ) 御 名 に も その 理由 が ある か ら で あ る 。 同様 に :「 あ な た 
の 血 が 彼ら の 血 よ り 赤 い の を 、 な ぜ あ な た は 見 た の か 」( ミ シュ ナ ・ レ メレ ク ) な ど 。 そし て 、 マ イモ 
ニ デ ス の 言葉 か ら す る と 、 そ う で は な いよ うだ 。 彼 は 「 偶 像 轄 拝 の た めで あっ て も 」 な ど と 書い て い 
る の で 、 証 言 や 流血 を 明らか に する こと に つい て は な お さら そう で ある こと を 暗示 し て いる 。 マイ モ 
ニ デ ス 自 身 が 「 律 法 」 第 五 章 に その 理由 を 書い て いる の だ か ら 、 た と え 理 由 が あっ た と し て も 、 本 
人 が 自分 の 命 を 犠牲 に し た く な い の で あれ ば 、 無 理 強 いす る こと は な い の で ある 。 


マハ ラ シ ュ ・ ヤ ー コ フ ・ エ ム デ ン に よれ ば 、 道 を 寒 ぐ 者 を 殺す こと 


マハ ラ シ ュ ・ ヤ ー コ フ ・ エ ム デ ン が 、 自 分 を 救う た め に 殺す こと を 許可 する 理由 を 、 別 の 事例 を 用 
いて 明らか に し よう : あ る 異邦 人 が 死 の 危険 か ら 逃 れ よ うと し て いる と き 、 別 の 異邦 人 が 行く 手 を 
阻ん で いる (邪魔 者 」) 。 

彼 が 危険 か ら 逃 れる 唯一 の 方 法 は 、 行 く 手 を 阻む 者 を 殺す こと で ある 。 マハ ラ シ ュ ・ ヤ ー コ フ ・ エ 
ム デ ン に よれ ば 、 那 魔 者 を 電 き 殺す こと は 許さ れる 。 


マハ ラ シ ュ ・ ヤ ー コ フ ・ エ ム デ ン に よれ ば 、 異 邦人 が 他人 を 殺す こと は 、 自 分 が 死な な いた め の 唯 
ー の 方 法 で あれ ば 許さ れる 。 「 ソ ロニ を 殺せ 」 の 場合 に 許さ れる 理由 は 、 殺 す 者 が 誰か か ら 命 令 
を 受け 、 そ れ を 実行 し て いる だ け だ か ら で は な い 。 命令 を 受け る こと は 免除 の 理由 に は な ら な い 。 
「 誰 の 言葉 を 聞く の か 、 ラ ビ の 言葉 か 、 生 徒 の 言葉 か 」。 免除 の 理由 は 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 場 
合 、 異 邦 人 は いか な る ミツ ヴァ の 義務 も 負わ な いか ら で あ り 、 そ の た め 、 殺 人 の 禁止 が な いか ら 
で ある 。 こ れ は 、 殺 人 者 が そう する よう に 命じ られ て いる 場合 に も 、 現実 が 殺人 し か 逃げ 道 が な い 
場合 に も 当て は まる (さら に 、 誰 か が 道 を 塞い で いる 場合 、 そ の 人 が 逃げ よう と し て いる 人 に に 実際 
に 危害 を 加え て いる た め 、 そ の 人 の 殺 害 を 許可 する 大 き な 理 由 が ある 。 こ れ は 、「 誰 々 を 殺せ 」 の 
場合 と は 異な り 、 誰 々 が 彼 を 殺す 人 に 対し て 何 も し て お ら ず 、 強 姦 魔 の 脅迫 に よっ て の み 二 人 の 
間 に つ な が り が 生ま れ た の で ある ) 。 


タル ムー ド - 申 命 記 の 証拠 

タル ムー ド 、 了 ヴォ ダ *・ ザ ラー( 第 二 斉 、 ハ ラ ハ 2) に こう ある 。 

- 救 われ る べき 人 を 抱き か か え 、 そ の 人 が 自ら 救 われ る こと を 許さ な い 者 は 、 そ の 人 は 追っ 手 で 
ある 。 

- 先述 し た 、 ハラ ハ 7 

- 故意 に 道 を 寒い で いる の で あれ ば 、 そ の 人 は 追っ 手 だ か ら で あ る 。 


- 道路 に 立っ て 他人 を 抱き か か え 、 道 路 を 歩く こと を 許さ な い 者 は 、 ユ ダ ヤ 法 で は 追っ 手 と みな さ 
れる 。 
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ラビ ・ ハ ニナ は 言っ た :「 こ れ は 、 私 た ち が 流 血 を 容認 し な いと いう 意味 で ある 。 そこ に は こう 教え 
られ て いる : も し 彼 の 体 の 大 部 分 が 出 て きた な ら 、 私 た ち は 彼 に 触れ な い 」( ミ シュ ナ ・ シ ャ バッ ト 
14:4) 、 私 た ち は 彼 が 死ぬ こと を 麗 れ 、 一 つの 命 を 他 の 命 か ら 遠 ざけ る こと は し な いか ら で あ る 。 
彼 が 「 あ の 者 を 殺せ 」 と 言っ た だ け で は 十分 で は な く 、 あ の 者 を 傷つけ ろ と 言っ た と し て も で ある 。 
異邦 人 に 対す る 異邦 人 、 ユ ダ ヤ 人 に 対す る 異邦 人 - 責任 が ある 。 異 邦人 に 対す る ユダ ヤ 人 - 免 
責 され る 。 


タル ムー ド が ユダ ヤ 人 の た め の 法 律 を 書い た 後 、「 我 々 は 流血 を 容認 し な い 」 と あり 、 強盗 に 

「 誰 々 を 殺せ 」 と 言わ れ て も 、 相手 を 殺す こと は 禁じ られ て お り 、 異 邦人 の た め の 律 法 と ユダ ヤ 人 
と の 関係 が 書か れ て いる 。 そし て 見 よ 。 タ ルム ー ド に は 次 の よう に 明記 され て いる か ら で あ る 。 タ 

ルム ー ド に は 、 異 邦人 が 強盗 に 言わ れ て 他人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる だ け で な く 、 も し そう す 
れ ば 、「 そ の 人 は 責任 を 負う 」- 死刑 で や る ! これ ら の こと は 、 まさに パラ シャ ッ ト ・ ダ ラキ ム の 言葉 
と 同じ で ある 。 


- 最後 の 一 文 は 、 サ ン ヘ ドリ ン 書 (57a) に 出 て くる 、 殺 人 に 対す る 処罰 の 義務 に 関す る バラ イタ か 
ら の 引用 で ある 。 実際 、 バ ビ ロ ニ アン ・ タ ルム ー ド で は 、 こ の バラ イタ は 姦通 中 の 殺人 で は な く 、 単 
純 な 殺人 に つい て 引用 され て いる 。 し か し 、 タ ルム ー ド は バラ イタ を 引用 せ ず 、「 異 邦人 に よる 異 
邦人 、 ユ ダ ヤ 人 に よる 異邦 人 」 と いう 言葉 だ け を 引用 し て いる 。 タ ルム ー ド の 文脈 か ら 明 ら か な よ 
うに 、 こ れ ら の 言葉 は 姦通 の 際 に 異邦 人 を 殺す と いう 法律 に 関し て 引用 され た も の で ある 。 タ ル 
ムー ド で は 、 シ ャ バッ ト の 14 章 の 終わ り に 並行 し て 、 ゲ マラ 、 そ こ に は 「 異 邦人 に よる 異邦 人 、 異 
邦人 に よる ユダ ヤ 人 は 禁じ られ 、 ユ ダ ヤ 人 に よる 異邦 人 は 許さ れる 」 と 書か れ て いる 。 つま り 、 バ 
ライ タ の 言葉 は 同じ 構造 で 、 言 葉 を 変え て 表現 され て いる (この タル ムー ド に 関し て 第 四 章 の 最 
初 に 説明 し た よう に 、 許 可 を 更新 する た め に 、 そ こ を 参照 ) 。 


- マイ モニ デス の 「 ユ ダ ヤ 法 綱要 」 の 「 王 の 法 」(11:1) に は こう ある : ベン ・ ノ アハ の 戒律 に うっ か り 
違反 し た 者 は 、 い か な る 禄 も 免除 され る 」。 一 見 し た と ころ 、 強要 の 脅し に よっ て 違反 し た 場合 は 、 
不 注意 で 誤っ た も の と みな され 、 免除 され る べき だ と 主張 する か も し れ な い 。 し か し 、 タ ルム ー ド 
に は 、 異 邦人 が 箇 迫 に よっ て 仲間 に 不当 に 危害 を 加え た 場合 、 罰 を 受け る と 書か れ て いる 。 不 
注意 に よる 行為 と 、 こ こ で 議論 し て いる 強制 と は 違う と 言わ な けれ ば な ら な い 、。 不 注意 と は 、 意 図 
せ ず に 行為 を 行う こと で あり 、 不 注意 な 行為 が 禁止 され て いる と は 言え な い 。 し か し 、 問題 の 強制 
は 、 実 行者 が 十分 な 知識 と 意図 を 持っ て 行っ た 行為 で ある が 、 死 の 恐怖 な どの 外 的 要因 に よっ 
て 、 そ の 行為 を 強要 され た も の で ある 。 タ ルム ー ド は 、 こ の よう な 場合 に も 責任 を 負う と 主張 し て 
いる 。 


- 異邦 人 が 強制 され た 行為 に 責任 を 負う と すれ ば 、 そ の 点 で ユダ ヤ 人 と は 異な る こと に 留意 すべ 
き で ある 。 ユダ ヤ 人 に つい て 、 マ イモ ニ デ ス は 「 律 法 の 基礎 」(5:4) に こう 書い て いる :「 殺 され な け 
れ ば な ら な い が 、 罪 を 犯し て も 殺さ れ な か っ た 」 と 言わ れ た 者 は 、 そ の 名 を 冒 法 する 。 に も か か わ 
ら ず 、 彼 は 強制 され て 罪 を 犯し た の で 、 鞭 で 打 た れる こと は な く 、 言 うま で も な く 、 宮廷 に よっ て 処 
刑 さ れる こと も な い 。 た と え 強 制 さ れ て 殺し た と し て も 、 潜 打 た れる こと も 処刑 され る こと も な く 、 証 
人 や 警告 の も と に 進ん で 罪 を 犯し た 場合 に の み 処 刑 さ れる .…。 


- この 問題 に お ける ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 区 別 は 、 マ イモ ニ デ ス の 表現 に 正確 に 表現 され て いる よ 


う で 、 ユ ダ ヤ 人 に 対す る 免除 は 、「 証 人 と 警告 の も と に 進ん で 違反 し た 者 を 除き 、 鞭 打 た れず 、 処 
刑 さ れ な い 」 こ と に よる と 述べ て いる 。 異 邦人 は 罪 を 犯し た た め に 禄 せら れる 。 
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タル ムー ド の 説明 に よる 証拠 の 否定 


タル ムー ド か ら の 証拠 を 説明 に 従っ て 否定 する こと は 可能 で ある 。 著者 は タル ムー ド の 言葉 に 悩 
ん で いる 。「 あ る 人 を 殺せ と 言っ た だ け で は 不 十分 で 、 あ る 人 か ら 盗 め と も 言っ た 」 の で ある 。 つま 
り 、 た と え 泥 棒 が そう する こと で 自分 の 命 を 救 お うと し て いた と し て も 、 自 分 の 友人 か ら 盗 むこ と は 
禁じ られ て いる の で ある 。 


一 見 する と 、 こ の タル ムー ド の 言葉 は 不可 解 で る る 。 と いう の も 、 最 も 重大 な 三 つ の 罪 に つい て 

は 、 自 分 の 命 を 犠牲 に し な けれ ば な ら な いと いう 要求 が あめ る が 、 他 人 の も の を 盗ま な いた め に 自 
分 の 命 を 犠牲 に し な けれ ば な ら な いと いう 要求 が あめ る こと は 見 つか っ て いな いか ら で あ る ! そし 
て 、 な ぜ こ こ で は 「 あ る 人 を 殺せ 」 と 言わ れ よ うと 、「 あ る 人 か ら 盗 め 」 と 言わ れ よ うと 、 自 分 の 命 を 
犠牲 に に し て それ を し な けれ ば な ら な いと 説明 され て いる の だ ろう か ? 


タル ムー ド は 、 ケ トゥ ボ ト (19a) の ゲ マ ラ に 従っ て これ を 説明 し て いる : 


ラビ ・ ヒ ス ダ は 言っ た 、 ラ ビ ・ メ イル は 、 虚 偽 の 文書 に 署名 し て 殺さ れる な と 言わ れ た 証人 は 、 虚 偽 
の 文書 に 署名 する くら いな ら 、 自 分 が 殺さ れる の を 許す べき だ と 考え て いる 。 


ラバ は 彼 に 言っ た : さ て 、 も し 彼ら が 異邦 人 に 下っ て きた ら 、 私 た ち は 彼 ら に 「 行 っ て 署名 し な さ 
い 」 と 言う 。 私 た ちの ラビ は 言っ た :「 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 妨げ に な る も の は 、 偶 像 崇拝 、 性 的 不 
道徳 、 流 血 だ け で ある ! 」 


ここ で ヒス ダ 師 は 、 他 人 が 損 を する よう な 虚偽 の 証言 を し な いた め に は 、 自 分 の 命 を 捨て な けれ 

ば な ら な い 、 と 言っ て いる こと が わか っ た 。 言い換え れ ば 、 他 人 に 金銭 的 損害 を 与え る くら いな ら 

死な な けれ ば な ら な いと いう こと だ 。 ランバ ム と ラ シ も 、 ト セ フ タ の 名 に お いて 同様 の 意見 を 引用 し 
て いる 。 


- 異邦 人 は 、 た と え 目 撃 者 や 警告 な し に 罪 を 犯し た と し て も 、 死 刑 に 処せ られ る (マイ モニ デス 「 王 
の 律 法 」9:14:10:1 参 照 )。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 は 、 警告 を 受け た 後 、 証 人 の 前 で 自ら 死 を 宣告 し た 
場合 に の み 死 刑 に 処せ られ る 。 単なる 違反 行為 が 死刑 を 要求 する の で は な く 、 証 人 と 警告 の も と 
と いう 厳し い 形 で 違反 行為 を 行っ た 場合 に 死刑 が 要求 され る の で ある 。 し た が っ て 、 委 通 の 場 
合 、 ユ ダ ヤ 人 は 死刑 に な る 条件 を 満た し て いな い の で 、 死 刑 に は な ら な い 。 し か し 、 異 邦人 は 、 証 
人 や 警告 が な く て も 、 禁じ られ て いる こと を し た 場合 は 責任 を 負う の で 、 た と え 率 淫 を 犯し た と し て 
も 、 そ の 罰 が 「 死 刑 に 処せ られ 、 そ の 罪 は 免れ な い 」 の で ある 。 


- し か し 、 こ の 問題 に お ける ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 違い に つい て 、 こ こ で 語ら れ た こと は すべ て 、 後 
で 出 て くる オル ・ サ メ ヒ の 言葉 と は 一 致し な い 。 な ぜ な ら 、 ラ ン バ ム は 、 タ ルム ー ド に 書か れ て いる 
この ハラ ハ か ら 、 ユ ダ ヤ 人 が 義務 で ある 罪 を 犯し て 自ら を 癒す 場合 の 控 を 、 次 の よう に 学ん だ と 
理解 し て いる か ら で あ る 。 


- 彼ら は また 、 禄 次 の た め に 自分 を 犠牲 に する 義務 は な いと いう 誰 も が 同意 する ゲ マ ラ の 他 の 説 
明 も 持っ て き て いる 。 
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命 を 守る 前 に 立ち は だ か る こと の な い 三 つの こと と は 、 偶 像 崇拝 、 暴 露 証言 、 流 血 で ある 。 


ラビ ・ メ イル は 、 補 盗 も そう だ と 言っ て いる 。 も し そう な ら 、 こ こ で の タル ムー ド の 言葉 は ヒス ダ ・ ラ ビ 
の 意見 に よる も の で あり (ラビ ・ メ イル に よる も の ) 、 ラ バ に よる も の で は な いと 説明 で きる 。 こ れ は 
タル ムー ド の 言葉 で ある : 


「 殺 せ 」 と 言っ た だ け で は 不 十分 で 、「 焼 き 殺 せ 」 と 言っ た の だ 。 こ れ は バビ ロニ ア ・ タ ルム ー ド 「 ケ 
トゥ ボ ト 」19a に お ける ラヴ ・ ヒ ス ダ の 意見 で あり 、 彼 は 「 ラ ビ ・ メ イル は 、 虚 偽 の 文書 に 署名 し 、 殺 さ 
な いよ うに 言わ れ た 証人 は 、 虚 偽 の 文書 に 署名 する より も むし ろ る 殺さ れる べき で ある と 考え て い 
る 」 と 言っ て いる 。 し か し 、 ラ バ は そこ で 明確 に 彼 に 反対 し 、 こ う 言 う の で ある 。「 さ て 、 も し 我々 が 
それ を 王 の 大 臣 た ち に 下 し た と し た ら 、 彼ら に 『 行 っ て 署名 し 、 自 分 を 殺し て は な ら な い 』 と 言う だ 
ろう か 。 我 々 の 師 は 、『 偶 像 崇拝 、 茜 じ ら れ た 性 的 関係 、 そ し て 流血 だ け の ほか に 、 ビ ピク アハ ・ ネ 
フェ シュ の 前 に 立ち は だ か る も の は 何 も な い 』 と 言っ た の だ か ら 」 


ハラ ハ に よれ ば 、 ラ ン バ ム や シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ が 説明 し て いる よう に 、 選 次 の た め に 自分 の 命 
を 犠牲 に する こと は 許さ れ な い 。 こ れ に よれ ば 、「 誰 々 か ら 何 々 を 奪う 」 場 合 で も 殺さ れ な けれ ば 
な ら な いと いう タル ムー ド の 言葉 は 、 ハ ラ ハ に 成文 化 さ れ な か っ た 一 個人 の 意見 で ある 。 


この 説明 に よれ ば 、 異 邦人 が 殺人 の た め に 命 を 捧げ る 義務 が ある と いう タル ムー ド の 言葉 も 、 ラ 
ビ ・ ヒ ス ダ の 意見 に に る と いう だ け で 、 ラ バ と 彼 に 従う ハラ ハ に よれ ば 、 こ の 法則 さえ も 真実 で は な 
いと 説明 する こと が で きる 。 


確か に 、 一 見 する と ラビ ・ ヒ ス ダ の 意見 は 理解 し が た い : 結局 の と ころ 、 ラ バ が 彼 に 挑戦 し て いる 
よう に 、 私 た ち は 自 分 の 命 を 犠牲 に し な けれ ば な ら な い 三 つの 罪 し か 見 つけ て いな い 。 ラ ビ ・ ヒ ス 
ダ の 意見 は 、 す べ て の 罪 は ピク アハ ・ ネ フェ シュ の た め に 脇 に 置か れる が 、 こ れ は 天 に 関し て だ 
け で ある 、 と 言う 必要 が ある 。G-d( 神 ) は イス ラ エ ル の 命 の た め に 戒律 を 赦 さ れる 。 し か し 、 他人 
に 危害 を 加え る こと は 、 た と え ビ ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 場 で あっ て も 許さ れ な い : 相手 は 自分 を 傷 つ 
け て まで あな た の 命 を 救う 義務 は な い 。 し た が っ て 、 ラ ビ ・ ヒ ス ダ に よれ ば 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 
場所 で 友人 か ら 盗 むこ と は 禁じ られ て いる 。 そし て 、 こ の こと は 殺人 の 場合 に も 理解 で きる 。 


- 13. 律 法 の 基本 原則 、 第 五 章 
- 14. ヨ レ ・ デ ア 259 : ミ シュ パッ ト 407, 427 :474, 4 


- 15. し か し 、「 コ ル バ ン 」 の 中 で ヒス ダ は タル ムー ド を 皮肉 っ ぽく 説明 する た め に こう 書い て いる : 
その 友人 を 殺す こと が 禁じ られ て いる の は 、「 も し 殺さ な けれ ば 、 お 前 を 殺す 」 と 言っ た 場合 だ け 
で な く 、「 も し 殺さ な けれ ば 、 お 前 を 奪う 」 と 言っ た 場合 で も 禁じ られ て いる 。 な ぜ な ら 、 そ の 人 は 自 
分 の 財産 の た め に 立ち 上 が ら ず 、 流 血 に 至る と いう 強い 思い 込み が ある か ら で あ る 。 し た が っ 
て 、 彼 は 強盗 を 選び 、 補 盗 を 選ば な か っ た の で ある 。 と いう の も 、 強盗 は 所 有 者 の 知識 が 必要 で 
あり 、 私 た ち は ( こ こ で 流血 が 起こ る こと を ) 恐れ て いる か ら で あ る 。 


120 


この よう に : 殺 人 の 禁止 は 、 そ の 厳し し だ け で な く 、 た と え 他 の 戒律 が ビク アハ ・ ネ フェ シュ の た め 
に 脇 に 置か れ て いた と し て も 、 自 分 を 救う た め に 他人 を 傷つけ る こと は 許さ れ な いと いう 事実 か ら 
も 生じ て いる 。 


この こと か ら 、 私 た ち は 異 邦人 の 自己 犠牲 の 問題 に つい て 結論 を 導き 出す こと が で きる : 異邦 人 
に は 、 命 を 犠牲 に に し な けれ ば な ら な いよ うな 厳し い 戒 律 は な い 。 し た が っ て 、 罪 の 重 さ か ら 見 れ 
ば 、 彼ら に は 自己 犠牲 の 義務 は な い 。 し か し 、 ラ ビ ・ ヒ ス ダ の 言葉 か ら 理 解 さ れる よう に 、 人 他人 に 
危害 を 加え る と いう 観点 か ら 自 己 犠 牲 の 理由 が あれ ば 、 イ スラ エル と 異邦 人 の 間 に 違 い は な く 、 
異邦 人 で あっ て も 命 を 救う た め に 他 の 異邦 人 に 危害 を 加え る こと は 禁じ られ て いる 。 こ れ に よれ 
ば 、 な ぜ タ ルム ー ド に 異邦 人 は ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 場所 で あっ て も 互い に 危害 を 加え る こと が 
禁じ られ て いる と 書か れ て いる の か が 明らか で ある : こ の スギ ャ は ラビ ・ ヒ ス ダ の 意見 に よる も の 
で 、 彼 の 意見 に よれ ば 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 場所 で 盗む こと が 禁じ られ て いる よう に 、 異 邦人 
の 間 で も イス ラ エ ル の 間 で も 、 殺 人 は 禁じ られ て いる と 説明 され て いる 。 


し か し 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 場 で 友人 を 傷つけ て も 問題 は な く 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 場 で は 
補 盗 は 別 と する ラバ に よれ ば 、 殺 人 の 場合 の 異邦 人 の 探 は 明確 で は な い 。 彼 の 意見 に よれ ば 、 
他人 を 傷つけ る こと は ビク アハ ・ ネ フェ シュ の 場所 で 禁止 され る 理由 に は な ら ず 、 彼ら に は ユダ ヤ 
人 の よう な 罪 の 重 さ は な い 。 彼 の 意見 に よれ ば 、 異 邦人 が ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 場所 で 殺人 を 
犯し て も 許さ れる の は 、 そ の 重大 性 の 観点 か ら 、 彼 ら に は いか な る 罪 に し て も 自己 犠牲 の 義務 
が な いか ら で あ る 。 


これ に よれ ば 、 ラ ビ ・ ハ ニナ の 言葉 は ラビ ・ ヒ ス ダ の 言葉 で あり 、 ハラ ハ は ラバ の 言葉 に 従っ て 決 
定 さ れ て いる の で 、 マ ハラ シュ に 対す る ラビ ・ ハ ニナ の 言葉 か ら の 証明 は な い 。 


癒し と 救済 の 区 別に 基づく 証拠 の 否定 - オル ・ サ マヤ ハ (Or Samayach) 


道 を 分 ける こと の 困難 さ に 対す る も う 一 つの 解決 策 は 、 オ ナル ・ サ マヤ ハ の 言葉 ( 律 法 の 基礎 の 法 
則 の 第 五 章 に ある ) に 見 出す こと が で きる 。 オル ・ サ マヤ ハ は そこ で 、 戒律 の た め の 自 己 犠牲 の 
た め の キ ドゥ シュ ・ ハ シム の ミツ ヴァ に 関連 する 法律 を 扱う ラン バム の 言葉 の 矛盾 に 言及 し て い 

る 。 ハラ ハ 4 章 で ラン バム は こう 書い て いる 。 


- 16. 著者 は 、「 改 守 し た 異邦 人 の 罪人 」 に つい て の 前 回 の 記事 を 参照 し た 。 


- 17. 異邦 人 の 場合 、 こ の 意見 は より 理解 し や すい 。 と いう の も 、 異 邦人 は 互い に 救い 合う 義務 は 
な く 、 一 方 の 人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ と 他方 の 人 の 財産 や 生命 と の 間 に は 何 の 関 係 も な いか ら 
で ある 。 ユダ ヤ 人 の 場合 は そう で は な い 。 ユダ ヤ 人 は 「 隣 人 の 血 が 流さ れる の を 鶏 っ て 見 て いて 
は な ら な い 」 と いう 戒 律 に よっ て 義務 を 負っ て いる 。 


- 18. この 説明 に よれ ば 、 な ぜ タ ルム ー ド が 異邦 人 の 搾 を ここ で 持ち 出し た の か も 理解 で きる 。 私 
た ちの 意見 に よれ ば 、 タ ルム ー ド は ラビ ・ ヒ ス ダ に 同意 する ラビ ・ ハ ニナ の 意見 を 持ち 出し て お り 、 
タル ムー ド に ある 異邦 人 の 探 は 彼ら の アプ ロー チ の 結果 で ある 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 異邦 人 の 
近 は 、 ラ ビ ・ ハ ニナ の 言葉 の 直後 に 、 彼 の 言葉 の 続き と し て 持ち 出さ れる 。 
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「 死 ね 、 し か し (ある 禁忌 を ) 犯す な 」 と 言わ れ 、 犯 し て 死な な か っ た 者 は 、G-d( 神 ) の 御名 を 冒 流 
し た 罪 と な る .…。「 た と え 強 迫 さ れ て (禁忌 を ) 犯 し た と し て も 、 そ の 者 は 潜 打 た れる こと は な く 、 た と 
え 強 迫 さ れ て 殺し た と し て も 、 裁 判 所 が 死刑 に 処 さ な いと 言う 必要 は な い 。 証 人 と 警告 の 前 で 、 自 
分 の 自由 意志 で (禁忌 を ) 犯 し た 者 以外 は 、 潜 打 た れる こと も 死刑 に され る こと も な いか ら で あ る 」 


ハラ ハ 6 章 に は こう ある : 


偶像 崇拝 、 禁じ られ た 性 的 関係 、 流 血 を 除く 、 危 険 な 場所 で の 律 法 の すべ て の 禁止 事項 に お い 
て 、 同じ こと が 適用 され る 。 そし て 、 も し 彼 が そう し て 癒さ れ た な ら 、 裁 判 所 は 彼 に ふさ わし い 神 で 
彼 を 宮 す る 。 


これ は 完全 に 矛盾 し て いる : ハ ラ ハ 4 章 で は 、 危 険 の た め に ミツ ボッ ト を 破っ た 者 は (た と え そ の こ 
と が 禁じ られ て いた と し て も ) 罰せ られ な いと 書か れ て いる が 、 ハ ラ ハ 6 章 で は 、 禁止 に よっ て 治癒 
し た 者 は 「 そ の 者 に ふさ わし い 罰 で 」 宮 せら れる と 書か れ て いる 。 ま た 、*「 ア ル バ ハ ・ ト ゥ リム 」 に は 
こう 書か れ て いる : 


クシ ヤ 村 の 「 オ ル ・ ザ ル ア 」 に は 、 禁忌 を 犯し て 助かっ た 人 と 、 禁 忌 を 犯し て 癒さ れ た 人 は 区 別 さ 
れる と 書か れ て いる 。 


* アー バー トゥ リム / Arba'ahTurim( 別 名 Tur) は 、 ヤ ー コ フ ・ ベ ン ・ ア シェ ル (1270 年 ケル ン - 1340 
年 頃 ス ペイ ン の トレ ド 、 バ アル ・ ハ ・ ト ゥ リム と も 呼ば れる ) に よっ て 作成 され た 重要 な ハラ ヒッ ク 
コー ド で ある 。 ト ウゥ ウール 書 の 4 部 構成 と 章 ( シ マニ ム ) 分 け は 、 後 の 法典 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ に 採 
用 され た 。 


そし て 、 こ れ は 完全 に 矛盾 し て いる : ハラ ハ 4 で は 、 危 険 の た め に 戒律 に 背 い た 者 は (た と え そ の 
こと が 禁じ られ て いた と し て も ) 罰せ られ な いと 書か れ て いる が 、 ハ ラ ハ 6 で は 、 禁じ られ た こと に 
よっ て 癒さ れ た 者 は 「 そ の 者 に ふさ わし い 罰 で 」 宮 せら れる と ある 。 また 、 そ こ に は 四柱 推命 に 書 
か れ て いる よう に : 


強制 され た 行為 に つい て 言わ れ た よう に 、 病 気 に つ いて も 言わ れ た と 書き 始め た の に は 驚い た 。 
そし て 、 ハ ラ ハ 4 の 強制 的 な 行為 に つい て は 、 そ こ で 証明 し た よう に 、 誰 か が 強制 的 に 違反 し て も 
罰せ られ な いと 書い て いる 。 で は 、 な ぜ 彼 は ここ で 、 誰 か が 禁止 事項 に よっ て 癒さ れ た 場合 、 彼ら 
は 訓 せ られ る と 書い て いる の だ ろう か ? 結局 の と ころ 、 彼ら も また 病気 の 力 に よっ て 行動 し た の 
で ある ! 両者 を 区 別 す る 考え は どこ か ら 来 る の だ ろう か ? そし て 私 は 、 こ の こと に 注意 を 払わ な 
か っ た 彼 の 言葉 の 注釈 者 た ち に 驚い て いる 。 


クシ ヤ 村 の 「 オ ル ・ ザ ル ア 」 に は 、 禁忌 を 犯し て 助かっ た 人 と 、 禁 忌 を 犯し て 癒さ れ た 人 は 区 別 さ 
れる と 書か れ て いる 。 


強制 され た 行為 の 場合 、 罪 を 犯す くら いな ら 死 ぬ べ きだ と いう 状況 で あっ て も 、 誰か が 強制 され て 
罪 を 犯し た 場合 は 、「 力 が それ を 免れ る 」 と し て 罰せ られ な い 。 これ は 論理 的 で ある 。 誰か が 他人 
を 殺す か 近親 相姦 を する よう に (すでに そう する 素質 が ある よう な 形 で ) 強制 され た 場合 に の み 適 
用 され る 。 で は 、 彼 ら が 力ずく で 他人 を 殺し た 場合 、 そ れ は 誰 の 責任 な の か ? それ は 強制 し た 者 
の 責任 で あっ て 、 殺 し た く な か っ た 者 の 責任 で は な い 。 ここ で 、 彼ら に 訪れ る 病気 は 何 に よっ て 引 
き 起こ され た も の で も な く 、 誰か の 血 に よっ て 、 あ る い は 偶像 崇拝 の 特定 の 行為 に よ に っ て の み 、 彼 
ら は 自分 自身 を 救う こと が で きる 。 それ ゆえ 、 こ れ は 彼ら が 自分 の 自由 意志 で 自分 の 命 を 欲し た 
明確 な ケー ス と 考え られ る 。 それ は 、 怒り を 発散 し 、 復讐 を 果たそ うと する 殺人 者 と 同じ で ある 。 し 
た が っ て 、 彼 ら が 禁忌 を 犯し て 癒さ れ た 場合 、 彼 ら は 法廷 の あら ゆる 処罰 を 受け る こと に な る 。 
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オル ・ サ マヤ ハ は 、 禁 忌 を 犯し た 者 は 、 た と え そ の 者 が 死 か ら 身 を 守る た め に 禁忌 を 犯し た と し て 
も 、 神 せら れる と 説明 し て いる 。 こ の 場合 、 犯 罪 者 は 自分 自身 を 救う た め に 犯罪 を 犯す こと に 関 
心 が あ り 、 命 の 危険 が 犯罪 を 犯す こと を 「 強 制 し た 」 と 主張 する こと は で き な い 。 し か し 、 死 の 危険 
が 禁忌 その も の か ら 生 じ て い る 場合 、 強 制 さ れ た 者 は 犯罪 を 犯す こと に 関心 が な く 、 自由 意志 で 
行っ て いる と は 考え られ な い 。 この 場合 、 ラ ン バ ム が 言う よう に 、「 自 分 の 自由 意志 で 罪 を 犯し た 
者 以外 に は 、 鞭 打つ こと も 殺す こと も な い 」 の で 、 彼 は 罰せ られ な い 。 エ ヴ ェ ン ・ ハ エ ゼ ル 15:19 も 
そう で ある : 


この よう に し て ラン バム の 言葉 、 律 法 の 基礎 の 第 五 章 は 和解 する 。 偶像 崇拝 を 強要 され た よう 
に 、 そ こ か ら 死 が も た ら さ れる 以外 に 力 は な いか ら で あ る 。 し か し 、 病 気 は 治療 の 予防 に よる も の 
で は な く 、 病 気 は それ 自体 に あり 、 彼 は 治る よう に それ を 望ん で いる の で あり 、 そ れ は 意志 で あ 
り 、 そ れ は 、 彼 ら が 彼 を 殺し た いと 思っ て いる 者 が 、 自 分 自身 を 救う た め に それ を する の に 似 て お 
り 、 そ れ は 意志 で ある 。 


ラビ ・ シ モン も ケト ウゥ ボ ト の 注釈 で そう 書い て いる : 


強制 され る こと と 自分 を 救う こと の 主 な 違い は 、 強 制 さ れる 場合 、 そ の 人 は その こと が 起こ る こと 
を まっ た く 望 ん で お ら ず 、 自 分 の する こと は 力ずく で 行わ れる 。 し か し 、 自 分 自身 を 救う 者 は 、 そ の 
こと か ら 善 を 得 、 そ れ が な けれ ば 救い を 欠く こと に な り 、 こ の 救い の 存在 か ら 喜 び を 見 い だ す の で 
あり 、 そ れ ゆ え 、 そ れ は 違反 の 問題 に 対す る 意図 と みな され る の で あろ うか ? 


し か し 、「 ザ ル ア の 書 」 は ネ ブ カ ド ネ ザル の 書 で ある : 治 癒 の 場合 、 強 制 さ れ た 人 は 自分 の 自由 意 
志 で 罪 を 犯し た と みな され 、 禄 を 受け る 責任 が ある と いう こと を 、 ラ ン バ ム は どの よう に し て 知っ た 
の か ? 彼 は 、 ラ ン バ ム の 出典 は 上 に 引用 し た タル ムー ド で ある と 説明 する 。 これ は 彼 の 言葉 で あ 
る 。 


し か し 、 私 た ちの ラビ (ラン バム ) は どの よう に し て この 探 を 思い つい た の だ ろう か ? その 出典 は タ 
ルム ー ド の 「 確 立 す る 者 は いな い 」 の 章 に ある よう だ :「 ま た 、 一 つの 生命 を 他 の 生命 より 先 に 押 
すこ と は な く 、 ま た 、 事 柄 の 終わ り も な い 。 異邦 人 に 対す る 異邦 人 、 ユ ダ ヤ 人 に 対す る 異邦 人 は 
責任 を 負い 、 異 邦人 に 対す る ユダ ヤ 人 は 免除 され る 」。 そし て 、 こ れ は 彼 が 近く で 、 血 を 流す こと 
に よっ て 自分 を 癒す こと は な いと 言っ た こと を 指し て いる よう で あり 、 こ れ に 基づい て 、 異 邦人 に 対 
する 異邦 人 は 、 た と え 自 分 を 癒 す た め に 人 を し た と し て も 責任 が ある と 言っ て いる の で ある 。 


- 9. また 、 ヨ レ ・ デ ア 244:2 に も こう 書か れ て いる 。 同様 に 、 以下 の よう に 書か れ て いる : シ ュ ル ハ 
ン ・ ア ルッ フ ・ オ ラ ハ ・ チ ャ イム 604:3 : メ ナ ヘ ム ・ ツ ェ デ ク 60:2 : シ ェ ベ ト ・ ヤ アコ フ 2:107 : ケト ゥ ボ ト 
19 : ケト ゥ ボ ト 8-9: メ ナ ヘ ム ・ シ ュ ロ モ 18:5: 同上 2:51:11 : イエ ソ デ イ ・ ハ ・ ト ー ラ ー 聖書 に お ける 
アボ ダ ト ・ ハ ・ メ レヒ 5 (た だ し 、 ヒ ルコ ッ ト の プリ ー・ チ ャ ダシ ュ ・ イ ェ ソ デイ ・ ハ ・ ト ー ラ ー 5 で は 異な 
る 説明 が な され て いる (フラ ン ケ ル 版 の セ フ ァ ー・ ハ ・ リ クティ ム で 引用 ) ) 。 こ の 区 別 の 説明 に つい 
て は 、 章 末 の 付録 で も 詳し く < 述べ て いる の で 、 そ ちら を 参照 され た い 。 
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自分 を 癒す た め に 異邦 人 を 殺し た 異邦 人 は 、 女 性 の よう に 免責 され る 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 が 自分 
を 癒す た め に 他 の ユダ ヤ 人 を 殺し た 場合 、 そ の ユダ ヤ 人 に も 責任 が ある 。 こ の こと は 、 た と え 異 
邦人 で あっ て も 、 ま た G-d( 神 ) の 御名 を 聖 別 す る よう に 命じ られ て いな く て も 、 責任 を 負う こと を 教 
えて いる 。 ある い は 、 ノ アハ イド の 探 に よれ ば 、 殺 人 に よっ て 自分 を 癒す こと は 許さ れる と 言っ て 
も 、 ノ アハ イド は 殺さ れる か ら か も し れ な い 。 いずれ に せよ 、 も し その 人 が 癒さ れ な けれ ば 、 適 切 
な 禄 を 受け る こと が 明示 され て いる 。 


オル ・ サ マヤ ハ は 、「 異 邦人 が 異邦 人 に 」 な ど と いう タル ムー ド の 言葉 は 、 目 の 前 の ケー ス 、 つ ま 
り ( 攻 撃 者 か ら ) 人 を 殺せ と 言わ れ た 異邦 人 の ケー ス を 扱っ て いる の で は な く 、 むし ろ ラ ビ ・ ハ ニナ 
の 言葉 を 扱っ て いる の だ と 理解 し た :「 人 は 流血 か ら は 立ち 直 れ な い 」。 この 探 に は 、 異 邦人 が 自 
分 を 救う た め に 禁忌 を 犯し て 友人 を 傷つけ た 場合 、 責 任 を 負う と 書か れ て いる 。 タ ルム ー ド の 癒 
し の 場合 、 異 邦人 が 責任 を 負う と 書か れ て お り 、 イス ラ エ ル で も そう で ある 。 し た が っ て 、 ラ ン バ ム 
は ここ か ら 、 強制 され た 者 は 免責 され る が 癒さ れ た 者 は 責任 を 負い 、 イ スラ エル 人 と 異邦 人 の 区 
別 は な いこ と を 学ん だ 。 


それ に よる と 、 な ぜ タ ルム ー ド が イス ラ エ ル 人 で は な く 異 邦人 に つい て 律 法 を 書い た の か を 理解 
する 必要 が ある 。 結局 の と ころ 、 私 た ち は こ れ ま で イス ラ エ ル に つい て 話し て きた の で ある ! 異邦 
人 の 間 に 存 在 する 新しい 情報 は 何 な の だ ろう か ? ある い は 、 オ ル ・ サ マヤ ハ は これ に 対し て 二 つ 
の 答え を 出し て いる : 


キ ド ゥ シュ ・ ハ シム の 控 を 守る よう に 命じ られ て いな く て も 、 異 邦人 で あっ て も (殺人 の 凛 を 受け る ) 
責任 が ある こと を ラビ か ら 学 ん だ 。 ある い は 、 ノ ア の 子孫 は 私 た ちの よう に 殺人 に よっ て 癒さ れる 
こと が 許さ れる と 言っ て も 殺さ れる か ら で あ る 。 


言い 換え れ ば : 

異邦 人 に 関し て は 新しい 革新 が ある 。 彼ら は 自ら を 犠牲 に する 義務 は な い が 、 癒 し の 場合 は 自ら 
を 犠牲 に する 義務 が あり 、 た と え 殺 人 に よっ て 罪 を 犯し て 自ら を 癒し た と し て も で ある (言い 換え 
れ ば 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て は (救い の ) 免除 か ら ( 癒 し の ) 義務 へ の 移行 が ある の に 比べ 、 異 邦人 に 
と っ て は (救い の ) 許可 か ら ( 癒 し の ) 義務 へ と 移行 する た め 、 こ れ は より 大 き な 革 新 で ある ) 。 
異邦 人 も また 、 ( 律 法 を ) 学 ぶ べ き で あっ た の で 、 そ れ が 許さ れ て いる と いう 人 の 場合 に は 義務 を 
負う 。 そし て 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 場合 、 そ れ が 許さ れる と 考え る 大 き な 理 由 が ある 場合 に は 、 
異邦 人 に は 義務 を 負わ せな いと 考え られ る 。 し た が っ て 、 タ ルム ー ド は 異邦 人 が 許さ れる と 言う 
場合 で あっ て も 、 ま た 許さ れる 大 き な 理 由 が ある 場合 で あっ て も 、 異 邦人 に は 義務 が ある と 教え 
る よう に な っ た の で ある 。 

- 印刷 版 で は ミツ ヴァ と 書か れ て いる が 、 ど う や ら 間 違い の よう だ 。 

語 EIC 不思議 に 思う 理由 が ある 。 


-「 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 」 第 十 章 の 最初 の ハラ ハ の 終わ り を 参照 の こと 。 
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最初 の 答え か ら 、 オ ル ・ サ マヤ ハ は 、 命 を 救う 場合 、 異 邦人 も 自分 を 犠牲 に する 義務 が あり 、 救 
われ る た め に 友人 を 殺す こと も 許さ れる と 理解 し て いる こと が よく わか る 。 し た が っ て 、 彼 は マハ 
ル シ ャ と 同様 に 「 誰 々 を 殺せ 、 さ も な けれ ば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 に 異 邦 人 が 友人 を 殺す こと は 
許さ れる と 理解 し て いる 。 た だ し 、 こ れ は 命 を 救う 場合 に 限る 。 癒し の 場合 、 彼ら は 自ら を 犠牲 に 
する 義務 が あり 、 救 われ る た め に 罪 を 犯し て 殺人 を 犯 せ ば 、 罰 を 受け る 義務 さえ ある 。 こ の こと か 
ら 、 ラ ン バ ム は ユダ ヤ 人 に つい て も 治癒 の 場合 に は 義務 が ある こと を 学ん だ (ユダ ヤ 人 は 異邦 人 
より も 厳格 で あり 、 人 命 救助 の 場合 で さえ 禁止 され て いる か ら で あ る ) 。 


結論 と し て 、 タ ルム ー ド は マハ ル シ ャ と 矛盾 し て いな い 。 タ ルム ー ド が 扱っ て いる の は 治癒 で あ 
り 、 殺 人 者 が 被害 者 の 存在 に 関心 が ある 場合 で ある 。 その 場合 、 異 邦人 で あっ て も 、 癒 す た め に 
殺す こと は 禁じ られ て いる (殺し た 場合 は 義務 で すら ある ) 。 そし て マハ ル シ ャ は 、 殺 人 者 が 被害 
者 の 存在 に 関心 が な く 、 被害 者 の 存在 が 問題 の 原因 で ある 場合 、 救う こと を 扱う 。 こ の 場合 、 異 
邦人 が 救 わ れる た め に 他 者 を 殺す こと は 許さ れる 。 


これ に よる と 、 マ ハル シャ は 救 わ れる た め に 他人 を 殺し て は な ら な い 理 由 が ある と いう タル ムー ド 
に 同意 する が 、 彼 の 意見 で は 、 こ の 理由 は 治癒 の 場合 に の み 存 在 す る 。 ある 異邦 人 の 存在 が 他 
の 異邦 人 を 危険 に さら す 場 合 、 そ の 異邦 人 は 彼 に 尋ね る こと が で きる : あ な た の 危険 な 存在 の た 
め に 、 な ぜ 私 が 死な な けれ ば な ら な い の か と 尋ね る こと が で き 、 そ れ に 従え ば 、 彼 を 殺し て 助 か 
る こと が 許さ れる 。 し か し 、 癒 し に お いて は 、 殺 人 者 は 救 わ れる た め に 被害 者 の 存在 に 関心 が あ 
る の で ある か ら 、 反 対 の 議論 は 存在 し な い 。 


要約 


マハ ル シ ャ に よれ ば 、「 こ の 異邦 人 を 殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と 言わ れ た 異邦 人 は 、 そ の 異 
邦人 を 殺す こと が 許さ れる 。 その 根拠 は 、 異 邦人 は G-d( 神 ) の 御名 を 神聖 化す る よう 命じ られ て 
いな い ( キ ドゥ シュ ・ ハ シェ ム ) の で 、 自 分 の 命 を 救う た め に 流血 の 禁止 を 犯す こと が 許さ れる と い 
う も の で ある 。 


オル ・ サ マヤ ハ は 、「 こ の 異邦 人 を 殺さ な けれ ば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 (ある い は 、 た と え 強 要 さ 
れ て いた と し て も 、 他 の 異邦 人 の 逃げ 道 を 塞い だ 場合 ) に は 、 他 の 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる 
と し て も 、 自 分 を 治す た め に 他 の 人 を 利用 し て 殺す こと は 許さ れ な いと 理解 し て いる 。 その 根拠 
は 、 異 邦人 に は 自分 を 癒す 義務 は な く 、 自 分 を 殺す こと を 控え る 義務 し か な いか ら で あ る 。 


24 節 。 ベ エ ル ・ ハ ・ ゴ ラ に も 、 こ こ で の オル ・ サ マヤ ハ の 言葉 と 類似 し た 議論 が ある こと を 説明 し た 
以下 の 注 4 を 参照 の こと 。 


- 25. オル ・ サ マヤ ハ の 言葉 と は 対照 的 に 、 ミ ンチ ャ ト ・ チ ヌ フ の 言葉 か ら は 、 マ ハル シャ に よれ ば 
死 か ら 自分 を 救う た め だ け で な く 、 流血 に よっ て 自分 を 癒す こと さえ 許さ れる よう だ 。 彼 の 言葉 は 
こう だ : し か し 、 ノ アハ イド は .… 自 分 の 命 を 救う た め に 、 す べ て の 戒律 は 脇 に 置か れる 。 なぜなら 、 
彼 は 神 の 御名 を 聖 別 する よう に 命じ られ て いな いか ら で あ る (ミン チャ ト ・ チ ヌ フ 396, 5) 。 


- し か し 、 ミ ンチ ャ ト ・ チ ヌ フ に は 、 癒し を 禁じ る も う 一 つの 理由 が ある :「 も し そう な ら 、 私 の 謙虚 な 
意見 で は 、 祝 福 さ れ た G-d( 神 ) の 助け に よっ て 新しい 搾 が 確立 され た よう に 思わ れる 。 し か し 、 も 
し 彼 が 危険 な 病気 に 言 さ れ 、 も し 彼 が 違反 に よっ て 自ら を 癒す の で は な く 、 流血 に よっ て の み 自 
ら を 癒す の で あれ ば 、 そ れ は 彼 が 自ら を 殺す と みな され る た め 、 禁 じ ら れ て いる 」( ミ ンチ ャ ト ・ チ ヌ 
フ 396, 3) 。 
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Vav の 概要 表 


誰 々 を 殺せ 、 さ も な く | 救済 へ の 道 を 阻む | 意図 的 な 空白 
ば お 前 を 殺す 


許可 され て いる 許可 され て いる 


許可 され て いる 許可 され て いる G-d( 神 ) の 御手 (?) 


派閥 
タル ムー ド (「 テ ル モ ト 」 第 八 章 の 終わ り ) に こう ある 。 


ある 一 団 の 人 々 が 道 を 歩い て いる と 、 異 邦人 に 出会っ た 。 た と え 全 員 が 殺さ れ て も 、 ユ ダ ヤ 人 の 

命 は 一 人 も 渡す べき で は な い 。 も し 、 シ ェ バ ・ ベ ン ・ ビ チュ リ の よう な 一 人 を 彼ら の た め に 選び 出す 
な ら 、 彼 を 引き 渡す べき で あり 、 殺 され る べき で は な い 。 ラ ビ ・ シ モン ・ ベ ン ・ ラ キシ ュ は 言っ た : シ ェ 
バ ・ ベ ン ・ ビ シュ リ の よう に 死に 値する 者 で あれ ば 、 そ う で ある 。 ラ ビ ・ ヨ チャ ナン は 言っ た : た と え 、 

シェ バ ・ ベ ン ・ ビ シュ リ の よう に 死罪 に 問わ れ な いと し て も 。 


また 、 ラ ン バ ム (ヨレ ・ デ ア 405, 1) の 裁定 も ある : 


ユダ ヤ 人 に この よう に 言う ゴイ ム : あ る 人 人 々 が 道 を 歩い て いる と 、 異 邦人 の 一 団 が 彼ら に ぶつ か 
り 、 こ う 言 っ た 。「 お 前 た ちの 一 人 を 差し 出せ ば そい つ を 殺す し 、 そ う で な けれ ば お 前 た ち 全 員 を 
殺す 」。 た と え 全 員 が 殺さ れる と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 は 一 人 も 渡す な 。 も し 彼ら が シェ バ ・ ベ ン ・ 
ビ チ ュ リ の よう に 彼 を 特別 扱い する な ら 、 彼 に 与え よ 。 


- も し 彼 が 七 つ の 戒 律 の ー つ を 犯し て 死ん で し まう の で あれ ば 、 理 性 に 従え ば 、 そ の 蘭 律 を 犯し 
て 自分 を 救う こと は 確か に 許さ れ な い .… こ れ は 正しく 明確 な こと で ある 。 し か し 、 ミ シュ ナ ・ レ メレ ヒ 
は これ に 同意 し て いな い 。 


- 26. この 控 は 、 人 々 の 集団 が 悪 に 由来 し な い 危 険 に さら され て いる 場合 に も 適用 され 、 そ の 場 
合 は 、 皆 の た め に 個人 を 犠牲 に し な いこ と に よっ て G-d( 神 ) を 聖 別 する こと に 問題 は な い 。 例え 
ば 、 地 震 で 建物 の 瓦 篠 の 下敷 き に な っ た 集団 が 、 一 人 を 殺す こと で し か 脱出 で き な い 場合 、 同 じ 
理由 で その 行為 は 禁じ られ て いる 。 この こと は 、 以下 に 引用 する ラン バム や ケ セ フ ・ ミ シュ ナ の 言 
葉 か ら も 明らか で ある 。 彼ら は この 問題 を 「 目 に 見 える も の 」 と いう 原則 の 観点 か ら 論じ て お り 、 
G-d( 神 ) を 神聖 化す る こと を 理由 に それ を 禁じ る 追加 的 な 理由 に は 言及 し て いな い ( し た が っ て 、 
この こと は ケ セ フ ・ ミ シュ ナ の 言葉 を 詳し く 説 明 し た 多く の 後世 の 権威 者 に も 見 られ る ) 。 さら に こ 
の こと は 、 テ ィ フ ェ レ ・ イ スラ エル の 言葉 (7, 14b、 ボ アズ に つい て ) か ら も 証明 され て いる 。 ティ フェ 
レ ・ イ スラ エル は 、 母親 と 子供 が 死に そう で 、 母親 を 救う 唯一 の 方 法 が 子供 を 殺す こと で ある 場合 
(そう し な けれ ば 二 人 と も 死ん で し まう 場合 ) 、 子 供 を 殺す こと は 許さ れる と 革新 し て いる 。 ティ フェ 
レ ・ イ スラ エル は 、 こ の 控 は 集団 で 犠牲 を 捧げ る こと の 禁止 と 調和 させ な けれ ば な ら な いと 理解 
し 、 二 つの ケー ス を 区 別して いな い 。 


し か し ( ュ † nzwn † xnnn6nTn) に 挑戦 し た (基礎 の 法則 5、5 で 、 そ この ケ セ フ ・ ミ シュ ナ で も も た ら 
され た ) : 


126 


彼 が 言う よう に ト セ フタ に ある と し て も 、 私 は その 理由 を 知ら な い 。 な ぜ な ら 、 ペ サキ ム 52 章 で は こ 
の よう な 理由 か ら 、 流 血 で は 「 殺 し て 通り 過ぎ な い 」 と 言う だ ろう 、 と 結論 され て いる か ら で あ る : 血 
を 見 た か ? お 前 の 血 は も っ と 赤い の か ? そし て 、 こ こ で は 彼ら は 彼ら 全員 と 自分 自身 を 殺す の 
で 、 こ の よう な 理由 は な い ! 


ケ セ フ ・ ミ シュ ナ は 、 タ ルム ー ド が 流血 の 場合 に 「 殺 し て 通り 過ぎ な い 」 と いう 規則 を 定め た 理由 
は 、 主 要 な 理由 で は な いと 書い て いる 。 主 な 理由 は 、 そ れ が 受け 継が れ て きた 伝統 だ か ら で あ 
る 。 タ ルム ー ド は 、 そ の 伝統 が 適用 され る 場合 に 、 そ の 伝統 を 説明 する た め に 論理 に 基づい た 理 
由 を 与え た だ け で ある 。 し か し 、 ケ セ フ ・ ミ シュ ナ は この 理由 が 当て は ま ら な い 場 合 は 当て は ま ら 
な いと 主張 し て いる 。 こ の よう な 場合 で も 、 ル ー ル は 「 殺 し て 通り 過ぎ な い 」 で ある 。 


ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 違い : 論 理 と 自己 犠牲 の ミツ ボッ ト の 違い 
で は 、 異 邦人 に つい て 説明 し よう : 


マハ ラ シ ュ に よれ ば 、 異 邦人 が 自分 の 命 を 守る た め に 他人 を 殺す よう な 場合 、 皆 を 救う た め に 一 
人 を 犠牲 に する こと は 許さ れる 。 


- 籠 城 戦 の 場合 、 茜 じ られ て いる の は 、 た と え 多 く の 人 の 死 を 防げ る と し て も 、 多く の 人 の た め に 
個人 が 降伏 する こと で ある 。 こ れ は マハ ラム ・ シ ッ ク (ヨレ ・ デ ア 428) と ベイ ト ・ イ ツァ ク (ヨレ ・ デ ア 
2, 466) の 裁定 で ある 。 これ は また 、 包囲 戦 に お ける 降伏 の 法則 を 、 上 嵐 の た め に 海 に 投げ 込ま れ 
た ヨナ の 話 に 例え た チャ ゾン ・ イ シュ に よっ て も 証明 され て いる 。 どちら の 場合 も 人 命 救 助 を 目的 
と し た 行為 で は ある が 、 他 人 の 死 を 伴う も の で ある 。 し か し 、 こ の 二 つ の ケー ス の 違い は 、 嵐 は 悪 
意 に よっ て 引き 起こ され た も の で は な い の で 、 ヨ ナ を 海 に 投げ 入れ る こと は 許さ れる と いう こと で 
ある 。 


多数 の 矢 を 一 本 に そら すこ と は 許さ れる と いう チャ ゾン ・ イ シュ の 言葉 は 、 包 囲 の 場合 に は 当て は 
ま ら な い 。 な ぜ な ら 、 矢 を そら すこ と は 、 他 人 の 行動 に 対し て 責任 を 負わ な いと いう 原則 に 基づい 
て いる か ら で あ る 。 し か し 、 籠 城 戦 の 場合 、 個 人 の 降伏 は キ ド ゥ シュ ・ ハ シェ ム の 行為 で や り 、 こ れ 
は 積極 的 な 義務 で ある 。 し た が っ て 、 矢 を 多数 か ら 個 人 に そら すこ と は 許さ れ な い 。 ハヴ ォ ト (?)( 
53) は 、 金 銭 に 関す る 法律 は 異邦 人 が ユダ ヤ 人 の 改宗 を 望む 場合 に の み 適用 され 、 現 実に は 適 
用 され な いと 書い て いる 。 彼 に よれ ば 、 直 ち に 死 の 危険 が な い 場 合 に は 、 キ ドゥ シュ ・ ハ シェ ム の 
義務 は な く 、 し た が っ て 、 多く の 人 の た め に 個人 を 降伏 させ る こと は 禁止 され て いな い 。 包囲 に 関 
する 法 的 裁定 は 複雑 な 問題 で 、 歴 史 を 通じ て 多く の ラビ に よっ て 議論 され て きた 。 あな た が 提供 
し た 文章 は 、 こ の 問題 に 関す る 様々 な 意見 の 一 部 に 過ぎ な い 。 


- 27. また 、 後 世 の 権 威 (例え ば 、 そ こ に ある メル カバ ・ ハ ミシュ ナ : バ ・ ア ル ・ ハ ・ マ オル の レス ポン 
サ 51 : ソ ロモ ン の 応答 、84 

ヨレ ・ デ ア 16, 5: ラ ビ ・ シ モン の チ ド ゥ シム 、 ケ ツボ ト 3 : ミ シュ パッ ト ・ ハ ・ コ ー エ ン 403) を 参照 され た 
い 。 
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異邦 人 は 殺人 の た め に 痢 教 す る 義務 が ある と する パラ シャ ッ ト ・ デ ラ ヒ ム に よれ ば 、 彼 ら は 理性 
に 従っ て 義務 を 負う 。 航 城 戦 で 一 人 だ け 処 刑 され る 場合 、 全 員 を 救う た め に 彼 を 殺さ な い 理 由 は 
な い 。 な ぜ な ら 、 彼 一 人 の 血 より も ( 彼 を 含む ) 全 員 の 血 の 方 が 価値 が ある こと は 明らか だ か ら で 
ある 。 実際 、 メ ナ ヘ ム ・ ツ ェ デ ク は ピス ケイ ・ デ ィ ニ ム & シ ー ロ ッ ト ・ ウ ・ テ シュ ヴォ オット に 、 異 邦人 た 
ちの 間 で は 特別 視 さ れ た 者 を 引き 渡す だ け で 皆 を 救う こと が で きる 、 と 書い て いる 。 


そし て 、 ケ セ フ ・ ミ シュ ナ の 言葉 に よれ ば 、 そ れ は 我々 の 手 の 中 に ある 伝統 で あり 、 単 純 な こと の 
よう だ が 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ で は その 理由 を 述べ て いる 。 つま り 、 異 邦人 の 場合 、 ラ ン バ ム が 
偶像 崇拝 の た め に 犠牲 を 払う 必要 は な いと し た こと (「 列 王 記 」 第 十 章 、 ハ ラ ハ 2 節 ) に よれ ば 、 キ 
ドゥ シュ ・ ハ シム に は 全く 命じ られ な い が 、 流 血 の 場 合 、 ミ シュ ナ ・ レ メレ ヒ は そこ に 理性 の 側 か ら 
な の で 彼 も また 義務 を 負う と 書い て いる 。 友 人 の 命 が 失 われ た の だ か ら 、「 マ イ ・ チ ャ ジッ ト 」 の た 
め に パス する こと は 禁じ られ て いる 。 ご覧 な さい .……( 自 分 の 血 が 仲間 の 血 よ り 赤 いと 思う の は な ぜ 
か ? も し か し た ら 、 彼 の 血 の 方 が あな た より 赤い か も し れ な い ) 。 


だ か ら 、 こ の よう に 異邦 人 の 場合 、 そ の うち の 一 人 を 選び 出さ な か っ た な ら 、 た と え そ の 人 が 死に 
至ら な いと し て も 、 い ずれ に せよ 、 そ の 人 も 彼ら も 殺さ れる の だ か ら そ の 理由 は 当て は ま ら ず 、 彼 
ら の 命 を 犠牲 に する こと は 禁じ られ て いる 。 し た が っ て 一 人 を 選び 出す 場合 、 異 邦人 の 間 で は 確 
か に 許さ れる 。 


(アモ ライ ム と 、 ポ スキ ム 間 の 論争 ) 。 


* ア モラ イム (Amoraim) と は 、 口 承 律 法 の 教え を 語る 、 あ る い は 語り 継ぐ 、 紀 元 200 年 か ら 500 年 
頃 の ユダ ヤ 人 学者 を 指す 。 


一 人 に し な か っ た 場合 で も 、 実 際 上 の 違い は ある の だ ろう か ? その 答え は 、 一 人 を 選ば な か っ た 
場合 に 、 全 員 を 救う た め に 包囲 の メン バー の 一 人 を 降伏 させ る こと が な ぜ 禁 じ ら れ て いる の か と 
いう 問題 に に る 。 ケ セ フ ・ ミ シュ ナ は 、 こ の 場合 、 理 性 が 降伏 を 禁じ て いる と 理解 し て いる : 


最初 に 、 彼 ら が 彼 を 一 人 に し な か っ た と き 、 そし て 、 彼 ら が 「 あ な た が た の うち の 一 人 を よこ せ 、 そ 
うす れ ば 彼 を 殺す 」 以 外 何 も 言わ な か っ た と き 、 彼ら の うち の 誰か が 彼 を 降伏 させ よう と する な ら 
ば 、 彼 ら に 言う こと が で きる :「 こ の 者 を 降伏 させ る と は 何事 か 。 あ な た 方 の 一 人 を 降伏 させ 、 こ の 
一 人 を 救い な さい ! この 者 の 血 が も っ と 赤い と で も いう の か 」。 この 主張 に よれ ば 、 彼ら が 誰か 一 
人 を 明け 渡す こと は 不可 能 で ある 。 


- 一 見 し た と ころ 、 マ ハラ シュ の 両方 の 意見 に よれ ば 、 絶 望 的 な 状況 で 一 人 の 人 間 を 犠牲 に する 
こと は 許さ れる よう に 見 える 。 それ を 分 解 し て みよ う : 


- 1. 一 人 が 孤立 し た 場合 : こ の 場合 、 孤 立 し た 個人 を 犠牲 に する こと は 間違い な く 許さ れる 。 な ぜ 
な ら 、 彼ら の 存在 は そう で な けれ ば 殺さ な けれ ば な ら な い 人 間 に と っ て 直接 的 な 脅威 と な る か ら 
で ある 。 


- 2. 犠牲 者 が いな い 場 合 : こ の 場合 、 事 態 は より 複雑 に な る 。 一 個人 を 犠牲 に する こと は 、 状 況 
に よっ て は 有益 と みな され る こと も ある 。 例え ば 、 砂漠 で 立ち 往生 し て いる 集団 が 、 捕 食 者 の 気 を 
そら し 、 他 の 集団 を 逃がす た め に 誰か を 差し 出す 必要 が ある 場合 な ど だ 。 し か し 前 述 し た よう に 、 
マハ ラ シ ュ に よれ ば 個人 的 な 利益 の た め に 故人 の 存在 を 利用 する こと は 、 必 ず し も 許さ れる と は 
限ら な い 。 に も か か わら ず 、 こ の よう な 考え を 持つ 人 々 で さえ 、 集 団 の 状況 下 で 残り の 者 の 生存 
を 確保 する た め に 一 人 を 犠牲 に する こと は 許さ れる こと に 同意 する と 考え る の が 妥当 で あろ う 。 
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その よう な 行為 が な けれ ば 、 全 員 が 減 び て し まう の だ か ら 犠牲 は 自己 保存 の た め に 必要 な 行為 
で あり 、 禁 止 す る 正当 な 理由 は な い 。 
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彼 に よれ ば 、 集 団 の 場合 、 誰 か を 異邦 人 に 引き 渡す こと も 禁じ られ て いる 。 と いう の も 、 彼ら を 引 
き 渡 そう と する 者 が 、 そ れ ぞ れ 他 の 者 た ち に 主張 する か ら で あ る :「 あ な た の 血 が 私 より 赤い の は 
な ぜ か ? 私 で は な く 、 あな た 方 を 引き 渡せ ! 」 


し か し 、 教 育 指 導 者 は た と え 彼 ら が 特別 視 さ れ て いな く て も 、 引 き 渡 し を 禁じ る 理由 は な いと 考え 
て いる 。 な ぜ な ら 、 彼ら は 異動 させ られ た 者 に こう 言う か ら だ :「 何 を 気 に に て いる の か ? どう せ 皆 
と 一 緒 に 死ぬ の だ か ら 」 


「 殺 し て 通り 過ぎ る な か れ 」 と いう 探 は 、「 あ な た が 見 た も の 」 と いう 道理 に 基づい て いる 。 つま り 、 
あな た の 自己 犠牲 に よっ て 友人 が 救 わ れる 場合 に の み 、 あ な た は 自分 を 犠牲 に し て 友人 を 救う 
必要 が ある 。 し か し 次 の 人 は 、 た と え 自 分 が 犠牲 に な っ て も 、 攻撃 者 は 皆殺し を 狙っ て いる の だ 
か ら そ の 友人 は 殺さ れ て し まう 。 で は 、 な ぜ 彼 が 死な な けれ ば な ら な い の か ? い ずれ に せよ 、 彼 
の 友人 は 救 わ れ て いな い の だ か ら 、 誰 も が ピク アハ ・ ネ フェ シュ か ら 自 分 を 救う こと が で き 、「 コ ラ 
アリ ム グ ヴ ァ ル 」 と な る の が 妥当 で ある (?) な ら ば 、 な ぜ 友 人 を 救 わ ず に 自分 を 犠牲 に し な けれ 
ば な ら な い の か ? 


彼 の 意見 に よれ ば 、 た と え 一 致 団結 し な い 場 合 で も 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で の 禁止 は 理性 に 基づく も の 
で は な く 、 ケ セ フ ・ ミ シュ ナ か ら 導 か れる 殺人 の 重大 性 に 基づく も の で ある 。 異邦 人 の 間 で は 、 殺 
人 に 関す る 上 厳し し が な い の で 、 た と え 団 結 し て いな く て も 、 皆 を 救う た め に 一 人 を 殺す こと は 許さ 
れる 。「 ど う せ 皆殺し に され る よう な 場合 に 、 何 を 合理 的 に 見 た の か 」 と いう こと が な いか ら だ 。 


- 29. ケ セ フ ・ ミ シュ ナ が 説明 し て いる よう に 、 こ れ は セー デル ・ タ ハラ の ハロ トト 7:6 で も 説明 され 
て いる 。 こ の こと は 、 ヨ レ ・ デ ア 473, s.k.9 の タ ズ の 言葉 か ら も 明らか で ある : 彼 は こう 説明 する : も 
し その 中 の 一 人 が 彼ら と 結ば れ 、 彼 ら が 「 も し 彼女 を 私 た ち に 渡し て 汚さ な けれ ば 、 あ な た た ち 全 
上 員 を 殺す 」 と 言う な ら ば 、 こ れ は 有効 な 結び で ある こと は 明らか で あり 、 私 た ち は 彼 女 を 引き 渡す 
こと が で きる 。 な ぜ な ら 、 こ こ に は 女 側 の 行為 は な く 、 近親 相姦 の 範 醒 に は 含ま れ な いか ら で あ 
る 。 そう で あれ ば 、 彼 女 自 身 も 「 あ な た は 殺し 、 あ な た は 越え て は な ら な い 」 の 範 量 に は 含ま れ な 
い 。 し た が っ て 、 彼 ら が 彼女 を 結ば させ る の で あれ ば 、 私 た ち は 彼女 を 引き 渡す こと が で きる 、 と 
思わ れる 。 タ ズ は 、 彼 ら が 結ば れ た 場合 の み 、 一 人 を 引き 渡す こと が で きる と 強調 し て いる が 、 彼 
ら が 結ば な い 場 合 、 各 女性 は 友人 に 言う こと が で きる :「 私 は 行き た く な い 。 も し 、 あ な た 方 の 一 人 
が 引き 渡さ れる べき だ と 考え る な ら 、 あ な た 方 自身 を 引き 渡せ ば よい 」 と 。 し か し 、 メ ラキ ム ・ ウ ミ 
ル ハ モト の 見 解 に よれ ば 、「 彼 ら は 結ぶ 」 と 「 彼 ら は 結ば な い 」 を 区 別 する 余地 は な い 。 し た が っ 
て 、 近 は 「 よ り 強 い 者 が より 強い 」( よ り 正 確 に は 、「 よ り 強 い 者 が 勝つ 」) 、 あ る い は 、 く じ を 引い て 
誰が 引き 渡さ れる か を 決め る こと を 要求 すべ き で ある 。 


- 30. ケ セ フ ・ ミ シュ ナ で さえ 、 結ば な か っ た 場合 に 殺し 合い を し な い 理 由 は 正しい と 同意 し て いる 
可能 性 が ある が 、 イ スラ エル に 限っ て 言え ば 、 そ の 理由 は 既存 の 禁止 事項 を 残し て いる 。 殺 人 を 
許 そ うと する 者 は 「 先 導 す る 者 」 で ある た め 、 彼 の 友人 た ち は 彼 に 反論 する :「 自 分 を 捨て よ 、 他 
人 を 殺す な 」。 し か し 、 異 邦人 の 間 で は 、 原 則 的 に 戒律 に 対す る 自己 犠牲 が な く 、 理由 が 新た な 
禁忌 を 作り 出す の で 、 お そら く < く ケ セ フ ・ ミ シュ ナ で さえ 同意 する 。 
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宝くじ に つい て は 、「 テ フィ ラ ・ ル ・ モ シェ 書 」 (ヨレ ・ デ ア 420) に 書か れ て いる : 


どの よう な 場合 で も 、 デ ィ ナ の 場合 の よう に 彼ら を 分 ける くじ に 従っ て 一 人 を 与え る こと は 許さ れる 
よう で ある 。 こ の こと は 、 ギ ベ オ ン 人 の 場合 に も 説明 され て いる 。 彼ら は 「6 人 を 与え れ ば 、 主 に 兵 
げ よ う 」 と 言い 、 彼 ら は 特に 指定 し な か っ た に も か か わら ず 、 箱 の 鋳造 に 従っ て 彼ら を 与え た .…。 


ティ ファ レト ・ モ シェ の 意見 に よれ ば 、 敵 が その 人 を 特別 視 し て いる 場合 に 一 人 を 降伏 させ る こと 
が 許さ れる の で あれ ば 、 敵 が その 人 を 特別 視 し て いな く て も 、 く じ を 引け ば 一 人 を 降伏 させ る こと 
も 許さ れる 。 


チャ ゾン ・ イ シュ (サン ヘ へ ドリ ン 52a) は この 点 に つい て ティ フェ レト ・ モ シェ に 同意 し て いな い : 


ペレ ク ・ テ シュ バ で は 、 テ ィ フ ェ レ ト ・ モ シェ の 名 に お いて 、 ヨ ナ と サウ ル の 息子 た ちの 場合 (イェ 
ヴァ モト 74a) に 見 られ る よう に 、 く < くじ 引き に 従っ て 個人 を 明け 渡す こと は 許さ れる と され て いる 。 し 
か し 、 ト セ フ タ と タル ムー ド で は 彼ら は 皆殺し に され る と 書か れ て いる の で 、 こ れ は お か し い 。「 彼 
ら は くじ を 引き 、 く じ で 出 た 者 を 降伏 させ る 」 と 言っ た 方 が 論理 的 だ ろう 。 ヨ ナ の 場合 は 、 く じ 引 き に 
よっ て 誰が 嵐 の 原因 か を 知る こと に な り 、 ヨ ナ 自 身 が 自分 を 海 に 投げ 込む よう に 言っ た 。 そ し て サ 
ウル の 息子 た ちの 場合 は 、 ダ ビデ が 預言 に 基づい て それ を 行っ た 。 し か し 、 普通 の アラ メ 人 に 
は 、 く じ に よっ て 決め る 権限 は な い .…。 


ユダ や ヤ 人 に 関す る ティ ファ レト ・ モ シェ と チャ ゾン ・ イ シュ の 論争 に は 立ち 入ら な い 。 し か し 、 す べ て 
の 意見 に よれ ば 、 異 邦人 が くじ を 引き 、 そ れ に よっ て 誰 を 降伏 させ る か を 決め る こと は 許さ れる 。 
異邦 人 に 対す る 禁止 は た だ 理性 か ら 来 る も の で ある 。 いずれ に せよ 全員 が 死ぬ よう な 場合 、 

員 が 死ぬ より は 、 く じ を 引い て 一 人 を 選ん だ 方 が よい と いう 理性 に よる 。 


敵 が 誰か を 選ん で いな く て も 、 殺 すこ と は 禁じ られ て いな い 。 ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 意見 の 違い に 
つい て は この 章 の 後半 で よく 説明 され て いる の で 、 そ ちら を 参照 され た い 。 


- グル ー プ の ある メン バー が 、 他 の メン バー に くじ を 引か せる こと が で きる の か 、 そ れ と も 「 強 い 者 
が 勝つ 」 の か 、 と いう 問題 に つい て は 、 た と え 他 の メン バー が 2 番目 の 選択 肢 を 選ん だ と し て も 意 
見 が 分 か れる 可能 性 が ある 。 セ フ ァ ー・ ハ チヌ ッ チ に よれ ば 、 一 人 を 降伏 させ な けれ ば な ら な い 
状況 で は 、 こ れ ま で 見 て きた よう に 「 強 い 者 が 勝つ 」 と する 。 し か し 、 テ ィ フ ェ レ ト ・ モ シェ の 意見 に よ 
れ ば 、 彼 は 「 強 い 者 が 勝つ 」 と いう の は 受け 入れ が た い 解 決 策 で あり 、 く じ を 引く の は 良い 解決 策 
で ある と 理解 し て いる 。 ケ セ フ ・ ミ シュ ナ も 、「 何 が 見 える か 」 と いう 議論 は 、「 強 いも の が 勝つ 」 と い 
う 可能 性 を 否定 し て いる と 理解 し て お り 、 彼 の 意見 に よれ ば 、 異 邦人 の 間 で は くじ を 引く こと が 望 
まし い 解 決 策 に な る こと は 明らか で ある 。 


- これ に は 異論 が あり 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で は 、 誰 も が 互い に 責任 を 持っ て 問題 を 解決 する の だ か 
ら 、「 強 い 者 が 勝つ 」 よ り も くじ 引き の 方 が 望ま し いと 言う こと も で きる 。 し か し 、 異 邦人 の 間 で は 、 
自己 犠牲 が 降り か か っ て いる 状況 で は 相互 の 義務 は な く 、 全 員 が 自分 に 対し て の み 責 任 を 負 

う 。 
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ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 理性 の 違い 


以上 、 ピ ルチャ ッ ト ・ ダ ル シ ェ イ ・ エ レツ の 方 法 に 従っ て 、 殺 人 の 戒律 に 対す る 自己 犠牲 の 実践 的 
な 違い を ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 間 に 示 し た 。 次 に 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 間 に は 、「 何 が 見 える か 」 と 
いう 理由 その も の に も 違い が ある こと を 見 て みよ う 。 つま り 、 異 邦人 の 間 に も 「 何 が 見 える か 」 が 
ある と 主張 する ピル チャ ッ ト ・ ダ ル シ ェ イ ・ エ レツ に よれ ば 、 こ れ は ユダ ヤ 人 の 間 で 言わ れる 理由 
付け と は 違う 。 ユダヤ 人 に お ける 「 何 が 見 える か 」 の 理由 を 、 ラ ン は 次 の よう に 説明 し て いる (サン 
ヘ ド リ ン 52a, s.v 「 何 が 見 える か 」) : 


あな た の 血 が も っ と 赤く な る こと を 誰が 知っ て いる の か 。 自分 の 血 が 友人 の 血 よ り も 創造 主 に 愛 
され 、 喜 ば れる こと を 誰が 知っ て いる の か ? だ か ら 、 こ こ で 言う 理由 は な い : なぜなら 、 聖 句 は 、 ユ 
ダ ヤ や ヤ 人 の 魂 が 主 に 愛さ れ て いる か ら こ そこ れ を 許し た の で あり 、 こ こ で 彼 の 友人 の 命 が 失 われ る 
の で あれ ば 、 殺 せ と 命 じ た 王 の 言葉 を 否定 する こと は で き な い か ら で あ る 。 


言い 換え れ ば : 原 則 的 に 、 ユ ダ ヤ 人 は すべ て の 戒律 に 命 を 捧げ る 義務 が ある 。 た だ し 、 ユ ダ ヤ 人 
の 命 を 救う た めで あれ ば その 臣 律 に 痛い て も よい と いう 3 特別 な 節 が ある :「 そ れ ら に よっ て 生き 

よ 」。 一 人 の 命 が 救 われ 、 も う 一 人 の 命 が 殺 され る と き 、 私 た ち は 何 も 得 ら れず 、 自 己 犠 牲 の 代 

わり で あっ て も 戒 律 に 背く こと の 禁止 が その 場所 に 戻る 。 


「 な ぜ 、 あ な た の 血 が 他 の すべ て の 者 より も 赤かっ た の を 見 た の か 」 な ど と 言っ て いる 主 な 理由 

は 、 私 が 説明 し た と お り で は な いか 。 罪 が 犯さ れ 、 ユ ダ ヤ 人 も 殺さ れ た の だ か ら 、 罪 が 犯さ れる 代 
わり に あな た が 殺さ れ た 方 が よい と いう こと だ 。 そう で な けれ ば 、「 な ぜ 、 あ な た の 血 が 他 の すべ 

て の 者 より も 赤かっ た の を 見 た の か 」 な ど と 言う の か 。 そ れ ど ころ か 、 こ れこ そ が 「 あ な た の 命 が 

優先 する 」 と いう 原則 を 与え て いる の で ある 。 ラ ビ ・ ア キバ が 「 蛇 と は 何 か 」 の 章 で 、 二 人 の 人 間 が 
水差し か ら 水 を 飲ん で いて 、 二 人 と も 飲ん で し まう と 二 人 と も 死ん で し まう と 導き 出し た よう に 、 私 
た ち は 「 な ぜ 、 あ な た の 命 が 優先 する と 見 た の か ? 」 と 言う 。 そう で は な く 、 必 然 的 に 主 な 理由 

ま 。 


彼 は 自分 自身 の 面倒 を 見 る の で 、 そ れ ゆ え 、 す べ て の 人 の た め に すべ て を 「 各 自 が 自分 の た め 
居 1 条 入 。 


- 注 : こ れ は タル ムー ド に お ける 「 正 面 か ら 」 の 他 の 情報 源 に お ける ラシン に お ける [意見 ] で も ある 
(この 章 の 冒頭 に 持っ て きた よう に ) 。 


- バ ヴ ァ ・ メ ツィ ア 書 、 62a ペ ー ジ 、1 行 目 
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「 こ こ に 殺さ れ よ うと し て いる ユダ ヤ 人 が いて 、 そ の 戒律 が 無効 に な る 場合 」 は 、 シ ャ バッ ト 摘 要 ( 
151b) の ミシュ ナ に 登場 する ( ? ) この ミシュ ナ で は 、 安 息 日 に ユダ ヤ 人 を 死 か ら 救 うこ と が 許さ 
れる か どう か と いう 問題 に つい て 論じ て いる 。 


一 方 、 異 邦人 は G-d( 神 ) の 御名 を 聖 別 する こと を まっ た く < 命じ られ て いな い :「 た と え 偶 像 を 拝む こ 
と を 強要 され て も 、 彼ら は 拝む 。 な ぜ な ら 、 彼ら は G-d( 神 ) の 御名 を 聖 別 する こと を 命じ られ て い 
な いか ら で あ る 。 彼ら の 間 で は 、 奴 隷 化 は な く 、 ち ょ うど 異邦 人 の 間 で は 、 ビ ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 
場所 で は 罪 は な く 、 禁止 され て いる の は 、 殺 され た 者 の 殺人 者 に 対す る 主張 の た め だ け で あ 

る 」。 ここ で の 説明 は 、 禁 忌 を 作る の で あっ て 既存 の 禁忌 を その 場所 に 残す の で は な いと 言わ れ 
て いる 。 その 意味 は 、 イ スラ エル で は どん な 場合 で も 殺人 の 禁止 を 犯す こと は 禁じ られ て いる 。 な 
ぜ な ら 、 そ うす れ ば 他 の ユダ ヤ 人 が 傷つく こと に な り 、 そ れ ゆ え 許 可 の 根拠 が 無効 に な る か ら で 
ある 。 し か し 異邦 人 に お いて は 、 二 人 目 の 異 邦人 を 殺す こと が な ぜ 禁 じ ら れ て いる の か を 説明 す 
る 理由 が 必要 で あり 、 殺さ れ た 者 が 推定 する この 理由 こそ が 禁忌 を 生み 出す も の で ある 。 な ぜ な 
ら 、 原 則 的 に 異 邦 人 は ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 場所 で は 戒律 に お いて 義務 を 負わ な いか ら で あ 

る 。 


- バッ ハ の この 言葉 の 理解 を さら に 深め る 必要 が ある 。 バッ ハ は 、 二 人 の 人 間 が 砂漠 を 歩い て い 
て 、 そ の うち の 一 人 が 水差し を 持っ て いる と き 、 水 の 持ち 主 は 「 命 が 第 一 だ 」 と 主張 し 、 そ れ ゆ え 
生き る た め に その 水 を 自分 の た め に と っ て お き 、 同 伴 者 に も 与え な いこ と は 許さ れる 、 と いう 「 バ 
ヴァ ・ メ ツィ ア 」 の ゲ マ ラ か ら の 引用 を し て いる 。 この こと か ら バ ッ ハ は 、「 誰 々 を 殺さ な いと お 前 を 
殺す 」 と 強要 され た 人 の 場合 、 理 性 に よれ ば 、 強 要 さ れ た 人 は 「 命 が 第 一 」 と 主張 し て いる の で 自 
分 を 救う た め に 殺す こと は 許さ れる (ユダ ヤ 人 に と っ て 禁じ られ て いる の は 、 ど の みち ここ で 魂 を 
失う か ら で あ り 、 違 反 を 許す 理由 は な い ) と 学ぶ 。 し か し 、 一 見 し た と ころ 、 他 の ケー ス か ら こ の こ 
と を 学ぶ の は 難し いよ うに 思わ れる : 結局 の と ころ 、 二 人 の 人 間 が 砂漠 を 歩い て いて 、 そ の うち の 
一 人 が 水差し を 持っ て いる と き 、 そ の 水 を 自分 の も の に し て 「 命 が 第 一 だ 」 と 主張 する 者 は 、 も う 
一 人 の 人 間 に 何 ら 危 害 を 加え て いな い の で ある (チャ タム ・ ソ ファ ー に よれ ば 、 相手 が 水 を 持っ て 
いる 場合 その 水 を 与え な けれ ば な ら な い 。 な ぜ な ら 、 水 を 所 有 し て いる こと に よっ て 、「 命 が 第 一 」 
と 主張 し て いる の は 相手 だ か ら で あ る ) 。 で は 、 こ の 場合 の ゲ マ ラ の 許可 か ら 、 私 が 他人 を 殺害 し 
た 場合 に どの よう に 学ぶ こと が で きる だ ろう か ? 


- パ ア ル ・ ハ ・ ト サフ ォ ト の 意見 は 、 砂 漠 の 水 の 場 合 と 「 誰 々 を 殺せ 」 の 場合 と は 違う と いう こと で 説 
明 さ れ て いる よう だ : 砂 漠 の 水 の 場 合 、 相 手 の 存在 が 私 に 害 を 及ぼ すこ と は な く 、 も し 私 が 相手 
の 水 を 取れ ば 、 私 は 相手 の 存在 を 利用 し 、 そ れ に よっ て 癒さ れる こと に な る 。 バ アル ・ ハ ・ ト サフ オォ 
ト は 、 水 の 所 有 者 が 「 何 が 見 える の か 」 と 主張 する の で 、「 前 世 」 の 議論 の 余地 は な いと 理解 し 
た 。 あな た は 水 の 問 題 に 私 を 巻き 込み 、 自 分 を 救う た め に 私 の 存在 を 利用 し て いる の か ? し か 
し 、「 誰 々 を 殺せ 」 の 場合 、 相 手 の 存 在 は 私 に 害 を 及ぼ す 。 な ぜ な ら 、 私 が その 人 を 殺せ ば 、 私 は 
その 人 の 命 を 奪う こと に な る か ら だ 。 特定 の 人 物 (加害 者 に 絡ん で きた 人 物 ) の 存在 が 私 に 害 を 
与え 、 私 の 命 か 彼 の 命 か の 二 者 択 一 迫る 。 こ の よう な 状況 で は 、 彼 は 「 正 面 か ら 」 主 張 する こと 
は で き な い 。 なぜ な ら 、 私 は 彼 に 「 正 面 か ら 」、「 あ な た の 存在 の た め に 私 は 苦し むべ きか ?」 と 言 
うこ と が で きる か ら で あ り 、 私 の 命 が 優 先 さ れる た め 、 こ の 主張 は 彼 の 立場 を 弱め る こと に な る 。 


- 以上 の こと か ら 、 も し ベイ ト ・ ヨ セ フ が 、「 マ イ ・ チ ャ ジッ ト 」 論 が 異邦 人 に 殺人 の た め の 自 己 犠 牲 


を 義務 づけ る の に 十分 で ある と 考え る な ら 、 そ れ は 癒し の 場合 の み で あり 、 救 い の 場 合 で は な い 
と いう こと に な る (オル ・ サ マヤ ハ の 意見 に つい て 書い た よう に ) 。 
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殺さ れ た 異邦 人 は 、「 正 面 か ら 」 と いう 力 に よっ て 、 す べき で は な いと 主張 する こと は で き な い 。 
「 前 世 」 の 主張 が ある た め 、 一 方 が 他方 を 殺す こと が 許さ れる と 理性 が 与え る 場合 も あり 、「 正 面 
か ら 」 の 主張 が 常に 正しい と は 限ら な い (「 ベ エル ・ ハ ゴ ラ 」 で 説明 され て いる ) 。 この よう な 場合 、 
ユダ ヤ 人 に は 茜 じ られ て いて も 、 異 邦人 に は この 理由 で 相手 を 殺す こと が 許さ れる 。 この こと か 
ら 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 に つい て は 次 の よう に な る 。 


ナ フ カ - 異邦 人 に 対す る ユダ ヤ 人 の 任命 


ル ベ ン は 罪 を 犯し 、 用 心 せ ず 、 人 間 の 傷 を 負っ た シメ オン を 傷つけ た 。 健康 な 肝臓 を 移植 し な い 
限り 、 シ メオ ン は 生き られ な い 。 シメ オン は ル ベ ン を 殺し て 肝臓 を 奪い 、 助 か り た い の だ 。 ユダ ヤ 
人 に と っ て 、 そ れ は 禁じ られ て いる こと の よう だ 。 確か に ル ベ ン は 人 罪 を 犯し た が 、 そ の た め に 死ぬ 
責任 は な い 。 ユダ ヤ 人 は 流血 を 犯さ な いよ うに 魂 を 捧げ な けれ ば な ら な い 。 ここ で 罪 を 犯 せ ば 、 イ 
スラ エル の 命 を 「 益 」 す る こと は で き な い か ら だ 。 


- 60. 同様 の 定式 は 、「 シ ェ エ ロト ・ ウ テ シ ュ ボ ト 」| 1, 22 の レス ポン サ に も 見 られ る :「 他 の 人 の た 
め に ある 人 の 命 を 押し の ける こと は で き な い が 、 自 分 自身 の 命 の た め に 他 の 人 の 命 を 押し の け 
る こと は 許さ れる 」。「 液 の 前 に ある も の を 押し の け よ 」( 参 照 )。 


- 61. 意図 せ ず に 友人 を 傷つけ た 人 の 場合 、 そ の 人 の 肝臓 を 取り 、 瀬 死 の 人 を 救う た め に 、 そ の 
人 が 殺さ れる の を 許す 理由 が ユダ ヤ 人 に さえ ある 可能 性 が ある 。 こ れ は 「 バ ヴァ ・ カ ンマ 」22b の 
ラ シ の 言葉 に 基づい て いる 。 ゲ マ ラ は 、 ラ ビ ・ ヨ シン ャ ナン と レシ ュ ・ ラ キシ ュ の 間 で 、 火 を 所 有 物 と 
みな すか が 武器 と みな すか と いう 論争 を 論じ て いる : も し 彼 が 奴隷 の 牛 を 殺し た と いう だ け な ら 、 彼 
は 責任 を 負わ な い の か ? ラ ビ ・ シ モン ・ ベ ン ・ ラ キシ ュ は あな た に 言っ た : こ こ で 、 彼 が 奴隷 の 体 に 
火 を つけ た の は 、 彼 が 力ずく で 彼 に 立ち 向かっ た か ら で あ る 。 ト サフ ォ ト と ラ シ ュ バ で は 、 火 を つけ 
た 者 は 追っ 手 と みな され 、 追っ 手 と し て の 死 へ の 義務 か ら 、 彼 が 引き 起こ し た 損害 の 支払 い は 免 
除 さ れる た め 、「 彼 は 力 づ く で 彼 に 立ち 向かっ た 」 と 説明 され て いる 。 し か し 、 ラ シュ バ は 言う :「 し 
か し 、 そ れ で も 私 に は 難し い : レシ ュ ・ ラ キシ ュ に と っ て 、 奴 隷 の 体 に 火 を 放っ た 時 点 で 彼 の 生命 
に 責任 を 負わ な けれ ば な ら ず 、 奴 隷 が 死ん だ 後 、 煙 突 が 燃え た の に な ぜ 彼 は 煙突 に つい て は 免 
責 さ れる の か 。 ま た 、 奴 隷 が 死ぬ 前 に 煙突 が 燃え た と いう こと は 可能 で ある 。 なぜなら 、 彼 に 力 と 
時 間 が ある 限り 奴隷 が 死ぬ まで は 彼 を 追っ 手 と みな すか ら で あ る 。 し か し 、 奴 隷 が 死ん だ 後に 煙 
突 が 燃え た の で あれ ば 彼 は 責任 を 負う こと に な る 。 反抗 的 な 息子 と 教師 の 章 ( サ ン ヘ ドリ ン 33a) 
に 、『 命 を 犠牲 に し て 救 わ れる た め に 自ら を ささ げた 者 は 、 彼ら に 対し て 罪 が 犯さ れ た の で あり 、 
彼ら は 命 を 犠牲 に し て 救 わ れる こと は な い 』 と 教え られ て いる 通り で ある 。 上 記 の よう に 、 私 は ま 
だ 学ぶ 必要 が ある 」。 


- つま り : ラ シュ バ は 、 レ シュ ・ ラ キシ ュ に よれ ば 、 こ こ で の ケー ス は 奴隷 の 体 に 火 を つけ た 者 の こ 
と で あり 、 そ う で あれ ば 奴隷 が 死ん だ 後に 煙突 が 燃え た こと は 明らか で ある 、 と 難癖 を つけ る 。 こ 
の 場合 、 な ぜ 彼 は 追っ 手 と みな され る の か ? 結局 、 人 迫害 は 終わ っ た の か ? し た が っ て 、 奴 隷 の 
体 に 火 を つけ た と し て も 、 煙突 が 燃え た 後に 奴隷 が 死ん だ の で あり 、 奴 隷 が 死な な い 限り 奴隷 の 
体 に 火 を つけ た 者 は まだ 追っ 手 と みな され る 、 と 示唆 し て いる 。 
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し か し 、 負 傷 し た 異邦 人 の 場合 、 そ の 異邦 人 が 負傷 させ た 者 に 危害 を 加え る こと を 禁止 する こと 
は 不可 能 で ある 。 その 中 で 、 マイ ・ チ ャ ジッ ト の 議論 と は 、 人 と その 友人 と の 議論 で あり 、 被 害 者 
が 殺人 者 に 対し て 主張 する も の で ある 。 ここ で 、 怪 我 を 負わ せ た 者 は マイ ・ チ ャ ジッ ト を 問う こと は 
で き な い ! ここ で 彼 に 問わ れる の は こう だ : 自分 の 行為 の 結果 を 負う こと な く 、 不 注意 に も 他人 に 
危害 を 加え る こと が で きる の か ? 


財産 と 人 に お ける 強盗 か ら の 救出 


「 殺 人 を 犯し て は な ら な い 」 と いう 禁忌 の 茂 し さ を 抜 き に し て 、 マ イ ・ チ ャ ジッ ト の 議論 は 財産 に お い 
て も 言え る :「 な ぜ あ な た の 血 は 私 の 血 よ り 赤 いと 思っ た の か ?」 


財産 に お いて も 、 友人 の 人 金 を 渡す か 、 自 分 の 金 が 害さ れる か の 選択 を 迫 ら れ た 場合 、 友 人 の 人 金 
を 渡す こと は 禁じ られ て お り 、 こ の 場合 に 友人 の 金 を 取っ た 者 は 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ に 説明 さ 
れ て いる よう に 責任 を 負う こと に な る 。 


- あな た が 引用 し た 箇所 か ら 、 た と え こ の と き 自 分 が 傷つけ た も の か ら 免 責 さ れ た と し て も 、 追わ 
れる 者 を 救う た め に 殺さ れる こと が 許さ れる 追っ 手 と 結論 づけ る こと は 確か に 可能 で ある 。 な ぜ な 
ら 、 追 っ 手 に は 追っ 手 の 探 が 残っ て お り 、 こ の 探 は 追っ 手 を 何と し て も 救う こと を 要求 する か ら で 
ある 。 


- し か し 、 こ の コメ ント を 出さ な か っ た ト サ フ ォ ス に よる と 、「 彼 の 火 は 彼 の 財産 の た めで ある 」 と い 
う 意 見 に よれ ば 、 奴隷 の 体 に 火 を つけ た と し て も 彼 が 引き 起こ し た すべ て の こと か ら 免 除 さ れる と 
考え て いる よう で ある 。 な ぜ な ら 、 す べ て は この 放火 行為 の 結果 で あり 、 た と え 迫 害 が 終わ っ た と 
し て も 、 一 つの 行為 は 「 彼 に 有利 に 強固 に 確立 され る 」 と 言わ れ て いる か ら で あ る (金銭 法 に 関し 
て は 一 つの 行為 で な く て も 、 人 迫害 に 関し て は 一 つの 行為 と みな され る ) 。 彼 ら の 考え 方 に よれ ば 、 
ラ シ ュ バ の 革新 は 必要 な く 、 追っ 手 を 殺す こと は (た と え そ れ に よっ て 追っ 手 が 助 か る と し て も ) 禁 
じ ら れ て いる と 考え て いる よう で ある 。 ラ シュ バ の 意見 に よる と 、 追っ 手 を 殺す こと が 許さ れる の は 
追っ 手 が す で に 追っ 手 の 行為 を 行っ た 後 で 、 そ れ に よっ て 被害 者 が 救 わ れる 場合 だ け で ある 。 彼 
の 存在 が 危険 を 引き 起こ し て いる (例え ば 、 彼 が 火 を 消す 道 を 寒い で いる な ど ) 可能 性 が あれ 
ば 、 そ の 場合 、 彼 は 追っ 手 と 見 な す 。 し か し この 場合 、 彼 は 直接 私 を 追い 続け て いる わけ で は な 
い の で 、 救 われ る た め に 彼 の 存在 を 癒し 利用 する 許可 は な い 。 


- また 、 ア チ ・ エ ゼル 、 イ ブン ・ ハ ・ エ ゼル 19 も 参照 : そ し て 、 よ く 知 られ て いる よう に 、 ラ シュ バ の こ 
の 言葉 の 説明 に は さら に 詳し いこ と が ある 。 


- 定 官 の 場合 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で は それ を 許可 する 余地 は な い 。 異邦 人 に つい て は (も し 彼ら が 血 
を 流す こと の 禁止 を 命じ られ て いる と 言う の で あれ ば ) 、 リ ショ ー ニ ム の 意見 や 、 命 を 失う と いう 脅 
し の も と で 友人 の 金 を 見 せる よう 強要 され た 場合 に 関す る シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ と タ ズ の 論争 
(コー シェ ン ・ ミ シュ パッ ト 、 セイ フ 4 と シャ チ 、 ノ ー ト 24) に 基づく 、 一 見 議論 の 余地 が ある よう な 問 
題 が ある 。 


- 実際 に 死亡 し た 者 と 、 死 亡 の 原因 を 作っ た 者 の どちら を 強要 の 犠牲 者 と みな すか に つい て は 意 
見 が 分 か れ て いる (本 章 の 第 一 付録 お よび 第 二 付 録 も 参照 の こと ) 。 
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彼 の 所 有 物 が 私 に 危害 を 加え て いる ケー ス で は 、 私 が 彼 の 所 有 物 に 危害 を 加え る こと は 許さ れ 
る が 、 彼 は 「 マ イ ・ チ ャ ジッ ト (Mai Chazit) 」 の 主張 で 来る こと は で き な い 。 な ぜ な ら 、 私 は 「 正 面 を 
向い て いる 」 と 主張 で きる か ら で あ り ( 私 が 主張 で きる の だ か ら ) 、 な ぜ 私 は 自衛 する こと も で きず 
に あな た の 損害 を 受け な けれ ば な ら な い の か ? ゲ マ ラ ( バ ヴ ァ ・ カ ンマ 28a) で 教え られ て いる 通 
り で ある 。 


雄 牛 が 他 の 雄 牛 を 殺す た め に その 雄 牛 の 背中 に 登り 、 下 の 雄 牛 の 所 有 者 が その 雄 牛 を 追い 出 
し て 、 上 の 雄 牛 が 倒れ て 死ん だ 場合 、 下 の 雄 和牛 の 所 有 者 は 死ん だ 雄 牛 の 代 償 の 支払 い を 免除 
され る 。 


雄 牛 が 角 で 危害 を 加え て いる の を 見 た と き 、 そ れ が 持ち 主 の 過失 な の か 、 あ る い は 持ち 主 が 雄 
和牛 の 行動 を 適切 に 維持 し て いた の か どう か を 判断 する 必要 は な く 、 雄 和牛 は 持ち 主 の 意思 に 反し 
て 危害 を 加え る 。 ど の よう な 場合 で も 害 を 与え る 雄 牛 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる 。 特に タル ムー 
ド で は 、 無 害 な 雄 牛 で あっ て も この 原則 を 明確 に 定め て お り 、 そ れ に 対し て 「 普 通 の 雄 牛 は 存在 
保存 の 法則 に 支配 され る 」 と 決め られ て いる 。 言い換え れ ば 、 所 有 者 が 損害 賠償 の 支払 い を 免 
除 さ れる 場合 で あっ て も 、 危害 か ら 身 を 守る た め に 害 獣 に 介入 する こと は 許さ れる 。 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( 損 害 賠償 の 法 、 第 一 章 ) に 要約 され て いる : 


「 仲 間 の 所 有 物 が 損害 を 与え 、 自 分 の 所 有 物 を 救う 唯一 の 方 法 が 仲間 の 所 有 物 に 損害 を 与え る 
こと で ある 場合 、 そ れ は 許さ れ 、 仲間 か ら 害 を 受け る 必要 は な い 」 


他人 の 所 有 物 が 私 の 所 有 物 に 害 を 与え た 場合 、 それ が た と え 害 物 の 所 有 者 の 強制 に よる も の 
で あっ た と し て も 、 自衛 の た め に 害 物 を 損壊 し 、 そ の 損害 を 賠償 する こと は 許さ れる と 理解 する こ 
と は 、 私 た ちの 手 に 委ね られ て いる 。 有害 な 財産 の 所 有 者 は 、「 あ な た に と っ て 何 の 違い が ある 
の か 」、「 あ な た の 所 有 物 の 血 は 、 私 の 血 より 赤く は な い 」、 と 反論 する こと は で き な い 。 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 意見 は 、 こ の 章 の 本 文 で 書い た よう に 、 手 に 取れ ば 責任 を 負う と いう 単純 
な も の で あっ て も 、 与 えた だ け で 手 に 取ら な か っ た 場合 に は 免責 され る と いう も の で ある 。 な ぜ な 
ら ば 、 与 える 者 は 所 有 権 を 理由 に 責任 を 負う だ け で あり 、 そ れ は 実際 に は nx と いう 間接 的 な 原 
因 で ある か ら で あ る 。 し か し 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ に よれ ば 、 グラ ( 同 28 項 ) が 説明 し て いる よう 
に 、 当初 は 金銭 の 力 に よっ て 金銭 を 与え る こと は 許可 され て いな い 。 と いう の は 、 こ の 場合 、( 何 
を 見 た か ) の 理由 が 適用 され る か ら で あ る 。 


- シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ バッ ト 」305:2 は 、 バ ヴァ ・ カ ンマ 15a の 説明 を 要約 し て い 
る 。 


- バ ヴ ァ ・ カ ンマ 15a で は 、 ゲ マラ は 、 自分 を 救う た め に 仲間 か ら 救 命 具 を 奪い 取っ た 人 の ケー ス 


に つい て 論じ て いる 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 」292:1 で も この シナ リオ が 取 
り 上 げ ら れ て いる 。 
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異邦 人 の 生活 の 法 に と っ て の 意義 


ミシュ ナ の 理論 的 根拠 (他人 に 禁止 され て いる こと を させ る よう な 行為 を し て は な ら な いと いう 原 
則 ) が 異邦 人 の 生命 の 法 に も 適用 され る と する ペリ シャ ス ・ デ ラキ ム の 見 解 (少数 意見 ) に よれ 
ば 、 そ れ は 財産 法 よ り も 強い も の で は な いこ と を 見 て きた 。 異邦 人 に と っ て は 、 殺 人 の 厳し さ は な 
く 、 根 拠 が ある だ け で ある 。 財産 法 で は ミシュ ナ が な く て も 加害 者 に 危 害 を 加え る こと が 許さ れる 
の で あれ ぼ ば 、 生 命 法 で も 「 過 去 の 生命 」 の 原則 に よっ て 加害 者 に 危害 を 加え る こと が 許さ れる は 
ず で ある 。 


イス ラ エ ル で は これ に 加え て 、 ミ シュ ナ の 理論 的 根拠 が 既存 の 禁止 を 強化 し て お り 、 イ スラ エル 
の 生命 に 利益 が な い 場 合 は ユダ ヤ 人 は 自分 の 生命 を 放棄 する 義務 が ある た め 、「 過 去 の 生命 」 
の 理論 的 根拠 は な い 。 


これ に よれ ば 、 異 邦人 が 魂 の 法則 に お いて 友人 に 危害 を 加え る 場合 、 た と え 力 ずく で 行っ た と し 
て も 、 財産 法 の よう に 道 分 離 の 法則 に し た が っ て も 、 被 害 者 が 彼 に 危害 を 加え る こと は 許さ れる 。 
例え ば : ガ ディ は 高い 桶 子 に 登っ て いた 。 ガ ディ が 高い 桶 子 に 登っ て いる と 、 突然 、 桶 子 の 紐 が ガ 
ディ の 下 か ら 落 ち て きた .… ぼ …。 それ は 、 丈 夫 で し っ か り し て いた 桶 子 の 紐 が 落ち た り 、 ぶら 下がっ た 
り し た も の で 、 天 か ら の 一 撃 で ある 。 彼 は 下 に 立っ て いた 別 の 異邦 人 の 上 に 落下 し 、 こ れ に より 
下 の 者 は 死ん で し まう だ ろう 。 下 の 者 は 、 彼 を 手すり の 上 に 押し や る こと で 身 を 守る こと が で きる 
が 、 落 ち て きた 者 は 死ぬ 。 


追加 の 例 : 


ある 異邦 人 が て ん か ん の 発作 を 起こ し 、 そ の 発作 の た め に 隣 の 人 を 屋上 か ら 突 き 落と し た 。 二 番 
目 の 人 が 助かる 唯一 の 方 法 は 、 患 者 自身 を 突き 落と すこ と で ある 。 ここ で も 道 分 離 は 、 被 害 者 が 
患者 を 投げ る こと は 許さ れる と 認め る だ ろう 。 な ぜ な ら 、 患者 は 彼 に 危害 を 加え て お り 、 被 害 者 は 
彼 に 対し て 「 前 世 (previous lives) 」 を 主張 で きる か ら で あ る 。 こ の 法則 は 、 前 述 し た よう に 財産 に 
お ける 「 友 人 の 上 に 登っ た 雄 牛 」 と 同じ で ある 。 


一 方 、 ユ ダ ヤ 教 で は 律 法 の た め に 命 を 捧げ る 義務 が ある 。 実 際 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 が 助 か る 場合 、 
律 法 は ほとん どの 禁忌 を 許す : そ し て 、 そ れ に 従っ て 生き な さい 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 が いずれ 死ぬ 
と き に は 、 罪 を 犯さ な いた め に 命 を 捧げ る 必要 が ある 。 も し そう な ら 、「 誰 々 を 殺さ な けれ ば お 前 を 
殺す 」 と いう 場合 、 殺 すこ と は 禁じ られ て いる 。 こ の 理屈 は 、 他 の ユダ ヤ 人 を 冷酷 に 殺害 し た ユダ 
ヤ 人 の 場合 に も 正しい 。 こ の 場合 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 は 得 ら れ な い の で 、 逃 げ る た め に 殺害 者 に 危 
害 を 加え る た め に 死ぬ こと は 禁じ られ て いる の で ある 。 

- ミシュ ナ ・ ア ヴォ ッ ト 7:6 

- 子供 を か た く な に する 者 に つい て の 解説 


- 近 14: 許 可 な く 他 人 の 畑 に 入り 、 植物 を 植え た り 、 建 物 を 建て た りす る 者 
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出産 が 困難 な 女性 は 、 命 に 危険 が 及ぶ た め 子 宮 の 中 で 胎児 を 切断 し 、 少 し ずつ 取り 出す 。 も し 
頭 が 出 て いた と し て も 、 彼ら は それ に 人 触れ な い 。 な ぜ な ら 、 彼ら は 一 つの 魂 を 他 の 魂 の 前 に 押し 
出さ な いか ら で あ る 。 


金銭 法 に お いて 、 こ れ と 並行 する 場合 法律 は どう な る の だ ろう か ? ある 人 が 自分 の 牛 の 胎児 を 
他人 に 売っ た 。 今 、 牛 は 出産 が 困難 で 、 彼 女 を 救う 唯一 の 方 法 は 胎児 を 切断 する こと で ある 。 胎 
児 を 切ら な けれ ば 和牛 は 死に 、 胎 児 は 生き る 。 


胎児 が 牛 に 危 娠 を 加え て いる の だ か ら 、 牛 の 所 有 者 が 牛 の 仲間 に 乗り 移っ た 牛 の 探 に 従っ て 胎 
児 を 殺す こと は 許さ れる 、 と 理解 する こと が で きる 。 た と え そ の 害 が 力 に よる も の で あっ た と し て 
も 、 加 害 者 の 害 か ら 身 を 守る た め に 力 に よっ て 加害 者 を 害する こと は 許さ れる 。 


実際 、 牛 は 胎児 を 子宮 か ら 出 すこ と を 許さ な い の で 、 牛 も 胎児 に 危害 を 加え て いる と 理解 する こ 
と が で きる 。 こ の 場合 、 イ ブン ・ ハ ジル が 言っ た よう に (殺人 と 生命 保存 の 法則 1, 9) 、 力ずく で 傷 
つけ あっ て いる 二 人 の 人 間 が いる :「 こ れ が 世 の 常 で ある か ら 、 二 人 は 互い に 追い か け 合 っ て い 
る の で ある 。 女性 は 胎児 が 外 に 出る の を 妨げ る と いう 点 で 胎児 を 締め 付け て いる の で あり 、 こ れ 
も 殺人 で ある 」。 こ の 状況 で は 、 誰 が 加害 者 で 誰が 被害 者 な の か が 明確 で は な い の で 、 一 方 が 
他方 を 傷つけ る こと は 許さ れ な い 。 つま り 、 一 方 が 他方 に 危害 を 加え る こと は 許さ れず 、 他方 が 
他方 に 危害 を 加え る こと は 許さ れ な い の で ある 。 同様 に 、 ル ベン の 雄 牛 が シモ ン の 雄 牛 の 上 に 
力ずく で 倒れ 、 シ モン が その 雄 牛 の 首 を 絞め た 場合 、 首 を 絞め られ た 雄 牛 が 首 を 絞め られ た 自 
分 を 救う た め に ル ベ ン の 雄 牛 に 危害 を 加え る の で あれ ば 、 ル ベン が シモ ン の 雄 牛 に 危害 を 加え 
る こと は 禁じ られ て いる 。 女性 と 胎児 の 場合 、 誰 が 危害 を 加え 始め た と みな され 、 罪 を 犯し て いる 
の か を 知る こと は 不可 能 で あり 、 し た が っ て 、 誰 が 誰 に 危害 を 加え て いる の か を 決定 する こと も 不 
可能 で ある 。 も う 一 方 が 傷つけ て いる と は 誰 も 言え な いし 、 誰 も も う 一 方 に 危害 を 加え る こと は で 
き な い 。 


第 二 の 選 択 肢 を 、 母 体 と 胎児 が 互い に 傷つけ あっ て いる と 理解 する な ら ば 、 民法 の ケー ス の よう 
に 、 胎 児 に 困難 を 与え て いる 女性 の 場合 に 胎児 を 殺す こと が 禁じ られ て いる 理由 は 明らか で あ 
る 。 し か し 、 胎 児 が 母体 に 害 を 及ぼ し 、 母 体 が 胎児 に 害 を 及ぼ し て いな いこ と を 理解 する な ら ば 、 
な ぜ 女 性 が 子宮 内 の 胎児 を 殺す こと が 禁じ られ て いる の だ ろう か 。 結局 の と ころ 、「 前 世 」 の 原則 
に よれ ば 、 牛 の 所 有 者 が 牛 に 害 を 与え る 胎児 を 殺す こと が 許さ れる 民法 の ケー ス の よう に 、 女 性 
が 自分 自身 を 守る こと は 許さ れる の で ある ! 


- 12. 売買 が 有効 で ちや る た め に は 、 ど の よう に 行わ れ な けれ ば な ら な いか に つい て は 、 シ ュ ル ハ 
ン ・ ア ルッ フ の コー シェ ン ・ ミ シュ パット 224:4 を 参照 の こと (ちな み に 、 ケ ツ ォ オス ・ ハ ・ コ ー シ ェ ン 
224:4 も 参照 。 胎 児 を 殺す こと の 禁止 に 関し て 述べ られ た 意見 に 経済 的 な 結果 を も た らし て い 

る ) 。 
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この こと は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で は 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 を 得る の で な けれ ば 殺す こと は 許さ れ な いと 書い 
た こと と 一 致し て いる 。 こ の 場合 どちら か が 死ぬ の だ か ら 、 そ の 女性 は 「 シ ェ ブ ・ ヴ ェ ア ル ・ タ アセ 」 
(座っ て 何 も し な い ) に 留まる 必要 が あり 、 自 分 を 救う た め に 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 魂 に は 通 
常 の 金銭 法 以 上 の 厳し さ が あ り 、 不 倫 で 危害 を 加え る 者 の 財産 に 危 娠 を 加え る こと は 許さ れ て 
も 、 不 備 で 追っ 手 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 


ラビ ・ イ スラ エル の 言葉 を 借り れ ば (アム ド ・ ハ ・ イ エミ ニ 16:4, 5) : 


「 頭 が 出 て いる 胎児 に は 手 を 出さ な いと し て も 、 こ れ は ユダ ヤ 人 の 間 に 存 在 する 流血 の 厳し さ の 
た め 、 イ スラ エル の 間 だ け の こと で ある 」 


一 方 、 金 銭 的 な 問題 で は 、 自 分 を 犠牲 に する 義務 も 何 か を する こと を 控え る 義務 も な く 、 上 に 
明 し た よう に 、 誰 が 害 を 与え て いる の か を それ ぞ れ の ケー ス で 吟味 する 必要 が ある 。 異 邦人 の 場 
合 、 彼 ら に と っ て の 自己 犠牲 は 、 あ くま で も 「 人 と その 同胞 の 間 」 と いう 前 面 か ら の 原則 の 問題 で 
あり 、 戒 律 に 対す る 自己 犠牲 の 義務 に 基づく も の で は な い の で 、 律 法 は 金銭 的 な 問題 と 同じ で あ 
る 。 金銭 的 な 問題 に お いて 、 牛 の 所 有 者 が 自分 に 危 娠 を 加え る 胎児 を 殺す こと が 許さ れる の で 
あれ ば 、 出 産 する 異邦 人 の 女性 が 「 前 世 」 を 理由 に 自分 に 危害 を 加え る 胎児 を 殺す こと も 許さ れ 
る 。 


- 61. し か し 、 マ イモ ニ デ ス ( サ ン ヘ ドリ ン 8b) は 、 女 性 が 胎児 を 殺す こと は 許さ れる と いう 見 解 を 示 
し た : 私 た ちの 前 の 世代 の 賢者 た ち は そ う 書 いて いる 。 つま り 、 女 性 は 追わ れ て いる の で 、 女 性 
自身 が 胎児 を 殺す こと が で き 、 追 われ て いる 者 は 、 追 っ 手 を 引き 止め る 者 が いな けれ ば 追っ 手 自 
身 が 許さ れる と いう こと で ある 。 
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それ どこ ろか 、 リ ショ ー ニ ム の 言葉 か ら は 、 女 性 自身 で あっ て も 胎児 を 傷つけ る こと は 禁じ られ て 
いる 、 と 考え て いる こと が わか る : こ の こと は 、 マイ モニ デス が この よう な 意見 を 述べ た こと か ら も 
わか る 。 


この こと は 、 ラ シ ( サ ン ヘ ドリ ン 8b) が 、 分 婚 が 許さ れ て いる に も か か わら ず 、 な ぜ 頭 が 出 て きた 胎 
児 を 殺す こと が 禁じ られ て いる の か と 不思議 が っ て いる こと か ら も 証明 され て いる 。 マイ モニ デス 
や シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ は 、 助 産婦 と 女性 自身 の 区 別に つい て 言及 し て いな い 。 


- 62. この こと が 、 危 害 と 損害 の 法則 の 最後 に お ける マイ モニ デス と ラ シ の 意見 の 相違 と どの よう 
に 関連 し て いる の か 詳し く 説明 する 必要 が ある が 、 こ こ で は その 余地 は な い 。 


- 63. また 、 ト サフ ォ ト が 書い て いる こと (サン ヘ ド リ ン 59a) (傷つけ る こと ) か ら 、 異 邦人 の 間 で 助 
産婦 が 新生 児 に 危害 を 加え る こと も 禁じ られ て いる (し か も 、 ま だ 首 が 出 て いな い の に 、 そ の 律 法 
が 何で ある か 不明 で ある ) と ある が 、 第 三 者 で ある 助産 婦 の こと を 言っ て いる の で ある か ら 、 確 証 
は な く 、 ト サフ ォ ト は 、 第 三 者 が 当事者 の 一 方 に 代わ っ て 介入 する こと は 禁じ られ て いる と 考え て 
いる 可能 性 が ある 。 
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バビ ロニ ア ・ タ ルム ー ド と エル サレ ム ・ タ ルム ー ド と の 不一致 


サン ヘ ド リ ン (8b) の ゲ マ ラ に は こう ある : 
ラビ ・ フ ナ は 言っ た : 


「 追 っ て くる 小さ な 子供 は 、 自 分 の 命 で 助け る こと が で きる 。 彼 は 、 追っ手 は 警告 を 必要 と せ ず 、 
大 き な 憎 し み も 小さ な 憎しみ も 必要 な いと 主張 する 」 


ラビ ・ ヒ ス ダ は ラビ ・ フ ナ に 反論 し た :「 頭 を 出し た 者 は 触ら れ な い 。 な ぜ な ら 、 人 は 一 つの 命 を 別 
の 命 の た め に 押し の ける こと は し な いか ら で あ る 」。 な ぜ か る 


彼 は 追い 求め る 者 だ か ら だ ! 


「 な ぜ な ら 、 彼 が 追い 求め て いる の は 天 か ら の も の だ か ら だ 」。 彼 は 追っ 手 だ ! な ぜ な ら 、 そこ で 
は [追っ 手 ] は 天 か ら 彼 女 を 追い か け て いる の だ か ら 。 ゲ マ ラ は 、 テ ィ フ ェ レ ・ イ スラ エル (アハ ロト 7 
章 ) が 言う よう に 、 母親 が 子供 を 危険 に さら し て いな い に も か か わら ず 、 子 供 は 母親 を 危険 に さら 
し て いる 。 


そし て 、 私 た ち が 彼 を 自分 の 命 で 救 わ れる 追っ 手 と し て 裁 か な い の は 、 そ こ で は その 子 に 殺意 が 
な か っ た か ら で あ る 。 


この 理解 に よれ ば 、 以 下 に 述べ る よう に 、 ユ ダ ヤ 人 の 魂 に は 異邦 人 より も 上 厳し し が ある 。 し か し 、 
タル ムー ド 「 サ ン ヘ ドリ ン 」8:9 に は 別 の 意味 が ある 。 


小さ き 者 の 命 を 犠牲 に し て 大 いな る 者 を 救う と は 何事 か 。 ラ ビ ・ エ レミ ヤ は 言っ た : も し ワニ の 頭 が 
出 て き て 、 そ の ほとん ど が 見 えな いな ら 、 そ れ に 触れ て は な ら な い 。「 命 の た め に 命 を 押し の け て 
は な ら な いか ら で あ る 」。 

また 、 ラ ビ ・ ヨ セイ ・ バ ル ・ バ ヴァ は 、 ラ ヴ ・ ヒ ス ダ の 名 に お いて こう 述べ て いる : こ れ は 、 誰 が 誰 を 
殺し た の か わか ら な い 場 合 の み で ある 。 


タル ムー ド は 、 ミ シュ ナ か ら 、 人 迫害 中 の 乳児 を 殺す こと が 禁じ られ て いる と いう 証拠 は な いと 述べ 
て いる 。 その 理由 は 、 難 産 の 場合 、 母 親 と 胎児 の 両方 が 死 の 危険 に さら され る か ら で あ る 。 母親 
は 出産 が 困難 で ある た め に 危険 に さら され 、 胎 児 は 生ま れ な けれ ば 子宮 の 中 で 死ぬ か も し れ な 
いた め に 危険 に さら され る 。 


彼女 の その 後 


これ に よれ ば 、 一 方 だ けが 他方 を 追っ て いる 場合 、 た と え そ れ が 力 に よる も の で あっ た と し て も 、 
その 者 を 殺す こと は 許さ れる 。 財産 法 の よう に 、 害 を 加え て いる 者 の 財産 を 害する こと は 、 た と え 
それ が 力 に よる も の で あっ て も 許さ れる の で ある 。 


結論 と し て 、 力 ずく で 殺人 を 犯し た ユダ ヤ 人 が 他 の ユダ ヤ 人 を 殺す こと が 許さ れる か どう か と いう 
問題 は 、 バ ビ ロ ニ ア と エル サレ ム の 論争 で ある : バ ビ ロ ニ ア ・ タ ルム ー ド に よれ ば 、 殺 人 の 禁止 に 
は 厳し は が ある の で 、 害 が あっ て も 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 し か し 、 タ ルム ー ド に よれ ば 殺す こ 
と は 許さ れ て いる 。 バビ ロニ ア ・ タ ルム ー ド の ゲ マ ラ が 異議 を 唱え て いる の は 、 追っ手 を 殺す こと 
は 禁じ られ て いる と いう 事実 で ある 。 
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- 彼 は コー エン の 助け に な っ て いる 。 
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子 牛 を 殺す こと が 禁じ られ て いる の は 、 そ の 出来 事 が 突然 始ま っ た こと で あり 、 誰 が 悪い の か を 
判断 する 方 法 が な いか ら で あ る 。 し た が っ て 、 子 牛 が 子供 の 妹 に 危 天 を 加え た と し て も 殺す こと 
は 正当 化 さ れ な い 。 し か し 、 こ の 件 に 関し て 異論 が な い の は 理解 で きる : 


- モー セ の ミド ラッ シュ (イェ フ ダ ・ ダ アト 2, 7) で は 、 タ ルム ー ド の 言葉 を 、 胎 児 が 女性 に 危害 を 加 
える の で あっ て 、 彼 女 に 危害 を 加え る の で は な い に も か か わら ず 、 そ の 意図 は 、「 追 い 求め る 意 
図 は な く 、 た だ 天 か ら 、 彼ら が 両方 存在 する こと は 不可 能 だ と いう こと が 起こ っ た .… 意 図 が な いか 
ら こ そ 、 彼 が その 理由 で ある に も か か わら ず 、 彼 ら は お 互い を 追い 求め る よう に 混乱 し た 」 と いう 
こと だ : タ ルム ー ド で さえ 、 胎 児 が 母体 に 危害 を 加え て いる こと に 同意 し て いる 。 し か し 、 タ ルム ーー 
ド も また 、 胎児 が 力ずく で この よう な こと を し て いる の だ か ら 、 第 7 節 に 同意 する : な ぜ な ら 、 ユダヤ 
の 法律 で は 、 力 ずく で 他人 に 危害 を 加え て いる 人 を 殺す こと は な いか ら で あ る 。 こ の 状況 で は 、 
母親 と 胎児 の 両方 が 危険 に さら され て お り 、 ど ちら に も 相手 を 傷つけ る 権利 は な い 。 タ ルム ー ド 
は この 状況 を 「 誰 が 誰 を 殺し た か わか ら な い 」 と 呼ん で いる 。 これ は 、 胎 児 が 母体 に 危害 を 加え て 
いる に も か か わら ず 、 胎 児 は 強要 され て 行動 し て いる た め 、 殺 人 者 と は 呼べ な いか ら で あ る 。 ユ 
ダ ヤ 法 で は 、 強 迫 さ れ て いる 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 タ ルム ー ド で さえ 、 不 義 の 追っ 手 を 
殺さ な いこ と に 同意 し 、 両 者 が 互い に 害 を な す と いう 理由 で ミシュ ナ か ら の 証明 を 却下 し た 。 これ 
は 、 こ こ で 彼 が 不義 で 追い か け て いる と いう 理由 で 拒否 する こと が で き な か っ た と いう 意味 で は な 
く 、 む し ろ 、 た と え そ れ が な く て も 、 未 成年 者 が 不義 で 追い か け て いる た め に 未成 年 者 を 殺す こと 
は 禁じ られ て いる に も か か わら ず 、 両 者 が 互い に 追い か け て いる と いう 事実 は 、 言 及 す る こと が 
より 適切 な 区 別 で ある と 考え た と いう こと で ある (そし て 、 こ の よう に 論じ る こと が 重要 で あっ た の 
は 、 そ こ か ら 財 産 法 に お いて も 、 魂 の 重 さ が な く て も 未成 年 者 に 危害 を 加え る こと が 禁じ られ て い 
る こと を 学ぶ た めで あっ た と 付け 加え る こと が で きる ) 。 


- これ に よる と 、 不 義 の 追っ 手 を 殺し て は な ら な いと いう 問題 に つい て は 、* バ ビ ロ ニ ア ・ タ ルム ー ド 
と * エ ル サ レ ム ・ タ ルム ー ド の 間 に 意 見 の 相違 は な い が 、 流 産 の 場合 に 現実 を どう 見 る か に つい 
て は 、 両 者 の 間 に 意 見 の 相違 が ある 。 し た が っ て 、 牛 と 胎児 の 場合 で 、 牛 が 子供 の 邪魔 を し て い 
る 場合 、 牛 の 所 有 者 が 胎児 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる の か ? こ の 選択 肢 に 対し て 、 バ ヴ リ は 
イエ ェ エル シ ャ ルミ を 認め て お り 、 実 際 、 不 義 の 追っ 手 は 、 た と え 実 際 に 被害 者 を 追い か け て いな か っ 
た と し て も 、 ど の よう な 場合 で も 追っ 手 と みな され る 。 こ の 選択 肢 に よれ ば 、 バ ヴ リ の 「 ト ー ラ ー・ ミ 
ン ・ ハ シヤ マイム 」 と いう 言葉 の 意図 は 、 不 義 の 追っ 手 は 天 か ら の 追っ 手 の よ うな も の で あり 、 た と 
え 彼 が 実際 に 被害 者 を 追わ な か っ た と し て も 追っ 手 と みな され る と いう こと で ある 。 タ ルム ー ド の 
この 理解 に よれ ば 、 第 三 者 (助産 婦 ) が 不義 の 追っ 手 に 危 娠 を 加え る こと も 許さ れる こと に な る 
(追っ 手 本 人 だ け で は な い ) 。 確か に 、 タ ルム ー ド が 「 誰 が 誰 を 殺す か わか ら な い 」 と 書い た の は 、 
な ぜ 女 性 自身 に 対し て 禁じ られ て いる の か を 説明 する た めで ある と 言う こと は 可能 で ある が 、 第 
三 者 に 対し て は 、 こ の よう な 説明 が な く て も 子供 は カカ に よっ て 生ま れる の だ か ら 、 単 に 禁じ られ て 
いる だ け で ある 。 

- この 可能 性 に よれ ば 、 財 産 法 に お いて ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 間 に 違 い は な く 、 魂 の 場合 も 財産 の 
場合 も 、 追っ手 を 力 づ く で 殺す こと は 許さ れる 。 


- イエ ル シ ャ ルミ の この 理解 に よれ ば 、 第 三 者 (助産 婦 ) で あっ て も 、 不 義 で 追っ 手 を 傷つけ る こと 
は 許さ れる (自分 が 迫害 され る だ け で は な い ) と いう こと に な る 。 イエ ル シ ャ ルミ は 説明 の た め に 
「 誰 が 誰 を 殺す の か わか ら な い 」 と 書い た と も 言え る が 。 な ぜ 女 性 自身 に は 禁じ られ て いる の に 、 
子供 が 隠し 子 で ある た め に 、 こ の 説明 な し に 単純 な 第 三 者 の た め に も 禁じ られ て いる の か ? 

* エ ル サ レ ム の タル ムー ド は 、 タ ルム ー ド ・ イ エル シャ ルミ また は パレ スチ ナ の タル ムー ド と し て も 知 
られ 、 イ スラ エル の 地 の タ ルム ー ド と し て も 知ら れる 。 バビ ロニ アン ・ タ ルム ー ド は 別名 タル ムー ド ・ 
バウ ヴ リ 。 
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ここ で は 胎児 が 女性 を 迫害 し て いる と は 断定 で き な い が 、 双 方 に 罪 が ある 状況 で あり 、 

いずれ に せよ 、 そ れ は 「 天 か ら の も の 」 で あり 、 胎 児 に 危害 を 加え る こと は 許さ れ な い 。 こ の 可能 

性 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 と 金融 の 法則 と 異邦 人 の 間 に 違 い は な く 、 個人 で あろ うと 権力 者 で あろ う 

と 、 不 義 に よっ て 迫 害 者 を 殺す こと は 許さ れる 。 異邦 人 の 魂 へ の 献身 に 関す る 法律 は 、 任 命 さ れ 

上 2 し た が っ て 、 異 邦人 が 不義 で 屋根 か ら 落ち て き て 殺 そ うと する 異邦 人 を 
こと が 許さ れる こと に 異論 は な い 。 


コ mn ら = > ウ コ ユ コ コロ の = > ウ ココ 


nnbn ウマ コウ セッ コウ コロ ] ら ロコ ロロ ウッ コウ 
ココ マロ ロウ コ JO& | コリ タラ ジイ ロン ゼロ ウ ロコ 5 ココ コッ ウ PT ロウ 
いら : こら ウ ウッ ココ ッッ っ うら XX = こら ウジ ュ コ > 
ココ マロ ロラ ココ ッ ロ ロウ 
| マ ] ュ ロウ コウ マコ うら ウ コウ マコ ユウ ON ト A レ し に と Js に 


バビ ロン 、 エ ル | 金融 法 に お ける | エル サレ ム 、 バ | すべ て に お いて 

サレ ム を 認め る | 論争 (解説 2) ビ ロ ン で 認め ら | 異論 あり (簡単 

(解説 3) れる (解説 1) な 回 答 は 章 本 文 
に に で ) 


干渉 し な い バビ ロン : 牛 の | 夫 が 胎児 に 危害 | 許さ れる バビ ロ | 腔 の 法則 (異邦 
所 有 者 に は 許さ | を 加え る こと は | ン : 牛 の 所 有 者 | 人 腔 ) 


れる が 、 胎 児 に | 許さ れる に 、 胎 児 に 危害 
は 危害 を 加え を 加え る 
る 。 イェ ル シ ャ ルミ : 
イエ ル シ ャ ルミ : 介入 禁止 

介入 禁止 


傷つけ な い 傷つけ な い 傷つけ な い 傷つけ な い 同 本 。 | 


この こと は 、 ラ ビ ・ ウ ンタ ー マ ン の 著書 「 シ ェ ベ ト ・ ミ ・ イ ェ フ ダ 」( シ ャ アル ・ リ ショ ン 、 手 紙 11) の 中 
で 、 ラ ン バ ム の 意見 と し て 説明 され て いる (し か し 、 イ スラ エル 全土 が 追っ 手 を 犠牲 に し て 追わ れ 
る 者 を 救う よう に 命じ られ て いる 以上 、 正 気 で ある 追っ 手 の 狂 人 自身 に さえ 自殺 の 義務 が ある の 
か どう か を 問う 必要 が ある 。 そし て 、 や は り 調 査 が 必要 で ある ) 。 


な お 、 ラ シ の 意見 で は 、 人 迫害 中 の 狂人 を 殺す こと が な ぜ 許 され る の か 理解 し が た い : ラ シン は 、 シ ェ 
バ ・ ベ ン ・ ビ シュ リ を 殺す こと の 許可 か ら 胎 児 を 殺す こと の 禁止 に 異議 を 唱え て いる 。 どう や ら 彼 

の 難点 は 、 胎 児 は 追っ 手 で あり 、 死な な い の は 強制 され た か ら で あ り 、 シ ェ バ ・ ベ ン ・ ビ チュ リ は 強 
制 さ れ た に も か か わら ず 、 彼 が いた 集団 を 扇動 し た と いう 事実 の た め に な ぜ 殺 され た の か と 彼 は 
考え て いる か ら で あ る 。 そし て 彼 の 言葉 か ら わ か る の は 、 彼 の 考え で は 、 胎 児 は 母体 を 追っ て い 
る の で あり 、 中絶 の 理由 は 彼 が 強制 され た か ら な の で ある 。 


さら に 、 ラ シ が 「 天 か ら 、 彼女 に 、 母 親 に 聖 別 され た 」 と 推定 し て いる こと か ら 、 こ の よう に 正確 に 言 


うこ と が で きる 。 同様 に 、 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー の ミシュ ナ に 関す る ティ フェ レ ・ イ スラ エル は 、 胎児 は 母 
親 の 追っ 手 と みな され 、 免 除 さ れる の は 胎児 が 強制 され る だ け で ある と 明確 に 述べ て いる 。 
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また 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 、 ヨ レ ・ デ ア 12, 103 も 参照 され た い 。 
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ココ 9 コ ユ ココ 9 ユ ココ ココ ココ] ュ 
TON : や ココ 
nnmp | Q⑰5R)TOX | ON) TO ay57 「 
yp5 | yiap5 pm | n ymp5 5 | anna ab 
13 yi255 PT 
97 1n2 | 59 コ np | ya55 コ np | 》35J5 コ np 
7p1Ja yiD5 | 95mayip5 | 55mayJap5 | 55)ay52 


胎児 の と き 


イス ラ エ ル 


ダメ ー ジ を 与え 
る こと は 許さ れる 


被害 者 が 落下 者 
を 打つ こと が 許 
され る 


彼 に 危害 を 加え 
る こと さえ 禁じ ら 
れ て いる 


被害 者 が 落下 者 
を 打つ こと が 許 
され る 


彼 に 危害 を 加え 
る こと さえ 禁じ ら 
れ て いる 


被害 者 が 落下 者 
を 打つ こと が 許 
され る 


バビ ロン : 彼 を 傷 
つけ る こと は 禁 
じ ら れ て いる 


イェ エル シャ ルミ : 
彼 に 危害 を 加え 
る こと を 許さ れる 


被害 者 が 落下 者 
を 打つ こと が 許 
され る 


屋根 か ら 落 ちる 
イス ラ エ ル の 律 
法 、 彼 の 友人 に 
つい て 


堕落 し た 異邦 人 
へ の 裁き 、 友 人 
の 屋根 か ら 


要約 


異邦 人 の 間 で 「 誰 々 を 殺さ な けれ ば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 、 論 争 が ある 。 マハ ラ シ ュ に よれ ば 、 
強制 され た 状態 に ある 異邦 人 が 自分 を 救う た め に 殺す こと は 許さ れる が 、「 方 法 の 説得 」 に よれ 
ば 、 論 理 的 な 道理 か ら 禁 止 さ れる 。 マハ ラ シ ュ に よれ ば 、 相手 の 存在 が 危険 を も た ら す 場合 、 異 
邦人 が 自分 を 救う た め に 行く 手 を 阻む 者 を 殺す こと が 許さ れる 。 


マハ ラ シ ュ に よれ ば 、 異 邦人 が 他 の 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる の は 、 相 手 の 存 在 が 自分 を 脅 
か し て いる の で は な く 、 むし ろ 自 分 の 命 を 救う た め に 相手 を 利用 し た い 場 合 で ある 、 と いう 疑問 が 
ある 。 


異 苑 人 は 、 ユ ダ ヤ 人 の よう に 殺 人 の た め に 自己 犠牲 を 払う 義務 は な い 。 なぜなら 、 ユ ダ ヤ 人 の 場 
合 は 戒律 に 対す る 自己 犠牲 の 義務 に 由来 し て いる が 、 異 邦人 の 場合 は 論理 的 な 推論 か ら の み 
その 義務 が 生じ る か ら で あ る 。 


「 方 法 の 説得 」 は 、 一 方 が 他方 を 迫害 し 危険 に さら し て いる 場合 、 た と え そ れ が 強制 の 下 に 行わ 
れ て いる 行為 で あっ て も 、 被害 を 受け た 異邦 人 が 加害 者 を 殺す こと が 許さ れる こと を 認め て い 
る 。 こ れ は 自分 を 守る た め に 、 強 制 に よっ て 危害 を 加え て いる 相手 に 危害 を 加え る こと が 許さ れ 
る 、 正 当 防 衛 の 法律 に 匹 散 する 。 た だ し 、 イ スラ エル 法 で は この 許容 範囲 が 異な る 場合 が ある こ 
と に 留意 され た い 。 


- し か し 、 私 た ち が 扱 っ て いる の は 異邦 人 の 控 で あり 、 一 般 的 に は 許さ れる と 考え られ て いる の 
で 、 こ れ は 私 た ちの ケー ス と は 関係 な い 。 
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-。 nx ココ コ ロー 
1 ウー 
|"TmX や ミツ ト 


コロ 


ユ コ m ロ の 


コミ コロ > コロ わ ) う ーーーー っ 
ココ ウミ EN 
< コウ ら ロ ユ 


他 者 に よっ て 癒 | 誰 々 を 殺さ な け | 誰 々 を 殺さ な け | 救済 へ の 道 を 阻 | 意図 的 な 空白 
され る れ ば お 前 を 殺す | れ ば お 前 を 殺す | む 


許 ロ 
(で ) 

禁止 禁止 許可 後 で 許可 、 許 可 | 岐路 
(世界 の 狭間 ) 


意図 し な い 損 害 と 私 道 を 泰 ぐ こと 


前 回 は 、「 バ ヴァ ・ カ ンマ 」 第 三 章 の 冒頭 で 、 危 険 な も の が 意図 せ ず に 損害 を 与え た と し て も 、 そ 
の 害 か ら 逃 れる た め に 危害 を 加え る こと は 許さ れる と 説明 され て いる こと に つい て 議論 し た 。 ここ 
で 、 ゲ マラ で 述べ られ て いる 危険 の 別 の 例 を 取り 上 げ よ う : 


友人 の 家 の 庭 に ワイ ン と 油 の 埋 を 置い た 者 が 、 そ の 庭 の 所 有 者 は 、[ 副 ] を 壊し て 出 て 行き 、[ 嘉 ] 
を 壊し て 入っ て 来る 。 


タル ムー ド に は 、 中 庭 の 所 有 者 が 自分 の 中 庭 に 埋 が ある た め に 損失 を 被っ て いる 場合 、 そ の 損 
失 か ら 輝 れる た め に 副 を 傷つけ る こと が 許さ れる と 書か れ て いる 。 こ の ゲ マ ラ は 、 副 の 所 有 者 が 
逆 意 に 一 を 友人 の 所 有 物 に 置い た 場合 に つい て だ け 述 べ て いる の か 、 そ れ と も 例え ば 、 吉 が 風 
や 他 の 誰か に よっ て そこ に 置か れ た 場合 な ど 、 強 制 さ れ た 場合 に も 法則 は 同じ な の か 。 ユダヤ 
法 に よれ ば 、 中 庭 の 所 有 者 は 、 た と え 中 庭 を 傷つけ る こと に な っ た と し て も その 所 有 物 を 中 庭 か 
ら 取 り 除く こと が 許さ れる 。 な ぜ な ら 、 中庭 に 侵入 し た 所 有 物 は 彼 の 所 有 物 と みな され 、 彼 は それ 
を 自由 に 扱う こと が で きる か ら で あ る 。 


前 述 し た こと に よれ ば 、 自 分 の 意思 に 反し て 他人 の 所 有 物 が 自分 の 所 有 物 に 置か れ た 場合 で 
も 、 そ れ が 自分 の 所 有 物 の 邪魔 に な り 、 自分 に 経済 的 損失 を も た ら す 場合 に は それ を 明 損 する 
こと が 許さ れる 。 この 場合 、 持ち物 は 他人 の 所 有 物 で ある た め 、 持ち主 は 加害 者 と みな され る 。 
上 記 で 説明 し た よう に 、 危害 か ら 逃 れる た め に 正当 防衛 と し て 危害 を 加え る こと は 許さ れる 。 

も う ひ と つの 例 : ル ベン が 屋根 か ら 器 を 枕 や 毛布 に 投げ つけ る 。 その 結果 、 屋 根 か ら 落 ち た 器 が 
割れ て し まう 。 わか りや すく 言え ば 、 た と え シ モン が 経済 的 な 損害 を 被る と し て も 、 ル ベン は シモ ン 
を 押し て 、 彼 が 倒れ て 枕 や 毛布 を 押す の を 防ぐ こと が 許さ れる 。 シ モン は 転倒 に よっ て ル ベ ン の 
財産 を 傷つけ て いる の で あり 、 ル ベン は 自分 の 身 を 守る こと が 許さ れる の で ある 。 


障害 物 の 除去 に よる 損害 賠償 義務 
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バ ヴ ァ ・ カ ンマ (Bava Kamma)60b の ゲ マ ラ に よれ ば 、 逃 げ 道 を 塞い で いる 穀物 の 東 を 傷つけ た 
者 は 、 た と え 命 に か か わる よう な 状況 で あっ た と し て も 、 他 人 の 所 有 物 で 自分 を 助け た と みな され 
る た め 、 そ の 損害 を 弁償 し な けれ ば な ら な い 。 


ユダ ヤ 人 の 麦 東 は ペリ シテ 人 に 隠れ 場所 と し て 使わ れ た 。 


ある 男 は 、 他 人 の 所 有 物 で ある その 麦 束 を 動か し て 自分 を 救う こと が 許さ れる か どう か 迷っ て い 
7 


彼 が 尋ね た と ころ 、 他 人 の 所 有 物 で 身 を 守る こと は 禁じ られ て いる と いう 答え が 返っ て きた 。 


- 枕 や 毛布 が 放置 され て いる 場合 、 た と え そ れ が 器 の 持ち 主 に 損害 を 与え る と し て も 、「 貧 し い 者 
が 自分 の か ご を ひっ くり 返す 」( シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 、 ミ シュ パッ ト 231, 1、 参照 ) と いう 法則 に 従え 
ば 、 動 か し た い 人 は 誰 で も 動か すこ と が で きる 。 また 、 確 か に 、 器 の 所 有 者 が それ を 取る 者 に 危 
害 を 加え る こと は 禁じ られ て いる 。 し か し 、 器 が 落ち た 後 ま で それ を 置い て お く こ と が で き 、 彼 に 金 
銭 的 な 損失 が な い 場 合 は 、 紛失 し た 物 を 返す と いう 理由 で それ を 取ら ず に 待た な けれ ば な ら な い 
こと は 間違い な い 。 こ の 問題 に つい て は 、 シ ェ ヤ レイ ・ ク ネ セ ト ・ ハ ゲド ラー、 バ ヴ ァ ・ カ ンマ 、 第 ニ 
章 末 :BIH, ミ シュ パッ ト 236,4 : チ ャ ゾン ・ イ シュ 、 バ ヴ ァ ・ カ ンマ 2, 16 を 参照 の こと 。 驚く べき こと に 、 
彼ら は みな 同じ こと を 書い て いて 、 お 互い に 言及 し て いな い 。 


- 実際 、 ラ シン は この 問題 は 穀物 を 菊 や すこ と が 許さ れる か 禁じ られ る か と いう こと で あり 、 支 払い 
責任 を 決定 する た め だ け の も の で は な いと 説明 し て いる 。 多く の 人 は 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 前 
に 立ち は だ か る も の は 何 も な いと 反論 し て いる 。 し か し 、 モ シェ の 手紙 (ヨレ ・ デ ア 1, 77) で すでに 
説明 され て いる よう に 、 ラ シ の 意見 で は 刈り 入れ を 燃やさ な けれ ば ユダ ヤ 人 に 確実 な 死 は な く 、 
危険 が ある だ け で ある 。 そし て 、 見 よ 、 刈 り 入 れ の 所 有 者 自身 が 自分 の 財産 を 守る た め に 危険 を 
冒す こと は 許さ れる の で ある ( バ ヴ ァ ・ メ ツィ ア 121a や ネ ヴ ェ ・ ヤ コブ ・ タ ン ナ ・ イ ム ・ ヨ レ ・ デ ア , 10 
を 参照 )。 し た が っ て 、 ダ ビデ と その 戦士 た ち で さえ 、 も し 彼ら が 刈り 入れ の 所 有 者 で あっ た な ら 刈 
り 入れ に 危害 を 加え る こと は で き な か っ た と ラ シ は 理解 し て いた よう で ある 。 そし て この こと は 、 ダ 
ビデ が 王 と し て その 許可 を 用 いて 刈り 入れ を 燃やす こと に 同意 し な か っ た と いう 事実 か ら も 証明 
され て お り 、 も し ユダ ヤ 人 に 一 定 の 危険 が ある の で あれ ば 、 そ れ を し な けれ ば ユダ ヤ 人 の 命 を 犠 
性 に し て で も 敬 度 さ の 尺度 が ある の で ある ! (た だ し 、 シ ュ ト ・ ビ ニャ ン ツ ィ オン (3?)57( 質 問 と 回 
答 ) も 参照 の こと 。 し か し 、 こ れ は ラ シ の 意見 と どう 折り 合い が つく の だ ろう か ? ) 
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ゲ マ ラ の 平易 な 文章 


ゲ マ ラ の 平易 な 文章 に よれ ば 、 ペ ベリ シ テ 人 に 危害 を 加え る こと が で き な い の に 、 ダ ビデ が ペリ シテ 
人 に 危害 を 加え た 場合 、 ダ ビデ は 責任 を 負う こと に な る 。 これ は 、 器 を 壊し た 追っ 手 に 関す る 裁定 
で も ある : 


他人 を 殺 そう と 追い か け て いた 追っ 手 が .… 他 人 の 器物 を 壊し た 場合 .… そ の 追っ 手 は 責任 を 負 
う 。 な ぜ な ら 、 他 人 の 所 有 物 で 助かっ た 者 は 責任 を 負う か ら で あ る 。 


これ は 、 船 舶 が 追っ 手 の 進路 を 妨害 し た 場合 に も 、 こ の 法則 が 適用 され る こと を 意味 する 。 道 を 
寒い で いた に も か か わら ず 、 他 人 の 所 有 物 で 身 を 守る 法則 に 従っ て それ を 壊し た 場合 、 追 われ 
た 者 は 責任 を 負う 。 


つま り 、 追っ 手 が 自 分 の 行く 手 を 阻む 財産 に 危害 を 加え て も 、 命 の 危険 が ある か ら 許さ れる と し 
て も 、 追っ 手 に は 支払 い 義 務 が ある 。 金銭 法 上 、 進 路 妨害 物 は 有害 物 と は みな され ず 、 金 銭 を 
支払 わ ず に これ を 害する こと は 不可 能 で ある 。 


( 別 の 言い 方 を すれ ば 、 も し ここ に 生命 の 危険 が な く 、 ペ リン シン テ 人 や 追っ 手 が 金 銭 的 な 損害 を 与 
えた か っ た だ け で あれ ば 、 遮蔽 物 に 危害 を 加え る こと は 禁じ られ て いた は ず で ある 。 し た が っ て 、 
ピク アハ ・ ネ フェ シュ の た め に 危害 を 加え る こと が 許さ れる 場合 、 危害 を 加え た 者 が 責任 を 負う こ 
と に な る ) 


噛み つく 驚 と 妨害 する 段 の 区 別 


タル ムー ド は 、 バ ヴァ ・ カ ンマ 章 (42b ペ ー ジ ) で 、 人 が 自分 を 救う た め に 他人 の 財産 に 危 娠 を 加え 
る こと が 許さ れる か どう か と いう 問題 を 論じ て いる 。 タ ルム ー ド は 二 つ の ケー ス を 区 別して いる : 


ダビ デ の 権利 放棄 の 説明 


バ ヴ ァ ・ カ ンマ (42b) の タル ムー ド は 、 人 が 自分 を 救う た め に 他人 の 財産 に 危害 を 加え る こと が 
許さ れる か どう か と いう 問題 を 論じ て いる 。 タ ルム ー ド は 、 こ れ は 許さ れる が 、 そ の 人 は 損害 を 与 
えた 所 有 者 に 支払 わな けれ ば な ら な いと 定め て いる 。 ダビ デ の 場合 、 彼 は ペリ シテ 人 か ら 逃 げ て 
いた 。 ダ ビデ は 、 そ の 刈り 入れ が 自分 を 傷つけ る こと を 知っ て いた の で 、 戦 士 た ち に それ を 燃 や 
す よ うに 命じ た 。 


タル ムー ド で は 、 ダ ビデ は 被害 を 受け た 枝 の 持ち 主 に 損害 賠償 を 支払 う 必 要 が ある と 定め て い 
る 。 な ぜ な ら 、 ダ ビデ は 自分 が 助かる た め に 枝 を 傷つけ る 必要 は な か っ た か ら で あ る 。 た と え 木 
の 葉 が 落ち て き て も 、 彼 は 走り 続け る こと が で きた だ ろう 。 


- ダビ デ は 刈り 取っ た 枝葉 に 生じ た 損害 に 対す る 支払 い を 受け る 権利 を 放棄 し た 。 それ が 正しい 
と 信じ た か ら だ 。 た と え 自 分 に その 権利 が あっ た と し て も 、 誰 か の 犠牲 の 上 に 利益 を 得 よう と は し 
な か っ た の で ある 。 ダ ビデ 自身 の 言葉 に 基づく 権利 放棄 の 説明 、 ダ ビデ 自身 は 詩 訪 の 中 で こう 書 
いて いる (詩篇 103 篇 ) :「 私 は 自分 の 魂 を 自分 の 栄光 と せ ず 、 あ な た の さば き に ひれ 伏 さ な い 」。 
この 詩 は 、 ダ ビデ が た と え 死 の 危険 に さら され て も 、 自 分 の 命 を 自分 の た め に 取る こと は な いと 
言っ て いる 。 たとえ 困 難 で あっ て も 、 彼 は 自分 の 価値 観 に 忠実 で あり 続け る 。 ダ ビデ は 、 人 の 命 
は 神聖 な も の で あり 、 簡 単に 手放す こと は で き な い と 信じ て いた 。 また 、 時 に は 代償 を 払う こと に 
な っ て も 、 法 を 守る こと が 重要 だ と も 考え て いた 。 ダビ デ が 放棄 し た こと を 、 別 の 仮定 に 基づい て 
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説明 する こと も 可能 で ある 。 それ は 、 ダ ビデ は 、 刈 り 入 れ は 取り 替え が きく が 、 自 分 の 命 は 取り 替 
え が き か な いと 信じ て いた と いう こと で ある 。 ダビ デ は 、 自 分 の 命 を 守る た め な ら 、 喜ん で 刈り 入 
れ を 放棄 し た 。 こ の 可能 性 は 、 詩 篇 の ダビ デ の 言葉 ( 詩 訪 3:6) と 一 致す る :「 万 軍 の ヤ ハ ウェ よ 、 
も し 私 が 気 を 失い 、 四 本 の 足 に 乗っ て 、 あ な た が た を 踏み つけ る な ら 」。 こ の 詩 は 、 ダ ビデ が G-d 
( 神 ) の た め に 自分 の 命 を 犠牲 に する こと を 太 わ な か っ た と 言っ て いる 。 彼 は 、 自 分 の 信念 に 上 忠実 
で ある た め に は 、 他 の 何事 も 放棄 する こと を 胡 わ な か っ た 。 
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自分 を 守る た め に 、 私 は 彼 に お 金 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 な ぜ か ? 結局 の と ころ 、 こ の お 金 は 
私 の 行く 手 を 阻 み 、 私 の 命 を 危険 に さら し て いる の だ か ら 、 私 自身 を 救う た め に この お 金 を 傷 つ 
ける こと は 許さ れる 。 そし て 、 そ れ は な ぜ 私 に 害 を 与え て いる お 金 と 違う の か ? 両者 の 違い は 、 
(金銭 的 被害 か ら 身 を 守 ろ うと する 場合 ) 危 娠 を 加え る 者 の 行為 が も と も と 許さ れ て いる の で あれ 
ば 、 第 二 の 者 が 危害 を 加え る こと は 禁じ られ て いる か ら で あ る 。 こ れ が 、 ヤ ギ の 所 有 者 が 財産 法 
に 従っ て 害 者 と 定義 され ず 、 報 酬 を 支払 わな けれ ば な ら な い 理 由 で ある 。 人 が 自分 の 所 有 物 を 、 
た と え そ れ が 他人 に 人 金銭 的 損害 を 与え る と し て も 、 公 有 地 に 置く こと は 許さ れる 。 例え ば 、 あ る 人 
の 荷車 が (中 に 乗客 が いな い 状 態 で ) 転 が っ て いて 、 そ れ を 救う 唯一 の 方 法 が 私 が 歩い て いる 場 
所 (そし て 私 は この 場所 を 歩く 許可 を 持っ て いる ) を 通る こと で あっ た 場合 、 た と え 私 が 故意 に そう 
し た と し て も 、 荷 車 の た め に 立ち 止ま っ て 道 を 空け な か っ た こと に 対し て 私 に 責任 を 問う こと は 不 
可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 その 場所 は 私 に 割り 当て られ て お り 、 現 時 点 で は 私 が 使用 し て いる か ら 
で ある (そし て 私 を そこ か ら 離 れ さ せる 唯一 の 理由 は 、 以 下 の よ うに 、 紛失 し た 財産 を 返す と いう 
ミツ ヴァ で ある ) 。 た と え 私 が 故意 に この よう な こと を し た と し て も 、 その 土地 の 所 有 者 が 私 に 危害 
を 加え る こと は 禁じ られ て お り 、 失 くし た 物 を 返さ な か っ た こと を 理由 に 法 を 自分 の 手 に 委ね る こ 
と も 禁じ られ て いる 。 こ の 法則 は 、 多 額 の 利益 を 得る た め に 他人 か ら 少 額 の 金 を 盗む こと が 許さ 
れ な いこ と と 似 て いる 。 し た が っ て 、 ヤ ギ の 場合 、 ダ ビデ は 「 友 人 の 財産 で 自分 を 救う 」 と 考え られ 
る 。 ヤギ の 所 有 者 は 財産 法 上 許さ れる 行為 を し て いる の で あり 、 金 銭 的 損失 か ら 自 分 を 救う た め 
に 、 最 初 は そう する こと が 許さ れる の で ある 。 生命 が 財産 に 優先 する た め 、 魂 の 法則 の 観点 か ら 
は ヤギ を 害する こと が 許さ れる と し て も 、 財 産 の 法則 の 観点 か ら は 、 ヤ ギ の 所 有 者 を 害 と 呼ぶ こ 
と は 不可 能 で あり 、 し た が っ て ヤギ の 代価 を 支払 わな い 理 由 は な い 。 


この よう に 、 害 を な す 者 が や っ て き て 、 無 人 の 場所 で 他人 の 逃げ 道 を 塞ぐ よう に 要求 し し その 人 
が 道 を 塞い で いる 人 に 金銭 的 損害 を 与え る と 脅し た 場合 、 道 を 塞ぐ こと は 許さ れる 。 シ ュ ル ハン ・ 
アル ッ フ に 説 か れ て いる よう に 、 他 人 に 危害 を 加え な いた め に は 金銭 を 失わ な けれ ば な ら な い 
が 、 こ こ で は 危害 を 加え て いる わけ で は な い ( む し ろ 失 くし た 物 を 返す の を 控え て いる の で あり 、 
失 く し た 物 を 返す た め に 金銭 を 費やす 義務 は な い 、 以 下 の 通 り ) 。 し か し 、 凶暴 化し た 雄 和 牛 の 場 
合 、 そ の 雄 牛 を 他 の 雄 牛 に 害 を 与え る た め に 送る こと は 禁じ られ て いる 。 し た が っ て 、 雄 牛 の 所 
有 者 は 、 た と え 強 制 さ れ た と し て も 害 を な す と みな され 、 そ の 損害 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる 。 


- 8. た し か に ヨシ ュ ア に は 、 あ る 場合 に は 多く の 利益 を 得る た め に 少し 害 を 与え る こと が 許さ れる 
と いう 勅 令 が ある (「 ぶ どう 酒 と 蜂蜜 の 勅 令 」 ミ シュ パッ ト 264, 5 参照 )。 し か し 、 そ こ で 説明 され て 
いる よう に 、 ど の よう な 場合 で あっ て も 人 は 私 に 害 を 受け た 者 に 支払 わな けれ ば な ら な いこ と は 
明らか で ある 。 
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また 、 友 人 の 中 庭 を 力ずく で 塞ぐ 者 の 場合 も 同様 で ある : 未 所 有 地 は 、 危 天 か ら 逃 れる た め に 先 
に そこ を 押さ えた 者 が 取得 する 。 し か し 、 相手 の 中 庭 を 私 が 手 に 入れ る こと は で きず 、 も し 強姦 魔 
が 、 私 が 相手 の 中 庭 を 泰 が な けれ ば 、 私 の 財産 に 危害 を 加え る と 脅す な ら ば 、 た と え そ の 結果 
私 が 財産 を 失う と し て も 、 そ の こと は 茜 じ られ る 。 


ハラ ハ に よれ ば 、 自 分 の た め に 所 有 権 の な い 場 所 を 押さ えた ユダ ヤ 人 は 、 他 人 が 人 金銭 的 な 被害 
か ら 逃 れる た め に その 場所 を 必要 と する 場合 、 自 分 の 持ち 物 を 撤去 する 義務 が ある 。 こ れ は 、 遺 
失 物 法 *(hefker) (へ フ カー : 所 有 者 が いな いと 宣言 され 、 誰 で も 取る こと が で きる 財産 。 所 有 者 が 
へ フカ ー で ある と 宣言 する こと に よっ て 、 あ る い は 拾得 物 で あっ て も その 印 に よっ て 所 有 者 を 特定 
する こと が で き な い 場合 に へ フカ ー と な る ) は 、 遺 失 物 を 発見 し た 者 が 、 そ の 持ち 主 に 返還 する こ 
と を 要求 する も の で ある 。 こ の 場合 、 そ の 場所 を 必要 と する 人 が 遺失 物 の 所 有 者 と みな され 、 そ 
の 場所 を 押さ えた 人 が 発見 者 と みな され る 。 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パット 264:5) は 、 こ の 義務 は 、 た と え そ の 場所 を 押収 し た 
人 が 善意 で あっ た と し て も 、 また その 場所 を 必要 と する 人 が ユダ ヤ 人 で な か っ た と し て も 適用 され 
る と 述べ て いる 。 


落し 物 を 見 つけ た ユダ ヤ 人 は 、 そ の 持ち 主 に 返す 義務 が ある 。 これ は 聖書 の 一 節 「 あ な た は それ 
を 彼 に 返さ な けれ ば な ら な い 」 に 基づい て いる 。 


失わ れ た 土地 も また 、 失 われ た 財産 と みな され る 。 も し ユダ ヤ 人 が 隣人 の 畑 に 水 が 浸水 し て くる 
の を 見 た ら 、 洪 水 を 防ぐ た め に 壁 を 築く 義務 が ある 。 失わ れ た 財産 に は 、 土 地 の よ うな 無形 の 財 
産 も 含ま れる か ら で あ る 。 


た だ し 、 こ の 義務 は 失 く し た 財産 を 見 つけ た 人 が 、 そ れ を 返す こと に よっ て 経済 的 損失 を 被 ら な い 
場合 に 限ら れる 。 つま り 、 遺 失 物 を 返還 する た め に 金銭 的 損失 を 被る 義務 は な い 。 


例え ば 、 あ る 人 が 自分 の 財産 を 失い 、 隣 人 の 財産 に も 損害 を 与え た 場合 、 そ の 人 は 自分 の 財産 
だ け を 返す 義務 が ある 。 なぜなら 、 自 分 の 所 有 物 は 紛失 し た と みな され る た め 、 そ れ を 返す 義務 
が ある か ら で あ る 。 


また 、 失 く し た 財産 を 返す た め の 支 払い を 要求 する こと も 許さ れ な い 。 な ぜ な ら 、 失 く し た 財産 を 
返す 義務 は ミツ ヴァ で あり 、 ミ ツ ヴ ァ は 人 金銭 的 な 利益 の た め に 行う も の で は な いか ら で あ る 。 


この よう な ハラ ハ の 原則 に 加え 、 落 と し 物 を 返す 際 に 考慮 すべ き 実 際 的 な 配慮 も ある 。 例え ば 、 
所 有 物 を 返す 前 に 、 そ の 所 有 者 を 見 つけ る 努力 を する こと が 重要 で ある 。 所 有 者 が 見 つか ら な 
い 場 合 、 所 有 物 は 当局 に 引き 渡さ な けれ ば な ら な い 。 


また 、 遺 失 物 を 返 避 す る 際 に 、 遺 失 物 を 破損 し な いよ うに 注意 する こと も 重要 で ある 。 万 が 一 破 
損し て し まっ た 場合 、 返 避 し た 人 が 損害 賠償 責任 を 負う 可能 性 が ある 。 


し か し 、 失っ た 財産 を 異邦 人 に 返す と いう ミツ ヴァ は な い 。 異邦 人 が 土地 を 占拠 し て いる 場合 、 た 
と え 害 を 被る こと な く 立ち 退く こと が で きた と し て も 、 立 ち 退 く 義務 は な い 。 彼 は その 場所 に 留まる 
権利 が あり 、 相 手 に 対し て :「 道 を 開け て 欲し けれ ば 金 を 払え 」 と 主張 する 権利 も ある 。 


これ を 踏ま えて 、 別 の シナ リオ を 想像 し て みよ う : 異 邦人 の 牛 が 逃げ 出し 、 牛 の 飼い 主 が 狭い 道 
の 廃 壇 で 牛 を 追い か ける 。 牛 の 飼 い 主 の 敵 は 、 狭 い 道 の 真ん中 に 立っ て 道 を 寒 ぎ 、 牛 の 飼い 主 
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に 損失 を 与え よう と する 。 た と え そ れ が 他人 に 経済 的 損害 を 与え る も の で あっ た と し て も 、 法 的 に 
は これ を 禁じ る こと は で き な い よう だ 。 


胡 力 的 な 人 物 の た め に 財産 を 救う 道 を 塞ぐ こと (イス ラ エ ル に て ) 


失っ た 財産 を 返す と いう ミツ ヴァ が ある た め 、 ユ ダ ヤ 人 が 他 の ユダ ヤ 人 の 財産 を 救う 道 を 泰 ぐ こ と 
は 禁じ られ て いる と 説明 し た 。 暴力 的 な 人 が 脅し 、 そ の よう な 状況 を 引き 起こ し た 場合 、 法 律 は ど 
うな る の か ? 例え ば : あ る 暴漢 が ル ベ ン の 家 に 放火 し た 。 そ の 知ら せ が ル ベン に 届き 、 ル ベン は 
燃え て いる 家 を 急い で 助け よう と し た 。 乱暴 者 は シモ ン に 向かっ て 言っ た :「 ル ベン が 通る は ず の 
廃 壇 の 中 に 立っ て 、 彼 に 道 を 譲っ つて は な ら な い 。 そう すれ ば 、 彼 は 遅れ て 、 火 か ら 何 も 救う こと が 
で き な く な る 。 も し そう し な けれ ば 、 私 は あな た か ら 金 を 取る 」。 シ モン は 立っ て 道 を 塞い だ 。 ル ベ 
ン が や っ て 来 て 、 シ モン に 道 を 空け る よう に 言う 。 シ モン は そう し な けれ ば な ら な い の か ? 


先 に 述べ た 一 般 的 な ルー ル 、「 彼 の 損失 が 先 に 来る 」 に よれ ば 、 シ モン が ル ベ ン の 行く 手 を 阻む 
こと は 許さ れる 。 律 法 は 他人 の 財産 を 救う こと を ミツ ヴァ と 定め た が 、 律 法 は この 革新 を 物理 的 な 
努力 に 限定 し 、 金 銭 的 な 損失 に は 限定 し な か っ た 。 こ の 点 で 、 暴 力 的 な 人 が 強要 する 場合 は 区 
別 が な い 。 暴 力 的 な 人 が 友人 の 財産 を 救う 道 を 寒 ぐ よう 誰か に 強要 し た 場合 、 寒 が な けれ ば 寒 
い だ 人 は 損 を する 。 し た が っ て 、 こ の 場合 律 法 の 義務 は 適用 され な い 。 


- ここ で は 、 こ の よう な 場合 に 誰か が 移動 し な けれ ば な ら な いと いう 法律 は な く 、 完 全 に 放棄 され 
た 状態 の まま で ある と 仮定 し て いる 。 この よう な 場合 、 道 を 動か さ な け れ ば な ら な いと いう 法律 が 
あれ ば 、 土 地 の 所 有 者 で ある 王国 (放棄 と 境界 の 取得 の 法律 の 冒頭 の シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ・ ハ 
ラヴ 参照 ) が 道 を 動か すこ と を 要求 し て いる の で 、 動 か な い 者 は 害 と みな され る 。 
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命 を 救う た め に 道 を 春 ぐ - 異邦 人 の 場合 


ここ か ら は 、 異 邦人 の 場合 に 命 を 救う た め に 道 を 塞ぐ こと に つい て 述べ て いく 。 心臓 発作 を 起こ し 
た 人 を 乗せ た 車 が 廃 道 を 走っ て いる 。 こ の まま で は 患者 は 死ん で し まう 。 一 人 の 人 が 、 自 分 の 必 
要 の た め に 廃 地 を 占有 し よう と する が 、 そ こ に 立つ こと に よっ て 車 の 行く 手 を 阻む こと に な る 。 


異邦 人 は 「 隣 人 の 血 の 上 に 立つ な 」 と いう 義務 を 負わ な い の で 、 異 邦人 が 他 の 異邦 人 が 危険 に 
さら され て いる の を 見 た と し て も 、 そ の 人 を 助け る 義務 は な い 。 し か し 、 今 回 の ケー ス で は 、「 隣 人 
の 血 の 上 に 立つ な 」 と いう 搾 だ け で な く 、 危険 に さら され て いる 異邦 人 の 救助 の 道 を 泰 い で いる こ 
と が わか っ た 。 


道 を 寒い だ 者 は 相手 の 救助 を 妨害 し て いる の で あり 、 遠 回 し に 言え ば 有害 な 殺人 者 で ある 。 確 
か に 、 自 分 を 殺し た 者 に 「 何 を 見 た ?」、「 私 の 命 が 第 一 だ 」 と 反論 で き な い の は 明らか だ : 彼 は 立 
ち 上 が り 、 こ の 方 法 で 問題 を 解決 する こと が で きる 。 


この 探 は 、「 傍 観 し て 何 も し な い 」 場 合 に も 当て は まる : ある 異邦 人 が 他 の 異邦 人 の 救助 の 邪魔 を 
し て いて 、 立 ち 上 が ろう と し な い 場 合 、 二 人 目 の 異邦 人 が その 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる ( 道 を 
寒い で いる 異邦 人 は 、「 お 前 の 血 が も っ と 赤く な る の を 見 た の か 」 と 反論 する こと は で き な い : そう 

すれ ば 二 人 と も 救 わ れる の だ ! ) 


し か し 、 シ メオ ン の 経済 的 損失 が ル ベ ン の 損失 より 小さ い 場 合 が ある と すれ ば 、 前 述 の ぶどう 酒 
と 蜂蜜 の 制定 に ある よう に 、 ル ベン が 彼 に 損失 分 を 支払 うと き に 、 彼 が 道 を 空け る こと を 要求 され 
る 可能 性 が ある 。 


この 章 の 本 文 で 後述 する よう に 、 異 邦人 も 遠回し に 殺人 の 罪 で 殺さ れる か ら で あ る 。 し か し 、「 傍 
観 し て 何 も し な い 」 場 合 は 、 死 刑 に な る か どう か 議論 に な る 。 


- ラン バム (「 殺 人 の 法 」 第 一 章 末 、「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 」 末 の シュ ア 、 ま た 、 前 述 の 出典 の サ 
ン ヘ ドリ ン で 説明 され て いる よう に 、 金 を 失っ て も ティ ス の 義務 が ある ) は 、「 傍 観 し て 何 も し な い 」 

に は 死 の 義務 が な いか ら 、 シ ェ ケ ム の 人 々 が シェ ケム と ハモ ル を 裁 か な か っ た こと に 死 の 義務 は 
な いと 言っ て いる が 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、「 傍 観 し て 何 も し な い 」 に も 死 の 義務 が ある よう で 、 調 査 
が 必要 で ある 。 


- ノア の 例え :2 人 が 川 の そば に 立っ て いて 、1 人 が 川 で 湧 れ て いる の を 見 て も 助け よう と し な い 。 
湧 れ れ ば 一 人 は 死ぬ の で 、 も う 一 人 は パニ ッ ク に な り 、 慌て て 助け よう と する 。 なぜなら 、 た と え 
二 人 が 通り 過ぎ た と し て も 、 も う 一 人 は 助け な けれ ば な ら な いか ら だ 。「 隣 人 の 血 の 上 に 立っ て は 
な ら な い 、 人 迫害 し て は な ら な い 」 

- また 、 グ ラマ で は 有害 で あっ て も 、 グ ラマ で の 追っ 手 も 殺 され る 。 ち ょ うど 、 モ ラリ スト が も っ と 与 
える 恐れ が あれ ば 殺さ れる (シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 、 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パト ・ シ ェ フ アァ , 11 ) よう に 。 ま 
た 、 シ ュ ア 、 ラ ビ ・ シ モン ・ ラ イチ ク ( 初 版 ) で も 説明 され て いる 。 お よび 、PA88 の 殺人 者 の オル ・ サ 
メッ ク の 法則 で も 説明 され て いる : フ ー ト ・ ガ リア の ヨド 。 


- C.H.:2 サ ム エ ル 19:3: ユ ダ 族 p.to 
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荷物 を 投げ る 量 は 両者 で 同じ で は な い 、。 体重 が 50 で 積荷 の 重 さ が 100 の 者 は 、 体 重 が 100 で 積 
荷 の 重 さ が 50 の 者 の 2 倍 の 重 さ を 投げ な けれ ば な ら な い 。 こ の よう な 迫害 者 の 絵 で は 、 お 金 が 
人 々 を 迫害 し て いる の で あっ て 、 そ の 逆 で は な いこ と は 明らか で ある 。 不法 行為 法 に お ける アベ 
ン ・ エ ズラ の 言葉 (8:15) : 


この こと 自体 は 、 民衆 が 支払 うと 言及 され て いな いこ と か ら 証 明 さ れる 。 と いう の も 、 彼ら は 荷物 と 
呼ば れ て いな か っ た の で 、 人 々 も その 重 さ に 応じ て 支払 うと は 思え な いか ら で あ り 、 次 の よう に 言 
われ て いる : 積荷 に 応じ て 計算 する 。 そし て 、 必 然 的 に これ 自体 が 大 原則 で あり 、 船 が その 重 さ 
の た め に 沈 渡す る 時 、 誰 が 最初 に 来 た か 、 ま た 最後 に 来 た か は 問題 で は な く 、 ど ん な 重 さ で あ 
れ 、 そ れ が 何で あれ 、 沈 没 の 原因 で ある の で 、 人 々 を 救う た め に 積荷 を 投げ る こと が 法律 で あ 
り 、 こ の こと は 、 人 々 に 関し て 追っ 手 の 法律 は 積 年 に ある こと を 意味 する 。 


ここ で は 、 人 命 は 財産 に 優先 する も の で あり 、 財 産 と 人 命 が 互い に 害 し 合う 場合 、 積 荷 は 人 命 を 
害する も の と みな され る た め 、 積 荷 の 重 さ に 応じ て 計算 し 、 投 げ る と いう こと が わか る 。 


問題 の 結論 : 危 険 か ら 逃 れ た 人 の 救助 の 道 を 塞ぐ こと の 禁止 は 、「 隣 人 の 血 の 上 に 立つ て は な ら 
な い 」 と いう 控 が な く て も 存在 し 、 そ れ は 道 を 寒 ぐ 者 より も 危険 か ら 逃 れ た 者 が 法 的 に 優先 され る 
こと に 由来 する 。 同じ 理由 で 、 あ る 者 が 自分 の 領土 に いる と き 、 人 他 の 者 が その 領土 を 通過 し て 自 
分 の 命 を 救 お うと する 場合 、 そ の 領土 の 所 有 者 は そこ を 通過 する こと を 妨害 する こと を 禁じ られ 
て お り 、 妨害 すれ ば 追っ 手 と な り 、 殺す こと が 許さ れる 。 


し か し 、 道 路 の 所 有 者 が 経済 的 損失 を 被っ た 場合 、 通 行者 は 「 友 人 の 財産 で 自分 を 救う 」 法 則 に 
従っ て 、 彼 に 支払 う 義 務 が ある 。 すべて の 人 の 器 を 壊し た 追っ 手 は 、 そ の 代価 を 支払 わな けれ ば 
な ら な いこ と を 前 述 し た と お り で ある 。 


- また 、「 傍 観 し て 何 も し な い 」 で 道 を 塞い で いて も 、 そ の 人 は 追っ 手 で ある ( ベ エ ル ・ ハ イ テ フ の 古 
い レ スポ ン サ 第 40 節 を 参照 。 それ に よる と 、 自 分 の 負債 を 支払 わ ず 、 そ れ に よっ て すべ て の ユダ 
ヤ 人 に 損害 を 与え た 者 は 、 た と え そ れ が 「 傍 観 し て 何 も し な い 」 だ け で あっ て も 、 追っ 手 と みな され 
る ) 。 


- 船 に 積ま れ た 荷物 の 場合 、 積 荷 を 投げ 捨て た 荷主 に 支払 う 義務 は な い 。 し か し 、 こ れ は 積荷 が 
有害 で 船 を 沈 流さ せる か ら で あ り 、 自 分 の 存在 に よっ て 救助 を 妨げ る だ け で ある 我々 の ケー ス と 
は 似 て 非 な る も の で ある 。 また 、 金 銭 に 関し て も 、 そ の 者 が 先 で あり 、 し た が っ て 、 彼 は その 者 に 
支払 わな けれ ば な ら な い ( 前 述 し た 、 暴 力 を も っ て 加害 者 か ら 身 を 守る こと が 許さ れる 場合 と 、 そ 
れ が 許さ れ な い 場 合 と の 区 別 の よう に ) 。 この 二 つ の ケー ス の 区 別に も か か わら ず 、 基 本 原則 は 
生命 に 対す る 権利 が 常に 第 一 で ある と いう こと で あり 、 し た が っ て 、 救 助 の 道 を 塞い だ 者 は 、 た と 
え 危 険 を 引き 起こ し た 者 で な く て も 、 追っ 手 と みな され る 。 
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立ち 止ま る 必要 は な い 救う こと を 避け た 人 を 殺し て も | 「 隣 人 の 血 の 上 に 立っ て は な 


いい と いう 許可 は な い ら な い 」- 節約 の 回 避 


異邦 人 は 友人 を 迫害 する こと | 道 を 塞い で 殺す こと は 許さ れ | 生活 資金 優先 - 道 を 春 ぐ 
も 禁じ られ て いる る 


結論 と し て 、 イ スラ エル に お いて も 異邦 人 に お いて も 他人 の 救助 の 道 を 泰 ぐ こと は 禁じ られ て お 
り 、 故 意 に そう する 者 は 追っ 手 で ある た め 殺 すこ と が 許さ れる 。 


命 に 対す る 救助 の 道 を 塞ぐ こと - 「 命 が 第 一 」 


これ まで 、 救 助 の 進路 に 立つ 者 は 、 相 手 の 生命 の た め に 財産 権 を 放棄 し な けれ ば な ら な い 、 つ 
まり 、 一 方 の 生命 の 危険 が 他方 の 財産 権 に 優先 する と 書い て きた 。 し か し 、 財 産 対生 命 と いう こ 
と に な れ ば 、 こ れ は すべ て 真実 で ある 。 で は 、 生命 対生 命 と いう 状況 に つい て 説明 し よう 。 例え ば 
: 二 人 の 人 間 が 岩 有 崩れ に 巻き 込ま れ 、 逃 げ 道 は 一 つ し か な い 。 一 人 は 逃げ る 道 を 選び た い が 、 
そう する こと で 救助 の 道 を 選ぶ こと に な り 、 友 人 は 死ぬ こと に な る 。 バ ヴ ァ ・ メ ツィ ア (56a) の ゲ マ 
ラ は こう 言っ て いる : 


二 人 が 道 を 歩い て いて 、 そ の うち の 一 人 が 一 本 の 水 を 持っ て いた 場合 、 二 人 と も 飲め ば 死ぬ し 、 
一 人 が 飲め ば 集落 に 着く と 、 ベ ン ・ ペ トラ は 解釈 し た : ラ ビ ・ ア キバ が 来 て 次 の よう に 教え る まで 
は 、 二 人 と も 飲ん で 死ん で し まい 、 一 人 が 友人 の 死 を 見 な い 方 が よい と 言わ れ て いた :「 あ な た の 
兄弟 は 、 あ な た と 共に 生き る 」。 あな た の 命 は 、 友 人 の 命 より も 優先 され る 。 


ここ で ゲ マ ラ は 、 水 が 一 人 の 人 の も の で ある 場合 に つい て 述べ て いる 。「 そ し て 、 そ の うち の 一 人 


の 手 に は 水 の 入 っ た 瓶 が あっ た 」。 ラビ ・ ア キバ は 、 そ の 水 を も う 一 人 に 与え る 義務 は な いと 裁定 
及 だ 5 


- この こと は 、 船 の ケー ス か ら 証 明 さ れ て いる 。 法律 上 、 命 が 財産 より も 優先 され る こと は 、 計 算 
の 形式 や 誰が 誰 を 追う か の 決定 か ら わ か る 。 
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自分 の 命 を 救う た め に 水 が 必 要 な と き 、 そ の 水 の 金 銭 的 所 有 権 は 友人 の 命 よ り も 優先 され る 。 
チャ タム ・ ソ ファ ー( バ ヴァ ・ メ ツィ ア 56a の 注釈 ) は 、 誰 の 命 が 救 わ れる か を 決定 する の は 金銭 的 
所 有 権 で ある と 強調 し て いる : 


友人 の 水瓶 を 手 に し て いる 者 は 、 た と え 自 分 が 死ぬ と し て も 、 そ れ を 友人 に 渡さ な けれ ば な ら な 
い 。 


この よう な 人 金銭 的 所 有 の も う 一 つの 例 は 、 次 の よう な も の で ある : ル ベン は 避難 所 付き の 家 を 
持っ て いる 。 シ モン に は 避難 所 が な い 。 今 、 二 人 が 住ん で いる 場所 に 砲弾 が 降り 始め 、 避 難所 に 
は 二 人 の うち 一 人 し か 入る スペ ー ス が な い 。 た と え シ モン が 先 に 避難 所 に 着い た と し て も 、 ル ベ 
ン は 彼 に 出 て 行く よう に 要求 で きる 。 シェ ルター は ル ベ ン の も の で あり 、 ル ベン の 経済 的 所 有 権 に 
よっ て 、 シ ェ ル ター の 使用 は シモ ン よ り も 優先 され る 。 こ の 「 命 が 第 一 」 と いう 法則 は 、 放棄 さ れ た 
財産 の 場合 に も 当て は まる よう だ 。 二 人 の 人 間 が 喉 の 光 き で 死に そう な と き 、 そ の うち の 一 人 の 
た め に 十分 な 水 が 捨て られ て いて 、 二 人 の 近く に ある 場合 、 二 人 の うち の 一 人 が 自分 の 命 を 救う 
た め に その 水 を 取っ て 飲む こと は 許さ れる 。 


水 の 持ち 主 が 「 命 が 第 一 」 と 主張 で きる よう に 、 水 を 先 に キャ ッ チ し た 者 が 「 命 が 第 一 」 と 主張 で き 
る 。 


同じ 理由 で 、 二 人 の 人 間 が 岩 月 れ か ら 逃 げ る と き 、 唯 一 の 逃げ 道 を 取る こと が 許さ れる 。 それ ぞ 
れ が 「 命 が 第 一 」 と 主張 し 、2 番 目 の 人 が 私 に 道 を 議 ら な けれ ば な ら な い 理 由 は な い 。 二 番目 の 
人 の 血 は 私 より も 赤く 、 私 が 助かる の を 妨げ る と な ぜ わ か る の か ? だ か ら 、 た と え 二 番目 の 人 の 
前 に 道 が 泰 が れ よ うと も 、 二 人 それ ぞ れ が 道 を 急ぐ こと は 許さ れる 。 
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例え ば : ル ベン と シモ ン が 、 遠 く で 見 か けた 捨て られ た 水 を 捕まえ よう と 急い で いる 。 ル ベ ン は 、 シ 
モン が 先 に 水 に 到達 し よう と し て いる の を 見 て 、 シ モン の 行く 手 を 阻む た め に 岩 を 押し 、 ル ベン が 
水 を 捕まえ る 。 平たく < 言え ば 、 こ れ は 禁じ られ て いる 。 ル ベ ン は 自分 を 助け る の で は な く 、 自 分 を 
助け る た め に シモ ン を 傷つけ た の で ある 。 シモ ン の 財産 を 傷つけ た の で は な く 、 公 の 道 を 傷つけ 
た だ け で ある に も か か わら ず 、 こ れ は 自衛 の た め の 行 為 で は な く 、 む しろ シ モン を 傷つけ る た め 
の 行為 と みな され る 。 彼 は 、 自分 が いな けれ ば 存在 し な か っ た で あろ う 死 を 、 こ こ で シモ ン の た め 
に 作り 出し た の で ある 。 


ニコ つ 目 の 例 : 

バ ヴ ァ ・ バ トラ 9a の ゲ マ ラ は 、 ギ ベ オ ン 人 に 殺さ れ た サウ ル の 息子 た ち に つい て 述べ て いる :「 王 
は 、 サ ウル が 生ん だ アイ ヤ の 娘 リ ズ パ の 二 人 の 息子 、 ア ル モ ニ と メ フ ィ ボ シェ テ を 殺し 、 サ ウル の 
娘 ミ ハエ ル が メ ホ ラ 人 バル ジラ イ の 子 ア ドリ エル に 産ま せ た 五 人 の 息子 を 殺し た 。 な ぜ 違 う の 

か ? ラ ビ ・ フ ナ は 言っ た : 彼 ら は 主 の 前 に 置か れ 、 箱 舟 が 捕え る 者 は 死に 、 捕え な い 者 は 生か さ 
れ た の で ある 。 ラ ヴ ・ ハ ニナ ・ バ ル ・ カ ティ ナ は 異論 を 唱え た :『 王 は サウ ル の 子 ヨ ナタ ン の 子 メ フィ 
ボ シ ェ ト を 憐 れ ん だ 。 な ぜ 異 議 を 唱え た の か ?』。 彼 が 彼 を 移し 、 箱 舟 が 彼 を 捕らえ 、 彼 の た め に 
祈っ た の で 、 彼 は 釈放 され た か ら だ 。 それ で も な お 、 こ の 問題 に は 好意 が ある ! そう で は な く 、 箱 
舟 が 彼 を 捕え な いよ うに 祈っ た の で ある 」。 ゲ マ ラ で は 、 も し 箱 舟 が すでに メ フ ィ ボ シェ ト を 捕らえ 
て いた な ら 、 ダ ビデ が 彼 の た め に 箱 舟 が 彼 を 解放 し て くれ る よう に 祈る こと は 禁じ られ て いる 。 し 
か し 、 も し 箱 舟 が まだ メ フ ィ ボ シェ ト を 捕らえ て いな か っ た な ら 、 ダ ビデ が 箱 舟 が メ フ ィ ボ シェ ト を 捕 
ら え な いよ うに 祈る こと は 許さ れる 。 


結論 : 

自分 に 危害 が 及ぶ 前 に それ を 避け る こと が 許さ れる の は 、 自 分 自身 を 守る 場合 だ け で あり 、 他 
者 に 危 娠 が 及ぶ こと に よっ て 引き 起こ され る 危害 を 避け る こと は 禁じ られ て いる 。 例え ば 、 王 ダビ 
デ が 、 箱 舟 が メ フ ィ ボ シェ ト を 捕らえ な いよ うに 、 箱 舟 が 他 の 誰か を 捕らえ る よう に 祈る こと は 禁じ 
られ て いる 。 箱 舟 が メ フ ィ ボ シェ ト を 捕らえ て いな い 限 り 、 箱 舟 が メ フ ィ ボ シェ ト を 捕らえ な いよ うに 
祈る こと は 許さ れる が 、 他 者 に 害 が 及ぶ よう に 祈る こと は 許さ れ な い 。 

ユダ ヤ 法 で は 、「 命 が 第 一 」 と いう 原則 が 最も 重要 な 原則 の ひと つ で ある 。 こ の 原則 は 、 人 命 の 保 
全 が 他 の すべ て の 考慮 事項 に 優先 する と いう も の で ある 。 た だ し 、 こ の 原則 は その 人 自身 が 助 
か る 場合 に 限ら れ 、 他 人 に 危害 を 加え る 場合 に は 適用 され な い 。 本 文中 に 示さ れ た 二 つ の 例 
は 、 こ の 原則 を 説明 する も の で ある 。 最初 の 例 で は 、 ル ベン は 自分 を 救う の で は な く 、 自 分 を 救う 
た め に シモ ン を 傷つけ て いる 。 こ れ は 「 命 が 第 一 」 の 原則 に 反する の で 禁じ られ て いる 。 二 つ 目 の 
例 で は 、 ダ ビデ は メ フ ィ ボ シェ ト に 危害 を 加え て いる の で は な く 、 別 の 人 、 つ まり 箱 舟 が メ フ ィ ボ 
シェ ト を 捕らえ た 場合 に 、 メ フィ ボ シ ェ ト の 代わ り に 連れ て 行か れる 人 の 危害 を 祈っ て いる 。 これ も 
また 、「 命 が 第 一 」 の 原則 に 反する の で 禁じ られ て いる 。 まとめ る と 、「 命 が 第 一 」 の 原則 は ユダ ヤ 
法 の 基本 原則 で ある 。 し か し 、 こ の 原則 は 自分 自身 を 救う 場合 に 限ら れ 、 他 人 に 危害 を 加え る 場 
合 に は 適用 され な い 。 
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対策 と し て の 救済 手段 の 遮断 


「 命 を 優先 する 」 と いう 主張 は 、 自分 が 危険 に さら され て いる と きだ け 正 し い 。 自分 の 命 に 危険 が 
な いと き は 、 水 を 飲ん だ り 、 相手 の 救助 の 道 を 奪っ た りす る こと は 許さ れず 、 こ れ は (間接 的 な ) 殺 
人 で ある 。 他 の ユダ ヤ 人 に この よう な こと を する ユダ ヤ 人 は 、 確 か に 死ぬ 義務 は な い が 、 ラ ン バ 
ム ( 殺 人 者 の 控 の 第 二 章 ) に 彼 に つい て こう 書か れ て いる : 


友人 を 殺す た め に 休 し を 雇っ た 者 、 召 使い を 遣わ し て 殺さ せ た 者 、 友 人 を 縛っ て ライ オン の 顎 
に 投げ つけ 、 そ の 動物 に 殺さ せ た 者 .……。 これ ら の 者 は それ ぞ れ 血 を 流し 、 殺 人 の 罪 が その 手 に あ 
り 、 天 に 死 を 義務 づけ られ て いる .……。 も し イス ラ エ ル の 王 が 王国 の 裁き と 世界 の 確立 の た め に 彼 
ら を 殺 そ うと する な ら ば 、 宮 廷 の 死 の 義務 を 負わ な いこ れ ら の 尊 人 者 な ど は すべ て 、 そ の 権威 は 
彼 の 手 に ある 。 それ で 、 も し 宮 延 が 、 時 が 必要 な ら ば 、 時 の 指示 の 中 で 彼ら を 殺す こと を 見 た な ら 
ば 、 彼 ら は 彼ら が 見 る こと に 従っ て 、 そ の 権利 を 持つ 。 


バ ヴ ァ ・ メ ツィ ア の ゲ マ ラ の 例 に 戻れ ば 、 喉 の 潟 き で 死 の うと し て いる 人 の 前 に 水 の 入 っ た 水瓶 が 
ある 場合 、 水 を 必要 と し な い 人 が その 水瓶 を 奪う こと は 禁じ られ て お り 、 こ れ は 殺人 で ある こと に 
異論 は な い 。 


この よう な こと を する 異邦 人 は 、 ミ ドラ シュ ・ ラ バ ( 創 世 記 34:5) に 書か れ て いる よう に 、 死 ぬ 義 務 が 
ある : 


「5ninxTgni」 こ れ は 友人 を 動物 に 与え て 殺す 者 で ある 。 「n'Taiwxni」 こ れ は 友人 を 殺す た め に 他 
人 を 雇う 者 で ある 。 


そし て ラン バム は ( 王 の 法 9:4 で ) こ う 裁 定 し た : 


「 殺 し た ノア の 息子 は .……。 彼 を 縛り ライ オン に 渡す か 、 彼 が 死ぬ まで 空腹 に し て お く 。 な ぜ な ら 、 彼 
が 殺し た か ら で あ る 」 


ラン バム は 、 殺 人 者 が 殺さ れ た 人 に 手 を 触れ ず 、 た だ 目 の 前 の ドア に 鍵 を か け て 負え 死に させ た 
「 死 ぬ ま で 空腹 に させ た 」 場 合 に つい て 明確 に 語っ て いる 。 こ の 場合 で あっ て も 、 異 邦人 の 殺人 犯 
は 死ぬ 義務 が ある 。 


アキ ー ザ ー(3:70) の 著者 は こう 書い て いる : 


この こと か ら 明 ら か な よう に 、 ラ ビ ・ ナ チュ ム に は 過失 致死 罪 が あめ る 。 こ れ ま で 述べ て きた こと の 結 
論 は 、 友 人 の 行く 手 を 阻 み 、 故 意 に 彼 を 殺し に 来 た 殺 人 犯 か ら 逃 れる の を 妨げ た 異邦 人 は 、 死 
刑 に 値する と いう こと で ある 。 


6. ベイ ト ・ ヨ セ フ は また 、 間違え られ た 人 は ゲル マ ( 間 接 的 損害 ) に 対し て 責任 を 負う と 裁定 し た 。 
と いう の も 、 ト ゥ ー ル (ヨレ ・ デ ア 、 第 125 節 の 冒頭 ) に こう 書か れ て いる か ら で あ る :「 た と え 異 邦人 
が 私 た ちの ワイ ン に 触れ て 楽し む ひこ と が 禁じ られ て いた と し て も 、 それ を 禁じ させ た その 異邦 人 か 
ら 血 を 取る こと は 許さ れる 」。 ベイ ト ・ ヨ セ フ は これ に つい て こう 書い て いる :「 こ れ は マイ モニ デス 
が 第 十 三 章 (ハラ ハ 28 章 ) の 最後 に 述べ た 言葉 で ある 。 彼 の 言葉 か ら わ か る の は 、 異 邦人 が 彼 
に 危害 を 加え よう と し 、 彼 の ワイ ン を 禁じ よう と し た 場合 に の み 、 彼 か ら 彼 の 血 を 量 る こと は 許さ 
れる が 、 彼 に その よう な 意図 が な か っ た 場合 は 、 彼 か ら 彼 の 血 を 量 る こと は 禁じ られ る と いう こと 
で ある 。 その 理由 は 、 も し 彼 に 危害 を 加え る 意図 が な く 、 彼 の た め に 禁酒 に し た の で な けれ ば 、 
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彼 は 支払 う 義 務 が な く 、 つま り 、 注い だ ぶどう 酒 の 血 を 量 る こと に な る か ら で あ る 、 と 言う の な ら ば 
: 彼 は 意図 し て いな か っ た の だ か ら 、 な ぜ 彼 は 支払 う 義 務 が な い の か ? :『 人 は 過失 と 故意 の 両 
方 に つい て 損害 賠償 を 支払 う 責 任 が ある 』 と 書か れ て いる で は な いか ( バ ヴ ァ ・ カ ンマ 26a) 。 これ 
は 、 損 害 賠 償 で ある こと が 全 世 界 に 知ら れ て いる 事柄 に 適用 され る と 言う こと だ 。 その よう な 場 
合 、 過 失 や 故意 で な いと いう 主張 は 免責 され な いと 言う 。 し か し 、 世 の 中 の すべ て の 人 が ワイ ン 
に 触れ て も 、 ユ ダ ヤ 人 や その 性質 を 知っ て いる 人 を 除い て は 、 損害 は まっ た く な い 。 傷つけ る 意 
図 が な か っ た 人 は 、 支 払い を 要求 され な い 」。 そし て 見 よ 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 明白 で な い 損 害 に つ 
いて は 、 こ う 言 われ て いる (シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 、 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 55a) :「 注 い だ ワ イン を 
彼 の ワイ ン に 混ぜ る な ど 、 明 白 で な い 損 害 で 彼 の 友人 を 害する 者 は 律 法 か ら 免除 され る が 、 賢 
者 た ち は 、 損害 を 与え る すべ て の 者 の 探 の よう に 、 彼 の 財産 の 中 か ら 全 損 害 を 支払 う よ う に 劉 金 
を 科 し た ...。 (そし て ) も し 彼 が 過失 や 強制 的 な も の で あっ た と し て も 、 罰金 を 科 し た の で は な く 、 
意図 的 な 者 で ある た め 、 彼 は 免除 され る 」。 これ に よれ ば 、 こ の よう な 場合 、 異 邦人 は 免責 され る 
と する トゥ ウー ル と マイ モニ デス の 言葉 は 明確 で や る 。 で は 、 な ぜ ベ イト ・ ヨ セ フ は 彼 に 異議 を 唱え る 
の だ ろう か ? 結局 の と ころ 、「 過 失 と 故意 の 間 」 で 責任 を 負う 人 に つい て 述べ られ て いる の は 、 通 
常 の 場合 で あっ て 、 明白 で な い 損 害 の 場合 で は な い ! ベイ ト ・ ヨ セ フ は 、 ユ ダ ヤ 人 が 通常 の 損害 
に つい て 責任 を 負う よう に 、 異邦 人 も 明白 で な い 損 害 に つい て 責任 を 負う と 単純 に 仮定 し て いる 
こと が わか る 。 彼 は 、 こ こ で は 特別 な 場合 ( 皆 に 知ら れ て いな いこ と ) な の で 免責 され 、 強制 と みな 
され る こと を 説明 する 必要 が ある 。 彼 の 言葉 は 、 身 体 の 法則 と の 比較 か ら う まく 説明 され て いる 。 
身体 の 法則 で は 、 異 邦人 は ゲル マ で 責任 を 負う と 見 た が 、 身体 で は 死に 責任 が あり 、 財 産 で は 
支払 い が 免 除 さ れる と は 言い 難い 。 し た が っ て 、 異 邦人 が トー ラー か ら 明 ら か で な い 損 害 に 対し 
て 責任 を 負う こと は ゲル マ に 劣ら な い の で 、 ベ イト ・ ヨ セ フ に は 明らか で あっ た 。 ポ ネ ヴェ ッ シ ャ ー・ 
ラヴ と し て 知ら れる ラビ ・ ヨ セ フ ・ シ ュ ロ モ ・ カ ハネ マン は 、 そ の 注釈 書 の 中 で こう 書い て いる :「 こ れ 
に よれ ば 、 も し 異邦 人 が トー ラー に 由来 する ゲル マ に 対し て 責任 を 負う と すれ ば 、 ト ー ラ ー に 由来 
し な い 損 害 に 対し て も 責任 を 負う こと に な る 。 そう で あれ ば 、 異 邦人 に お いて も 、 た と え 意 図 せ ず 
に 注い だ と し て も 、 他 の 損害 の 場合 と 同様 に 、 律 法 か ら 義 務 を 負う に 値する 」( た だ し 、 ツ ェ デ ク ( 
18 世 紀 ) 、 シ ャ ・ ア ル ・ イ ツァ ク (19 世 紀 ) 、 ア ヴ ネ ・ ネ イザ ー(20 世 紀 ) に お いて は 、 彼ら は ベイ ト ・ ヨ 
セ フ に 同意 せ ず 、 異 邦人 は 過失 の 明らか で な い 損 害 に つい て は 支払 い を 免除 され る と 信じ て い 
る が 、 彼 ら の 言葉 も マイ モニ デス の 意見 に 従っ た も の で ある と 述べ て いる の で 、 身 体 の 法則 に お 
ける ゲル マ に お ける 異邦 人 の 責任 問題 に 関し て 、 彼 ら が マイ モニ デス に 同意 し な か っ た こと は 明 
ら か で ある 。 彼ら は 、「 そ れ は 損害 と は 呼ば な い 」 と 言う 者 に と っ て 、 明白 で な い 損 害 は ゲル マ 以 
下 で ある と 考え て いた よう で ある (詳し く は 、 こ の こと を 詳し く 論じ た 同書 の アチャ ド ・ ハ ー ム を 参照 
され た い ) ) 。 


7. し か し 、 友 人 を 殺し に 行か せ た 異 邦人 の 義務 に つい て は 議論 が ある 。 上 で 引用 し た ミド ラッ 
シュ で は 、 異 邦人 に も 義務 が ある と され て いる 。 し か し ラン バム は 、 こ れ ま で 見 て きた よう に 、 異邦 
人 が 義務 を 負う と する 他 の ゲ マ ラ の 事例 に つい て は 判決 を 下 し て いる に も か か わら ず 、 こ の こと 
に つい て は 言及 し て いな い 。 一 部 の 人 々 は 、 ラ ン バ ム も この 場合 異邦 人 に 義務 が ある と し 、 彼 が 
言及 し た ゲ マ ラ の 場合 と 同様 で ある と 理解 し て いる 。 
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救助 の 道 を 泰 ぐ こと 、 ユ ダ ヤ 人 に お ける 強迫 状態 で の 生命 の 危機 


自分 を 救う た め に 他人 の 逃げ 道 を 塞ぐ こと は 許さ れる が 、 そ の よう な 理由 な し に 寒 ぐ こと は 禁じ ら 
れ て いる こと を 説明 し た 後 で 、 次 の よう な ケー ス に つい て 議論 する 必要 が ある : 殺 人 犯 が その 人 
を 殺す た め に 他人 の 逃げ 道 を 寒 ぐ こと を あな た に 強要 し 、 殺 人 犯 は 、 も し あな た が それ に 応じ な 
けれ ば 、 あ な た を 殺す と 脅し た 場合 で ある 。 さ て 、「 セ ファ ー・ ハ ・ チ ヌ フ 」 の 著者 は こう 書い て いる 
(ミツ ウ ァ 26): 


血 を 流す こと に 関し て は 、 殺 人 を 犯す より も 殺さ れる べき だ と 一 般 的 に 信じ られ て いる 。 彼ら の 説 
明 で は 、 サ ン ヘ ドリ ン 78a や ラビ ・ ツ ァ ー ク (RT) 第 二 章 で 、 第 二 の タ イプ の 殺人 者 に つい て 明らか 
に され て いる よう に 、 誰 か に 自分 の 友人 を 殺さ れる 前 に 置く こと を 強要 する こと は 容認 され る と 考 
えら れ て お り 、 そ の よう な 場合 、 殺 人 者 は 処刑 され な い 。 と は いえ 、 自 分 の を 救う 場合 を 除い て 
罪 を 犯す こと は 許さ れ な いと いう 理由 か ら 、 そ の 人 は 自分 の 命 を 犠牲 に する 義務 が ある 。 し か し 、 
命 を 失う よう な 状況 で 、 な ぜ 自 分 の 命 の た め に 罪 を 犯す の か ? 何 が 見 える の か ? お そら く 仲 間 
の 血 は も っ と 赤く 、 真っ 直ぐ な の だ ろう 。 


そし て 、 こ の よう に チャ タム ・ ソ ファ ー に 書か れ て いる (ケト ウ ボ ト 19:32) : 


いずれ に せよ 、 私 が 書い た こと か ら 明 ら か な よう に 、 証言 に よっ て 死に 至ら し め る こと と 、 自 分 の 
手 で 殺す こと の 間 に 違 い は な い 。 


メ ナ ケ ム ・ ツ ェ デ ク が サン へ ヘ ドリン の ゲ マ ラ に 言及 し て いる こと は 重要 で 、 こ の ゲ マ ラ で は (と り わ 
け ) 矢 か ら 友 人 を 守る 盾 を 取り 、 そ の 人 は 死 を 免れ る と 述べ て いる 。 (中 略 ) こ の 場合 で あっ て も 、 
メ ナ ケ ム ・ ツ ェ デ ク は 自分 の 命 を 犠牲 に し な けれ ば な ら な いと 述べ て いる 。 彼 の 言葉 か ら 明 ら か な 
よう に 、 彼 は ゲ マ ラ に ある 、 ラ イオ ン の 前 に 友人 を 置き 去り に する な どの すべ て の ケー ス を 指し て 
いる の で ある 。 


- 例え ば 、 ア ハー を 参照 (ミシュ ナ ・ ア ヴォ ッ ト 1:2) 。 同様 に 、 マ イモ ニ デ ス の ミシュ ナ 注 解 、 サ ン ヘ 
ドリ ン 50a、s.v.、 ま た 異邦 人 に 対し て も 、 流血 は 禁じ られ て いる 。 これ は 「 殺 人 の 法則 」2:3 に お け 
る マイ モニ デス の 裁定 に 基づい て いる 。「 ノ ア ヒ デ ス の 七 つ の 律 法 」 第 8 節 の ケレ ム ・ ヘ メッド ・ ホ フ 
マッ ト ・ イ スラ エル も 参照 。 


- し か し 、 マ イモ ニ デ ス は [ 他 の 者 に 殺人 を させ る ] 者 を 免除 し て いる と 理解 する 者 も いる 。 例え ば 、 
メン ナ ケ ム ・「 ツ ェ マ ク ・ ツ ェ デ ク 」・ メ ン デ ル ・ シ ュ ネ アソ ン の 戒律 し (レヒ ・ レ ヒ ャ ) を 参照 。 こ の アプ 
ロー チ に よれ ば 、 な ぜ マ イモ ニ デ ス が ラビ の 関連 人 箇所 の 一 部 し か 引用 し な か っ た の か を 理解 する 
必要 が ある 。 マハ リル ・ デ ィ ス キン (ラス ト ・ コ レク ショ ン 44) 、 ビ ン ヤ ミン ・ ゼ ー エ フ ( ヨ レ ・ デ ア 13 
) 、 そ れ と アム ー ド ・ ハ ・ ヤ ミン (セク ショ ン の 冒頭 16)0 な どの レス ポン サ も 参照 の こと 。 
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いずれ に せよ 、 異 邦人 が 過失 に よっ て 友人 を 殺し た 場合 、 義務 を 負う こと に 反対 する 人 は 見 当 た 
ら な い 。 


また 、 ハ ヴォ ッ ト ・ ヤ イー ル ( 第 3 巻 第 1 節 セ ッ ト ) に ある 彼 の 応答 で 述べ られ て いる よう に 、 セ 

ファ ー・ ハ ・ チ ヌ フ は 殺人 の 法則 に お いて ラン バム を 支持 し て いる 。 その よう な シナ リオ で あっ て 
も 、 セ ファ ー・ ハ ・ チ ヌ フ は 、 その よう な ケー ス の 重大 さ に も か か わら ず 、 自 分 の 命 を 犠牲 に する こ 
と を 主張 し て いる 。 


メ ナ ヘ へ ヘム ・ ツ ェ デ ク は 言っ た : 
彼 が 罪 を 犯す こと は 許さ れ な い 。 


救助 の 道 を 泰 ぐ こと は 、 上 記 で 説明 し た よう に 背信 行為 と みな され 、 こ の 行為 に 対し て も 、 こ の 原 
則 に 従っ て 自分 の 命 を 犠牲 に する 覚悟 が 必要 で ある 。 


この 行為 が 禁じ られ て いる こと は 明白 で ある 。 ここ で も 、 誰 か が 殺さ れる の は 邪悪 な 殺人 者 の せ 
い だ け で ある 。 岩 棚 れ な どか ら 命 を 救う 場合 、 道 を 塞ぐ こと は 許さ れる が 、 上 で 説明 し た よう に 、 

強姦 魔 を 殺す こと が ミツ ヴァ で ある よう に 、 こ れ は 救助 と は 呼ば ず 殺 人 で あり 、 こ の よう な 状況 で 
道 を 泰 ぐ こと は 禁じ られ て いる 。 これ は 単に 他人 を 傷つけ る こと で あり 、 自分 を 救う こと で は な い 。 


そし て 、「 イ グロ ス ・ モ シェ 」( ヨ レ ・ デ ア 1., 440) に 明確 に 書か れ て いる : 


し た が っ て 、 私 の 考え で は 単純 な こと だ が 、 も し 誰か が 救 わ れ な いよ うな 行為 を 強要 され た 場合 、 
例え ば 、 誰 か が 穴 に 落ち て 、 そ こ に 桶 子 が あり 、 桶 子 を 外す よう に 強要 され た 場合 、 そ れ を する よ 
り も 殺さ れる べき で あり 、 そ れ 自 体 は 殺人 の 禁止 で は な いと し て も 、 死 を 引き 起こ し て いる こと に 
変わ り は な いか ら で あ る 。 


バ ヴ ァ ・ メ ツィ ア の ゲ マ ラ と の 比較 で は 、 次 の よう に な る : 


も し 殺人 者 が 、 水 を 与え ず 当 き で シメ オン を 死な せる た め に 、 自 由 に 手 に 入る 水 を 飲む よう に ル 
ベン に 言っ た と し た ら 、 ル ベン は 殺さ れる こと を 選び 、 水 を 飲ま な いこ と を 選ば な けれ ば な ら な い 。 
この 場合 、 ル ベン は 、 当然 危険 な 状況 で ある た め に 水 を 必要 と し な い の で 、「 自 分 の 命 を 守る 」 と 
は 主張 で き な い 。 


むし ろ 、 殺人 者 が その よう な 現実 を 作り 出し て いる の で あり 、 そ の 過程 で 一 人 が 殺さ れ た と し て 
も 、 殺 人 者 を 助け る こと は 禁じ られ て いる 。 実際 、 二 人 の 人 間 が 、 二 人 と も 、 あ る い は どちら か 一 
人 を 殺 そ うと し て いる 殺人 犯 か ら 逃 げ て いて 、 そ の 殺人 犯 に と っ て は どちら を 殺し て も 構わ な い の 
で あれ ば 、 た と え そ れ に よっ て も う 一 人 が 殺人 犯 に 殺さ れる こと に な っ て も 、 そ れ ぞ れ が 唯一 の 光 
げ 道 を 取る こと は 許さ れる 。 な ぜ な ら 、 彼 は 殺人 犯 を 助け て いる の で は な く 、 自 分 の 命 を 守る た め 
に 必要 な 行為 を し て いる の だ か ら で あ る 。 


他人 を 雇っ て 殺人 を 犯さ せる と いう 点 で は 、 逃 げ 道 を 寒 ぐ こと より も 少な い が 、 異 邦人 は マイ モニ 
デス に よれ ば 免除 され る と する の が チヌ ッ チ の 意見 で あり 、 一 方 、 明 確 に 逃げ 道 を 塞ぐ と いう 点 で 
は 、 マ イモ ニ デ ス は 前 述 の よう に 義務 を 負う と し て いる 。 


- これ は マイ モニ デス の サン ヘ ド リ ン 30a で も 証明 され て お り 、 マイ モニ デ ス は (「 土 地 は 私 の も の 
で ある 」 と いう 一 節 に つい て ) こ う 書 いて いる :「 何 も し て いな い 尊 人 者 の 場合 、 も し 彼ら が 彼 を 拘 
東 し て 赤ん坊 を 投げ つけ 、 赤 ん 坊 が 潰さ れ た と し て も 、 彼 は 身 を 投げ る 義務 は な い 。 な ぜ な ら 、 身 


162 


を 投げ な けれ ば 死ぬ と 脅 さ れ て いる か ら で あ る 。 同様 に 、 あ る ユダ ヤ 人 が 穴 に 投げ 込ま れ 、 強盗 
が 、『 彼 を 引き 上 げ な いよ うに 気 を つけ ろ 、 も し 引き 上 げ れ ば お 前 を 殺す 』 と 言っ た と すれ ば 、 彼 を 
引き 上 げ る 義務 は な い 」。 彼 の 言葉 か ら 、 彼 は 救 わ な いこ と を 許可 し て いる こと が わか る 。 それ 
は 、 行 うこ と を 控え る こと だ か ら で あ る 。 し か し 、 も し 彼ら が 彼 に 、 例 えば 、「 桶 子 を 取っ て 、 こ れ に 
よっ て 他 の ユダ ヤ 人 が 穴 か ら 上 る の を 妨げ ろ 」 と 言う こと に よっ て 救助 を 妨げ る こと を 要求 する な 
ら ば 、 そ の 行為 は 禁じ られ て いる (その 証拠 は 、「 ブ コル ・ ナ フシ ェ ( 魂 を 込め て ) 」8:7 に 書か れ て 
いる ) 。 


殺人 者 が その 意図 を 果たす の を 妨げ る 。 殺人 者 が 誰か を 殺す こと が で きる に も か か わら ず 、 そ 


の 人 を 組 す 代わ り に 、 そ の 人 に 他 の 人 の 道 を 塞ぐ よう に 命じ た 場合 、 そ の こと は その 人 に と っ て 
禁じ られ た こと で ある 。 
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異邦 人 に お ける 湖 の 中 の 魂 の た め の 脱 出 ル ー ト の 遮断 


次 に 、 異 邦人 に お ける 同じ ケー ス に つい て 説明 し よう : ハ ム は ヤ ペ テ に 命じ て セム の 逃げ 道 を 寒 
が せ 、 セ ム を 殺さ せ た 。 


ラビ の マハ ラ シ ュ に よれ ば 、 異 邦人 は 自分 を 救う た め に 、 偶 然 で あれ 故意 で あれ 一 人 を 殺す こと 
が 許さ れる 。 し た が っ て 、 ヤ ペ テ が そう する こと は 許さ れる 。 し か し 、「 道 を 分 ける 」 と いう ハラ ハ に 

よれ ば 、 異 邦人 が 自分 を 救う た め に 他人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 ユダ ヤ 人 の 間 で 禁じ られ 

て いる よう に 、 偶然 に 、 あ る い は 逃げ 道 を 塞い で 殺 す こと さえ 禁じ られ て いる の で ある 。 さ ら に 、 異 
邦人 が 誤っ て 道 を 寒い で 殺し た 場合 、 死刑 に な る こと は すでに 述べ た 。 こ の よう な 状況 で ユダ ヤ 

人 が 誤っ て 殺す こと が 禁じ られ て いる の で あれ ば 、 異 邦人 の 間 で この よう な 殺人 は 許さ れ 、 改 意 

に す こと は 禁じ られ て いる と 区 別 す る こと は 、 さ ら に 禁じ られ て いる こと に な る 。 


- (27) 殺 人 を 犯す 意思 が ある か どう か 疑わ し い 場 合 、 あ る い は 殺人 を 犯 そ うと し て いる こと に まっ 
た く 気づい て いな い 場 合 、 ユ ダ ヤ 人 の 文脈 で は 、 自 分 の 命 を 犠牲 に する 義務 を 伴う 重大 な 違反 
に お ける 不 確 実 性 の 法 的 側面 を 考慮 する 必要 が ある 。 こ れ に つい て は 、「 レ スポ ン サ ・ ト ゥ ブ ・ タ ア 
ム ・ ヴ ァ ・ ダ アト 」( マ ハラ シュ ・ ク ルー ガー 著 ) の 第 1 巻 128 章 を 参照 の こと 。 異邦 人 の 場合 は 、 間 
違い な く 許さ れる 。 彼ら に と っ て 、 生命 に 危 娠 が 及ぶ 可能 性 の ある 状況 で の 殺人 の 禁止 は 、「 人 
と その 仲間 と の 間 」 の 原則 か ら 生 じ る も の で あり 、 本 質 的 に は 「 一 人 の 人 間 が 他 の 人 間 に 対 し 

て 」 主 張 す る も の で ある 。 し た が っ て 、「 仲 間 か ら 引 き 抜く 者 」 と いう 概念 に 基づい て 判断 され る べ 
き で ある 。 道 を 寒 ぐ こ と を 禁止 する 者 は 、「 仲 間 か ら 奪 う 者 」 で あり 、 そ の 言葉 を 証明 し な けれ ば な 
ら な い 。 不 確実 な 場合 、 彼 の 言葉 は 証明 され な い の で 、 相 手 が 自 己 防 衛 の た め に 道 を 寒 ぐ こと 
は 許さ れる 。 


- (28) 注意 すべ き は 、 天 災 か ら 救 われ た 者 が それ に 乗じ て 人 を 殺し た と し て も 、 救 われ た 者 の 行 
為 が 禁じ られ た こと に は な ら ず 、 そ の 者 が 「 前 世 」 を 主張 し て 救い の 道 を 歩む こと は 許さ れる と い 
うこ と で ある 。 例え ば : ル ベ ン が シモ ン を 殺 そ うと 追い か け て きた 。 シモ ン が 殺人 鬼 ル ベン か ら 交 
れる 方 法 は た だ 一 つ 。 同じ 頃 、 岩 崩れ が 自然 発生 し 、 レ ヴィ が 危険 に さら され る 。 レヴ ィ が 岩 月 れ 
か ら 逃 れる 唯一 の 方 法 は 、 シ モン が ル ベ ン か ら 逃 れる た め に 使え る の と 同じ 道 で ある が 、 ど ちら 
か 一 方 が そこ を 通る と 、 その道 は 破壊 され 塞 が れ 、 も う 一 方 は そこ を 通る こと が で き な く な る 。 こ 
の 場合 、 レ ヴィ は 殺人 者 を 助け た の で は な く 、 自 分 の 命 を 救っ た の で ある 。 し た が っ て 、 彼 が 「 前 
世 」 を 主張 する こと は 許さ れる 。 私 た ち が 禁 じ て い る の は 、 人 殺し を 助け た 結果 、 自 分 の 命 が 助 
か っ た 場合 に の み 人 殺し を 助け る こと で あり 、 人 殺し を 助け た 結果 、 自 分 の 命 が 助 か ら な か っ た 
場合 に は 人 殺し を 助け な いこ と で ある 。 


まとめ る と 、 私 た ち が 許 可 し て いる 、 自 分 を 救う た め に 水 を 飲ん だ り 道 を 寒い だ りす る こと は 、 自 
分 自身 を 危険 か ら 救う 場合 の み で あり 、 他人 に 危害 を 加え る 場合 は 許さ れ な い 。 も し 殺人 者 が 、 
自分 を 救う た め に 不 注意 に も 殺さ な けれ ば な ら な い 状 況 を 作り 出し た と し た ら 、 そ れ は 他人 へ の 
危 天 と な り 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で も 異邦 人 の 間 で も 岐路 の 控 に 従っ て 、 あ な た が そう する こと は 禁じ ら 
れ て いる 。 
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異邦 人 の 殺人 と イス ラ エ ル の 安息 日 違反 の 比較 


イス ラ エ ル で は 、 命 の 危険 が ある 場合 に 道 を 塞ぐ こと が 禁じ られ て いる 理由 が わか る 。 し た が っ 
て 、 た と え 故 意 で な く と も 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 が 助 か ら な いよ うな 違反 は 禁じ られ て いる 。 


し か し 、 私 た ち が 異 邦人 に つい て 書い た こと は 一 見 難し い : 上 記 で 私 た ち は 、 異 邦人 が 姦淫 に 
よっ て 自分 に 危害 を 加え た 他 の 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる と 学ん だ 。 な ぜ な ら 「 前 世 」 を 主張 で 
きる か ら だ 。 そし て 私 た ち は こ れ を 、「 前 世 の 財 産 」 を 主張 する こと が 許さ れる 世俗 的 な 国家 か ら 
学ん だ 。 そし て 、 加 害 者 の 財産 に 危害 を 加え る こと も 許さ れる (すべ て の 禁止 は 論理 的 な 観点 か 
ら の も の で あり 、 殺 人 に お ける 物質 的 な 観点 か ホ ら の も の で は な いか ら で あ る ) 。 


経済 的 損失 で 道 を 塞ぐ こと に つい て 述べ た と き 、 も し シモ ン が 道 を 塞 が な けれ ば 経済 的 損失 が あ 
る 場合 、 シ モン が 道 を 寒 ぐ こと は 許さ れる と 書い た 。 こ の 法則 は 、 も し 悪人 レヴ ィ が シモ ン に 対し て 
道 を 寒 が な けれ ば 危害 を 加え る と 脅し 、 そ の よう に し て レヴ ィ が 危害 を 加え よう と し て いる ル ベ ン 
の 道 を 寒 ぐ 場 合 に も 当て は まる と 説明 し た 。 


そう で あれ ば 、 金 銭 的 な 問題 で は 、 シ モン が 人 金銭 的 な 利害 関係 を 持つ 場合 、 た と え そ の 利害 関 
係 が 悪い 者 の 強要 か ら 生 じ た も の で あっ て も 、「 道 」 を 窪 で こと が 許 され る こと に な る 。 し か し 、 異 
邦人 の 命 に 関し て は 、 た と え 命 を 救う こと に 関心 が あっ た と し て も 、 邪 悪 な 強制 が あっ た 場合 に 
は 、 道 を 寒 ぐ こと は 禁じ られ て いる ( 道 を 寒 が な けれ ば 、 邪 悪 な 者 に 殺さ れる ) 。 彼 の 利益 は 妨げ 
られ る 者 の 利益 に 優先 し な い 。 な ぜ 人 金銭 的 な 問題 で は 妨げ る 側 の 利益 が 優先 され 、 命 に 関わ る 
間 題 で は 妨げ られ る 側 の 利益 が 優先 され る の か 。 言い換え れ ば : な ぜ 人 金銭 的 な 問題 で は 、 道 を 
春 ぐ 禁止 を 強要 する 者 の 利益 で は な く 、 損 を する 強要 され る 者 の 利益 に 従う の だ ろう か 。 一 方 、 
人 生 に 関す る 間 題 で は 、 禁 止 を 強要 する 者 の 利益 に 従う の で あっ て 、 自 分 を 救う 強要 され る 者 の 
利益 に は 従わ な い の だ ろう か 。 


これ を 理解 する た め に は 、 金銭 的 な 損失 が な い 場 合 の 道 を 塞ぐ こと の 禁止 を 、 ユ ダ ヤ 人 の 場合 
と 異邦 人 の 生活 に 関す る 場合 と で 比較 する 必要 が ある 。 ど ちら の 場合 も 道 を 泰 ぐ こと は 禁じ られ 
て いる が 、 そ の 理由 は 異な る 。 


経済 的 な 問題 で は 、 禁 止 の 理由 は シャ バ ( 安 息 日 ) を 守る こと で あり 、 守 る 者 に 経済 的 な 損失 が 
ある 場合 、 こ の ミツ ヴァ は 無効 に な る 。 


し か し 異邦 人 の 場合 は 、 道 を 塞ぐ こと が 殺人 と みな され る か ら で あ る 。 死 を 引き 起こ すこ と は 禁じ 
られ て お り 、 間 違い な く 、 そ うす る 者 は 「 前 世 」 を 主張 する こと は で き な い 。 


ここ か ら は 、 誰 か が 強要 され 、 道 を 塞ぐ こと を 余儀 な くさ れ た 場合 に 戻る : 


この よう な 状況 に ある ユダ ヤ 人 の 金銭 的 な 間 題 に お いて は 、 失 われ た も の と し て の 安息 日 の 戒 
律 は 無効 と な る 。 し た が っ て 、 そこ で は 強制 され た 個人 の 意志 に 従っ て 行動 する こと が 許さ れる 。 


し か し 、 生 死に 関わ る 問題 に お いて は 単なる 戒律 違反 で は な く 、 禁止 され て いる 行為 で ある 。 道 
連れ の 探 に に よれ ば 、「 マ イ ・ チ ャ ツィ ッ ト 」( ? ) ( 死 の 危険 に さら され て いる 人 ) で ある 。 つま り 、 道 を 
春 い で 殺人 犯 を 助け る こと は 、 人 行為 に 加担 する こと に な る 。 一 方 、 強 姦 魔 を 金銭 的 な 問題 で 
助け る た め に 道 を 寒 ぐ こと は 、 自 分 が 損失 を 被る の で あれ ば 守る 義務 は な い 戒 律 違反 で ある 。 
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異邦 人 の 魂 イス ラ エ ル が 任命 事例 


禁じ られ た グラ マ で の 殺人 禁忌 、 シ ャ バッ ト 、 損 失 油 注 ぎ な し に 他 の 道 を 寒 ぐ 


許可 され た 、「 前 世 」 それ は 許さ れる こと で あり 、 損 | 反対 車線 を 泰 ぐ の は 、 金 と 命 
失 で あり 、 以 前 で ある を 失う か ら だ 


人 殺し を 助け る こと は 殺人 と | 許可 され た 、 私 か ら 、 以 前 強姦 魔 に 脅 さ れ て 他殺 を 阻 
定義 され る し 、 殺 人 に 参加 す 止 

る と き に 「 私 の 前 世 」 と は 言え 

な い 


ニ つ の 方 法 で ビン を 阻止 する こと は 不可 能 で ある 。 安息 日 に 落と し 物 を 拾う こと は 禁じ られ て い 
る 。 故意 に 危害 を 加え る こと は 禁じ られ て いる 。 二 つ 目 の 方 法 は 、 命 や 金銭 的 な 損失 を 阻止 する 
こと で ある 。 私 の 落し 物 は 許さ れ 、 そ れ が 優先 され る 。 イル マ が 他 の 人 が 通れ な いよ うに 道 を 春 
い だ の で 、 命 が 何より も 大 切 で ある 。 一 夫 一 婦 制 は 許さ れ 、 殺 人 は 存在 する 。 組 人 を 阻止 し 、 目 
め る こと が 可能 な 場合 、 殺 人 者 を 助け る こと は 禁じ られ て いる 。 殺人 の 参加 者 は 殺人 者 と みな さ 
れる 。 


異 邦 人 と し て の 殺人 と 、 イ スラ エル 人 と し て の 殺人 の 比較 


殺人 行為 に 加わ る こと は 、 た と え そ れ が 公 の 場 で 行わ れ た と し て も 、 殺 人 行為 に 参加 する こと で 

ある と よく 定義 し た 上 で 、 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 間 の 「 も し も 」 論 争 に お いて 、 別 の 結論 に 

達し た : イス ラ エ ル で は 、「 も し も 」 の 議論 と は 、「 返 さ ず 、 何 も し な い ('return and do not do') 」 こ と 
を 意味 する 。 こ の 行為 か ら ユ ダ ヤ 人 の 魂 と いう 利益 を 得 ら れ な い 限 り 、 罪 を 犯さ な い 方 が よい 。 し 
た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 殺さ れ そ うに な っ た 場合 に は 何 も し な い 方 が よい 。 


し か し 異邦 人 の 間 で は 、 す で に 説明 し た よう に 、「 何 を 見 た か 」 と いう 議論 は 二 人 の 人 間 の 主張 で 
ある 。 一 方 が 他方 に 対し て 主張 する と き 、 一 方 は その 人 が 本 当 に いて も 許さ れる 場所 に いる か ど 
うか を 確認 し な けれ ば な ら ず 、 も う 一 方 は 生き る た め に 害 を 加え よう と する 人 で ある 。 一 方 が 他方 
の 上 に 倒れ て も 、 他 方 は 「 何 を 見 た 」 と 主張 で き な い こと は すでに 見 た 通り で ある 。 彼 は 危害 を 加 
える 者 で あり 、 彼 の 危害 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる 。 こ の 理屈 は 、 あ る 人 が 尊 人 者 の 行為 を 助 
け て いる 場所 に いる 場合 に も 正しい 。 異 邦人 が 殺人 者 の 行い を 助け る と き 、 彼 は 「 私 の 前 世 」 を 
主張 する こと は で きず 、 し た が っ て 「 あ な た は 何 を 見 た の か 」 を 主張 する こと も で き な い 。 例え ば : 
ハム は セム を 殺す た め に ヤ ペ テ を 縛っ て 道 を 寒い だ 。 セム が 助かる 唯一 の 方 法 は 、 ヤ ペ テ を 殺 
し て 道 を 塞 が な いこ と だ 。 ユダ ヤ 人 の 間 で は 、 こ れ は 禁じ られ て いる 。 ユダ ヤ 人 の 命 を 得る こと は 
で き な い の で 、「 座 っ て 何 も し な い 」。 し か し 異邦 人 の 間 で は 、 ヤ ペ テ は セム に 対し て 「 何 を 見 た の 
か 」 と 主張 する こと は で き な い 。 セム は 彼 に こう 答え る か ら だ : あ な た は 私 に 危害 を 加え て いる 、 あ 
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な た は 休 し を 助け る 場所 に いる 、 あ な た の 存在 が 責任 ある 者 に 危 娠 を 加え 、 傷 つけ て いる と き 
に 「 私 の 過去 の 人 生 」 を 主張 する こと は で き な い 。 


- 上 記 で は 、「 シ ェ ベ ト ・ ミ ・ イ エフ ダ 」( ラ ビ ・ イ ッ サ ー・ イ エフ ダ ・ ウ ンタ ー マ ン ) の 言葉 を 紹介 し た が 、 
彼 は 力ずく で 倒れ て きた 他 の ユダ ヤ 人 を 殺す こと を 認め て いる 。 彼 の 言葉 に よれ ば 、 道 を 泰 い だ 
者 な ど を 殺す こと は 許さ れる と 言う の は 難し い 。 ユダ ヤ 人 の 間 で これ を 禁止 する 理由 が ある の で 
あれ ば 、 い ずれ に せよ 命 が 槍 われ る の だ か ら 、 な ぜ 禁 忌 を 犯さ な けれ ば な ら な い の か ? (上 記 の 
ユダ ヤ 人 の 「 マ イ ・ チ ャ ジッ ト 」 の 根拠 の 説明 の 通り で ある ) 。 と いう わけ で 、 人 の 体重 が 何 か を 引 
き 起こ す 場 合 、 そ れ は 損害 賠償 の 問題 で あり 、 行為 と し て の 殺人 と みな す 、 と いう の が 彼 の 意図 
の よう だ 。 この こと に つい て は 、「 マ ・ ゼ ・ ウ ・ ゲ ラマ ・ バ ・ ハ ラ カ 」 (ラビ ・ レ ヴィ ・ イ ツァ ク ・ ハ ル ペ リン 
著 ) の 第 7 部 (お よび 彼 の 著書 「 マ アリ ヨ ・ べ ・ シ ャ バト 」(Ma'aliyot be-Shabat の 第 七 章 ) を 参照 さ 
れ た い 。 も し そう な ら 、 その 場合 、 そ の 人 は 追っ 手 と みな され る 。 し か し 、 道 を 塞い で いる だ け の 場 
合 は 、 行 為 を し て いる わけ で は な い の で 、 強 制 さ れ た 場合 は 追っ 手 と は 呼べ な い 可 能 性 が ある 。 
な ぜ な ら 、 双 方 が 強制 され 、 互 い を 危険 に さら し て いる の で あり 、 他 方 より 悪い 行為 を し て いる 者 
は いな いか ら で あ る 。 いずれ に せよ 、 彼 の 言葉 に よれ ば 、 異 邦人 の 間 で は この よう な 区 別 は な 

く 、 彼 ら の 間 で は 、 た と え 行 為 を し て いな く て も 道 を 寒い で いる 人 を 殺す こと は 許さ れる 。 


- 異邦 人 の 間 で は 、 強制 さ れ た 異邦 人 が 行為 を し て いる か どう か は 重要 で は な いか ら だ 。 異 邦人 
の 間 で は 、 間 題 は 結果 で ある 。 し た が っ て 、 彼 ら の 間 で は 、 攻 撃 者 か ら 逃 げ る た め に 道 を 寒 ぐ こと 
が 禁じ られ て いる な ら ば 、 道 を 泰 い で いる 人 を 殺す こと も 許さ れる 必要 が ある 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 
その 人 が 他 者 に と っ て 有害 で ある こと を 証明 する か ら で あ る (財産 法 に お いて 、 あ る 行為 を し て い 
る 人 と そう で な い 人 を 区 別 す る 場所 が な い の と 同じ よう に 、 損害 か ら 身 を 守る 許可 を 得る た めで 
ある ) 。 これ は ユダ ヤ 人 と は 対照 的 で 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で は 、 強 制 さ れ た 人 が 行為 を し て いる か どう 
か が 問題 と な り 、 そ の 体重 が 有害 で ある 場合 、 そ の 体重 が 行為 と みな され る と 、 そ の 人 は 禁止 行 
為 を し て いる こと が 判明 し 、 追 っ 手 と みな され る 。 細部 の 異な る 例 を いく つも 挙げ る こと が で きる 
が 、 ど の 例 に も 同じ 原則 が ある : イ フタ ハ の 存在 が 犯人 を 煽動 し て シモ ン を 殺 そ うと する と き 、 シ モ 
ン が イフ タ ハ を 殺し て 生き 残る こと は 許さ れる 。 この 場合 、 イ フタ ハ が 強制 され 、 何 もし な いこ と は 
問題 で は な い : も し 彼 が 殺人 を 犯す よう な 場所 に いれ ば 、「 前 世 」 や 「 何 を 見 た か 」 を 主張 する こと 
は で き な い 。 い や 、 彼 ら の 間 題 に 対す る 警 約 書 の よう な も の だ 。 
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細部 が 異な る 例 を いく つも 挙げ る こと が で きる が 、 そ の すべ て に 一 つの 原則 が ある : ヤ フェ ト の 存 
在 が 殺人 者 に セム を 殺す よう 促す 場合 、 ヤ フェ ト を 殺し て 助かる こと が 許さ れる 。 この こと に 関し 
て は 、 ア ノ ス が 話し て も 、 行 為 を し な く て も 問題 に は な ら な い : も し アノ ス が 殺人 を 犯し た 場所 に い 
る の な ら 、「 私 の 前 世 」 や 「 あ な た は 何 を 見 た の か 」 を 主張 する こと は で き な い : あな た が ここ に い 
な けれ ば 、 あ な た は 死ぬ こと は な か っ た 。 あな た の 存在 が 殺人 者 を 助け る と き 、 あ な た は 「 私 の 前 
世 」 を 主張 する こと は で き な い 。 し た が っ て 、 救 われ る た め に そこ で 彼 を 殺す こと は 許さ れる 。 


私 は 彼ら の 人 質 だ 
例 を 挙げ れ ば きり が な い : 


ハム は ヤ フ ェ ト を 人 質 と し て セム に 向かっ て 銃 を 撃つ 。 セ ム は 、 ヤ フェ ト に 危害 が 加え られ て も 、 
ハム に 向かっ て 銃 を 撃つ こと を 許さ れる 。 ヤ フ ェ ト は 殺人 者 を 助け る 立場 に あり 、「 前 世 」 を 主張 す 
る こと は で き な い 。 


- ベリ シテ 人 は 彼 を 見 か けた の で 、 友 人 の 金 で 自分 を 救う と は どう いう こと か と 尋ね た 。 彼ら は 彼 
に 言っ た :「 友 人 の 金 で 自分 を 救う こと は 禁じ られ て いる 」。 そし て ト サ フ ォ ト は そこ で こう 説明 し た : 
「 彼 は 、 潜 在 的 な 危険 か ら 身 を 守る と き に 、 お 金 を 払う 義務 が ある か どう か を 尋ね た の で ある 」。 
さて 、 ダ ビデ が 何 を 疑っ て いた の か を 理解 する 必要 が ある 。 彼 は また 、「 器 を 壊し た 追っ 手 .…… す べ 
て の 人 は 自分 の 友人 の 人 金 で 自分 を 救う 義務 が ある 」 と いう 控 を 好 っ て いた の だ ろう か ? ( バ ヴ アァ ・ 
カン マ 18b : サン ヘ ド リ ン 78a) 。 そし て 、「 器 を 壊し た 追っ 手 」 の 律 法 で は 、 ダ ビデ 王 に と っ て 、「 器 を 
壊し た 追っ 手 」 が 、「 自 分 の 金 で 自分 を 救う 義務 が ある 」 こ と は 明白 で あっ た と 説明 し て いる よう で 
ある 。 ダビ デ 王 に と っ て は 、 友 人 の 金 で 助かっ た の だ か ら 、 追っ手 に 義務 が ある の は 当然 で あ 
り 、 払 わな い 理 由 は な い 。 し か し 、 ダ ビデ が 不安 だ っ た ケー ス で は 、 ペリ シテ 人 が 机 を 悪用 し て 危 
害 を 加え 、 そ の 助け を 借り て 殺し た 。 こ の よう な 場合 、 ダ ビデ は ペリ シテ 人 が 棚 を 害 の 一 部 に 変え 
た と 考え た 。 し た が っ て 、 追っ 手 は ここ で 害 を 及ぼ す 主 体 に 対し て 行動 し た の で あり 、 その 代償 を 
払う 義務 は な い 。 道 を 切り 開い た 場合 の 説明 と 同様 、 殺 人 の 助力 者 を 殺す こと は 、 た と え そ の 協 
力 者 が 不 本 意 で あっ た と し て も 許さ れる 。 ダ ビデ が 受け た 答え は 、 異 邦人 の 生活 に 関し て は その 
よう な 理屈 が あっ て も 、 支 払い に 関し て は 適用 し な いと いう も の だ っ た 。 金銭 の 問題 は 所 有 者 が 
決め る こと で あり 、 棚 の 所 有 者 は 自分 の 欄 を 禁止 され た 場所 に 置い た わけ で は な い の で 、 自 分 
の 身 を 守る た め に 棚 に 害 を 与え た 者 は 支払 う 義 務 が ある (イス ラ エ ル に お ける 財産 の 損失 と 、 異 
邦人 に 関す る 生活 の 探 の 区 別に つい て は 上 で 明らか に し た 通り ) 。 命 が お 金 よ り 優先 され る た 
め 、 自 分 を 守る た め に 棚 を 傷つけ る こと が 許さ れる こと は 明らか で ある が 、 そ の 後 、 所 有 者 に 支 
払わ な けれ ば な ら な い ( こ の ゲ マ ラ に つい て の コメ ント は 18 項 参照 ) 。 例えば: ハム が ヤ フ ェ ト を 人 
質 に し て 、 セ ム に 向かっ て 発砲 し た 。 セ ム は 、 ヤ フ ェ ト に も 危害 が 及ぶ と し て も 、 ハム に 向かっ て 
撃つ こと が 許さ れる 。 ヤ フ ェ ト は 殺人 者 を 助け る 立場 に あり 、「 前 世 」 を 主張 する こと は で き な い 。 


- 大 勢 の 人 が 集まる 中 、 ハム が セム に 向かっ て 発砲 する 。 セム は 発砲 元 を 特定 し よう と 奮闘 し 、 
身 を 守る た め に 応戦 する 。 セ ム は 、 ハ ム に 危害 を 加え る た め に 追加 の 人 々 を 撃ち 殺す こと が 許さ 
れる 。 これ ら の 人 々 は 殺人 を 犯す ハム を 助け て お り 、 セ ム に 対し て 「 前 世 」 を 主張 する こと は で き 
な い 。 ハム が セム を 殺す に は ライ フル が 必要 で ある 。 彼 は 一 人 で は ライ フル に 手 が 届 か な い の 
で 、 ヤ フェ ト に 「 荷 物 」 を 持っ て くる よう に 頼む 。 ヤ フェ ト は 、 ハム に 小包 を 渡す こと が 、 セ ム を 殺す 
た め の ラ イフ ル を 渡す こと に な る と は 知ら な い 。 セム が 身 を 守る に は 、 ヤ フェ ト を 殺し て ライ フル を 
渡さ な いよ うに する し か な い 。 セム は 、 ヤ フ ェ ト が 殺人 犯 の 手助け を し て いる の だ か ら 、 こ れ を 許さ 
れる 。 た と え ヤ フェ ト に 自覚 が な く 無実 で ちあ っ た と し て も 、 殺 人 者 を 助け る と いう 状況 に お いて は 、 
「 前 世 」 と いう 防御 は 主張 で き な い 。 し た が っ て 、 セ ム は 彼 を 殺す こと が 許さ れる 。 
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ペレ ク ・ シ ラ で は 、 異 邦人 が 友人 を 殺す こと を 禁じ て いる 。 こ の 探 は 、 誰 か が 道路 を 塞い だ り 、 公 
共 の 場所 を 占拠 し た り し た 場合 な ど 、 偶 然 に 誰か が 殺さ れ た 場合 に も 適用 され る 。 一 方 、 殺 人 犯 
は いな い が 、2 人 の 人 間 に 通 常 の 危険 が あり 、 逃 げ 道 が 一 つ し か な い 場 合 は 、 た と え 相 手 を 殺す 
こと に な っ た と し て も 、 その 道 を 選ぶ こと が 許さ れる と 説明 され た 。 こ れ を 「 前 世 」 の 法則 と いう 。 


殺人 犯 を 助け た 者 が 正当 防衛 を 主張 する こと は で き な い と 「 岐 路 」 の 意見 書 で 説明 し た 。 こ の 法 
則 は 、 殺 人 犯 を 助け る 人 が 、 殺 人 犯 を 助け る つも り は な く 、 た だ 自分 を 救 お うと し て いる だ け で 
あっ て も 適用 され る 。 また 、 助 け な け れ ば 暴力 を 振る うと 脅 さ れ た 場合 な ど 、 力 づく で 殺人 犯 を 助 
けた 人 は 、 正 当 防 衛 を 主張 する こと は で き な い 。 こ の よう な 理由 か ら 、 生 き 残る た め に 殺人 者 を 
助け る 人 を 殺す こと は 許さ れる 。 


「 岐 路 」 の 意見 要約 


別れ は 、「 誰 々 を 殺さ な けれ ば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 に 異 邦 人 が 友人 を 殺す こと を 禁じ て いる 。 
この 法則 は 、 差 し 押さ え に よ る 有 貢 殺人 の 場合 に も 当て は まる と 説明 し た 。 立ち 入り 禁止 や 通行 
止め な ど : 一 方 、 殺 人 犯 が いな い 場 合 は 危険 で ある こと が 明らか に な っ た 。 年 月 に 慣れ 、 唯 一 の 
救い の 道 で ある 「 前 世 」 の 状態 か ら 道 を 歩む こと が 許さ れる 。 岐路 の 意見 で 、 殺 人 犯 を 助け る 者 
は 「 前 世 」 の 法 を 主張 で き な い と 説明 し た 。 こ れ は 、 た と え そ の 人 が 殺人 犯 を 助け る つも り は な く 、 
た だ 自分 を 救う た めで あっ た と し て も 同様 で ある 。 殺人 犯 を 助け る 者 は 、 そ の よう な 殺人 犯 を 知ら 
ず 、 庄 っ て 何 も し な か っ た と し て も 、「 私 の 前 世 」 や 「 あ な た は 何 を 見 た の か 」 を 主張 する こと は で き 
な い 。 こ の た め 、 救 われ る た め に 尊 人 者 の 助っ人 を 殺す こと は 許さ れる 。 


- ヤ フ ェ ト は 実際 に は 知ら な いこ と で 強要 され て いる に も か か わら ず 、 彼 の 知識 の 欠如 が 殺人 に 
加担 し て いる 。 し た が っ て 、 彼 の 知識 の 欠如 は 殺人 を 助け た と みな され 、 彼 は 「 前 世 」 を 主張 する 
こと が で き な い ( 道 で 人 を 縛っ て 縛っ た 人 が 、 無 自覚 で ある に も か か わら ず 殺 人 を 助け た の で 、 

「 前 世 」 を 主張 で き な い の と 同じ で ある ) 。 これ は 、 自 分 の いる 場所 が 他人 の 「 行 く 手 を 阻 み 」、 そ 
の 人 が 自然 の 危険 か ら 逃 れる の を 妨げ て いる こと を 知ら な い 人 と は 対照 的 で ある 。 その 場合 、 彼 
は 「 前 世 」 を 主張 し て いる の で 、 彼 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 し た が っ て 、 私 も 知ら な い の で 強 
要 さ れ て いる の で あり 、 あ な た の 強要 と 変わ ら な い 。 
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異邦 人 の 癒し 


許可 、 異 邦人 に 
は 自己 犠牲 の 行 
為 は な い 


禁忌 、 サ ブラ は 
禁じ られ た 


禁忌 、「 私 は 何 を 
見 た の か 」 と いう 
主張 


要約 


誰 々 を 殺さ な け 
れ ば お 前 を 殺 
(異邦 人 同士 ) 


許可 、 異 邦人 に 
は 自己 犠牲 の 行 
為 は な い 


許可 、 異 邦人 に 
は 自己 犠牲 の 行 
為 は な い 


禁忌 、「 私 は 何 を 
見 た の か 」 と いう 
主張 


人 類 に と っ て 有 


許可 、 異 邦人 に 
は 自己 犠牲 の 行 
為 は な い 


許可 、 異 邦人 に 
は 自己 犠牲 の 行 
為 は な い 


許可 、 無 害 で あ 
る 「 見 な か っ た 」 
と 言え る か ? 


人 殺し か ら 救 う 
こと で 防ぐ (異邦 
人 同士 ) 


許可 、 異 邦人 に 
は 自己 犠牲 の 行 
為 は な い 


許可 、 異 邦人 に 
は 自己 犠牲 の 行 
為 は な い 


許可 、 殺 人 犯 の 

助力 者 「 知 ら な 

か っ た 」 は 通用 し 
な い 


マハ ラ シ ュ 


(単純 に ) 


道 を 分 ける 方 法 
(パル シャ ッ ト ) 


ラビ ・ ヨ セ フ ・ イ ツ ハ ク と セ フ ァ ー・ ハ ・ エ シュ コル は 、 殺 人 者 か ら 逃 れる 唯一 の 方 法 が それ で ある 
合 、 異 邦人 が 殺人 者 に 利用 され た り 隠 され た り し て いる 人 に 危害 を 加え る こと は 許さ れる と い 
う 意 見 で 一 致し て いる 。 ラビ ・ ヨ セ フ は 、 異 邦人 が 自分 を 救う た め に 他人 を 殺す こと を 認め て いる 
の で 、 彼 の 意見 に よれ ば これ は 許さ れる 。 セ フ ァ ー・ ハ ・ エ シュ コル は 、 確 か に 異邦 人 が 「 誰 々 を 
殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 に 殺す こと を 禁じ て いる が 、 彼 の 意見 に よれ ば 、 こ れ は 
「 私 は 見 な か っ た 」 と いう 弁明 に 基づく 禁止 で あり 、 殺 人 者 を 助け る 者 は 殺人 の 共犯 者 で ある た 
め 、「 見 な か っ た 」 と 主張 する こと は で き な い 。 付録 AN: さ ま ざ ま な 教典 に お ける 人 命 救助 と 治癒 の 
区 別 。 次 章 の 冒頭 で す ル ・ ソ マヤ ハ (Ohr Somayach) が 述べ た 説明 の 中 で 、 罪 を 犯し て 癒さ れ た 


人 と 、 罪 を 犯す よう に 強要 され た 人 の 区 別に つい て 述べ た 。 


癒し と 強制 の 間 の この 区 分 は 、 さ ま ざ ま な シナ リオ で 提示 され た : 異 邦人 の 間 で 、「 オ ル ・ ソ マヤ 
ハ 」 の た め に 殺人 の 自己 犠牲 の 義務 、 強 制 の 下 で 三 つ の 重罪 を 犯し た 者 へ の 罰 、 ヨ ム ・ キ プー ル 
期間 中 の 食事 や 非 コ ー シ ャ 食品 に 対す る 祝福 、「 タ リュ フ ・ タ ヴィ ン 」( 理 解す る まで 中 断 す る ) と い 
う 条 件 付き で の 販売 。 さ ら に 、 強姦 の 場合 の 金銭 的 補償 に 関し て も 同様 の 区 分 が 言及 され て い 
る 。 し か し 、 こ れ ら の ケー ス の 分 割 に 使用 され る 用 語 は 、 こ れ か ら 説 明 す る よう に 同一 で は な い 。 
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付録 A 
自己 犠牲 の 義務 - 異邦 人 に お ける 様々 な 問題 
オル ・ ソ マヤ ハ に よれ ば 、 殺 人 の 場合 の 自己 犠牲 の 積極 的 義務 は 異邦 人 の 方 が 軽い 。 


(本 章 の セク ショ ン B で ) オ ル ・ ソ マヤ ハ に よれ ば 、 異 邦人 は 治療 の た め に 他人 を 殺す こと を 防ぐ た 
め に 自己 犠牲 を 払う 義務 が ある が 、 救 い の た め に 自己 犠牲 を 払う 場合 に は その 義務 は な いと 説 
明 し た 。 その 根拠 は 、 癒 し の 場合 、 殺 され た 側 は 「 な ぜ 自 分 の 利益 の た め に 私 を 殺す こと が 許さ 
れ な けれ ば な ら な い の か 」 と 主張 する か ら で あ る 。 し か し 救い の 場合 は 、 殺 され る 側 に 対し て 、 

「 あ な た の 存在 は 私 に 害 を 及ぼ す 。 こ の よう な 状況 で は 、 あ な た は 私 が あな た を 殺す 権利 に 反論 
で き な い 」 と 言う こと が で きる の で 、 こ の 議論 は 成り 立た な い 。 こ の 理論 的 根拠 は 、 自 己 保存 の た 
め の 尊 人 を 認め る も の で ある 。 


自己 犠牲 の 義務 - 異邦 人 の 安易 な 殺人 


適切 な 通告 が あれ ば 殺人 が 許さ れる この 理屈 は 、「 オ ル ・ ソ マヤ ハ 」 で 明らか に され て いる よう 
に 、「 プ ロニ を 殺さ な けれ ば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 に も 当て は まる 。 誰か が 他人 の 危険 か ら 逃 れ 
る 道 を 寒い だ 場合 に は 、 な お さら 適用 で きる 。 道 を 寒い で いる 者 を 殺せ と いう 明確 な 脅し や 命令 
は な い が 、 そ の 者 の 存在 は 危険 に さら され て いる 者 に 害 を 及ぼ す 。 こ の よう な 場合 、 危 険 に さら さ 
れ て いる 者 は 、「 あ な た の 存在 の た め に 、 な ぜ 私 が 死な な けれ ば な ら な い の か 」 と 主張 する こと が 
で き な い の で 、 妨 害 者 を 殺す こと が で きる 。 まとめ る と 、 通 告 後 の 殺 人 の 許可 は 、「 プ ロニ を 殺せ 、 
さも な くば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 に 有効 で あり 、 誰 か が 他人 の 危険 か ら の 逃走 経路 を 妨害 する 
場合 に は 、 な お さら 適用 で きる 。 直接 的 な 脅迫 や 命令 が な い に も か か わら ず 、 妨 害 者 の 存在 に 
よっ て 引き 起こ され た 危害 は 殺害 を 正当 化す る 。 


- また 、 オ ル ・ ソ マヤ ハ は 、 強 姦 の 被害 者 が 特定 の 個人 に 危害 を 加え る こと を 明言 し た 場合 に の 
み 、 そ の 人 物 に 危害 を 加え る こと が 許可 され る と 主張 する こと は で き な い と いう 議論 も 取り 上 げ て 
いる 。 強姦 の 被害 者 の 言葉 が 許可 に な る と 主張 する 根拠 が な いか ら で あ る 。 私 た ち は 「 先 生 の 言 
葉 と 生徒 の 言葉 、 誰 の 言葉 に 従う か 」 と いう 原則 を 守っ て いる 。 し た が っ て 、 邪 悪 な 人 が 「 彼 が こう 
し ろ と 言っ た 」 と 言っ た と し て も 、 そ れ は 禁止 を 許す 正当 な 理由 に は な ら な い 。 
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強要 され て 三 つ の 罪 を 犯し た 者 へ の 視 


章 の グラ フ で 、 ラ ン バ ム の 言葉 の 矛盾 を 紹介 し た が 、 そ の 抜粋 を ご 覧 いた だ きた い 。 ラ ン バ ム の 
意見 で は 、 三 つの 罪 を 犯し た 後に 癒さ れ た 者 は 罰せ られ る が 、 殺 す と 脅す 強要 に よっ て 三 つ の 
罪 を 犯し た 者 は 死刑 に な ら な い 。 


この 区 別 の 説明 は 、 本 人 が 罪 を 犯す こと を 意図 し た か 否 か を 調べ る こと に ある 。 癒し の 場合 、 そ 
の 人 は 罪 の 行為 を 望ん で いる 。 違反 が な けれ ば 、 彼 は 病気 で 死ん で いた だ ろう 。 し か し 、 人 命 救 
助 の 場合 、 そ の 人 は 罪 の 行為 を 望ん で お ら ず 、 そ の 行為 が な いこ と を 望ん で いる 。 


同じ 原則 が 、 状 況 に よっ て 罪 を 犯さ ざる を 得 な か っ た が 、 そ の 罪 を 犯す に 至っ た 状況 が 存在 し な 
いこ と を 望ん だ 人 に も 適用 され る 。 例え ば 、 自 分 の 命 を 守る た め に 悪意 を 持っ て 他 の ユダ ヤ 人 を 
殺し た 。 殺害 し た 者 は 被害 者 が いな いこ と を 望ん だ の で 、 こ の 殺害 行為 は 強制 の 結果 と みな さ 
れ 、 人 禁止 され た 行為 を 行っ た と し て も 免責 され る 。 


- 右 ペ ー ジ (マル コ 16:4.9) で は 、 他 人 の 命令 で 他人 を 殺し て も 罰せ られ な い の に 、 安 全 な 道 に 立 
ち 寒 が る 人 に 危害 を 加え た 人 は 久 せ られ る と 理解 し て いる こと が わか る 。 し か し 、 相手 の 言う こと 
を 聞く こと が 禁じ られ て いる 以上 、 相 手 の 意志 や 命令 が 免責 の 理由 に な る と は 、 論 理 に 基づい て 
言う こと は 非常 に 難し い : 

「 ラ ビ の 言葉 と 生徒 の 言葉 、 私 た ち は 誰 の 言葉 を 聞く の か 」( 前 注 で 説明 ) 。 さら に 、 こ の 理解 に よ 
れ ば 、 次 の よう な ケー ス を 明確 に する 必要 が ある 。 ある 治療 を する よう に 両親 や 医師 か ら 強 く 迫 
られ て いる 愚者 が 、 彼 ら の 意見 に 同意 し た 後 、 そ れ が 偶像 崇拝 的 で ある こと を 知り 、 彼 ら が それ 
を する よう に 圧力 を か け 続 けた 場合 、 こ れ は 本 人 の 主導 に よる も の で あり 、 有罪 に な る の か 、 そ 
れ と も (彼ら が 通常 の 意味 で の 強姦 者 で は な いと し て も ) 他人 の 主導 に よる も の で あり 、 免責 され 
る の か 。 ど う 見 て も 、 た と え 難 し いと し て も 、 強 要 に よっ て 三 つ の 犯罪 を 犯し た 者 の 処罰 に 関す る 
彼 の 意見 を 受け 入れ る こと は 可能 で ある 。 間違い な く 、 生命 の 危険 が ある 場合 に 異邦 人 が 他人 
を 殺す こと を 許可 する こと に つい て は 、 同じ こと は 言え な い 。 確か に 、「 オ ル ・ サ メア ハ (Or 
Sameach) 」 に よれ ば 、 救 助 の 道 を 塞い で いる 人 に 危害 を 加え る こと は 許さ れる 。 な ぜ な ら 、 刑 六 
に 関し て 私 た ち が 関 心 を 持つ の は 、 そ の 行為 の 背後 に ある 意図 で あり 、 こ こ に は 危険 性 の 客観 
的 な 測定 は 存在 し な いか ら で あ る 。 し た が っ て 、 誰 が その 行為 を 始め た か 、 そ し て デフ ォ ル ト で は 
犯罪 行為 と いう 問題 を 考え な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 異 邦人 が 自分 の 命 を 犠牲 に する 場合 、 補 
償 の た め に 他人 を 殺す こと が 許さ れる か どう か が 問題 と な る 。 この 問題 で は 、 誰 が 殺人 を 始め た 
か で は な く 、 誰 が 誰 に 対し て 到 威 を 与え る か が 議論 され る の で あり 、 こ の こと に 関し て は 、 ラ ビ ・ イ 
スラ エリ の 分 裂 に 言及 する 場所 は な い 。 なぜなら 、 救 助 の 道 を 塞い で いる 者 の 方 が 、 あ な た を 殺 
す と 轟 し た 誰か (仮に 彼 を プロ ニ と 呼ぶ こと に し よう ) より も 逃亡 者 に と っ て 危険 で ある こと は 単純 
に 明らか だ か ら で あ る 。 


(確か に 、 ラ ビ ・ イ スラ エリ の 言葉 を 単純 化す る と 、 彼 は この 区 分 が 行為 自体 に も 適用 され る こと 


を 理解 し て いる よう に 思え る が 、 こ れ に つい て は 第 四 章 の 注 12 で 説明 し た よう に 、 さ ら な る 調査 が 
必要 で ある ) 
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強制 され た 食べ 物 へ の 祝福 
シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 「 オ ラ ハ ・ チ ャ イム 」204 章 8-9 節 に こう ある : 


「 人 が 治療 の た め に 食べ た り 飲 ん だ りす る すべ て の 食べ 物 や 飲み 物 は 、 そ の 味 が よく 、 味 覚 が そ 
れ を 楽し む な ら ば 、 人 は その 前 と 後 の 両 方 で 祝福 する 。 注 : も し その 人 が 無理 に 食べ た り 飲 ん だ 

り し た の で あれ ば 、 た と え 味 覚 が それ を 楽し ん で いた と し て も 、 そ の 人 は そう する こと を 余儀 な くさ 
れ た の で 、 そ の 上 に 祝福 を 与え な い 」 


危険 の た め に 禁じ られ た 食べ 物 を 食べ た り 、 禁じ られ た 飲み 物 を 飲ん だ り し た 場合 は 、 そ の 前 も 
後 も 祝福 する 。 レ マ は 、 食 べた り 飲 ん だ りす る こと を 強制 され た 者 は 祝福 を 唱え な いと 言う 。 し か 
し 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ の 言葉 を 否定 する も の で は な く 、 治癒 の た め や 危 険 の た め に 飲食 を し た 
場合 は 祝福 し な けれ ば な ら な いと 述べ て いる 。 同様 に 、 ヨ ム ・ キ プー ル に 食事 を する 病人 や 、 危 
険 の た め に 禁じ られ た 食べ 物 を 食べ る 人 は 、 そ の 食べ 物 か ら 利 益 を 得る の で 、 最 初 と 最後 に 祝 
福 を 唱え な けれ ば な ら な い 。 


し か し 、 強盗 に 強制 され た 健康 な 人 は 、 祝福 を 唱え な いこ と は 不可 能 で ある に も か か わら ず 、 飲 
食 に 対し て 祝福 を 唱え な いと 言う 人 が いる 。 病人 の 場合 は そう で は な い 。 な ぜ な ら 、 病 人 は す で 
に 病気 で 、 こ の 食べ 物 や 飲み 物 で 治り た いと 望ん で いる の だ か ら 、 な お さら 、 それ ら を 創造 し た 

G-d( 神 ) に 感謝 する 義務 が ある 。 また 、 治 癒 の 思 恵 の た め だ け で あれ ば 恩恵 の 祝福 を 唱え る 必 
要 は な い が 、 そ れ で も すでに 病気 で ある 以上 、 治 癒 の た め に 望 む 飲 食 の た め に 祝福 を 唱え な け 
れ ば な ら な い 。 し か し 、 強盗 に よる 強制 の 場合 は 、 強 盗 が すでに 彼 に 襲い か か っ た と し て も 、 も し 
食べ 物 が 創造 され て いな けれ ば 、 彼 ら は 彼 に それ を 食べ る こと を 強制 し な か っ た で あろ う 。 


つま り : レ マ ( ラ ビ ・ モ シェ ・ イ ッ サ ー レ ス ) に よれ ば 、 そ の 食べ 物 が な く て も 危険 が な い 場 合 は 、 祝 

福 を 唱え な い 。 し か し 、 病 気 に か か り 、 そ の 食べ 物 が その 病気 の 治療 薬 と な る 場合 、 そ の 食べ 物 
が な けれ ば 危険 は より 大 きく な り 、 そ の 食べ 物 の 摂取 を 望む よう に な る 。 し た が っ て 、 彼 は その 食 
べ 物 に 祝福 を 唱え る の で ある 。 


次 に 、 中 間 の ケー ス を 説明 し よう : あ る ユダ ヤ 人 が 、 王 か ら 禁 止 さ れ て いる 食べ 物 を ポケ ッ ト に 入 
れ て いた 。 突然 、 国 王 の 役人 が や っ て き て 、 そ の 食べ 物 を 処分 する に は 早く 食べ る し か な い 。 す 
ぐに 食べ な けれ ば 、 そ の ユダ ヤ 人 は 処刑 され る 。 私 た ち が 提 供し た 説明 に よれ ば 、 そ の 瞬間 、 彼 
は 脅威 と な る この 食べ 物 の 消費 を 望ん で いな い の で 、 彼 は 食べ 物 に 祝福 を 唱え な い 。 


IA 


強迫 に よる 売却 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 、 第 22 節 の 終わ り ) は 、 強迫 に よる 売却 は 無効 で あ 
る と 定め て いる 。 


例え ば 、 脅 迫 さ れ て 自分 の 財産 を 売ら ざる を 得 な く な っ た 人 の よう に 、 他 人 か ら そ の 人 に 与え ら 
れる 強迫 は 、 そ の 売却 を 無効 に する 。 し か し 、 経 済 的 に 困 忠 し て いる た め に 財産 を 売却 する 人 の 
よう に 、 自 分 自身 か ら 人 に 及ぶ 強迫 は 、 売 却 を 無効 に し な い 。 他人 か ら の 強迫 で あっ て も 、 売 却 
が 無効 と な る の は 、 そ の 人 が 自分 の 財産 を 売る こと を 強要 され た 場合 に 限ら れる 。 そ の 人 が 金 
銭 を 支払 うこ と を 強要 され た だ け で あり 、 金銭 が な いた め に 財産 を 売却 する 意思 が あっ た の で あ 
れ ば 、 そ の 売却 は 有効 で ある 。 


つま り : 強制 さ れ て 品物 を 売っ た こと が 分 か れ ば 、 そ の 取引 は 無効 に な る 。 し か し 、 シ ュ ル ハン ・ ア 
ルッ フ は 、 こ れ は 特に 個人 が 品物 を 売る こと を 強制 され た 場合 に 適用 され る と 強調 し て いる 。 品 
物 の 所 有 者 が 売る こと を 強制 され た 場合 に は 適用 され な い 。 


この 場合 で も 、 私 た ち は 上 記 の 理由 に 遭遇 する : 間 題 は 、 売 り 手 が その 物 の 所 有 権 を 譲渡 する こ 
と を 望ん で いる か どう か で ある 。 売る こと を 余儀 な くさ れ た 場合 、 彼 は 所 有 権 を 譲渡 する 能力 を 望 
ん で いな い 。 こ の 能力 が な けれ ば 、 彼 は より 良い 生活 を 送る こと が で きる 。 し か し 、 人 金銭 を 受け 取 
る た め 、 あ る い は それ を 受け 取る 人 か ら 利 益 を 得る た め に 、 そ の 対象 物 を 売る こと を 望む 場合 に 
は 、 彼 は その 対象 物 を 譲渡 する 能力 の 存在 を 望む の で あり 、 し た が っ て 、 彼 は この 所 有 権 の 謙 
渡 に 関心 が あり 、 そ れ が 存在 する の だ と 理解 で きる 。 


- も う 一 つの 事例 : あ る 人 が 違法 な 物 を 持っ て いて 、 王 様 に 捕まる の を 恐れ て いる 。 彼 が 逃れ る 
唯一 の 方 法 は 、 そ の 物 を 誰か に 売る こと で ある 。 な ぜ な ら 、 彼 は その 物体 の 所 有 権 を 譲渡 する 能 
力 に 関心 が あり 、 こ の 能力 が な けれ ば 彼 は 危険 に さら され る か ら で あ る (先ほど の 例 で は 、 食 べ 
る 人 が 食べ 物 の 存在 に 関心 が ある か どう か が 問題 で あり 、 食 べ 物 の 存在 に 関心 が な けれ ば 、 強 
姦 と 同じ で あり 、 和 免責 され る と 述べ た の と は 対照 的 で ある 。 ここ で 問題 と な る の は 、 彼 が 所 有 権 を 
移譲 する 能力 に 興味 が ある か どう か で ある 。 し た が っ て 、 対 象 物 に 興味 が な い 場 合 は 所 有 権 を 
彼 に 移す こと に 興味 が ある こと に な り 、 し た が っ て 、 治 癒 に 似 て お り 強 姦 に は 似 て いな いこ と に な 
46008 

この 場合 、 強 迫 に よる 売却 の 場合 、 強 迫 さ れ た 本 人 は 所 有 権 移転 能力 の 存在 を 望ん で いな い 

が 、 現 実に に っ て そう せ ざ る を 得 な いと いう 中 間 的 な ケー ス を 見 つけ る こと は 不可 能 で ある 。 な ぜ 
な ら 、 所 有 権 の 移転 は も と も と 人 間 的 な も の で あり 、 人 間 の 強制 に よる 強迫 の み が 、 自 分 が 意図 
的 な 行為 の 存在 を 望ん で いな い に も か か わら ず 、 そ うさ せる こと が で きる か ら で あ る 。 
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区 別 の まとめ 


これ まで 見 て きた 問題 に お いて 、 癒 し と 救済 の 区 別 は 、 あ る 行為 を する 人 が その 行為 を する 能力 
を 欲し て いる 場合 と 、 そ の 行為 が で きる 能力 が な けれ ば その 人 に と っ て より 良い 場合 と の 区 別 で 
ある 。 
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財務 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 「 ユ ダ ヤ 人 法典 」( コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト ) の シェ バハ (Shevach) 章 (2:4) に 
ある 通り で ある : 


異邦 人 や ユダ ヤ 人 に 強制 され 、 喜 ん で 金銭 を 授受 し た 場合 、 た と え 強 制 さ れ た と し て も 支払 う 義 
務 が ある 。 他人 の 金 で 自分 を 救う な ら 、 そ の 人 は 支払 う 義務 が ある .…。 


他人 の 人 金 を 喜ん で 受け 取り 、 そ れ を 強制 され た 者 に 渡す 場合 、 た と え 王 が 強制 し て 持っ て こさ せ 


た と し て も 、 強制 さ れ た 者 は 支払 う 義務 が ある 。 強要 され た 者 が 誰か に 「 誰 々 の 金 を 持っ て こ な け 
れ ば 殺 す 」 と 言っ た 場合 、 強 要 さ れ た 者 が 金 を 持っ て くる こと は 許さ れる 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 


が ) 


は 、「 命 を 救う た め に 邪魔 に な る も の は 何 も な い 」 の で 、 彼 が お 金 を 持っ て くる こと は 許さ れる と し 
て も 、 彼 は 持ち 主 に 後払い する 義務 が ある と 述べ て いる 。 な ぜ な ら 、「 他 人 の 金 で 自分 を 救う こと 
は 禁じ られ て いる 」 か ら で あ る 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ は この 問題 を 論じ 、 次 の よう に 書い て いる : 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ に は シャ フ (b,d) の 判断 が ある : 異 邦人 で あろ うと ユダ ヤ 人 で あろ うと .… 支 払 
い 義 務 が ある に も か か わら ず 、 匠 約 書 を 携え て 渡す の で あれ ば 、 救 助 者 自身 が その 友人 の 人 金 で 
し な けれ ば な ら な い .…。 た と え 王 が 私 た ち を 連れ て 来 た と し て も 、 そ の 友人 の 金 を 取り 、 彼 に 支払 
わせ な さい 。 も し 誰か が 誰か に 「 誰 々 の 財産 を 持っ て こない と 殺す ぞ 」 と 言っ た な ら 、 ハモ ン を 持っ 
て くる こと は 許さ れる 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ は 、 ヤ ハ ウェ が 持っ て くる こと は 許さ れる (結局 の と こ 

ろ 、「 魂 の 監督 の 前 に ある あな た の 言葉 で 」) 、 彼 は その 後に 主人 に 支払 わな けれ ば な ら な い 、 と 
言っ て いる 。 


具体 的 に は 、 適 当 に お 金 を 強要 され た 場合 、 無 理 や り 持 っ て こさ せら れ た と し て も 、 す で に か な り 
の 額 を 手 に し て いる 場合 は 義務 が ある 。 こ れ は 「 他 人 の 人 金 で 自分 を 救う 」 場 合 で あり 、 上 記 の 器 を 
割る 被 迫 害 者 の 例 と 同様 で ある (シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 、 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 、 第 347 章 参照 ) 。 
し か し 、 特 定 の 個人 の 金 を 持っ て くる よう に 強要 され た 場合 は 違う 。 も し 強要 が その 特定 の 人 物 
か ら 始 まっ た の で あれ ば 、 そ れ は 「 他 人 の 金 で 身 を 守る 」 と は 言わ ず 、 強要 者 の 要求 通り に する 
こと を 強要 され た こと に な る 。 も し それ に 従わ な けれ ば 、 他 人 の 金 で 自分 の 命 を 救う こと に な る 。 


つま り : ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ ( 命 を 救う こと ) の 代わ り に 他人 の 財産 に 危害 を 加え る こと は 許さ れ 
る 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ で は 、 友 人 の 財産 で 助かっ た 場合 は 常に 支払 う 義務 が ある と 述べ た が 、 
「 シ ャ ッ ハ ー」 で は 、 助 か る た め に 他人 を 傷つけ た 場合 は 常に 支払 う 義務 が ある と は 限ら な いと し 
て いる : 加害 者 が 意図 し て 特定 の 財産 を 指定 し 、 被 害 者 が ビク アハ ・ ネ フェ シュ の た め に それ を 取 
ら ざ る を 得 な か っ た 場合 、 被 害 者 に 加害 者 へ の 賠償 を 義務 付け る こと は 不可 能 で ある 。 加害 者 
に 「 適 当 な 金 を 持っ て こい 、 持 っ て こ な け れ ば 殺す 」 と 言わ れ て 適当 な 金 を 取る 人 と 、 加 害 者 が 
「 特 定 の 人 か ら 取 れ 」 と 言っ た 人 の 違い は 何 か ? 


「 他 人 の 人 金 で 自分 を 救う こと は 禁じ られ て いる 」 か ら で あ る 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ は そこ (第 24 小 
節 ) で この 問題 を 論じ 、 こ う 書 いて いる : 


具体 的 に は 、 も し 彼ら が 乱 費 を 強要 する の で あれ ば 、 た と え 彼 ら が 彼 に それ を 持っ て くる よう に 強 
要 し た と し て も 、 彼 が すでに か な り の 額 を 手 に し て いる 場合 に は 、 彼 は 義務 を 負う こと に な る 。 こ 
れ は 「 他 人 の 金 で 自分 を 救う 」 場 合 で あり 、 上 記 の 器 を 割っ て 追求 され た 人 の 例 と 同様 で ある 
(シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 、 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 、 第 347 章 参照 ) 。 し か し 、 特 定 の 個人 の 金 を 持っ 
て くる よう に 強要 され た 場合 は 違う 。 も し 強要 が その 特定 の 人 物 か ら 始 まっ た の で あれ ば 、 そ れ 
は 「 他 人 の 金 で 身 を 守る 」 と は 言わ ず 、 強 要 者 の 要求 通り に する こと を 強要 され た こと に な る 。 も 
し それ に 従わ な けれ ば 、 他 人 の 人 金 で 自分 の 命 を 救う こと に な る 。 


また 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ が 第 22 節 で 、 強 要 さ れ た 金銭 の 場合 で あっ て も 、 強要 され た た め に し 
た の で あれ ば 、 道 義 的 責任 を 免除 する (進ん で 取っ た り 与 えた り し な い ) と 述べ て いる の も 、 同じ 

理由 で ある 。 その 根拠 は 、 道 義 的 責任 の 義務 は 因果 関係 の み に よ る も の で あり 、 強 要 の 場合 の 
因果 関係 は 免除 され る (そもそも 、 強要 され た 金銭 を 進ん で 与え る こと は 禁じ られ て いた は ず で 

ある に も か か わら ず で ある ) 。 た だ し 、 こ の 免除 が 適用 され る の は 、 強 制 が 他人 の 特定 の 金銭 を 
含む 場合 に 限ら れる こと は 明らか で ある 。 その 場合 、 そ の 人 の 不幸 が 原因 で あり 、 し た が っ て 強 
制 は その 人 の 支払 い を 免除 する と 主張 で きる か ら で あ る 。 
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- 前 の コメ ント の 最後 に 説明 し た と お り だ 。 


4 


な ぜ な ら 、「 友 人 の 人 金 で 自分 を 救う こと は 禁じ られ て いる 」。 そこ に (第 24 節 の ) 表 の 部 分 が 用 意 さ 
れ 、 書 か れ て いる (上 の 図 ) : 


この 原則 は 、 逃 走 の 道 を 遮る 財産 が あり 、 殺 人 犯 か ら 逃 走 す る 者 が 、 助 か る た め に その 財産 を 
害する こと を 余儀 な くさ れ た 場合 、 法 律 が どう な る か を 教え て くれ る : こ の よう な 場合 、 不 可 抗 カ 
は 、 逃 走 す る 人 に 危害 を 加え る こと を 意図 し た も の で ある た め 、 そ の 財産 の 所 有 者 で は な く 迷 走 
する 人 に 生じ る 。 し た が っ て 逃走 する 人 は 、「 友 人 の 財産 で 助かっ た 」 人 は その 財産 の 所 有 者 に 
支払 わな けれ ば な ら な い 。 これ は 同 章 の 3、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ の 言葉 の 解釈 で も ある 。 


追っ 手 の 器 を 壊し た 追っ 手 は 免除 され 、 彼 の 財産 が 彼 の 体 よ り 重 く な る こと は な い 。 も し それ が 他 
人 の も の で あれ ば 、 彼 は 義務 を 負う 。 なぜなら 、 友 人 の 財産 で 自分 を 救う 者 は 義務 を 負う か ら で 
ある 。 こ の 議論 か ら 浮か び 上 が っ て くる の は 、 道 徳 的 責任 を 強制 され た 場合 、 問 題 は 強制 され た 
人 が 人 金銭 的 義務 の 履行 を 望ん で いる か どう か で は な いと いう こと で ある 。 金銭 的 義務 の 履行 に 
関心 が な い 場 合 で も 、「 他 人 の 金 で 自分 を 救う こと は 禁じ られ て いる 」 の で 、 支 払う 義務 が ある 。 


シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ と シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ・ ハ ラヴ の 意見 の 相違 は 、 強 要 さ れ た 人 が し た こと が 
許さ れ た 場合 に 限ら れる が 、 強 要 の 結果 を 誰が 負担 すべ きか を 決め る 必要 が ある 。 こ の 点 に 関 
し て シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ は 、 特 定 の 誰か に 危害 を 加え る こと を 意図 し た 強要 者 の 意図 は 、 そ の 人 
が 強要 者 に 対し て 請求 する こと を 妨げ る と する 。 強制 され た 人 は 、 そ の 人 に こう 言う こと が で きる : 


「 私 が し た こと は 強制 され て し た こと で あり 、 強 制 は 私 に で は な く あ な た に 属す る 」。 一 方 、 シ ュ ル 
ハン ・ ア ルッ フ ・ ハ ラヴ は 、 結局 、 強 制 に よっ て 強制 され た 人 が お 金 を 取っ た の だ か ら 、 強 制 は 強 
制 さ れ た 人 に 降り か か っ た も の と みな され 、 その 結果 を 負う べき は 強制 され た 人 で ある と する 。 


この 推論 は 、 金 銭 が 救出 の 道 を 塞ぎ 、 殺 人 犯 か ら 逃 れ た 者 が 救 わ れる た め に は 殺人 犯 に 危害 を 
加え な けれ ば な ら な い 場 合 、 法 律 が どう な る か を 教え て くれ る : こ の 場合 、 殺 人 は 逃 亡者 の 責任 
で あり 、 金 融 業 者 の 責任 で は な い 。 金融 業者 は 逃 亡者 に 危害 を 加え 、 傷 つけ よう と し た の だ か 
ら 。 し た が っ て 、 逃 亡者 は 「 支 払わ な けれ ば な ら な い 友 人 の 人 金 で 自分 を 救う 」 の と 同じ よう に 、 金 融 
業者 に 支払 わな けれ ば な ら な い 。 こう し て 、 彼ら は 名 前 の 印 に 並べ られ た 表 の 言葉 を 剥ぎ 取っ た 


友人 を 尊 そ うと 追っ て きた 追っ 手 が …. 迫 害 者 は 追っ 手 の 道具 を 壊し 、 彼 の 財産 が 彼 の 体 よ り も 重 
いも の で あっ て は な ら な いと 免除 し た 。 そ し て 他 の 人 の も の が あっ た 場合 、 そ うし な けれ ば な ら 
ず 、 救 助 者 自身 と 彼 の 友人 の お 金 で 、 そ うし な けれ ば な ら な い 。 


道徳 の 問題 は 、 一 つ は お 金 の 存在 に 興味 を 持っ て いる か どう か 。 彼 は お 金 の 存在 に 興味 が な い 
場合 で も 、 彼 は 彼 を 傷つけ た 場合 は 支払 わな けれ ば な ら ず 、 そ れ は 「 友 人 の お 人 金 で 自分 自身 を 
救う こと は 禁止 され て いる 」 か ら で あ る 。 シャ ッ ハ と アル ッ フ 表 の 論争 は 、 罪 を 犯し た 者 が 何 を する 
こと も 許さ れ た が 、 強 姦 の 結果 を 誰が 負担 すべ きか を 決め な けれ ば な ら な い 場 合 に つい て の み 
で ある 。 この 場合 シャ ッ ハ は 、 強 姦 犯 が 危害 を 加え よう と する 意図 が あり 、 追っ 手 が 彼 に 言う こと 
が で きる た め 、 主 張 す る こと が 不可 能 に な る と 考え て いる : 私 が し た こと は 合法 的 に し た こと で あ 
り 、 殺 人 は あな た の も の で あり 、 私 の も の で は な い 。 殺人 は 友人 に 降り か か っ た 殺人 で あり 、 そ の 
結果 を 負わ な けれ ば な ら な い の は 友人 で ある 。 


要約 


前 に 取り 上 げた 四 つ の ケー ス と は 異な り 、 強 制 さ れ た 道徳 的 責任 を めぐ る 議論 に は 異な る 根拠 
が 含ま れる 。 道義 的 責任 の ケー ス に お いて 治癒 と 強制 を 区 別 する 議論 は 、 強 制 さ れ た 人 の 行動 
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の 背後 に ある 意図 に 関連 し て いる 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ に よれ ば 、 強 制 され た 者 の 意図 に よっ 
て 、 金 銭 の 所 有 者 の 不幸 が 強制 の 原因 と な り 、 金 銭 の 所 有 者 は 自分 を 救っ た 者 に 対し て 請求 す 
る こと が で き な く な る 。 


- 彼 は 自分 へ の 経済 的 損害 を 防ぐ た め に 友人 の 金銭 に 損害 を 与え た の で あり 、 強 制 の 主張 を 免 
れる こと は で き な い 。 


- B 項 また 、 ア レフ 章 20 ペ ー ジ の 大 いな る 光 の 言葉 に 注目 し 、 そ れ が 御 心 で あり ます よう に 。 
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付録 B 
船 に 飛び 込む ロバ に 関す る ラン バム の 裁定 に つい て の 説明 


タル ムー ド ( バ ヴァ ・ カ ンマ 56b) に は こう 書か れ て いる : 


ゲ マ ラ は こう 述べ て いる : 砂漠 を 旅 し て いた キャ ラバ ン が 、 ラ イオ ン に 襲わ れ そ うに な っ た と き 、 彼 
ら は 財産 を 計算 し 、 命 を 計算 し な い 。 ま た 、 彼ら の 前 を 歩い て いた ガイ ド を 雇っ た 場合 、 彼 ら は 命 
まで 計算 し 、 キ ャ ラバ ン の 運転 手 の 習 慣 を 変え な い .…。 


ゲ マ ラ は こう 述べ て いる : 海 を 航海 し て いた 船 が 、 そ の 前 に 波 が 立ち 寒 が り 、 沈没 し そう に な っ た 
の で 積荷 の 一 部 を 下ろ し た が 、 彼ら は 積荷 に 応じ て 計算 し 、 財 産 に 応じ て 計算 し な い 。 


そし て 、 マ イモ ニ デ ス ( 寄 次 と 紛失 の 法則 、 12:11 : 14) と シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ 
パッ ト 、267 節 の 終わ り ) は 、 次 の よう に 裁定 し た : 


砂漠 に 宿営 し て いた キャ ラバ ン が ライ オン に 襲わ れ そ うに な っ た 時 、 ラ イオ ン と 取引 し て 金 を 与え 
た 。 ま た 彼ら の 前 に 、 道 を ホ す た め に 案内 人 を 雇っ つた な ら ば 、 彼 ら は その 賃金 を 金銭 に よっ て 計 
算 し 、 ま た 命 に よっ て 計算 する 。 


海 を 航海 し て いた 船 が 、 そ の 前 に 波 が 立ち 寒 が り 沈 流し そう に な っ た の で 、 積 荷 の 一 部 を 降ろ し 
た と ころ 、 彼ら は 積荷 に 応じ て 計算 し 、 財 産 に 応じ て 計算 せ ず 、 船 乗り の 習慣 を 変え な い 。 


ゲ マ ラ の 続き に は 次 の よう な 話 が ある : 

人 々 が 橋 を 渡る 前 に 、 先 に 進ん で ロバ を 橋 に 繋い だ 男 が いた 。 彼 は 自分 自身 を 痛 れ さ せよ うと し 
た 。 別 の 男 が 来 て 、 最 初 の 男 の ロ バ を ほど いて 川 に 投げ 入れ た と ころ 、 ロ バ は 湧 れ て し まっ た 。 
彼 は ラヴ (ラビ) の と ころ に 来 て 、 無 罪 を 言い 渡さ れ た 。 アバ イ は 彼 に 言っ た :「 彼 は 友人 の 財産 で 
自分 を 救 お うと し て いる の だ ! 」。 彼 は 彼 に 言っ た :「 こ の 者 は も と も と 追っ 手 で あっ た 」 

タル ムー ド に 、 船 全体 を 救う た め に ロバ が 海 に 投げ 込ま れ た ケー ス が ある 。 ラ ヴァ は 、 ロ バ の 所 
有 者 は ロバ の 代金 を 支払 う 必 要 は な いと 定め て いる 。 


- バ ヴ ァ ・ カ ンマ 第 十 章 の 最後 に ある マイ モニ デス の 応答 で は 、 こ れ は ロバ の 所 有 者 が 罪 を 犯し 
た 場合 で ある と 説明 され て いる 。 
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泥棒 の 章 後編 


先回り し て ロバ を 橋 に 縛り 付け た 男 .…。 ラ ビ ・ ア バイ は 、「 こ の 者 は も と も と 追っ 手 で あっ た 」 な ど と 
彼 に 言っ た 。 こ れ は 、 最初 は ロバ を 船 に 乗せ る こと に 危険 が あっ た 場合 で ある 。 し か し 、 彼 ら は 今 
の よう に ロバ を 連れ て くる こと に 慣れ て いた 。 その 後 、 ロ バ が 蹴っ て 船 を 沈め よう と する よう に な っ 
た の で 、 川 に 投げ 入れ た が 、 そ の 場合 、 そ れ は ロバ に 責任 が ある 。 な ぜ な ら 、 ロ バ の 所 有 者 は 
追っ 手 で は な く 、 ロ バ が 蹴っ て いる か ら 強 制 さ れ た の で あり 、 友 人 の 所 有 物 で 助かっ た 者 は 責任 
を 負う か ら で あ る 。 友人 の 所 有 物 で 助かっ た 者 は 、 た と え 命 の 危険 に さら され な が ら 助 か っ た と し 
て も 責任 を 問わ れる よう だ が .※……。 


ベイ ト ・ ヨ セ フ (251 節 の 終わ り ) で は 、 マイ モニ デス と 反対 意見 の テ シ ュ ボッ ト の 言葉 を 持っ て き て 
いる : 


そし て 、 ラ ビ ・ テ イマ の 言葉 は 、 も し 誰か が 悪い 犬 や 有害 な も の を 飼っ て いた ら 、 他 の 人 に 害 が 及 
ば な いよ うに 、 そ れ を 殺し て 有害 な も の を 取り 除く 義務 が ある 。 も し 他 の 者 が 先 に それ を 殺し た と 
し た ら 、 誰 が 支払 う 義 務 が ある の か ? 


ベイ ト ・ ヨ セ フ は 、 ロ バ の 持ち 主 が 罪 を 犯し て いな く て も 、 ロ バ が 水 に 投げ 込ま れ た こと に 対し て 周 
償 す る 義務 は な いと 主張 し て いる 。 な ぜ な ら 、 ロ バ は 船 の 乗客 全員 に 威 を 与え る か ら で あ る 。 
ロバ か ら 身 を 守り 、 被害 を 防ぐ こと は 許さ れる か ら で あ る (この 章 の 本 文 で 示し た よう に 、 ピ スケ ・ 
テ シ ュ ボッ ト の ゲ マ ラ で は 、 害 を 及ぼ す も の が 不 本 意 に 害 を 及ぼ し た と し て も 、 自 分 を 救う た め に 
害 を 及ぼ すこ と は 許さ れる と し て いる .…) 


ラン バム ( 彼 の レス ポン サ 25 巻 354 ペ ー ジ ) は 、 ベ イト ・ ヨ セ フ の 言葉 に つい て 質問 され た 。 以下 は 
質問 者 の 言葉 で ある : 


「 素 人 の 私 は この 言葉 に 非常 に 和 驚 いた 。 そこ で は 、 悪い 犬 や 害 の ある も の に 関し て 、 飼 い 主 が 害 
ASA 硫 す こと に な っ て いた の に 、 そ れ を 恐れ ず 放 置 し て 取り 除 か な か っ た 場 
合 、 そ の 者 は 追っ 手 と な る 。 し た が っ て 、 彼 を 殺す 者 は 免除 され 、 そ れ は 彼 に 課せ られ た 戒め で 
ある 。 し か し 、 こ の ロバ を 船 に 連れ て きた 者 は 、 そ の 行い の 悪さ を 知ら ず 、 連 れ て くる こと に 慣れ 
て いた が 、 今 や 敵 に 変わ り 、 飛 び 跳 ね 、 船 を 沈め よう と し て いた の で 、 川 に 投げ 捨て た の で ある 。 
彼ら は 、 そ の 友 の 所 有 物 で 自分 を 救う 者 の 盾 に 従っ て 支払 う 義 務 が ある 」。 


質問 者 は 、 マ イモ ニ デ ス の レス ポン サ の 言葉 か ら 、 害 を 及ぼ す も の の 被害 が 所 有 者 の 過失 に 
よっ て 引き 起こ され た 場合 、 害 を 及ぼ す も の に 危害 を 加え る こと は 禁じ られ て いる と 理解 し た 。 ラ 
ン バ ム は その 応答 (ヒル コッ ト ・ ネ ズ ケ イ ・ マ モン 12:3) で この 主張 を 受け 入れ な か っ た 。 


この 場合 、 私 は まっ た < く 論拠 を 見 い だ せ な い 。 と いう の も 、 犬 ロロ バ が 追い か け て くる こと を 飼い 
主 が 知ら な か っ た と いっ て 、 そ れ が どう し た と いう の だ 。 いずれ に せよ 、 犬 や ロバ は 追い か け て い 
る の だ 。 そし て 、「 尊 し に 来る 者 は すぐ に せ 、 一 度目 も 二 度 目 も 違い は な い 」 と 言っ た 飼い 主 よ り 
も 重要 な の は 誰 な の か 。 彼ら は 言わ な か っ た か :「 す べ て の 雄 牛 は 生き て いる と 推定 され る か ?」 


44. これ は 、 回 答 が Tza の 記号 で 示さ れ て いる 質問 で あり 、 損 害 賠 償 の 法 ( 第 十 二 章 k.13) に お 
いて 、 ラ ン バ ム の 意見 と し て 、 質 問 者 の 言葉 を 符号 Keg に 記載 し 、 符号 Tza に 記載 され た ラン バ 
ム の 回 答 で は な いこ と に 注意 すべ き で ある 。 
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そこ で 、 ハラ ハ が 決定 し た : 「 プ ラガ ・ ネ カ ・ ク ナ サ 」(Plaga Neka Knasa、 半 損 は 久 則 、 バ ヴァ ・ カ 
ンマ 15a:12 に も ある ) 。 し か し 、 人 を 殺し た 飼い な ら さ れ た (無害 な ) 雄 生 は 、「4 人 と 5 人 を 食い 殺 
し た 雄 牛 」 の 章 で 完全 な ミシュ ナ で 学ん だ よう に 、 死 刑 に な る 。 そし て 、 も し 刺さ れ た 人 が 自分 を 助 
ける た め に 来 て 、 雄 牛 を 殺し た な ら ば 、 誰 が 支払 う 義務 が ある の か 。 し た が っ て 、 あ な た の 言葉 
は この 問題 に お いて カラ 派 に 対す る 反論 に は な ら な い 。 


ラン バム は 、 た と え そ れ が 所 有 者 の 過失 に よる も の で あっ た と し て も 、 私 た ち に 危害 を 加え て くる 
雄 牛 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる と ベイ ト ・ ヨ セ フ に 同意 し て いる 。 その 根拠 と し て 、「 す べ て の 雄 
和牛 は 生き て いる と 推定 され る 。 し た が っ て 、 飼 いな ら さ れ た 雄 和 牛 に 特別 な 世話 を する 義務 は な く 、 
その 損害 賠償 責任 を 負う と いう 半 損 害 は 禄 則 で あり 、 法 的 見 地 か ら は 所 有 者 に 過失 は な い 」。 


し か し 、 人 を 殺し た 飼い 牛 は 死罪 と な る 。 一旦 人 を 殺せ ば 死罪 に 問わ れる の で あれ ば 、 人 が 身 を 
守っ て 彼 を 殺す こと が で きる の は 単純 な こと で あり 、 所 有 者 は 支払 い を 要求 する こと は で き な い 。 
な ぜ な ら 、 も し 私 た ち が 牛 か ら 身 を 守る た め に 牛 を 殺さ な けれ ば 、 牛 は 法廷 で 殺さ れ て いた か ら 
で ある 。 


この 問題 の 結論 は 、 人 に 危害 を 加え 、 死 に 至ら し め る 雄 牛 か ら 身 を 守る こと は 単に 許さ れる だ け 
で あり 、 た と え そ の 損害 が 所 有 者 の 過失 に よる も の で な か っ た と し て も 、 その 損害 に 対し て 所 有 
者 に 支払 う 義務 は な いと いう こと で ある 。 


見 よ 、 ラ ン バ ム は 質問 者 の 言葉 を 否定 し 、 ベ イト ・ ヨ セ フ に 見 られ る 原則 に 同意 し た 後 、 そ の 言葉 
を 修飾 し 、 こ の ケー ス は 所 有 者 の 過失 に よる 害 か ら 身 を 守る こと が 許さ れる と いう 一 般 的 な ルー 
ル と は 異な る と 述べ て いる 。 


し か し 、 あ な た が 私 と 一 緒 に いた と き に 知っ て いる よう に 、G-d( 神 ) の 助け を 借り て ター(Tur) に つ 
いて 書い た 私 の 本 の 中 で 、 私 は この 件 に 関し て カラ 派 の 言葉 に は 真実 は な いと 書い た 。 それは 、 
あな た の 理由 で は な く 、 ロ バ が 飛び 跳ね て 船 に 飛び 乗っ た と いう 事実 か ら 全く 変化 が な いか ら に 
ほか な ら な い 。 ロバ に 入る の は 彼ら の や り 方 で あり 、 ロ バ の 所 有 者 は 無罪 で あわ る 。 し た が っ て 、 彼 
ら は 支払 う 義 務 が あり 、 そこ で 説明 され て いる よう に 積荷 を 殺し た 船 と 同様 で ある 。 


彼 の 言葉 は 明確 で は な い : 一 方 で は 、 た と え そ れ が 飼い 主 の 過失 に よる も の で あっ た と し て も 、 
危 天 を 加え る 雄 牛 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる と 書い て いる が 、 そ の 言葉 の 最後 で は 、 船 の 中 で 
は 飼い 主 は 変わ っ て お ら ず 、 無 罪 で ある た め 、 こ の 法律 は 当て は ま ら な いと 言っ て いる 。 で は 、 所 
有 者 に 罪 が な い 場 合 は どう な の か ? 結局 の と ころ 、 回 答 の 冒頭 で ラン バム (と 証明 者 ) は 、 所 有 
者 が 無罪 の 場合 で も 、 そ の 雄 牛 の 被害 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる と 書い て いる ! 


ラン バム の も う 一 つの 難点 : ラ ン バ ム は 、 海 に 投げ 込ま れ た ロバ の 持ち 主 に 全員 が 支払 わな け 
れ ば な ら な いと 書い て いる 。 船上 で の 支払 い は どの よう に 分 けら れる の か ? 重 さ に よっ て で あ 
る 。 で は この 場合 、 船 の 上 に ある 重 さ と は 何 な の か 確認 し て みよ う : つま り 、 損失 の 重荷 は すべ て 
ロバ の 持ち 主 だ け に の し か か る べき で あり 、 そ の 持ち 主 の 荷物 が 今 船 に 害 を 及ぼ し て いる の で 
あっ て 、 他 の 荷物 に の し か か る 必要 は な い 。 


も し そう な ら 、 ロ バ の 所 有 者 だ けが 損失 の 負担 を 負う の で あり 、 ラ ン バ ム は どの よう に 船 の 他 の 
乗客 に 支払 う 必 要 が ある と 書い て いる の だ ろう か ? 


この 二 つ の 難問 に 答え る に は 、 船 上 で の 支払 い の 分 担 を 深く 掘り 下げ る 必要 が ある 。 船上 で の 


分 割 は 、 シ イラ の 分 割 と は 異な る 。 な ぜ な ら 、 あ る 人 が 投げ る 重 さ が 、 別 の 人 が 投げ る 同じ 重 さ よ 
り は る か に 高価 で ある 可能 性 が ある か ら で あ る : 
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ある 人 が 100 リ ッ ト ル の 金 を 投げ れ ば 、 別 の 人 は 100 リ ッ ト ル の 鉄 を 投げ る 。 
ロー テン ブル ク の ラビ ・ メ イア の レス ポン サ (コー シェ ン ・ ミ シュ パッ ト ) に も ある 通り で ある : 


確か に 困難 が ある よう だ : な ぜ 法 律 が そう な の か ? 救助 が な か っ た 場合 、 支 払い は 損失 額 と な る 
は ず だ か ら で あ る 。 そし て これ は 、 人 命 の 場合 、 た と え 彼 ら が お 金 で 助かっ た と し て も 、 私 た ち は 
その ケー ス の 終わ り に 従っ て 計算 する の で は な く 、 お 金 に 従っ て 計算 する の で ある .… ぼ 。 ま た 船 の 
場合 に も 、 な ぜ 私 た ち は 事 件 の 始ま り に 従う と 言わ れ な い の か ? も し 彼ら が 鍵 を 軽く し な か っ た な 
ら ば 、 金 の 所 有 者 の 損失 は より 大 きく な り 、 彼 は 鍵 を 軽く する こと を 救助 と 呼ぶ の で 、 こ の 価値 を 
救助 と し て より 多く 与え る で あろ う 。 


船 と 救助 の 間 に な ぜ こ の よう な 違い が ある の だ ろう か ? その 理由 は 、 あ る 人 が 危害 を 加え た 場 
合 、 そ の 危害 か ら 身 を 守る こと が 許さ れる か ら だ と 答え る こと が で きそう だ 。 この 場合 、 重 さ が 危 
害 の 原因 で ある た め 、 そ の 重 さ が どれ だ け 危 害 を 加え る か に 比例 し て 、 誰 も が 相手 の 余分 な 重 さ 
を 投げ る こと が 許さ れる (し た が っ て 、 実 際 に は 誰 も が 自分 の 持っ て いる 重 さ の 割合 に 応じ て 自分 
の 分 を 船 か ら 投 げ る の で ある ) 。 


これ が 、 ロ ー テ ンブルク の ラビ ・ モ ー セ の 同 所 で の 応答 に お ける 言葉 を 理解 する 方 法 で ある 。 彼 
は 、「 し か し 、 こ こ で は 損失 が 重 さ に よる も の で あり 、 重 さ が 金 で あろ うと 鉄 で あろ うと 違い は な い 
た め 、 そ の 違い は 説明 され る 」。 また 、 マ ハラ シュ ダム (コー シェ ン ・ ミ シュ パッ ト 、 符 号 455) の 言葉 
を 借り れ ば 、 こ れ も 次 の よう に 理解 で きる : 


マイ モニ デス が 匠 盗 と 強盗 の 法則 の 第 十 二 章 で 書い た 洪水 の 事例 は 、 多く の 商人 が 多く の 品物 
を 、 そ れ ぞ れ の 価値 に 応じ て 乗せ た 船 の 話 で ある 。 


そこ で は 、 こ こと 同じ よう に 積 符 が 据 っ て くる か ら で あ る 。 その 証拠 に 、 私 た ち は す べ て の 人 に お 
金 や 命 で は な く 、 積荷 に 応じ て 義務 を 課 し て いる 、 と 書か れ て いる 通り で ある :「 ま た 、 荷 を 軽く し 
た 場合 は 、 お 金 で は な く 、 重 さ に よっ て 計算 する 」 と ラ シ は 説明 する :「 一 方 に キリ ッ ト ル の 金 が あ 
り 、 他 方 に キリ ッ ト ル の 鉄 が あっ た と すれ ば 、 こ ちら は 百 リ ッ ト ル の 鉄 を 投げ 、 こ ちら は 百 リ ッ ト ル 
の 金 を 投げ る 」。 互い の 負担 を 軽く する た め に 対等 な の だ 。 それ は な ぜ か ? 積 符 が 追っ 手 で ある 
こと が わか る か ら に ほか な ら な い 。 私 に と っ て 、 1 ポン ド の 金 と 1 ポン ド の 鉄 は 何 の 関 係 が ある と い 
う の か る? 


- また 、 イ ブン ・ ヘ ー ゼ ル 「 ハ ブル と マジ ク の 法則 」8, 15 も 参照 され た い 。 
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電 害 と 損害 の 法則 の 第 八 章 で 、 ラ ビ は 追っ 手 を 含む 傷害 と 損害 の 法則 だ け を 説明 する た め に 降 
り て きた の で は な い 。 し た が っ て 、 彼 の 言葉 は 一 般 的 な も の で あり 、 追っ 手 が 誰 で ある か わか っ て 
いる 場合 に つい て 話し て いる こと は 明らか だ か ら で あ る 。 こ れ は 、 マ イモ ニ デ ス の 言葉 で は 言及 さ 
れ な か っ た 前 述 の 牛 の ケ ー ス と 全く 同じ で ある が 、 ラ ビ が 言葉 を 変え て 、 必 ず し も 牛 が 実害 者 の 
よう な も の で は な い ( ラ ン バ ム が 注釈 で 指摘 し た の は この こと で ある 可能 性 が ある ) こ と を 教え た 
こと を 除け ば 、 マ イモ ニ デ ス は 貨物 さえ も 追っ 手 と 呼ぶ と し て いる 。 こ の 理解 に よれ ば 、 こ こ に は 
不法 行為 の 法則 が ある 。 友 人 の 背中 に よじ 登っ た 雄 牛 の よう に 、 被害 者 が 加害 者 に 損害 を 与え 
て 身 を 守る こと が 許さ れる よう に 、 船 を 沈没 させ る 積 綺 は せ す 、 た と え 強 制 さ れ た と し て も 、 持ち主 に 
与え た 損害 を 考慮 せ ず に 海 に 投げ 込む こと が 許さ れる の で ある 。 バラ イタ に よれ ば 、 我 々 は 船 乗 
り の 習慣 に 従う 。 そ し て 、 こ れ が 民事 不法 行為 法 で ある な ら ば 、 な ぜ そ の よう な こと を 書く の か 。 
結局 の と ころ 、 こ れ は 完全 な 法律 な の で ある (そし て 、 も し 風習 が 本 当 に 町 人 た ちの 合意 の 法律 
と その 規制 を 変え る の で あれ ば 、 バ ヴァ ・ カ ンマ 小 編 の すべ て の 法律 に つい て 書か れる べき で あ 
る ) 。 この 説明 に よれ ば 、 積 荷 に 応じ た 分 割 は 、 積 千 が 有害 で ある 場合 に 限ら れる 。 


し か し 、 エ ル サ レ ム ・ タ ルム ー ド に は 、 積 荷 に 応じ た 分 割 は 、 積 荷 が 有害 で ある 場合 だ け で な く 、 

積 人 年 が 有 害 で な い に も か か わら ず 、 積 荷 の 結果 と し て 困難 が 生じ る 場合 に も 行わ れる こと が 明 

記さ れ て いる 。 し た が っ て 、 エ ル サ レ ム ・ タ ルム ー ド (ババ ・ メ ツィ ア 6:4) に は 次 の よう に 書か れ て 
いる :「 友 人 か ら 荷 馬車 や 船 を 借り る 者 は 、 積荷 に し た が っ て 計算 し 、 魂 に し た が っ て 計算 する の 
で あっ て 、 金 銭 に し た が っ て 計算 する の で は な い 。 つま り : あ る 集団 が 荷 馬車 や 船 が 故障 し て 砂 
漠 で 立ち 往生 し 、 誰 か か ら 荷 馬車 や 船 を 借り な けれ ば な ら な く な っ た 場合 、 彼ら は 荷 馬車 や 船 を 
借り る た め の 費 用 を 、 金額 で は な く 、 荷物 の 重 さ や 人 数 に よっ て 分 ける の で ある 」 


エル サレ ム ・ タ ルム ー ド の この 一 節 は 、 船 の 代金 の 分 割 は 不法 行為 法 に 基づく も の で は な く 、 む 
し ろ 別 の 原則 に 基づく も の で ある こと を 示唆 し て いる 。 その 原則 と は 「 公 平 の 原則 」 で ある 。 こ の 原 
則 に よれ ば 、 荷 馬車 や 船 の 賃借 料 は 、 荷 物 が 有害 か 厨 か に か か わら ず 、 荷 物 の 重量 と 人 の 数 
に 応じ て 分 割 す る の が 公平 で ある 。 


この 解釈 は 、 ミ シュ ナ が 船 の 代金 の 分 割 に つい て 不法 行為 法 に 言及 し て いな いこ と か ら も 裏付け 
られ る 。 ミ シュ ナ は 単に 、 分 割 は 積荷 の 重量 に 基づい て 行わ れる と 述べ て いる 。 この こと は 、 ミ 
シュ ナ が 貨物 の 所 有 者 の 法 的 責任 に 関心 を 寄せ て いる の で は な く 、 代 金 分 割 の 公平 性 に 関心 を 
寄せ て いる こと を 示唆 し て いる 。 こ の 文章 の 著者 は 、 積 符 が 有害 で ある か 否 か に 関係 な く 、 船 崩 
の 代金 分 割 は 公平 性 の 原則 に 基づく も の で ある と 論じ て いる 。 


- バ ヴ ァ ・ カ ンマ 2 
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ある い は 、 あ る 集団 が 自分 た ち 自 身 や 自分 た ちの 荷物 を 運ぶ た め に 、 誰 か か ら 馬 車 や 船 を 借り 
る 場合 、 そ の 人 数 に 応じ て 計算 し 、 そ の 人 た ち が 運 ぶ 荷 物 に 応じ て 計算 する 。 ここ で は 、 危 険 は 
存在 し 、 荷 物 は その 原因 で は な い 。 問題 を 解決 する 方 法 を どの よう に 分 ける か と いう 議論 で あ 
り 、 こ の 計算 で は 荷物 に よる 。 この こと か ら 、 貨物 に 応じ た 計算 は 不法 行為 法 と は 関係 な く 、 共 通 
の 間 題 を 解決 する 場合 の 負担 分 担 の 意見 の 推定 で ある こと が わか る (後述 )。 


- ある 人 の 所 有 物 が 、 そ の 意 に 反し て 他人 に 危害 を 加え た 場合 、 危 書 を 加え た 所 有 物 の 所 有 者 
は 、 危 害 を 止め る た め に 自分 の 所 有 物 を 損壊 する 義務 は な い 。 し か し 、 船 の 場合 は 、 全 員 が 自 
分 の 持ち 分 に 応じ て 積荷 を 捨て な けれ ば な ら な いと いう こと で あり 、 他 人 に 「 欲 し けれ ば 捨て ろ 」 と 
は 言え な い 。 船 の 場合 、 危害 を 加え る 者 は 一 人 で は な く 、 全員 が 互い に 危害 を 加え る 。 そし て 、 こ 
の よう な 状況 に お いて 、 各 人 が 他 者 か ら 身 を 守る こと が 許さ れる の は 、 他 者 が 自分 に 与え た 損害 
の 比率 に 応じ て の み で ある 、 と いう の は 斬新 で ある (そし て 、 こ れ に よれ ば 、 互 い に 害 を 与え 合う 2 
頭 の 雄 牛 の 所 有 者 は 、 互 い に 与え る 損害 に 比例 し て の み 、 互 いか ら 身 を 守る こと が 許さ れる と い 
うこ と が 判明 し 、 そ れ は 斬新 で ある ) 。 


- これ ら す べ て の 法律 か ら 、 荷 物 に 応じ た 分 割 は 不法 行為 法 の 問題 で は な いこ と が わか る 。 互い 
に 参加 する 義務 は 、 行 われ た こと に 対す る 皆 の 必要 性 か ら 生 じ て お り ( こ れ に つい て は 別 の 場所 
で 説明 し た )、 分 割 の 形式 は 人 々 の 意見 に 従っ て 決定 され る 。 


人 々 の 意見 は 、 一 般 的 に 損害 か ら の 救済 の 負担 は 、 誰 も が 享受 し た も の 、 つま り 救 済 行為 の お 
か げ で 救 わ れ た 部 分 に 応じ て 支払 う よ う に 分 割 さ れる ( 魂 に 応じ て 財産 に 応じ て ) 。 し か し 、 不 
法 行為 法 に よる 完全 な 損害 で は な く 、 間接 的 で あっ て も 負担 が 大 きく 救済 が 困難 で ある に も か か 
わら ず 、 財 産 が 何ら か の 損害 を も た ら す 場合 に は 、 人 々 の 意見 は 、 救 済 行為 か ら も た ら さ れる 享 
受 で は な く 、 財 産 が も た ら す 困難 に 応じ て これ を 分 割 す る こと で ある 。 


- 追記 : も し この 区 分 が 、 危 害 を 加え る 者 か ら 身 を 守る た め の 許 可 に よる も の で ある な ら ば 、 な ぜ 
一 人 が 自分 の 荷物 を 投げ た ら 、 他 の 者 が 参加 し 、 彼 に 支払 わな けれ ば な ら な い の か を 理解 する 
必要 が ある 。 彼 は 投げ る こと を 決定 し 、 今 損害 は な い 。 彼 が 他人 の 荷物 を 投げ る こと は 許さ れ た 
が 、 彼 は そう し な か っ た 。 他人 は 実際 に 彼 に 危 娠 を 加え た わけ で は な い 。 た し か に 、 彼 ら は 享受 
の 法則 に 従っ て 彼 に 義務 を 負う と 主張 する こと は で きる が 、 そ の 場合 、「 友 人 の 所 有 物 か ら ラ イオ 
ン を 追い 払う 」( コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 278 以 下 参 照 ) の 範囲 内 で 議論 する 必要 が ある 。 こ れ は 、 
上 に 挙げ た レス ペン サ の 意図 で も ある : 彼ら の 意図 は 、 不 法 行 為 法 だ か ら 積 荷 に 応じ て 支払 うと 
いう こと で は な く 、 いずれ に せよ 支払 い を 分 担 し な けれ ば な ら な い の で 、 通 常 の 不法 行為 法 で は 
損害 で な く て も 、 損害 を 与え た 者 は より 多く 支払 うと いう 単純 な 見 解 で ある 。 


- この 説明 の 例 は 、 バ ヴァ ・ バ トラ の 8 ペー ジ b、「 家 の 近 さ に よる 」 分 割 に 対す る ラド バズ ・ ア カ ( ラ 
ビ 、 ダ ビデ ・ ベ ン ・ ソ ロモ ン ・ イ ブン ・ ジ ムラ ) の 説明 に ある 。 ラ ド バ ズ は 、 そこで 城壁 を 築く 場合 、 城 
壁 の 近く に 住む 者 は 街 の 中 心 に 住む 者 より も 多く 支払 わな けれ ば な ら な いと 説明 し て いる 。 城壁 
の 近く に 住む 者 は 、 自 分 た ちの 家 も 囲む た め に 城壁 を 長く する か ら で あ る 。 彼ら が 「 害 を 与え る 
者 」 で ある と は 単純 に 言え な い が 、 彼ら の 家 か ら 出 て いる 壁 の 長 さ を 引き 起こ し た こと で 、 そ の よ 
うな 長 さ の 壁 を 築い た 責任 が より 重い と 見 な され 、 より 多く 支払 わな けれ ば な ら な く な る 。 
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シナ リオ : 海 は 荒れ 模様 で 、 船 の 耐 重量 に 関係 な く 沈没 の 危機 に 瀬 し て いる 。 船 を 救う 唯一 の 方 
法 は 他 の 船 に 助け を 求め る こと だ が 、 こ の 助け を 求め る た め の 費 用 は 高額 で ある 。 その 代金 は 
どの よう に 分 配 さ れる べき だ ろう か ? ここ で 、 貨物 が 害 を も た ら す の で は な く 、 む し ろ 和 危険 を も た ら 
す の は 海 で ある た め 、 分 配 は 個人 に 基づい て 行わ れる べき で ある こと は 明らか で ある 。 負担 を 分 
配 す る た め に 、 各 当事者 が 何 を 得 た か の 検討 に 戻る 。 海賊 が 船 の 乗組 員 と 交戦 する シナ リオ と 
同様 、 危 険 は 人 々 の 生命 に 及ぶ も の で あり 、 危 険 の 原因 と な っ て いな い 貨 物 と の 関連 性 は な い 
た め 、 個 人 を 基準 と し て 負担 を 分 担 する 。 


次 に 、 海 賊 が 船 を 沈没 させ る た め に 、 船 上 の ロバ の 一 頭 を 意図 的 に 飛び 跳ね させ る こと に 成功 
し 、 全 員 を 救う た め に ロバ を 海 に 投げ 捨て ざる を 得 な く な っ た 場合 に つい て 説明 し よう 。 こ の 場 
合 、 全 員 が ロバ の 持ち 主 に 支払 わな けれ ば な ら な いこ と が 判明 する 。 ここ で ロバ が 飛び 跳ね る の 
は 、 海 賊 と の 戦争 の 結果 で あっ て 、 ロ バ に 問題 が あめ あっ た か ら で は な い 。 海賊 と の 戦争 は 、 船 に 
乗っ て いる すべ て の 人 が 一 緒 に 対処 し て いる 問題 で あり 、 人 数 で 分 けら れ て いる の で 、 こ の ロバ 
の 損害 も 分 揚 し な けれ ば な ら な い 。 


つま り 、 損害 を どの よう に 配分 する か を 評価 する 際 に は 、 そ の 主たる 原因 を 検討 する 必要 が あ 
る 。 その 原因 が 財産 的 な も の (た と えば 貨物 船 な ど ) で あれ ば 、 各 出資 者 が 引き 起こ し うる も の 、 
つま り 財 産 に 応じ て 配分 が 行わ れる 。 し か し 、 損 害 の 原因 が 別 の 危険 で ある 場合 、 た と え そ れ が 
資金 の 一 部 を 害する こと に つなが っ た と し て も 、 全 員 が 一 緒 に 対処 し 続け 、 全 員 が 共有 する 危険 
の 影響 を 受け る た め 、 害 を も た ら す 財産 の 所 有 者 と 一 緒 に 参加 する こと さえ ある 。 


ラン バム に よれ ば 、 ロ バ が 船 の 中 で 飛び 跳ね た 場合 、 損 害 は 海 に よっ て 引き 起こ され る た め 、 ロ 

バ の 所 有 者 が 害 を 与え て いる と 主張 する こと は 不可 能 で ある 。 ロバ が 飛び 跳ね た の は 海 で の 旅 

の せい で あり 、 そ う で あれ ば 、 こ こ に は 海 に よっ て 引き 起こ され た 損害 が あり 、 ロ バ を 飛び 跳ね さ 

せ た 海 賊 と 同様 で あり 、 海賊 に よっ て 引き 起こ され た 損害 と みな す 。 し た が っ て 、 海 賊 と の 戦争 に 
必要 な すべ て の も の と 同様 に 、 人 数 で 分 ける こと に な り 、 そ の た め 、 こ の 場合 は 人 数 で 分 ける ( バ 
ヴァ ・ カ ンマ に 関す る ヤム ・ シ ェ ル ・ シ ュ ロ モ ( 第 十 章 、 シ マン 14、 お よび 15) と ラン バム の 方 法 を 説 
明 す る トゥ ー ル (シマ ン 180 の 最後 ) で 説明 され て いる )。 


ラン バム と ベイ ト ・ ヨ セ フ の 意見 の 相違 は 、 船 の 中 で 飛び 跳ね た ロバ を どう 見 る か と いう こと で あ 
る 。 も し ロバ が 損失 の 原因 で あれ ば 、 そ の 原因 が 取り 除 か れる よう に 分 割 す る の が 論理 的 で ある 
(これ が 貨物 に よる 分 割 で ある ) 。 し か し 、 そ れ が 船旅 の 犠牲 者 で ある な ら ば 、 共 通 の 危険 と 同じ 
よう に 、 誰 も が それ を 共有 する こと に な る 。 


- 誰が 損失 の 原因 と みな され る か を 議論 し な けれ ば な ら な ず 、 こ の よう な ボー ダー ライ ン の ケー ス 
に つい て は 、 レ スポ ン サ ・ ヤ シン & ボ アズ 2, 4: お よび レス ポン サ ・ マ ハリ ト ・ ハ ・ ヤ ヒド 43 を 参照 。 


187 


第 四 章 


ユダ ヤ 人 の 生活 と 異邦 人 の 生活 


この 章 で は 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 が 危 険 に さら され 、 彼ら を 救う に は 異邦 人 に 危害 を 加え る し か な いと 
いう シナ リオ を 掘り 下げ る 。 こ の よう な 場合 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う た め に は 異邦 人 を 殺す 必要 が ある こ 
と が 説明 され る 。 


第 三 章 で は 、 ユ ダ ヤ 人 を 殺す た め に 自分 の 命 を 犠牲 に する 義務 の 源 を 見 た : 


偶像 崇拝 、 禁じ られ た 性 的 関係 、 殺 人 を 除い て は .… 律 法 に お ける すべ て の 違反 は 、「 違 反し て 殺 
し て は な ら な い 」 と 言わ れれ ば 、 違 反し て 殺し て は な ら な い 。 殺人 者 の 義務 は どこ か ら 導 か れる の 
か ? そ れ は 論理 的 な 推論 で ある 。 誰か が ラヴ ァ の 前 に や っ て 来 て 、「 私 の 主君 で ある 総督 が 、 
行っ て 誰 々 を 殺せ 、 さ も な けれ ば 私 は 殺さ れる 、 と 言わ れ ま し た 」 と 言う 場合 で ある 。 そし て 彼 に 
言っ た 。「 行 っ て 殺し て こい 、 そ う で な けれ ば お 前 を 殺す 」 と 。 仲間 の 血 の 色 を 見 て どう 思う か ? も 
し か し た ら 、 あ の 男 の 血 は も っ と 赤い の で は な いか ? 


し た が っ て 、 も し 誰か が ル ベ ン に 「 シ モン を 殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と 言っ た な ら 、 ル ベン は 自 
分 を 救う た め に シモ ン を 殺す こと は 禁じ られ て いる 、 と いう の が 単純 な ルー ル で ある 。 


第 三 章 で は 、 異 邦人 が 友人 を 殺す よう に 脅迫 され 、 さ も な けれ ば 殺さ れる と 言わ れ た 場合 に つい 
て 、 ポ スキ ム ( ユ ダ ヤ の 法学 者 ) の 間 で 意見 の 相違 が ある こと を 学ん だ : ラ ビ ・ マ ハラ シュ の 意見 
に よれ ば 、 異 邦人 が 自分 を 死 か ら 救う た め に 友人 を 殺す こと は 許さ れる 。 し か し 、 デ レク の 意見 に 
よれ ば 、 異 邦人 で あっ て も 自分 の 命 を 救う た め に 友人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 


で は 、「 そ の 異邦 人 を 殺せ 、 さ も な けれ ば お 前 を 殺す 」 と 言わ れ た ユダ ヤ 人 の 場合 、 ど の よう な 律 
法 が ある の か を 明らか に し よう 。 


- サン ヘ ド リ ン 80a: ヨ マ 72b: ペ サキ ム 25b。 ラビ ・ マ ハラ シュ に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す 
こと の 禁止 は 、 異 邦人 が 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 に 由来 し て いる の で 、 こ の 質問 を する 必要 は な 
い 。 異 邦人 が 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる の で あれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと を 禁止 する 
根拠 は な い 。 以下 を 参照 。 


- これ は イス ラ エ ル に 関す る こと で 、 ラ クマ ン (?) (Lakman ま た は Lachman) を 参照 され た い 。 
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エル サレ ム の 言葉 
エル サレ ム ・ タ ルム ー ド の シャ バッ ト 書 (第 十 四 章 の 終わ り ) で 説明 され て いる 法則 で ある : 


ラビ ・ ハ ニナ ・ ベ ン ・ ド ー サ は 言っ た : ミ シュ ナ が そう 言っ た の は 、 流 血 に は 財 罪 が な いか ら で あ る 。 
そこ で は こう 教え られ て いる :「 な ぜ な ら 、 一 つの 命 が 他 の 命 の た め に 脇 に 追い や られ る こと は な 
いか ら で あ る 。 彼 が 『 あ の 者 を 殺せ 』 と 言っ た と きだ け で な く 、『 あ の 者 を 燃やせ 』 と 言っ た と し て も 
だ 


エル サレ ム ・ タ ルム ー ド に は 、「 異 邦人 を 殺せ 、 さ も な けれ ば 殺さ れる 」 と 言わ れ 、 死 の 危険 に さら 
され た ユダ ヤ 人 は 、 自 分 を 救う た め に 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる と 明言 され て いる 。 し か し 、 エ 
ル サ レ ム ・ タ ルム ー ド が 言及 し て いる の は ゲル ・ ト シャ フ の こと な の か 、 そ れ と も 異邦 人 の こと な の 
か と いう 疑問 が ある 。 と いう の は 、 エ ル サ レ ム ・ タ ルム ー ド が 許可 し て いる の は 、 救 われ る 義務 の 
な い 異 邦人 を 殺す こと で あり 、 死 か ら 救 われ る こと さえ 禁じ られ て いる (第 一 章 で 説明 し た よう 

に ) 。 さら に 説明 し よう ..…。 


単純 な 問題 と し て 、 ユ ダ ヤ 人 は 律 法 全体 を 否定 し て お り 、 異 邦人 の 魂 を 支配 する こと は 律 法 の 禁 
止 事項 を 否定 する こと に は な ら な い 。 ユダ ヤ 人 の 魂 を 支配 する こと に 関し て 、 ラ ビ ・ マ イモ ニ デ ス 
は 「 ト ー ラ ー 基 本 法 」 第 五 章 ハ ラ ハ 1: 

異邦 人 と ヨナ が イス ラ エ ル に アモ リ 人 の 戒め の 一 つ を 犯さ せる と き 


律 法 で は 、「 人 が 彼ら に 何 を し て も 、 そ の 中 で 生き 、 そ の 中 で 減 び て は な ら な い 」 と ある よう に 、 彼 
ら に 殺さ れ よ 。 
また 、 安 息 日 の 近 、 ハ ラ ハ 1 章 2 節 に も : 


「 安 息 日 は 、 他 の すべ て の 種 入 れ ぬ パン の よう に 苦し み の 危 険 に は さら され て いる 人 の た め に 延期 
され 、 そ れ ゆ え 、 そ の 危険 の 中 に 病気 が あり 、 彼 ら は 安息 日 に 彼 の すべ て の 必要 を 行う .…」 


そし て 、 安 息 日 の 住人 の 魂 の 監督 に つい て 、 ラ ン バ ム は 安息 日 の 探 の 同じ 章 の 後半 、 ハ ラ ハ 12 
章 に こう 書い て いる : 


「 幼 い 頃 か ら あ な た は 居住 者 の 娘 で あり 、 私 た ち は 彼 を 蘇ら せる よう 命じ られ 、 彼 ら は 安息 日 に 
彼女 を 呪 わ な か いか ら で あ る 」 


言い 換え れ ば 、 生 きる た め の ミ ツ ヴ ア を 持つ 居住 者 で あっ て も 、 安 息 日 を 冒 す る こと は 許さ れ な 
いと いう こと で あり 、 こ の 章 の 後半 に も 別 の 例 が ある 。 


- 命 の 光 の 言葉 も そう で ある :G-d( 神 ) が 安息 日 を 冒 流す る こと を 命じ られ た の は 、 安 息 日 を 守る 
魂 の た めで あり 、 む し ろ ユ ダ ヤ 人 の た めで あっ て 、 そ れ 以 外 の 者 に つい て は 、 識 者 の 復活 の た め 
で ある 。 た と え 、 七 つの ミツ ヴァ を 守り 、 死 の 危険 を 冒す 居住 者 が いた と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 は 彼 の 
た め に 安息 日 を 冒 流す る こと は な い 。 
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私 た ち は 、「 人 の 血 を 流す 者 」 の 禁止 が 殺人 の 従 犯 と みな され な い 証 拠 を 発見 し た 。 第 三 章 で 
は 、 胎 児 が まだ 子宮 か ら 出 て いな い 限 り 、 母 体 を 危険 に さら す 胎 児 を 殺す こと を 許可 する ミシュ ナ 
(オハ ロト 7:6) を 紹介 し た 。 胎児 を 殺す こと は 、「 人 の 血 を 流す 者 」 の 近 に よっ て 禁じ られ て いる 。 
な ぜ な ら 、「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ 、 異 邦人 に 禁じ られ て いる も の は 何 も な い 」 か ら で あ る (第 一 章 の 
付録 1 参照 ) 。 も し 殺人 の 従 犯 の 法 に よっ て 、「 人 の 血 を 流す 者 」 の た め に 自分 の 命 を 犠牲 に する 
必要 が ある と すれ ば 、 母 体 を 救う た め に 胎児 を 殺す こと が な ぜ 許 され る の か は 明らか で は な い 。 


も し そう な ら 、「 人 の 血 を 流す 者 」 は 殺人 の 従 犯 と は しみ なさ れず 、 そ の た め に 自分 の 命 を 犠牲 に す 
る 必要 は な いと いう 明確 な 証拠 が ある 。 し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 に 「 ゲ ル ・ ト シャ フ を 殺せ 、 さ も な け 
れ ば 殺さ れる 」 と 言わ れ た ら 、 そ の 人 は 自分 を 救う た め に ゲル ・ ト シャ フ を 殺 すこ と が 許さ れる 。 


第 三 章 で は 、 エ ル サ レ ム ・ タ ルム ー ド の ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラー(2:2) を 紹介 し た が 、 こ れ は この エル サレ 
ム ・ タ ルム ー ド と 同じ よう な 内 容 だ 。 ま た 、 エ ル サ レ ム ・ タ ルム ー ド に 関す る アズ ッ ト ・ パ ニム (Azzut 
Panim) も 参照 され た い 。 そこ か ら 明 ら か な よう に 、 第 二 の バ ー ジ ョ ン で さえ 、 こ の バー ジョ ン に 反 
対し て いる の で は な く 、 むし ろ 追 加 し て いる 。 


ラ シ と ラン バム の 言葉 か ら の 証明 


ラヴ ァ と ラン バム も また 、 自 己 犠 牲 の 義務 の 法則 は ユダ ヤ 人 対 ユ ダ ヤ 人 の 場合 に の み 当 て は ま 
り 、 ユ ダ ヤ 人 対 ゲ ル ・ ト シャ フ の 場合 に は 当て は ま ら な いと 見 て いる 。 


タル ムー ド の サン ヘ ド リ ン (74a:20) 、 ペ サキ ム (25b:4) 、 ヨ マ (82b:1) の 三箇 所 で 、 こ の 探 と ラヴ ァ 
の 前 に 現れ た 男 の 話 が 出 て くる が 、 ラ ヴァ は 文体 に 若干 の 違い は ある も の の 、 こ の 問題 を 長 々 と 
説明 し て いる 。 彼 の 言葉 か ら 明 ら か な よう に 、 こ の 搾 は ユダ ヤ 人 を 殺す 場合 に の み 真 実 で ある 。 


例え ば 、 ラ ヴァ は ヨ マ の ゲ マ ラ で 説明 し て いる : 


「 な ぜ 血 が 赤く な る の か 」、 つ まり 、「 そ の 中 で 生き 、 そ の 中 で 死な な い 」 と いう 理由 で 、 そ の 事柄 に 
違反 する こと を どう 考え る の か 、 と いう こと で ある 。 その 事柄 の 理由 は 、 イ スラ エル の 魂 が 戒め よ 
り も その 場 の 前 に 大 切 だ か ら で あ る 。 祝福 され た 聖なる 御方 は 、 戒 め を 取り 消し 、 こ の 者 を 生か 
せ と 言 われ た 。 し か し 、 今 ここ に 殺さ れ 、 戒 律 が 無効 に され た ユダ ヤ 人 が いる の に 、 な ぜ そ の 血 
は その 人 に と っ て 親愛 な る も の で ある 以上 に 、 そ の 戒律 を 犯す こと が その 場所 の 目 に は 良い こと 
に な る の だ ろう か ? 


ラヴ ァ は 、 ど の よう な 場合 に も ユダ ヤ 人 の 生命 が 失わ れる の で ある か ら 、 買 問 者 に 対し て 自分 を 
救う た め に 友人 を 尊 す こと は 禁じ られ て いる と 言う の で ある 。 「 な ぜ 、 あ な た の 血 は 、 あ な た の 友 
人 の 血 よ り も 、 彼 (聖なる 御方 、 祝 福 さ れ た 御方 ) に と っ て 豊 い の だ ろう か ?」 


この 言葉 か ら 明 ら か な よう に 、 ゲ ル ・ ト シャ フ の 命 を 失う か 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 を 失う か の 二 者 択 一 の 
場合 、 そ の 判断 は 単純 で ある 。 


(ここ で は 、 こ の 点 に 関し て 最も 明確 な う ヴ ァ の ヨ マ で の 言葉 、 特 に 最後 の 文章 を 持っ て きた 。 し 
か し 、 ペ サキ ム と サン へ ヘ ドリン に お ける 彼 の 言葉 の 正確 な 表現 も また 、 同 じ 結 論 を 導く ) 。 そし て 、 
ラビ で ある シャ ウル ・ イ スラ エリ は 、 そ の 著書 「 ア ム ド ・ ハ イェ ミニ 」( シ モン 16 章 4:8 節 ) の 中 で 、 ラ 
ヴァ の 言葉 か ら こう 推論 し て いる :「 結 論 は 、 も し ユダ ヤ 人 が 死 を 脅かさ れ 、 ゲ ル ・ ト シャ フ を 殺さ な 
けれ ば 自分 が 殺さ れる と 言わ れ た 場合 、 自 分 を 救う た め に ゲル ・ ト シャ フ を 殺す こと が 許さ れる と 
いう こと で ある 」 
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- し か し 、 前 章 の 注 (1) で 取り 上 げた ラビ ・ ウ ンタ ー マ ン の 言葉 に よれ ば 、 母 親 に と っ て 困難 な 子 
供 の 胎児 を 殺す 許可 か ら は 、 胎 児 が 母親 を 迫害 し 傷つけ て いる か ら 殺 す と いう 証明 は な いこ と に 
注意 すべ き で ある 。 し か し 、 い ずれ に せよ この 方 法 に よれ ば 、「 ゲ ル ・ ト シャ フ を 殺さ な けれ ば 、 お 
前 を 殺す 」 と いう 場合 で あっ て も 、 後 述 す る ラシン と ラン バム の 言葉 に よっ て 証明 され る よう に 、 自 分 
を 犠牲 に する 義務 は な い 。 
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異邦 人 を 殺せ 、 そ うし な けれ ば 私 た ち を 殺す だ ろう 。 この よう な 場合 、 彼 は 殺す こと が 許さ れる の 
だ ろう か ? ラ シ は 、 こ の 問題 は ユダ ヤ 人 の 魂 に 関わ る こと で あり 、 彼ら の G-d( 神 ) の 前 で の 愛 の 
た めで ある と 考え た 。 し か し 、 見 知ら ぬ 人 の 魂 に は この 愛 が 見 い だ せ な い 。 それ は 他 の 戒律 と 同 
じ で 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の た め の も の で ある 。 


ラン バム は イェ ソ デ イ ・ ハ ・ ト ー ラ ー の 第 五 章 ハラ ハ 7 で 次 の よう に 書い て いる :「 そ し て 、 他 の 魂 を 
癒す た め 、 ま た は 敵 の 手 か ら 人 を 救う た め に ユダ ヤ 人 の 魂 を 殺す こと は 、 命 の た め に 命 を 失う こ 
と が な いよ うに 心 が 傾く 問題 で ある .…」 


ラン バム は 「 ユ ダ ヤ 人 の 魂 の 殺害 」 を 強調 し た が 、「 魂 の 殺害 」 と いう 言葉 で は 十分 で は な い 。 ラ 
ン バ ム は また 、 ハ ラ ハ 5 章 で の 表現 に も 気 を 配っ て いる 。「 も し 異邦 人 が ある 集団 に 、『 お 前 た ちの 
中 か ら 一 人 よこ せ 、 そ うす れ ば 殺し て や る 、 そ うし な けれ ば お 前 た ち 全 員 殺 し て や る 』 と 言っ た と し 
た ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 魂 を 渡す より も 、 む し ろ 彼 ら 全員 を 殺す べき で ある .…」 


また 、 ベ ペリ ・ メ ガ デ ィ ム に は 、 ユ ダ ヤ 人 に よる ユダ ヤ 人 の 流血 の 場合 に の み 、「 殺 し て 通り 過ぎ な 
い 」 と いう 探 が ある が 、 ゲ ル ・ ト シャ フ に よる ユダ ヤ 人 の 流血 の 場合 は 、 ル ベン が 自分 を 救う た め 
に イフ タ ハ を 殺す こと が 許さ れる と 明記 され て いる 。 こ の よう に 、 ペリ ・ メ ガ デ ィ ム は オラ ハ ・ チ ャ イ 
ム 59 の 1( 金 色 の 四角 の 中 ) に 書い て いる : 


「 支 配 者 が 、 誰 々 を 殺せ 、 殺 さ な け れ ば お 前 を 殺す と 言い 、 誰 々 は ユダ ヤ 人 と 異邦 人 が 半々 ずつ 
いる 街 で 見 つけ た 疑わ し い 幼 児 で あっ た と し て も 、 彼 と 支配 者 、 そ し て その 友人 が 疑わ し い の で 、 
『 な ぜ 見 た の か 』 に は 何 の 関 連 性 も な いと 言わ れ て も 、 ま だ 疑い は ある 。 ある い は 、 そ う で は な い 

か も し れ な い 。 そし て 疑問 は 今 の と ころ 残っ て いる 」 


ペリ ・ メ ガ デ ィ ム は 、 異 邦人 (支配 者 ) が 、 住 民 の 半分 が ユダ ヤ 人 で ある 街 で 発見 され た 赤ん坊 の 
よう に 、 疑 わし い ユ ダ ヤ 人 や 異邦 人 で ある 誰か を 殺せ と ユダ ヤ 人 を 脅す 場合 の 律 法 に つい て 牙 
踏 し て いる 。 


また 、 ラ ビ ・ マ ハラ シュ に よれ ば 、 ど う や ら 異 邦人 を 殺す た め に 自分 の 命 を 犠 牲 に する 義務 は な い 
と いう 単純 な こと で ある よう で ある 。 彼 の 意見 に よれ ば 、 異 邦人 の た め に 自分 の 命 を 犠牲 に する 
義務 は な いか ら で あ る 。 そう で あれ ば 、 異 邦人 が 救 わ れる た め に 他 の 人 を 殺す こと は 許さ れる 。 
また 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと も 許さ れる 。 な ぜ な ら 、 す べ て の 禁止 は 異邦 人 に 対し て 禁じ 
られ て いる こと か ら 生 じ て お り 、 彼ら が 許さ れる と き 、 我 々 も また 許さ れる か ら で あ る 。 


そし て 、 そ の 半分 が ユダ ヤ 人 で あり 、 そ う で な い 場 合 、 彼 は 彼 を 殺す 。 こ の 場合 、 二 人 目 は 疑わ し 
い ユ ダ ヤ 人 に 過ぎ な い の で 、 彼 が 殺す こと は 許さ れる の か 。 い ずれ に せよ 、 ペ リ ・ メ ガ デ ィ ム に よ 
れ ば 、 彼 が 異邦 人 で あれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 自分 を 救う た め に 彼 を 殺す こと は 確か に 許さ れる 。 こ の 
ケー ス は 、 ユ ダ ヤ 人 で ある か どう か 疑わ し い が ゆ え に 、 律 法 全 体 を 守ら な けれ ば な ら な い 人 の 
ケー ス で あり 、 も し そう で あれ ば 、 彼 の 地位 が ゲル ・ ト シャ フ ( 居 住 外 国人 ) よ り も 低い と は 言え な 
い ( 七 つ だ け で な く 613 の 戒律 を 守る の だ か ら ) 。 それ に も か か わら ず 、 ペ リ ・ メ ガ デ ィ ム に は 、 彼 が 
本 当 に 異邦 人 で ある 場合 、 ユ ダ ヤ 人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ ( 命 を 救う ) の 代わ り に 彼 を 殺す こと が 
許さ れる こと は 明らか で ある 。 
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ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 法則 か ら の 証明 


ユダ ヤ 人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ が 律 法 全 体 を 覆す の に 対し 、 異 邦人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ は 律 
法 の 禁止 事項 を 覆 さ な いこ と は 、 タ ルム ー ド や 法学 者 の 間 で は 単純 な こと で ある 。 ユダ ヤ 人 の ピ 
クア ハ ・ ネ フェ シュ に つい て 、 ラ ン バ ム は ヒル コッ ト ・ イ スレ イ ・ ト ー ラ 一 第 五 章 ハラ ハ 1 に こう 書い て 
いる : 


異邦 人 が 立ち は だ か り 、 ト ー ラ ー に 記さ れ て いる すべ て の 戒 律 の ひと つ に 違反 し な けれ ば 殺す と 
ユダ ヤ 人 に 強 要する と き 、 そ の 人 は 違反 すべ き で あり 、 殺 すべ き で な い 。 戒律 に ある よう に 、 人 は 
その 戒 律 を 守り 、 そ の 戒律 に よっ て 生き 、 そ の 戒律 に よっ て 死ぬ こと は な い 。 


また 、 ヒ ルコ ッ ト ・ シ ャ バッ ト 第 二 章 、 ハ ラ ハ 1 に も こう ある : 安息 日 は 、 他 の ミツ ボッ ト の よう に 、 命 
の 危険 に さら され る こと で 上 書き され る 。 し た が っ て 、 危 険 に さら され て いる 病人 は 、 安 息 日 に そ 
の 人 の た め に 必要 な こと を すべ て 行う .…。 


ゲル ・ ト シャ フ の ピク アハ ・ ネ フェ シュ に つい て 、 ラ ン バ ム は 同じ 章 の 後 、「 安 息 日 」 ヒ ルコ ッ ト ・ シ ャ 
バッ ト の ハラ ハ 12 に こう 書い て いる :「 ゲ ル ・ ト シャ フ の 息子 に 割礼 を 施す の は 、 彼 を 生か し て お く 
よう に 命じ られ て いる か ら で あ り 、 彼 の た め に 安息 日 を 犯す こと は な い 」 


つま り 、 たとえ ゲル ・ ト シャ フ で あっ て も 、 彼 を 生か す 戒 め が あ る 場合 は 、 安 息 日 を 犯す こと は 禁じ 
られ て いる の だ 。 また 、 こ の 章 の 後 の ハ ラ カ 20 章 に も 別 の 例 が ある :「 死 の 危険 に さら され て いる 
異邦 人 の た め に 安息 日 を 犯す こと は な い 」 


そし て 、 こ れ は オル ・ ハ ハイ ム ( 出 エジプト 記 20:16) の 言葉 で ある : し か し 、 主 が ピク アハ ・ ネ フェ 
シュ の た め に 安息 日 を 犯す よう に と 命じ られ た 私 の 安息 日 は 、 イ スラ エル の 子供 た ち を 除い て 安 
息 日 を 守る こと を 減ら し て は な ら な い が 、 異 邦人 を 生か す た め に 他 の 人 に つい て は 、 た と え 彼 が 
七 つ の 戒 め を 守る ゲル ・ ト シャ フ で あっ て も 、 死 の 危険 に さら され て いて も 、 ユ ダ ヤ 人 は 彼 の た め 
に 安息 日 を 犯す こと は な い 。 
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さら に 、 異 邦人 と ユダ ヤ 人 が いる 宮廷 で 、 一 人 の ユダ ヤ 人 と 千 人 の 異邦 人 が 、 彼 ら の 上 に 落ち 、 
イス ラ エ ル か ら す べ て を 監督 し て 雪崩 を 起こ し た 。 そ の うち の 一 人 が 別 の 庭 に 解釈 し 、 彼 の 上 に 
落ち た 。 同じ 裁判 所 は 、 左 の 一 つ は イス ラ エ ル で あり 、 残り は 募集 され た か どう か を 確認 する た 
め に 監視 され て いる 。 


つま り 、 ユ ダ ヤ 人 の 魂 の 監督 に 懸念 が ある 場合 に の み 、 安 息 日 を 犯す こと が で きる 。 し か し 、 シ ュ 
ル ハ ン ・ ア ルッ フ ・ オ ラ ハ ・ チ ャ イム 247:2 の ビ ウ ル ・ ハ ラ ハ で 述べ られ て いる よう に 、 ゲ ル ・ ト シャ フ 
(トー ラー か ら 生 か す よ う 命じ られ て いる ) の 命 を 救う た こめ に ラビ の 禁止 に 違反 する こと が 許さ れる 
か どう か に つい て は 、 ポ スキ ム た ち は 議 論 し た : 


居住 外国 人 (ゲル ・ ト シャ フ ) は 、 私 た ち が 彼 の 命 を 守る よう に 命じ られ て いる の で 、 割 礼 を 受け 
る 。 し か し 、 安 息 日 に 違反 し な い 事 柄 に 限っ て で あり 、 ラ ビ に よる 禁止 で さえ も 放棄 され る 可能 性 
が ある 。 な ぜ な ら 、 そ の よう な 場合 、 私 た ち は 彼 の 生命 を 守る よう に 命じ られ て いる が 、 彼 ら は 禁 
止 を 制定 し な か っ た か ら で あ る [PM.G. 参 照 ]|。 いずれ に せよ 、 居 住 外国 人 の 命 に 関わ る 状況 に 
よっ て 聖書 の 禁止 が 免除 され な いこ と に 異論 は な い 。 


も し 、 安 息 日 が イス ラ エ ル 人 の 命 に よっ て 免除 され 、 居住 外国 人 の 命 が 安息 日 に よっ て 免除 され 
る な ら 、 科 単に 言え ば 、 居住 外 国人 の 命 は ユダ ヤ 人 の 命 に よっ て 免除 され る こと に な り 、 ユ ダ ヤ 

人 を 救う た め に 居住 外国 人 を 殺す こと は 許さ れる 。 この 意見 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 「 マ アセ 」 の 意見 (第 
三 章 10 節 で すでに 説明 済み ) の 説明 に 基づい て 強化 され て いる 。 こ れ は ラ シ が ヨ マ に 書い た も の 
で ある : 


つま り 、「 そ し て 、 そ れ ら に よっ て 生き 、 そ れ ら に よっ て 死な な い 」 と いう 理由 で 、 そ の よう な こと を す 
る 正当 な 理由 は 何 か ? そ の 理由 は 、 祝 福 さ れ た 聖なる 方 が 「 戒 め を 取り 消し 、 こ の 者 を 生か せ 」 
と 言わ れ た よう に 、 イ スラ エル の 魂 は 戒め より も 聖なる 方 に と っ て 大 切な も の だ か ら で あ る 。 


し か し 、 ユ ダ ヤ 人 が 殺さ れ 、 戒律 が 無効 に な っ た 今 、 な ぜ 祝 福 さ れ た 聖なる 方 の 御 目 に 、 そ の 戒 
律 に 背く こと が 喜ば れる の か ? な ぜ あ な た の 血 は 、 あ な た の 友人 で ある ユダ ヤ 人 の 血 よ り も 聖 な 
る お 方 の 御 目 に か な っ た も の な の だ ろう か ? 


ラ シ は 、 マ イ ・ チ ャ ジッ ト の 議論 の 理由 は 、 も う 一 つの 議論 に 対抗 する た め だ と 説明 し て いる 。 そ 
れ に よれ ば 、 私 た ち が 学 ん だ よう に 、 す べ て の 律 法 違 反 は ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 代わ り に 免除 さ 
れる の だ か ら 、 自 分 自身 を 死 か ら 救 うた め に 、 そ の ユダ ヤ 人 が 友人 を 殺す こと を 表向き は 許す べ 
きだ と いう の で ある 。 


- 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 こ れ ら は すべ て 異邦 人 を 治療 する た め に 禁止 を 放棄 する と いう 
実際 の 控 に 関す る こと で ある が 、 そ れ に 加え て 、 危 険 に つなが る 憎悪 を 恐れ る と いう 配慮 が あ 
り 、 ハラ ハ ・ レ マ ア セ で は 、 私 た ちの 世代 で も 多く の 罪 に 対し て この よう な 配慮 が な され て いる こと 
で ある (も ちろ ん 、 居住 外 国人 に は 存在 し な い が ) 。 ハラ バハ 医学 事典 の 項目 「 ゴ イ (Goy) 」、p.127 
の この 件 に 関す る 要約 を 参照 の こと 。 
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「 彼 は その 中 で 生き る 」-「 彼 は その 中 で 死ぬ こと は な い 」。 し た が っ て 、 流 血 の 禁 止 は 、 シ モン を 殺 
さ な け れ ば 死ぬ と 脅 さ れ て いる ル ベ ン の 命 を 救う と いう 理由 で 否定 され る べき で あっ た 。 


これ に 対し て ラビ ・ ア シン は 言っ た :「 確 か に 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ ( 命 を 救う こと ) は すべ て の ミツ 
ボッ ト を 放棄 する 。『 イ スラ エル の 魂 は 、 祝 福 さ れ た 聖なる お 方 に と っ て は 、 ミ ツボ ッ ト よ り も 大 切な 
も の だ か ら で あ る 』。 し か し これ は 、 そ の 違反 が 本 当 に ユダ ヤ 人 の 命 を 救う 場合 に 限ら れる 。 一 
方 、 こ の 場合 、 一 人 の ユダ ヤ 人 が 死に 、 一 人 の ユダ ヤ 人 の 命 を 救う 利益 は な い の だ か ら 、 一 人 
の ユダ ヤ 人 が も う 一 人 の ユダ ヤ 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 」 


も し そう な ら 、 こ れ は 二 人 の ユダ ヤ 人 の 問題 に 限っ て 言え る こと で 、 最 終 的 に は 一 人 の ユダ ヤ 人 
が 死ぬ の だ か ら 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 許可 は 存在 し な いこ と に な る 。 し か し 、 異 邦人 の 命 対 ユ 
ダ ヤ 人 の 命 と な る と 、 ユ ダ ヤ 人 が 自分 を 救う た め に 罪 を 犯す こと は 許さ れる 、 と いう の が 本 来 の 
理屈 に 戻る も 。 な ぜ な ら 、 こ こ に は トー ラー 全体 を 免除 する ユダ ヤ 人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ と 、 ト ー 
ラー に よる 禁止 事項 を 一 つも 免除 し な い 居 住 外 国人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ が 存在 する か ら で あ 
る (上 で 見 た と お り ) 。 


言い 換え れ ば : ユ ダ ヤ 人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ は トー ラー に ある すべ て の 禁止 事項 を 犯す こと を 
許可 する 。 し か し 、 流 血 の 禁 止 に お いて は 、 ル ベン を 救う 可能 性 は シモ ン の 命 を 犠牲 に する こと 
に な る の で 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 許可 は 再び 適用 され な い 。 し か し 、 ル ベン を 救う こと が 外国 人 
ヤ ベ ペ テ の 命 を 犠牲 に する こと に な る 場合 は 、 ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ の 許可 が その 代わ り に 適用 され 
る 。 サン ヘ ド リ ン 90a の ト サ フ ィ ス ト ( バ アレ ・ ハ ト サ フ ォ ト / ba ale hatosafot) の 言葉 で ある 。 


- これ まで 説明 し て きた よう に 、 ユ ダ ヤ 人 が 自分 の 命 を 守る た め に 居住 外国 人 を 殺す こと は 許さ 
れる と いう 法律 に は 、 も う 一 つの 論拠 が ある 。 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと が 禁じ られ て いる の 
は 、 第 一 章 で 説明 し た よう に 、「 ミ ・ イ エチ ・ ミ ・ デ ィ ・ デ ・ リ ・ シ ュ ラ ・ エ ル ・ シ ャ ・ リ ・ リ ・ ゴ イ ・ ア ・ シ ュー 
ル 」( ユ ダ ヤ 人 に は 許さ れ 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いる こと が ある か ) の 原則 に 由来 する こと は す 
で に 述べ た 。 そし て 、 見 よ 、 ト サフ ィ ス ト は サン ヘ ド リ ン 90a に お いて 、「 リ ・ ハ ・ ミ ディ 」( 私 の た め に 
は 何 も な い ) の 原則 を 論じ て いる 。 
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そし て 、 も し あな た が こう 言う な ら : 異邦 人 が 殺さ れ な い 罪 の た め に ユダ ヤ 人 が 殺さ れる の だ か 
ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 の 価値 は 低い 。 また 、 ユ ダ ヤ 人 は 三 つ の ミツ ボッ ト の た め に 自己 犠牲 を 払う 義 
務 が あり ( 減 亡 の 時 に は すべ て の ミツ ボッ ト の た め に ) 、 異 邦人 に は その 義務 は な い ! 


その 答え は 、 こ の こと か ら イ スラ エル の 命 の 価値 が 低い こと を 学ぶ の で は な く 、 ユダヤ 人 が 人 罪 を 
犯す と き は 、 異 邦人 が 罪 を 犯す と きよ り も は る か に 重大 な 違反 で あり 、 し た が っ て ユダ ヤ 人 の 違 
反 に は 厳し い 禄 と 自己 犠牲 の 要求 が あめ る と いう こと で ある (サン へ ヘ ドリン 91b に ある 、 改 宗 し た 罪 
深い 異 攻 人 の スギ ャ を 説明 する 文脈 で 、 こ の こと を さら に 詳し く 説明 する 必要 が ある ) 。 結局 の と 
ころ 、 異 邦人 に 許さ れ て ユダ ヤ 人 に 許さ れ な いこ と は な いと いう こと だ 。 ユダ ヤ 人 に と っ て ミツ ヴァ 
で ある 事柄 に つい て 、 私 た ち は こ う は 言わ な い 。 安息日 を 冒 流す る 異邦 人 は 死罪 に 処せ られ 、 ユ 
ダ ヤ 人 に と っ て は ミツ ヴァ で あり 、 異 邦人 が 責任 を 負い 、 ユ ダ ヤ 人 が 免除 され る 違反 に つい て 
は 、 た と ええ 免除 され て も や は り 許 され な い 。 


し か し 、 胎 児 と 母親 の 章 で は 、「 頭 が 出 て きた ら 、 命 の た め に 命 を 押し の ける よう な こと は し な い の 
で 、 触 ら な い 」 と 言っ て いる の に 、 頭 が 出 て くる 前 に 、 医 師 が 道具 を 使っ て 母親 の 中 に 入り 、 胎 児 
の 四肢 に 切り 込み を 入れ て 、 母 親 を 救う た め に 取り 出す の で 、 難 し い ! これ も ユダ ヤ 人 と 同じ で 、 
救う よう に 命じ られ て お り 、 異 邦人 で あっ て も 許さ れる 可能 性 が ある 。 


ト サ フ ィ ス ト は その 言葉 の 冒頭 で 結論 を 述べ て いる : 異 邦人 が 安息 日 を 犯す と 死罪 に 処 さ れる 

( ゲ マ ラ ・ サ ン ヘ ドリ ン 90b に ある ) と いう 律 法 か ら そ れ を 証明 する の で あっ て 、 異 邦人 に は 一 般 的 
に その よう な 禁止 は な く 、「 異 邦人 に 許さ れ て いる こと で ユダ ヤ 人 に 許さ れ な いこ と は な い 」 と いう 
ー 般 的 な ルー ル と 矛盾 する よう に 思わ れる ! し か し 、 ユ ダ ヤ 人 に は ユダ ヤ 人 の ミツ ヴァ が ある の 
だ か ら 、 つ まり ユダ ヤ 人 に は 安息 日 の ミツ ヴァ が ある の だ か ら 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いて ユダ 
ヤ 人 に は 許さ れ て いる 事柄 が あっ て も 何 の 問 題 も な い 。 


さら に ト サ フ ィ ス ト は 続け て 、 イ スラ エル で は 母体 を 救う た め に 胎児 を 殺す こと が 許さ れ 、 異 邦人 
に は 禁じ られ て いる の は な ぜ か 、 と 間 う ! そし て ト サ フ ィ ス ト は 、 ここ で も 「 イ スラ エル に は 救う た め 
の ミツ ヴァ が ある 」 と 説明 し 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て は ここ で も ミツ ヴァ が ある の だ か ら 、 異 邦人 に と っ 
て は 禁じ られ て いて 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て は 禁じ られ て いな いと いう 状況 が 起こ り 得る と 説明 する 。 
し か し 、 結局 の と ころ ト サ フ ィ ス ト は 、 異邦 人 で あっ て も 母体 を 救う た め に 胎児 を 殺す こと が 許さ れ 
る 可能 性 が ある と 書い て いる 。 


いずれ に せよ 、 私 た ち は ト サフ ィ ス ト の 言葉 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て ミツ ヴァ の 間 題 が ある 場合 、 
それ は 「 リ ・ ハ ・ ミ ・ デ ィ 」 に よっ て 禁止 され る も の で は な いこ と を 学ん だ 。 そし て 、 私 た ちの 場合 、 ユ 
ダ ヤ 人 で ある ル ベ ン が 自分 を 救う た め に 異邦 人 で ある ヤ ペ テ を 殺さ ざる を 得 な いと き 、 ル ベン は 
ユダ ヤ 人 の 命 を 死 か ら 救 うと いう ミツ ヴァ と し て これ を 行なっ て いる の で ある か ら 、 こ こ で は 異邦 人 
を 殺す こと の 禁止 を 適用 し な いこ と は 明らか で あり 、 そ れ は すべ て 「 リ ・ ハ ・ ミ ・ デ ィ 」 の 理由 か ら 生 
じ て い る の で ある 。 一 般 的 に は ユダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いる が 、 ミ ツ ヴ ァ の 場 
で は そう で は な い 。 


そし て 、 ト サフ ィ ス ト の この 推論 か ら 、 異 邦人 殺害 の 禁止 は 完全 に 許さ れ た の で あっ て 、 ユ ダ ヤ 人 
の ピク アハ ・ ネ フェ シュ の た め に 免除 され た だ け で は な いこ と が 明らか で ある (「 許 され た 」 と 「 免 除 
され た 」 の 違い に つい て は 、 ヨ マ 6b、 ペ サキ ム 77a、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ ・ オ ラ ハ ・ チ ャ イム の 832 
節 の 冒頭 、 同 14 節 な ど を 参照 ) 。 


この 章 を 要約 する と 、 異邦 人 の 存在 が ユダ ヤ 人 の 生命 を 脅かす 場合 、 た と え そ の 異邦 人 が 世界 


の 国々 か ら 来 た 正しい 個人 で あり 、 発 生 し た 事態 に 全く 罪 が な いと し て も 、 そ の 異邦 人 を 殺す こと 
は 許さ れる と いう 明確 な 結論 に 達し た 。 
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胎児 の 癒し と 異邦 人 の 癒し の 比較 


癒し の 分 野 に お ける 論争 と 異邦 人 と の 比較 に つい て は 、 オ ハロ ト の ミシュ ナ (7:6) に ある よう に 、 
ユダ ヤ 人 を 救う た め に 胎児 を 殺す こと は 許さ れる こと が わか っ た : 


産婦 が 難産 で あれ ば 、 母 体 の 中 に ある 胎 芽 を 切断 し 、 手 足 ご と 取り 出す の で ある 。 な ぜ な ら 、[ 母 
親 の ] 生 命 は ( 胎 芽 の ) 生 命 よ り も 優先 され る か ら で あ る 。 別 の ネフ ェ シ ュ の た め に 、 一 つの ネフ ェ 
シュ ( 魂 プ 命 ) を 押し や る こと は で き な い か ら で あ る 。 


サン ヘ ド リ ン 72b:14:1 は こう 説明 し て いる : 


これ は 、 出 産 が 困難 で 危険 に さら され て いる 女性 の 話 で あり 、 引 用 され た 出典 の 前 の 部 分 に は 、 
助産 婦 が 中 に 手 を 入れ て 胎児 を 切り 刻み 、 手 足 を 一 本 ずつ 取り 除く と 書か れ て いる 。 胎児 が この 
世 の 空気 に 出 て いな い 限り 、 そ れ は 生命 [ネフ ェ シ ュ ] で は な い の で 、 そ れ を 殺し て 母体 を 救う こと 
は 許さ れる 。 女性 の 胎児 は まだ 「 魂 」 と は みな され ず 、 そ の 「 生 命 は その 命 よ り 優先 する 」 た め 、 
その 頭 が 出 て いな い 限 り 、 そ の 女性 が この まま で は 死ぬ 危険 が ある 場合 は 、 胎 児 を 殺す こと は 
許さ れる 。 


し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 が 危険 に さら され て いる 状況 で は 、 た と え 異 邦人 や 胎児 を 殺す こと に 
な っ た と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 を 救う た め に 手段 を 講じ る こと が 許さ れる 、 と いう の が ミシュ ナ の 教 
え で ある 。 ミ シュ ナ は 、 母 体 を 危険 に さら す 胎 児 が 殺さ れ 、 そ の 胎児 が いな けれ ば 母体 が 危険 に 
さら され る こと は な か っ た 場合 に つい て 論じ て いる 。 そこ で 疑問 が 生じ る : 危 険 は 胎児 と は 関係 な 
い が 、 胎 児 を 殺す こと で 女性 を 救う こと が で きる 場合 、 ど の よう な 裁定 が 下さ れる の か ? ある 女性 
の 胎児 を 殺し て 別 の 女性 (また は 別 の 男性 ) を 救う こと は 許さ れる の か 。 例え ば 、 胎 児 を 殺し 、 そ 
の 体内 物質 を 使っ て 病人 の た め の 特 効 薬 キ 作 る こと が 可能 な 場合 で ある 。 


前 述 の ラ シ の 言葉 に 基づけ ば 、 こ の 問題 に は 区 別 は な いよ うに 思わ れる 。 胎児 の 生命 を 守る 義 
務 が な い の で あれ ば 、 人 命 救助 の た めで あれ ば どの よう な 状況 で も 許さ れる 。 人 命 救助 の 状況 
に お いて 、 律 法 の すべ て の 禁止 事項 に 違反 する こと が 許さ れる の と 同じ よう に 、 そ の 禁止 事項 の 
存在 下 で の 違反 で あろ うと 、 その 禁止 事項 を 治療 の た め に 利用 する こと (例え ば 、 薬 用 目的 で 禁 
止 さ れ て いる 食品 を 食べ る こと ) で あろ うと 、 で ある 。 


出産 が 困難 な 妊婦 は 、 子 宮内 の 胎児 を 切る こと が ある 。 それ は 、 胎 児 は 彼女 を 殺 そ うと 追い か け 
て くる 追っ 手 の よ うな も の だ か ら だ 。 し か し 、 胎児 が すでに 子宮 か ら 出 て いる 場合 は 、 そ れ に 触れ 
る こと は な い 。 な ぜ な ら 、 あ る 生命 が 別 の 生命 の た め に 脇 に 追い や られ る こと は な いか ら で あ る 。 


ラン バム の 言葉 か ら 、 胎 児 を 殺す こと が 許さ れる の は 、 胎 児 が 母体 を 危険 に さら す 追っ 手 と みな 
され る か ら で あ る こと が わか る 。 こ の こと は 、 胎 児 を 殺す こと が 許さ れる の は 、 胎 児 が いな けれ ば 
危険 が 存在 し な か っ た 場合 だ け で ある こと を 意味 し て いる 。 


彼 の 言葉 を 借り れ ば 、「 誰 々 の 胎児 を 殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と いう 場合 に 胎児 を 殺す こと 
は 確か に 許さ れる 。 胎児 が いな けれ ば 危険 は 存在 し な か っ た か ら だ 。 し か し 、 あ る 女性 の 胎児 を 
殺し て 別 の 女性 を 治療 する こと は 許さ れ な い 。 と いう の も 、 こ の 場合 、 胎 児 が な く て も 危険 は 存在 
する か ら で あ り 、 殺 人 者 は 胎児 を 危険 と 結び つけ よう と 決め た 張本人 だ か ら で あ る 。 


実際 、 ラ ー ダ ク は 『 ア ヴォ ト 』 の ミシュ ナ に 対す る ト サ フ ォ ト (第 七 章 の 終わ り ) で 、 ラ ン バ ム に つい 
て こう 疑問 を 呈し て いる :「 驚 くべ きこ と で ある 、 な ぜ な ら 、 私 た ち は 追 っ 手 の た め に 、 そ の 大 部 分 


197 


が 出 て きた と し て も 、 それ に 触れ な いか ら で は な く 、 その 理由 は 必然 的 に 胎児 が 魂 と 呼ば れ な い 

か ら で あ る 」。 と メ ノ ー ラ ・ ハ ・ チ ヌ フ (ミツ ヴァ 62 の 1) は 書い て いる :「 私 は 理解 で でき なか っ た 。 なぜ 

な ら .… 胎 児 を 切る こと が 許さ れる の は それ が 魂 で は な か っ た か ら だ 。 し か し 、 そ れ は 追っ 手 で は な 
か っ た 」 


し か し 、 後 世 の 注 釈 者 の 中 に は 、 ラ ン バ ム の 解釈 に に よれ ば 、 確 か に 胎児 を 殺す こと が 許さ れる の 
は その 存在 が 危険 を 引き 起こ す 場 合 の み で あり 、 そ の 存在 の た め に 胎児 が 「 追 っ 手 」 と 見 な され 
な けれ ば 、 殺 すこ と は 許さ れ な いと 書い て いる 者 も いる 。 例え ば 、 ラ ビ の ノダ ・ ビ ー イ ェ フ ダ は こう 
書い て いる (タニ ヤ (( ゲ マト リア 551、 暗 号 解 読 / Decode Cipher) ) 、 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 92) 
:「 い ずれ に せよ 、 も し それ が 追っ 手 と みな され な か っ た ら 、 母 親 を 救う た め に 殺す こと は 許さ れ な 
か っ た だ ろう 」 


- 11. 単純 な 言い 方 を すれ ば 、 胎 児 が 実際 に 母親 を 追い か け て 危険 に さら し て いる 場合 と 、 実 際 

に は 追い か け て いな く て も その 存在 が 危険 で ある 場合 (「 胎 児 を 殺せ 、 さ も な けれ ば お 前 を 殺 

す 」) と を 区 別 す る 必要 は な い 。 無駄 な 追っ 手 は 殺さ れ な いし 、 胎 児 が 殺さ れる と すれ ば 、 そ れ は 

追っ 手 だ か ら で は な く 、 その 存在 が 他 の 人 の 命 に 優先 する 危険 を も た ら す か ら で あ る (ミシュ ナ の 
言葉 で 言え ば 、「 彼 女 の 命 が 彼 の 命 に 優先 する か ら 」) 。 そのため 、「 デ レク ・ エ レツ 」、 デ ラシャ 17 
の 「 胎 児 を 殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 の 項 で は 、 胎児 を 殺す こと は 許さ れる と 裁定 され て いる 。 
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また 、「 セ ー デ ル 」( ア ヴォ ッ ト 7:6) も そう 書い て いる : ア ガ ド ト ・ モ シェ (コー シェ ン ・ ミ シュ パッ ト 
424:2) : チ ドゥ シェイ ・ ラ ッ ベ イヌ 、 チ ャ イム ・ ハ レヴ ィ ・ ア ルー ニ ハ ラン バム (ラン バム に つい て 、 同 
書 ) : チ ドゥ シェ イ ・ マ ハラ ム ・ シ ッ ク ( サ ン ヘ ドリ ン 83:2) が ある 。 


し か し 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う た め に 胎児 を 治療 する こと は 禁じ られ て いる と いう この 意見 に 従っ た と し 
て も 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う た め に 異邦 人 を 治療 する こと は 許さ れる と いう こと に 注意 する こと が 重要 で 
ある :「 他 の 魂 を 癒す た め 、 あ る い は 侵略 者 の 手 か ら 人 を 救う た め に ユダ ヤ 人 の 魂 を 殺す こと 、 そ 
の 心 が 傾く こと は 、 人 は 魂 の た め に 魂 を 失わ な いと いう こと で ある .…」 


ラン バム は 、 こ の 禁止 は ユダ ヤ 人 に 対す る も の で ある こと を 強調 し 、 加 害 者 か ら 救 うだ け で な く 、 
他 の 人 と 癒す 場合 に も この よう に 書い て いる こと が わか る 。 


また 、 胎 児 を 殺す こと の 禁止 は 、 異 邦人 を 殺す こと の 禁止 と 同様 に 「 レ イカ ・ ミ ディ 」 か ら 学 ぶ も の 
で ある が 、 両 者 に は 大 き な 違い が ある 。 


ユダ ヤ 人 を 救う た め に 安息 日 が 犯さ れ 、 異 邦人 を 救う た め に 安息 日 が 犯さ れ な いこ と か ら 、 ユ ダ 
ヤ 人 の 命 が 異 邦人 の 命 に 優先 する こと が 証明 され て いる と 書い た 。 し か し 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 
(オラ ハ ・ チ ャ イム 246:5) で 説明 され て いる よう に 、 胎 児 を 救う た め に 安息 日 が 犯さ れる こと は 法 
律 と し て 決め られ て いる の で 、 こ の 間 題 に お いて 胎児 は 異邦 人 と は 異な る : 


陣痛 中 の 女性 が 死亡 し た 場合 、 安 息 日 に ナイ フ を 持参 し 、 た と え 公共 の 場 で あっ て も 、 胎 児 が 生 
き て 発見 され な いよ うに 、 彼 女 の 腹 を 肌 い て 胎児 を 取り 出す 。 


同様 に 、 ト ウー ル 人 は ヨム ・ キ プー ル の 探 ( オ ラ ハ ・ チ ャ イム 523) に こう 書い て いる : 


妊婦 が 食べ 物 の 匂い を 史 ぎ 、 そ れ を 与え な けれ ば 、 妊 婦 や 胎児 が 危険 に さら され る 。 彼ら は 彼 

女 の 耳元 で 、 今 日 は ヨム ・ キ プー ル だ と ささ や く 。 彼女 の 心 が 落ち 着け ば 、 そ れ で いい 。 そう で な 
けれ ば 、 ス プー ン で スー プ を 口 に 入れ る 。 胃 が 落 ち 着 け ば 、 そ れ で よし 。 そう で な けれ ば 、 ス ー プ 
を 少し 飲ま せる 。 それ で も 心 が 落 ち 着 か な い 場 合 は 、 禁 断 の 食べ 物 そ の も の を 与え る 。 


- また 、「 オ ラ ハ ・ チ ャ イム 」527(1 項 ) の シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ に 関す る 「 ホ フ マ ッ ト ・ シ ュ ロ モ 」 の 言 
葉 か ら も 、 自分 を 救う た め に 異邦 人 を 殺す 許可 を 、 自 分 を 救う た め に 盗む 許可 と 比較 し て お り ( そ 
こ で 説明 され て いる こと は 、 長く な る の で そちら を 参照 され た い ) 、 彼 の 言葉 に は 、 治 療 の 場合 も 、 
どの よう な 種類 の 異邦 人 の 場合 も 同じ で ある こと が 暗示 され て いる 。 し か し 、 右 ペー ジ (164d, 9) 
で は 、 癒 し の た め に そう する こと は 禁じ られ て いる と 書い て いる 。 


- し か し 、 彼 の 言葉 は 、 マ イモ ニ デ ス の 言葉 か ら も 、 前 述 し た 『 ホ フ マ ッ ト ・ シ ュ ロ モ 』 の 言葉 か ら も 
難し い 。 こ れ は 、 第 三 章 の 最初 の 付録 の 注 8 で 、 彼 の 言葉 に つい て 述べ た こと に 加え て で ある 。 
また 、 バ ッ ハ の 言葉 で も より 明確 に 説明 され て いる :「 法 的 に は 、 ど ちら か 一 方 だ けが 危険 に さら 
され て も 、 彼 ら は 彼女 を 養う こと に な る の で 、 彼 は 『 彼 女 が 危険 に さら され る か 、 胎 児 が 危険 に さ 
ら さ れる か 』 と 言っ た の だ 」。 胎児 の 命 は 、 異 邦人 、 た と え 居 住 外 国人 の 命 よ り も 重要 で ある こと が 
わか る 。 な ぜ な ら 、 胎 児 の 命 を 救う た め に 、 彼 ら は 安息 日 を 犯す か ら で あ る (そし て 、 ピ クア ハ ・ ネ 
フェ シュ の た め に 延期 され る すべ て の 戒律 を 犯す ) 。 も し そう で あれ ば 、 な ぜ 異 邦人 の 命 を 救っ て 
治療 する こと が 許さ れる の か は 明らか で ある : 異邦 人 の 生命 は 安息 日 に 侵害 され る こと は な く 、 こ 
の こと か ら 、 彼 の 生命 は イス ラ エ ル 人 の 生命 と は 異な る こと が わか る 。 
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安息 日 を 犯す ほど 尊い 命 で ある 胎児 は 、 そ の 存在 が 危険 を も た ら す 場合 を 除き 、 他 人 を 救う た め 
に 殺 すこ と は 許さ れ な い 。 そし て 、 現 実は 私 た ち に 誰 の 命 が 好ま し いか を 決定 し 、 天 笠 に か ける 
こと を 強い る 。 その よう な 場合 、 私 た ち は 成 人 の 命 が ( 殺 し て も 死刑 に な ら な い ) 胎児 の 命 よ り 好 
まし いと 決定 する 。 


これ に 基づい て 、 私 た ち が ユ ダ ヤ 人 を 救う た め に 異邦 人 を 殺す こと を 許可 する と 書い た 追加 の 理 
由 も 説明 する 。 イス ラ エ ル 人 の た め の ミ ツ ヴ ァ が ある と き 、「 何 も な い 」 と いう 規則 は な いと 書い 
た 。 も し そう な ら 、 イ スラ エル 人 を 救う と いう ミツ ヴァ が ある と き 、「 何 も な い 」 こ と に 基づく 異邦 人 を 
殺す 禁止 は 無効 に な る 。 


そし て 、 胎 児 の 場合 も そう で ある べき だ と 思わ れる 。 胎児 を 殺す こと に よっ て ユダ ヤ 人 を 救え る 可 
能 性 が ある 場合 、「 何 も な い 」 こ と に 由来 する 胎児 尊し の 禁止 は 無効 に な る 。 


そし て 、 な ぜ 上 記 の 後世 の 権威 者 た ち は 、 胎 児 を 治療 する こと は 禁じ られ て いる と 書い た の だ ろ 
うか ? 結局 の と ころ 、 ミ ツ ヴ ァ の 代わ り に 「 何 も な い 」 こ と は な い の で ある ! 


そし て 、 次 の よう に 説明 し な けれ ば な ら な い : ミ ツ ヴ ァ の 代わ り に 「 何 も な い 」 と いう こと は な い が 、 
胎児 の 命 に つい て 議論 する 場合 、 相 反する 戒律 が ある : イ スラ エル 人 を 救う と いう 戒律 が ある 一 
方 で 、 胎 児 を 救う と いう 戒律 も あり 、 そ の た め に 安息 日 を 犯す こと さえ ある 。 


- 13. 私 た ち は 、 胎 児 を 救う た め に 安息 日 が 犯さ れる と 簡単 に 書い た 。 マ イモ ニ デ ス の 「 人 間 の 
書 」 治 癒 の 門 、 危 険 の 問題 を 参照 され た い : ヨ マ 第 八 章 ( 第 13 節 ) の ラン と ラン バム (リフ 版 の 3:2、 
s.v「 そ し て これ は 書か れ て いる 」) : ニ ッ ダ の リト ヴァ 44a と 44b ペ ー ジ 。 し か し 、 ハ ラ ハ に よれ ば 、 
初期 の 権威 者 の 言葉 (特に リト ヴァ の 言葉 ) 、 ト ウゥ ウール と バッ ハ の 言葉 、 そ し て マハ ラ シ ュ ・ ク ルー 
ガー が オラ ハ ・ チ ャ イム の セ フ ァ ー523 : ま た 、 ビ ウル ・ ハ ラ ハ の 527 節 の s.v「 も し く は 疑問 」 や ベイ 
ト ・ メ イル の オラ ハ ・ チ ャ イム の 527 節 に も ある 。 


- いずれ に せよ 、 胎 児 を 救う た め に 安息 日 が 犯さ れる こと は な いと 言う 人 に と っ て も 、 胎児 と 異邦 
を 


人 の 間 に は 区 別 が ある 。 な ぜ な ら 、 胎 児 を 救う た め の ミ ツ ヴ ァ が あり (以下 の 注 も 参照 ) 、 胎 児 
殺す こと の 禁止 は 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 より も 厳し いか ら で あ る (以下 の 注 を 参照 ) 。 
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し か し 、 異 邦人 の 場合 、 安 息 日 を 上 書き する 戒律 は な い 。 し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う こと は 異邦 
人 の 命 よ り も 優先 され 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う 戒律 が ある 状況 で は 適用 され な い 殺 人 の 禁止 を 無効 に 
する 。 (ツィ ッ ツ ・ エ リエ ゼル 16:4) 


- 14. 異邦 人 と 居住 外国 人 の 違い は 、 彼 を 生か し 救う 戒律 が ある 居住 外国 人 は 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う 
戒律 も ある の で 、 彼 を 殺す 禁止 が ユダ ヤ 人 を 救う 戒律 の 代わ り に 無効 に な る と は 言え な いと いう 
点 で ある 。 も し そう な ら 、 ど の よう な 「 戒 律 の 場所 」 が 他 を 否定 する の だ ろう か 。 し か し 、 彼 を 救う 戒 
律 が な い 異邦 人 に と っ て は 、 確 か に ユダ ヤ 人 を 救う 代わ り に 彼 を 殺す と いう 禁止 は 完全 に 無効 と 
な り 、 し た が っ て 、 そ の 問題 は 許さ れる 。 し か し 、 ラ ン バ ム の 言葉 を 読む と 、 居住 外国 人 を 救う 戒 
め は ユダ ヤ 人 を 救う 戒め と は 異な る こと が わか る 。 と いう の も 、 ラ ン バ ム は 「 戒 律 の 書 」 の 中 で 、 居 
住 外 国人 を 蘇ら せる 戒律 を 慈善 の 戒律 の 中 に 列挙 し て お り 、 そ れ 自 体 を 戒律 と し て いる わけ で 
は な いか ら で あ る (ラン バム へ の 慈善 の 忘却 、16 参 照 ) 。 つ まり 、 彼 の 考え で は 、 居住 外国 人 を 救 
う 特別 な 戒律 は な く 、 む し ろ 居 住 外国 人 へ の 支援 と 援助 の 戒律 で ある (当然 、 人 命 救助 も 含ま れ 
る が 、 そ れ が 主 目的 で は な い ) 。 慈善 の 戒律 に は 、「 あ な た の 町 の 貧し い 人 が 第 一 」 と いう 優先 順 
位 の 法則 が あり (つま り 、 自 分 と の つなが り の 度合 い に 応じ て 、 自分 が 他人 を 心配 し な けれ ば な 
ら な い 戒 律 で ある ) 、 し た が っ て 、 ユダ ヤ 人 を 救う と いう 戒律 が あり 、 そ れ に 対し て 居住 外国 人 を 
救う と いう 戒律 が ある 場合 、 単 に ここ で の 慈善 の 戒律 は ユダ ヤ 人 を 救う こと で あり 、 居住 外国 人 
を 救う と いう 戒律 は な いと いう こと で ある 。 居住 外国 人 を 殺し て ユダ ヤ 人 を 救う と いう 状況 で は 、 
「 戒 め の 代わ り に な る も の が な い 」 の で 、 居住 外国 人 を 殺す こと は 禁止 され て いな いこ と が わか 
る 。 し か し 、 胎児 を 救う と いう 戒律 は 、 単 な る 条 善 で は な く 、 命 を 救う と いう 戒律 で ある た め 、 他 の 
戒律 と 照ら し 合わ せ て 、 そ の 位置 づけ を 考え 、 確 認 す る の で ある 。 し た が っ て 、 こ こ で は 、 胎 児 を 
救う と いう 戒 律 も 、 胎 児 を 殺す と いう 戒律 も 、「 戒 律 の 場所 」 が 存在 し 、 治 癒し た 状態 で も 、 胎 児 を 
殺す と いう 禁忌 は 残っ て いる の で ある 。 この こと は 、 ラ ン バ ム の 注釈 の 中 で 、 胎 児 を 救う た め に 安 
息 日 に 違反 する こと は な いと する 者 (前 注 参 照 ) に と っ て も 、 ユダ ヤ 人 を 救う た め に 安息 日 で 癒さ 
れる こと は 許可 され な いと 明確 に 述べ て いる ユダ で 高 名 な 者 (前 掲 ) の 言葉 と 一 致し て いる :「 胎 
児 の 問題 に つい て は 、 そ の 母体 に 危険 が な けれ ば 安息 日 に 違反 する こと は な いと し て も 、 ど の よ 
うな 場合 で も 殺す こと は 禁じ られ て いる の で 、 そ う で あれ ば 、 も う 少 し 迫害 者 と 見 な され な い 限 り 、 
安息 日 で も や る こと が 望ま し く 、 そ うす る こと は な い 」 


- 15. これ ら の こと か ら 、 胎 児 を 殺す こと の 禁止 と 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 に は 違い が ある こと が 
わか り 、 た と え 両 方 と も 「 リ ハ ・ ミ ディ (likha midi)」 の 道理 か ら 学 ん だ も の で あっ て も で ある 。 説明 
し よう : ト サフ ォ ト に よれ ば 、「 リ ・ ハ ・ ミ ・ リ (li-cha mri) 」 の 理性 は 戒律 の 代わ り に 存在 する も の で 
は な く 、 律 法 の 他 の 控 と 統合 され て いな けれ ば な ら な い 。 も し そう で あれ ば 、 す べ て の 場所 に お い 
て その 理由 付け か ら 何 を 学ぶ か 、 し た が っ て 、 そ の 理由 付け が 律 法 の 他 の 探 と 出会っ た と き に ど 
う 行 動 す る か を 正確 に チェ ッ ク す る 必要 が ある 。 異 邦人 殺害 の 禁止 で は 、 異 邦人 が 異邦 人 を 殺 
すこ と が 禁じ られ て いる よう に 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと も 禁じ られ て いる こと を 学ぶ 。 異邦 
人 が 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 は 、 異 邦人 の すべ て の 戒律 と 同様 に 、「 デ レク ・ エ レツ 」 と 世界 の 回 
復 に 関係 し て いる 。 ユダヤ 人 を 救う 必要 が ある 場合 、「 デ レク ・ エ レツ 」 や 世界 の 回 復 よ り も 重要 な 
戒律 が あり 、 し た が っ て 、 異 邦人 を 殺す 禁止 は 存在 し な い 。 胎児 尊し の 禁止 は 、 少 し 違う こと を 教 
えて いる : 


- そこ で は 、 異 邦人 が 異邦 人 の 胎児 を すでに 生ま れ て いる か の よう に 扱い 、 し た が っ て 、 殺 すこ と 
が 禁じ られ て いる よう に 、 ユ ダ ヤ 人 は ユダ ヤ 人 の 胎児 を すでに 生ま れ て いる か の よう に 扱い 、 し 
た が っ て 、 殺 すこ と が 禁じ られ て いる こと を 学ぶ 。 つま りこ の 教訓 は 、 胎 児 を 殺す こと の 禁止 に つ 
いて だ け で な く 、 一 般 的 に 、 少な く と も いく つか の こと に お いて は 胎児 を 大 人 と し て 扱わ な けれ ば 
な ら な いと いう 事実 に つい て で ある 。 


ユダ ヤ 人 を 救う と いう 戒律 が ある と き 、 胎 児 を 殺す と いう 禁忌 が 消え る わけ で は な い 。「 リ ・ ハ ・ ミ ・ 
リ 」 の 理由 か ら 、 胎 児 を 大 人 と し て 扱わ な けれ ば な ら な いこ と を 学ん だ が 、 も し そう で あれ ば 、 こ こ 
に は ユダ ヤ 人 を 殺す こと へ の 言及 が ある (そし て 、 章 の 本 文 で 紹介 し た よう に 、「 彼 が 多く の 安息 
日 を 守る よう に 、 彼 に 一 つの 安息 日 を 犯す 」 と いう 理由 も ある こと は 適切 で ある ) 。 確か に 、 胎 児 
は 完全 に 成人 と みな され る わけ で は な い の で 、 ま だ 頭 が 出 て いな けれ ば 、 母親 を 救う た め に 殺す 
こと は 許さ れる 。 し か し 、 胎 児 が 「 人 迫害 者 」 で な い 場 合 は 、 こ れ ま で 見 て きた よう に 殺す こと が 禁じ 
られ て いる 可能 性 が ある 。 この こと に つい て は この 章 の 付録 で さら に 詳し く < 述べ る の で 、 そちら を 
参照 され た い 。 


また 、 こ の よう な 場合 、 ユダ ヤ 人 が 立ち 上 が っ て 異邦 人 を 殺す 義務 が ある か どう か に つい て も 議 
論 し な けれ ば な ら な い 。 ポ スキ ム は 、 延 命 の た め に 全 財 産 を 費やし た り 、 大 き な 苦 痛 を 受け る 義 
務 が ある か どう か に つい て も 議論 し て いる (例え ば 、『 医 学 ハラ ハ 百 科 事 典 』 参 照 ) の で 、 異 邦人 
の 敬 度 な 国民 を 殺す こと は 、 時 に は これ ら の 状況 に 似 て いる 可能 性 が ある 。 


また 、 他 の ユダ ヤ 人 の 命 を 救う た め に 自分 の 手 を 切り 落と す 義 務 は な く ( ピ スケ イ ・ テ シュ ボッ ト 
と 、 ヨ レ ・ デ ア 429, s.k. 15 参 照 ) 、 同 様 に 、 あ る ユダ ヤ 人 が 他 の ユダ ヤ 人 を 救う た め に 全 財 産 を 
捧げ る 義務 が ある 場合 に つい て 、 ポ スキ ム は 議論 し て お り ( メ ナ ヘ へ ヘム ・ シ ュ ロ モ ( テ ナ イ ム (( 追 加 
条項 ))50, 4: お よび シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の コー シェ ン ・ ミ シュ パッ ト に つい て の コ フ マ ッ ト ・ シ ュ ロ モ 
320 を 参照 ) 、 あ る 場合 に は 自分 を 救う た め に 全 財 産 を 捧げ る 義務 が な いと いう 事実 が 、 あ る 場 
合 に は 他人 が 自分 を 救う た め に 全 財 産 を 捧げ る 義務 を 弱め る か どう か を 議論 し な けれ ば な ら な 
い 。 


私 た ちの ケー ス で も 同様 の 推論 が 成り 立つ 余地 が ある 可能 性 は ある 。 し か し 、 こ の 理由 を 説明 す 
る に は 議論 の 余地 が あり 、 こ こ で 説明 する 余地 は な い 。 


実際 に は 、 憎 し み が ピ クア ハ ・ ネ フェ シュ に つなが る な どの 理由 で 禁止 する 意見 も ある 。 
し か し 、 い ずれ に せよ 異邦 人 が ユダ ヤ 人 を 救う た め に 心臓 や 肝臓 を 提供 する こと は 許さ れる ( メ 


ナ ヘ へ ム ・ シ ュ ロ モ (同上 ,.5) に よれ ば 、 イ スラ エル で は 禁じ られ て いて も 、 異 邦人 の 病院 で 騰 器 移 
植 を 受け る こと は 許さ れる ) 。 
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付録 
七 戒 と 613 戒 の 関係 


最初 の 人 間 、 ア ダム は 七 つ の 戒め を 命じ られ た 。 その 後 、 イ スラ エル の 子供 た ち は シ ナイ 山 で 
613 の 戒め を 命じ られ た 。 さ て 、 シ ナイ 山 の 後 、 私 た ちと 七 つ の 戒 め と の 関係 は どう な っ て いる の 
だ ろう か る? 


七 戒 か ら 613 戒 へ の 置き 換え 


613 の 戒め は 、 七 つの 戒め に 暗示 され て いる も の を 包括 し て いる 。 タ ルム ー ド に よれ ば 、 異 邦人 
に は 与え られ 、 ユ ダ ヤ 人 に は 与え られ な か っ た 戒 律 は な いと いう 単純 な も の で ある 。 し か し 、 七 つ 
の 戒め に 書か れ て いて 、613 の 戒め に は な い 詳 細 が まだ ある 。 これ ら の 詳細 は 二 つ の グル ー プ 
に 分 けら れる : 


異邦 人 に は 禁じ られ て いる が 、613 の 戒律 に は ユダ ヤ 人 に は 許さ れる と 明記 され て いる 内 容 。 


例え ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 捕虜 と し て 連れ て 行か れ た 既婚 の 美しい 女性 を 妻 に する こと は 許さ れる が 、 
異邦 人 が そう する こと は 禁じ られ て いる 。 タ ルム ー ド (サン ヘ へ ドリン 59a) は 、 異 邦人 が それ を 禁じ 
られ て いる の に は 理由 が ある と 説明 し て いる 。 異 邦人 が 征服 戦争 を 起こ すこ と は 許さ れ て いな 
い 。 


も う ひ と つ 例 を 挙げ よう : あ る 権威 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 は シェ ヒ タ ( 層 殺 ) の 二 つ の シマ ニム ( 印 ) が 
切断 され た 後に 取ら れ た 肉 を 食べ る こと が 許さ れる が 、 ノ アハ イド は 動物 が 動く 限り 禁止 され た ま 
まで ある (ラン バム は 「 ミ シュ ネ ・ ト ー ラ ー」 の ヒル コス ・ メ ラキ ム 9:12.13 で 、 モ ズ ナ イム 英語 訳 の 脚 
注 で は 、 ラ シュ バ な ど が 、 ユ ダ ヤ 人 が 責任 を 負わ な い 状 況 で は 異邦 人 は 責任 を 負わ な いと いう 
ルー ル を ヒュ リン 121b に 基づい て 説明 し て いる ) 。 言い 換え れ ば 、 ユ ダ ヤ 人 に 新た な 境界 を 設け 
た 律 法 は 、 ノ ア の 子供 た ち に 存在 する 禁止 か ら 私 た ち を 解放 し た の で ある 。 


別 の 例 も ある (サン ヘ ド リ ン に 引用 され て いる ト ソ ファ ト 58b:25-26、 同上 ) : ラ シュ ・ ラ キシ ュ は 言う 
: 安息 日 を 守っ た 異邦 人 は 死刑 に な る 、 と ある :「 昼 も 夜 も 絶え る こと は な い 」( 創 世 記 8:23) 、 こ れ 
は 文字 通り の 意味 で ある : 昼 も 夜 も 、 彼ら は 休む こと が で き な い 。 こ れ は 訓 話 的 に 解釈 する と 、 ノ 
ア の 子孫 は 一 日 も 休ん で は な ら な いと いう 意味 で ある 。 そし て ラビ は (57a) 、 彼ら の 禁忌 は 彼ら の 
死刑 で ある と 言わ れ た 。 つま り 、 ノ ア の 子孫 に 関す る 禁止 事項 の 罰 は 死刑 で ある る 。 ラ ヴィ ナ 晶 <: 
ノア の 子 擦 が 、 宗 教 的 な 崇拝 の た め に 設け られ て いな い 曜 日 、 例 えば 月 曜日 で あっ て も 、 休 息 日 
を 守れ ば その 者 は 責任 を 負う 。 


- ゲ マ ラ の 教え で は 、 ノ ア は 七 つ の 戒 め を 命じ られ 、 そ の 中 に は 死骸 の 肉 を 食べ る 禁忌 も 含ま れ 
て いる 。 ラ ン バ ム (メラ キム 書 の 冒頭 ) は 、 ア ダム に は 六 つ の 戒め が 命じ られ 、 ノ ア に は さら に 死 
骸 の 肉 を 食べ る 禁忌 が 命じ られ た と 教え て いる 。 


- 偶像 崇拝 の 禁止 や 男性 の 包皮 に 割礼 を 施す 戒め な ど 、 家 長 た ち に 命じ られ た 戒め は 他 に も あ 
る 。 


- 著者 は 最後 に (トー ラー が 授け られ る 前 に ) 、 一度 だ け 与 えら れ た 戒律 が 、 ノ ア の 子供 た ち で は 
な く イ スラ エル に 与え られ た こと は 明らか だ と 述べ て いる 。 
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-「 キ ドゥ シュ 」 と は 何 か に つい て は 、 こ こ で は 説明 し な い 。 
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七 戒 に は 書か れ て いる が 、613 戒 に は 書か れ て いな い 内 容 


ゲ マ ラ (サン ヘ ド リ ン 59a) に は こう ある :「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ て いる ミツ ヴァ は 
な い 」。 言い 換え れ ば 、 イ スラ エル 人 に 適用 され 、 異 邦人 に は 適用 され な い 戒 律 は な い 。 


し か し 、 七 戒 に は 書か れ て いる が 、613 戒 に は 書か れ て いな い 内 容 が いく つか ある 。 例え ば : 


目 
- 異邦 人 殺害 の 禁止 


説明 1: ゲ マラ の 記述 を 素直 に 解釈 する と 、 こ れ ら の 禁止 事項 は ユダ ヤ 人 に も 適用 され る 。 つま 
り 、613 の 戒 律 が 扱っ て いな い 側 面 が あり 、 そ の よう な 場合 に は 律 法 以前 の アプ ロー チ が 有効 で 
ある 。 


説明 2:613 の 戒律 で 言及 され て いな い 詳 細 に は 2 種類 ある : 


自殺 や 胎児 の 殺害 : こ れ ら は 、 異 邦人 が 他 の 異邦 人 に 対し て 行う 行為 を 、 ユ ダ ヤ 人 が 他 の ユダ 

ヤ 人 に 対し て 行う 義務 に まで 拡大 し た 例 で ある 。 異 邦人 が 異邦 人 の 胎児 を 殺し た り 、 自 殺し た り 

する こと が 禁じ られ て いる な ら 、 ユ ダ ヤ 人 が ユダ ヤ 人 の 胎児 を 殺し た り 自 殺し た りす る こと も 禁じ 
られ て いる の は 道理 に か な っ て いる 。 こ れ ら の 戒律 は 、 自 分 の 命 は 自分 で 奪う も の で は な く 、 胎 

児 は すでに 魂 の 始ま り で あり 、 そ れ ゆ え 生 物 と し て 扱わ れる べき で あり 、 殺 し て は な ら な いと 教え 
て いる 。 


異邦 人 を 殺す こと : こ の 場合 、 リ ハ ・ ミ ディ (「 そ の よう な も の は な い 何 も な い 」) の 理屈 は 無視 で 
きる 。 結局 の と ころ 、 異 邦人 が 異邦 人 を 殺す こと が 禁じ られ て いる よう に 、 ユ ダ ヤ 人 が ユダ ヤ 人 を 
殺す こと も 禁じ られ て いる 。 こ の こと か ら 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 に 危害 を 加え る こと が 許さ れる と 推 
諭す る こと は で き な い 。 正当 な 理由 が ある か も し れ な いし 、 そ の よう な 行為 が 許さ れる の は 、 彼 ら 
の 地位 が 不平 等 だ か ら で あ る 。 


ポス キム の 意見 


サン ヘ へ ドリン の ラン (ラビ ・ ニ シム ・ ベ ン ・ ル ベン ) と マハ ラ シ ュ ( ラ ビ ・ メ ー ル ・ シ ュ ム エル 、 ア シュ ケ 
ナー ジ ) は 、 異 邦人 を 殺す 場合 に は リハ ・ ミ ディ の 推論 は 有効 で は な いと 主張 し て いる 。 彼ら は 、 
異邦 人 に 対す る ハラ ハ ( ユ ダ ヤ 人 の 律 法 ) が ユダ ヤ 人 に 対す る ハラ ハ と 同一 で ある 場合 に の み 、 
ユダ ヤ 人 に 対す る ハラ ハ も 適用 され る と 推論 で きる と 説明 し て いる 。 異邦 人 を 殺す 場合 、 異 邦人 
に 対す る ハラ ハ は ユダ ヤ 人 に 対す る ハラ ハ と 同じ で は な い の で 、 こ の こと か ら ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 
を 殺す こと に イシ ュー ル ( 禁 止 ) が ある と 推論 する こと は で き な い 。 また 、 異 邦人 か ら 盗 むこ と が 禁 
止 さ れ て いる の と 同様 に 、 ユ ダ ヤ 人 仲間 か ら 盗 むこ と も 禁止 され て いる こと か ら 、 異 邦人 か ら 盗 
むこ と に 矛盾 は な いと 主張 する こと も で きる 。 また 、 マ ゼン ・ ア ブラ ハム (Magen Avraham) #649 
に 引用 され て いる セ フ ァ ・ イ エラ イム (Sefer Yera'im) の 記述 に よれ ば 、 異 邦人 か ら 盗 むこ と は 許さ 
れる と 言う 人 で も 、 異 邦人 か ら 盗 ん だ エト ログ で ル ラ フ と エト ログ の ミツ ヴァ を 満た すこ と は で き な 
い 。 む し ろ 、 ユ ダ ヤ 人 が 盗む こと を 禁じ て いた と し て も 、 異 邦人 の 場合 は トー ラー に よっ て 許さ れ 
る 。 


この 学者 は また 、 タ ルム ー ド の 一 節 に 関す る マハ ル シ ャ ル ( ラ ビ ・ ソ ロモ ン ・ ル リア ) の 説明 に つい 
て も コメ ント し て いる : 
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ユダ ヤ 人 が 異邦 人 か ら 盗 むこ と の 禁止 は 、 ユ ダ ヤ 人 に も 適用 され る こと に 注意 する 必要 が ある 。 
つま り 、 ユ ダ ヤ 人 は 異邦 人 か ら 盗 むこ と を 禁じ られ て いる の で 、 異 邦人 か ら 盗 むこ と の 許 否 を 問う 
必要 は な いと マハ ル シ ャ ル は 理解 し て いる 。 そう で あれ ば 、 異 邦人 か ら 盗 むこ と が 許さ れ て いる と 
いう 事実 か ら 、 リ ハ ・ ミ ディ に 異議 を 唱え る 必要 は な い 。 


と は いえ 、 こ の 学者 は リハ ・ ミ ディ の 原則 に つい て 疑問 を 呈し 、 タ ルム ー ド の 推論 は 、 異 邦人 を 殺 
す 場 合 に 比べ 、 自 殺 や 胎児 を 殺す 場合 に つい て 論じ る 場合 の 方 が より 強く 、 後 者 の 場合 に は リ 
ハ ・ ミ ディ が 適用 され な いと いう 強い 論拠 が ある こと を 示唆 し て いる 。 


- (21) ラ ン は 、 現 在 の スギ ャ と 、 異 邦人 か ら の 盗み は 許さ れる と 明確 に 述べ て いる 2 ペー ジ 前 の 
スギ ャ を 区 別 す る の は 難し いと 主張 する 。 と いう の も 、 こ れ ら は 両方 と も ノア ハイ ド の 戒律 に 関す 
る 連続 し た 議論 の 一 部 だ か ら で あ る 。 


- (22) マ ハル シャ ル は ラン の 小説 を 知ら な か っ た の で あろ う 。 


- (23) ラ ン と マハ ル シ ャ ル の コメ ント が な けれ ば 、 ま た メ ヒ ル タ と 異邦 人 を 殺す こと が 禁止 され て い 
る と いう ポス キム の 言葉 (後述 する ) が な けれ ば 、 少 な く と も 表面 的 に は 、 ゲ マラ を 別 の 方 法 で 説 
明 す る こと が 可能 で あっ た と いう こと は 注目 に 値する 。 な ぜ な ら 、 異 邦人 に 対す る 異邦 人 の 禁止 
か ら 、 異 邦人 に 対す る ユダ ヤ 人 の 禁止 を 学ぶ こと は で き な い か ら で あ る 。 また 、 ゲ マラ の 美しい 
捕虜 の 女性 に 関す る 困難 を 説明 する に は 、 ト サフ ォ ト の 言葉 に 従っ て 説明 し な けれ ば な ら な い だ 
ろう 。 
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この 区 別 は ハラ ヒッ ク 的 な 意味 も 持っ て いる 。 胎児 を 殺す こと の 禁止 は 、 異 邦人 を 殺す こと の 禁 
止 よ り も 上 茂 し いこ と が わか る か ら で あ る (どちら も リハ ・ ミ ディ か ら 学 ん で いる に も か か わら ず ) 。 と 
いう の も 、 胎 児 を 使っ て 自分 を 癒す こと (つま り 、 胎 児 が いな く て も 危険 が 存在 する 場合 に 、 自 分 
を 救う た め に 胎児 を 殺す こと ) が 許さ れる か どう か に つい て は 論争 が ある が 、 異 邦人 の 命 を 使っ 
て 自分 を 癒す こと に つい て は 禁止 され て いな いか ら で あ る (第 四 章 の 本 文 で 述べ た と お り ) 。 


異邦 人 を 殺す こと に 「 や りす ぎ 」 は な い の で ある 。 異邦 人 を 殺す 場合 と 、 自殺 や 胎児 を 殺す 場合 
の 理性 の 違い を さら に 説明 する 。 


タル ムー ド は (ハバ ク ク 3:6) の 中 で こう 言っ て いる : 


「 主 は 立っ て 地 を 測 ら れ た 。 彼 は 見 て 、 国 々 を 散ら し た 。 R. シモ ン ・b. エ ラ ザ ル は 言っ た : ノ ア の 子 
ら が 命じ られ た 七 つ の ミ ツボ ッ ト を 守れ な か っ た と すれ ぼ ば 、 律 法 の すべ て の ミツ ボッ ト を 守れ な 

か っ た (彼ら は 我慢 で き な か っ た ) の は な お さら で ある ! 」( 彼 は 何 を 見 た の か ? 彼 は 、 ノ ア の 子供 
た ち が 自 ら 受 け 入 れ た 七 つ の 戒め が 守ら れ て いな い の を 見 た の だ ) 。 これ に 何 か 反 論 は ある 

か ? も し そう な ら 、 報 われ る 罪人 を 示し な さい ! ラビ ナ の 子 マ ル は 言っ た : た と え 守 っ て いて も 、 そ 
の た め に 報 わ れる こと は な い 。 し か し 、 ラ ビ ・ メ イル が 言う バラ イタ で 教え られ て いる で は な いか : 
異邦 人 で あっ て も 、 ト ー ラ ー を 学ぶ 者 は 大 祭司 の よう な も の だ と どこ か ら わ か る の か ? そこ に は 
こう 書か れ て いる :「 人 は それ を 行い 、 そ れ に よっ て 生き な けれ ば な ら な い 」( レ ビ 記 18:5) 。 祭司 、 
レビ 人 、 イ スラ エル 人 に 関し て だ け 、「 彼 ら に よっ て 」 と 記さ れ て いる ! 彼ら は 言う : 彼ら は 、 命じ ら 
れ て それ を 果たす 者 と し て 報 わ れる の で は な く 、 む し ろ 、 ラ ビ ・ ハ ニナ ・ ベ ン ・ ド ー サ が 言っ た よう 
に 、 命 じ ら れ ず に それ を 果たす 者 と し て 報 わ れる の だ : 命 じ ら れ 、 そ れ を 果たす 者 は 、 命 じ ら れ 
ず 、 そ れ を 果たす 者 より も 偉大 で ある 。 


言い 換え れ ば 、 ト ー ラ ー を 授け られ た 時 、G-d( 神 ) は 諸国 民 の も と に 戻ら れ 、 ト ー ラ ー( 七 つの 戒 

め に 含ま れる 戒め だ け を 差し 出さ れ た の で 、 七 つの 戒め さえ も ! ) を 守 ろ うと し な い 彼 ら に 失望 さ 

れ た 。 彼 は 彼ら を 解放 し 、 七 つの 戒め を 守る こと を 免除 し た 。 ゲ マ ラ に よれ ば 、 そ の 意味 は 、 彼 ら 

が 七 つ の 戒め を 守る こと か ら 解 放さ れ た と いう こと で は な く 、 むし ろ る 彼ら が 聖 別 さ れ て いな いと いう 
こと で ある (サン ヘ へ ドリン 82b) 。 


- トー ラー に は 、 ユ ダ ヤ 人 が 人 妻 と 性 的 関係 を 結ん で は な ら な いと いう 禁止 規定 (レビ 記 18:20) が 
ある 。 それは 、 ユ ダ ヤ 人 も また 「 妻 に 契り を 結ば な けれ ば な ら な い 」( 創 世 記 2:24) と いう 聖 句 に 含 
まれ て いる か ら で あ り 、 こ の 禁止 規定 が 、 た と え 女 性 の 同意 や 願望 が あっ た と し て も 、 そ れ が 禁じ 
られ て いる と いう 女性 の 主張 に よる も の で は な いこ と は 、 単 純 に 明らか で ある 。 ゲ マ ラ は 、 ユダヤ 
人 の 許可 か ら こ の 禁止 に 異論 を 唱え て いる が 、 こ れ は 「 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 」 で は な く 、 む しろ 人 間 
と G-d( 神 ) の 間 の 違反 で ある 。 これ に よる と 、 ゲ マラ の 説明 は 、 異 邦人 は 征服 の 子 で は な く 、 征 服 
の 子 で ある ユダ ヤ 人 は 、 征 服 に よっ て 異邦 人 女性 と その 夫 の 間 に 存 在 し た 結婚 の 絆 を 無効 に 
し 、 し た が っ て 、 彼 女 は も は や 結婚 し た 女性 で は な く 、 こ れ に は 禁止 は な いと いう も の で ある (50 
ペー ジ の 前 述 の ラン バム の 言葉 の 最後 も 参照 ) 。 
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七 つ の 戒め を 果たす こと で 、 命じ られ ず に 行う より も 、 命じ られ な が ら 行う 方 が 報 わ れる 。 


言い 換え れ ば : ト ー ラ ー を 授け られ た 後 、G-d( 神 ) は 異邦 人 を 見 限ら れ た 。 その た め 、 彼 ら の 人 生 
は 取る に 足ら な いも の と な っ た 。 彼ら は 、 命じ られ な い 者 た ちと 同じ よう に 、 自分 た ちの 人 生 に 意 
識 も 意義 も 持た ず に この 世に 生き る 動物 と 同じ よう に な っ て し まっ た の だ 。 


七 つ の 戒め に お ける 異邦 人 殺害 禁止 の 源 。 ア ダム が 人 七 戒 で 命じ られ る 前 は 、 互 い に 殺 し 合う こと 
は 禁じ られ て いな か っ た 。 七 つの 戒め は 、 人 間 の 命 を 動物 より も 尊い も の に し て いる 。 異邦 人 が 
命じ られ な い 者 と な り 、 命じ られ た こと を 行わ な い 者 と な っ た と き 、 彼ら は も は や 以前 の よう に 尊い 
存在 で は な く な る 。 


し か し 、 メ ヒル タ ( 出 エジプト 記 21 章 14 節 ) に は 、 異 邦人 を 殺す こと は 禁じ られ て いな いと 明記 され 
CN の 3 


「 し か し 、 も し 誰か が 故意 に 他人 を 殺し た な ら 、 殺し た 者 は 私 の 祭壇 か ら も 引き ずり 出さ れ 、 死 刑 
に 処 さ れ な けれ ば な ら な い 」。 ラ ビ ・ ア キバ は 、「 律 法 が 授け られ る 前 、 私 た ち は 流 血 を 戒め られ て 
いた 」 と 言う 。 


律 法 授与 後 、 私 た ち は よ り 茂 し くさ れる 代わ り に 、 よ り 寛 大 に され た 。 本 当 は 、 人 間 の 探 か ら 免 除 
され 、 そ の 判断 は 天 に 委ね られ て いる の だ と 。 イシ は 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いる の に 、 ユ ダ ヤ 
人 が 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れ な いと 言う 。 


し か し 、 そ れ で も 胎児 殺し や 自殺 の 禁止 と 完全 に 比較 すべ き で は な い 。 胎児 殺し や 自殺 で は 、 異 
邦人 の 義務 か ら ユ ダ ヤ 人 の 尊い 命 に 対す る 態度 を 学ぶ 。 ゴ イ の 命 を 愛す る こと 、 し か し 、 異 邦人 
を 殺す こと に よっ て 、 私 た ち は そ れ が 禁じ られ て いる こと を 学ぶ 。 


- し か し 、3 人 の ユダ ヤ 人 が 七 つ の ミ ツボ ッ ト を 守る 前 に 、 七 つの 戒律 を 自ら 受け 入れ る こと で この 
状況 を 部 分 的 に 解決 し 、 ゲ ル ・ ト シャ フ に な る こと が で きる 。 そう すれ ば 、 彼 ら は 異邦 人 の 支配 か 
ら 改宗 し た 永住 者 と な り 、 世 界 全 体 が イス ラ エ ル の 民 に 併合 され る 。 し か し 、 こ の 中 で 彼ら が 最初 
の 状態 に 戻る の は 、 私 た ち に 依存 し て いる か ら に 他 な ら ず 、 自 力 で 以前 の 状態 に 戻る 能力 は な 
い 。 


- 居住 外国 人 (Ger Toshav) に つい て は 、 律 法 は 彼 を 維持 する よう 命じ て お り 、 そう する こと で 彼 
の 人 生 を 有意 義 で 価値 ある も の と し て いる 。 し か し これ は 、 彼 が 私 た ち に 依存 し 、 つ な が っ て い 

て 、 独 立 し て 生き て いな いと いう 条件 付き で ある (前 の 注 で 説明 し た と お り ) 。 し た が っ て 、 彼 は 殺 
人 の 禁忌 に は 含ま れず 、 彼 の 命 の た め に 安息 日 を 冒 流す る こと も な く 、 彼 の 殺害 を 防ぐ た め に 自 
分 の 命 を 犠牲 に する 義務 も な い 。 
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異 部 人 に は 禁じ られ て いる の に 、 ユ ダ ヤ 人 に は 特権 的 な 状況 を 作り 出し て お り 、 こ の 問題 で は ユ 
ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 間 に は 比較 対象 が な い に も か か わら ず 、 で ある 。 


また 、613 の 戒律 に よれ ば 、 異 邦人 が その まま 存在 する 場所 は な い 。 異邦 人 は ゲル ・ ト シャ フ の 
住人 と な る べき で あり 、 ゲ ル ・ ト シャ フ の 住人 と な ら な い 限 り 、 彼 は 「 命 じ ら れ て お ら ず 、 行 っ て いな 
い 」 状 態 に あり 、 ラ ン バ ム に よれ ば 、 そ の よう な 異邦 人 を 放置 する 場所 は この 世に 存在 し な い の 
で ある (「 王 の 法 」 第 八 章 の 最後 で 説明 され て いる ) 。 と いう こと は 、 異 邦人 殺害 の 禁止 に 関す る イ 
シ の 言葉 (お よび ゲ マ ラ や ポス キム ) は 、 異 邦人 の 命 が 本 来 持っ て いる 価値 に 由来 する も の で は 
な く 、 そ の まま で は 正当 な も の で は な いと いう こと で ある 。 


結論 と し て 、 ユ ダ ヤ 人 に 胎児 殺害 と 自殺 の 禁止 を 義務 づけ る 正当 性 は 、 異 邦人 殺害 の 禁止 を 義 
務 づ ける 論拠 より も は る か に 強い 。 こ の こと か ら 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う た め に 自分 の 命 を 使う 場合 に 
も 、 胎 児 と 異邦 人 を ハラ ヒ 的 に 区 別 する 余地 が ある 。 


胎児 殺し と 自殺 は 613 の 戒律 に 含ま れ な いか ら で あ る 。 


し か し 、 胎 児 殺 し と 自殺 が 禁止 され て いる と いう 説明 に も か か わら ず 、 そ れ ら は まだ 完全 な 殺人 と 
同一 で は な い 。 ユダ ヤ 人 の 場合 、 胎 児 を 殺し て も 死刑 に は な ら な いし 、 胎 児 が 母体 や 他人 を 危険 
に さら す 場 合 は 殺し て も 許さ れる 。 これ は さら に 説明 で きる : 


私 た ちの 聖 賢 の 言葉 (シェ モト ・ ラ バ 30:9) に は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探 は 613 の 戒め に 比べ て 「 基 
本 的 」 な も の だ と 説明 され て いる :G-d( 神 ) は 世界 の 異邦 人 に 基本 的 な 戒め を 与え た が 、 彼 ら は 

それ を 犯し 、 不 純 と 純潔 を 区 別 し な か っ た 。 それ ゆえ 、「 イ スラ エル に 対す る 彼 の 捉 と 裁き 」 と 言わ 
れ て いる 。 


マハ ラル は 「 テ ィ フ ェ レ ・ イ スラ エル 」( 第 十 七 章 ) の 中 で 、 世 界 の 国々 と ユダ ヤ 人 の 間 に は 何 の 違 
いも な いと 説明 し て お り 、 戒律 の 量 に 違い が ある だ け で 、 買 に は 違い が な い 。 


- 26. また 、 こ の 件 に 関し て ラン バム に 反対 する 人 人 々 (例え ば 、 申 命 記 20:10 に 関す る ラン バム の 
言葉 を 参照 ) に よれ ば 、 居住 外国 人 で な い 者 は 「 命 じ ら れ て お ら ず 、 行 っ て いな い 」 範 瞳 に 留まる 
こと は 明らか で あり 、 し た が っ て 、 税 金 や 奴隷 制度 な ど に 好き な よう に 利用 する こと は 可能 で あ 
る 。 


- 27. 彼ら は この 本 の 第 一 章 と 第 二 章 で 言及 され て いる 。 
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この 区 分 は 戒律 に も 反映 され て いる 。 世 界 の 異邦 人 に は 戒律 は 与え られ ず 、 粗 雑 な 形 し か 与え 
られ な か っ た か ら だ 。 彼 は 不純 と 純潔 を 区 別 し 、 こ れ は トー ラー が 知恵 と 理性 の 明瞭 さ に お いて 
彼ら に ふさ わし く な いこ と を 示し て いる 。 それ ゆえ 、 た と え 彼 ら に 戒律 が 与え られ た と し て も 、 そ の 
戒律 は 彼ら に と っ て 何 か を 区 別 す る た め の も の で は な い の で あり 、 ト ー ラ ー が ある も の と 別 の も 
の を 区 別 す る と き の 理 性 の 明瞭 さ で ある 。 


これ は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒め の 要点 は 、 世 界 の 存在 を 維持 する こと で あり 、 世 界 が 堕落 し な 

いよ うに する こと で ある と いう 注釈 者 た ちの 言葉 と も 一 致す る 。 こ の よう に 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒 
め は 「 世 界 の 是正 と その 維持 」 で ある こと が わか り 、 こ れ ら の 戒め の すべ て が 成就 で き な い こと は 
誰 の 目 に も 明らか で ある 。 国家 、 す べ て の 王国 は これ を 実践 し 、 違 反 者 を 罰 し な い 。 ノ アハ イド の 
七 つ の 戒め は すべ て 、 ま た シャ バッ ト ( 安 息 日 ) も 。 父 、 母 、 宗 教 を 敬う こと は 、 心 が 義務 づけ る マ 
ナー の ミツ ボッ ト で ある 。 また 、 そ れ ら は 国家 の 控 で あり 、 それら と G-d( 神 ) な し に は 世界 は 存在 し 


得 な い 。 


そし て 、 ル バビ ッ チ の レベ の 言葉 を 借り れ ば (5752 年 の プリ ム の 集い で ) :「 ノ ア の 七 つ の 戒 め は 、 
(人 と 場所 と の 間 の )G-d( 神 ) の 戒め で あり 、 そ の 存在 は G-d( 神 ) が 命じ た か ら に 違い な いと し て 
も 、 そ の 内 容 は 『 そ の 創造 を 休息 させ る 』 と いう 方 法 に お ける 世界 の 存在 で ある 」 


言い 換え れ ば 、 七 つの 戒 律 は 物質 世界 、 す な わ ち 「 物 質 」 の 存在 の た め の 道 具 で ある 。 物 質 の 
存在 は 、「 形 」 で ある 613 の 戒律 に 先立つ 。 そ し て 見 よ 、 胎 児 を 殺す こと は 、 ま だ この 世 で 実現 され 
て いな い 粗 雑 な 生命 の 形 を 指し て いる 。 胎児 は 実際 に は 生命 の 可能 性 で ある 。 現実 の この 部 分 
に 対す る 言及 は 613 の 戒律 に は な く 、 む し ろ 七 つの 粗雑 な 戒律 に ある 。 


( 


訳者 か ら 読 者 へ の 個人 的 な メモ ー 


* 訳 者 か ら 読者 へ の 注釈 *: 著者 が 提供 し た 一 節 は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒め プ 探 と 613 の 戒め と 
の 関係 に つい て 論じ て いる 。 著 者 は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒 め は 世界 の 基本 的 な 秩序 と 構造 を 
維持 する た め の も の だ と 主張 し て いる 。 人 間 の 生命 の 価値 な ど 、 人 間 の 存在 の より 複雑 で 微妙 
な 側面 を 扱う こと を 意図 し て いな い 。 著者 は 多く の 資料 を 引用 し て 、 こ の 主張 を 支持 し て いる 。 彼 
ら は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 戒 律 が 不浄 と 純潔 を 区 別して いな いこ と に 注目 し て いる 。 こ の こと は 、 
戒律 が 人 間 生 活 の 精神 的 、 道 徳 的 な 側面 を 扱う こと を 意図 し て いな いこ と を 示唆 し て いる 。 著者 
は また 、 ノ アハ イド の 七 戒 は 世界 の 存続 を 維持 する た め の も の だ と 主張 する さま ざま な 注釈 者 の 
言葉 を 引用 し て いる 。 これら の 戒律 は 社会 の 機能 と 秩序 の 維持 に 不可 欠 で ある と 指摘 し て いる 。 
最後 に 著者 は 、 胎 児 の 殺害 は 、 ま だ 実現 され て いな い 粗 雑 な 生命 の 形態 に 過ぎ な いと 主張 す 
る 。 そのため 、613 の 戒律 に 違反 する と は 考え られ な い 。 


- 28. ラン バム の 「 戒 め の 書 」 へ の 反論 、 根 14、 お よび 「 教 育 の 書 」 の 戒め 76 の 言葉 も 参照 の こ 
と 。 


- 29. また 、 安 息 日 を 破っ た 異邦 人 は 死罪 に 処せ られ る こと は 、 サ ン ヘ ドリ ン 82b に ある と お り で あ 
る 。 ま た 、 ラ ビ ・ ア ブラ ハム ・ イ サク ・ ク ッ ク の 著書 「 エ ツ ・ ハ ダル 」( 往 2) に は 、 世 界 の 存在 は ノア ハ 
イド の 戒め で ある と 記さ れ て いる 。 


- 30.「 マ ビッ ト 」:R. モ シ ェ ( モ ー ゼ )・ デ ィ ・ ト ラニ ・ ザ ・ マ ビッ ト ( サ フェ ド の ラビ の 指導 者 ) の 著書 「 セ 


ファ ー・ ベ イト ・ エ ロキ ム / Sefer Beit Elokim」 (道徳 と 信仰 、 シ ャ ー ル ・ ハ テ フ ィ ラ 、 シャール ・ ハ テ 
シュ ヴァ 、 シ ャ ー ル ・ ハ イカ リム ) の 第 四 章 。 
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- 31. ハ ・ シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 「 ア ボ ダ ー ト ・ ハ メレ ク 」100 章 。 
- 32. マイ モニ デス 「 ミ シュ ネ ・ ト ー ラ ー」、 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラ ヒ ム 、 11:4。 


- 33. 彼 の た め に 安息 日 を 犯す こと が 許さ れる 理由 の 説明 、「 彼 が 将来 多く の 安息 日 を 守る た め 
に 、 彼 の た め に 一 つの 安息 日 を 犯す 」。 シャ レイ ・ テ シュ ヴァ の 言葉 (1:46) も 参照 の こと :「 そ し て 、 
ベ ハ ー グ に よれ ば 、 彼 の た め に 安息 日 を 犯す こと が 許さ れる と いう 事実 は 、 ト ー ラ ー が 将来 の 人 
生 の 成長 の た め に 安息 日 を 犯す こと を 許し た と 言う べき で ある 」 と 書い て いる 。 


- 34. また 、 自 殺 の 禁止 は 存在 の 基盤 に 言及 し て いる : 生 きる 意志 で ある 。613 の 戒律 に は 、 こ れ 


に 関す る 言及 は な い 。 な ぜ な ら 、 存在 その も の は 形 の な い 物 質 の よう な も の で あり 、613 の 戒律 
は 形 へ の 言及 だ か ら で あ る 。 
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自殺 の 禁止 は 、 存 在 の イン フラ スト ラク チャ ー へ の 言及 で も ある : 生き る 意志 で ある 。 ミ ツ ヴ ァ の 3 
年 目 に は 、 こ の こと に 関す る 言及 は な い 。 存在 その も の が 形 の な い 物 質 の よう な も の で あり 、 三 
つの 戒律 は 形 に 関す る 言及 だ か ら で あ る 。 


同様 に 、 結 婚 生活 を 送り 、 子 供 を 産む と いう 戒め は 偉大 な 戒め で ある た め 、 他 の 戒め に 優先 す 
る 。 例え ば 、 ゲ マラ ( バ ヴ ァ ・ バ トラ 13a) は 、 イ ブ ム の 戒 律 を 果たす た め に ラビ は 半 放 免 の 奴隷 を 
釈放 する 義務 が ある と 述べ て いる が 、 そ うす る こと に よっ て 、 ラ ビ は 「 永 遠 に 彼ら と 働く 」 と いう 戒 
律 に 背く こと に な る 。 し か し 、 チ ャ タム ・ ソ ファ ー ( バ ヴ ァ ・ バ トラ 13a) は 、 こ の 戒律 は 絶対 的 な も の 
で は な く 、 正当 な 理由 が あれ ば 違反 し て も 許さ れる と 説明 し て いる 。 


- ラン バム (「 ミ シュ ネ ・ ト ラー」 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム 11:4) は 、 (妊娠 の 始ま りか ら )40 日 目 以前 で あっ 
て も 、 私 た ち は 言 うこ と が で きる と 書い て いる :「 こ の 子 が 安息 日 を た くさ ん 守れ る よう に 、 こ の 子 
の 上 で 安息 日 を 1 回 ハレ ル 」 と 言う こと が で きる と 書い て いる 。 つま り 、 こ の 子 が 産ま れ て 生き て か 
ら 、 将 来訪 れる 安息 日 を 守る た め に 、 安 息 日 を 犯し て も いい と いう こと だ 。 


タク ナッ ト ・ ハ シャ ヴィ ン ( ル ブリ ン の ラビ 、 ザ ド ク ・ ハ コー ヘン ・ ラ ビ ノ ヴ ィ ッ ツ 著 、15 節 「 ヴ ェ ・ ネ レ 、 
私 の 意見 」) を 参照 する と 、 チ ャ タム ・ ソ ファ ー の 禁止 事項 で ある 「 将 来 の 生命 の 成長 」 を 害する こ 
と も 、 ノ アハ イド の 禁止 事項 か ら 学 ん だ 可能 性 が ある 。 そし て 、 そ れ は 私 た ちの 言葉 に ふさ わし 
い 。 


- 同様 の 方 法 で 、 ゲ マラ は 七 つ の 戒め の 義務 に つい て 次 の 節 か ら 説 明 し て いる : 主 な る G-d( 神 ) 
は 人 に 命じ て 言わ れ た : 園 の すべ て の 木 か ら 、 自 由 に 食べ て よい 。 そし て G-d( 神 ) は 言っ た 、 こ れ 
ら は 搾 で ある :「 わ た し が 彼 を 知っ て いる の は 、 彼 が その 子 ら と その 子 ら に 命じ て 、 義 と 正義 を 行う 
主 の 道 を 守ら せる た めで ある 」。G-d( 神 ) は 言わ れ た 、 こ れ は 偶像 崇拝 で も る :「 あ な た は 、 わ た 
し の 前 に 他 の G-d( 神 ) を 持っ て は な ら な い 」。 人 間 に つ いて 、 こ れ は 流血 で ある :「 人 の 血 を 流す 
者 は 、 人 に よっ て その 血 が 流さ れる 」。 言う な ら ば 、 こ れ は 近親 相姦 で め ある:「 も し 男 が 自分 の 妻 を 
捨て 、 そ の 妻 が 彼 の も と を 去っ て 他 の 男 の 妻 と な り 、 後 の 男 が 彼女 を 憎ん で 追い 払い 、 あ る い は 
彼 が 死ん だ な ら 、 彼 女 を 追い 払っ た 前 の 夫 は 、 汚 され た 後 の 彼女 を 再び 自分 の 妻 と し て 迎え る こ 
と は で き な い 。 それ は 主 の 前 で 忌 む べき こと だ か ら で あ る 」。 さ ら に 、「 園 の すべ て の 木 か ら 、 盗 む 
こと な く 食 べ な けれ ば な ら な い 。 また 、 動 物 の 手足 を 食べ て は な ら な い 」。 この 単純 さ が ゲ マラ の 
意図 で ある : そ し て G-d( 神 ) は 言わ れ た 、「 こ れ が 探 で ある 」。 つま り 、G-d( 神 ) は 人 の こと を 考え 、 
戒め を も っ て 命じ て お られ る の だ か ら 、 私 た ち も G-d( 神 ) の 言葉 を 真 黄 に 受け 止め 、 そ れ に 背く 者 
を 裁く べき だ と いう こと に ほか な ら な い 、。 G-d( 神 ) は 、「 こ れ は 偶像 崇拝 で や る 」 と 言わ れ た の は 、 
G-d( 神 ) は その 御名 に よっ て 私 た ち に 御 自身 を 現さ れる の だ か ら 、 私 た ち は 単 に G-d( 神 ) を 敬 
い 、 そ の 御名 を 軽 ん じ る べき で は な いと いう こと で ある 。 そし て 、 こ の 道 で は 、 賢い 者 に 与え よ 、 そ 
うす れ ば その 者 は 知恵 を 増す で あろ う ( こ うし て 、 ゲ マラ で 言及 され て いる 追加 の 戒め を 学ぶ 方 法 
も 、 他 の 節 か ら 説 明 さ れ て いる 。 戒め 、 命 令 、 警告 の ほとん ど に は な い が 、 現 実 と 存在 は 、 こ れ ら 
の こと が 禁じ られ て いる こと を 教え て いる ) 。 七 つ の 戒め の 義務 は 、613 の 戒め の よう な 明確 な 命 
令 か ら で は な く 、 存在 その も の か ら 生 じ て い る こと が わか る 。 
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同様 に 、 胎 児 を 殺す 場合 、 一 方 で は 、 誕 生 過 程 に ある 生命 を 傷つけ る 行為 で あり 、 重 大 な 禁止 
事項 が ある 。 一 方 、 ま だ 形 が な い 生 の 生命 に 対す る 攻撃 で る る た め 、613 の 戒律 に は 記載 され て 
お ら ず 、 そ れ に 対す る 死刑 も な い 。 また 、613 の 戒律 と ラビ の 戒律 が 対立 する 場合 は 、613 の 戒律 
が 優先 され る 。 と いう の も 、 主 な こと は 既存 の 形 に 関係 する こと で あっ て 、 物 資 に 関係 する こと で 
は な いか ら だ 。 


し た が っ て 、 母 体 を 救う た め に 、 そ の 存在 が 有害 で ある 胎児 を 殺す こと は 許さ れる 。 ここ に は 、 
613 の 戒律 (「 形 」) か ら 来 る 「 救 う 」 と いう 戒律 が あり 、「 何 も な い 」(「 物 質 」) か らし か 学べ な い 胎 児 
を 殺し て は いけ な いと いう 禁忌 に 優先 する 。 


自殺 の 禁止 は 、 存 在 の イン フラ スト ラク チャ ー へ の 言及 で も ある : 生き る 意志 ご で ある 。 と いう の も 、 
存在 その も の は 形 の な い 物 質 の よう な も の で あり 、 三 つの 戒律 は 形 へ の 言及 だ か ら で あ る 。 存 
在 の 基盤 に 言及 する こと は 、 深 刻 な 側面 と 軽い 側面 が ある 。 一 方 で は 、 こ の こと は 一 般 的 な 立場 
の 基盤 で ある が 、 他 方 で は 、 主 な こと は 、 形 より も 基盤 、 生 に 対処 し な いこ と で ある 。 


-「 リ ク ク テ イ ・ シ チョ ス (Likkutei Sichos) 」( ル バビ ッ チ ャ ー・ レ ベ 、 ラ ビ ・ メ ナ ケ ム ・M・ シ ュ ネ アソ ン 
に よる ハシ ディ ズム の 教え と 講話 )5, p. 159, 注 63 を 参照 。 こ の 戒律 は 異邦 人 に も 適用 され る こと 
を 示唆 し て お り 、 こ こ で の 議論 と 一 致し て いる 。 


- 自殺 は 形 の な い ゴー レム に 対す る 攻撃 で も あり 、 生 きる 意志 の な い 身 体 は 、 形 の な い 物 質 と 同 
じ だ か ら で あ る 。 


- シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ ( ユ ダ ヤ や 法 の 法典 ) に は こう 書か れ て いる [YD 240:1] :「 人 は 父 より も 師 を 
敬い 、 師 を 景 れ る 義務 が ある 」 


- し た が っ て 、 両 親 を 散 う と いう 戒 律 に は 、 師 を 敬う より も 厳し く 具 体 的 な 何 か が ある 。 師 を 敬う こと 
の 主眼 は 距離 と 景 散 で あり 、 そ こ か ら 自 己 の 否定 と 師 の 利用 が 生ま れる の に 対し て 、 父 母 を 敬う 
こと で は 、 父 母 を 養い 、 水 を 与え 、 金 が あれ ば 自分 の 金 さ え 使 うこ と を 強い られ 、 門前 で 物 を い を 
し な けれ ば な ら な く な る まで 、 仕 事 を 犠牲 に に し て で も これ を 行わ な けれ ば な ら な い [ こ れ ら すべ て を 
YD 240 で 、 ま た 師 を 敬う こと と 比較 し て YD 241 で 参照 ]。 こ れ は 、 父親 が 賢明 で あっ た 場合 、 父 
親 を 失う こと が 優先 され る と いう 説明 と 一 致し て いる 。 
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服従 、 区 別 、 甘 美化 


胎児 尊し や 自殺 の 禁止 と 、 異 邦人 殺し の 禁止 の 違い を 明らか に し た 後 、 こ れ ま で 説明 し て きた 七 
つの 戒め の ユダ ヤ 人 の 義務 を 整合 させ 、 対 比 さ せる 構造 を 整理 する 。 実は 、 人 間 関 係 に は 三 つ 
の タイ プ が ある : 


- 服従 : 異 邦人 の 間 に 存 在 する 禁忌 を 実際 に 採用 する こと は すでに 見 た が 、 そ の 根拠 は 外 的 な も 
の で ある た め 、 ハ ラ ハ に よれ ば 、 異 邦人 を 殺す こと で ユダ ヤ 人 が 救 わ れる よう な 場合 に は 、 異 邦 
人 の 命 は 脇 に 置か れる 。 


- 区 別 : 七 つの 戒め の 禁止 事項 の 大 部 分 に お いて 、 私 た ち は 613 の 戒め が イス ラ エ ル に と っ て 何 
が 禁止 され 、 何 が 許さ れ て いる か を 明確 に し 、 整理 し て いる こと を 見 て きた 。 この よう に し て イス ラ 
エル は 異邦 人 か ら 区 別 さ れ 、 独立 し た 異な る 体系 に 置か れ て いる 。 


- 甘やかし : 胎 児 の 殺害 と 自殺 の 禁止 は 、 甘 美化 の 一 例 で ある 。 それ ら は 存在 の 始ま り を 扱っ て 
お り 、 こ の 七 つ の 戒め だ けが それ ら に 言及 し て いる の は 、 七 つの 戒め が 生 の 命 、 存 在 そ の も の を 
扱う か ら で あ る 。 


ハシ ディ ズム で 説明 され て いる 「 服 従 、 区 別 、 甘 え 」 の 構造 に 従っ て 問題 を 整理 する : 


- 服従 、 異 邦人 を 殺す こと : 完全 な 世界 で は 、 マ イモ ニ デ ス が 書い て いる よう に 、 居住 外国 人 で な 
い 異 邦人 の 現実 は 合法 で は な い の で 、 異 邦人 を 殺す こと を 禁止 する 場所 は な い だ ろ う : 私 た ちの 
師 モ ー セ は 、 ノ ア の 子 ら が 命じ られ た 戒め を 全 世 界 の 住民 に 受け 入れ させ る よう 、 力ずく で 命じ 
た 。 受け入れ な か っ た 者 は 殺さ れ 、 受 け 入 れ た 者 は 、 あ ら ゆ る 場所 で 居住 外国 人 と 呼ば れる ( ミ 
シュ ネ ・ ト ー ラ ー「 王 家 の 法 」9:1) 。 この よう に 、 異 邦人 を 殺し て は な ら な いと いう 禁忌 を 扱う こと 自 
体 が 、 す で に 偉大 な 服従 で あり 、 世界 は 完全 で は な く 、613 の 戒め の 助け を 借り て も 現実 を 明 ら 
か に する こと に 成功 し て いな いこ と を 教え て いる 。 私 た ち は こ の 現実 に 服従 し 、 成 功 し て いな い 限 
り 、 現 在 の 現実 を 守っ て いる の で あっ て 、「 器 を 壊し て いる 」 わ け で は な いこ と を 理解 せ ざ る を 得 な 
い 。 


- 区 別 、613 の 戒め :613 の 戒め と は 、 七 つの 戒め と は 関係 な く 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 区 別 を 意味 
する 。 トーラー が ユダ ヤ 人 に 異な る 規則 を 定め た と き 、 私 た ち は 異 邦人 と いう 一 般 的 な カテ ゴリ ー 
か ら 外 され 、 も は や 彼ら と は 何 の 関 係 も 継承 関係 も な いと 感じ る 。 異邦 人 が 命じ られ た こと は 、 私 
た ち 、 つ まり 私 た ち 自 身 の 分 与 と 相続 を 受け た G-d( 神 ) の 子 に は 適用 され な い 。 


- 上 の 注 50 で 説明 し た よう に 、 世 界 の 全 住民 を ゲル ・ ト シャ フ に 住ま わせ る 義務 は な いと いう ラン 
バム の 意見 に よる と いえ ども 、 それ は 私 た ち が 彼 ら の こと を 気 に か け て いな いか ら で あ り 、 し た 
が っ て 、 も し 彼ら が 七 つ の 戒め を 受け 入れ な い の で あれ ぼ ば 、 彼 ら を 征服 し 、 ユ ダ ヤ 人 の あら ゆる 
必要 性 の た め に 利用 する こと は 許さ れる 。 


- 七 つ の 戒 め と の 関係 が 甘く な っ た こと は 、 胎 児 尊 し や 自殺 の 禁止 に 表れ て いる 。 今 、 私 た ち が 
七 戒 に 関わ り 、 義務 を 負っ て いる の は 、「 選 択 の 余地 が な い 」 と いう 力 や 、 私 た ち を 支配 し て いる 
悪い 現実 に に っ て で は な く 、 七 戒 が 古代 の 生々 し い 細 部 に つい て 私 た ち に 教え て いる か ら で あ 
り 、 そ れ ゆ え 、 そ れ ら は 613 の 蘭 律 で は 表現 され な か っ た の で ある 。 これ ら の 詳細 に は 、613 の 戒 
め に は 高貴 で 古代 的 な 側面 が ある (そし て それ は 、 罪 の 前 に 最初 の 人 間 に 与え られ た も の と し て 
適切 で ある ) 。 
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- ペン シン クタ ・ デ ・ ラ ブ ・ カ ハナ 、 ピ スカ 12 章 を 参照 : ラ ビ ・ ユ ダ ・ バ ル ・ シ モン は こう 始め た :「 多 く の 娘 
た ち が 勇 敢 に 行っ た が 、 あ な た は その すべ て に 勝つ っ て いる 」。 アダ ム ・ ハ リ シ ョ ン は 六 つ の 戒め に 
つい て 命じ られ た : 偶 像 崇拝 に つい て 、 御 名 を 祝福 する こと に つい て 、 控 に つい て 、 流 血 に つい 
て 、 性 的 不道徳 に つい て 、 盗み に つい て で ある : 「 主 な る G-d( 神 ) は 人 に 命じ て 言わ れ た : 園 の す 
べ て の 木 か ら 、 自 由 に 食べ て よい 」。 .… ノア は 動物 か ら 手足 を 離し て 命じ られ た :「 し か し 、 肉 と そ 
の 魂 、 そ の 血 は 食べ て は な ら な い 」。 アブ ラ ハ ム は 割礼 に つい て 命じ られ た :「 あ な た は わた し の 
契約 を 守ら な けれ ば な ら な い 」。 イサ ク は 8 日 間 訓 練 さ れ た 、 と ある よう に : ア ブラ ハム は 、 そ の 子 
イサ ク が 生後 八 日 目 に 割礼 を 施し た 。 ヤマ コブ は か か と の 筋 に 、 と ある よう に :「 そ れ ゆ え 、 イ スラ エ 
ル の 子 ら は 腰 の 筋 を 食べ て は な ら な い 」。 ユダ は や も め に 言っ た :「 ユ ダ は オナ ン に 言っ た 。 あな 
た の 兄弟 の 妻 に 入り 、 そ の 女 と 結婚 し て 、 あ な た の 兄弟 の た め に 種 を 殖やし な さい 」。 し か し 、 シ 
ナイ で 私 た ち は 613 の 戒め を 命じ られ 、248 の 行う 戒め と 365 の 行わ な い 戒 め を 命じ られ た 。248 
の 戒め は 、 人 間 の 中 に ある 248 の 器官 に 対応 し 、 す べ て の 器官 と 器官 が 人 間 に 言 う : 私 の 中 の こ 
の 戒め を 行なう よう に し て くだ さい 。 そし て 365 の 不 行 の 戒め は 太陽 の 日 々 に 対応 し 、 一 日 一 日 が 
人 間 に 言 う : ど うか 、 私 の 中 で この 罪 を 犯さ な いで くだ さい 。「 虚 栄 の 中 の 虚栄 」、 ノ ア の 美 は 虚栄 
で あり 、「 精 神 の 類 悩 」、 ア ダム ・ ハ リ シ ョ ン の 美 で あっ た 。 アダ ム ・ ハ リ シ ョ ン の か か と が 、 太 陽 の 
輪 より も 明る か っ た 。 驚い て は な ら な い 。 世 の 道理 で 、 人 は 自分 の た め に 二 つ の 円 盤 を 造り 、 一 
つ は 自分 の た め 、 も う 一 つ は 自分 の 家族 の た めで ある ! その 貴 が 太陽 の 車輪 より も 明る けれ 


ば 、 そ の 上 顔 は それ 以上 で ある ! そし て 、「 主 を 景 れ る 女 は ほめ た た えら れる 」、 こ れ が モー セ で あ 
る 。 
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第 五 草 
戦争 で 異邦 人 を 殺す 


平時 の 異邦 人 殺害 に 続い て 、 戦 時 中 の 異邦 休 害 に 焦点 を 当て る 。 異 邦人 の 命 に つい て 、 こ れ 
まで 学ん だ 原則 を 振り 返 ろ う : 


ユダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと を 禁じ て いる の は 、 異 邦人 に と っ て 異邦 人 を 殺す こと が 禁じ られ て 
いる と いう 事実 か ら 生 じ て い る 。「 ユ ダ ヤ 人 に は 許さ れ て も 、 異 邦人 に は 禁じ られ て いる 」 な ど と い 
うこ と は な い 。 し た が っ て 、 異 邦人 が 異邦 人 を 殺し て も 許さ れる 場合 に 、 イ スラ エル 人 が 異邦 人 を 
殺し て も 許さ れる の で ある 。 


ノア ハイ ド の 七 つ の 戒め に 違反 する 異邦 人 を 裁き 、 殺 すこ と は 許さ れ て いる 。 敵意 が ある 場所 で 
は 禁止 され て いる と 書く 人 も いれ ば 、 現 代 で は ラビ の 探 で 禁止 され て いる と 書く 人 も いる 。 ま た 、 
他 の 理由 で 私 た ちの 邪魔 を する 異邦 人 を 殺す こと は 、 捉 の 「 利 用 」 で は な く 、 合 法 的 な 目的 の た 
め に の み 許 され る と いう 意見 も ある 。 


異邦 人 が 殺人 を 犯さ な いた め に 命 を 捧げ る 義務 が ある か どう か に つい て は 論争 が ある 。 


どの よう な 場合 で も 、 異 邦人 が 殺人 を 痢 助 し 、 他 人 を 死に 至ら し め た 場合 、 た と え そ れ が 強制 に 
よっ て 完全 に 危険 を 引き 起こ し た と し て も 、 彼ら を 殺す こと は 許さ れる 。 異邦 人 の 存在 が ユダ ヤ 人 
に 危険 を も た ら す よう な 場合 に は 、 異 邦人 を 殺す こと が 許さ れる (「 異 邦人 を 殺せ 、 さ も な くば お 前 
を 殺す 」 と いう よう な 場合 ) 。 


で は 、 戦 争 に お ける 異邦 人 殺害 に つい て 掘り 下げ よう 。 戦争 は 、 多 く の 実務 的 な 意見 と 法 的 な 意 
見 が 交錯 する 複雑 な 状況 で ある 。 これ ら の 意見 や 事例 を 、 実 務 上 の あら ゆる 要素 を 考慮 し な が 
ら 詳 述 する 。 


追撃 者 


戦争 で 敵 を 殺す こと が 許さ れる 最も 単純 な 説明 は 、 追 っ 手 の 原 則 で ある 。 シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 
著書 、 コ ー シ ェ ン ・ ミ ン ュ パッ ト 474(?) 。 (同様 に 、 ラ ン バ ム 「 ヒ ルコ ッ ト ・ ロ ッ ツ ェ ア ・ ヴ ェ シ ュ ミ ラ ト ・ 
ハ ・ ネ フェ シュ 1:6」 に も 次 の よう に 書か れ て いる 。) : 


「 も し ある 者 が 仲間 を 殺 そ うと 追い か け て き て 、 仲 間 に 警 告 さ れ た に も か か わら ず ま だ 追い か け て 
くる な ら 、 た と え そ の 者 が 未成 年 者 で あっ て も 、 イス ラ エ ル 人 全員 は 、 追 いか ける 者 の 手足 の い 
ずれ か を 傷つけ て 彼 を 救う よう に 命じ られ て いる 。 また 、 追 っ 手 を 殺す 以外 に 狙い を 定め て 彼 を 
救う こと が で き な い 場合 は 、 た と え 彼 が まだ 殺し て いな く て も 彼 を 殺す の で ある 」 
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ここ で は 、 他 の ユダ ヤ 人 を 追い か け て いる ユダ ヤ 人 に つい て 議論 し て いる 。 そ の ユダ ヤ 人 は 、 追 
いか ける 者 を 殺し て で も 、 追 いか けら れる 者 を 救 わ な けれ ば な ら な い 。 追っ 手 が 未 成年 で 処罰 の 
対象 に な ら な い 場 合 で も 、 追っ手 を 殺す こと で 追わ れる 者 は 救 わ れる と ハラ ハ で は 説明 され て い 
る (た だ し 、 追っ 手 か ら 助かる と いう 法則 に は 、 追 っ 手 の 手 足 の いずれ か を 傷つけ る こと で 助かる 
可能 性 が ある 場合 は 、 そ うし な けれ ば な ら ず 、 追 っ 手 を 殺す こと は 禁じ られ て いる と いう 制限 が あ 
る 。 ラ ン バ ム の 言葉 の 続き で 説明 され て いる 通り で ある ) 。 


その 章 の ラン バム の 言葉 の 続き で は 、 追 われ る 者 を 救う と いう ミツ ヴァ の 偉大 な 義務 、 悪 人 の 血 
の 上 に 立つ と いう 禁忌 の 厳し は 、 ユ ダ ヤ 人 の 魂 を 救う こと の 偉大 さ が 説 明 さ れ て いる : 


救え る の に 救 わ な い 者 は 、「 仲 間 の 血 を 黙っ て 見 て いて は な ら な い 」( レ ビ 記 19:16) と いう 戒め に 
背く こと に な る 。 同様 に 、 友 が 海 で 少 れ て いる の を 見 た り 、 海 賊 が 迫っ て きた り 、 野生 動 物 が 迫っ 
て きた りす る の を 見 た り し て 、 自分 で 救う こと も 、 人 を 雇っ て 救う こと も で きる の に 救 わ な い 者 、 密 
告 者 や 際 謀 家 が 自分 に 対し て 陰謀 を 企 て た り 、 罠 を 仕掛 けた りす る の を 聞い て 、 友 の 耳 を 明か し 
て 知ら せな い 者 、 ま た 、 異 邦人 や 抑圧 者 が 彼 の 友人 に つい て 不平 を 言っ て いる の を 知っ て い 
て 、 彼 の 友人 の た め に 彼 を な だ め 、 彼 の 心 に ある も の を 取り 除く こと が で きる の に 、 彼 を な だ め な 
い 者 、 そ の よう な こと を すべ て 行う 者 は 、「 あ な た は 仲間 の 血 の 傍ら に 庄 っ て 立っ て は な ら な い 」 と 
いう 戒め に 背く 者 で ある .…。 


これ ら の 禁止 事項 は 行動 を 伴わ な い の で 鞭打ち は な い が 、 ユ ダ ヤ 人 の 魂 を 一 人 減 ぼ す 者 は 全 
世界 を 減 ぼ し た の と 同じ で あり 、 ユ ダ ヤ 人 の 魂 を 一 人 支え る 者 は 全 世 界 を 支え る の と 同じ で ある 
た め 、 茂 し いも の で ある 。 


この よう に 、 オ ル ・ ハ ・ ハ ヤ イ ム は ヤコブ の 息子 た もち に よる シェ ケム の 男 た ちの 殺害 (創世 記 34:25 
) を 説明 し て いる :「 彼 ら は 男子 を 皆殺し に し た 」。 な ぜ 罪 を 犯し て いな い 者 を 殺す の か 理解 し が た 
い 。 そ し て また 、 な ぜ 罪 を 犯し た 者 か ら 始め な か っ た の か ? 実 際 、 ヤ コブ の 息子 た ち は 、 罪 を 犯し 
た 者 以外 を 殺す つも り は な か っ た 。 


- 決定 者 (ユダ ヤ の 法律 や 実践 に お いて 決定 (ハラ ハ ) を 下す ラビ ) は 、 追求 され る 側 も 脅威 を 見 
極め る た め に 細心 の 注意 を 払わ な けれ ば な ら な いか どう か 、 広 範囲 に わた っ て 議論 し て きた 。 ミ 
シュ ネ ・ ラ ・ メ レシ ュ の 「 チ ョ ベル ・ ウ ・ マ ジ ク 」( 加 害 者 と 被害 者 ) の 法則 の 最後 に ある ラビ ー ヌ ・ ヨ セ 
フ ・ カ ロ (Karo ま た は Caro) の 言葉 、 フ ラン ケル 版 の 「 ハ ・ マ フ テ ア ハ 」、 お よび コー シェ ン ・ ミ シュ 
パッ ト 第 4 巻 第 5 節 の レス ポン サ 「 ヤ ビア ・ オ メル 」 を 参照 され た い 。 


- 節 の 順序 に よれ ば 、 ま ず 町 の 住民 が 殺さ れ 、 そ の 後に シェ ケム (ハモ ル の 子 ) と 罪 を 犯し た 者 が 
殺さ れ た 。 
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し か し 、 都 の 者 た ち は 皆 、 王 が 殺さ れる の を 恐れ て 、 彼 ら に 対抗 し て 突破 口 を 開 こ うと し た 。 そ の 
ゆえ 、 ミ ディ アン の 人 々 は 彼ら を 追い か け 、 こ う 言 われ た 。「 そ し て 彼ら は すべ て の 男 を 殺し た 」 


迫害 され た 者 を 助け る 者 : 


追っ 手 が 直 接 殺 害 を 脅迫 せ ず 、 穴 に よっ て 間接 的 に 殺害 する 場合 で も 、 追っ手 の 法則 は 適用 さ 
れる 。 こ れ は リバ シュ の レス ポン サ 、 第 180 節 (初版 ) に 書か れ て いる 。 


- 前 述 の 出典 で は 、 街 の 人 々 が ディ ナ 殺害 の 共犯 者 で あっ た た め に 殺さ れ た 、 と いう 別 の 可能 性 
を 提示 し て いる 。 マイ モニ デス と ラン バム に よる シェ ケム の 人 々 の 殺害 の 説明 に つい て は 、 後 で 

述べ る 。 い ずれ に せよ 、 彼 ら が 追っ 手 の 法 に 反対 し て いる の で は な く 、 一 つの 行為 で あれ ば 、 ヤ 

コブ の 息子 た ちか ら 身 を 守っ て いる シェ ケム の 人 々 が 追っ 手 で ある と 主張 する 場所 は な いと 考え 
て いる こと は 明らか で ある 。 な ぜ な ら 、 街 全体 の 城壁 を 打ち 破り 、 そ こ に ある すべ て の 取り 決め を 
変え る こと は 本 当 に 正当 化 で き な い か ら で あ り 、 その 行為 に 対処 する た め に 街 の 人 々 に (た と え 

彼ら が 私 た ちと は 少し 異な る ペー ス で 行う と し て も ) 与え な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 こ の 行為 

が 、 社 会 全体 が 腐敗 し 歪ん で いる と いう 事実 の 一 部 で ある 場合 の み ( マ イモ ニ デ ス や ラン バム の 
説明 に ある よう に ) 、 ヤコブ の 息子 た ち 自身 が その 問題 に 対処 し 、 街 の 人 々 全員 に 害 を 与え る こ 
と が 許さ れる 。 


- タル ムー ド ( ベ レシ ト ・ ラ バ 34) に ある よう に 、 追っ 手 の 法 は 異邦 人 の 間 で も 有効 で ある :「 彼 は 
ユダ ヤ 人 で あり 、 契 約 し た 息子 で ある 。 律 法 は 、『 人 の 血 を 人 に 流す 者 は 、 そ の 血 を 流せ 』 と 言っ 
た : こ の 者 の 血 を その 者 の 血 で 討 て 」。 こ の 「 人 の 血 を 流す 者 」 と いう 一 節 は ノア の 息子 た ち に つ 
いて 述べ て いる の だ が 、 タ ルム ー ド で は この 一 節 に 追っ 手 の 控 が 含ま れ て いる と 理解 し て いる 。 
この こと は 、 タ ルム ー ド 83 ペ ー ジ (1 ペー ジ の 終わ り と 2 ペー ジ の 初め ) で も 証明 され て いる 。 ま た 、 
メ ナ コ ト 72:5 の 言葉 に も ある :「 し ば らく し て 、 主 は 私 の 目 を 啓示 され た 。 ノ ア の 息子 で あっ て も 、 
追っ 手 か ら 魂 と と も に 狩 ら れ た 者 を 救う こと が 可能 で ある と いう 明確 な 節 が トー ラー に ある こと を 、 
別 の ノア の 息子 で あっ て も そこ に 説明 され て いる か ら で あ る (サン ヘ ド リ ン 838a) 。『 友 人 を 追っ て い 
た 追っ 手 が 、 彼 は イス ラ エ ル 人 で ある な ど と 言っ た と き 、 律 法 は こう 言っ た : 人 の 血 を 人 の 中 に 流 
す 者 は 、 そ の 血 を 流さ ね ば な ら な い 。 こ の 者 の 血 を その 者 の 血 で 討 て 』.… そ し て この 節 は 、 ノ ア の 
息子 た ち に 追っ 手 を 殺す こと は 許さ れる と 言わ れ て いる 」 


- この こと は 、 マイ モニ デス の 「 王 の 探 」9:4 に も 書か れ て いる 。 ま た 、 ラ ビ ・ ゼ ヴィ ン も 「 ロ ル ・ ハ ・ ハ 


ラ ハ 」 の 「 ミ ルケ メッ ト 」 の 箇所 で 書い て お り 、「 ス デイ ・ チ ェ メ ッ ド 」( ラ ビ ・ チ ャ イム ・ ヘ へ ゼ キ ア ・ メ ディ 
ニニ ) の 体系 3 の 「 畑 の 中 の 畑 」 の 符号 6 で 書い て いる 。 
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他人 を 殺 そ うと 追っ て きた 追っ 手 は 、 本 人 で あろ うと 代理 人 で あろ うと 、 追っ 手 の 犠 牲 の 上 に 追っ 
手 を 救う こと が で きる 。 こ の よう に 、 ユ ダ ヤ 人 の 財産 を 異邦 人 に 引き 渡し た 者 は 殺さ れる 。 な ぜ な 
ら 、 財 産 の 引き 渡し は 生命 の 危険 に つなが る か ら で あ る 。 マイ モニ デス (ミシュ ナ ・ ト ー ラ ー、 損 害 
賠償 に 関す る 法律 8:10-11) は 次 の よう に 述べ て いる : 


「 ど ん な 場所 で も 、 た と え 死 刑 の な いこ の 時 代 で も 、 配 達人 を 殺す こと は 許さ れる 。 配達 人 が 『 わ 
が 主 は 何々 を 配達 し て いる 』 と 言っ た 場合 を 除き 、 配 達する 前 に 殺す こと は 許さ れる 。 た と え そ れ 
が 少量 の 財産 で あっ て も 、 そ の 身体 で 、 あ る い は 財産 で 、 彼 は 死に 身 を 委ね た の で ある 」。 そし 
て 、 西 欧 の 都市 で は 、 ユ ダ ヤ 人 の 財産 を 配達 し て いる こと が 判明 し た 配達 人 を 殺害 する 行為 が 
どの 時 代 に も 行わ れ て いる 。 ま た 、 ユ ダ ヤ 人 の 財産 を 少量 で も 異邦 人 の 手 に 渡し た 者 は 、 も し 三 
度 で も 渡し た こと が わか れ ば その 死 は すべ て の 人 に 課さ れる 。 


ア ヒ ・ エ ゼル (1:19:3) が 説明 し て いる と お り で ある : 


「 代 理 人 に よる 追っ 手 も ま た 、 追 っ 手 の 法 に 従う 。 な ぜ な ら 、 引 渡し の すべ て の 法 は 代理 人 の 行 
為 に よる も の だ か ら で あ る .…」 


情報 部 や 整備 部 な どの 敵 兵 は 、 我 々 と 戦っ て いる 軍隊 を 支援 する 。 敵 の 医療 兵 で あっ て も 追っ 
手 と みな され る 。 医療 兵団 が いな けれ ば 軍隊 は 騰 体 化し 、 医 療 兵 団 も また 戦闘 貞 を 励ま し 、 強 化 
し 、 我 々 を 殺す 手助け を する か ら だ 。 戦 闘 員 を 助け る 民間 人 で あっ て も 、 追っ 手 と みな され 殺さ れ 
る こと が 許さ れる 。 兵器 を 生産 する 工場 で 働き 、 軍 に 兵器 を 供給 する 民間 人 も 、 情報 部 隊 に 所 属 
し て 情報 を 提供 する 兵士 に 劣ら な い 。 殺人 者 を 強化 する よう な 方 法 で 悪 の 軍隊 を 援助 する 者 は 、 
追っ 手 と みな され る 。 


- し か し 、 こ の 説明 を 制限 する 必要 が ある : 自 分 の 住ん で いる 王国 の た め に 武器 を 生産 し て いる 
民間 人 が 、 王 国 が 邪悪 な 者 に 対抗 し て 生き 残る た め に 武器 を 必要 と し て いる た め に 、 平 時 に も 武 
器 を 生産 し て いる 場合 、 自 分 は 正義 の 味方 と の 戦争 を 助け て いる の で は な く 、 王 国 が 邪悪 な 者 
に 対抗 し て 生き 残る の を 助け て いる の で あり 、「 前 世 」 の 説明 に 基づい て そう する 権利 が ある と 主 
張 す る こと が で きる 。 こ の 問題 は 、 土 砂 崩 れ の 危険 か ら 逃 れる た め に ある 場所 を 占拠 せ ざ る を 得 
な い 人 が いて 、 殺 人 者 が その 事実 を 利用 し て 別 の 人 を 追い か け 、 そ の 人 が すでに その 場所 を 占 
拠 さ れ て いる た め に その 場所 に 逃げ られ な いよ うに する の と 似 て いる 。 こ の よう な 場合 (第 三 章 
で ) 、 そ の 場所 を 奪っ た 者 は 、 殺 人 犯 と は 関係 な く 自 分 に 危険 が 迫っ て いる か ら そ うす る の で あっ 
て 、「 前 世 」 を 理由 に その 場所 を 占有 する 権利 が ある の だ か ら 、 無 駄 な 追っ 手 と は みな され な いと 
説明 し た 。 こ れ に よれ ば 、 こ こ で も その よう な 一 般 市 民 は 、 邪 悪 な 王 が 自分 の 善行 を 悪行 に 利用 
し て いる の は 自分 の せい で は な いと 主張 で きる 。 そし て 実際 、 こ の よう な 人 物 は 意図 的 な 追っ 手 
と は みな され ず 、 後 述 する 王国 の 一 般 民 衆 に 帰 さ れ な けれ ば な ら な い ( た だ し 、 こ の よう な ケー ス 
も ある ) 。 
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支援 と 孤立 


戦争 を 奨励 する 一 般 市 民 は 、 国 王 と 兵士 に 戦争 を 継続 させ る 力 を 与え る 。 し た が っ て 、 我 々 に 敵 
対す る 王国 の 市 民 で 、 戦 闘 員 を 激励 し た り 彼ら の 行動 に 満足 の 意 を 示し た りす る 者 は 追っ 手 と み 
な され 、 そ の 殺害 は 許さ れる 。 言論 な ど で 我 々 の 王国 を 弱体 化 さ せる 者 も また 、 追っ 手 と みな さ 
れる 。 


この よう に 、 マ ハラ ル は (「 マ ト の 教義 の グー ル ・ ア リエ の 中 で ) 、 ミディ アン と の 戦争 に お ける バラ 
ム の 殺害 に つい て 説明 し て いる :「 彼 は ミディ アン か ら 出 か け て 行っ て 彼ら に 会 い 、 彼 ら に 悪い 忠 
告 を し た 。 そ れ ゆ え 、 彼 は 追っ 手 で あり 、 す べ て の ユダ ヤ 人 を 殺 そ うと し た の で 、 今 、 彼 は 死刑 を 
宣告 され た 。 戦争 で 人 の 心 に 恐怖 を 与え る 者 は 、 戦 争 か ら 逃 げ る よう に な り 、 逃げ た 者 は 殺さ れ 
る か ら で あ る 」 


ラビ ・ シ ャ ウル ・ イ スラ エル は 、 そ の 著書 「 ア モ ド ・ ハ エミ ニ 」( 符 号 16、 第 三 章 ) の 中 で 、 彼 の 言葉 に 
記さ れ て いる 現実 を 踏ま そえ て こう 説明 し て いる : 


報道 され て いる よう に 、 ア ラブ 国境 の 村 の 住民 は 、 殺 人 ギャ ング が 処罰 を れ ず に 行え る よう 

に 、 故 意 に 底 護 を 提供 し て いる 。 これ ら の 暴力 団 は 、 過 去 の 殺人 者 と し て の 行為 だ け で な く 、 将 
来 の 意図 の た め に 追っ 手 と し て も 迫害 され な けれ ば な ら な いこ と は 明らか で ある た め 、 彼 ら を 援 
助 し 、 助 け 、 あ ら ゆる 方 法 で 彼ら の 手 を 強化 する 住民 は 、 追 っ 手 が 殺 人 を 犯す の を 助け る 者 の 範 
時 に 入る こと に な る .…。 この よう な 援助 を 提供 する こと が 、 将来 の 彼ら の 行動 の た め の よ り 広 範 な 
根拠 を 与え る こと は 明らか で ある .…。 認め られ た 推定 に よれ ば 、 集 団 は あら ゆる 方 法 で 暴力 団 の 
行動 を 奨励 し 、 こ の こと が 将来 彼ら の 行動 を 増加 させ 、 拡 大 させ る の に 役立つ こと は 確か で ある 
か ら 、 こ の 場合 、 集 団 全 体 が 、 彼 ら の 命 を 救う た め に 殺人 を 犯し て も よい 追っ 手 の 範 晴 に ある こと 
が 判明 する .……。 


- 現実 に は 、 軍 事 複合 体 の 一 員 で ある 者 の 大 半 は 、 こ の 戦争 を 助け る よう な こと も 戦争 中 に 行っ 
て お り 、 他 の 敵 に 対し て 助け る た め の 日 常 的 な 活動 を 続け て いる だ け で は な いこ と に 注意 すべ き 
で ある 。 


- ソ タ 44b で 説明 され て いる よう に 、 戦闘 か ら 逃 走 し た 自軍 の 兵士 を 殺す こと が 許さ れる の は この 


た めで ある 。 また 、 ネ ツィ フ が ヘ メ ク ・ シ ェ イ ラ (He'mek She'eila) の 229 で 説明 し て いる 通り で あ 
る 。 
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私 の 追っ 手 と 敵対 者 は 多い 


前 項 で 述べ た こと を 踏ま えて 、 次 の よう に 論じ る こと が で きる : 追っ 手 を 殺す こと が 許さ れる の は 、 
それ が 助け に な る 場合 で ある が 、 こ こ で は 追っ 手 は 大 勢 お り 、 そ の うち の 一 人 を 尊し て も 助け に 
は な ら な い 。 し た が っ て 、 戦 争 に 協力 する すべ て の 人 は こう 言う こと が で きる : な ぜ 私 を 殺す の 
か ? 戦争 は 私 な し で も 起こ っ て お り 、 あ な た へ の 危険 は 続い て いる ! 


この 議論 が 正しく な いこ と は 明らか だ 。 追っ 手 か ら 身 を 守る こと は 許さ れる 。 追っ 手 を 殺し 、 そ の 
危険 か ら 逃 れる の で あれ ば 、 誰 か ら 始 め よ う が 関 係 は な い 。 


そし て 自分 の 頭 で 考 えな さい : も し あな た が 、 大 勢 が いる か ら こ そ 誰 か ら 始 め る か と いう 問題 が 生 
じ 、 そ の 間 題 が 私 た ちの 救出 を 妨げ る と 言う の で あれ ば 、 そ れ は 正反対 で ある : 一 人 一 人 の 存在 
が 救出 を 妨げ る の で あり 、 こ れ は 一 人 一 人 を 完全 な 追っ 手 と し て 扱い 、「 命 を 危険 に さら す 」 と いう 
問題 を 引き 起こ さき ない よう に 殺 す 理由 と な る 。 


迫害 され る こと を 強い られ る 


追っ 手 と みな され る 追っ 手 。 追っ 手 が 迫 害 を や め た 後に 追っ 手 を 殺す こと は 許さ れ な い 。 た だ し 、 
これ は 追っ 手 に より 今後 も 危険 が 及ば な いと 予想 され る 場合 に 限る 。 追っ 手 を 続け る 可能 性 が 
高い 場合 に は 、 た と え 現 時 点 で は 実際 に 人 迫害 し て いな く て も 、 殺す こと が で きる 。 


これ は 、 裏 切り 者 に 関し て 我々 が 発見 し た 方 法 で あり 、 そ の 殺害 は 追っ 手 の 法則 に 由来 する も の 
で 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 」420:18 に 裁定 され て いる : 


「 裏 切り 者 が 計画 し 裏切っ た 場合 、 彼 を 殺す こと は 禁じ られ て いる 。 し か し 、 も し その 者 が 裏切り 
者 で ある と 見 な され る な ら ば 、 そ の 者 は 他 の 者 を 殺し た り 裏 切っ つた りす る で あろ う 」 


同様 に 、 私 た ちの 場合 と 比較 し て 、 も し ユダ ヤ 人 で あっ て も 「 裏 切り 者 と みな され る 」 の で 殺さ れる 
可能 性 が ある と 言う の で あれ ば 、「 あ ら ゆ る 種類 の 方 法 で 暴力 団 の 行動 を 奨励 する 」( ラ ビ ・ イ ス 
ラ エル の 言葉 。 異邦 人 の 集団 で は な お さら で あり 、 人 迫害 され る こと が 明らか な 状況 に ある 者 は 誰 
で も で ある 。 


- 同 ペ ー ジ の 第 6 節 、 シ ャ ッ ハ の 注釈 も 参照 の こと 。 裏切り 者 で ある と 疑わ れ た 者 は 手 で 殺さ れる 
の で は な く 、 間接 的 な 手段 で 殺さ れる 、 と いう ラ シ ュ の 意見 に よる と 、 裏切り 者 で ある と 疑わ れ た 
者 は 、 再 び 裏 切る と いう 確信 が な いた め 、 完 全 な 迫害 者 と は 見 な され な いか ら で あ る 。 むし ろ 、 そ 
うす る こと を 抑止 する た め に 、 間接 的 に 殺す こと を 聖 芝 は 定め た の で ある 。 し か し 、 彼 の 意見 に 
従っ て も 、 裏切る 恐れ が ある 者 は 手 で 殺す こと が 許さ れる と いう の は 単純 な こと で 、 タ ルム ー ド の 
バ ヴ ァ ・ カ ンマ (キッ ツ 、 1) で 説明 され て いる よう に 、 ラ ヴ ・ カ ハナ は 裏切る 恐れ が ある 者 を 手 で 殺 
し 、 ラ ヴ は 彼 を 正当 化し た 。 


彼 は 将来 、 私 た ち を 危険 に さら す だ ろ う 。 今 こ の 瞬間 、 彼 が 実際 に 私 た ち に 対す る 迫害 を 助け て 
いる か どう か 、 細 心 の 注意 を 払っ て 調べ る 必要 は な い 。 


流血 の 疑い 


流血 の 疑い の ある 異邦 人 に つい て は 、 ユ ダ ヤ 法 の 中 で 裁定 が 下さ れ て お り 、 彼 ら の 周囲 で は 注 
意 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 マイ モニ デス に よる 「 殺 人 と 生命 維持 の 法則 」 第 十 二 章 や 、「 ヨ レ ・ デ 
ア 」151 章 に ある 「 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 」 に 記載 され て いる よう に 、 こ れ に 基づい て いく つか の 法律 
が 制定 され て いる : 


ユダ ヤ 人 が 異邦 人 と 交際 する こと は 禁じ られ て いる 。 異邦 人 と 一 緒 に 道 を 歩い て は な ら な い 。 ユ 
ダ ヤ 人 が 道 で 異邦 人 に 出会っ た ら 、 ユ ダ ヤ 人 は 右側 に 寄る こと 。 坂 を 上 り 下 りす る と き は 、 異 邦 
人 が 危害 を 加え る の を 防ぐ で ため 、 ユ ダ ヤ 人 は 上 に 、 異 邦人 は 下 に いる べき で ある 。 異邦 人 に 頭 を 
下げ て は な ら な い 。 頭蓋 朋 を 踏み つけ られ る か も し れ な いか ら で あ る 。 絶望 的 で 生存 に 必要 で な 
い 限 り 、 異 邦人 に 治療 を 求め る こと は 禁じ られ て いる 。 異邦 人 か ら 散 髪 を 受け る こと は 、 彼ら が 自 
分 を 殺す 可能 性 を 防ぐ た め に 、 彼ら を 処刑 する 権限 を 持っ て いな い 限 り 、 禁じ られ て いる 。 


実際 、 こ れ ら の 搾 に は 、 例 えば 異邦 人 が 「 公 衆 の た め の 専 門 医 」 で あれ ば 、 そ の 技 を 傷つけ る 心 
配 が な いた め 、 彼 に 治療 を 求め る こと が 許さ れる な ど 、 細 か い 点 が た くさ ん ある 。 私 た ち は 、 異 邦 
人 に 対し て 用 心 す る こと が 必要 で ある だ け で な く 、 異 邦人 が 私 た ち を 追い か け 、 危 険 に さら すこ と 
を 強め る た め 、 彼ら を 殺す こと も 許さ れる 状況 を 発見 し た 。 


も し 、 ユ ダ ヤ 人 が 道 を 歩い て いて 、 盗 賊 に 襲わ れ 、 脅 され て 、 ユ ダ ヤ 人 が 盗賊 を 殺し た と し た ら 、 

その 盗賊 が 自分 の 子供 や 親戚 に 話し て 、 危 害 を 加え られ る こと を 恐れ て いた 異邦 人 も その 場 に 

いた と し た ら 、 た と え 異 邦人 が 話さ な いと 言っ て いた と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 は その 異邦 人 さえ も 殺す 

こと が 許さ れる 。 私 た ち は 異 邦人 を 信じ る べき で は な い :「 彼 ら の 口 は 偽り を 語り 、 彼ら の 右手 は 

偽り の 右手 で ある 」。 ダビ デ の 場合 に も 、 次 の よう に 言わ れ た :「 ダ ビデ は 、 男 も 女 も 生か し て お か 
な か っ た ..…。 彼ら が ベリ シテ 人 に 告げ ロロ し な いよ うに 」 
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ト サ フ ォ ト 書 の 一 節 : 


「 あ る 者 が ラビ の ロバ を 尊し た 」。 そし て 、 人 は 問う か も し れ な い : 流血 は 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て さえ 禁 
じ ら れ て いる 七 戒 の ひと つ で は な い の か ? 結局 の と ころ 、 そ れ は 教え られ て いる : 占 星 術 師 も 荒 
野 の 羊 飼い も 、 上 げた り 下 げた り は し な か っ た 。 


彼 が 恐れ て いた の は 、 彼 ら が その こと を 役人 に 報告 し 、 彼 が 殺さ れる こと だ っ た 。 そし て 、 私 た ち 
は こう 言う :「 も し 彼 が あな た を 殺し に 来 た ら 、 ま ず 立 ち 上 が っ て 彼 を 殺し な さい 」 


ヤ ド ・ エ リヤ フ の レス ポン サ の 一 節 : 


質問 : 一 人 の 異邦 人 が 一 人 の ユダ ヤ 人 を 殺 そ うと し て いて 、 そこ に も う 一 人 の 異邦 人 が 立っ て い 
て 、 そ の 異邦 人 は その ユダ ヤ 人 を 助け よう と も せ ず 、 そ の 異邦 人 を 助け よう と も せ ず 、 人 迫害 され て 
いる ユダ ヤ 人 が 、 も う 一 人 の 異邦 人 か ら 自 分 を 救っ て くれ る よう 前 述 の 異邦 人 に 叫び 、 そ の 異邦 
人 は 、 自 分 は 助け た りす る 気 は な く 、 た だ 傍観 し て 何 も し な いと 答え 、 そ の ユダ ヤ 人 が 迫害 し て い 
る 異邦 人 を 制圧 し た 後 、 自 分 を 殺 そ うと し て いる 加害 者 か ら 救 お うと し な か っ た と いう 理由 で 、 二 
人 目 の 異 邦人 を 殺す こと は 許さ れる だ ろう か 。 彼 は また 、 自 分 が 殺し た 人 迫害 者 に ユダ ヤ 人 が 何 を 
し た か が 明らか に な っ た と き 、 自 分 に 何ら か の 危険 が 及ぶ の で は な いか 、 自 分 の 手足 の 一 本 で 
助かる こと が で きた の で は な いか 、 な ど と 非難 され る の で は な いか と 恐れ て いる 。 


答え : ま ず 、 ラ ン バ ム が パラ シャ ・ ヴ ァ イ シ ュ ラ ハ で 述べ て いる こと を 紹介 し よう :「 ヤ コブ の 息子 た 
ち が ど の よう に し て 罪 の な い 血 を 流し た の か 、 多 く の 人 が 問う で あろ う .….…」。 そし て 、 私 は ラン バム 
に 有利 な 答え を 与え よう ..…。 質問 の 主題 に 戻 ろ うう 。 異邦 人 が 介錯 を し な いか どう か に つい て は 、 
前 述 の 論争 に よる 。 ラ ン バ ム か ら す れ ば 、 自 分 の 手足 の 一 本 で 彼 を 救う こと が で きる の で あれ 
ば 、 彼 は 義務 を 負う の で あり 、 異 邦人 に つい て は 、 自 分 自身 に 危険 が 及ば ず に 彼 を 救う こと が で 
きる の で な けれ ば 、 彼 は 義務 を 負わ な い の で ある 。 


異邦 人 に 対し て は 、 自 分 の 手足 の 一 本 で 彼 を 救う こと が で きる に も か か わら ず 、 彼 が 介入 し な い 
な ら ば 、 彼 は 彼 を 殺し た 者 と 同じ で あり 、 彼 を 殺す こと が 許さ れる 。 なぜなら 、 彼 は 彼 を 救う 義務 
が ある の に 、 そ れ を し な か っ た か ら で あ る 。 


第 二 章 で 取り 上 げた トウ ゥ ウール 派 と シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ 派 の 見 解 の 相違 の 中 で 引用 され た ト サ フ ォ 
ト の 言葉 で ある 。 


し か し 、 こ れ ら の ト サ フ ォ ト の 言葉 を さら に 説明 する 必要 が ある 。 と いう の も 、 異 議 を 唱え る こと が 
で きそう だ か ら で あ る : な ぜ ア ント ニ ヌ ス は 、 奴隷 が 自分 を 危険 に さら し て いる と 疑わ れる 状況 ま 
で 連れ て き て 、 そ れ か ら 殺 すこ と が 許さ れる の か ? な ぜ 彼 は ラビ の 家 に 行か ず 、 こ の よう な 事態 
を 避け る こと が で き な い の か ? ト サフ ォ ト は 、 ア ント ニウス が ラビ を 訪ね る こと は 、 彼 に と っ て も 世 
界 に と っ て も 、 ロ ー マ 旦 帝 が 悔い 改め る た め に 必要 な こと な の で 許さ れる の だ と 理解 し て いる 。 し 
た が っ て 、 彼 が これ を 続け る こと は 許さ れる し 、 も し 彼ら が 人 迫害 者 に な れ ば 、 彼ら の 頭 に 血 が 上 る 
こと に な る (これ は 第 二 章 で 説明 し た 、 ラ ン バ ム に よる シェ ケム の 男 た ちの 殺害 に 関す る こと と 同 
様 で ある 。 そちら を 参照 ) 。 ラ ビ ・ メ イル ・ エ リッ ク の 「 ハ シディ ム の 書 」( ラ ビ ・ ク ッ ク 研 究 所 の モエ ド 
版 ) の 注釈 の 中 で 、 彼 は 確か に 「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」 の ト サ フ ォ ト を 指摘 し て いる 。 


- この 加筆 は 、 第 二 章 で 扱っ た 16 世 紀 と 18 世 紀 の 論 争 で 持ち 上 が っ た も の で ある 。 
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- どう や ら も っ と 難し くす る こと も で きた よう な の で 、 こ れ ら の 加筆 の 言葉 を さら に 明確 に すべ き な 
の は 事実 で ある : な ぜ ア ント ニ ヌ ス は 、 自 分 の 奴隷 を 、 彼 を 危険 に さら し 、 そ し て 殺し た と 疑わ れる 
状況 に 連れ て 行く こと が 許さ れる の か ? ラ ビ は この よう な 状況 に 陥ら な いよ うに 、 そ の 家 に 行く ベ 
き で は な い ! ト サ フ ォ ト は 、 こ れ は アン トニ ウス を 批判 し て いる か ら 許さ れる の で あっ て 、 ラ ビ に よ 
れ ば 、 彼 に と っ て も 世界 に と っ て も 、 実 存 的 に 必要 な こと で あり 、 ロ ー マ の カエ サル が 悔い 改め の 
た め に し た こと を する こと に よっ て 、 彼 は 義 と され る の だ か ら 、 彼 ら が 迫 害 者 に な っ た と し て も この 
行為 を 続け る こと は 許さ れる 、 と 理解 し て いる 。 

- し か し 、 シ ャ ボッ ト ・ ヤ イル は この 意見 に 反対 する 。 彼 は 、 現 代 に お いて も 異邦 人 が ユダ ヤ 人 に 
敵対 する 可能 性 が ある た め 、 流 血 の 危 険 性 が ある と 主張 する 。 また 、 異 邦人 文化 の 影響 か ら ユ 
ダ ヤ 人 の 子供 を 守る こと が 重要 だ と も 主張 し て いる 。 
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タル ムー ド に よれ ば 、 獣姦 の 疑い が ある 異邦 人 に 動物 を 預け る こと は 禁じ られ て いる 。 し か し 、 
シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ (YD 258:1) は 、 異 邦人 が 獣 の 疑い を 持た れ て お ら ず 、 実 際 に 獣姦 を 行っ 
た 者 を 罰する 場所 で は 許さ れる と 定め て お り 、 実 際 、 獣姦 を 行っ た 者 は 罰せ られ る (ベイ ト ・ ヨ セ フ 
の 「 ラ ン 」 参 照 ) 。 


し た が っ て 、 タ ルム ー ド に も 異邦 人 が ノア ハイ ド の 七 つ の 探 を 履行 し な いこ と を G-d( 神 ) は 見 て お 
られ た ( ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラ 2:1) 、 と 書か れ て いる よう に 、 タ ルム ー ド と ポジ キム か ら 、 ノ アハ イド の 七 つ 
の 探 の 履行 に 関し て 異邦 人 に 対す る 基本 的 な 疑念 が あめ る よう に 思わ れる 。 し か し 、 世 代 を 経る に 
つれ て 、 異 な る 異邦 人 や 集団 の 間 で 進歩 が 見 られ る よう に な り 、 一 般 的 に 七 つ の 戒 め や そ の 一 
部 を 履行 する こと を 受け 入れ る よう に な る 。 そし て 、 ある 異邦 人 や 国 が 同じ カテ ゴリ ー に 属す る と 
定義 する こと が で きる 。 


これ は 偶像 崇拝 に 関し て も 同様 で 、 偶像 を 崇拝 する 異邦 人 と 、 イ スラ ム 教 徒 の よう に 偶像 を 崇拝 
し な いこ と が 知ら れ て いる 異邦 人 と で は 、 ハラ ハ に お ける 扱い が 異な る (例え ば 、 マ イモ ニ デ ス 「 ミ 
シュ ネ ・ ト ー ラ ー」 禁 じ ら れ た 食物 の 控 11:7 参 照 ) 。 


私 た ち は こ こ に 三 つ の 罪 を 挙げ た : 偶 像 崇拝 、 姦 淫 、 流 血 で ある 。 し か し 、 こ の 三 つ は 分 け て 考え 
る べき だ ろう : 偶 像 崇拝 は 、 先 祖 代 々 の 習慣 や 風習 に 由来 する も の で あり (「 チ ュ リ ン 」13b:4 の ゲ 
マラ 参照 ) 、 し た が っ て 、 無 神 論者 の 異邦 人 が 自分 の 宗教 や 習慣 に 反し て 偶像 崇拝 を 行う と いう 
合理 的 な 奴 れ が な いた め 、 偶像 崇拝 を 行わ な い 異 邦人 と いう 定義 に 到達 し や すい 。 こ れ に 対し 
て 、 流 血 や 泰 淫 は 主 に 人 間 の 心 の 邪悪 な 傾き に 起因 する も の で あり 、 そ れ ゆ え 、 そ れ ら に 対す る 
恐れ は より 大 きい 。 し か し それ に も か か わら ず 、 刑 禄 制度 の 存在 が この 現実 を 変え る の で ある 。 
そし て 、 あ る 観点 か ら 見 れ ば 、 流 血 の 疑 い は 姦淫 な どの 疑い より も 大 きい : 第 一 に 、 動物 と の 獣 
姦 を 行う 者 は 、 洗練 され た 異邦 人 の 間 で は 忌 む べき も の と され て いる か ら で あ る 。 そし て 第 二 に 、 
流血 は ユダ ヤ 人 に 対す る 憎悪 の 要因 と 結び つい て いる か ら で あ る 。 


私 た ち は 異 邦人 か ら 孤 立 す る こと に 慣れ て いる 。 し か し 、 今 で は その よう な 疑い は な い 。 すべ て の 
権威 者 が 書い て いる よう に 、 彼ら は その よう な 行為 に よっ て 罰せ られ る か ら で あ る 。 こ の 問題 で 
も 、 禁 止 令 は 流血 の 疑い が ある 場所 で の み 制 定 さ れ 、 ユ ダ ヤ 人 の 血 は 彼ら に と っ て 水 の よ うな も 
の で あっ た 。 し か し 、 そ の よう な 疑い が な いと ころ で は 、 彼ら の 時 代 で も 許さ れ て いた 。 


エサ ウ が ヤコブ を 憎ん だ こと は よく 知ら れ た 律 法 で ある (創世 記 33:4 の ラ シ ) 。 そし て お そら < この 
理由 か ら 、 シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ で は 、「 も し か し た ら 殺 され る か も し れ な い 」 と いう 滋 れ か ら 生 じ る 
盾 に 寛大 さ が も た ら さ れる こと は な か っ た 。 進歩 が 起こ っ た と 思わ れる と き で も 、 目 に 見 える 外面 
的 な 優し さ に 頼ら な いよ う 、 細心 の 注意 を 払わ な けれ ば な ら な いか ら で あ る (その 例 が ドイ ツ の 異 
邦人 で あり 、 啓 蒙 的 で 先進 的 だ と 思わ れ て いた の に 、 よ く 知 られ て いる よう に 残酷 で 恐ろし い 捕 
食 者 で ある こと を 露呈 し て し まっ た ) 。 


し か し 、 流 血 の 疑い に 関し て 甘い の は 平時 の 話 だ 。 戦時 に は 疑惑 が 大 きく な る の は 確か で ある 。 
そし て 、 平 時 、 秩 序 の 整 っ た 王国 で は 、 た だ の 異邦 人 が 流血 を 疑わ れ な い の は 、「 殺 人 者 に 死 の 
義務 を も っ て 久 す る 」 政 府 に 対す る 視 と 恐怖 が ある か ら だ と 書い た 当局 者 が いた と すれ ば 、 戦 時 
で は 現実 は 逆 で 、 こ こ に は 我々 を 殺 そ うと し て いる 政府 が あり 、 し た が っ て 、 異 邦人 は 我々 を 殺す 
こと に 関心 を 持っ て いる と いう こと に な る 。 ここ で は 「 疑 い 」 だ け で な く 、 少な く と も 彼ら の 大 部 分 が 
私 た ち を 危険 に さら し 、 迫 害し て いる と 考え られ て いる 。 こ の 状況 は 、 敵 が 私 た ち を 人 迫害 し 、 殺し て 
いる 者 で ある と 考え られ て いる と いう 事実 か ら 、 敵 を 殺す こと に つい て 私 た ち が 提 起 し た こと を 強 
め る も の で ある 。 
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この 文 脈 で は 、 ピ ンチ ャ ス の 部 分 ( 民 数 記 ラ バ 、 パ ラシャ 21:4) に 関す る ミド ラ シ ュ ・ ラ バ の 賢者 た 
ちの 言葉 を 持ち 出す の が 適切 で ある : 


「 つ まり 、 彼ら が 『 あ な た の 敵対 者 』 で ある と き 、 つ まり 彼ら が あな た を 敵 の よう に 扱う と き ( ラ シン が 

そこ で 『 ミ ディ アン 人 を 集め よ 』 と 解釈 し て いる よう に 、『 あ な た は 彼ら を 憎む べき で ある 』、『 彼 ら を 
敵 の よう に 扱え 』 と いう 意味 で ある ) 、 彼ら は 追っ 手 と みな され 、 彼ら は 『 あ な た を 殺し に 来る 者 』 の 
範 本 に 入り 、 あ な た は それ を 殺す た め に 早起き し な けれ ば な ら な い 」 


- 同様 に 、 ラ ビ ・ メ ナ ケ ム ・ メ ン デ ル ・ シ ュ ネ ー ア ソン へ の 返答 に ある へ ブラ イ 語 の 文字 「(u ュ ) ア イ 
ン ・ ベ ッ ト / Ayin Bet」 が 示す よう に 、 シ ャ ヴァ ッ ト ・ ヤ イル の 意見 自体 も 重要 な 情報 源 で ある 。 彼 の 
言葉 か ら :「 処 罰 の 根拠 に つい て - 彼ら の 時 代 で さえ 、 彼 ら は 確か に 流血 の た め に 処罰 し た が 、 
それ で も 彼ら は 忠 路 し た 。 さ ら に 、 彼ら の 目 に は 本 来 忌 み 嫌 われ 、 嫌 悪さ れる も の で ある 疑惑 の 
場合 を 除き 、 彼 ら は ( 禄 を) 軽く し な か っ た よう に 私 に は 思わ れる 。 これ が 主 な 理由 で ある ... し た 
が っ て 、 ベ イト ・ ヨ セ フ は シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 中 で 、 ユ ダ ヤ 人 や ユダ ヤ 人 女性 に つい て 特別 に 
寛大 で ある べき と は 述べ て いな い 」 


- サン へ ヘ ドリン に 関す る ミー ル (72a:4) に は 、 こ れ が 同 地 の タル ムー ド の 言葉 の 出典 で ある と 説明 


され て いる 。 タ ルム ー ド に は 、 ト ー ラ ー が 「 も し 誰か が あな た を 殺し に 来 た ら 、 彼 を 殺す た め に 立ち 
上 が りな さい 」 と 述べ て いる 。 
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殺人 と 紀 次 


殺人 と 密 盗 の 行為 に つい て 、 こ こま で は 追っ 手 に 関す る 律 法 の 観点 か ら 論 じ て き た 。 次 に 、 ノ ア 
ハイ ド の 七 つ の 律 法 に 違反 し た 異邦 人 に 注目 し 、 彼 ら の 違反 が どの よう に 扱わ れる か に つい て 
説明 する 。 


私 た ち に 対す る 戦争 に 参加 し た 異邦 人 に つい て は 、 血 を 流し た と し て 死刑 に な る 。 第 三 章 で 、 異 
邦人 が 間接 的 に 死 を 引き 起こ し た と し て 死刑 に 問わ れる こと を 紹介 し た よう に 、 物 理 的 に 殺し て 
いな い 者 で も 死刑 の 対象 と な る 。 彼ら は 、 戦 争 が 終わ っ た 後 、 も は や 追求 され な く な っ た と き で さ 
えも 、 こ の 罪 で 革 か れる の で ある 。 


我々 と 戦う 異邦 人 に 死刑 を 科す も う 一 つの 理由 は 、 彼 ら の 紀 盗 罪 で ある 。 戦争 に お いて 、 彼 ら は 
敵 か ら 土 地 や 略奪 を 征服 し 、 経 済 的 な 損失 を も た ら す こと が あり 、 そ の た め に 彼ら は 死刑 に 処せ 
られ る 。 イス ラ エ ル の 土地 を めぐ る 戦争 で は 、 こ の 理由 が さら に 強まる 。 な ぜ な ら 、 自 分 た ちの た 
め に その 土地 を 要求 する 異邦 人 は 、 私 た ちの 先祖 か ら の 正当 な 継承 者 で ある 私 た ちか ら そ の 土 
地 を 盗ん で いる か ら で あ る 。 


ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 取り 組む 


我々 の 戦闘 員 が 犯し た これ ら の 罪 は 別 と し て 、 我 々 に 対し て 戦争 を 仕掛 ける 彼ら の 邪悪 さ は 、 一 
般 的 に 七 つ の 戒 律 に 対す る 違反 の 構成 要素 の 一 部 で ある 。 し た が っ て 、 こ の よう な 状況 に お い 
て 、 我 々 は 彼ら の すべ て の 邪 悪さ を 裁き 、 処 刑 す る 根拠 を 持っ て いる 。 


- な お 、 ラ ン バ ム は シェ ケム (創世 記 ) の 注釈 の 中 で 、 損害 を 与え る こと は 「 裁 き 」 の 戒律 の 範 暗 で 
あり 、 補 盗 の 範 剛 で は な いと 述べ て いる 。 そこ を 見 て みよ う 。「 い ずれ に せよ 、 行動 を 要求 され る 
戒律 違反 で ある た め 、 こ の 行為 に よっ て 死罪 に 問わ れる 」( バ ヴァ ・ メ ツィ ア 20b, s.V. タン ュ リ ッ ヒ 
の ト サ フ ォ ト も 参照 ) 。 


- ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラー 33b と バ ヴ ァ ・ バ トラ 111a-b で 説明 され て いる 。 また 、 シ ェ ム ・ ミ シュ ム エ ル 、 士 
師 記 110a も 参照 。 こ の 件 に つい て は 、「 土 地 の 所 有 権 」 の 記事 で 詳し く < 述べ て いる 。 
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それ は 、 創 世 記 に お ける ラン バム の 言葉 に 、 シ ェ ケ ム の 男 た ちの 殺害 に つい て 説明 され て いる : 


な ぜ 、 ラ ビ は 彼ら に 責任 を 求め る の か 。 シ ェ ケ ム の 人 々 も 、 七 つの 国 の すべ て の 人 々 も 、 偶像 崇 
拝 者 で あり 、 姦 淫 者 で あり 、 主 の 憎む べき すべ て の 行い を する 者 で は な いか ( 申 命 記 12:2) 。「 高 
い 山 や 丘 の 上 や 、 あ ら ゆ る 緑 の 木 の 下 で 」( 同 18:9) 、 姦 淫 で は 「 こ れ ら の こと は すべ て 、 あ な た が 
た より 前 に その 地 に 住ん で いた 民 が 行っ た こと で 、 そ の 地 は 汚れ た か ら で あ る 」( レ ビ 記 18:27) 。 
し た が っ て 、 ヤコブ と その 息子 た ち に 託さ れ て いる の は 、 彼 ら の 中 で 正義 を 行う 問題 で は な い 。 し 
か し 、 シ ェ ケ ム の 件 は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 が 邪悪 で 、 彼 ら の 血 は 彼ら に と っ て 水 の よ うに 大 切な も の 
で あっ た の で 、 彼 ら は 復讐 の 語 を も っ て 彼ら に 復讐 し よう と し 、 王 と その 町 の すべ て の 者 を 殺 し た 
が 、 そ れ は 彼ら が 王 の し も べ で あり 、 そ の 命令 に 従っ た ん から で ある 。 


言い 換え れ ば : 一 般 的 に 、 私 た ちの 近く に いる ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 する 異邦 人 に 危害 を 
加え る こと は な い 。 し か し 、 私 た ち が 彼 ら と 戦争 し て いる と き 、 そ れ は 彼ら の 全体 的 な 邪悪 さ の 一 
部 で あり 、 今 、 私 た ち は 彼 ら の 邪悪 さ の た め に 彼ら を 裁 い て いる の で ある 。 


これ は 、 第 二 章 で 学ん だ リト ヴァ の 「 私 た ち は 処 刑 し な い 」 と いう 言葉 に も 合致 し て いる 。 戦時 下 に 
お いて は 、 敵 意 を 恐 れる こと は な い 。 な ぜ な ら 、 敵 意 は すでに 存在 し て お り 、 その 行為 に よっ て 敵 
意 が 増す こと は な いか ら で あ る 。 


同様 に 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探 に 違反 する 異邦 人 を 裁き 、 殺 すこ と を 賢人 た ち が 禁 じ て い る と 考 
える ラビ ・ ヨ ナ に よれ ば 、 こ れ は 平時 に 限っ た こと で あり 、 す こと が 棚 を 破り 、 破 壊す る こと で あ 
る た め 、 賢 人 た ち が 禁 じ て い る こと は 明らか で ある 。 し か し 、 戦 時 に お いて は 、 す で に 殺 焦 が 行わ 
れ て いる 状況 で あれ ば 、 敵 対す る 異邦 人 を 彼ら の 搾 に 従っ て 扱う こと は 禁止 され て いな い 。 


また 、 ラ ビ ・ ヨ ナ に 同意 し て 、 彼 ら を 裁く こと を 律 法 的 に 禁止 し て いる タ ズ の 言葉 で は 、 異 邦人 を 殺 
すこ と は 禁じ られ て いる と いう ラン バム の 言葉 か ら 自 分 の 意見 を 証明 し て いる の で 、 こ れ は 平和 
な 時 だ け で ある こと が 証明 され て お り 、 ラ ン バ ム の そこ で は 、 こ れ が 「 私 た ちの 間 に 戦 争 が な い 」 
異 邦 上 人 に お いて の み で ある こと は 明らか で ある 。 


- ラン バム の この 言葉 に つい て は 、 第 二 章 (13 節 ) で すでに 述べ た の で 、 そ ちら を 参照 され た い 。 
シメ オン と レビ は 、 確 か に シェ ケム の 民 の 一 人 一 人 が いつ どこ で 七 つ の 戒 め を 犯し た か を 知ら な 
か っ た 。 し か し 、 こ の 中 に ある と され る 国家 に 所 属す る こと は 、 彼ら を 殺す の に 十分 で ある (第 
章 注 15 参 照 ) 。 


-「 ヒ ルコ ッ ト ・ ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」 第 十 章 の 冒頭 に は 、 次 の よう に 書か れ て いる 。 
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戒律 違反 


ラン バム に よれ ば (「 ベ イト ・ ヨ セ フ 」 の 説明 に よれ ば ) 、 私 た ち が 七 つの 戒律 に つい て 異邦 人 を 裁 
か な い の は 、 こ の 違反 行為 に 対処 し た いと いう 願望 で は な い 副 次 的 な 理由 か ら で あ る 、 と 第 二 章 
で 書い た が 、 彼 の 意見 に よれ ば 、 私 た ちと 戦う 異邦 人 を 裁く こと は 、 彼ら が 正義 の 戒律 に 痛い た 

者 で ある と いう 理由 で 可能 で ある 。 シメ オン と レビ の 行為 に つい て 、 ラ ン バ ム は 「 王 の 法 」( 第 九 章 
の 終わ り ) に こう 書い て いる : 


また 、 裁 き に つい て は どの よう に 命じ られ て いる の か 。 彼ら は 、 こ の 六 つ の 戒め を 裁く た め に 、 各 

地区 に 裁判 官 と 裁判 員 を 任命 し 、 民 に 警告 する 義務 が あり 、 こ の 七 つ の 戒め の 一 つ を 犯し た ノア 
の 子 は 剣 で 殺さ れる 。 こ の た め 、 シ ェ ケ ム の 所 有 者 は すべ て 尊 され る 義務 が ある 。 シェ ケム は 盗 

み を 働い た が 、 彼 ら は それ を 見 て 知っ て いた の に 、 彼 を 裁 か な か っ た か ら で あ る 。 ノ ア の 子 は 、 一 
人 の 証人 に よっ て 、 ま た 一 人 の 裁判 官 と し て 、 警告 する こと な く 、 親族 に 従っ て 殺さ れる が 、 女 の 

証言 で は 殺さ れず 、 女 は 彼ら を 裁 か な い 。 


ラン バム は 「 王 の 法 」 に こう 書い て いる : 


エル サレ ム の タル ムー ド で は 、 ノ ア の 裁き で は 、 彼 の 裁き を 歪め た 者 は 殺さ れ 、 財 略 を 受け 取っ 
た 者 は 殺さ れ た 。 ユ ダ ヤ 人 の 裁き に お いて は 、 自 分 が 無実 で ある と 知っ て いる 裁き か ら は 逃げ る 
こと は 許さ れず 、 無 実 で な いと 知っ て いる 裁き か ら は 逃げ る こと が 許さ れる が 、 彼ら の 裁き に お い 
て は 、 た と え 自 分 が 無実 で ある と 知っ て いて も 、 そ こ か ら 逃 げ る こと が 許さ れる 。 


つま り 、 ラ ン バ ム は 、 シ ェ ケ ム の 民 は 王 の 行い を 責め る こと は で き な い と 主張 し て いる の で ある 。 
結局 の と ころ 、 王 に は 権力 と 権威 が めった か ら で あ る 。 正義 の 戒め を 全う せ ず 、 王 の 行為 を 止め 
な か っ た シェ ケム の 人 々 一 人 一 人 に 罪 が ある と 言え る だ ろう か 。 彼ら は 命 を か け て 王 を 裁く べき 
だ っ た の だ ろう 3 が? 


マハ ラル も また 、 律 法 の 注釈 書 「 グ ー ル ・ ア リエ 」 の 中 で この 難題 を 提起 し て いる (同様 に 、「 オ ル ・ 
ハチ ャ イム 」( 聖 な る オル ・ ハ チャ イム と し て 知ら れる ラビ ・ チ ャ イム ・ ベ ン ・ ア ター ル ) も この 難題 を 
提起 し て いる ) : 


「 実 の と ころ 、 こ れ ら の 言葉 は 実に 奇妙 で ある 。 彼ら は どう し て 土地 の 支配 者 の 息子 を 裁く こと が 
で きた の か 。 彼ら は 彼ら を 恐れ て いた か ら で あ り 、 裁 く よ うに 命じ られ た と は いえ 、 裁 く こ と が で き 
る の は この 時 で ある の に 、 彼 ら の 罪 は G-d( 神 ) に 守ら れ て いた の に 、 ど うし て 裁く こと が で きた の 
か ! 」。 そし て 、 ラ ン バ ム の 意図 を 説明 する 必要 が ある 。 
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シェ ケム の 人 々 は 皆 、 自 分 た ちの 環境 で 犯罪 を 犯し た 人 々 を 裁く 義務 が あり 、 そ れ が で き な い の 
で あれ ば 、 犯 罪 者 を 裁く こと に 関心 を 持つ 他 の 人 々 の 邪魔 を する こと は 確か に 禁じ られ て いる 。 
シェ ケム の 人 々 の 現実 と その 生活 様式 は 、 シ メオ ン と レビ の 行為 に 干渉 する こと が で きた と し て 
も 、 単 純 に 不可 能 で あっ た 。 こ の よう な 状況 で は 、 彼 ら は 正義 の 戒め を 無効 に し た 者 と みな され る 
の は 確実 で あり 、 彼ら の 強制 に よる も の だ と 主張 する こと は で き な い 。 


私 た ち は 、 七 つの 戒 律 を 犯し な が ら そ れ を 許す 邪悪 な 人 々 の 社会 が 存在 する こと が 、 こ の 社会 
が 彼ら を 保護 し 盾 と する た め に 、 私 た ち に 危害 を 加え た 人 々 を 裁く こと が で き な い と いう 事実 に つ 
な が る こと を 学ん だ 。 こ の よう な 状況 に お いて 、 彼 ら が 正義 の 戒律 を 犯す の は 強制 な どの た めで 
は な く 、 彼ら の 邪悪 さ の た めで ある こと は 明らか で ある 。 


ラン バム は 、 シ ェ ケ ム の 男 た ち は 皆 、 殺 され る 義務 が あっ た と 述べ て いる 。「 シ ェ ケ ム の 男 た ち 」 と 
は 、 士 師 記 (第 九 章 ) か ら 取 られ た 言葉 で 、 街 の 人 々 が 「 シ ェ ケ ム の 男 た ち 」 と 呼ば れ て いる 。 こ こ 
で も ラン バム は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 が その 行動 に に っ て 、 シ ェ ケ ム の 行い に 対す る 無 反 応 の 現実 を 
決定 し た の で あり 、 彼 ら が その 行い と 無関係 で ある と は 言え な いと 言い た い の で ある (ラビ ・ メ ナ 
ケム ・ フ ァ ル ク 師 の 名 に お いて 聞い た )。 


- この 文脈 で は 、 ラ ン バ ム が 「 ヒ ルコ ッ ト ・ デ オッ ト 」 第 六 章 の 冒頭 で 述べ た 言葉 を 持ち 出す の が 適 
切 で ある :「 人 間 の 創造 の 道 は 、 そ の 意見 と 行動 に お いて 、 友 人 や 仲間 に 條 うこ と で あり 、 そ の 心 
の 人 々 の 習慣 に 従っ て 行動 する こと で ある 。 そ れ ゆ え 、 人 は 常に 正しい 者 と つなが り 、 知恵 あ る 
者 と 共に 座り 、 彼ら の 行動 か ら 学 ば な けれ ば な ら な い 。 ま た 、 暗 痢 の 中 を 歩く 悪人 と は 距離 を 置 
き 、 彼 ら の 行動 か ら 学 ば な いよ うに し な けれ ば な ら な い 」。 これ は ソロ モン が 「 知 恵 あ る 者 と 共に 歩 
む 者 は 賢く な り 、 愚か 者 の 群れ を な す 者 は 低く され る 」 と 言っ て いる こと で あり 、「 そ の 人 は 幸い で 
ある 」 な ど と 言っ て いる 。 そう し て 、 も し 彼 が 、 習慣 が 悪く 、 人 々 が まっ すぐ な 道 を 歩 ま な い 国 に い 
た と し た ら 、 彼 は 人 々 が 正しく 良い 行い を する 場所 に 行く だ ろう 。 また 、 も し 彼 が 知っ て いる 、 ま た 
耳 に する すべ て の 国 が 、 私 た ちの 時 代 の よう に 悪い 行い を する 国 で あっ た な ら 、 あ る い は 軍隊 の 
た め に 、 あ る い は 病気 の た め に 、 良い 行い を する 国 に 行く こと が 出来 な か っ た な ら 、「 彼 は 一 人 で 
座り 、 沈 黙 す る 」 と 言わ れ て いる よう に 、 彼 は 一 人 で 孤立 し て 座る で あろ う 。 また 、 彼ら が 邪悪 な 罪 
人 で あっ て 、 彼 ら と 交わ り 、 彼ら の 邪悪 な 道 に 従わ な けれ ば 、 彼ら が その 国 に 座る こと を 許さ な い 
な ら ば 、 彼 ら は 洞窟 や 渓谷 や 砂漠 に 出かけ て 行く で あろ う 、 と ある よう に 、「 だ れ が 荒野 で わた し 
に 宿 を 与え る だ ろう か ?」。 


- この 問題 に つい て は さら に : ラ ン バ ム は 、 シ ェ ケ ム の 人 々 が ノア ハイ ド の 七 つ の 探 に 違反 し て い 
る か ら と いっ て 、 そ の 人 々 を 殺す こと は で き な い と 理解 し て いた 。 結局 の と ころ 、 も し そう で あれ 
ば 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探 に 違反 する すべ て の 異邦 人 は 、 犯 罪 を 容認 する 雰囲気 を 作る だ け で 、 
犯罪 を 犯す 別 の 異邦 人 を 何ら か の 形 で 導 助 する こと に な る 。 こ れ で は 、 ヤ コブ の 息子 た ち が 単 に 
「 間 題 を 解決 する 」 た め に 権力 を 行使 し て いる の で は な く 、 正義 を 遂行 し て いる と 言う に は 十分 な 
関係 と は 言え な い だ ろ う ( 結 局 の と ころ 、 す べ て の カナ ン 人 が その よう な 雰囲気 を 作り 出し た の で 
あり 、 ラ ン バ ム か ら は 、 彼 ら 全 員 を 殺す こと は 許可 され て お ら ず 、 シ ェ ケ ム の 人 々 だ け を 殺す こと 
が 許可 され て いる よう で ある ) 。 
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敵 に 味方 する 不 本 意 な 参加 者 


ここ まで は 、 邪 悪 ゆ え に 殺 す 理 由 が ある 異邦 人 に つい て 述べ て きた 。 次 に 、 戦 争 に 興味 が な く 、 
積極 的 に 反対 する 人 々 に つい て 説明 し よう 。 


まず 、 異 邦人 同士 の 争い に 関す る 法律 を 検討 する 。 異 邦人 で あっ て も 、 そ の よう な 紛争 に 不 本 意 
に 参加 し た 者 を 殺す こと は 、 異 邦人 の 生命 を 奪う こと を 規定 する 法律 (第 三 章 で 広く 議論 され た ) 
の 観点 か ら 許さ れる よう で ある 。 ユダヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 は 、 異 邦人 が 他 の 異邦 人 
を 殺す こと の 禁止 と 同じ で ある (第 一 章 で 詳 述 ) 。 


まず 、 我 々 と 戦っ て いる 兵士 か ら 始め よう 。 し か し 彼 は 、 脅し に よっ て 戦争 に 参加 させ られ た か ら 
そう し て いる だ け だ 。 も し 彼 が 金銭 的 な 脅し な ど で 脅 され て いた の な ら 、 彼 は 完全 に 悪 で ある 。 金 
を 失う こと を 恐れ て 人 迫 害 や 殺人 に 参加 する こと は 許さ れ な いし 、 も し そう する な ら 、 彼 は あら ゆる 
意味 で 迫害 者 で ある (実際 、 私 が 彼 よ り 先 に 良い 取引 に た どり 着い た か ら と いう 理由 で 私 を 殺す 
人 で あれ 、 金 銭 的 な 強姦 の せい で 殺人 者 な の で ある ) 。 


も し 彼ら が 、 戦 争 に 参加 し な けれ ば 殺さ れる と 脅し た 場合 、 彼 は 殺さ れる 。 マハ ル シ ュ の 意見 に よ 
れ ば 、 彼 が 戦争 に 参加 する こと は 許さ れる 。 異邦 人 は 殺人 の た め の 自 己 犠 牲 の 禁止 を 命じ られ 

て いな い の で 、 殺 され な いた め に 他人 を 殺す こと は 許さ れる 。 し か し 、 彼 が 他人 を 殺す こと が 許さ 

れる の と 同様 に 、 マ ハル シュ の 意見 に よれ ば 、 殺さ れる の を 避け る た め に 他人 が (異邦 人 で あっ 

て も ) 彼 を 殺す こと は 許さ れる 。 し た が っ て 、 マ ハル シュ の 意見 に よれ ば 、 そ の よう な 兵士 を 殺す こ 
と は 単に 許さ れる だ け で ある 。 


- ハデ レキ ム ( 道 ) の ペレ ク ・ シ ラ に よれ ば 、 た と え 自 分 の 命 を 犠牲 に し な けれ ば な ら な いと し て も 、 
彼 が 殺人 に 加わ る こと は 禁じ られ て いる 。 も し そう する な ら ば 、 彼 は 邪悪 で あり 、 追 っ 手 と し て 殺 
すこ と が 許さ れる 。 戻っ て 、 こ れ は 戦争 に お ける あら ゆる 種類 の 協力 者 を 指し て いる こと を 思い 出 
そう : 戦 闘 兵 、 後 方 支援 兵 、 民 間 人 の 支援 、 あ る い は さま ざま な 種類 の 支援 や 激励 な ど で あ る 。 


- 同じ 王国 の 国民 で ある が ゆえ に 、 で きる こと な ら シ ェ ケ ム を 裁く た め に 立ち 上 が ら な けれ ば な ら 
な い 。 シェ ケム を 裁く た め に 立ち 上 が る こと は 、 ヤ コブ の 子 ら の 妨げ に な る と 考え られ る か ら だ 。 し 
た が っ て 、 さ ま ざ ま な 意見 に 従っ て 七 つ の 戒め で 彼ら を 殺す こと を 急 が ず 、 確 認 す べき で ある 。 バ 
ヴァ ・ バ トラ 50,.2 ペ ー ジ の 終わ り も 参照 。 


道 を 妨げ る 者 た ち 


「 来 た れ 、 実 行 せ よ 」 に お いて 、 邪 悪 な 者 た ち を 助け る 行為 に 参加 する 者 た ち に つい て 述べ た 後 、 
必ず し も 邪悪 な 者 た ちの 軍勢 に 属さ な い 者 た ち が 「 座 っ て 何 も せ ず 」 に 引き 起こ す 損 害 に つい て 
述べ る 。 人 例えば: 市民 は 邪悪 な 者 の 兵器 工場 や 軍事 キャ ンプ の 近く に 住ん で お り 、 そこ を 爆撃 す 
れ ば 彼ら に も 被害 が 及ぶ 。 も し 私 た ち が そ の 場所 を 爆撃 し な けれ ば 、 私 た ちの 王国 の 人 々 の 命 
を 危険 に さら すこ と に な る 。 


ここ で も 、 上 に 書い た こと は 正しい : も し 市 民 が 自発 的 に 残り 、 そ れ に よっ て 邪悪 な 者 に 危害 を 加 
える 道 を 寒 ぐ な ら ば 、 彼 ら は 追っ 手 と な る (金銭 の 強要 に お いて も 同様 ) 。 し か し 、 魂 の 強奪 で あ 
れ ば 、 立 ち 上 が っ て その 場 を 離れ る 必要 は な い 。 異邦 人 が 殺人 を 犯さ な いよ うに 自分 の 命 を 捧 
げ る こと を 義務 づけ る 道 分 離 に 従っ た と し て も 、 単 純 に 言え ば 、 起 き 上 が っ て 「 何 か を する 」 義 務 
は な い :「 あ な た が 死な な いよ うに 、 私 が 何 か を し て 死ぬ と いう こと が 、 あ な た に は どう 見 える の 
か 」( サ ン ヘ ドリ ン 40b の ト サ フ ォ ト の 「inx」 の 項 を 参照 ) 。 


し か し 、 彼ら が 留まる こと は 許さ れる が 、 救 われ る た め に 彼ら を 殺す こと は 許さ れる : マ ハル シャ 
に よれ ば 、 救 われ る た め に 他 者 を 殺す こと は 許さ れる こと で あり 、 異 邦人 が 殺人 を 犯し て は な ら 
な いと いう 自己 犠牲 の 義務 は な いか ら で あ る (し た が っ て 、 前 述 の よう に 、 彼 ら の 殺人 の た め に 自 
分 の 命 を 犠牲 に する よう 命じ られ て いる わけ で も な い ) 。 道 分 離 に し た が っ て も 、 残る 者 を 殺す こ 
と は 許さ れる : た と え そ れ が 力 に よる も の で あっ て も 、 殺 人 者 を 助け る 者 の 存在 は 有害 で ある と み 
な され 、 その 害 を 止め る た め に 害 を 加え る こと は 許さ れる と 、 第 三 章 で よく 説明 し た 。 市 民 が 縛ら 
れ た り 投 獄 さ れ た り し て 、 そ の 場 に 留まり 、 人 質 と な る し か な い 場 合 で あっ て も 、 そ れ が 邪悪 な 者 
か ら 逃 れる 方 法 で あれ ば 、 彼ら を 則 き 殺す こと は 許さ れる 。 本 人 の 意思 に 反し て 殺人 を 助け る 者 
で あっ て も 、 そ の 者 を 殺す こと は 許さ れる と 説明 し た と お り で ある 。 


- 第 三 章 ( 第 23 項 ) で 道 を 妨げ る 者 に つい て 述べ た よう に 、 安 息 日 に 活動 し て いな い 追 っ 手 も 追 っ 
手 と みな され る 。 
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乳幼児 は し ば し ば 、 そ の 存在 に よっ て 安全 へ の 道 を 妨害 され る 状況 に 置か れる 。 それ に も か か 
わら ず 、 彼 ら の 存在 が 殺人 を 助け る こと に な る た め 、 彼ら を 殺す こと は 許さ れる 。 


戦時 下 の シ ナリ オ で は 、 多く の 場合 (と いう より 、 ほとん どの 戦争 に お いて 、 と 言っ た 方 が 正確 か 
も し れ な い ) 、 多く の 人 々 の 存在 に よっ て 「 戦 争 の 邑 」 の 状況 が 生じ る 。 そ の 中 に は 、 我 々 の 戦闘 
員 や それ を 奨励 する 人 々 も いれ ば 、 そ う で な い 人 々 も いる 。 し た が っ て 、 民間 人 の 中 に 敵 兵 が 紛 
れ 込 ん で いて 、 住 民 の 一 部 は 敵 兵 を 一 切 助け な いと いう 状況 が 生じ る か も し れ な い 。 


これ ら の 人 々 の 存在 は 殺人 行為 を 助け る も の で ある た め ( 第 三 章 で 説明 し た よう に 、 群衆 の 一 員 
と し て 撃た れ た 場合 、 そ の 人 人 々 を 殺す こと が 許さ れる シナ リオ と 同様 ) 、 た と え 彼 ら 自 身 に 本 当 に 
罪 が な いと し て も 、 こ れ ら の 人 々 に 危害 を 加え る こと は 許さ れる 。 


無実 の 人 を 殺す こと に よる 癒し 


これ まで は 、 罪 の な い 人 々 の 存在 が 我々 の 戦争 の 妨げ に な る 場合 、 そ の 人 々 を 殺す こと に つい 

て 論じ て きた 。 し か し 、 特 に 罪 の な い 人 々 に 危害 を 加え た いと 思う よう な 状況 も あり 、 彼ら の 存在 

や 殺害 が 実際 に 我々 に と っ て 有益 と な る 場合 も ある 。 例え ば 、 邪 悪 な 王 の 幼児 に 危害 を 加え 、 そ 
の 幼児 を 殺す こと で 、 王 を 傷つけ 、 昔 し め 、 王 が 我々 と 戦う の を 止め させ る よう な 場合 で ある 。 


マハ ラ シ ュ の イツ ァ ク ・ イ サク ・ エ ルチャ ナン ・ シ ュ ペ クト ル の 意見 で は 、 第 三 章 で 説明 し た よう に 、 
異邦 人 が 自分 た ち を 死 か ら 救 うた め に 殺し 合う こと は 許さ れる 。 し た が っ て 、 彼 の 意見 に よれ ば 、 
異邦 人 が 戦争 に 踏み 切る こと は 、 こ の よう に 殺す 王 の 魂 へ の 害 を 減ら すこ と が で きる の で あれ 
ば 、 単 に 許さ れる だ け で ある 。 


し か し 、 マ ハラ シュ ・ イ ツァ ク ・ イ サク ・ エ ルチャ ナン ・ シ ュ ペ クト ル の 意見 に よれ ば 、 殺 され る 者 の 
存在 が 有害 で ある 場合 に の み 許 され る の で あっ て 、 自 分 自身 を 救う た め に その 存在 を 利用 する 
こと は 許さ れ な い 。 


同様 に 、 パ ラシャ ッ ト ・ デ ラ ヒ ム の 意見 に よれ ば 、 異 邦人 が 自分 を 救う た め に 他 の 異邦 人 を 殺す こ 
と は 禁じ られ て いる の で 、 こ れ は 禁じ られ て いる 。 し た が っ て 、 彼 ら の 意見 に よれ ば 、 こ れ を 許可 
する 出典 は に こ に こ か ら は な い (これ に つい て は 次 の 章 で さら に 論じ る ) 。 


ユダ ヤ 人 の 人 生 vs 異邦 人 の 人 生 

前 述 し た 後者 の 議論 は すべ て 、 異 邦人 同士 の 戦争 に 限っ て の こと で ある 。 ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 
間 に 戦 争 が ある 場合 、 異 孝 人 の 殺害 を 許可 する も う 一 つの 理由 が ある : 

異邦 人 の 生命 より も ユダ ヤ 人 の 生命 を 優先 させ る た めで ある 。 


第 四 章 で ユダ ヤ 人 の 命 が 危 険 に さら され た と き 、 自 分 を 救う た め に 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる 
と 説明 し た が 、 こ の 場合 、 全 世界 に 自首 する 必要 は な い 。 


し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 戦争 で は 、 第 四 章 で 説明 し た よう に 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 を 救う た め 


に 異 邦 人 を 殺す こと は 許さ れる 。 また 、 罪 の な い 子 供 の 存在 を 利用 し て 、 そ の 親 に 危害 を 加え る 
場合 な ど で も 許さ れる 。 
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戦争 で 敵 を 殺す 理由 の まとめ 


ここ まで 、 戦 争 で 敵 に 危害 を 加え る 五 つ の 理由 を 詳 述 し て きた : す な わ ち 、 戦 争 相 手 の 代わ り に 
敵 を 追う 者 で ある こと 、 ユ ダ ヤ 人 を 憎み 、 血 を 流す 疑い が ある た め に 敵 を 追う 者 で ある こと 、 ノ ア 
ハイ ド の 七 つ の 戒 律 に 違反 する 者 で ある こと 、 た と え 武 力 で あっ て も 殺人 者 を 助け る こと 、 ユ ダ ヤ 
人 を 救う た め に 異邦 人 を 殺す こと を 許可 する こと で ある 。 これ ら の 関係 に つい て 、 さ ら に 詳し く 説 
明 し よう : 


実際 に 迫害 し て いる 者 は 、 単 純 明快 な 方 法 で 殺さ れる 。 また 、 現 実に は 、 実 際 の 追っ 手 を 殺す こ 
と が 戦争 に お ける 主 な 目的 で あり 、 こ れ が ユダ ヤ 人 の 血 を 流さ な いた め に 最も 有用 で 必要 な 行 
為 で ある こと も 単純 で ある 。 


他人 を 殺す 必要 が ある 場合 は 、 さ ら に 理由 を 検 対し な けれ ば な ら な い : 


原則 と し て 、 ビ ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 必要 性 が ある 場合 に は 、 彼 ら を 殺す こと が 許さ れる 。 ユ ダ ヤ 人 
を 救う た め に 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる か ら で あ る 。 その 上 、 た と え 異 邦人 で あっ て も (た と え 
力ずく で あっ て も ) 、 殺 人 者 を 助け る 他 の 異邦 人 を 殺す こと は 許さ れる 。 


確か に 、 単 純 に 考え れ ば 、 私 た ち は 他 人 を 殺す より も 追っ 手 を 殺し た い 。 し か し 、 追っ 手 だ け に 危 
害 を 加え 、 他 の 人 に は 危害 を 加え な いと いう この 推論 は 、 二 つの 追加 的 な 理由 に よっ て も 条件 づ 
けら れ て いる : 


さら に 、 異 邦人 に は ピク アハ ・ ネ フェ シュ の 戒律 が 課せ られ て いな い が 、 ユ ダ ヤ 人 に は 課せ られ て 
いる と いう 事実 は 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う た め に 殺す 必要 が ある 場合 、 異 邦人 の 命 は ユダ ヤ 人 の 命 と 
同等 の 価値 が ある と は 見 な され な いこ と を 意味 する 。 し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 を 救う た め に 異邦 人 
を 殺す 必要 が な く て も 、 異 邦人 を 殺す こと は 許さ れる 。 ノ アハ イド の 七 つ の 戒 律 の た め に 異邦 人 
が 死に 値する と いう 事実 は 、 私 た ち に 彼ら を 殺す こと を 中 踏 さ せな い ( 復 讐 の 必要 性 な ど 、 救 助 
が 直ちに 必要 な わけ で は な い ) 。 


- また 、 ユ ダ ヤ 人 対 異邦 人 の 場合 に は 、 マ ハラ シュ ・ イ ヨ フ の 言う 異邦 人 対 異邦 人 より も 大 き な 革 
新 が ある 。 と いう の も 、 マハ ラ シ ュ ・ イ ヨ フ の 意見 に よれ ば 、 他 の 異邦 人 を 救う た め に 第 三 の 異 邦 

人 が 介入 し 、 あ る 異邦 人 を 殺す こと は 許可 され て いな い 。 と いう の も 、 す べ て の ユダ ヤ 人 は 、 異 邦 
人 の 命 を 代償 に し て で も ユダ ヤ 人 を 救う よう 命じ られ て いる か ら で あ る 。 いずれ に せよ 、 戦 争 に お 
いて は 、 こ の 違い は 通常 表 に は 現れ な い 。 


- この 許可 を どの よう な 場合 に も 用 いて は な ら な い 理 由 が ある と 前 に 書い た が 、 こ れ ら の 理由 は 
戦時 に は 関係 な い 。 な ぜ な ら 、 世 界 の 和解 の た め に 多く の 投資 を する こと が 許さ れ て いる と いう 
事実 に 基づい て いる か ら で あ り 、 戦 時 に お いて は 、 世 界 の 和解 を も た ら す の は まさ に この よう な 
殺 雪 な の で ある 。 
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将来 的 に 一 般 的 な 利益 と な る 命 だ け を 惜しむ べき で ある 。 降伏 を 認め 、 今 後 は 戒律 を 守る 方 が 
よい と いう 主張 に 対し て は 、 特に 戦争 時 に は 血 を 流す 疑い が ある と いう 主張 が 生じ る 。 し た が っ 
て 、 我 々 に 敵対 する 者 が 悔い 改め て 戻っ て くる こと を 期待 すべ き で は な い 。 むし ろ 、 律 法 に 従っ て 
対処 し 、 心 か ら 排除 すべ き で ある 。 で は 、 戦 争 に お ける 異邦 人 に 関す る 賢人 た ちの 発言 を 紹介 
し 、 こ れ ま で 見 て きた 賢人 た ちの 言葉 に 基づい て 、 こ れ ら の 考え 方 が どの よう に 定式 化 さ れ て い 
る か を 検討 する 。 


異邦 人 の 中 の 最良 の 者 は 戦時 中 に 殺さ れる 


ソフ ェ リ ム 書 (15:10) に こう ある :「 戦 い の 時 に は 、 異 教徒 ( 異 攻 人 ) の 中 で 最も 優れ た 者 を 殺せ 」。 
この こと は また 、 メ ヒル タ 書 に も 、「 彼 は 自分 の 選ん だ 戦車 600 両 と 、 エ ジ プ ト の 戦車 の 残り を 連れ 
て 行っ た 」( 出 エジプト 記 14:7) 。 また 、 律 法学 者 の ラ シ の 注解 に も こう ある :「 エ ジ プ ト の すべ て の 
戦車 は .… 誰 か ら 来 た の か 。 主 の 言葉 を 恐れ た 者 た ち で ある 」。 ここ か ら 、 ラ ビ ・ シ モン は よく こう 
言っ て いた :「 エ ジ プ ト で 正しい 者 が 殺さ れる 。 彼 の 頭 を 砕け 」。 こ の 探 は 、 多 く の 初 期 お よび 後期 
の 注釈 書 に お いて 明確 な 搾 と し し て も た ら さ れ て いる (例え ば 、 マ イモ ニ デ ス の 「 殺 人 の 近 」 第 四 章 
ハラ ハ 11 の ケ セ フ ・ ミ シュ ナ や 、 ベ イト ・ ヨ セ フ 「 ヨ レ ・ デ ア 」 シ マン 429、「 コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 」 シ 
マン 576 を 参照 ) 。 そ し て 、 こ の 言葉 の 意味 は 、 戦 時 下 に お いて 「 彼 ら を 倒し て 死に 至ら し め る こと 
は ミツ ヴァ で ある 」 と いう こと で あり 、「 マ ハラ シュ の 書 」( コ ー シ ェ ン ・ ミ シュ パッ ト 、 シ マン 576、 ハラ 
ハ 8) の 言葉 や 、「 悔 い 改 め の 門 」( シ ャ ー レ イ ・ テ シュ バ ) の ヤ ド ・ エ リヤ フ ( ル ブリ ン 、 シ マン 327) 
が 書い て いる 通り で ある 。 


- また 、 ラ ビ ・ ア ブラ ハム ・ ベ ン ・ メ イル ・ イ ブン ・ エ ズラ 著 「 イ エ ソ ド ・ モ ラ 」 の 第 8 門 も 参照 され た い : 
「『 ミ ディ アン 人 を 狩り 尽く せ 』 に つい て 、 二 つの 理由 が 述べ られ て いる : ひ と つ は バア ル ニ テ ペ オル 
の こと 。 も う ひ と つ は 、 彼 ら が 王女 の 娘 を 殺す た め に 、 あ な た が た に さら に 危害 を 加え よう と し て い 
る こと で ある 」。 そし て 、 こ れ は 私 た ちの 言葉 と 同じ で ある : 第 一 に 、 彼 ら は 罪人 で あり 、 バ アル ニテ 
ペ オ ル で 他 の 人 々 に 罪 を 犯さ せ た の で 、 死 に 値する 。 ま た 、 コ ズ ビ を 殺し た こと で 私 た ち を 悪く 
思っ て いる の で 、 私 た ち が 彼 ら を 改心 させ 、 悔い 改め に 導く こと は 期待 で き な い 。 


- また 、 彼ら が コ ズ ビ を 殺し た こと で 私 た ち を 悪者 扱い し て いる の だ か ら 、 私 た ち が 彼 ら を 改心 さ 
せ 、 悔 い 改 め さ せ る こと を 期待 すべ き で は な いと いう 理屈 は 、 こ の 章 の 最後 で 説明 する よう に 、 幼 
児 に つい て も ある 程度 は 正しい 。 


- 彼ら に つい て は こう 言わ れ て いる :「 パ ロ の し も べ の 中 で 主 の 言葉 を 恐れ た 者 は 、 彼 ら の 奴隷 と 
家畜 を 急い で 中 に 入れ た 」( 出 エジプト 記 9:20) 。 こう し て 、 奴 隷 と 家畜 は 、 野 生 動物 と 埋 の 災い に 
よっ て 死ぬ こと は な か っ た ( 出 エ ジ プ ト 記 9:20 の ラ シ も 参照 ) 。 

- この こと は 、 ベイ ト ・ ヨ セ フ の 「 ヨ レ ・ デ ア 」429 章 で も 証明 され て いる 。 

- これ は 「 そ も そ も 助 言 の 道 」 で あり 、 単 な る 許可 で は な いと いう こと で ある 。「 エ リヤ の 手 」 も また 、 


「 蛇 の 中 で も 最高 の も の 、 そ の 頭 を 砕け 」 に 近い こと か ら こ の こと を 証明 し て お り 、 こ れ は 単なる 許 
可 で は な く 、 確か に 良い 助言 で ある 。 
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し た が っ て 、 異 邦人 殺し の 控 は 、 ユ ダ ヤ 人 の ピク アハ ・ ネ フェ シュ ( 命 を 救う こと ) が 異邦 人 の 命 に 
優先 する た め 、 あ る い は 殺人 者 を 助け る た め に 殺さ ざる を 得 な い 正 し い 異 邦人 (ノア ハイ ド ・ ゲ 
ル ・ ト シャ フ ) に は 適用 され な い 。 ま た 、「 デ レク ( 道 )」 と いう 書物 (トー ラー に 関す る ラ シ の 注釈 書 
に つい て ) に 書か れ て いる よう に 、 こ の よう な 人 た ち を 「 ト ブ ・ シ ェ ベ ・ ゴ イム (異邦 人 の 中 の 善人 )」 
と は 呼ば な い : 


この 箇所 は 、 戦 争 で ユダ ヤ 人 を 殺す つも り で 積極 的 に 追い か け て いる 異邦 人 の こと を 指し て いる 
の で は な いよ うに 私 に は 思え る 。 も し そう で あれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 自衛 の た め に 異邦 人 を 殺す こと 
が 正当 化 さ れる の は 明らか で あろ う 。 な ぜ そ ん な こと を 教え られ な けれ ば な ら な い の か ? 


この 箇所 は 、 積 極 的 に ユダ ヤ 人 に 危害 を 加え よう と し て いな い 異 邦人 を 指し て いる 。 この よう な 場 
合 、 私 た ち は こ の 異邦 人 は 「 善 良 な 」 者 の 一 人 で あり 、 し た が っ て 、 彼 を 殺す こと は 避け る べき だ 
と 考え る か も し れ な い 。 


し か し 、 賢者 た ち は 、 そ の よう な 異邦 人 で あっ て も 牙 踏 な く 殺 すべ きだ と 教え て いる 。 な ぜ な ら 、 彼 
ら の 本 質 的 な 邪悪 さ が 私 た ち を 疑心 暗 邊 に させ 、 彼ら を 蛇 の よ うに 扱う べき だ か ら で あ る 。 さ ら 
に 、 こ の よう な 異邦 人 は すでに ノア ハイ ド の 七 つ の 近 を 犯し て いる の で 、「 ユ ダ ヤ の 近 」 に 従っ て 
死罪 に 処せ られ る 。 


- ラン バム が ミシュ ナ 注 解 の 中 で 述べ て いる サン ヘ へ ドリン 書 第 十 章 の 言葉 が 、 こ の 問題 に 関連 し 
て いる : ラ ン バ ム は ミシュ ナ 注 解 の 中 で 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探 を 守ら な い 異 邦人 を 殺す こと は 許 
され る と 定め て いる 。 ト ゥ ー ル 派 は これ に 反対 し 、 許 可 さ れ た 場合 の み 許 され る と する 。 シュ ル ハ 
ン ・ ア ルッ フ は トゥ ー ル 派 の 意見 に 従う 。 聖書 「 コ ス ・ イ ェ シ ュ オ ト 」 の 中 で 、 著 者 は トゥ ー ル 派 の 意 
見 の 根拠 と し て 、 ト サフ ォ ト 派 が 「 ア ボ ダ ・ ザ ラ 」50b 章 に お いて 、「 異 邦人 か ら 善 良 な 人 を 下げ る こ 
と は 禁じ られ て いる 」 と いう フレ ー ズ の 注釈 の 中 で 、 ミ シュ ナ は 許可 に つい て だ け 述 べ て いる の で 
は な いか と いう 疑問 を 提起 し て いる こと を 挙げ て いる 。 そし て 、 彼 ら は 、「 蛇 の 中 の 善良 な 者 は 、 そ 
の 頭 を 砕け 」 と いう フレ ー ズ も 同様 で あり 、 し た が っ て 、 ミ シュ ナ は 戒め で は な く 、 助言 の 方 法 に つ 
いて 話し て いる の だ と 答え て いる 。 彼 の 言葉 の 説明 は 次 の 通り で ある : 第 二 章 で 学ん だ ラン バム 
と シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 意見 に よれ ば 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探 を 守ら な い 異 邦人 を 殺す こと は 許 
され る 。 コス ・ イ ェ エ シ ュ オッ ト の 著者 は この 点 に つい て 疑問 を 呈し て いる : 結局 の と ころ 、「 ア ボ ダ ・ 
ザラ ー」50b 章 に ある ト サ フ ォ ト は 、「 異 邦人 の 中 の 善良 な 者 は 殺せ 」 と いう ミシュ ナ か ら 、「 ま た 、 
倒す こと は 禁じ られ て いる 」 と いう 探 に 疑問 を 投げ か け 、 こ れ は 戦争 の 時 だ け だ と 答え て いる 。 し 
か し 、 ラ ン バ ム に よれ ば これ は 明確 で は な く 、 ト サフ ォ ト に と っ て 困難 な こと で あっ た 。 「 ま た 、 倒す 
こと は 禁じ られ て いる 」 は 許可 に 過ぎ ず 、「 諸 国民 の 中 の 善良 な 者 は 殺せ 」 と 矛盾 し な いか ら で あ 
る 。 イェ ディ ヤ は 、「 諸 国民 の 中 の 善良 な 者 は 殺せ 」 は 単なる 許可 で は な く 、 む し ろ 「 上 忠告 の 方 法 で 
あっ て 、 戒 めで は な い 」 と 答え て いる 。 こ の こと は 、「 蛇 の 中 の 善良 な 者 は 、 そ の 頭 を 砕け 」 と いう 
言葉 と 近接 し て いる こと に よっ て 暗示 され て いる 。 し た が っ て 、 ト サフ ォ ト は 、 こ れ が 「 ま た 、 倒 すこ 
と は 禁じ られ て いる 」 と いう 探 と 矛盾 する と 言う こと は 困難 で あっ た 。 し た が っ て 、 彼 ら は 、「 諸 国民 
の 中 で 善良 な 者 は 殺せ 」 と いう の は 戦争 の 時 だ け で あり 、 実 際 に そう する 戒め が ある 時 だ け だ と 
答え た 。 


- この 忠告 に 拘束 力 が ある こと は 明らか で あり 、 イ スラ エル に 危険 が ある な ら ば 、 許 され る 方 法 で 
それ を 取り 除 か な けれ ば な ら な いか ら で あ る (この 忠告 が 戒め で あっ て 許可 で は な いこ と は 、 前 
の 注釈 で も 証明 され て いる 。 そし て 「 上 忠告 」 と いう 言葉 の 意味 は 、 律 法 が ここ で 新しい 戒め を 紹介 
し て いる の で は な に く 、 現実 と の 関わ り 方 を 教え て いる の で あり 、 そ こ か ら 私 た ち が 何 を し な けれ ば 
な ら な いか を 学ん で いる の で ある )。 
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- この よう な 場合 、 諸 国 間 だ け で な く 、 ユ ダ ヤ 人 で あっ て も 殺 害する こと が 許さ れる 。 


メ ナ ヘ へ ム ・ ベ ン ・ ア ー ロ ン ・ イ ブン ・ ゼ ラ の 著書 「 ゼ イダ ー・ ラ ・ デ レク 」 で の 説明 


「 し か し 、 こ れ は 異邦 人 が 他 の 異邦 人 の 戦士 の 中 で 戦争 そし て いる の を 発見 し た 場合 で ある 。 彼 
が あな た を 殺す た め に 追い か け て こない と し て も 、 彼 を 殺す こと は 許さ れる 。 な ぜ な ら 、G-d( 神 ) 

の 言葉 を 妨 れ た エジプト 人 が そう で あっ た よう に 、 彼 は 他 の 異邦 人 を 助け な けれ ば な ら な いか ら 
で ある 。 ま た 、 ラ ビ が 『10 年 来 の 客人 は 人 前 で 辱め て は な ら な い 』 と 言っ て いる の だ か ら 、 こ れ は 
論理 的 で ある 。 な お さら 、 何 の 関係 も な い 異 邦人 を 殺す こと は 許さ れる 。 こ の よう に 、 私 に は 思え 
る 」 


横 の 注釈 か ら 明 ら か な よう に 、 こ れ は 明らか に 私 た ち を 人 迫 害 する 手助け を し よう と し て いる 人 の こ 
と を 言っ て いる の で は な い 。 その 場合 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 区 別 は な く 、 ど ん な 追っ 手 で も 殺す こ 
と が 許さ れる か ら で あ る 。 むし ろ 、 そ の 異邦 人 が 実際 に 私 た ち を 迫害 し よう と し て いる か どう か 疑 
わし い 状 況 に つい て 話し て いる の で あり 、 こ れ に つい て 賢人 た ち は こ う 言 っ て いる : こ の 異邦 人 は 
必ず 私 た ち を 邪悪 に 迫害 する だ ろう 。 そし て 、 こ の 解釈 に お いて も 、 イ エナ ケム は 異邦 人 に 対す る 
大 き な 疑 念 を 強調 し て いる : 


私 た ち は 異 邦人 を 恐れ て お り 、 そ の 善良 さ を 確信 し て いな いか ら こ そ 、 異 邦人 は 殺さ れ た 方 が よ 
い 。 ま た 、 善 良 な 蛇 は ます ます 警戒 し な けれ ば な ら な い 。 な ぜ な ら 、 善 良 で ある と いう 思い 込み の 
中 に いる こと で 、 蛇 に 注意 を 払わ ず 、 蛇 か ら 危 害 を 受け や すい か ら だ ..…。 


そし て 注釈 書 「 ベ エル ・ ア ブラ ハム ・ ア ル ・ ハ ・ メ キル タ 」 に も ある : 


ラビ ・ ス ロニ ム は この 中 で 、 ど ん な に 優れ た 者 で あっ て も 、 そ の 心 と その 心 に 隠さ れ た 思い は 蛇 の 
よう に 毒 に 満ち て いる 、 と 言っ て いる 。 ま た 、 ど の よう な 打撃 に も 屈し な い 蛇 の よう に 、 そ の 頭 を 砕 
く 以外 に 治療 法 は な く 、 た と え 何 年 も 砕 か れる と し て も 、 そ の 口 に ある 毒 を 吐き 出さ な い 恐 れ が あ 
る 。 し た が っ て 、 彼 を 見 か けた ら す ぐに 頭 を 砕く 以外 に 助言 は な く 、 そ うす れ ば も ちろ ん 害 は な い 。 


「 レ ブッ シュ ・ ハ ・ ア ロン (Levush Ha'Aron) 」( レ ブッ シュ の 著者 ラビ ・ モ ル デ カ イ ・ ヤ ッ フ ェ に よる 「 ラ 
シ 」 に つい て ) と いう 本 の 中 で 、 彼 は ユダ ヤ 人 と 異邦 人 の 違い を 次 の よう に 説明 し て いる 。 


- つま り 、「 他 の 召集 され た 兵士 に 混じっ て 戦場 に いる 異邦 人 」 と いう 言葉 に 込め られ た 彼 の 意図 
は 、 確 か に ここ に 存在 する 者 で は ある が 、 彼 は 「 兵 士 た ち 」 の 中 の 者 で は な く 、 彼ら と 一 緒 に 存在 
し て いる に 過ぎ な いと いう こと で ある 。 も し 彼 が 敵 の 兵士 (ソル ジャ ー) の 中 の 者 で ある な ら ば 、 確 
か に 彼 は 我々 を 迫害 する た め に 捕らえ られ 、 前 述 の よう に 彼 を 「 善 良 な 者 」 と 呼ぶ こと は 不可 能 
だ か ら で あ る 。 
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G-d( 神 ) が ファ ラオ と その 全 軍 を 海 に 沈め 、 一 人 も 残ら な か っ た の だ か ら 、 彼 ら の 中 に は G-d( 神 ) 
の 言葉 を 恐れ た 者 が 大 勢い た は ず で 、 そ の 全員 が 海 に 沈ん だ の で ある 。 そし て 、 彼 ら か ら 、 彼 ら 
は G-d( 神 ) を れ た の で 、 た と え 追 っ 手 の 中 に いた と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 を 殺 し に 行っ た の で は な 

く 、 た だ ファ ラオ の た め に 行っ た の だ と いう こと を 学ぶ こと が で きた の で ある 。「 わ が 子 よ 、 主 を 帝 

れ よ 、 そ し て 王 を 恐れ よ 」( 僚 言 24:21) と 言わ れ て いる よう に 、G-d( 神 ) を 恐れ れ ば 王 を 恐れ る こ 
と も で きる と いう こと で ある 。 し か し 、 彼ら の 心 に は ユダ ヤ 人 を 殺す 意図 は な か っ た 。 で は 、 な ぜ 彼 
ら は 海 に 沈め られ た の か ? むし ろ 、 すべ て の 思い と 行い を 調べ られ る 主 が 、 彼 ら が すでに G- 

( 神 ) を 恐 れ て いた に も か か わら ず 、 今 は 心 が 憎 し み に 変 わり 、 殺 し 減 ぼ すこ と を 追い 求め て いる 
こと を 知っ て お られ た か ら に 違い な い 。 な ぜ な ら 、 彼ら の 恐れ は 決し て 全 震 を あげ て の も の で は な 
く 、 自 分 の 利益 の た め の 外 面 的 な 恐れ だ け だ か ら で あ る 。 ここ で も そう で あっ た よう に 、 自 分 の 財 
産 の た め に 、 家 畜 と 一 緒 に 死な な いた め に 、 最 初 は 恐れ て いた の に 、 今 で は 完全 な 敵 に 変わ っ 
て し まっ た の で ある 。 


プラ ハ の マハ ラル (土師 記 に つい て ) は この ミシュ ナ に つい て 、 ラ ビ た ち は 、 戦 争 状態 に ある 異邦 
人 が 悔い 改め る こと を 期待 すべ き で は な いと 強調 し た と 説明 し て いる 。 彼 は こう 書い て いる : 


PP 人 Sc 受 さ れる 」。 これ は 正しい 者 を 殺す べき だ と いう 意味 で は な い 。 異端 者 

背 教 者 を 除い て 、 異 邦人 を 殺す べき だ と は ラビ た ち は 決 し て 言わ な か っ た か ら だ 。 し か し 、 異 邦 
6 つい て は 、 ラ ビ は この よう な こと は 一 言 も 言っ て いな いし 、 私 た ち が そ の よう な こと を 言う こと 
を G-d( 神 ) は 禁じ て お られ る 。 むし ろ そ の 意味 は 、 戦 争 の 場合 、 異 邦人 が あな た と 戦い に 来 て 、 
その 戦争 で あな た の 手 に 落ち た 場合 、 エジプト 人 が ユダ ヤ 人 と 戦い に 来 て 、 彼 ら と その 子供 た ち 
を 殺し た 時 が そう で あっ た よう に 、 あ な た は その 人 に 一 切 の 慈 悲 を か け て は な ら ず 、 殺 すべ きだ と 
いう こと で ある 。 ま た 、 同じ よう な 場合 、 殺せ と いう 。 士 師 記 に は こう 書か れ て いる :「 イ スラ エル 
よ 、 聞 け 、 あ な た は 今日 、 敵 と の 戦い に 近づい て いる 。 も し 彼ら が あな た の 手 に 落ち て も 、 あ な た 
は 彼ら に 憐れみ を 示し て は な ら な い 」。 これ は イス ラ エ ル と 戦う た め に や っ て きた 異邦 人 を 指し 、 イ 
スラ エル と 戦う 彼ら の 敵 で ある 。 


言い 換え れ ば 、 ユ ダ ヤ 人 同士 の 戦争 で は 、 ユ ダ と イス ラ エ ル 間 の 戦争 が 終わ っ た と き 、 イ スラ エ 
ル の 民 が ユダ か ら 捕 虜 を 解放 し た 事実 に つい て 、 歴 代 誌 ( 下 、28 章 ) に 説明 され て いる よう に 、 悔 
い 改 め 、 自 分 た ちと 戦っ た 者 た ちと 兄弟 関係 に 戻る 機会 が 常に ある こと を 私 た ち は 理 解 し て い 

る 。 


- 同様 に 、 ヤ アベ ツ ( ラ ビ 、 ヤコブ ・ エ ム デ ン ) は 、「 ツ ェ フ ノ ス (Tzefunoth) 」 第 9 部 44 ペ ー ジ に 収め 
られ て いる 「 シ ェ ベ ト ・ イ ェ エフ ダ 」 (教訓 的 な 歴史 書 ) の 注釈 に 書い て いる 。 同様 に 、 ク ネ セ ッ ト ・ ハ ゴ 
ラ の コー シェ ン ・ ミ シュ パッ ト 75 の ベイ ト ・ ヨ セ フ に 関す る 注釈 の 最後 も 参照 され た い 。 
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彼ら を 献身 的 に 扱っ た 後 だ 。 し か し 、 異 邦人 同士 の 戦争 で は 、 こ の よう な 道 を 歩む の は 間違い で 
し か な い 。 そし て 、 戦 争 の 祭司 が こう 言っ て 言葉 を 始め る よう に ( ソ タ 8:1 の ミシュ ナ ) : 


「 イ スラ エル よ 、 聞 け 。『 あ な た の 敵 に 対し て 』、 あな た の 兄弟 に 対し て で は な く 、 シ メオ ン に 対す る 
ユダ で も な く 、 ベ ニヤ ミン に 対す る シメ オン で も な く 、 も し あな た が 彼ら の 手 に 落ち て も 、 彼ら は あ 
な た を 憐 れ む だ ろう 」 と 言わ れ て いる よう に :「 名 指し され た 者 た ち は 立ち 上 が り 、 捕 膚 を 捕え 、 彼 
ら の 裸 は すべ て 戦利 品 で 着 飾 り 、 彼 ら に 衣服 を 着せ 、 靴 を は か せ 、 食 事 を 与え 、 飲 み 物 を 飲ま 
せ 、 油 を 注ぎ 、 足 の 不 自 由 な 者 ご と に ロバ に 乗せ 、 ヤ シ の 都 エ リコ に 連れ て 行き 、 兄弟 た ちの と こ 
ろ へ 連れ て 行き 、 シ ェ ケ ム に 帰っ た 」。 あな た が た は 敵 の も と に 行く の だ 。 も し 敵 の 手 に 落ち れ ば 、 
敵 は あな た が た を あわ れ ま な い ! 


彼ら は 彼ら か ら の 答え を 期待 し て いな い 。 戦 争 の 時 は 彼ら の 邪悪 さ を 増 大 させ る だ け な の で 、 攻 
撃 で 彼ら と 戦い 、 彼 ら を 殺さ な けれ ば な ら な い 。 これ を 無視 する の は 危険 で 愚か な こと だ 。 これ ら 
の こと に 即 し て 、 サ ム エ ル 記 上 第 27 章 に は 、 ダ ビデ 王 が 、 ガ ト の 王 ア キシ ュ に 自分 の 行い を 報告 
し な いよ うに 、 戦 争 中 の 敵 を 皆殺し に し た こと が 記さ れ て いる 。 


さて 、 ダ ビデ と その 兵 は 上 っ て 行っ て 、 ゲ シュ ル 人 、 ゲ ルツ 人 、 ア マレ ク 人 を 襲っ た 。 彼ら は 古く か 
ら こ の 地 の 住民 で あっ て 、 シ ュ ル に 至る まで 、 ま た エジプト の 地 に 至る まで いた 。 ダ ビデ は その 地 
を 攻め 、 一 人 の 男 も 女 も 生か さ ず 、 羊 、 牛 、 ロ バ 、 ら くだ 、 衣服 を 奪っ て 、 ア キシ ュ の も と に 帰っ て 
来 た 。 ア キシ ュ は 言っ た 、「 今 日 は 誰 に 対し て 襲撃 し た の か ? 」。 ダ ビデ は 言っ た 、「 ユ ダ の ネ ゲ ブ 
に 対し て 」、「 ヤ ラ ヒ メ ル の ネ ゲ ブ に 対し て 」、「 ケ ネ 人 の ネ ゲ ブ に 対し て 」。 ダ ビデ は 、 ガ ト に 知ら せ 
を 伝え る 恐れ が ある た め に 、 男 も 女 も 生か し て お か な か っ た 。「 彼 ら は 私 た ちの こと を 話し て 、『 ダ 
ビデ は こん な こと を し た 』 と 言う か も し れ な い 」。 


彼ら の 手 に 落ち た ら 、 彼 ら は あな た た ち に 慈悲 を 示さ な い だ ろ う ! 


彼ら と 一 緒 に は 、 反 応 を 期待 する こと は で き な い 。 攻撃 し て 彼ら と 戦い 、 彼 ら を 殺さ な けれ ば な ら 
な い 。 戦 争 の 時 は 、 彼 ら の 邪悪 さ を 増大 させ る だ け だ か ら だ 。 こ れ を 無視 する の は 危険 で 吊 か な 
こと だ 。 サム エル 記 上 第 27 章 に は 、 ダ ビデ 王 が ガト の 王 ア キシ ュ に 自分 の 行い を 報告 し な いよ う 
に 、 戦 争 で 敵 兵 を 皆殺し に し た こと が 書か れ て いる 。 なぜなら 、 ダ ビデ は アキ シュ に 、 自 分 が ユダ 
の 民 と 戦っ て いた こと を 告げ る か ら で あ る 。 


ダビ デ と その 部 下 た ち は 、 ゲ シュ ル 、 マ オン 人 の 地 、 ア マレ ク へ の 襲撃 に 出かけ た 。 彼 ら は イス 
ラ エ ル と エジプト の 間 に 住 ん で いた 人 遊牧民 で あっ た 。 ダ ビデ は その 地 を 打ち 破り 、 男 も 女 も 、 一 人 
も 生か さなか っ た 。 彼 は 彼ら の 羊 、 牛 、 ロ バ 、 ラ クダ 、 衣 服 な ど を 奪い 、 戦 利 品 を 持っ て アキ シュ の 
も と に 戻っ た 。 ア キシ ュ は ダビ デ に 、 ど こ で 略奪 し た の か と 尋ね た 。 ダ ビデ は 彼 に 、 ユ ダ の ネ ゲ 
ブ 、 エ ラメ ル 人 の ネ ゲ ブ 、 ケ ネ 人 の ネ ゲ ブ で 略奪 し た と 答え た 。 ダ ビデ は 男 も 女 も 生け 捕り に し な 
か っ た 。 ダ ビデ は ペリ シテ 人 の 野 に 住ん で いた 間 、 ず っ と この よう な こと を し た 。 彼 は アキ シュ の 秦 
護 の も と に と どまり た か っ た の で 、 ペ リ シ テ 人 に 危害 を 加え る こと を 控え た 。 


- な ぜ な ら 、 ユ ダ ヤ 人 自身 は 真 に 慈悲 深く 、 手 の 強 さ や 攻撃 性 を 避け 、 優 し さ に 傾倒 し て いる か ら 
で ある 。 それ ゆえ 、 彼 ら は 異邦 人 も この よう で ある と 思い 込み 、 彼 ら に 親切 に 接する こと に 傾く 。 
彼ら は 異邦 人 の 現実 が 異な っ て いる こと を 理解 し て いな い 。 彼ら の 邪悪 な 本 能 を 抑え 、 正 すこ と 
が で きる の は 、 ま さ に 毅然 と し た 態度 な の だ 。 こ の 間違い の 例 は 、 ア ラム の 王 を 憐 れ ん だ アハ ブ 
に 見 られ る ( 列 王 記 上 20 章 ) 。 そこ か ら 、 ア ハブ 王 が 、 ユ ダ ヤ 人 の 本 質 は 「 憐 れ み の 王 」 で ある と 
いう 信念 に 基づい て 、 他 者 が 憐れみ を 示し て くれ る と 思い 込ん で いた こと も わか る 。 残念 な が ら 、 
私 た ちの 世代 で さえ 、 こ の 点 に 関す る ミシュ ナ の 言葉 が いか に 正しい か を 目の当たり に し て お り 、 
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異 邦 人 の 間 に あ る 堅 忍 不 抜 の 精神 が 、 彼 ら の 邪悪 な 性 向 を 鎮め 、 彼 ら を 矯正 する こと を 可能 に 
し て いる こと を 浮き 彫り に し て いる 。 ル バ ヴ ィ ッ チ ・ レ ベ は この こと を 数 え 切 れ な い ほ ど 叫 ん で い 
る 。 


ラダ ク は 、 ダ ビデ が 異邦 人 の 血 を 流し た の は 自分 を 救う た め だ っ た と 説明 する : 


た と え 彼 ら の 中 に 善良 で 敬 度 な 人 々 が いた と し て も 、 ダ ビデ の 意図 は 邪悪 な 者 か ら ユ ダ ヤ 人 を 守 
る こと で あっ た と 彼 は 主張 する 。 彼 は また 、 ダ ビデ が 戦争 法 に 従っ て 行動 し た こと を 指摘 する 。 戦 
争 法 で は 、 自 分 の 命 や 仲間 の 命 を 脅かす 者 を 殺す こと を 認め て いる 。 


幼児 や 子供 の 殺害 に 対処 する と き 


一 方 で は 、 彼 ら は 健全 な 精神 状態 に な く 、 七 つの 戒 律 に 違反 し て も 裁 か れる こと は な く 、 彼ら に 悪 
意 が ある と は 考え られ な い の で 、 私 た ち は 彼 ら を まっ た く 罪 の な い 存在 と し て 見 て いる 。 


し か し 、 そ の 一 方 で 、 彼 ら が 成長 する に つれ て の 行動 に は 大 き な 懸 念 が ある 。 


- 簡単 に 言え ば 、 マ ルビ ム (ラビ 、 メイ ル ・ ロ ブ ・ ベ ン ・ イ エ ヒ エ ル ・ ミ ハエ ル の 頭 文字 ) が そこ に 書い 
て いる よう に 、 ま た ヨシ ュ ア 記 の 節 か ら 証明 され て いる よう に 、 グ シュ 、 ゲ ズリ 、 ア マレ ク の 国々 
は 、 七 つの 国々 と アマ レク か ら 一 人 の 魂 も 逃し て は な ら な いと いう 戒め に よっ て 、 死 の 対象 と な る 
の で ある 。 それ に よる と 、 ダ ビデ が アキ シュ に 告げ 口 し な いよ うに 男女 を 殺し た と いう の は 、 ダ ビ 
デ が これ ら の 民族 の 出身 で は な く 、 彼ら と 一 緒 に 住ん で いる だ け の 「 男 女 」 で あっ て も 、 ア キシ ュ 
に 告げ ロ し て ダビ デ と その 部 下 を 危険 に は さらす の で は な いか と 疑わ れ た の で 、 必 ず 殺 し た と いう 
こと で ある ( 民 数 記 20:17 の 律 法 に 関す る ネ へ ミヤ 記 の 別 の 箇所 に も 同様 の 説明 が ある ) 。 


- この 文脈 で は 、 和 平 の 呼び か け に 応じ な か っ た 敵 の 領土 を 征服 し て いる 状況 で は 、 男子 を 皆 殺 
し に する 義務 が ある こと は 明らか で ある 。 し か し 、 こ の 法律 は 征服 戦争 に 属す る も の で あり 、 冒 頭 
で 書い た よう な 「 敵 の 手 か ら ユ ダ ヤ 人 を 助け る 」 た め の も の で は な い 。 


- この 律 法 は 、 特 定 の 年 齢 で は な く 、 健全 な 心 を 持た な い 者 を 指し て いる 。 なぜなら 、 異 邦人 の 間 
で は 、 イ スラ エル 人 の よう に 成人 や 幼年 期 が 決め られ て いる の で は な く 、 各 個人 の 知性 や 理解 力 
に 応じ て 決め られ て いる か ら で あ る (例え ば 、 イ ラット ・ シ ャ ヤマ イム 、 ヒ ルコ ッ ト ・ イ ッ ス レイ ・ ビ アー 
3:2:「 エ ッ ツ ・ ハ ダル 」( ラ ビ ・ ク ッ ク 著 ) の 冒頭 を 参照 ) : ラ ビ ・ メ ナ ケ ム ・ ベ ン ・ シ ェ ロ モ 1:44) 。 
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異邦 人 の 女性 を 出産 させ 、 そ の 息子 を 養育 する こと は 、 息 子 を 偶像 崇拝 の た め に 産み 育て な い 
た め に 禁じ られ て いる と 裁定 され た 。 ( ア ヴ ォ ダ ・ ザ ラー26a : シ ュ ル ハン ・ ア ルッ フ 、 ヨ レ ・ デ ア 
155:14 ) 


つま り 、 子 供 が 成長 し た ら 、 両親 の 習慣 に 従う と 仮定 する の で ある 。 こ の 理屈 は 彼ら を 助け な いこ 
と に も 当て は まる が 、 彼 ら を 殺す こと は まだ 許さ れ な い 。 


し か し 、 実 際 に 殺す こと に 関し て も 、 預言 者 イザ ヤ (14:21) は 、 バ ビ ロ ン の 子供 た ち が ま だ 若く 、 健 
全 な 精神 状態 に な い に も か か わら ず 、 殺 す よ うに 呼び か け て いる 。 と いう の も 、 彼ら が 成長 すれ 
ば 、 両 親 の や り 方 を 踏襲 し 、 危 害 を 加え る だ ろう と 推測 され る か ら だ 。 


「 彼 ら は その 息子 た ちの た め に 、 先 祖 の 符 の た め の 必 り 場 を 用 意 し た 。 彼ら は 立ち 上 が り 、 彼ら を 
その 地 か ら 放 浪 さ せ 、 世 界 の 面 を 都市 で 満た し た か ら で あ る 」、 と ラダ ク は 説明 し て いる (また 、 ラ 
シ と タル グ ム ・ ヨ ナタ ン の 注解 に も ある ) : 


これ は 彼ら の 先祖 の 谷 の た めで ある 。 あな た が た は 、 息子 た ち が 父 祖 の よう に 悪 に 染まる こと を 
恐れ な けれ ば な ら な い 。 だ か ら 、 彼ら が 立ち 上 が っ て 土地 を 受け 継ぐ ず こ と が な いよ うに 、 彼ら を 殺 
し な さい 。 ラ ビ ・ バ ー ヤ (バー ヤ ・ ベ ン ・ ア ッ シ ャ ー・ イ ブン ・ ハ ラ ワ ) は 律 法 ( 申 命 記 2:12) の 注解 の 
中 で 、 こ の 理由 を 詳し く 説明 し て いる : 


マリ ア の 根 の 枝 で ある 幼子 、 つ まり 辛 球 で 性 急 な 異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て いな い 。 確 か 
に 、 彼 ら は 彼ら の 先祖 の や り 方 を 守り 、G-d( 神 ) が 軽 蔵 さ れる あら ゆる 忌まわしい 行い を する : 律 
法 は この 文脈 で 次 の よう に 言及 し て いる :「 そ うす れ ば 、 彼 ら は あな た が た に 彼ら の すべ て の 忌 ま 
わし い 行 い に 従う こと を 教え な いで あろ う 」( 申 命 記 20:18) 。 お そら く 、 彼ら が 成長 し た ら 、 契約 に 
入っ て 悔い 改め る だ ろう と 言う か も し れ な い 。 彼ら が 悔い 改め な いこ と を 知っ て いる 祝福 され た 
G-d( 神 ) よ 、 誰 が 彼ら の 殺 鐵 を 許し て いる の か を 学ん で き な さ い 。 イザ ヤ に 平安 あれ :「 先 祖 の 谷 
の た め に 、 そ の 子 ら の た め に 殺 薇 の 場 を 用 意 せ よ 。 彼ら は 地 を 所 有する た め に 立ち 上 が り 、 世 界 
の 面 を 都市 で 満た すこ と は 決し て な い 」( イ ザヤ 14:21) 。 も し 彼ら を 生か し た まま に し て お く な ら 、 
彼ら の 存在 は 、 殺 すこ と に よる 害 よ り も は る か に 大 き な 害 を も た ら す 原因 に な る の で は な い だ ろ う 
か ? 人 が より 大 き な 害 を か わす た め に 、 小 さ な 害 を も た ら す こと は 常識 に 近い 。 知 性 の ある 人 な 
ら 、 危 険 か ら 逃 れる た め に 自ら を 傷つけ る か も し れ な いし 、 全身 を 守る た め に 手 や 足 な どの 四肢 
を 切断 する か も し れ な いし 、 病気 を 退け る た め に 苦い 薬 を 飲む か も し れ な い 。 し た が っ て 、 こ の よ 
うな 場合 は すべ て 、 自 傷 行 為 の 禁止 に 違反 し な い 。 


- そし て 、 こ の 禁止 が 偶像 崇拝 者 の み に 適用 され る の か 、 そ れ と も 七 戒 を 守ら な いす べ て の 異邦 
人 に 適用 され る の か を 議論 し な けれ ば な ら な い 。 こ れ に つい て は 、 オ ラ ハ ・ チ ャ イム 670:1 の プリ ・ 
メガ ディ ム ( 彼 は 、 ヨ レ ・ デ ア 158:1 の シュ ル ハ ン ・ ア ルッ フ の 言葉 か ら 自 分 の 言葉 を 証明 し て お 
り 、 そ の た め 、 そ こ で の 「Tur」 の 言葉 に 暗示 され て いる ) 、 お よび ク ネ セ ッ ト ・ ハ ゲド ラー と シュ ル ハ 
ン ・ ア ルッ フ 、 ハ ・ ラ ヴ の 言葉 と の 対比 を 参照 され た い 。 そし て 、 こ の 問題 を 明確 に する た め に 長く 
する こと は ある が 、 こ こ で は その た め の 場 所 で は な い 。 
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彼 は 自分 の 魂 に 対し て 憐れみ を 持っ て いる が 、 自 分 の 魂 を 守る こと に よっ て 自分 自身 に 親切 を 
する 。 そし て 、 人 は 自分 の た め に この よう な こと を する の で あり 、 無 情 で ある と 判断 され る こと は な 
い の だ か ら 、 他 人 の 魂 の た め に この よう な こと を する の で あれ ば 、 な お さら 無情 で は な い 。 こ の よ 
うな 理由 か ら 、 律 法 は 胎児 を 殺し 、 危 害 を 加え る こと を 許し た の で ある 。 これ に は 無情 さ は な く 、 む 
し ろ る 熟考 する 者 の 知性 の 問題 で ある 。 


この 聖 句 が 主 に 七 つ の 国 を 指し て いる と し て も 、 そ れ は 七 つ の 国 が 絶対 に そう する こと が 確実 だ 
か ら で あ る 。 し か し 、 預 言 者 イザ ヤ が 預言 し た バビ ロン の よう な 他 の 国々 の 場合 は 、 本 当 に その 

よう な 恐れ が ある の か 、 そ れ が どの 程度 大 きい の か を 、 そ れ ぞ れ の ケー ス で 吟味 する 必要 が あ 

る 。 いずれ に せよ 、 幼 子 が 成長 し て 我々 に 危害 を 加え る こと が 明らか な 場合 に は 、 幼子 に 危害 を 
加え る 理由 が あり 、 そ の よう な 場合 、 危害 は 「 特 に 幼子 に 向け られ る べき で ある 」( 大 人 に も 危害 

が 加え られ る 場合 に は 、 大 人 に 危害 を 加え な が ら だ け で な く ) こと を 学ぶ 。 


-「 あ な た が た の 上 に 子 ら の 死 を 負わ せる な ら 」( 申 命 記 21:18) と いう 一 節 は 、 反 抗 的 で 道 を 踏み 
外し た 息子 を 殺せ と いう 指示 を 扱っ て いる 。 注釈 者 ラン バム (ミシュ ネ ・ ト ー ラ ー、 サ ン ヘ ドリ ン の 
律 法 第 71a 章 ハラ ハ 1-23 節 ) は 、 反 抗 的 で 道 を 踏み 外し た 息子 の 子供 で あっ て も 殺さ な けれ ば な 
ら な いと 説明 し て いる 。 な ぜ な ら 、「 彼 ら は 父 の 道 に 従う 』 か ら で あ る 。 


- 敵対 する 国 の 住民 を 皆殺し に せよ と いう 命令 の も う 一 つの 例 は 、 ア ハブ 王 に 対す る エフ ー の 戦 
いで ある 。 エフ ー は アハ ブ の 家 の 者 を 、 幼 児 や 小さ い 子 供 も 含め て 皆殺し に し た 。 エフ ー の 行動 
を 説明 する に は 二 つ の 方 法 が ある 。 一 つ は 、 ア ハブ の 家 が 再び 権力 を 握る の を 阻止 する た めで 
あっ た 。 も う 一 つの 可能 性 は 、 ア ハブ の 家の子 供 た ち が 父 親 の や り 方 を 続け る の を 防ぐ た めで 
あっ た 。 


- さら に 、 ラ ン バ ム が アラ ド の カナ ン 王 と の 戦争 ( 民 数 記 21:1-3) に つい て 説明 し て いる よう に 、 禁 
じ 手 に よる 漁 の 概念 が あめ る こと が わか る : 自分 の も の で な い 者 か ら 呪 い を か ける 者 、 た と えば 敵 
と 戦い 、「 も し この 民 を 私 の 手 に 渡し て 、 彼ら の 町 を 減 ぼ す な ら と 碑 う 者 は 、 そ の 中 に 見 出さ れ た 
民 は 皆 死 ぬ 」。 .… 敵 を 根絶 や し に し 、 彼ら を 減 ぼ す つ も り で あっ た か ら で あ る 。 これ は 殺人 を 許す 
理由 に は な ら な いよ うだ が 、 殺 人 を 許す 理由 が ある 状況 で は 、 禁 止 は 殺人 に 強 さ と 義務 を 加え る 
こと に な る 。 その た め 、 こ こ で は 詳し く 説明 し な か っ た が 、 イ スラ エル の 中 の 王国 と 公衆 (禁止 令 の 
主 な 革新 が 見 られ る 場所 ) を 扱う と き に 、G-d( 神 ) の 助け を 借り て 詳し く 説明 する こと に し よう 。 
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第 六 章 
無実 の 人 々 へ の 意図 的 な 危害 


前 章 で は 、 戦 争 に お ける 異邦 人 へ の 危害 に つい て 述べ 、 異 邦人 の 邪悪 さ ( そ れ は 戦時 に 大 きく 
表れ る ) に 加え 、 罪 の な い 人 々 へ の 危害 を 避け る こと が 殺人 者 の 助け に な る の で あれ ば 、 罪 の な 
い 人 々 を 殺す こと も また あり 得る こと を 見 た 。 こ の 章 で は 、 特 に 罪 の な い 人 々 に 危害 を 加え る ケー 
ス を 扱い 、 ど の よう な 場合 に その 必要 性 と 許可 が ある の か を 説明 する 。 


正義 の 王国 か ら 無 実 の 者 を 殺す - 疑問 の 提示 


最初 に 、 私 た ち は 、 確 か に 罪 の な い 人 々 に つい て 議論 する : 王国 が 自国 の 民 に 危害 を 加え る こと 
に つい て で ある 。 王 国 は 自国 民 を 戦争 に 駆り 出し 、 大 き な 危 険 に さら し 、 死ぬ こと さえ ある ! 


- ソ タ (7:4) の ミシュ ナ に ある よう に ( ? ) 、 戦 いか ら 逃 げ る 者 を 殺す 警察 官 を 配置 する の だ が 、 こ 
の 警察 官 た ち は 、 逃 亡者 全員 が 、 彼 が すでに 大 き な 危 険 に さら され て いた か どう か を 判断 する こ 
と は で きず 、 し た が っ て 、 彼 が 逃げ る こと が 許さ れる こと は 明らか で ある 。 むし ろ 、 誰 一 人 逃げ る こ 
と を 許さ ず 、 誰 も が 自己 犠牲 に な る まで 戦わ な けれ ば な ら な い 。 チャ タム ・ ソ ファ ー (オラ ハ ・ チ ャ イ 
ム 570) は 、 シ ュ ブ オト 35b の ゲ マ ラ の 言葉 を 説明 し て いる :「 サ ム エ ル は 、 世 界 の 6 分 の 1 を 殺す 
王国 は 罰せ られ な いと 言っ た 」 と は 、 異 邦人 の 王国 の こと で あり 、 王 国 の 人 々 の 6 分 の 1 が 戦争 で 
殺さ れる と し て も 、 王 国 の た め 、 王 国 の 名 誉 の た め に 戦争 に 行く こと は 許さ れる と いう こと で ある 
(アハ ロン の レス ポン サ 2 も 参照 。 また 、 こ の ゲ マ ラ を 様々 な 方 法 で 理解 する 人 々 も いる が ( ラ シ 、 
リト ヴァ 、 マ ハラ シュ を 参照 ) 、 私 た ち は 異 邦人 の 王 が 戦争 で 王国 の 民 を 殺す こと を 許可 する こと 
に 関連 する も の を 持っ て きた ) 。 彼 は 「 ヘ メ ク ・ ダ ヴァ ル 」( 創 世 記 9:6) に こう 書い て いる : 戦争 の 
時 、 憎 し み の 時 は 、 殺 す 時 で あり 、 こ れ に は 全く 禄 が ある 。 こう し て 世界 は 誕生 し た 。 ま た 、 シ ャ 
バッ ト に ある よう に 、6 分 の 1 を 殺す 王国 は 罰せ られ ず 、 イ スラ エル の 王 で さえ 、 そ れ に よっ て イス 
ラ エ ル の 多く が 殺さ れる と し て も 、 裁量 で 戦争 を 行う こと が 許さ れる 。 そう し て 、 彼ら は 「 王 の 法 」( 
5:2) に ある マイ モニ デス の 言葉 を 解釈 し た : ミツ ヴァ (前 の 搾 で そこ に 説明 され て いる よう に 、 苦 
難 か ら の 援助 も 含ま れる ) の 戦争 は 、 宮廷 の 許可 を 得る 必要 は な く 、 い つ で も 自分 か ら 出 か け て 
行き 、 民 を 強制 する 。 そし て 、 異 邦人 の 間 で は その よう な こと が 許さ れる こと は さら に 明白 で あり 、 
彼ら の 間 で は 魂 の 上 厳し さ が 少 な く 、 戒律 は 世界 の 定住 を より 意図 し て いる (また 、 第 四 章 冒頭 の 
ラド バズ も 、 そこ に 書か れ て いる 王 の 強制 力 に 関す る 搾 は 、 異 邦人 の 王 に お いて も 正しい と 述べ 
て いる ) 。 


- な ぜ 王 は 臣下 に 出征 を 強制 し 、 彼 ら の 命 を 危険 に さら すこ と が で きる の か ? ここ で は 、 私 た ち を 
危険 に さら し 、 私 た ち が 邪 悪 な 者 に 危害 を 加え る の を 妨げ る よう な 人 に 危害 を 加え る こと に つい 
て 話し て いる の で は な い 。 むし ろ 、 那 悪 な 王 に 危 娠 を 加え る た め に 、 罪 の な い 人 々 の 命 を 搾取 
し 、 利 用 し て いる の で ある 。 


- そこ で ダビ デ は 使者 に 言っ た 。 「 ヨ アブ に この 伝言 を 伝え よ :『 悩 むこ と は な い 。 剣 は 常に 犠牲 を 
伴う 。 都市 を 攻撃 し 、 破 壊せ よ ! 

』。 そし て 、 彼 を 励ま し な さい ! 」( サ ム エ ル 記 下 11 章 25 節 ) 。 また 、 メ ツ ダ ッ ト ・ ダ ビデ で 説明 され て 
いる よう に :「『 死 ぬ 者 が 少な く な い 』 と 言う の は 、 戦 争 の 道 で あっ て 、 勝 利 者 の 中 に も 倒れ る 者 が 
多い の で ある 」。 そし て マル ビ ム は 、 ダ ビデ の 意図 と し て 、 戦 争 に お いて この よう な こと を する の は 
良い こと だ 、 た と え そ れ が 今 こ ちら 側 に 死傷 者 を 出す こと に な っ た と し て も 、 い ずれ に せよ 将来 的 
に 死傷 者 を 減ら すこ と に つなが る か ら だ 、 と まで 言っ て いる 。 
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な ぜ 王 は 、 王 国 の 民 に 戦争 に 行く こと を 義務 づけ 、 命 を 危険 に さら すこ と が で きる の か ? ここ に あ 
る の は 、 私 た ち を 危険 に さら し 、 私 た ち が 邪 悪 な 者 に 危害 を 加え る の を 妨げ る 誰か を 傷つけ る こ 
と で は な い 。 邪 悪 な 王 に 危害 を 加え る た め に 、 罪 の な い 命 を 利用 する こと で ある 。 


- イエ ヴァ モト の ゲ マ ラ に は 、 ダ ビデ が サウ ル の 息子 た ち を 引き 渡し て 殺さ せ た の は 、 ギ ベ オ ン 人 
の 主張 に よっ て ヤ ハ ウェ の 息子 た ち ( イ スラ エル ) か ら G-d( 神 ) の 怒り を 取り 除く た めで あっ た と 書 
か れ て お り 、 後 の 注釈 者 た ち ( マ ハル シャ は この ゲ マ ラ に つい て 、 ま た 彼 の 著書 「 ト ラッ ト ・ ネ ヴィ 
ム 」 第 七 章 ( デ ィ ン ・ メ レク ・ イ スラ エル ) 、「 ア ヴ ネ ・ ハ エ ゼ ル 」 は 列 王 記 第 三 章 の 終わ り に つい て : 
「 レ ッ ベ べ ・ ア ブラ ハム 」( ラ ビ ・ ア ブラ ハム ・ エ リヤ フ ・ ネ イマ ルク に よる ゲ マ ラ ) 、「 イ エ ソ ド ・ ヨ セ フ 」 (第 
6 部 、45 ペ ー ジ ) は 、 そ この ゲ マ ラ に つい て (ラビ ・ ネ イマ ルク に )「 ア ブラ ハム を 説明 し た 」:「 イ エ ソ 
ド ・ ヨ セ フ 」 (第 6 部 、 10 ペ ー ジ ) ) に よる と 、 ダ ビデ は 、 時 の た め 、 世 の 矯正 の た め 、 罪 の な い 者 も 殺 
す 王 を 合法 的 に 殺す こと が 許さ れ た (「 王 の 法 」 第 三 章 の 終わ り の マイ モニ デス ) : 明確 な 視界 も 
な く 、 警告 も な く 魂 を 殺す 者 、 た と え 1 人 の 好意 で あっ て も 、 間違え て 殺し た 嫌 わ れ 者 で あっ て も 、 
王 が 消費 を 決め た よう に 殺 し 、 世 を 正す こと を 許可 され 、 1 日 に 多く の 者 を 殺し 、 何 日 も 人 を 吊る 
し 、 悪 人 の 手 を 恐怖 に 陥れ 、 断 ち 切 る 。 


- この 「 世 界 」 と は 、 後 述 す る よう に 、 イ エ ソ ンド に お ける ゲ マ ラ の こと を 指し て いる 。 し か し 、 そ こ で 
イェ ヴァ モト に 関す る リト ヴァ (ラビ ・ ヨ ム ・ ト フ ・ イ シュ ビリ の 頭 文字 ) が 次 の よう に 書い て いる こと に 
注意 すべ き で ある :「 解 釈 と し て は 、 時 の 指示 や 事柄 の た めで あれ ば 、 ど ん な 指示 も 許さ れ 、 大 臣 
も 許さ れ 、 裁 判 所 は 律 法 の 外 で 準備 し 、 罰 する の で あり 、 イ スラ エル の 子 ら の ビジ ョ ン に 従っ て 不 
妊 手 術 を する の で な けれ ば 、 実 際 の 中 絶 で は な い 」 


- つま り 、 宮廷 の 力 が ある か ら 許 され る と 考え て いる の だ 。 と いう の も 、 そこ で は 天 か ら の 怒り を 取 
り 除 く た め で あっ て 、 外敵 か ら の 怒り を 取り 除く た めで は な いか ら で あ る 。 そし て 、 こ の よう な 問題 

に お いて 、 ダ ビデ は 宮廷 や サン へ ヘ ドリン と し て この よう な 問題 に 対処 し て いる の で あっ て 、 王 で あ 

る こと を 理由 に 対処 し て いる の で は な い ( い ずれ に せよ 、 違 い が な いこ と は 明らか で あり 、 宮 廷 が 
それ に 関連 する 問題 に お いて その よう な 力 を 持っ て いる な ら ば 、 王 も また 戦争 な ど に 対処 する 際 
に その よう な 力 を 持っ て いる ) 。 (また 、 チ ャ タム ・ ソ ファ ー[ 同 書 、 し る し の 終わ り ] を 参照 する と 、 宮 

廷 の 権力 さえ も この 場合 で は な く 、 主 の 冒 法 を 防ぐ た め に 実際 に 律 法 を 根こそぎ に し た こと が 暗 

示さ れ て お り 、 宮廷 と いえ ども 、 天 か ら の し る し の た め に 人 を 殺す こと を 決定 する 権力 は な いと 考 
えて いた よう で ある ) 。 


- 王 が 王国 の た め に 罪 の な い 人 々 を 尊 す と いう この 問題 に つい て は 、 前 章 末 の 注 で 述べ た よう 

に 、 屯 言 者 に よっ て 正当 化 さ れ て いる アハ ブ の 家 に 対す る エフ ー の 行為 も 思い 出す べき で ある 。 
そし て 、 主 の 助け に よっ て 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で も 、 宮廷 の 権力 と 王 の 権力 の 両方 に つい て 、 こ の 権 
力 の 根拠 を 詳し く 説明 する こと に し よう 。 ここ で は 、 王 が 王国 の た め に 王国 の 民 ( 罪 の な い 人 々 ) 
を 害する こと が 許さ れる と いう 例 だ け を 示し た 。 
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王権 の 必要 性 


まず 、 毅 然 と し た 態度 で 戦争 を 行う こと は 、 す べ て の 人 の 利益 の た め に 必要 な こと で ある こと を 指 
摘 し 、 こ れ を 説明 する こと で 少し 話 を 広げ よう : カ イン が アベ ル を 殺し て 今日 に 至る まで 、 人 類 の 
平和 に は 重大 な 危険 が ある 。 そ れ は 、 ゲ マラ 「 ア ヴォ ダ ・ ザ ラー」4a に ある よう に 、 殺 人 と 暴力 の 
危険 で ある :「 海 の どん な 魚 が そ の 種 の 最大 の も の を 飲み 込む だ ろう か ? 」。 も し 神 の 王国 を 恐れ 
て いな けれ ば 、 人 間 は 誰 も 彼 に 加わ ら な い だ ろ う 。 そし て 、 こ れ は ミシュ ナ で 教え られ て いる こと で 
ある : 司 祭 の 副官 で あめ る ラビ ・ ハ ン ナ は 言う : 王 国 の 平和 の た め に 祈り な さい 。 王 国 の 恐怖 が な け 
れ ば 、 人 々 は 互い を 生き た まま 飲み 込ん で し まう だ ろう 。 


人 々 が 「 王 権 」 な どの 枠組 み に 組 み 込 まれ る こと は 、 強い 者 か ら 弱 い 者 を 守り 、 邪 悪 で 乱暴 な 
者 、 人 殺し や 強盗 か ら 正しい 者 、 正 義 を 貫く 者 を 守る こと を 保証 する 機会 と な る 。 そ の た め に は 、 
も ちろ ん 王権 は 、 邪 悪 な 者 に 恐怖 と 抑止 力 を 植え 付け る た め に 、 強 制 力 や 刑罰 な ど を 持た な け 
れ ば な ら な い 。 市 民 の 善意 や ボラ ンティア に 頼る こと は 不可 能 で あり 、 そう なれ ば 、「 誰 も が 仲間 
より も 偉大 で 、 仲間 より も G-d( 神 ) 無き エゴ イス ト が 、 仲間 を 飲み 込む 」 と いう 状況 が 再来 する こと 
に な る か ら で あ る 。 それ ゆえ 、 賢 人 た ち は 、「 王 権 へ の 恐れ 」 は すべ て の 人 々 の 利益 の た め に 必 
要 不 可 欠 な も の で ある と 言う 。 ま た 、 ゲ マラ が 「 ア ボッ ト 書 」(3:2) の ミシュ ナ か ら 持 っ て きた よう に 、 
「 王 国 の 平和 の た め に 祈る こと 」 が ある 。 また 、 マ イモ ニ デ ス が 「 ネ ブ カ ド ネ ザ ル の 書 」 の 手引 き 
(その 3:30) で 述べ て いる 言葉 に も ある : 人 間 が 生ま れ な が ら に し て 政治 的 で ある こと は 、 すでに 
よく 立証 され て いる 。 [そし て ] 人間 の 本 性 は 、 国家 と いう 形 で 生き る こと を 必要 と し 、 そ の 本 性 は 
集団 の 中 に あり 、 他 の 動物 の よう な も の で は な い .…。 あな た 方 が 成功 する 可能 性 は 決し て な い 
が 、 誰 が 集団 の 意見 の バラ ンス を と り 、 そ の 中 に いる 邪悪 な 者 、 悪し き 者 を 制圧 する の だ ろう か 。 


ちな み に 、 ア ベル の 死 は 彼 の 誤っ た 「 道 徳 的 」 配 慮 に に る も の で あっ た と いう 賢者 た ちの 言葉 ( ベ 
レシ テ ・ ラ バ 22:8) を 思い 起こ そう : 


ラビ ・ ヨ ハナ ン ( ヨ ハナ ン ・ ベ ン ・ ザ ッ カ イ ) は 、 ア ベル は カイ ン よ り も 強かっ た と 言っ た 。 彼 は カイ ン 
に 言っ た :「 私 た ち は 二 人 と も この 世に いる 。 あな た は 父 に 何と 言う つも りか ? 」。 私 た ち は 彼 を 憐 
れん で 満ち 、 彼 は 直ちに 彼 の 上 に 立ち 、 彼 を 殺す だ ろう 。 そこ か ら 彼 ら は 言う : 悪 に 対し て 善 を 
行っ て は な ら な い 。 そう すれ ば 悪 は あな た が た に 来 な い 。 


- 人 びと の 行動 は .…… 創 造 主 の 英知 で あり 、 こ の よう な (人 類 の ) 存 在 を 維持 する こと を 望ま れ た .… 
彼ら の 中 に は 、 彼 ら が 決定 し た こと を 実行 する こと を 義務 づけ る 力 を 手 に し た 者 が いる .… そ し て 、 
彼ら は その 法 を 保持 する 王 で ある 。 


247 


彼ら の 行動 は .…… 創 造 主 の 散 智 に 由来 する も の で ある 。 創造 主 は 、 こ の 種 ( 人 間 と いう 種 ) の 存在 
を 、 そ の 民 が 指導 力 を 持つ よう に と その 本 性 に 与え た 彼 の 現実 を 意志 され た か ら で あ る .… そ し 

て 、 彼 ら が 言う こと を 実行 する 力 を 持つ 者 、 彼 ら が 定め た こと を 実行 する よう 義務 づけ る 手 を 持つ 
者 .… そ し て それ を 実践 する 者 、 彼 ら は 同じ 法 を 保持 する 王 で ある 。 


そし て 、 教 育 書 ( ミ ツ ヴ ァ 12 章 ) に 書か れ て いる 通り で ある : 


王 が 正義 を 確立 する こと は 万 人 に 明らか に され て いる 。 も し 正義 を 恐れ な けれ ば 、 人 々 は 互い に 
殺し 合う だ ろう か ら 、 祝 福 さ れ た G-d( 神 ) は 殺人 者 を 殺せ と 命じ て お られ る の だ 。 


中 央 政府 が 存在 し な けれ ば 、 権 威 の 問題 に お いて も 、 魂 の 問題 に お いて も 、 状 況 は 歪み 、 耐 え 
難い も の と な る 。 それ ゆえ 、 王 の 下 に いる こと が すべ て の 人 々 の 利益 で あり 、 人 間 一 般 の 利益 な 
の で ある 。 


- ヤー コ フ ・ チ ャ イム ・ ソ ファ ー(Kaf Hachaim) の レス ポン サ 、2:15 も 参照 の こと :「 こ の 件 に つい て 
は 、 我 々 の 賢者 た ち が 安 息 日 の 第 一 章 で 述べ て いる .……。 そし て 、 ラ バ ・ バ ル ・ ナ ー メ イニ は 、 ラ ヴ ・ 
ハマ ・ バ ル ・ グ リヤ の 名 に お いて 言っ た 」: 

「 イ シュ マエ ル の 下 に は いる が 、 異 邦人 の 下 に は いな い 。 異 邦人 の 下 に は いる が 、 仲間 の ユダ ヤ 
人 の 下 に は いな い 。 異邦 人 の 下 に は いる が 、 ユ ダ ヤ 人 の 仲間 の 下 に は いな い 。 ま た 、 孤 児 や 夏 
婦 の 下 で も な い 」。.…. 私 は 別 の 説明 を 見 た .「 イ シュ マエ ル の 下 に は いる が 、 一 般 的 な 異邦 人 の 
下 に は いな い .… 一 般 的 な 異邦 人 の 下 に は いる が 、 異 端 者 の 下 に は いな い 。 彼ら は 異邦 人 で ある 
祭司 の も と に 走る 祭司 た ち で あり 、 そ の 祭司 た ち は 非 常に 邪悪 で 、 ユ ダ ヤ 人 た ち に 大 き な 迷 惑 を 
か けた ..……。 仲間 の ユダ ヤ 人 の 下 で あっ て 、 律 法学 者 の 下 で は な い 、 た と え 仲 間 の ユダ ヤ 人 が この 
こと で 多く の 苦悩 を 引き 起こ し た と し て も 、 彼 は 依然 と し て 実質 的 な 統治 権 を 持っ て お り 、 邪 悪 な 
者 や 反逆 者 は 彼 を 恐れ 、 反 逆 し た り 堕 落し た りす る こと は な い 。『 王 は 正義 を も っ て 国 を 確立 す 
る 』 と 言わ れる よう に 、 政治 的 権威 は 正義 に よっ て の み 支 払わ れる か ら で あ る 。 それ ゆえ 、『 余 分 
な 恐れ を 持つ 同胞 の ユダ ヤ 人 の 下 』 で あっ て 、 律 法学 者 の 下 で は な い 。 彼 は それ ほど 恐れ を 持 
た な いか ら で あ り 、 そ れ で も 律 法学 者 の 方 が 優れ て お り 、 彼 は 普通 の 人 や 夏 婦 より も 恐れ と 統治 
を 持っ て いる の で 、『 律 法学 者 の 下 』 で あっ て 、 孤 児 や 豪 婦 の 下 で は な い の で ある 」 


-「 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 書 の 手引 き 」 第 1 部 第 46 章 も 参照 され た い 。 マイ モニ デス は 、 あ る 事柄 の 現実 
性 を 示す た め に 、 次 の よう な 例 を 持ち 出し て いる :「 例 えば 、 あ る 人 が あな た に 『 こ の 国 に は 王 が 
いる か 』 と 尋ね 、 あ な た が 『 は い 、 間 違い あり ませ ん 』 と 答え た と する 。『 そ の 証拠 は 何で ある か 』、 
あな た は 彼 に 『 こ の を 食 は 、 あ な た が 見 て いる よう に 、 体 の 小さ な 弱い 人 間 だ が 、 こ の 偉大 な 支 
配 者 の 前 に 大 量 の 硬貨 を 持っ て 立っ て いる 。 そし て この も う 一 人 の 人 間 は 、 体 が 大 きく 強い 人 間 
だ が 、 彼 の 前 に 立っ て いて 、 彼 に 硬貨 を 一 枚 寄付 する よう に 頼ん で いる 。 それ な の に 彼 は 寄付 を 
せ ず 、 さ ら に は 彼 を 叱責 し 、 言 葉 で 突き 放し た 。 王 を 妨 れ て いな けれ ば 、 即 座 に 殺す か 、 金 を 奪っ 
て いた だ ろう 。 この 国 に 王 が 存在 する 証拠 と は 、 王 を 恐れ 、 王 の 処罰 を 憂慮 する こと で ある こと が 
わか る 』 と 言う だ ろう 」 
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王国 と は 枠組 み で あり 、 王 国 が 意味 を 持つ た め に は 、 権 力 と 強制 の 可能 性 を 持た な けれ ば な ら 


な い 。 


どん な 手段 を 使っ て で も 戦争 に 勝 と うと する 邪悪 な 人 々 が この 世に 存在 する 限り 、 正 義 の 人 々 に 
戦争 方 法 の 制限 が あれ ば 、 結 果 は 邪悪 な 人 々 の 勝利 と な る 。 し た が っ て 、 戦 争 に 勝つ た め に 市 
民 を 利用 する こと も 含め 、 攻 撃 的 な 方 法 で 戦争 を 行え る よう に する こと が 、 す べ て の 人 間 に と っ て 
最善 の 利益 と な る 。 


戦争 の た め に 戦士 を 殺す 王 の 能力 が な けれ ば 、 王 国 は 人 々 に ある 程度 の 戦い を 強制 する こと は 
で きる が 、 王 国 の た め に 死ぬ こと や 大 き な 危 険 を 財 す こと を 強制 する こと は で き な い 。 そのため 、 
外敵 と の 戦場 (軍隊 ) や 、 犯 罪 や 無政府 状態 (警察 ) は 、 王 国 が コン トロ ー ル で き な い も の に な っ 
て し まう 。 戦争 で は 危険 な 状況 が 多く 、 危険 な 時 に 兵士 に と ど ま ら せ て 戦わ せる こと が で き な い と 
すれ ば 、 こ れ は 立派 な 王 の 軍隊 の 大 き な 弱 点 で ある 。 


王 が いな く て も 志願 は 許さ れる 。 も し 王 が 国民 に ボラ ンティア 精神 を 鼓舞 する こと に 成功 すれ ば 、 
国民 は 命 を か け て で も 王国 の た め に 戦 お うと 目覚 め 、 合 法 的 に それ を 行う だ ろう 。 し か し 、 そ の 重 
要 性 は と も か く 、 志 願 は 多く の 国民 を 束ね る 十分 な 枠組 み に は な りえ な い 。 軍隊 や 泡 察 は 強制 
の 枠組 み の 上 に 成り 立っ て お り 、 志 願 は 非常 に 重要 で 不可 欠 で すら ある 。 し か し 、 強 制 的 な 枠組 
み が な けれ ば 、 ポ ボラ ンティア 活 動 も 危う く な り 、 警 察 や 軍隊 と の 関係 を 持つ こと は 不可 能 で ある 。 


結論 と し て : も し 王 が 、 戦 争 の た め に 自国 民 に 危害 を 加え る こと が で き な け れ ば 、 王 の 権力 に は 
限界 が ある 。 遅かれ 早かれ 、 勝 利 の た め な ら 魂 を 傷つけ る こと も た め ら わな い 著 悪 な 者 た ち に 対 
し て 、 王 国 が 持ち こたえ られ な いこ と は 間違い な い 。 


- 誰 も が 共有 する 危険 に 直面 し た と き 、 他 人 の た め に 志願 し 、 命 を 捧げ る と いう 許可 は 、 他 の 場 
所 に も 拡大 され る だ ろう 。 


- 今日 の イス ラ エ ル に お ける 予備 役 制度 は 、 そ の 好例 で ある : 予 備 役 へ の 到達 を 義務 づけ る 法 
律 は ある が 、 こ の 法律 だ け で は 予備 役 制度 を 維持 で き な い こと は 明らか で あり 、 制 度 を 動か し て 
いる 主 な 内 容 は 志願 で ある 。 し か し 、 法 律 が 非常 に 重要 な の は 、 法 律 が 制度 を 「 円 滑 」 に し 、 安定 
させ 、 兵 士 の 気まぐれ に 左右 され な いよ うに する た めで ある 。 
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派閥 と 女王 


私 た ち が 書 いた こと に よる と 、 王 国 の 成立 は 、「 誰 か 一 人 を 差し 出せ ば 、 そ の 者 を 殺す 。 そう で な 
けれ ば 、 お 前 た ち 全 員 を 殺す 」 と 告げ た 一 派 の 状況 に 似 て いる こと が わか っ た 。 王 国 に 強制 力 が 
な けれ ば 、 こ の 世 の 邪 悪 な も の の 勝利 の た め に 、 誰 も が 死ぬ こと を 恐れ る 。 こ の 世 の 邪 悪 は 、 

「 邪 悪 と の 戦い で あな た 方 の 何人 か を 犠牲 に し 、 そ うし な けれ ば 、 邪 悪 の 勝利 の た め に 起こ る 混 

乱 の 中 で あな た 方 全員 が 死ぬ 」 と いう 状況 を 私 た ち に 提示 する 。 異邦 人 の 間 で 、「 あ な た が た の 

うち の 一 人 を 生け 贅 に 捧げ な さい 」 と いう 判例 は どの よう な も の だ ろう か 。 第 三 章 で は 、 異 邦人 が 
殺人 の た め に 命 を 犠牲 に する こと を 義務 づけ る 規則 に よれ ば 、 こ の よう な 場合 、 全 員 を 救う た め 

に 、 く じ 引 き で 誰が 死ぬ か を 決め る こと が 許さ れる と 説明 し た 。 な ぜ な ら 、 こ の 論理 的 解決 が 最も 

適切 で あり 、 異 邦人 の 間 で は 自己 犠牲 は 論理 に よっ て 決定 され る か ら で あ る 。 


運命 に 似 た 別 の 例 を 、 臓 器 移植 の 場合 で 挙げ て みる 。 ここ で は 、「 移 植 銀 行 」 を 設立 する こと に 
よっ て 、 王 国 の すべ て の 人 々 の 命 を 延ばす こと が で きる : つ まり 、 も し 自分 が 末期 的 な 病気 で 延 
命 の 見 込み が な い 場 合 、 他 の 人 の 延命 の た め に 臓器 を 移植 する こと を 碑 う の だ 。 そし て その 見 
返り と し て 、 も し 自分 が 移植 用 の 臓器 を 必要 と する な ら ば 、 他 の 人 か ら 臓 器 を も ら う 。 


ユダ ヤ 人 の 間 で は 、 そ の よう な 行為 は 許さ れ な い 。 と いう の も 、 臓 器 を 取る た め に 人 を 殺す こと 
は 、 他 の 人 の た め に 人 を 殺す こと と 同じ で あり 、 こ れ は 十戒 に よっ て 厳しく 禁じ られ て いる か ら で 
ある 。 し か し 、 異 邦人 の 間 で は それ を 禁じ る 理由 は な い : も し そう な ら 、 他 の 人 を 救う た め に その 
人 を 殺す こと は 禁止 され な い 。 その 理由 は 、( 異 邦人 を ) 排除 する こと で 、( ユ ダ ヤ 人 の ) 生命 を よ 
り 多 く 得 る た めで ある 。 


これ は 、 救 助 さ れる 人 の うち 、 誰 が 救助 活動 後に 死亡 する も かわ から な い 場 合 で も 許さ れる 。 例え 
ば 、 地 震 で ビル が 倒壊 し 、 何 十 人 も の 人 々 が 閉じ 込め られ て 、 負 え や き で 死ぬ 前 に 、 手 作業 で 
安全 に 救出 する 方 法 が な い 場 合 だ 。 彼ら を 救出 する 唯一 の 方 法 は 、 ト ラク ター を 操作 し て 一 定 方 
向 か ら 建物 を 突き 破り 、 瓦 伯 を 撤去 し て 人 々 を 救う こと だ 。 し か し 、 ト ラク ター 自体 や 建物 か ら 出る 
重い 瓦 傘 の た め に 、 何 人 か の 人 々 は 傷つく こと に な る 。 異邦 人 の 間 で は 、 こ れ は 許さ れる こと で 
ある 。 な ぜ な ら 、 亡くな っ た 人 は 、「 あ な た は 正面 に 何 を し た の か ? 」 と 主張 で き な い か ら だ 。 


- ラビ ・ イ ェ ホ シュ ア ( ヨ シュ ア ・ ベ ン ・ ハ ナニ ア ) の 紹介 を 参照 され た い 。 
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この 一 節 は 、 す べ て の 人 が すでに 避け られ な い 死 に 直面 し て いる こと を 前 提 に 、 あ る 個人 の 死 を 
招く か も し れ な い 行 為 が 許さ れる シナ リオ に つい て 論じ て いる 。 その よう な 場合 、 そ の 行為 を 禁止 
する 論理 的 理由 は な い 。 


また 、 事 前 に 運命 を 決め た り 、 危 険 負担 の 配分 を 決め た りす る こと も 可能 で ある 。 例 を 挙げ よう : 
砂 漢 で 水 が 不 足し て いる 集団 が 生き 残る た め に は 、 ラ イオ ン の 注意 を そら さ な け れ ば な ら な い 。 
その た め に は 、 一 人 を ライ オン の 犠牲 に し 、 残 り は 逃げ る と いう 戦術 が ある 。 全員 が 確実 に 死ぬ 
と いう 2 選択肢 が ある 以上 、 そ れ を 禁じ る 論理 的 理由 は な いか ら で あ る 。 また 、 こ の 理屈 は 、 あ ら か 
じ め 運 命 や 危険 の 配分 を 決め る こと が で きる 他 の 状況 に も 拡張 され る 。 例え ば 、 砂漠 で ライ オン 
に 遭遇 し た 集団 は 、 ラ イオ ン を 走 回 させ る た め に 、 一 人 の 人 間 を 時 間 差 で 送り 込む スケ ジュ ー ル 
を あら か じ め 合 意 し て お く こ と が で きる 。 この よう に 危険 を そら す 方 法 は 、 異 邦人 の 間 で は 許さ れ 
る と 考え られ て いる 。 なぜなら 、 そ うし な けれ ば 全員 が 確実 に 死に 直面 する の に 、 残り の 者 を 救う 
た め に 一 人 を 殺す こと を 禁じ る 論理 的 理由 は な いか ら で あ る 。 


この 箇所 は 、 王 国 を 樹立 する よう な シナ リオ で は 、 集 団 の 大 き な 利 益 の た め に 危険 を 置 し 、 個 人 
を 犠牲 に する こと さえ 許さ れる と いう 原則 を 再 確認 する こと で 締め くく られ て いる 。 異 邦人 の 間 で 
は 、 こ れ は 許さ れる こと で ある 。 殺す と いう 行為 が な けれ ば 誰 も が 死ん で し まう の だ か ら 、 こ こ で 
殺す こと を 禁止 する 理由 は な いし 、 こ の よう に し て 救 わ れる こと は 論理 的 で ある 。 


マル ヒュ ト は これ ら の 例 と 似 て いる : マ ル ヒ ュ ト で は 、 最終 的 に 何人 か は 死な な けれ ば な ら な いか 
も し れ な い が 、 人 々 の 間 で 負担 を 分 担 す る こと に し た 。 その 方 が 、 王 国 が 存在 し な いこ と で 皆 が 
傷つく こと を 確認 で きる か ら だ 。 誰 も が 王国 の た め に 死ぬ と いう リス ク を 背負 う が 、 最 終 的 に は 皆 
の 総意 と な る 。 書か れ て いる よう に :「 そ れ ゆ え 、 集 団 全 体 の 平和 の た め に 、 戦 争 で 個人 を 危険 に 
さら すこ と が 許さ れ た 。 同じ こと が 、 憎む 者 の 剣 で 殺さ れる より も 多く の 命 を 救う こと に つなが る か 
ら で あ る 」 


戦争 で は 手渡 し で は な いし 、 誰 が 派閥 を 作る か 事前 に わか ら な いか ら だ 。 し か し 、 彼 は そう 言っ て 
いる の だ 。 な ぜ な ら 、 戦 争 に お いて 、 手 で 人 を 殺さ な けれ ば な ら な いと き 、 そ れ は 道 を 泰 いで いる 
人 を 団 き 殺す よう な も の で 、 そ れ が な けれ ば 作戦 全体 が 失わ れる 、 あ る い は 敵 に 危 娠 を 加え な 
が ら 、 敵 が 拘束 し て いる 人 質 に 危害 を 加え る 、 と は 言い に くい か ら だ 。 私 た ち は 、 私 た ち が 引 き 渡 
す 必 要 が な く 、 誰が 殺さ れる の か 事前 に わか ら な いよ うな 場合 (例え ば : 異 邦人 が 、 私 た ちの 派 
職 の メン バー の ひと り が ライ オン に 食べ られ る よう な 行動 を 私 た ち に 強要 し 、 そ れ が 誰 に 起こ る か 
わか ら な い 場 合 ) 。 右 の ペー ジ で 、 タ ッ ブ が 本 に 書い て いる こと を 参考 に する よう だ が 、 ビ ン ヤ ミン 
農場 、 ダ ム の モニ ター 看板 は 派閥 で 禁止 され て いる が 、 彼 の 言葉 と ACM に つい て コメ ント する 必 
要 が ある 。 い ずれ に せよ 、 ユ ダ ヤ 人 は 戦争 の 許可 と 出征 の 許可 、 そ し て イス ラ エ ル 王 国 を 相手 に 
する と き の G-d( 神 ) の 助け に よる 別 の ビジ ョ ン を 、 一 時 的 に 延長 し な けれ ば な ら な い 。 


言い 換え れ ば : ノ ア の 間 の 流血 の 禁止 は 、 世 界 を 腐敗 させ 甘やかす 方 法 に よる 殺人 の 禁止 で あ 
る 。 し か し 、 戦 争 の 時 代 に は 、 世 界 の 是正 と その 善 を 考慮 する こと で 、 殺 人 の 禁止 は な く 、 国家 が 
内 部 の 邪悪 な 者 と 外部 の 邪悪 な 敵 に 対処 し 、 正 し い 者 が 邪悪 な 者 を 打ち 負かす こと が で きる 。 こ 
の 状況 は 、「 国 民 が 国民 に 対し て 剣 を 携え 、 戦 争 を 学ぶ こと が な く な る 」 終 末 の 日 に 到達 し て いな 
い 限 り 、 真 実 で ある 。 


自衛 の た め に 敵 を 殺す こと 

戦争 の た め に 王 が 自国 民 を 殺す こと が 許さ れる な ら 、 正義 の 王国 に 属す る 人 々 に も 同じ 理屈 が 
当て は まる 。 正義 と 悪 の 戦争 に お いて 、 悪 が 頭 を も た げ る こと が 許さ れる な ら 、 悪 は や が て 私 た 

ち 全 員 に 害 を 及ぼ し 、 悪 の 王国 の 人 々 で さえ も ( 今 で な く と も 将来 的 に ) 、 そ れ に よっ て 苦し むこ と 
に な る と 私 た ち は 仮定 する 。 

要する に 、 私 た ち は 正 義 の 王国 の すべ て の 人 に 反論 し て いる の だ : 


- も し あな た が 邪悪 な 王 に 属し て いる な ら ば 、 あ な た は 尊 人 者 を 助け て いる の だ か ら 、 あ な た の 手 
は 血 で 汚れ て いる 。 


- も し 彼 を 助け な い の で あれ ば 、 私 た ち を 助け る べき で ある 。 私 た ち が 同 胞 を 殺す よう に 、 あ な た 
た ち を 殺 すこ と も 許さ れる か ら で あ る (私 た ち は 皆 、 共 通 の 危機 に あり 、 そ の よう な 状況 で は 、 多 
数 を 救う た め に 少数 を 殺す こと が 許さ れる か ら で あ る ) 。 

- また 、 悪 と 戦う た め に 必要 で あれ ば 、 意 図 的 に 赤ん坊 や 罪 の な い 人 人 々 を 傷つけ る こと も 許さ れ 
る 。 例え ば : 邪 悪 な 王 の 子供 に 危害 を 加え る こと で 、 王 が 邪悪 な 振る 舞い を し な いよ うに 圧力 を か 
ける こと が で きる の で あれ ぼ ば 、 子 供 た ち を 傷つけ る こと が で きる (成長 し た ら 邪 悪 に な る と いう 説 
明 が な く て も ) 。 

治癒 が 許さ れる 理由 の まとめ 


さて 、 こ こま で 見 て きた 、 罪 の な い 人 々 を 故意 に 傷つけ る (つま り 、 彼ら を 救う の で は な く 、 癌 す ) さ 
ま ざ ま な 理由 を まとめ て みよ う : 


- ユダ ヤ 人 が 異邦 人 の 人 生 を 癒す こと は 許さ れる 。 

- 異邦 人 が 自殺 する 必要 は な いと する マハ ル シ ャ に よれ ば 、 殺 人 は 許さ れる 。 単純 な 言い 方 を す 
れ ば 、 異 邦人 が 別 の 異邦 人 を 癒す こと で ある 。 し か し 、 方 法 の 原則 に よれ ば 、 こ れ に は 許可 が な 
い 。 

- この 章 の 最初 の 注 に ある ハア メ ク ・ ダ バル の 言葉 を 指し て いる 。 


- そう で な いな ら 、 な ぜ 降 伏し て 彼ら に 支配 させ な い の か ? 
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マハ ル シ ャ に よれ ば 、 治 癒 の 場合 に は 自己 犠牲 の 義務 が あり 、 た だ ち に 救 わ れる 場合 に の み 、 
異邦 人 は 救 わ れる た め に 他 者 を 殺す こと が 許さ れる と いう 意見 を 見 て きた 。 


- 王 国 の 存続 の た め に は 、 一 部 の 人 々 を 傷つけ 、 癒 すこ と が 許さ れる 。 これ は 王国 に と っ て も 、 英 
の 王国 に 属す る 個人 に と っ て も 同様 で ある 。 


優先 順位 
敵 に 危害 を 加え る 優先 順位 を 、 こ れ ま で 学ん だ こと に 従っ て 並べ る : 


- 戦争 の 主 な 焦点 は 、 追 っ 手 プ 迫害 者 自身 、 あ る い は 意図 的 に 彼ら を 助け る 者 た ち に 対す る も 
の で ある 。 


- し か し 、 戦 争 は 殺人 者 を 援助 ン 郡 助 し た 疑い の ある 者 た ち に 対し て も 行わ れ 、 既 定 で は 、 ノ ア 
ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 し た 者 は 死刑 と な る 。 


- 必要 で あれ ば (た と え そ れ が 不 本 意 で あっ た と し て も ) 、 殺 人 者 を 助け る 罪 の な い 人 々 に も 和 危害 
を 加え る 。 


- 必要 で あれ ば 、 殺 人 犯 を 助け な い 無実 の 人 々 に も 危害 を 加え る 。 


方 法 の 原則 に よれ ば 、 最 後 の シ ナリ オ で は 、 ど の よう な 方 法 で より 多く の 人 を 死な せる か を 考え 
る 必要 が ある 。 こ の 種 の 罪 の な い 多 く の 人 々 を 傷つけ る こと が 、 正 義 の 王国 の 少数 の 人 々 を 救う 
こと に な る の で あれ ば 、 そ れ を 許可 する 余地 は な い 。 正義 の 王国 の 血 を 、 邪 悪 な 王国 の 罪 の な 
い 人 々 の 血 よ り 優先 させ る 理由 は な いか ら で あ る 。 し か し 、 戦 争 に お いて 命 と 命 を 天 特に か ける 
場合 、 私 た ち は 、 目 の 前 の 具体 的 な ケー ス と 、 義 人 は で きる だ け 強 く 、 で きる だ け 傷 つけ な いよ う 
に すべ きだ と いう 一 般 的 な 考察 の 両方 を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 こ れ は すべ て 異邦 人 同士 の 
戦争 に 関係 する こと で ある (復讐 の 考慮 に つい て は 後 で さら に 詳し く < 述べる ) 。 


し か し 、 ユ ダ ヤ 人 と 異邦 人 の 戦争 で は 、 第 四 章 で 見 た よう に 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 が 優先 され る た め 、 
ユダ ヤ 人 が 利益 を 得る た め に 異邦 人 を 殺す こと が 好ま れる だ け で ある 。 さ ら に 、 ユ ダ ヤ 人 は 世界 
を 正 し 、G-d( 神 ) の 言葉 (特に ノア ハイ ド の 七 つ の 近 ) を 全 世 界 に も た ら す 存在 で ある 。 


復 


叶 


悪人 に 対処 する た め に 必要 な も の の 一 つ は 復讐 で ある 。 悪人 に 打ち 勝つ た め に は 、 復 讐 の 態度 
で 、 計 り に 計っ た よう に 彼ら を 扱う 必要 が ある 。 


- これ に 対す る マハ ラル の 考え 方 は 、 こ の 章 の 最後 に 述べ られ て いる 。 


- 賢者 た ち は 、「 尺 に は 尺 を 」 と いう 振る 舞い は 世界 の 基礎 に 内 在 し て いる と 説明 し て いる (創世 
記 ラ バ 、 パ ル シ ャ 9 章 ) : ラ ビ ・ シ メオ ン ・ バ ル ・ ア ッ バ の 名 に お いて ラビ ・ シ モン : す べ て の 計り は 廃 
止 さ れ た が 、 計 り の た め の 計 り は 廃止 され な か っ た 。 

ラビ ・ フ ナ 

o 伝道 の 書 (8:11) で 説明 され て いる 通り で ある :「 悪 行 に 対す る 判決 が 迅速 に 執行 され な い の 
で 、 人 の 子 ら の 心 は 悪 を 行う こと に 完全 に 定まっ て いる 」 
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イブ ン ・ エ ズラ も 、 同様 に ラン も こう 説明 し て いる : 


子供 た ちの 心 は 悪 を 行う こと で 満た され て いる か ら で あ る 。 暑 行 に 対す る 迅速 な 復讐 、 報 い 、 返 
済 は な い 。 な ぜ な ら 、 人 々 の 心 は 、 罰 に 対す る 恐れ が 薄れ た た め に 、 悪 行 に 傾く か ら で あ る 。 


言い 換え れ ば 、 有 要求 され る 行為 の 大 き さ は 、 邪 悪さ の 大 き さ に 対応 し て いる 。 な ぜ な ら 、 悪 行 に 対 
する 復讐 、 支 払い 、 報 酬 に つい て は 、 何 も する こと が な いか ら で あ る 。「 な ぜ 人 の 心 は 彼ら の 魂 が 
悪 を 行う こと を 望む の か ? 彼ら に 対す る 恐れ が な く な っ た か ら で あ る 」 


つま り 、 復讐 は 悪事 を 報 わ れ な いも の に する た め に 必要 な 必然 な の だ 。 彼ら の 権力 を 正当 化す 
る も の で ある 。 確信 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 こ うし て それ に 対す る 行動 の 大 き さ も 大 きく な る 。 


ラビ ・ ヨ セ の 言葉 を 借り よう : 天地 創造 の 初め か ら 、G-d( 神 ) は 人 が 計る 物差し は に 、 そ の 人 に も 計 
られ る こと を 観察 され た 。 し た が っ て 、 聖 句 は こう 言っ た 、「 見 よ 、 こ れ は 非常 に 良い 。 ここ に 善 の 
量り が ある 」。 


- また 、 ハ イイ ム ・ ビ ・ イ ェ フ ダ の レス ポン サ (70 番 ) で も 表現 され て いる 通り で ある : 裁 き を 書面 に 
残す こと 、 そ し て 尺 に は 尺 を 。 そう すれ ば 、 多く の 人 が 知っ て 恐れ 、 二 度 と その よう な こと を し な く 
な る 。 


- その 例 と し て 、 バッ ハ の 言葉 (レス ポン サ ・ ハ ダシ ョ ス 25 番 ) が ある :「 イ スラ エル の 民 が 無防備 に 
な ら な いよ うに 復讐 する た め に 、 彼 が 埋葬 され て か ら 何 日 、 何 年 と 間 を 置か な けれ ば な ら な い の 
か は 誰 に も わか ら な い 。 も し 復讐 が 成 さ れ な か っ た ら 、 鳴 呼 、 何 と いう こと だ (G-d( 神 ) よ 、 お 許し く 
だ さい )」 


- これ に よれ ば 、「 復 讐 」 は 「 復 活 」 と いう 言葉 に 由来 する 。 つま り 、 復 讐 は 、 将来 悪 を 防ぐ 唯一 の 

方 法 で ある た め 、 外 的 ・ 技 術 的 な 必要 性 だ け で な く 、 聖 句 に ある よう に 、 被害 者 側 の 真 の 必要 性 
に も 応え る も の な の で ある :「 そ の 土地 は 、 そ の 土地 で 流さ れ た 血 の た め に 彫 わ れる の で は な く 、 
血 を 流し た 者 の 血 に よっ て 彫 わ れ な けれ ば な ら な い 」( 民 数 記 35:33) 。 こ の こと か ら 、 復 讐 は 法律 
の 問題 で お る だ け で な く 、 道 徳 の 問題 で も ある 。 復讐 を 求め る の は 被害 者 の 権利 で あり 、 そ の 権 
利 を 支援 する の は 共同 体 の 義務 で ある 。 復讐 は 暴力 や 憎悪 の 一 形態 で は な く 、 正 義 と 公正 の 一 


有 2 態 な の だ 。 
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また 、 詩 訪 ( 第 58 章 の 終わ り ) に も 同じ よう に 書か れ て いる : 


正しい 者 は 復讐 を 見 て 喜ぶ 。 彼 は 悪人 の 血 で 足 を 洗い 、 人 は 言う :「 正 し い 者 に は 誠 の 報い が あ 
る 。 地 に は 裁く G-d( 神 ) が お られ る 」 と 。 (詩篇 58:11) 。 


ラ シ は こう 説明 する : 


「 そ し て 彼 が こう 言っ た 、『 確 か に 、 正 し い 者 に は 報い が ある 』。 こ れ は 、G-d( 神 ) が 彼ら の 復讐 を 
討た れ た 行為 に お いて 、 正 し い 者 に は 確か に 実り と 報い が ある と いう 意味 で ある 」 


ン バ ム は 、「 ネ ブ カ ド ネ ザ ル の 書 」 の 手引 き ( 第 1 部 第 54 章 ) の 中 で 、 復 讐 の 必要 性 を 説い て い 


Oo 


の 山 


- 悪 に 対す る 戦争 は 適切 で ある 。 詳し く は 、 小 冊子 「 祝 福 さ れ た 人 」 の 第 三 章 ( こ れ は 記念 誌 「 祝 
福 さ れ た 人 」 に も 掲載 され た 。 同書 の 「 異 邦人 に 復讐 する 」 と いう 記事 ) を 参照 され た い 。 死者 で さ 
え 復讐 を 気 に す る の で あり (上 記 で 示し た よう に ) 、 な ぜ な ら 、 魂 の 世界 で は 人 格 と 正義 の 間 に 同 
ー 性 が あり 、 魂 が 正義 を 求め る か ら で あ る 。 


- 例え ば 、 創世 記 49:16 の ラン バム を 参照 する と 、「 ダ ン は その 民 を 裁く 」 と いう 一 節 を 説明 し て い 
る : ア ナ ト の 子 、 シ ャ ムガル の 時 代 に 始ま り ( 土 師 記 3:31) 、 エ フタ の 時 代 に は こう 書か れ て いる 
( 同 10:7) 。 彼 は 彼ら を ペリ シテ 人 の 手 に 売り 渡し 、 ま た ゲラ の 子 エ フ ド も ( 同 12:13) 、 主 は 彼ら を 
四 十 年 間 ペ リ シ テ 人 の 手 に 渡さ れ た ( 同 13:1) 。 また 、 シ ャ ムガル ( 同 3:31) に つい て 書か れ て いる 
よう に 、 彼 は ペリ シテ 人 を 六 百 人 、* オ ックス ・ ゴ ー ド で 打っ た が 、 そ れ は 大 し た 打撃 で は な い の 

で 、 復 讐 で は な い 。 


* オ ックス ・ ゴ ー ド (へ ブラ イ 語 :malmad) は 、 極 、 ま た は 他 の 広葉 樹 で 作ら れ た 長い 棒 で ある 。 長 さ 
8"10"、 周 囲 6" で 、 一 般 的 に 片方 の 端 に は 金属 の 失っ た 部 分 が あり 、 も う 片 方 の 端 に は 平ら に 

な っ た 金属 片 が 付い て いた 。 和 失っ た 方 の 端 は 、 働 や 荷車 を 引く 和牛 を 「 煽 り 」、 あ る い は 突い て 移動 
させ る の に 使わ れ 、 も う 一 方 の 端 は 、 鈴 鈴 に た まっ た 土 を 取り 除く の に 使わ れ た 。 正しい 使い 方 
を すれ ば 、 和 牛 追い 棒 は 槍 の よう な 強力 な 武器 に も な っ た 。 


- 言い 換え れ ば 、 ア ナ ト の 子 、 シ ャ ムガル が ペリ シテ 人 に 与え た 一 撃 は 正当 防衛 で あっ た が 、 ペ リ 
シテ 人 の 行為 に 対し て は 全く 不 十 分 で あっ た 。 サム ソン は 、 ペ リ シ テ 人 が 私 た ち に 対し て 行っ た 
行為 に 相応 する 扱い を し た の で あり 、 そ れ ゆ え 、 彼 は 本 当 に きち ん と 復讐 し 、 そ の 結果 、 状 況 を 
(相対 的 に ) 正 し た の で ある 。 


- 私 た ち は 、 復 讐 は ユダ ヤ 人 より も 異邦 人 に 対し て 要求 され る こと を 発見 し た 。「 あ な た が た は 、 
自分 の 民 の 子 ら に 対し て 立ち 上 が り 、 復 讐 し て は な ら な い 」 と 命じ られ た か ら で あ る 。 つま り 、 私 た 
ち は ユ ダ ヤ 人 が 理解 し 、 復 讐 する こと な く 悔 い 改め て 戻っ て くる こと を 期待 し て いる の だ 。 また 、 ユ 
ダ ヤ 人 の 間 で は 、 復 讐 が 悔い 改め を 妨げ 、 頑 な さ を 引き 起こ すこ と も ある よう だ 。 復讐 を し な いこ 
と で 、 内 面 的 に 反省 し 、 悪 の 道 を 捨て る こと が で きる 。 し か し 異邦 人 に 対し て は 、 復讐 が 強調 され 
る 。 それ が 悪 を 止め る 方 法 だ か ら だ (この こと は 、 前 章 で 紹介 し た 、 敵 で ある 異邦 人 を 憐 れ ん で は 
いけ な い 、 な ぜ な ら 、 彼 ら の 内 面 か ら 完成 する 希望 も チャ ンス も な い の だ か ら 、 彼 ら を 憐 れ む こと 
は 害 を 与え る だ け で あり 、 彼 ら に 弱 さ と 解釈 され る だ け だ か ら だ 、 と いう 戦争 注 進 者 の 言葉 に も 似 
て いる 。 

戦争 中 で あっ て も 和解 と 完成 を 望み 、 期 待 す る イス ラ エ ル と は 対照 的 で ある ) 。 
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- ここ で は 、 復 讐 の 必要 性 に 関連 する 部 分 の み を 引用 し た が 、 そ こ で は 復讐 時 の 指導 者 の 心理 
状態 に つい て も 語っ て いる 。 
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そし て それ は 、 人 々 に 襲い か か る (G-d( 神 ) の ) 行 い の 中 に 見 出さ れる 。 ある 個人 を 殺す た め に 、 
その 個人 に 下さ れ た 大 き な 懲 罰 や 、 家 族 を 殺す 一 般 的 な 事柄 、 息 子 、 そ し て 息子 の 息子 は 減 ぼ 
され 、 彼 に 種 を 圭 く 場所 を 残さ ず 、 誰 も 生ま れ な く な る よう な 、 場 所 が 沈む よう な 、 騒音 の よう な 、 
殺す 恐怖 、 剣 で 彼ら を 減 ぼ し 、 彼ら の 記憶 を 消し 去る た め に 、 他 者 に 対す る 民 の 動き の 中 に ! 戦 
争 の 指導 者 、 彼 は 預言 者 で あり 、 こ れ ら の 資質 に 似 て いる 必要 が ある ..…。 怒り の 問題 だ け で な 
く 、 人 を 焼く こと を 命じ る まで に 、 彼 は 怒っ た り 、 激怒 し た り 、 憎ん だ り し な い 。 自分 に 求め られ て い 
る も の を 見 て 、 こ の 行為 が 偉大 な 人 々 か ら 何 を も た ら す か を 見 て いる の だ 。 トーラー が 七 つ の 国 
を 減 ぼ せ と 命 じ 「 一 人 の 魂 も 生か し て お いて は な ら な い 」 と 言い 、「 彼 ら が 彼ら の G-d( 神 ) に 行 
い 、 あ な た が あな た の G-d( 神 ) で ある 主 に 罪 を 犯し た 、 彼 ら の すべ て の 忌まわしい 行い を 、 彼 ら 
が あな た の 子 ら に 教え な いよ うに 」 と 付け 加え た 聖 句 を 見 な い の か 。 彼 は 言う だ ろう 、「 こ れ が 残 
酷 な 行為 で や る と か 、 血 の 早い を 求め て いる と 思わ な いで くだ さい 」。 彼 は 人 間 の 心から それ を 断 
ち 切 る た め に 行動 し て いる の だ 。 彼 の 到達 点 で ある 完全 性 か ら 彼ら を 妨げ る すべ て の 者 を 取り 除 
く た め に .… 真 理 の 道 は 取り 除 か れ 、 彼 の 到達 点 で ある 完全 性 か ら 妨 げ る すべ て の 障害 は 取り 除 
か れる だ ろう .※…。 戒め を 記し た この 書物 の 中 で 、 偶 像 崇拝 者 の 子孫 、 ノ ア の 子 ら 、 彼 ら の 先祖 、 先 
祖 の 父祖 の 罪 が 小さ く て も 、 彼 は 間違い な く 殺 す で あ ろう 。 この 戒め は 、 ト ー ラ ー( 律 法 ) の いた る 
と ころ で 、 命じ ら れ た と お り に 続い て いる こと が わか っ た 。 


私 た ち は 、 す で に この 章 の 主題 を 越え て し まっ た が 、 こ こ で 主 が これ ら の 行為 を 覚え て お られ る だ 
け で 十分 で あっ た 理由 を 説明 し た 。 主 は 異邦 人 を 統治 する 上 で 、 こ れ ら の 行為 が 必要 で ある こと 
を 証明 し て お られ る の で ある 。 人 間 の 究極 的 な 完成 と は 、 彼 ら の 能力 の 及ぶ 範囲 で 主 に 似る こ 
と 、 つ まり 、「 聖 な る 者 と な れ 」 の 章 で 説明 し た よう に 、 私 た ちの 行為 が 主 の 行為 に 似る よう に な る 
こと で ある 。 主 が 慈悲 深い こと を 学び 、 慈悲 深く あれ 。 


- 正しい こと を 行い 、 予 言 の レ ベル を 守り た いと き ( そ こ で の アブ ラ ハ ム ・ イ ブン ・ エ ズラ の 解釈 を 参 
照 、 ま た 文脈 か ら も 証明 され て いる ) 。 


- また 、 ラ ン バ ム 「 偶 像 崇拝 の 法則 」4:6 と 、 そ こ で の 「 ケ セ フ ・ ミ シュ ネ 」 と 「 ミ ドガ ル ・ オ ズ 」 の 注釈 、 
お よび 、 罪 の し る し に 関す る 「 モ ル デ カ イ 」 も 参照 され た い 。 


- 彼 は また 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル の 書 、 第 三 章 51 節 で こう も 言っ て いる : 一 人 の 人 間 が 罰せ られ る よう 
に 、 一 族 、 ま た は 一 人 の 異邦 人 が 罰せ られ る の は ふさ わし いこ と で ある 。 
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それ ゆえ 、 時 に 残酷 な 行為 が 行わ れる の は 、 恐 怖 と 恐れ の 適切 な バラ ンス を 作り 出し 、 有 罪 に し 
て も 神 が 当 た ら な いよ うな 状況 を 作り 出す た めで ある 、 と ラン バム は 説明 し て いる ( 民 数 記 31 章 
17 節 ) 。 だ か ら 今 、 男 の 子供 を 皆殺し に し て 、 男 と 性 的 関係 を 持っ た 女 を 皆殺し に し て し まえ (部 
族 の すべ て の 男 ): 


彼 は 復讐 の 後に 、「 部 族 の すべ て の 男子 」 を 付け 加え た 。 


つま り 、 ミ ディ アン が ユダ ヤ 人 に 与え た 損害 (特に 、 そ の 土地 に 入る 前 の 時 期 ) と 、 多 く の 異 邦人 と 
の 戦争 (鋭い 殺 才 行 為 に よっ て 是正 され な けれ ば な ら な い ) 、 そ れ ゆ え 、 私 た ちの 師 モ ー セ は そう 
する よう に 症 じ た の で ある 。 


そし て この 説明 に よれ ば 、「 子 供 た ち が 殺 され る の は 、 彼 ら が 邪悪 だ か ら で は な く 、 誰 も が 邪悪 な 
者 に 復讐 する 必要 が ある か ら で あ り 、 子 供 た ち は 、 殺 すこ と で その 必要 が 満た され る 存在 な の で 
ある 」。 派閥 の 中 で 唯一 無 二 の 存在 で ある 彼ら を 、 現実 こそ が 彼ら を 際立た せる も の で あり 、 殺 す 
こと で 皆 を 救い 、 将 来 の 悪事 を 防ぐ も の で ある 、 と 見 る こと も 可能 だ か ら で あ る (た だ し 、 こ の 考察 
が 、 前 章 の 最後 に 持っ て きた 、 彼ら が 成長 し た と き に 悪人 で ある と 疑わ れる と いう 考察 に 確実 に 
加わ る こと は 明らか で ある )。 


復讐 と いう 概念 も また 、 戦 い の 叫 びに 影響 を 与え て いる 。 異邦 人 た ちの 残酷 な 振る 舞い は 、 私 た 
ち に 彼ら と 同等 の 残酷 さ を も っ て 接する よう に 仕向 ける も の で あり 、 報 復 行 為 で ある 。 


その よう な 一 例 が 、 土 師 記 1 章 に 描か れ て いる : 


彼ら は アド ニニ ベ ゼ ク ( 南 カ ナン の 王 ) を 追っ て 捕え 、 そ の 手足 の 親指 を 切り 落と し た 。 アド ニニ ベ 
ゼ ク は 言っ た 、「 手 足 の 親指 を 切り 落と され た 70 人 の 王 た ち は 、 私 の 食卓 の 下 で くず を 集め て い 
た 。 私 が し た よう に 、 神 は 私 に 報い られ た 」。「 そ れ か ら 、 彼ら は 彼 を エル サレ ム に 連れ て 行き 、 彼 
は そこ で 死ん だ 」( 士 師 記 1:6-7) 。 


アガ グ の 殺害 に つい て (サム エル 記 上 15:33) サム エル は 言っ た 、「 あ な た の 剣 が 女 に 子 を 産ま せ 
な か っ た よう に 、 あ な た の 母 も 女 の 間 で 子 を 産ま せな く な る 」。 


サム エル は ギル ガル の 主 の 前 で アガ グ を 切り 裂 い た 。 


- 敗戦 時 に 罪 の な い 者 まで 祝 する こと に つい て は 、 征 服 者 が 敗れ た 他 の 者 と 同じ 運命 に さら され 

る の を 防ぐ た めで あり 、 自 分 の 命 を 顧み ず 、 害 を 与え る こと を 中 踏 し な い 悪 人 が 生ま れる 可能 性 

が ある た め だ と 説明 され て いる 。 その よう な 状況 で は 、 彼 の 意図 に 反対 する 助力 を 家族 の 中 に 見 
つけ る こと は 難し いか も し れ な い 。 


- この 原則 は ラド バズ (ラビ ・ ダ ビデ ・ ベ ン ・ ジ ムラ ) の レス ポン サ (2.000、 第 VI 部 ) で も 論じ られ て お 
り 、 彼 は 罪 を 犯し て いな い 者 まで 禄 する こと の 背後 に ある 考慮 事項 に つい て 説明 し て いる 。 同様 
に 、 マ ギ ッ ド ・ ミ シュ ネ ( ラ ビ ・ ヴ ィ ダ ル ・ ベ ン ベ ニ スタ ) に よる と 、 破 壊 の た め に 指定 され た 都市 の 場 
合 、 女 性 と 子供 の 処罰 は 、 罪 人 と の 関連 と 彼ら へ の 潜在 的 な 影響 に 基づい て いる 。 


- そし て 注釈 者 た ち は 、 ラ ル バ グ (ラビ ・ レ ヴィ ・ ベ ン ・ ゲ ル シ ョ ム 1288-1344) が そこ で 言う よう に 、 


これ は 残酷 な 死 で あっ た と 説明 し て いる : 彼 は 、 あ た か も 木 を 切る よう に 剣 で 彼 を 切り 刻ん で 、 主 
の 戒め を 果たし た と 言い た か っ た の で ある 。 また 、 ア ガ グ の 殺し 方 に つい て は 、 賢者 た ち が 敵 と 
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の 計ら い の 行動 に つい て 論じ る 際 に 、 よ り 厳 し い 記 述 が 見 られ る 」(「 エ イチ ャ へ の ミド ラ シ ュ ・ ラ 


バ 」 第 三 章 末 ) 。 
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エレ ミヤ は 「 親 切 に 報い な さい 」 と 言い 、 ア サフ は (詩篇 79 篇 )、「 隣 人 に は 七 倍 に し て その 懐 に 報 
いな さい 」 と 言っ た 。「 彼 ら の 懐 に 」 と は 何 か ? ラ ビ ・ ユ ダ ・ ゲ ダリ ア は 言っ た 、「 こ の 世 の 懐 に 抱か 
れ て いる 神殿 に 対し て 彼ら が し た こと の た め に 、 現 物 で 彼ら に 報い な さい 」。 また 、「 土 地 か ら 祭壇 
まで 」 と 言わ れ て いる ( エ ゼ キ エ ル 33 章 ) 。 また 、 賢人 た ち は 言 っ た 、「 彼 ら が 人 の 懐 に 抱か れ て い 
る 割礼 の 契約 に し た こと の た め に 」。 ラ ビ ・ ヨ シュ ア と ラビ ・ レ ビ が ラビ ・ ヨ ハナ ン ・ ベ ン ・ ザ ッ カ イ の 
名 に お いて 言っ た か ら で あ る 。 彼ら は か つて ユダ ヤ 人 の 割礼 を 取り 、 空 中 に 投げ 捨て て 言っ た 、 
「 あ な た が これ を 選ん だ の だ か ら 、 あ な た が 選ん だ も の を 取り な さい 」。 預言 者 サム エル が 現れ て 
彼ら を 討つ まで は 、「 サ ム エ ル は 言っ た 、『 ア マレ ク の 王 ア ガ グ を 連れ て 来 な さい 』。 そし て 、 サ ム 
エル は アガ グ を 切り 裂 い た 」 と 書い て ある 。 


ラビ ・ ア ッ バ ・ バ ル ・ カ ハナ は 言っ た : 彼 は 自分 の 肉 を 切り 刻ん で 、 イ タチ ( ヤ ア ナ の 娘 た ち ) に 食べ 
させ 始め た 。 ヨ ブ 記 18 章 に 「 彼 は 自分 の 腕 の 肉 を 食べ る 」 と ある よう に 。 ラビ ・ イ サク は 言っ た : 彼 
は 四 本 の 鉄 の 棒 を 持っ て 来 て 、 そ の 上 に 彼 を 伸ばし た 。 アガ グ は 言っ た 、「 確 か に 死 は 苦い 、 こ う 
し て 王子 た ち は 苦 い 死 で 殺さ れる 」。 ラビ ・ イ サク は 言っ た : 彼 は 割礼 を 取り 、 そ れ を 空中 に 投げ 捨 
て て いた か ら で あ る 。 サム エル は 言っ た 、「 あ な た の 剣 が 女 を や も め に し た よう に 、 あ な た の 母 の 
女 も や も め に され る で あろ う 」。 


「 彼 は 切り 裂 か れ た 」 と は 、 彼 が 彼 を 四 つ に 切り 刻ん だ と いう 意味 で ある 。 ダビ デ が モア ブ と アン 
モン を 征服 し た 時 、 彼 は 彼ら を 残酷 に 扱っ た (サム エル 記 下 8:2、12:31) : ダ ビデ は また モア ブ を 
撃ち 、 彼 ら を 地 に 伏 さ せ 、 縄 を も っ て 彼ら を 測っ た 。 すなわち 二 筋 の 縄 を も っ て 殺す べき 者 を 測 

り 、 一 筋 の 縄 を も っ て 生か し て お く 者 を 測っ た 。 そし て モア ブ び と は 、 ダ ビデ の し も べ と な っ て 、 貢 を 
納め た 。 


- ヤル クト ・ メ アム ・ ロ エズ に も こう ある : 

「 そ の 理由 は : サ ム エ ル 記 上 (22 章 ) に こう ある よう に 、 モ アブ の 王 が サウ ル か ら 逃 げ て 、 モ アブ の 
地 に 残し た 父 、 母 、 兄弟 を 殺し た か ら で あ る 。 ダ ビデ が そこ を 去っ て ハレ ト の 森 に 行っ た と き 、 モア 
ブ の 王 は 、 逃 げ て アモ ン 人 の 蛇 に よっ て 生き 返っ た 一 人 を 除い て 、 そ の 父 、 母 、 兄 弟 を 殺し た 。 見 
よ 、 モ アブ 人 の 行為 は 卑 し く 卑劣 な も の で 、 ダ ビデ が 彼ら に 与え た 信頼 を 犯す も の で あり 、 そ の よ 
うな 行為 は 彼ら の 中 の 正しい 者 が する こと で は な い 」 
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彼 は その 町 の 人 々 を 連れ 出し 、 の こぎ り と 鉄 の つる は し と 鉄 の 弁 と で 彼ら を 切り 、 れ ん が 窯 を 通 
ら せ た 。 彼 は アン モン の 子 ら の すべ て の 町 に 同じ こと を し た 。 そこ に は ラル バグ の 言葉 が ある : 彼 
は 町 の 人 々 を この 裁き に か けた が 、 そ れ は 忘れ る こと の で き な い 残酷 な 裁き で あっ た 。 見 よ 、 こ 
れ に お ける 彼 の 願い は 、 他 の 国々 が ユダ ヤ 人 と 戦う こと を 恐れ る よう に する こと で あっ た 。 


- 戦争 に お ける 残酷 な 行為 の も う 一 つの 例 は 、 歴 代 誌 に ある (第 二 歴 代 誌 25:11-12) :「 ア マジ ヤ 
は 身 を 強め 、 民 を 率い て 塩 の 谷 に 行き 、 セ イル の 子 ら 一 万 人 を 打ち 倒し た 。 ユダ の 子 ら も 一 万 人 
を 生け 捕り に し て 崖 の 上 に 連れ て 行き 、 崖 の 上 か ら 投 げ 落 と し た の で 、 彼ら は みな 粉々 に 打ち 在 
か れ た .…」 

この 残酷 な 形 の 殺人 に 批判 が ある の は 理解 で きる :「 私 は 怒っ て 笑っ た 、 私 は 遊ん で 喜び が な 
い 、 私 は 笑っ て 喜び が な い 」。 レ マ リ ヤ の 子 ペ カ の 時 代 に は 、「 そ し て レ マ リ ヤ の 子 ベ カ は 殺し た 」 
と ある よう に 、 私 は あな た た ち に 用 を 立て 、 ア マジ ヤ の 時 代 に は 、「 そ し て アマ ジ ヤ は 身 を 強め 、 
民 を 率い て 塩 の 谷 へ 行っ た 」 と ある よう に 、 私 は あな た た ち を 笑っ た 。 塩 の 谷 と は 何 か ? 塩 の 手 
の 下 で 、 戦 い を 強い られ る 者 た ちの 下 で 、「 そ し て ユダ の 子 ら が 住ん で いた 1 万 人 の 命 は 、 ノ ア の 
子 ら に 死 を も た らし た が 、 剣 に よっ て 、 岩 の 頂 に 死 を も た らし 、 す べ て が 引き 裂 か れ 、 平 和 は な 
か っ た 」。 この ミド ラッ シュ か ら 明 ら か な よう に 、 単 に 捕虜 を 殺し た こと を 批判 し て いる の で は な く 、 
その 殺 害 は 剣 で 行う べき で あり 、 そ の よう な 残酷 な 方 法 で 行う べき で な か っ た と いう こと で ある 。 
この ミド ラッ シュ は 、 あ る 注解 者 た ち に よっ て この よう に 解釈 され て いる (例え ば 、 メ イル ・ シ ュ ム エ 
ル の 「 ヤ フェ ・ エ ナ フ 」 や 、「 年 代 記 」 の マル ビ ム な ど を 参照 ) の だ が 、 他 の 注解 者 た ち で は 、 ミ ドラ ッ 
シュ と ゲ マ ラ と の 比較 の た め に 、 異な る 解釈 を し て いる よう で ある 。 ゲ マ ラ (サン へ ヘ ドリン 53a) に は 
こう ある :「 ラ ビ ・ ヨ ハナ ン は ラビ ・ シ モン ・ ベ ン ・ ヨ カイ の 名 に お いて 言っ た 。『 賢 者 は 愚 か 者 を 裁 い 
て 、 怒 り 、 笑 い 、 休 むこ と が な い 』 と いう 節 の 意味 は 何 か ?」。 祝福 され た 聖なる 方 は 言わ れ た : 私 
は アハ ズ に 腹 を 立て 、 彼 を ダマ スコ の 王 た ちの 手 に 渡し た 。 彼 は (彼ら の G-ds( 神 々 ) に ) 生 交 を 
捧げ 、 香 を 状 い た 。「 ま た 、 彼 は 自分 を 打ち 負かし た ダマ スコ の G-ds( 神 々 ) に 生音 を 捧げ 、『 ア ラ 
ム の 王 た ちの G-ds( 神 々 ) が 彼ら を 助け て いる の で 、 彼 ら に 生 旨 を 捧げ 、 彼 ら が 私 を 助け て くれ 
る 』 と 言っ た 。 彼ら は 彼 に と っ て 、 ま た 全 イ スラ エル に と っ て つま ず き と な っ た 」。 私 は アマ ジ ヤ と 笑 
い 、 エ ドム の 王 を 彼 の 手 に 渡し た 。 彼 は 彼ら の G-ds( 神 々 ) を 連れ て 来 て 、 彼 ら に ひれ 伏し た 。「 ア 
マジ ヤ は エド ム を 倒し て 来 た 後 、 セ イル の 子 ら の G-ds( 神 々 ) を 連れ て 来 て 、 自 分 の た め に 彼ら を 
G-ds( 神 々 ) と し て 立て 、 そ の 前 に ひれ 伏し て 香 を た いた 」 と ある と お り で ある 。 

ゲ マ ラ で は 、 神 が 「 休 むこ と が な い 」 の は 、 ア ハズ の 時 代 に 「 怒 っ た 」 と きも 、 ア マジ ヤ の 時 代 に 

「 笑 っ た 」 と き ( つ まり 、 エ ドム 人 を 手 に 渡し て 好き な よう に させ た と き ) も 、 彼ら が 偶像 を 崇拝 し 続け 
た の で 「 休 むこ と が な か っ た 」 か ら だ と 説明 され て いる 。 

そし て 、 ミ ドラ ッシュ と ゲ マ ラ を 一 体 化 させ よう と する な ら 、 ミ ドラ ッシュ の 意図 は 、「 私 は ノア の 子 ら 
に 死 を 宣告 せ ず 、 剣 を も っ て 宣告 し た 」 と いう G-d( 神 ) の 言葉 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 特別 な 方 法 で 彼ら を 
殺す こと が で きる よう に 、 そ の 程度 まで エド ム 人 を ユダ ヤ 人 の 手 に 渡し た と いう こと を 意味 し て い 
る 、 と いう こと に な る 。 そし て これ は 、G-d( 神 ) が 彼ら に 与え た 偉大 な 勝利 を 表現 し て お り 、 ア マジ 
ヤ が 行っ た 偶像 崇拝 の た め に 、 そ れ で も 「 安 息 は な い 」 の で ある (この 説明 は 、 詩 篇 (詩篇 102 篇 ) 
の 節 の 言葉 も 、 よ く 説 明 さ れ て いる バー ジョ ン と も よく 合っ て いる ) 。 


詩 訪 137:8-9 


「 バ ビ ロ ン の 娘 よ 、 破 壊 者 よ 、 あ な た が 私 た ち に 払っ た 報い を あな た に 払う 者 は 幸い だ ! あな た 
の 幼子 を 捕え 、 岩 を 砕く 方 は 幸い だ ! 」 


つま り 、 バビ ロニ ア 人 の 残酷 さ は 、 彼 ら に も 同じ よう な 残酷 さ を 強 要 し 、 赤 ん 坊 を 岩 に ぶつ ける の 
だ 。 


義人 シモ ン の 時 代 に も 、 コ ティ ム に 対す る 残酷 な 振る 舞い が 見 られ る ( ヨ マ 67a) :「 す ぐに 、 私 た ち 
は 彼ら の 後ろ に 立ち 上 が り 、 彼ら を 馬 の 尾 に 縛り つけ 、 ゲ リ ジ ム 山 に 着く まで 、 い ば ら や あざ み の 
上 で 彼ら を 引き ずっ て いた 。 彼ら が ゲ リ ジ ム 山 に 着く と 、 そこ を 耕し 、 ベ ッ チ を 植え た 。 G-d( 神 ) の 
家 に する つも り で あっ た よう に 。 そし て その 日 、 彼 ら は 喜び の 祭り の 日 と し た 」 


残忍 な 復讐 の 必要 性 に つい て の こう し た 考察 は 、 敵 の 行動 や 世界 の 戦争 の 様態 に 左右 され る 
が 、 敵 の 残忍 さ が 少な い 場 合 に は 、 こ の よう な 行動 の 必要 性 は 本 当 に 少な く な る 。 彼 の 記憶 に 祝 
福 が あり ます よう に 、 ラ ビ ・ ク ッ ク の 言葉 ( 彼 の 手紙 の 第 一 部 、100 ペ ー ジ ) :「 隣 人 た ち が み な アラ 
ビア の 狼 で あっ た の に 、 イ スラ エル だ けが 戦わ ず 、 集 まっ て 残り を 食べ る と いう こと は 、 戦 争 に 関 
する 事柄 は 不可 能 で あっ た 」 


「 ノ ア の 子 ら に は 剣 に よる 以外 、 死 を 宣告 し な か っ た 」 と いう 一 節 は 、 ミ ドラ ッシュ に は まっ た く 出 て 
こない (エイ チャ ・ ラ バ 、 プ ティ フタ 14 章 ) 。 そし て 実際 、 ラ ビ ・ シ モン ・ ベ ン ・ ゼ マク ・ ド ゥ ラン と ラド バ 
ズ ( ラ ビ ・ ダ ビデ ・ イ ブン ・ ジ ムラ ) の 注釈 や 、 歴 代 誌 の ラ シ ( メ ツ ダ の 注釈 も 参照 ) に は 、 こ の こと が 
許 示 され て いる 。 


また 、 ミ ドラ ッシュ の 中 に 批判 が ある と 解釈 する と し て も 、 そ の 批判 は その 行為 自体 か ら 生 じ て い 
る の で は な いよ うに 思わ れる 。 その 後に 偶像 崇拝 を し た こと に 起因 し て いる 。 つま り 、 彼 は すでに 
偶像 を 崇拝 し て いた の で 、 エ ドム 人 に 対す る 彼 の 残酷 な 行為 は 、 善 か ら で は な く 、 残酷 さか ら 出 
た も の で ある こと が 明らか に され 、 そ れ ゆ え 、G-d( 神 ) は この 罪 の た め に 彼 を 罰する の で ある ( ホ 
セア が エフ ー に つい て 「 わ た し は エズ レル の 血 を エフ ー の 家 に 少し 報復 し た か ら で あ る 」(1:4) と 
言っ て いる よう に 。 注釈 者 、 お よび 第 二 章 の 注 10 を 参照 ) 。 


詩人 イツ ァ ー ク ・ ベ ン ・ シ ュ ロ モ は 、 テ ィ シ ャ ・ バ ー ブ の た め の 哀 歌 「 シ ュ コ レト ・ ロ ・ メ イン 」 の 中 で こ 
う 書 いて いる :「 そ し て 、 あ な た の 枝 の 岩の上 で 、 私 は あな た の 小さ な 子 を 打ち 砕く だ ろう 」 


前 章 の 最後 に 、 バ ビ ロ ン の 子供 た ち が 殺 され る の は 、 彼 ら が 両親 の よう に 邪悪 に 育つ と 考え られ 
て いる か ら で あ る こと を 暗示 する 一 節 を 持っ て きた が 、 こ れ に よれ ば ば 、 復 讐 と は 殺す と いう 形 を 考 
慮 する こと に 過ぎ な い 。 

また 、 エ ステ ル 記 の グラ の 注釈 (9:5) の 「 ユ ダ ヤ 人 は その すべ て の 町 で 、 剣 の 一 撃 と 殺 獲 と 破壊 
を も っ て 敵 を 打ち 殺し た 」 と いう 一 節 に つい て 、 こ れ は 彼ら を 恐れ お の の か せる た め の 残 酷 な 殺 
害 で あっ た と 説明 し て いる 。 


今日 の アラ ブ の 敵 は 、 残 酷 で 暴力 的 な 行為 で 知ら れ て お り 、 彼ら に 対す る 対策 を 欠く こと は 、 彼ら 
の 残酷 さ を 増 大 させ る だ け で ある 。 
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それ どこ ろか 、 残酷 な 振る 舞い を 通し て で も 、 獣 た ち に 直 怖 心 を 植え 付け る こと が 非常 に 必要 


だ っ た 。 
マハ ラル の 言葉 


ここ まで 、 私 た ち は 敵 を 殺す こと が 許さ れる か どう か に つい て 、 そ れ ぞ れ の 敵 に つい て 議論 し 、 考 
察し て きた 。 これ ら の 説明 に 加え て 、 マ ハラ ル は ラン バム と し て も 知ら れる マイ モニ デス の ナブ ラ 
の シェ ケム の 話 の 説明 に 反対 し て お り 、 そ れ に よる と 、 彼 は 戦争 に 関す る 問題 で 更新 し た 。 そし 
て 、 こ れ は 彼 の 言葉 で ある (シモ ン と レビ の 物語 に 関す る 「 グ ー ル ・ ア リエ 」) : 


難し いこ と だ : ナ ブル ス の シェ ケム の 町 全体 が 罪 を 犯し た と し た ら 、 そ の 町 全体 は 何 を 犯し て 殺さ 
れ た の だ ろう か ? な ぜ な ら 、 二 つの 国 ( 民 族 ) は 似 て 非 な る も の だ か ら で あ る 。 例え ば 、 イ スラ エ 
ル の 子 ら と カナ ン 人 は 、「 そ し て 、 私 た ち は 一 つの 民 と な る 」( 民 数 記 14 章 22 節 ) と 書か れ て いる よ 
うに 、 二 つの 国 で あり 、 初め か ら ー つ の 国 と は みな され て いな か っ た の で あり 、 そ れ ゆ え 、 ト ー 
ラー が 許可 し て いる 他国 と 戦う よう に な っ た 国 の 近 に 従っ て 戦う こと が 許さ れ た の で ある 。 


- プラ ハ の マハ ラル も 、 そ の 著書 「 オ ルコ ッ ト ・ ツ ァ デ ィ キ ム 」( イ スラ エル と その 復興 、15) の 中 で 、 
今日 の 悪 に は 、「 善 」 と 「 道 徳 」 の 見 せ か け の 裏 に 、 怒り と 殺人 欲 を 隠し 持つ 一 面 が ある と 書い て 
いる の は 事実 で ある : そ れ ( 過 去 の 粗悪 な 悪 ) よ り も も っ と 偉大 な の は 、 異 端 と いう 北 の 猛 毒 を 持 
つ 悪 で あり 、 王 の 宮殿 に 捕らえ られ た 毒蛇 の よう に 、 ま さ に 聖域 に 自ら の 居場所 を 求め る 。 それ 
は 、 こ の 世 の す べ て の 汚れ 、 肉 体 の 粗雑 さ 、 総 体 に つい て いる すべ て の 邪悪 な 性 向 を 、 そ の 官 
能 的 な 土台 の 奥底 に 置き 去り に し 、 汚れ た 手 が 触れ れ ば た ち ま ち 汚 され 、 堕落 し て し まう 聖域 の 
幸福 へ と 引き 上 げ よ うと 努め る 。 

こう し て さま よい 歩く ケ ネ び と ( ケ ネ び と と 混血 し た イス ラ エ ル 人 ) は 、 主 の 目 に 善良 で あり た い 、 主 
が 耳 を 傾け て くだ さる 、 そ の 捧げ も の に 耳 を 傾け て くだ さる 、 と 願う が 、 実は 、 主 が それ を 拒ん で お 
られ る こと を よく 知っ て お り 、 そ の 上 顔 は 落ち 、 非 常に 色 り 、 そ の 怒り は 内 に 蓄え られ 、 見 る た びに 、 
殺人 者 の 手 が 現われ 、 罪 の 色 が 現われ 、 彼 ら の 血 の 欲望 が その すべ て の 憎悪 の うち に 現われ 
る (この 言葉 は 、 邪 悪 な ドイ ツ と いう 「 文 化 国家 」 の すべ て の 悪 が 実際 に 目 に さら され る 前 に 書か 
れ た も の で ある ) 。 

それ ゆえ 、 た と え そ の 行い が 比較 的 正しく 見 えた と し て も 、 こ の 悪 の 追求 の 罠 に は ま ら な いよ うに 
注意 し な けれ ば な ら な い 。 


- トー ラー が 、「 そ の 町 と 戦う た め に 近づく と き は 、 そ の 町 に 平和 を 求め な けれ ば な ら な い 」 と 言っ 
て いる と し て も 、 そ れ は 彼ら が ユダ ヤ 人 に 何 も し な か っ た 場合 で あっ て 、 彼 ら が ユダ ヤ 人 に 何 か し 
た 場合 、 例 えば 、 彼 ら に 害 を 与え る た め に 押し 入っ た 場合 、 た と え 彼 ら の うち の 一 人 だ けが それ 
を し た の だ と し て も 、 彼 は 民 の 一 員 で ある か ら 、 彼ら が 最初 に 押し 入っ た の だ か ら 、 彼 ら か ら 復 讐 
する こと が 許さ れる 。 た と え そ れ を し な か っ た 者 が 大 勢い た と し て も 、 こ れ は 分 け 隔 て な い 、 彼ら 
は 彼ら に 害 を 加え た その 国 に いた の だ か ら 、 彼ら に 対し て 戦争 に 臨む こと が 許さ れ て いる の で あ 
り 、「 州 を 東 ね る 」 や 「 行 く 」 な ど 、 彼 ら 6 が いる すべ て の 戦争 も 同様 で ちあ る 。 た と え 彼ら が 大 し た こと 
を し な か っ た と し て も 、 それ は 分 け 隔て な い 、 彼ら は 彼ら に 害 を 加え た 同じ 国 に いた の だ か ら 、 彼 
ら に 対し て 戦争 に 臨む こと が 許さ れ て いる の で あり 、 す べ て の 戦争 と 同様 で ちあ る 。 つ まり 、 シ モン 
と レビ の 行為 が 、 平 和 を 求め る 呼び か け を 尽 すこ と を 難し くし て お り 、 そ の 中 で 、 国 を 与え な けれ 
ば な ら な いこ と が わか る 。 
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つま り 、 ラ ン バ ム が 、 ナ ブル ス の 民 一 人 一 人 が 律 法 に 従っ て 死刑 に な る 理由 を 説明 し た の と は 異 
な り 、 マ ハラ ル は その よう な 説明 は 必要 な いと 考え て いる 。 律 法 は 王 に 臣民 を 使役 する 権能 を 与 
え 、 上 で 見 た よう に 、 彼ら の 命 さ えも 王 の 手 の 中 に ある 。 その 結果 、 王 国 の 人 々 は 非常 に 拘束 
の 強い パー トナ ー シ ッ プ を 共有 する こと に な る 。 マハ ラル は 、 こ れ が 王国 に 新た な 境界 を 生み 出 
し た と 考え た 。 全員 が 互い に 結束 し て いる 状況 で は 、 そ れ ぞ れ が 相手 の 行動 に 責任 を 持つ 。 


マハ ラル は 、 我 々 が 彼ら を 傷つけ る 前 に 、 そ れ は 我々 と 和平 を 結ぶ こと が で きる と 主張 し た 。 し か 
し 彼 は 、 平 和 の た め の 呼 び か け の 履行 は 、 私 た ち に よっ て 開始 され た 戦争 に お いて の み 真 実 で 
ある が 、 も し 彼ら が そう で ある な ら ば 、 彼 ら の 個人 で さえ も (挑発 と 私 た ちの 王国 で は 平和 の た め 
に 呼び か ける 義務 は な く 、 そ れ ら を すべ て 殺す こと が 許さ れる ) 、 第 四 の 精神 の 義務 は 何で ある 
か を 彼 の 意見 で 議論 し な けれ ば な ら な いと 答え て いる 。 平和 の 呼び か け を 免除 され る 挑発 の 大 
き さ 、 そ れ は 通常 戦争 に 存在 する こと も 免除 され る こと を 意味 する 。 ヒ ルコ ッ ト ・ メ ラキ ム の 冒頭 に 
ある ミシュ ナ ・ ト ー ラ ー を 参照 する と 、 マ ハラ ル は 、 カ ナン 諸国 と の 戦争 に お いて も 平和 を 申し 出る 
義務 が ある と 考え て いる 。 こ れ は 、 イ スラ エル 人 の 命 を 危険 に さら さ な い 状況 で は 適用 され な い 
と 、 彼 は 明らか に し て いる 。 


マハ ラル が 「 グ ー ル ・ ア リエ 」 の 申 命 記 20 章 10 節 で 述べ て いる (カナ ン の 民 に は 、 そ の 邪悪 さと 主 
に 対す る 忌まわしい 行い の ゆえ に 、 平 和 を 申し 出る 義務 は な い ) こ と に つい て は 、 内 面 的 に も 、 ま 
た 創世 記 で 彼 が 書い た こと に 照ら し て も 、 議 論 に 課題 が ある 。 一 方 で は 、 物 事 は それ だ け で は 困 
難 で あり 、 創 世 記 で 彼 が 書い た こと より も 困難 で ある 。 それ だ け で は 、 ノ アハ イド の 七 つ の 近 に 違 
反する 者 に 和平 を 呼び か ける 義務 は な いた め 、 困 難 で ある 。 ど の 戦争 が 平和 の 呼び か け に 属す 
る の か を 理解 する 必要 が ある 。 シェ バ ・ ミ ツボ ッ ト を 遵守 する 者 に 対し て 戦争 する こと は 禁じ られ 
て いる こと が 判明 し た か ら だ 。 


創世 記 に お ける マハ ラル の スタ ンス は 疑問 を 投げ か ける 。 カ ナン 人 に 和平 を 申し 出る 必要 が な い 
の で あれ ば 、 デ ィ ナ の 誘拐 を めぐ っ て 戦争 に な っ た と き 、 な ぜ 彼 ら が シェ ケム に 和平 を 申し 出 な 
か っ た の か を わざ わざ 説明 する 必要 が ある の か 。 こ の よう な 正当 化 な し に 彼ら と 戦う こと は 許さ 
れる は ず で ある 。 マハ ラル は 、 彼 ら の 邪悪 さ の た め に 和平 を 申し 出る 義務 は な い が 、 彼 ら の 邪悪 
さ が 戦 争 の 原因 で ある た め 、 律 法 は 彼ら に 対す る 戦争 を 説明 し て いる と 考え て いる よう だ 。 これ 
は 、 王 の 栄光 と 主権 を 高め る こと を 主 目的 と する 通常 の 裁量 戦争 と は 異な る 。 
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結論 と し て 、 和 平 を 申し 出る 義務 に 関す る マハ ラル 氏 の 見 解 は 微妙 で あり 、 侵 略 の 度合 いや 敵 
の 行動 の 性 質 を 考慮 し 、 戦 争 の 状況 に よっ て 異な る 。 


また 、 自 分 た ちの 存在 を 気遣う 体 の パー トナ ー で ある か ら こ そ 、 互 い の 行 為 に も 義務 を 負う ( 足 が 
手 の 行 為 に 義務 を 負う よう に ) 。 平和 へ の 呼び か け ( 申 命 記 20:10-11) に 関す る シフ レイ か ら 、 マ 
ハラ ル 氏 の 言葉 の 裏付け を 引用 する こと は 可能 で ある : 


も し 彼女 が あな た に 平安 を 与え る な ら 、 そ れ は 彼女 の 一 部 か ら な の だ ろう か ? タ ルム ー ド に は こ 
う あ る :「 そ し て 彼女 は 、 そ の 全部 を あな た に 開き 、 そ の 一 部 を 開く こと は 出来 な い 」 


そし て 、 も し 彼女 が あな た と 和平 を 結ば ず 、 あ な た と 戦争 を し て あな た が 彼女 を 包囲 する な ら ば 、 
あな た は 戦争 の すべ て の 定め に 従っ て 、 こ の こと を 彼女 に し な けれ ば な ら な い : 包囲 し 、 飼 えさ 
せ 、 渦 か せ 、 あ ら ゆ る 破壊 兵器 で 滅ぼす の だ 。 


私 た ち は こ こ で 、 都 市 の すべ て の 人 々 を 一 つの も の と し て 扱い 、 も し 都市 が 平和 の 呼び か け に 同 
意 し な いな ら 、 完 全 な も の を 望ん だ 人 々 で さえ 、 負 え 、 き 、 病 的 状態 (病気 、 不 健康 ) に 苦し むこ 
と が わか る 。 


実際 、 マハ ラル の 言葉 は 、 こ の 法則 が 王国 の 間 で 真実 な の か (つま り 、 最 も 基本 的 な 存在 を 統合 
する ルー ル で あり 、 例 えば 、 富 に 関す る 多く の 事柄 を 共有 する 市 井 の 男 た ちの パー トナ ー シ ッ プ 
と は 対照 的 で ある が 、 敵 に 対抗 し て 存在 を 統合 する 女王 が 彼ら の 上 に いる な ど ) 、 あ る い は 、 実 
際 に は 二 つ の 異な る 王国 が な い に も か か わら ず 、 二 つの 国 の 間 で 真実 な の か を 議論 し な けれ ば 
な ら な い 。 


そし て 、 こ の 文脈 で は 、 マ ハラ ル の 言葉 は また 別 の 場所 に 持っ て 来 な けれ ば な ら な い : グ ー ル ・ ア 
リエ は 、 パ ラシャ ッ ト ・ ヴ ァ イ エ シェ フ の 湿気 の ある 章 に お いて 、 ヤ アコ ブ の 息子 た ち が ど の よう に 
カナ ン 人 の 女性 と 結婚 し た か と いう 問題 を 論じ て いる 。 ア ブラ ハム と イサ ク が 彼ら の 息子 た ち に 、 
カナ ン の 娘 た ちの 妻 と は 結婚 し な か っ た と 言っ た の と は 対照 的 に :.「 そ し て 、 も し あな た が 言う の な 
ら .…: ラ ビ ・ ネ へ ミヤ 、 デ ス ビ ラ ・ レ ヤ ・ ダ チュ ナン 人 は 部 族 の 妻 で あっ た 。 そし て 、 ア ブラ ハム が 来 
て 警告 し た ! それ は イス ラ エ ル の 部 族 が まだ 生ま れ て いな か っ た と き 、 彼ら は イス ラ エ ル の 子 で 
あっ た こと を 言わ な けれ ば な ら ず 、 カ ナン 人 の 臣民 が あっ た 場合 、 彼ら は イス ラ エ ル 全 体 の 中 で 
無効 に な る こと は な い が 、 す べ て の 12 が 部 族 で あっ た と き 、 ナ ブル ス 、 ロ バ の 息子 で 上 記 の 指示 
の よう に 、 国家 と みな され た 。『 私 た ち は 一 つの 民 で あっ た 』、 そ の 前 に は 二 つ の 国 が あっ た 。 部 
族 が 生ま れる と 、 す ぐに 彼ら の 上 に 国家 が 生ま れ 、 彼ら が 国家 と みな され た と き 、 国家 と 繋が っ て 
いる 人 は 誰 で も 、 こ の 中 に 禁忌 は な い 。 彼 は 国家 と し て 、 最終 的 に それ ら を 鋳造 する 際 に イス ラ 
エル 全体 と みな され る 」 


単純 に 、 マ ハラ ル は ミディ アン 戦争 の 例 を 挙げ て 、 聖書 に 書か れ た すべ て の 戦争 か ら こ れ を 証明 
し た 。 彼 の 意見 で は 、 各 個人 を 殺す 理由 を 列挙 する より も 、 ト ー ラ ー が すべ て の 戦争 に この よう に 
関係 し て いる と 言う 方 が 一 般 的 で ある 。 そう し て 、 律 法 の 言葉 は アマ レク と 七 つ の 民 族 ( 部 族 ) に 
対し て より 顕著 な の で ある 。 


し か し 、 マ ハラ ル 方 式 の 完全 な 証拠 は な い が 、 ト ー ラ ー が 和平 へ の 部 分 的 な 合意 を 受け 入れ て 


は な ら な いと 指示 し て いる の は 、 そ の 結果 、 敵 が 難解 に な り 、 そ の よう な も の か ら 逃 れる こと が で 
きる よう に な る か ら で あ り 、 上 に あげ た 確率 と 同様 で ある と 説明 で きる 。 
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マハ ラル は 、 も し 王国 の 者 が 我々 の 王国 に 危害 を 加え 、 王 国 の 者 が その 者 を 罰 し な か っ た と し た 
ら 、 そ れ は 、 口 が 許し を 請 い 、 手 の 変形 を 正す こと に 注意 を 払わ な か っ た と き に 、 我 々 を 傷つけ た 
手 の よ うな も の で ある こと を 知る べき で ある 。 こ の よう な 状況 で は 、 加 害 者 の 身体 の どの 部 分 を 傷 
つけ て も 許さ れる 。 誰が 無実 で 誰が 無実 で な いか 、 と いう 問題 に つい て 議論 する 必要 は な い 。 
ちょ うど 、 悪 か ら 身 を 守る と き 、 私 た ち に 対す る 彼 の 行為 に 実際 に は 加担 し て いな か っ た 人 々 に 、 
危害 を 加え る こと を た め ら わな い の と 同じ よう に 。 


- 邪悪 な 王国 の 血 を 解く に は 、 国家 の 決定 が 必要 な わけ で は な く 、 被 害 を 受け た 王国 内 の 個人 で 
さえ 、 彼 ら に 危害 を 加え る こと が で きる 。 実 際 、 シ モン と レビ は 王 で は な く 、 ヤコブ の 家 の 中 の 個人 
で ある (そし て 、 ヤコブ は その 行為 に 反対 し て いる ) が 、 ナ ブル ス の シェ ケム の 民 の 血 は 、 彼ら が 
ディ ナ に 対し て 行っ た 行為 の ゆえ に 、 彼ら に 許さ れ て いた 。 言い 換え れ ば 、 ナ ブル ス の 民 の 血 が 
許さ れ た の は 、 あ る 国 が ある 国 に 危害 を 加え た か ら で あ り 、 危害 を 加え た 国 の 公式 決定 が 、 危 害 
を 加え た 国 の 血 を 許し た の で は な い 。 


- マハ ラル の この 許可 が 、 今 戦闘 し て いる 第 三 の 民 族 か ら の 訪問 者 に も 当て は まる か どう か に つ 
いて も 議論 する 必要 が ある 。 彼ら は この 民族 (ユダ や ヤ 民族) の 一 部 で は な い の で 、 彼 ら と 一 体 と は 
見 な され な いと 言え る が 、 も し 彼ら が 今 こ こ に いる な ら ば 、 彼ら が いる 民族 の 中 に 「 飲 み 込ま れる 」 
可能 性 が ある 。 多く の 場合 、 前 の 章 に 挙げ た 理由 で 、 彼 ら は 殺す こと が 許さ れ て いる 。 
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結論 の 概略 
第 一 章 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 


- 異邦 人 が 異邦 人 を 殺す こと は 禁じ られ て お り 、 も し 殺せ ば 死刑 に 処せ られ る (これ は 聖 句 か ら 学 
ぶ こ と が で きる :「 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 に よっ て 、 そ の 血 が 流さ れる 」( 創 世 記 9:6) ) 。 

-「 液 、 殺 す な か れ 」 の 禁止 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 他 の ユダ ヤ 人 を 殺し た 場合 に 適用 され る 。 

- 異邦 人 を 殺し た ユダ ヤ 人 は 死刑 に な ら な い 。 

- ユダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと の 禁止 は 、「 人 の 血 を 流す 者 は 、 人 に よっ て その 血 が 流さ れる 」 と 
いう 一 節 に 由来 する 。「 ユ ダ ヤ 人 に 許さ れ て 異邦 人 に 禁じ られ る も の は 何 も な い 」 と いう 原則 が あ 
る の で 、 ユ ダ ヤ 人 も ノア ハイ ド の 七 つ の 律 法 の 義務 を 負っ て いる こと に な る 。 


第 二 章 異邦 人 を 殺す 


- 世 つ の ノア ハイ ド の 近 に 違反 し た 場合 、 異 邦人 は 一 人 の 証人 の 証言 に よっ て 、 一 人 の 裁判 官 に 
よっ て 、 警告 な し に 裁 か れる 。 し た が っ て 、 異 邦人 が ノア ハイ ド の 七 つ の 探 の いずれ か に 違反 し た 
こと を 知る 者 は 誰 で も 、 そ の 人 を 裁き 、 殺 すこ と が で きる 。 これが ベイ ト ・ ヨ セ フ と ラン バム の 裁定 
で ある 。 

- ゲ マ ラ は 、 異 邦人 一 般 を 殺す こと は 禁じ られ て いる と 書い て いる (た と え 彼 が ノア ハイ ド の 七 つ 
の 探 に 違反 し て いた と し て も ) 。 な ぜ な ら 、 ノ アハ イド の 七 つ の 探 の 遵守 に 配慮 し て 裁く こと が 許さ 
れる だ け で あっ て 、 単 に 殺す こと は 許さ れ な いか ら で あ る (それ は 破壊 の 一 形態 と な る ) 。 し か し 、 
異邦 人 は 悔い 改め て 、 今後 罪 を 犯す の を 止め る こと が で き 、 そ うす れ ば 、 以 前 犯し た 罪 の た め に 
殺さ れる べき で は な い 。 

- タ ズ は 、 律 法 で は 異邦 人 を 裁く こと は 許さ れ て いる が 、 ラ ビ は それ を 禁じ て いる 。 

- ユダ ヤ 人 と 取引 が ある と いう 理由 で 、 ユ ダ ヤ 人 を 迫害 する 異邦 人 は 裁 か れる 。 


第 三 章 異邦 人 に お ける 道徳 的 考察 


- 異邦 人 は 戒律 の た め に 命 を 捧げ る 義務 は な い 。 

- 殺人 犯 が 異邦 人 に 、「 誰 々 を 殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と 脅し た と き 、 異 邦人 が 自分 を 救う た 
め に 誰 々 を 殺す こと が 許さ れる か どう か は 意見 が 分 か れる と ころ で ある 。 

- 誰か が 異邦 人 を 死に 至ら し め た 場合 ( 例 : 異 邦人 が 異邦 人 の 上 に 倒れ こん だ な ど ) 、 た と え 加 害 
者 が 完全 な 強制 に よっ て 行っ た 行為 で あっ て も 、 加害 者 を 殺す こと は 一 般 的 に 許さ れる 。 

- 殺人 犯 が 報復 を 防ぐ た め に 人 質 を 盾 に し た 場合 、 被 害 者 で ある 異邦 人 が 自分 を 守る た め に 妨 

害 者 を 殺す こと は 許さ れる 。 


267 


第 四 章 道徳 的 考察 : ユ ダ ヤ 人 対 異邦 人 


- 異邦 人 が 他 の 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる 場合 に 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる の 
は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 の 禁止 が 異邦 人 の 間 に 存在 する の と 同じ 禁止 に 由来 する か ら で あ る 。 し た 

が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる の は 、 そ れ が 自分 を 救う 方 法 で ある 場合 だ け で 
ある 。 

-「 異 邦人 を 殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と いう 脅迫 が あっ た 場合 、 ユ ダ ヤ 人 は 自分 を 救う た め に 
異邦 人 を 殺す こと が 許さ れる 。 これ は 、 異 邦人 の 間 で その よう な ケー ス を 禁じ て いる 拡張 比較 に 
さえ 従っ て いる 。 な ぜ な ら 、 死 刑 に な る 罪 は 三 つ だ け で あり 、「 人 の 血 を 流す 」 た めで は な いか ら で 
ある 。 


第 五 章 戦争 で 異邦 人 を 殺す 


- 自国 民 の 殺人 行為 な ど を 支持 し た り 助 長 し た りす る 異邦 人 は 、 人 迫害 され た 犯罪 者 と し て 合法 的 
に 死刑 に 処 さ れ 、 被害 を 防ぐ た め に 殺す こと が 戒め と な っ て いる 。 

- 殺人 を 奨励 し て いな い 者 で あっ て も 、 以下 の 理 由 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 に 危害 が 及ば な いよ うに 殺す 
こと が で きる : 


1. も し ユダ ヤ 人 が 、「 こ の 異邦 人 を 殺せ 、 さ も な くば お 前 を 殺す 」 と 言わ れ た ら 、 そ の ユダ ヤ 人 は 
命 を 捧げ る 必要 は な い 。「 お 前 の 血 の 方 が 彼 よ り 赤い と 誰が 言え る の か 」 と いう 原則 は 、 こ の 原 
則 に は 当て は ま ら な いか ら だ 。 


2. (戦時 中 以外 で も ) 殺 人 者 が 人 哲 を 盾 に 取り 、 そ の 背後 に 隠れ て 異邦 人 を 脅し た 場合 、 追 われ 
た 者 が 自分 を 救う た め に 殺す こと は 許さ れる 。 同様 に 、 戦 時 中 、 民 間 人 の 存在 は 殺人 者 を 助け る 
の で 、 自 分 を 救う た め に 彼ら (民間 人 ) を 殺す こと は 許さ れる 。 この よう な 場合 、 異 邦人 同士 が こ 
の よう な 行動 を と る こと が 許さ れ て いる の だ か ら 、 ユ ダ ヤ 人 が 異邦 人 に 対し て 同様 の 行動 を と る 
こと も 許さ れる 。 以上 の 理由 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 命 を 救う た め に 必要 で あれ ば 、 幼 児 の よう な まっ た 
く 罪 の な い 民 間 人 で あっ て も 殺す こと は 許さ れる 。 


- 私 た ち は ハ ラ ハ ( ユ ダ ヤ 教 の 律 法 ) の 中 で 、 異 邦人 は 一 般 的 に ユダ ヤ 人 の 血 を 流し て いる と 疑 


われ て いる こと を 発見 し た 。 
- 我々 と 戦う 者 の 邪悪 さ は 、 彼 ら が 一 般 的 に 邪悪 で ある と いう 事実 の 一 部 で ある 。 
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ノア ハイ ド の 七 つ の 控 、 し た が っ て 、 私 た ち は 彼 ら の 罪 の た め に 彼ら を 非難 し 、 殺 す と いう 
問題 を 抱え て いる : 


- 先 の 二 つ の 条項 に 照ら し て 、 私 た ちの 賢人 た ち は 、 戦 争 の 時 に は 「 異 邦人 は 殺さ れ た 方 が よ 
い 」 と 決定 的 に 判断 し た : 彼ら は その 罪 の た め に 死に 値する し 、 そ の よう な 状況 で は 、 彼 ら の 大 き 
な 邪悪 さと 危険 性 の た め に 、 彼ら を 正 そ うと する 余地 は な い 。 

- ノア ハイ ド の 七 つ の 近 に 違反 し て いな い 幼 児 で あっ て も 、 両 親 の よう に 邪悪 に 成長 する こと を 許 
せ ば 、 将 来 起こ りう る 危険 の た め に 殺す こと が 考慮 され る (バビ ロン の 子供 た ち に 関す る 聞 言 者 
の 言葉 に ある よう に ) 。 た と え 彼 ら が 邪悪 な 者 た ち を 底 護 し て いな いと き で も 、 あるいは 疑念 が あ 
る と き で も 、 彼ら が どこ に いる か に よっ て 、 私 た ち が 邪 悪 な 者 た ち に 傷つけ られ る の を 防ぐ こと が 
で きる か も し れ な い 。 


第 六 章 無実 の 人 に 対す る 故意 の 傷害 


- 異邦 人 の 間 で 、「 お 前 た ちの 仲間 を 一 人 よこ せ 、 そ うし な けれ ば 全員 殺す 」 と いう 場合 、 全 員 ( ユ 
ダ ヤ 人 ) を 救う た め に 個人 を 降伏 させ る こと は 許さ れる 。 

- 異邦 人 の 政府 が 戦争 中 に 自国 民 を 危険 に さら すこ と は 、 利益 が 危険 を 上 回 り 、 そ の 行為 が 自 
衛 の 原則 また は より 大 き な 善 に よっ て 正当 化 さ れる 限り 、 許 され る 。 こ の 正当 化 は 、 す べ て の 異 
邦人 の 生命 に 危害 を 加え る 場合 に も 適用 され る し 、 必 要 で あれ ば 、 敵 側 の 個人 に 危害 を 加え る 
場合 に も 適用 され る 。 

- 復讐 と 対抗 措置 は 、 戦 争 や 邪悪 な も の を 征服 する 上 で 非常 に 重要 で ある 。 罪 の な い 人 々 や 、 
幼児 に 危害 を 加え る 方 法 に お いて も 、 無 慈悲 な 相互 戦争 と いう 形 に お いて も で ある 。 

- マハ ラル に よれ ば 、 あ る 王国 の 民 が わが 王国 に 害 を 加え た 場合 、 そ の 王国 の すべ て の 民 に 害 
を 加え る こと は 許さ れる (王国 の すべ て の 民 は 一 つの 身体 と みな され る か ら で あ る ) 。 


翻訳 終了 
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